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第1草 本研究の概要
1 . 1 . 本研究の背景
科学技術の 進歩 に伴 い ､ 人や物の移動は容易になり ､ 異なる文化背景の 人 と接する こと
は珍 しい こ と で は なく な っ てきて い る｡ 異文化の 人 との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン に より､ 世界
の 国際化 ､ 異文化理解などが進む という利点はあるが ､ 他方で異文化摩擦が発生するなど､
い つ もうまく いく とは限らない ｡ 戦争､ 内戦､ 暴動 に発展 して しまうような民族間の 問題
はほ ぼ毎日 ､ ニ ュ ー ス に登場 して い るの はもちろんで あるが ､ 個人の間で発生す る差別 ､
ス テ レ オ タイプ化 ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に関する問題 なども しばしば見られ るo 本研究で
は ､ 日本語母語話者と 日本語非母語話者の 間で生 じる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上の 問塵を取り
上げ､ とく に母語話者の 非母語話者に対する反応とその 要因を考察する｡
どの 言語 で あれ ､ 非母語話者 の 出身 ､ 人種 ､ エ ス ニ シテ ィ な どの そ の個人背景に よ っ て
母語話者 の反応が 異なると い う現象は これま でもよく記述されてきた｡ たとえば以下の よ
うな観察が しば しば行 われて い る｡
Es s ed(1 991) はアメ リカ とオ ラン ダに住んで い る黒人女性が 日常生活で直面する人種差
別 に つ い て調 べ て い るo 黒人女性 は ､ 仕事を探す時 ､ 面接 を受 ける時､ ス ー パ ー マ ー ケ ッ
トで の ク レ ジ ッ ト ･ カ ー ドに よ る支払 い の時 ､ ア パ ー トを探す時などに白人 とは異なる反
応 を受 ける傾向が あり ､ さらに黒人に対 して白人が使用する言葉も異なるケ ー ス が多 い こ
とが報告されて い る｡
日本語母語話者 の 場合 にも､ 相手 の髪の 毛 ､ 日の 色 ､ 背の 高さなどの 特徴が 自分と異質
で ある場合 ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題 を引き起 こ す こ とを指摘され て い る (Ne u stupn予
19 85a :48､ Mizuta ni 1 981: 63)o Mizuta ni (19 81) によ ると､ 白人ア メリ カ人非母語話者
がデパ ー トの 店員である母語話者 に ､ 2度､ 日本語で質問したが ､ 店員は直接彼 には返事せ
ず ､ 隣に立 っ て い た 日本語 の わか らない 日系アメリカ人に返事をした し (上掲書 64)､ 白人
ア メ リカ 人非母語話者が 完壁 な日本語で質問をして も ､ 理解できなか っ た｡ こ の ような場
合 ､ 非母語話者は英語 で話すだろうと母語話者が予測 した ため ､ 実際にはそれが 日本語 で
も認知す るこ とができなくな っ て しま っ たと解釈されてい る (同書65)｡ さらに ､ ホテ ル で
あるア メリカ人が 日本語が話せ るにもかかわらず ､ 英語で話 した方が職員の 対応 の方 がい
い た めに ､ 英語を選択 して いた事例も報告されて い る｡
さらに ､ Miz utani は 日本語母語話者の 日系アメ リカ人に対する反応も紹介 して い る (同
書 65- 66)｡ 特に日系人 の 3世 ､ 4 世の 中には ､ 日本語を勉強 した ことが ない 人が多い が ､
外見は 日本人に近 い ため ､ 高い レ ベ ルの 日本語能力が 母語話者に期待されて い るようだ｡
その 期待に応えられない 日系人は無視され､ か らか われる ｡
また ､ Mille r (197 7: 78) は外見と共 に非母語話者 の 日本語能力もまた ､ 日本語母語話
者の 反応が異なる要因とな っ て い ると指摘 して い る｡ Mille r に よれば､ 白人非母語話者の
日本語能力が低い レ ベ ル で あれば､ 日本語母語話者はそれをほ めるが ､ 自本語が高い レ ベ
ル に上達すれ ば､ 日本語母語話者に好まれない ｡ しか し､ 非母語話者がア ジア系であれば､
日本語が流陽に話せ る こ とが強く期待されて い ると いう｡
以上 の ように ､ 日本 語母語話者の 日本語非母 語話者に対する反応 には ､ 相手非母語話者
の外見 ､ あるい は エ ス ニ シ テ ィ と 関係 して い るた め､ 社会的ス テ レ オタイプ ､ 偏見 ､ 差別
などの社会的問題に直結 して い る｡ ｢郷に入れば､ 郷に従え+の こ とわざで見られる ように､
母語話者 と非母語話者 のイ ン タ ー アク シ ョ ン では ､ 非母語話者だ けが自分の行動を改善す
ればよ いとい う考え方が強い ｡ しか し､ Miz uta ni が出 して い る例でも分か る ように ､ 非母
語話者が 郷に従おうと して も母語話者側の反応が非母語話者の 出身 で異なる可能性が ある｡
特に最近 の 日本で は ､ ニ ュ ー カ マ ー の数が年々 増えてお り ､ 社会が変化 して い く状況の 中
で 平和的 な異文化間イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を維持す るた めに ､ 起 こ りうる問題を日本語非母
語話者の 能力不足 だけに結論づ けて しまうの ではなく ､ 日本語非母語話者に対する日本語
母語話者の反応か ら見 る必要があるだ ろう｡ 日本語母語話者もまた今後の異文化間イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン に備え､ 自らの反応がい っ そう明確 になると ､ 異文化間イ ン タ ー アク シ ョ ン
そ の もの の 姿がは っ きり見 えてく るので はない かと考えられる｡
また ､ 母語話者の 反応 の研究は ､ さらに言語教育や異文化間教育にも示唆を与えられ る｡
相手非母語話者 によ っ て 母語話者 の反応が異なるなら ､ 非母語話者に与えられ て い るイ ン
プ ッ トも異なり ､ 非母 語話者の 言語習得に影響を与え ると考え られる｡ さらに ､ 母語話者
の 反応 の 引き金 となるもの を突きと めれ ば､ 非母語話者 の イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン 上 の 問題 を
解決す るた め の ヒ ン トが得られる｡
そ して ､ 母語話者と非母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン は人間同士 の イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン
で もあるた め､ 社会心 理学の 観点か らも重要な意味を持 っ て い るだろうo 母語話者の反応
の メ カ ニ ズ ム が明らか になれば､ 人間の 反応の研究にも貢献でき ると考えられる｡
1 . 2 . 先行研究
人 間の 対人的な反応 に つ い て は様々 な観点から研究され て い るが ､ こ こ で は ､ こ の 問題
に関係す る社会心 理学 ､ 言語学､ 及び接触場面の研究をまとめ るo
1 . 2 . 1 . 社会心理学か ら見た人間の反応
社会心 理学は ｢社会的環境の 中で個人や集団が どの ような行動を示すか を研究する+ 学
問分野であるため (広辞苑第5版)､ 異なるグル
ー プに対する人間の反応 につ い ても幅広く
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研究され てきた ｡ 以下 ､ ス テ レ オ タイプ ､ 偏見､ 言語の 社会心理学､ 及び異文化間 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン の観点か ら人 間の 反応を分析した研究を紹介する｡
1) ス テ レ オタイプと偏見の 研究
周り の 世界 を理解す るた めに ､ 社会的なカテ ゴ リ ー を作る こ とは 日常生活の 一 部にな っ
て い る (Taji fel & Fo rga s2 000: 49-5 0)｡ 相手 の人種 ､ 性別 ､ 社会的地位などによ っ て カ
テ ゴリ ー 化す るの は自然 なプ ロ セ ス で あるた め ､ 人 間は偏見を持つ 傾向がある (Allpo rt
2000: 27- 3 0)｡ 相手の カテ ゴリ ー 化が ､ あるグル ー プ に対 しての ス テ レ オタイ プを生み出
し､ そ の ス テ レ オ タイプ の 結果 ､ 相手の 行動を勝手 に予測 したり判断 したりす る傾向が生
じる (pr ejudgm e nt : 上掲書 2 8)｡ さらに ､ こ の ス テ レ オタイ プが相手 に関す る情報処理 に
も影響を与える｡ 例えば､ 自分 の ス テ レ オタイプを維持す るような情報だけを選択 して し
まう傾 向が 見 られ る (Stango r 2000: 21 0)｡ 自分の ス テ レ オ タイ プ に矛盾する情報を得 て
も ､ こ の情報が例外 と して解釈 され ､ ス テ レオ タイ プが強化され る可能性が高い (Allpo rt
同書 :28)0 A llport に よると､ 2 つ の グル ー プが接す る時 ､ 偏見によ っ て人間は相手 に対
して次の ように反応する｡ 1) 相手に つ い て拒否的な話をする 2) 相手 を回避す る 3)
相手 を差別する 4) 相手 を暴力的に攻撃する 5) 相手を絶滅させ る (同書 :25- 26)0
人間の異なるグル ー プ に対する反応 はグル ー プ間不安 (intergro up a n xi･ety: Stepba n&
Stepha n1 985) の観点か らも研究されて きた｡ 相手 が自分と異なる集団に属す る場合 ､ 否
定的な結果を恐れ る傾 向が ある｡ こ の ようなグル ー プ間不安の 結果 ､ 接触が回避され ､ 否
定的な規範が強化 され ､ 認知的な面にお い ても情報処理が偏り ､ 感情に変化が現れるなど
の 反応が見られ る｡
2) 言語 の社会心理学の 研究
社会心 理学 の 分野 で は ､ 相手 に対する言語使用も研 究されて きた ｡ 例えば ､ 聞き手 の性
別 ､ 年齢､ 人種及び社会的地位に よ っ て話者の言語 の ス タイ ルが 異なると指摘 されてお り
(Gile s a nd Po w esla nd 1 97 5: 1 36- 143)､ こ の 現象はア コ モ デ ー シ ョ ン 理論で解釈できる
と して い る (Gile s a nd Po w e sla nd 1975, Be ebe & Giles 1984)oJ7 コ モ デ ー シ ョ ン理論の
研究で は ､ 相手に接 した結果 ､ 相手の話 し方に近づく ､ あるい は遠ざか るこ とがあるとす
る｡ ｢コ ー ド ･ ス イ ッ チ ン グ (中略) の ように違う言語 を使うことも示 される し､ 同じ言語
で話すとき にもア クセ ン ト､ ス ピ ー ド､ 文法の レ ベ ル ､ 話す量や ポ
ー ズ の と り方の 変化な
どに現れる こともある+ (飯野他 2003:104)｡ 相手に近づく こと は収敢 (conv erge n c e)､ 相
手 から遠ざか るこ とは分岐 (div e rgenc e) と呼ばれ て い る｡ 例 えば､ Giles達の バ イリ ンガ
ル ･ カナ ダ人英語母語話者の 実験で は ､ 英語を使 っ たカナ ダ人フ ラ ン ス 語母語話者は フラ
ン ス 語を使 っ た カナ ダ人 フ ラン ス 語母語話者より肯定的に評価された ｡ つ ま り ､ フ ラ ン ス
語 の ア クセ ン トが残 っ て い て も ､ フ ラ ン ス 語母語話者の 収欽が分岐より高く評価された｡
さらに ､ Be ebe (197 7) で は ､ 聞き手の エ ス ニ シテ ィ によ っ て話者の ア コ モ デ ー シ ョ ン には
変化が見られ ると指摘されて い る ｡ 中国語とタイ語の バ イリ ン ガル話者がタイ語を話す時 ､
相手 が中国系で あるか タイ 系で あるかに よ っ て音韻的変種を使い分けてい るこ とを発見し
●
た｡
Rya n(19 83) は ､ 話 し手 と聞き手 の 関係 を母語話者と非母語話者の観点か ら研究 し､ 母
語話者が非母語話者 を評価す るメ カ ニ ズム を考察 した ｡ Ryan によると ､ 母語話者の非母語
話者に対す る反応は ､ イ ン タパ ー ソナル+ あるい はイ ン タ ー グ ル ー プ の観点か ら考え るこ
とができる という｡ 母語話者の 評価の 裏には ､ Gile s 達の理論で説明できる非母語話者の
エ ス ニ シ テ ィ や社会的地位が あるが ､ 非母語話者 の個人的能力に対する推測も働い て い る
と論 じられて い る｡
3) 社会心 理学の実験
以上 の研究 の成果を踏ま えて ､ 話 し手 の 聞き手 - の反応を証明するた めに ､ 様 々 な実験
が行われ て きた ｡ 実験 に よ っ て ､ 主に異なる集団の 聞き手 に対 して 話者は どの ような評価
を行うの か ､ 相手に対 して どの ような印象を持つ の か が研究されて い る｡ 例えば､ wal key&
Chu ng (1 996)の 調査 では ､ ニ ュ ー ジラ ン ド人の 中国系及び ヨ ー ロ ッ パ系移民に対する ス テ
レ オ タイ プを調査 した結果 ､ 中国系移民は勤勉で理性 的で あり ､ 責任感があると捉えられ
て い るため ､ ヨ ー ロ ッ パ 系移 民より母語話者に肯定的に評価された o Ho r n s ey 良 Gallois
(1 998) も中国人留学生に対するオ ー ス トラリア人英語母語話者の反応を調査 し､ 母語話者
に と っ て ､ 非母語話者 の 言語 ス タイ ル の 収欽より ､ エ ス ニ シテ ィ の 方が重要な要因で ある
と主張した ｡
日本語非母語話者に対す る母語話者の反応も S6r e n s e n& Ma eda (2002) で 取 り挙げられ
て い る｡ 非母語話者が話 を して い るテ ー プを聞かせ ると同時に､ 母語話者の 判定者 に白人
アメ リカ 人 ､ あるい は 日系アメ リカ人の 写真を見せ た｡ 日系人の 写真を見せ られた場合､
母語話者は非母語話者の 文法能力を高く評価 した が ､ 白人の 写真 を見せ られた場合 ､ 非母
語話者を滑稽で ある､ ある い は社交的で あると評価 したとい う結果が出た｡ つ まり ､ 非母
語話者の外見が日本語母語話者の評価にも影響を与えると結論づ けられ る｡
しか し ､ 母語話者 の 判断は非母語話者の エ ス ニ シテ ィ だけに基づ い て 行われるとは限ら
ない . Ca rgi le (1997) は ア メ リカ人の 中国語系アク セ ン トの英語に対する評価 に関す る実
験 を行 っ た｡ 就職面按の設定で ､ 中国語系アク セ ン トの 人は否定的に評価されなか っ たが ､
教室場面で は ､ 中国語系ア クセ ン トの人 はア ク セ ン トの ない 人 ほ ど魅力的で はない と い う
結果が出た こ と を報告 して い る｡ さらに Vrij&W inkel (1994) は､ オラ ンダ人警察官の黒
人非母語話者に対す る反応 を調査 し､ 相手 の エ ス ニ シテ ィ が警察官の判断に影響を与える
の か を検討 した ｡ Vrij&耶 nkel の調査結果に よると ､ 警察官は非母語話者 の人種やア クセ
ン トに反応 したの では なく ､ 非母語話者の 言語 ス タイ ル ､ ある い は流暢さに基づ い て相手
を判断してい た ｡
4) 異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン研究
異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン研 究は社会心理学の 成果を取り入 れなが ら､ 異なる文化的
な背景を持 つ 人 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を対象に して い るo 異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン研
究は主 に文化の マ ク ロ 的相違点を重視 し､ 文化 の違 い を分析する こと によ っ て ､ 異文化間
で 見られる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン問題を解釈 しようとするが ､ 母語話者の非母語話者に対す
る反応を扱う研究も多少 ある｡
母語話者の 反応は期待違反(expe cta n cy violatio n s)の観点か ら研究されて い る(Burgo o n
& Hale 1988､ Bu rgo o n19 95)o 期待違反理論 で は ､ 他の 文化的な背景を持つ 相手 に対して
どの ようなこ とが期待され るの か ､ その 期待に対 して どの ような違反が発生するの か ､ そ
の 違反は どの ように評価されるの かが説明でき る｡ Bu rgo o n(1 995: 209) で は ､ 相手の 文
化と自分との 距離に よ っ て 肯定的､ または否定的結合価 (v ale n cy) が変わ るこ とを主張 し
て い る｡ さらに相手 の 地位に よ っ ても結合価が異なると論 じて い る (同書 ‥21 3)｡ つ ま り､
文化の違 い と 共 に､ 社会的地位 も母語話者 の非母語話者に対す る反応 に影響を与える と主
張 して い る ｡
Gudyku n st & Nishi da (199 4)は ､ 日本人とア メリカ人の異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に
お い て相互に否定的な期待 を持 つ傾向がある ことを指摘 して い る (同書 8 7- 89)o 例 えば､
自分の言語能力の なさ､ 相手との衝突､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 結果から起こ る ほかの 文化
の 人か らの否定的評価 など ､ 自分の 集団からの否定的評価を恐れ るとい う｡ また ､ ス テ レ
オタイ プ の働きに よ っ て ､ 例 えば､ 相手の集団の 心理 的な特質を過大評価す る､ 肯定的情
報 より相手 の 集団に関する否定的な情報を選択的に記憶する ､ 相手の行動に つ い て期待を
形成する ､ 実際に は見られ なくて も自分の ス テ レ オ タイプ にかなう行動 を探 し出す ､ など
の傾向が 見られた (同書 93- 96)｡ さらに ､ 日本人と アメリカ人の異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン の参加者 は自分の行動 を正常と してみな し､ 相手 に関す る否定的情報を強調 しすぎる
場合が あ っ た ｡ 相手が肯定的な行動 を取 っ たと しても ､ そ の 人を例外と して解釈す る傾向
も見られた (同書 96- 9 7)0 Gudyku n st 良 Nishida は 日本人とアメ リカ人の コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン問題を文化的な相違 の 結果で あると結論づ けて い る ｡ つ まり ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問
題を個人主義文化 (individu alistic c ultu r e) とみ なされて い るアメリカと ､ 集産主義文
化(c olle ctivist c ultu r e) とみ なされて い る日本 の違いと して 見てい るわけで ある｡
以上 の よう に ､ 社会心 理学の研 究か ら､ 話 し手 の 聞き手 - の 反応に 関し､ ス テ レオ タイ
プ の 形成 ､ 言語ス タイ ル の 選択 ､ 性格 の判断､ 異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た めの期待
の形成などの ように様々 な点が明らか になっ て い る ｡ 但 し､ 社会心理学の研究は実験的デ
ー タ に基づ い てお り､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の自然さを重視して い ない o さらに個人と個人
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン よりイ ン タ ー アク シ ョ ン の 一 般的な特徴 に焦点を当て て い るため ､
自然なイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 質的な側面よりは ､ 量的な分析に基づ い て普遍性を取り出そ
うとして い る｡ しか し ､ こ の ような普遍化には矛盾するとこ ろが ある｡ 例えば､ 日本語母
語話者 とアメ リカ人英語母語話者の 間に生 じる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題 の原因は ､ 個人主
義文化と集産 主義文化の 対立 で あ ると指摘されて い るが ､ Nadamitsu et al(2001) の 中国
人 と 日本人 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 研究が示すように ､ 同 じ集産主義文化に属 して い るは
ずの 中国人 と 日本人の 間で も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題が数多く生 じる｡ つ まり ､ 以上 の研
究の 結果がイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の ロ ー カ ル ･ レ ベ ル である実際の イ ン タ ー アク シ ョ ン場面
でも見られ るか否 かはまだ 証明され て いない と言わ なけれ ばならない ｡ ミク ロ ･ レ ベ ル の
傾向を検討す るた めに は ､ 次節か ら帝介するように実際の 談話を対象にする必要があるo
1 . 2 . 2 . 談話 の 研究 にみる母語話者の反応
談話 を対象と した研究で見られる母語話者の 非母語話者に対する反応は ､ 非母語話者の
問題に対す る解釈 ､ そ して母語話者の 言語的反応の 2 つ に分けられる｡ 前者を代表す るの
は相互行為の社会言語学で あり ､ 後者を代表するの はフ ォ リナ ー ･ ト ー クなどを含む言語
的調整 の研究で ある｡ 以下 ､ これ らの研究成果をまとめる｡
1) 相互行為 の社会言語学
相互行 為の 社会言語学 (inter a ctio n al s o ciolinguistic s : Gu mpe r z1982a､ 1 982b､
Robe rts & Saye r s19 87､ Robe rts et al1 992) は自然な場面のイ ン タ∵ アク シ ョ ンを対象
に し､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題 の解釈 を対象に して い る｡ 特に こ の研究で はイ ギリ ス 英語
母語話者の 移民達 - の反応 を研究対象に し､ 母語話者と移民非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ
ョ ン 上の 問題は ､ 主に ､ 韻律 ､ 言語 コ ー ドの選択､ 決まり文句 ､ 会話の 連鎖 に含まれて い
る暗黙の 意味､ い わ ゆる文脈化の 合図 (c o nte xtu aliz atio n c u e s :Gumpe r z19 82a) の誤解
か ら生 じるこ とを明らか に した ｡ 例 えば､ 非母語話者の発話の 韻律な どに よ っ て母語話者
は非母語話者が意図 しなか っ たメ ッ セ ー ジを読み取 っ て しまう ｡ つ まり ､ 母語話者は非母
語話者の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力の 不足 に気が つ かず ､ 非母語話者が誤 っ て出す文脈化の
合図に反応 して い る の で ある｡ 問題が生 じる場合 ､ 母語話者は非母語話者の 釈用を誤用と
して認識 せず､ 自らの ス キ ー マ で解釈 し､ さらに ､ その誤角牢を非母語話者の 態度の 問題と
して捉 える傾 向が見られた ｡ 移民の場合 ､ 相手の 母語話者は .しばしば権力者で あるため､
こ の ような問題 が非母 語話者の 人生 にまで影響を与ネる こ と がある (Robe rts & Saye r s
1 987: 1 11)｡
相互行為の 社会言語に よ っ て ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題 の発生の プロ セ ス ､ そ して母語
話者 の反応の 引き金に どの ようなもの があるかは明らか になっ て い るもの の ､ 問題解決な
どの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 管理 はあまり研究対象 にされ て い な い ｡ 母語話者 の 問題解釈の
み ならず ､ 母語話者の 非母語話者 に対す る対応も反応 の
一 部で ある ため ､ 母語話者の 言語
的 ､ 非言語的反応を見る必要もこ の研究で明らかにな っ た ように ､ あると考えられるo
2) フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の 研究
母 語話者 の 非母 語話者 に対す る言 語的な反応 の代表的な研究は ､ フ ォ リナ ー ･ ト ー ク
(for eign e rtal k) で ある. フ ォ リナ ー ･ ト ー ク と いう概念は ､ 母語話者が非母語話者に
対 して使用する簡略化言語 (simpl ified r egister) である (Fergu s o n1 975)o Fe;gu s onは
ピジン化 の プ ロ セ ス の 観点か ら､ フ ォリナ ー ･ ト ー ク の研究を始め ､ 英語にお ける フ ォリ
ナ ー ･ ト ー ク の 特徴と して は音声的 ､ 文法的､ 及 び語嚢的要素が含まれ て い ると指摘して
い る｡ 例 えば ､ 非母語話者に大声で ゆっ く り話す ､ 定冠詞を省略する ､ 問題 になりそ うな
語嚢を置き換えるなどが含まれて い る｡
フ ォ リナ ー ･ ト ー ク は様々 な言語に現れ ると指摘されて おり ､ そ の特徴が さらに数多く
の 研究に よ っ て 明らか に なっ て い る (Clyn e1 981､ Mnhau sle r1 986､ Hin n e nkarnpf 1987､
Tweis si 1990)｡ 英語 フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の談話的な特徴は特に Lo ng (1981､ 198 3a) の研
究に よ っ て明 らか になっ て きた ｡ 例 えば､ 母語話者は ､ 母語話者同士 の場面 より母語話者
と非母語話者の場面にお いて 多く質問し､ その 質問の種類も変わ るこ とが明らかに なっ て
い る (Lo ng 1981)0
日本語 フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の特徴も研究されて い る｡ 例えば､ ス ク ー タリデ ス (198 0､
19 86)では ､ 敬語の 単純化 ､ 漢語の 言い 換え､ 英語で の 事前調整が挙げられて い る｡ また ､
御館 (1998) では ､ 文法的 ､ 語嚢的特徴の他に ､ パ ラ言語的､ 非言帯的特徴が指摘されて
い る｡ さらに ､ オ ス ト ハ イ ダ (1999a) では ､ 相手非母語話者の 出身地によ っ て ､ 日本語フ
ォ リナ ー ･ ト ー ク の 特徴 が異なる こ とが 明確に なっ た ｡ 例 えば､ 中国人非母語話者 に対 し
て は ､ ほか の フ ォ リナ ー ･ ト ー ク研究で現れなか っ た ｢筆談+ の ス トラテジ
ー が用 い られ ､
外来語 に よる言 い 換え より 日本語の 漢語 - の言 い換えが より多く見られた ｡
また ､ 母語話者 の フ ォ リナ ー ･ ト ー クが生 じる要因に つ い て ､ Arthu r et al(1 980)で は ､
母語話者が非母語話者 の ア ク セ ン トに対 して反応する ケ
ー ス が指摘され て い る｡ 視覚的情
報がなくても ､ 母語話者はア クセ ン トによ っ て非母語話者の 出身を推定 してお り , フ ォ リ
ナ ー ･ ト ー ク の使用に影響を与えると述 べ て い る｡
また ､ 母語話者の フ ォ リナ ー ･ ト ー ク使用の主な引き金に 関して ､ Sn o w et al (1981)
はオ ラ ン ダ語調査の 結果 から非母語話者の言語的誤用で あると指摘して い る｡ Sn o w達の 調
査で は ､ 誤用 を最も多く引き起 こ した非母語話者 に対して ､ 母語話者の フ ォ リナ ー ･ ト
-
ク の使用が最も多か っ た ｡ Va r o nis & Gass (198 2) の 調査結果に よれ ば､ 母語話者の 判
断で は ､ 非母語話者の メ ッ セ ー ジが どの ぐらい 理解可能なの かとい う ことが フ ォ リナ
ー ･
ト ー ク の 引き金となるようだo Lo ng (1 983b) は ､ 母語話者の フ ォ リナ
ー ･ ト - ク の 引き金
を次の ように分類 して い る｡
1) 非母語話者の 外見､ つ まり知覚された外来性
2) 非母語話者の 中間言語的要素
3) 母語話者 に よる非母語話者の 理解度の判断
4) 非母語話者の メ ッ セ ー ジ の 理解可能度
5) 以上の要素の 組み合わせ
日本語の フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の引き金 に関 して は ､ オ ス ト ハ イダ (199 9a､ 199 b) が ｢言
語外的条件+ を主張 して い るo ア ン ケ ー ト調査 ､ 及び中国人非母語話者と日本語母語話者
の 会話録音デ ー タ に基 づき ､ ｢対外国人言語行動を左右する要因は､ 単に外国人 の 言語能力
だけで は なく ､ 外国人の 人種や国籍 ､ また母語話者 の 経験や意識の ような様 々 な言語外条
件が ある+ と指摘 して い る (オ ス ト ハ イダ1999b:1 02)0
以上 の ように ､ フ ォ リ ナ ー ･ ト ー ク研究によ っ て 母語話者の 非母語話者に対する言語的
な反応の 特徴や引き金 が明らか になっ てきて い る｡
3) フォ リナ ー ･ ト ー ク以外の言語的調整
上述 の研究は , 非母語話者に対する母語話者の 言語使用を明らか にする上で非常に重要
で あるが ､ フ ォ リナ ー ･ ト ー ク 自体はただ単に調整プ ロ セ ス の 一 部に過ぎない (Ne u stupnチ
1 985a :58)｡ 接触場面 にお い て は フ ォ リナ ー ･ ト ー ク以外の さま ざまな言語的調整が行わ
れて い る o 会話分析 (Sa cks et al19 74､ Schegloffet a1 1977) や談話分析 (Schi ffrin
1 994) の研究で明らかに な っ て い る ように ､ 母語話者同士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン にお い て
も ､ 問題が生 じた場合 ､ 様 々 な形で訂正 が行われる｡ 例えば､ 相手 の発言を直接的に訂正
する ､ 相手に自己訂 正を行う機会を与える (Day他 1 984)､ 問題が生じる前に ､ 調整を行う
(ネウ ス トプ ニ ー 199 5)､ 訂正 を完全に回避する (Cha udro n1 977)/などの ケ ー ス が あり ､
接触場面にお い て もこ れ以上 の調整プ ロ セ ス が行われてい る ことは予測 しやすい ｡
また ､ こ れ らの 研究は母語話者の 談話の 表面で現れる調整 しか見 ない た め ､ 母語話者が
どの よう にそ の段階に 至 っ た の か ､ 調整まで至 らなか っ た問題はあ っ たの か を確定するこ
とは難 しい ｡ 問題 をより 理解するた めに ､ 問題に至 るま で の プ ロ セ ス を調査す る必要があ
る (Fa e r ch &Ea spe r 1 983)o
1 . 2 . 3 . 接触 場面研究 で 見られ る母語話者の反応
母語話者と非母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を別の 観点か ら見て い るの は接触場面の 研
究で あるo Hym e s(1 972) は ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン とそ の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンが行われた社
会的場面の 関係 の 重要性 を指摘してい る｡ こ の 概念 に基づい て ､ 接触場面の研究は直接的
に異なる属性を持 つ 参加者の 実際の 場面を対象に し､ そ こ に現れる問題を分析する ｡ ネク
ス トプ ニ ー (1 995:1 88) で は ､ 接触場面と いう概念 が次の よう に定義されて い る｡ ｢ある
場面に外国人が参加 して い るか らと い っ て ､ それだけで接触場面となるの では ない ｡ 接触
場面 に なる ため には ､ そ の 場面 における コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に何らか母語場面にない よう
な独特の 特徴が なければならない ｡+ つ まり ､ 母語話者同士 の ｢内的場面+ (ネウス トプ ニ
ー 199 5: 72) とそ れ以外の 場面である ｢接触場面+ はそれぞれ の場面の特徴が 異なる こ と
に より 区別する ことがで きる ｡ 接触場面の 代表的なもの は母語話者と非母語話者との コ ミ
ユ ニ ケ - シ ョ ン で ある が ､ 接触場面での 母語話者の反応は内的場面とほ異なる点が あると
考えられるo
接触場面研究の もう 1 つ の特徴 はイ ン タ ー ア ク シ ョ ンの捉え方 である｡ 上の 1. 2. 1 . と
1･ 2･ 2 で紹介した研究で は ､ 母語話者の 反応は相手の 行動 - の評価､ 問題の解釈 ､ あるい は
談話の 表面 に現れ る言語的調整の 反応の - 部に しか焦点を当て て い なか っ た o しか し､ 接
触場面の 研究 は ､ 社会心 理学や談話の 研究の 利点を生 か しなが ら､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を1
つ の プ ロ セ ス と して 見 るo イ ン タ ー ア クシ ョ ン の参加者の 内面的､ 外面的プ ロ セ ス も重視
するため ､ 参加者が なぜそ の 言葉を使 っ たの か ､ なぜその行動 をと っ たの か ､ 問題に関 し
て どの ような意識をも っ たの か を明らか にする ことができる｡ つ まり ､ 接触場面の 研究は
問題と種類の 記述と共に ､ その 間題の 発生か ら問題の 管理までを 1 つ の プ ロ セ ス と して見
る ｡
接 触場面 研 究 の フ レ ー ム ワ ー ク で ある言語管 理 理論 (Je r n udd & Ne ustupnす 198 7､
Neu stupnす 1 994) で は ､ 問題 の管理を規範か らの逸脱 ､ 留意､ 評価､ 調整と いうプ ロ セ ス
と して扱っ て い る｡ 例え ば､ Ma r riot t(1991a､ 1991b) は接触場面参加者の 規範適用に注
目 し､ オ ー ス トラリア人と 日本人サラリ ー マ ン のイ ン タ ー ア ク シ ョ ンを調査 したo Ma r riot t
(1 991a) で はオ ー ス トラ リア人と日本人サラリ ー マ ン の エ チ ケ ッ トが研究対象となっ た ｡
研究デ ー タと した昼食会で は ､ オ ー ス トラリア人､ 日本人とも､ それぞれの 内的場面と異
なる行動 を取 っ た こと が明らかに なっ た ｡ 特に エ チ ケ ッ トの 面に関 して自分の行動を相手
の 規範に合わせ ようとす る傾 向が見られたo 例えば､ オ ー ス トラリ7人が名刺交換を日本
流 に行おうと し､ 日本 人側が オ ー ス トラリ ア人の 規範に合わせ ようと握手 を した ｡ 昼食会
の 場面は英語 で行われたが ､ オ - ス トラリア人英語母語話者には 自分の 行動を相手 の 規範
に合 わせ ようとする現象が見られた ｡ ただ し､ 日本 の規範に近づ けようとするこ と により ､
中間言語 ･ 中間文化的な要素も現れ た｡ こ の研究は オ ー ス トラリア人英語母語話者 の反応
を規範の 適用 か ら行動まで 分析 してお り､ それ ま で の 先行研究にはない ､ 進歩的な研究で
あっ た ｡
さらに ､ Mar riot t(1991b) では ､ オ ー ス トラリア人と日本人の 実際の ビ ジネス 場面が分
析されて い る｡ こ の研究で もオ ー ス トラリア人英語母語話者が英語の 接触場面にお い て 日
本の 規範を適用する こ とが 明らか になっ てい る｡ 特に日本人の 名前の 呼び方､ 名刺交換の
時 に母語話者 が 日本の 規範を適用 して いた ｡ しか し､ こ の場合でも英語母語話者は完全に
は 日本の 規範を適用する こ とができず ､ 中間言語 ･ 中間文化 の現象が見られる｡ これらの
研究では ､ 異文化間イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の複雑さが明らかに なっ て い る｡ 母語話者の 反応
を支配 するの は自分の 内的場面の 規範だけで はなく ､ 相手 の 規範も影響を与え るこ とが わ
か る ｡
As a oka (1987) で は ､ 日本人英語非母語話者とオ ー ス トラリア 人英語母語話者の ディナ
ー パ ー テ ィ ー が調査されて い る｡ イ ン タ ー アク シ ョ ン の表面で は見られなか っ たが ､ 参加
者の 内省的デ ー タ に基づ い て非母語話者の名刺交換や - 般的フ ォ ー マ リテ ィ が母語話者に
否定的に評価された こ とが明らか になっ た o しか し､ 母語話者全員が同じ留意 ､ 同 じ評価
を行 っ た わけでは なく ､ 非母語話者の行動に対 して逸脱を管理する母語話者と管理 しない
母語話者が い たこ とも指摘されて い るo これ には非母語話者の 英語語能力不足 を意識 した
か否かが 母語話者に よる逸脱の 評価に影響を及ぼしたようで ある｡
As a oka の 研究は ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の解釈が当事者によ っ て構築され るこ とを示 して
い る o ある行動に対す る 母語話者の 反応はそれぞ れ異なるた め､ 母語話者の 反応 には個人
的な要因が 入 っ て い ると考えざるを得ない o 母語話者の反応を検討する場合 ､ 社会心理学
の 分野 で普及 して い る量的研究とは べ つ に ､ 母語話者本人と参加 して い る場面の 特徴の 関
係を質的に見る必要が あるだろう｡
En om oto (1993: 72- 73) で は ､ オ ー ス トラリア人ツ ア ー ･ ガイ ドの 日本語使用 ､ 行動な
どが 日本語 母語話者に よ っ て判定された ｡ 判定者 に よるポ ライ トネス の 逸脱 の 留意及び評
価は しば しば異なり ､ また ､ 同 じ逸脱に対 して評価を行っ て も程度の差が見られた ｡ さら
に ､ 日本語能力の 低い ガイ ドの逸脱 に対 して母語話者同士 の場面より寛大な態度を取る傾
向が見られた ｡ つ まり ､ 母語話者の 反応は逸脱の 種類に対する反応だけでは なく ､ 逸脱を
引き起こ した非母語話者の 他 の特徴に対する反応で もあり ､ 評価の引き金 となるの は非母
語話者の 総合的言語能力 の レ ベ ル であ っ た ｡ En o m oto の研究は､ 特に母語話者 の非母語話者
に対す る評価 の プロ セ ス に つ い て理解を進 めたと言えようo
さらに ､ 加藤 (2002) で は ､ 日本語の イ ン タ ビ ュ ー 場面 にお いて 日本語母語話者が適用
する規範を調査 して い る｡ そ の 結果 ､ 母語話者が非母語話者の 文法的誤用に対 して母 語規
範を緩 め る場合 ､ ある い は意味不 明の 質問に対 して 母語規範を強化する場合が ある こ とが
明らか にな っ た｡ つ まり ､ 非母語話者が引き起 こ して い る逸脱の 種類が母語話者の 反応に
影響を与 えて い る｡ こ の加藤の研究に よ っ て 母語話者の非母語話者に対する反応と規範の
関係が い っ そう明確 にな っ た｡
また､ Fa n(1992)で は ､ 接触場面における言語的調整が分析されてい る｡ 日本語母語話者
と中国語母語話者が参加す る 日本語接触場面と英語接触場面を対照し､ 日本語母語話者は
自分が 母語話者となるか ､ 非母語話者となるかに よ っ て言語的調整が異なる こ とを明確に
した ｡ 例 えば､ 日本人が母語話者である 日本語接触場面の 場合､ 日本語非母語話者 より話
すこ とが 多く ､ 話題 の促進 に責任を感 じ ､ 非母語話者 の参加を励ます傾 向が見られ た ｡ 母
語話者で ある場合 ､ 自分 の役割を言語ホ ス トと して捉 えるからだと Fa n が指摘 して い る｡
つ まり ､ 接触場面にお い て母語話者が自分の役割をどの ように認知するの か は調整 ス トラ
テ ジ ー の 選択にも影響を与 えて い る ことになる｡ 言語的調整に関して ､ 母語話者 の役割と
そ の場面の 関係を取り上げて い る研究は Fa nの ほかに はまだない ようだ｡
接触場面の研究は ､ 談話 の表面に現れ る母語話者の 反応だ けではなく ､ 調整 の前に行わ
れる逸脱の留意と評価 を対象にするた め､ 母語話者 の 内面的 ､ 外面的処理 が明らかになる｡
さらに ､ イ ン タ ー アク シ ョ ン が行われて い る自然な場面を重視す るた め ､ 母語話者の 反応
とそ の 場面の 関係を明確にす る研究成果が出てきて い る｡ しか し､ これらの 先行研究では ､
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異なる背景 を持 つ 非母語話者 に対す る母語話者 の反応 につ い ては体系的な分析 が行われて
い ない o つ まり ､ 母語話者 が どの ような背景の 非母語話者で あっ ても同じような言語管理
を行うの か ､ それとも言語管理には相違が現れ るの かがまだ研究され て い ない ｡
1 . 2 . 4 . 先行研究 の 問題点
以上 ､ まとめた ように ､ 母語話者の 非母語話者に対す る反応が様々 な観点か ら研究され
て い るo しか し､ 実際の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て母語話者が 具体的に非母語話者の ど
こに反応 して い るの か ､ 非母語話者の 出身によ っ て 母語話者の反応に差が現れ るの か はま
だ十分研究されて い るとは言えない ｡
母語話者の非母語話者 に対する反応を分析 した研究 臥 社会心 理学の ように母語話者の
一 般的な評価､ ある い は フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の研究の ように母語話者の言語的な反応に し
か焦点を当てて い ない o ある場面 にお い て母語話者 の反応を内面的及び外面的な側面 から
同時に検討すれば､ 母語話者 と非母語話者の相互 的関係がさらに明確になる はずだ｡ その
ため にはイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 総合的なミク ロ ･ レ ベ ル の分析がさらに必要になる｡
また ､ あるイ ン タ ー ア ク シ ョ ンの 表面に現れる反応 は様々 な観点か ら別々 に分析 されて
お り ､ 母語話者の 反応 に至 るま での プ ロ セ ス は あまり研究されて いない ｡ 母語話者の反応
は どの ように形成 され ､ そ の 反応の 引き金は何 で あるのか を明らか にするた めに は ､ 総合
的なプ ロ セ ス を見る必要がある｡
イ ン タ ー ア ク シ ョ ンの 表面に現れる母 語話者の反応は言語管理 のー ｢結果 (produ cts)+ だ と
考えられる｡ ｢結果+ に至 っ た プ ロ セ ス を見るためには ､ 参加者の 内省的デ ー タ (Fa e r cb &
Ea spe r198 7､ Gass 良 Mackey 200) も必要となるo ある研究で は ､ 調査者自身があるイ ン
タ ー ア ク シ ョ ン を観察 し､ 第三者と して分析 したが ､ こ の ような方法では ､ 参加者の 場面
との 関係 ､ 特定非母語話者 - の反応は十分には明らか にできない ｡
接触場面の研 究者で は ､ 以上の ような問題を解決 しようとする傾 向が見られ るが ､ まだ
本研究の テ ー マ ､ つ ま り非母語話者の 出身に よ っ て 母語話者の反応は異なるの か が明らか
になるような研究はまだ少 ない . 特 に日本語の 場面を対象にするデ - タが十分で は ない た
め ､ 本研 究で は ､ 現在の 接触場面研究に不足 してい る部分を補 っ て いきた い ｡
1 . 3 . 本研究 の 理論的枠組み
非母語話者 の 出身に よる母語話者の 反応の 違い を見てい くた めには ､ 言語管理理論と外
来性の概念は重要で ある ｡ 1. 2. 2 で概観 した研究の 大半は ､ 母語話者と非母語話者の イ ンタ
ー アク シ ョ ンの 表面に現れた問題を重視するが ､ 問題に至 るまで の プロ セ ス を見逃す傾向
が強い ｡言語管理理論は接触場面のイ ン タ ー アク シ ョ ン を1 つ の プ ロ セ ス と して扱うため ､
母語話者の 非母語話者に対する反応を研究す るため に有利 な理論的枠組みだと考える｡ た
だ し､ こ れまで の言語管理理論や外来性に関する理論は､ 本研究の 分析には不十分なとこ
ll
ろがあるた め ､ 本節で は ､ まず l･3･l および 1.3.2 で 問題点を考察し､ 1.3.3 で ｢外来性管理
理論+ の フ レ ー ム ワ ー クを提唱する｡
1 . 3 . 1 . 言語管理理論の問題点と課題
言語訂正 の研究から発展 した言語管理理論 (Jer n udd & Ne u stupnす1987､ Ne u stupnす1994)
で は ､ 問題 の 生起の プ ロ セ ス を5 つ の段階に分けて い る｡ 図1 で示 した ように ､ まず ､ 規
範に対 して逸脱が発生す る ｡ 次にそ の逸脱が留意され る ､ あるい は留意 されない ｡ 留意さ
れ た逸脱は続 い て評価され る ､ あるい は評価されない ｡ 評価 された逸脱に対 して調整計画
が立 て られ る ､ あるい は立 て られない ｡ 最後に ､ 立て られた調整計画が遂行される ､ ある
い は遂行 されない とい うプ ロ セ ス である｡
規範に対する逸脱
留意されない 留意される
評価 されない
調整計画が 立て られ ない
図1 : 言語管理 理論
評価され る
調整計画が立 てられ る
調整計画が遂行される 調整計画が遂行されない
言語管理理論はイ ン タ ー ア クシ ョ ンを 1 つ の プ ロ セ ス と して扱うため ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ
ン にお い て起きた 問題 と共に ､ どの ように起きたの か ､ なぜ起きたの か を明らか にする こ
とが できるo しか し､ 最近の 研究で は ､ 言語管理理論の 各段階におい て十分で はない 点が
指摘されてきてお り ､ 理論 の 発展の 必要性が明確に なっ て い る｡ 接触場面の イ ン タ ー アク
シ ョ ン にお い て ､ 実際に管理が行われてい るこ とは事実で あるが ､ 参加者は言語だけに注
目 して い るとは考えが たい ｡ 言語的な管理とは別 に ､ 社会言語的な逸脱 ､ 社会文化的な逸
脱 ､ 外見的な逸脱も管理 され ると考えられるた め ､ ｢言語+ に限定するの は十分で はない の
では ない ｡
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以下､ 言語管理 理論 の 各段階の 問題点と課題 をまとめ る｡
① 規範
Ne u stupnf (1985b: 162) によると､ 規範とは接触場面にお いて逸脱を計る ､ あるい は
行動の 評価が結び つ い て い るもの さ しで ある｡ 規範に は様々 な種類があり ､ ｢言語の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン機能+､ 言語の ｢象徴機能+､ ｢文化を理解,
させ る機能+ に関する規範な どが例
と して挙げられて い る (ネウス トプ ニ ー 1 997: 8)｡ さらに ､ 規範は意識的､ あるい は無意
識 的なの もの が あ り ､ あ る規範 は他 の 規範 より顕在化され る可 能性もあ る (Neu stupnす
1985b)0
接触場面の研究で は､ 規範の概念がさらに拡大されてい るo 1. 2. 3 でも紹介 したMa r riot t
(1 991a､ 1 991b) に よると､ 接触場面に適用される規範は 1 種類 とは限らない ｡ 例えば､
オ ー ス トラリア人と 日本人 ビジネス マ ン は､ 互 い に自分の 行動を相手 の 規範に合わせ よう
とす る｡ しか し､ 相 手の 規範に近づ けようと して も完全に今わせ られない 場合が生 じ､ 中
間的な規範が適用され る こ とに なる｡ さらに ､ 加 藤 (2 002) が指摘す るように ､ 非母語話
者と の イ ン タ ビ ュ ー 場面 に お い て 母語話者は内的場面と同 じような規範 ､ 母 語場面 よりゆ
る い規範､ ある い は母語場面より厳 しい規範を適用す る場合が ある｡
た だ し､ 山田 (19 9 9) が指摘 した ように ､ ｢規範+ とい う用語は ､ パ ∵ ソ ン ズの機能主義
的社会観の イ メ ー ジを思い 起 こすた め ､ 規範の 定義を明瞭に し､ 接触場面の 管理 を適切に
解釈でき るようにする必 要が あると思われる｡ とくに規範の 顕在化､ 及び潜在化が論 じら
れて い るが ､ ある規範はなぜ顕在化されるの か ､ あるい は潜在化 され るの か ､ どの ような
状況にお い て顕在化され る ､ また潜在化され るの かが 十分に論 じられて い ない o また ､ 規
範は逸脱の 発生とそ の留意とい う限られた機能を持 つ が ､ それ以外 の働きもあると考えら
れる ｡ 母語話者の 非母語話者 - の 反応を考えると ､ 相手に よ っ て逸脱の 留意が異なるだけ
で は なく ､ 同 じ逸脱に対 して 相手が違 えば､ 評価も調整も変わ る可能性 があるの で はない
か ｡ つ まり ､ 規範は評価や調整の プロ セ スにも影響を与える の では ない かと思われる ｡ プ
ロ セ ス の 中の 規範の 役割 を考 え直す必要があるわ けで ある｡
② 逸脱
接触場 面 の 参加 者 の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン で は 規範か らの 逸脱 が引 き起 こ され る が
(Ne u stupnf 1985b)､ そ の 逸脱はさらに細分化が可能で ある (Ne ustupng 19 85a)o 陳述的
逸脱 (pr opo sitio n al de via n c e‥ 同書‥50) とは ､ ある陳述を生成､ あるい は理解する
こ
とが でき ない こ とで あるo こ の ような逸脱は不理解､ あるい は コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ･ ブレ
イ ク ダウン に帰着する恐れが ある｡ 運用的逸脱 (perfo r m a n c ed via n ce: 同書 51) は ､ メ
ッ セ ー ジ自体に逸脱が発生 しない 場合でもメ ッ セ
ー ジ の伝達が内的場面ほ どス ム
ー ズ に行
ゎれない こ とを指す o 参加者は内的場面より エ ネル ギ
ー を使わ なければならなくなるo そ
して ､ 訂正 の 逸脱 (c o r r e ctionde via n c e: 同書5 2) は ､ 自分 ､ あるい は他者の 逸脱を訂正
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するこ とができない こと ､ 不和的逸脱 (dis c ord de via n c e:同書52) は､ 接触場面の ある特
徴が内的壕面の やり方と調和 しない ことである｡
逸脱は
一 般的に否定的な意味で捉えられてい るが ､ 言語管理にお い て逸脱は ､ 評価され
ない ､ あるい は肯定的に評価される場合があるた め ､ 社会学 ､ あるい は法学 で挙げられて
い る逸脱の イ メ ー ジと は異なる概念で あるこ とに注意 しなけれ ばな らない ｡
③ 留意
規範か らの 逸脱はす べ て留意されるわけで はない (ネウス トプ ニ ー 199 7:9)｡ 中西(2000:
13 0) が認知の観点か ら以下の ように論 じて い る｡
｢認知の ポイ ン トは ｢選択的+ で あると い うこ とだ o 人間の 脳が処理 で きる情報量に は限
りが ある｡ そ の オ ー バ ー ロ ー ド を防 ぐた めの リミ ッ タ
ー の 役割 をする の が ｢選択的認知 の
プ ロ セ ス+ で あり ､ ｢認知の フ ィ ル タ ー + なの だ ｡ そもそも私た ちの感覚器官に は能力の 限
界が ある｡+
っ まり物理的な限界により ､ 逸脱を留意する こと自体が不可能な場合が ある o これに加え､
｢物理的 フ ィ ル タ ー の ほか に ､ 心 理的なフ ィ ル タ
ー が常に働 いて い るb 個人的な性格 にも
よる し､ そ の 時の 気分 で ､ もの の 見え方が違うこ ともある+ (同書1 31)a
さらに ､ 意識 ､ ある い は無意識の レ ベ ル で留意が行われ るこ とが指摘されて
い るo 例 え
ば､ clyn e1 975 の調査 で 臥 ある母 語話者が逸脱を留意 しなか っ た と報告 した も
の の ､ 母
語話者の 非言語行動は留意 した こ とを示唆 して いたo つ まり ､ 母語話者は逸脱 の留意を意
識 しなか っ たが ､ 非言語行動 か ら見れば､ 無意識 の レ
ベ ル にお い て 逸脱を留意 して い た
(Ne u stupn$1 985b: 167).
しか し､ こ の ような説明で は ､ 逸脱が なぜ留意され ない の かが論 じられて
い ない ｡ 今
(2002) の 実際のイ ンタ ー ア ク シ ョ ンに基づ い た調査で指摘されて い る ように ､ 母語話者
が非母語話者を見て い ない ､ 自己の 発話に集中 して い る ､ 次の 発話を考えて
い る ､ あるい
は他の 活動 に集中して い るなどに よ っ て ､ 非母語話者の 調整 マ
ー カ ー が留意されない場合
がある｡
④ 評価 ･
言語管理 理論 の 次の段階は評価 で ある o こ の 理論が できた当時は ､ 留意され た逸脱
の 否
定的評価 しか扱われ て い なか っ た (Je r n ud d &Ne u stupnす 1 9
87: 75) が ､ 逸脱の 肯定的評
価も指摘されてきた (Neu stupnテ 1 996: Ⅰ卜213
-21 5)o 逸脱が発生しない 状態を肯定的に評
価 される例も報告された (同書Ⅰ卜214)0
だが ､ 否定的評価 ･ 肯定的評価の 2 つ で は評価の す
べ ては説明が難しい もの も出てくるo
例えば､ Ma r riot t(199 0:4) は中立的な評価の 存在を明らか に してい るo また ､
En o m oto
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(1 993: 102) で は ､ 対比的肯定的評価が発見された ｡ さらに ､ フ ェ ア ブラザ ー (2000) で
は ､ 逸脱 を評価 して か らの 再評価､ 非評価､ 単 一 評価 ､ 及び累積評価が指摘されて おり､
2分法的な評価の 体系を見直す必要があると思われ る｡
評価の メ カ ニ ズ ム も十分 明確にな っ てい るとは言 えない ｡ なぜ奉る逸脱は評価され､ 別
の 逸脱は評価 され ない の か ｡ なぜ ある参加者の逸脱は評価 され るが ､ 他 の参加者の 同 じよ
うな逸脱が評価 されな い の か ｡ どの ような評価が行わ れ るかと い う観点か ら研究が進めら
れ て い るが ､ 評価 の 行わ れ るメ カ ニ ズ ム はま だ十分明 らか になっ て い る とは言 えない ｡ ま
た ､ 肯定的評価の場合 ､ 逸脱の ない状態が肯定的に評価され るとも指摘されて い るが ､ こ
れ は現在の言語管理理論に は合わ ない ｡ 言語管理プ ロ セ ス の 出発点は規範からの逸脱であ
るため ､ 逸脱 がない ことがなぜ評価されるの か ､ 管理 とは どの ような関係に あるの か がま
だ十分に論 じられてい ない ｡
⑤ 調整
言語管理 理論では ､ 評価された逸脱に対 して調整計画が立て られ ､ そ の調整計画が遂行
された り ､
会話分析 ､
研 究が多 い
ア ン 1998､
遂行され なか っ た りする (ネウス トプ ニ ー 199 7: 12)｡ 言語教育､ 言語習得 ､
接触場面の 研究の どの分野 にお い て も ､ 逸脱に対 して遂行された調整に関する
(schegloffet al 19 77､ Oz aki 1985､ Ga s s& Var o nis 19.8 5､ Pic a1991､ フ
Miya z aki 1 998)o た とえば､ 言語的な訂正 ､ 意味交渉､ 単
一 調整と複雑調整 ､
調整 ス トラテ ジ ー な どの 特徴が扱われてきた｡ 自分の 発言をわかりやすくする ､ 相手の発
言を理解 したり ､ 会話の 参加 を緩和 した りするな ど､ 母語話者が言語的お よび社会言語的
な逸脱に対 して実施す る調整 ス トラテジ ー の 分類は様 々 で ある｡
oz aki (1 985) は ､ 接触場面 で発生する理解 の 問題 に対 して行われ る確認要求 の ス トラ
テ ジ ー と して ､ 繰り返 し要求 ､ 聞き取り確認 ､ 説明要求 ､ 繰 り返 し
･ 説明要求チ ェ ッ ク ､
聴取チ ェ ッ ク ･ 説明要求 ､ 理解確認 に分類 したo また､ 非母語話者に対 して遂行される 日
本語 の フ ォ リナ ー ･ ト ー ク に関 し､ ス ク ー タリデ ス (1 980) は ､ ゆ っ くり発言す る､ 助詞 ､
助動詞 ､ 動詞語尾 の 強調 ､ 短 い 文の使用 ､ キ
ー となる語や節 の繰り返 し､ 英語 の使用､ 簡
単な語嚢に よる訂正 ､ 重複の 多い文の 作成､ 詳 しく丁 寧過ぎる表現の使用､ 普段省略され
る 一 人称代名詞 の多用とい うス トラテ ジ ー を特定 したo . 口頭的調整に加 え､ ライテ ィ ン グ
で行われる調整 (鄭199 9) や､ 非言語的調整 (御館1 98) も行われる場合が あるo
以上の ような ス トラ テ ジ ー の リ ス トは ､ 体系と して記述する試 み が フ ア ン (1 998)､
M iya zaki(19 98) などに よ っ て試み られてきた o 例えば､ フ ア ン (1 998) は調整
ス トラテ ジ
- を会話参加 の観点か ら分析 し､ 言語ホス ト､ 即 ち母語話者に よるス トラテ ジ
- と ､ 舌 鼓F IP【コ
ゲ ス ト､ 即ち非母語話者に よ るス トラテ ジ
ー と い う 2種類に分けて い る｡ 以下 に ､ フ ア ン
が示 したホ ス ト ･ ス トラテ ジ ー の リス トを挙げる｡
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表 1: 言語ホ ス ト ･ ス トラテ ジ
ー の 日録 (フ ア ン 198)
自己参加 の調整 他者参加の調整 ▲
1 . 参加増進 ス トラテ ジ ー 3 . 参加要請ス トラテジ ー
尭話量を増やす 同 じ質問を複数の 参加者に聞く
相手 の身近な話題 を提供す る 修辞的な質問をする
話題 の発展 を コ ン ト ロ ー ル する 静か な参加者にタ ー ン を与える
話題 の選択権 を譲る
依頼する
2 . 参加援和 ス トラテ ジ ー 4 . 参加支援ス トラテ ジ ー
simpli fied r egister を使う 誉める
ゆっ くり話す 同情する
あい づちの ポ ー ズを入れる あい づち詞を多用する
キ ー ワ ー ドを強調する 肯定的なフィ ー ド バ ック を多用する
自分の 発話を繰り返す ノ ン バ ー バ ル の あい づ ちを多用す る
自分の発話をパ ラフ レ ー ズ 相手の 発話を続けて完成させ る
例を与える 相手 の発話を繰 り返す
英語に ス イ ッ チ 相手の発話をパ ラフ レ ー ズ
文脈をは っ きり させ る 相手の発話を確認する
丁寧に話す 相手の発話を要求する
発話量を控 える 相手の発話を待つ
あい ま い さを許容する
誤用を許容する
不 意の話題変更を受け入れ る
また ､ 誰が調整を求めたの か ､ 誰がその 調整を遂行 したか ､ つ まり参加者 の 相互的な関
係に つ い ては Miya z aki (19 98) が分類して い る｡ Miya z aki の分類で は話 し手が逸脱を留意
する場合を､ ｢自己 マ ー ク+､ 聞き手が逸脱を留意す る場合を､
■｢他者マ ー ク+ と呼ぶ ｡ また､
話 し手が逸脱 を調整す る場合 を､ ｢自己調整+､ 聞き手 が逸脱を調整する場合を､
｢他者調整+
と呼ぶ o よ っ て ､ 次の 4 つ の パ タ
ー ンが認められる. 1) 自己 マ ー ク自己調整 2) 自己
マ ー ク他者調整 3) 他者マ ー ク自己調整 4) 他者 マ
ー ク他者調整｡
さらに ､ 調整は談話の 表面に現れ るとは限らない ｡ 例えば ､ 談話の 表面 に完全に現れ ない
調整回避 (村岡 1999)､ 再処 理 (フ ェ ア ブ ラザ
ー 200 0) な どの 内面的調整もあ ると考え られ
る｡
また､ 接触場面の 参加者は調整計画をどの ように立てる の か ､ 相手によ っ て ､ また は ､
逸脱の種類に よ っ て ス トラテ ジ ー の 選択が どの ように異なるの かなど､ 様 々 な問題は従来
の 言語管理理論で は扱われて い ない ｡
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以上 ､ 母語話者の 非母語話者 に対する反応の 観点か ら､ 言語管理理論の 問題と課題を指
摘 したo イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の プ ロ セ ス をさらに細かくとらえるために ､ ･ 言語管理 理論の
見直しが求め られ て い る ｡
1 . 3 . 2 . 外来性 の 問題点と課題
母語話者が 出身の 異なる非母語話者に対 して違 っ た反応 をする蕩合､ そ の反応 の引き金
とそ の反応に現れる相違点の 要因は ､ ｢外来性 (fo reign n ess)+ が どの ように作用 して い るか
と い う観点か ら分析す る こ とが可能である｡
Lo ng (19 83b:1 84) は ､ 外来性 を非母語話者の外見と し､ 母語話者 による言語的調整 の
原因の 1 つ と して紹介 して い る｡ Lo ng 臥 非母語話者の 中間言語 ､ あるい は理解度は ､ 母
語話者の 言語的調整の 引き金になると述 べ て い るが ､ こ れらの 引き金の特徴はLo ng の 外来
性概念に含まれて い ない . Lo ng にと っ て 外来性とい うの は非母語話者の 外見に限られて い
る｡ Long はさらに こ の外来性の 影響に つ い て仮説を立て ､ 非母語話者との経験が多い人は
最初の 外見に反応す るが ､ 経験の 少ない 人は外見の み には反応 しない と指摘 して い る (同
書:185)0
Ne u stupnf (1985a :48- 49) の接触場面研究で論 じられて い る外来性 (the fo r eign n e s s
fa cto r) の 概念は Lo ng の概念とは異なる｡ 接触場面の 中心 的な特徴は何らかの外来性の存
在で ある と Neu stupnす は論 じて い る｡ こ の外来性の 存在により ､ 接触場面 にお い て規範か
らの逸脱が発生するわ けで あるo Ne u stupng の外来性の定義に は､ Lo ng
'
と同じように非母
語話者 の外見も含まれて い るが ､ 非母語話者の中間言語 ､ メ ッ セ ー ジ の 理解度などの言語
的外来性も外来性の 一 部と して扱われてい る｡
さらに ､ Ne u stupn予 の外来性の 影響は Lo ng と違 っ て ､ 母語話者の言語的調整 に限定され
て い な い ｡ 非母語話者 の 言語 生成は母 語話者 の 外見的外 来性 に よ っ て影響 を受 ける ｡
Ne u stupnFが挙げる例で は ､ 英語母語話者の 外見的外来性が強い場合､ その 外来性が 日本人
英語非母語話者の英語生成 に問題 を引き起 こす｡
外来性 の概念 (foreign fa cto r s) はさらに Fa n(199 2) で も取り上げられ て い る ｡ Fa n
は フ ォ ー リ ン ･ フ ァ クタ ー を次の ように定義して い る (192: 5)0
u
Foreign fa cto r s ar ethe di fferenc e sbetw e e n m e mbe r s of diffe r e nt spe e ch c o m m u nitie s
within a c o nta ct situ atio n. T he diffe r e n c e s of their la ngu age c ode s, c o m m u nic atio n
and･ s o cio c ultu r al n o r m sdir ectly le ad to thr e etype s of fo r eign n e s s e xisting in
c onta ct situ atio n s, n a m ely: linguistic fo r eign n e s s, c o m m u nic ativ efo r eign n e s s a nd
s o cio cultu r al fo r eign n e s s.
”
｢ フ ォ y ン ･ フ ァ クク ー tば ､ 鹿野夢a5の 中で, 盛 唐aス t
o
- チ ･ コ さ ユ ニ ティl=虜 L て
い る羨み者のノ野l=あa農穿 であるo 吉夢の コ - 八 コ ミ ュ ニ ケ - シ E ン二度びを 会方倍彪静
粛の題賓l=よ っ て塵冴､ 題磨虜51=存存すa3 鹿野の界産経メj磨 こ ao つ まク ､ 言 脚
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虜魚 コ ミ ュ ニ ケ - シ E ン上 の界廉煙波 び教会文 棚 であao+
こ の 定義 でわ かる ように ､ Fa n の 外来性の概念は以前の 定義より広 い c Ne u stupns や Long
と違 い ､ Fa nの概念は異なる ス ピ ー チ ･ コ ミ ュ ニ テ ィ ー の参加者の 差異と して 定義され ､ 初
めて 社会文化的な外来性 を含む こと になっ たo Fa nの 外来性の概念は参加者の 差異を強調す
るた め ､ 母語話者の 反応 で見られ る差異を研究す るた めに ､ 重要な示唆を与えると考えら
れ る｡
母語話者 の 非母 語話者 - の 反応を理解するた めに ､ 外来性は重 要な概念 で ある｡ しか し､
こ れま で紹介した研究でも ､ 定義は多種多様で ある ｡ さらに ､ Fa nの ように外来性をス ピ ー
チ ･ コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 差異 として捉えるならば､ そ の差異をもっ と詳細に解明す る必要が
ある ｡ 母語話者 が非母語話者に反応する場合 ､ 非母語話者全員に対 して感 じる差異か ､ あ
る特定非母語話者 グル ー プに対 して感 じる差異かを区別する ことが必要だろう｡
以上 ､ 1･3.l お よび 1.3.2 で考察 した課題 につ い て ､ 次節では新た に外来性管理 モ デル を提
案す る｡
1 . 4 . 外来性管理 モデ ル
1 . 4 . 1 . 外来性管理 モ デ ル の 目的
こ れま での 研究成果 で は接触場面にお い て 母語話者は何に反応 して い るの か ､ また ､ な
ぜ反応 して い るの か ､ どの ように反応 して い るの か が十分に明らかにされ て い ない ｡ 外来
性管理 モ デ ル は ､ 出身 の 異なる非母語話者に対す る母語話者の 反応の 相違の メ カ ニ ズ ム を
対象に ､ 母語話者が行う非母 語話者 の外来性管理 の観点か ら分析しようとする ｡
以下､ 外来性管理 を定義 し､ そ のメ カ ニ ズ ム を説明する｡
1 . 4 . 2 . 外来性管理 の定義
1 . 4
. 2 . 1 . 外来性
本研究で は ､ Lo ng､ Ne u stupnテとFa nで挙げられてい る外来性の観察を総合 し､ 新 しく外
来性を定義する｡ まず ､ Fa nの定義 に応 じて外来性は ス ピ ー チ ･ コ ミ ュ ニ テ ィ ー の参加者の
間の 差異を示 すもの とする ｡ さらに ､ Fa nが指摘するように ､ 外来性は言語的､ 社会言語的
(い わゆる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 的) 及び社会文化的な側面が含まれてい る｡ しか し､ こ の
側面と同時に ､ Lo ng､ Ne u stupnfが指摘するように外見に関する外来性も無視する ことがで
きない ｡ よ っ て ､ 本研究で扱う外来性の 概念の 中に は ､ 外見的､ 言語的､ 社会言語的 ､ 及
び社会文化的外来性の 4種類を含める こととする ｡
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本研究 は ､ さらに ､ 外来性の 内容を詳細に見るo 母 語話者の 非母語話者 に対する反応に
は ､ 母語話者が ロ ー カ ル な レ ベ ル にお ける外来性 ､ 例えば 1 つ の文法的艶用に反応す る場
合と ､ 非母語話者の グ ロ ー バ ル な レ ベ ル にお ける外来性 ､ 例えば総合的な日本語能力に反
応する場合が あるo 本研究 で は ､ 後者を総合的外来性と名づ ける ｡ 母語話者 が非母語話者
の 外見 的､ 言語的､ 社会言語的､ 社会文化的外来性を 1 つ の まとま りと して 扱う場合 であ
る o さらに母語話者が ある非母語話者グル ー プ の 特定的な特徴に対して反応する場合が あ
るo 例 えば ､ 欧米系非 母語話者 に対して英語 を使用 するケ ー ス があ る｡ こ の ような場合 ､
母語話者は非母語話者の 特定外見的外来性に反応 し､ 英語が通 じるだろうと期待 して い る
と言 え る o よ っ て ､ こ の よ うな外来性 をある グル ー プ の 特定的外来性 と して 考 え る
(Fairbr othe r20 02a)0
本研究で扱う外来性 の影響に つ い て は Neu stupnf の概念に近い o つ まり ､ 外来性は母語
話者 に影響を与えるの み ならず ､ 非母語話者にも影響 を与える ｡ また ､ 言語管理 の観点か
ら考えると ､ Long､ Ne u stupnfには含まれ てい ない が ､ 外来性 は母語話者の 言語的調整 に影
響を与え るだけで は なく ､ 母 語話者の逸脱 の留意 ､ 及び評価にも影響を与え ると考え なけ
ればならない o さらに ､ 外来性は 二 つ の側面を持つ ｡ 第 一 に ､ 外来性は外来性管理の 中で ､
母語話者に直接的に留意され る ことが ある o 第二 に､ 外来性は間接的に母語話者の管理 に
影響を与える｡ つ まり ､ 非母語話者の外来性は同時に管理の 引き金 ､ そ して管理 の 対象に
なりうる｡
1 . 4 . 2. 2 . 外来性管理 の 中心的な特徴
以上の 外来性の 定義を踏ま え ､ こ こ で は ､ 外来性管理の 特徴を述 べ る0
① 規範
外来性管理の 中心的な概念は規範で ある｡ ｢規範+ とい う概念は言語的なル ー ルだ けでは
なく ､ Hym e s(1972)の場面性を重視した言語使用の規範 (n o r m sfo rthe use ofla ngu age)
と関連が ある｡ イ ン タ ー アク シ ョ ン に適用 される ｢規範+ は､ 発音､ 語糞便用 ､ 文法の ル
ー ル などに 関す る社会的な 一 般的基準とともに ､ 個 々 の イ ン タ ー アク シ ョ ン の参加者の 社
会文化的 ､ 外見的期待も含まれ て い る｡ つ まり ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンは コ ミ ュ ニ テ ィ ー の
規則や習慣 によ っ て 支配 されて い る｡ パ ー ソ ン ズ の ｢規範+ とい う用語に含まれて い る社
会的規則 ､ 決まりと い っ た ニ ュ ア ン ス と合わない 部分が多く ､ パ ー ソ ン ズの 機能主義的社
会観とはかなり異なるた め ､ 比較できるもの では ない c
外来性管理理論 にお い て ､ 規範はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン参加者が普段 期待 して い る こ とと
して解釈す る｡ そ の 中には言語の 正確さ､ 行動上の エ チ ケッ トなどを支配する社会的な規
範もある程度含まれる が ､ 相手の 態度 ､ 相手 か らの 目新しい 話題などに対 して相違を感 じ
取 る場合､ そ の相違の 留意は社会的｢規範+に支配されるだけで はなく ､ 本人の 期待(Bu rgo o n
199 5) や慣れに左右される ことも少なくない ｡ Bu rgo o nによると､ 相手の 文化が異なれば､
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期待され るこ とも､ そ の厳格さも異なる (同書: 197)｡ よ っ て ､ 本研究で使用する ｢規軌
の 概念は パ ー ソ ン ズの 固定化 され た概念とは異なり ､ 以上で指摘 しキ要素も含まれて い る
もの で ある｡
しか し､ 外来性管理 の 規範 の 定義は上記の もの だ けには収まりきらない ｡ 母 語話者同士
の 内的場面と非母語話者 との接触場面 にお い て ､ 母 語話者 の行動が異なる こ とは ､ 母語話
者の 適用する規範が 1 種類だけで はない ことを示 して い る｡ 接触場面で は ､ ある逸脱に対
して 母語話者 は内的場面 とは違 っ た管理 を行うケ ー スが あり ､ 母語話者は内的蓉面と異な
る種類の規範を持 っ て い ると考えられ る｡ よ っ て ､ 外来性管理 にお い て母語話者が適用す
る規範は ｢内的規範+ と ｢接触規範+ の 2種類に分けられる｡
規範が ｢い つ+ 適用され るかに つ い ても外来性管理は言語管理と太一きく異なるo 言語管
理 によれ ば､ 規範は逸脱 に対 して しか適用されないが ､ 接触場面にお い て 母語話者が行う
留意 ､ 評価 ､ 及び調整 が 内的場面と異なる場合が あるとすれば､ 母語話者の 逸脱 の留意､
評価 ､ 調整 の プ ロ セ ス にも規範が適用されて い るはずである｡ よ っ て ､ 内的規範､ 及び接
触規範は逸脱 の 発生部分だけで はなく ､ 逸脱の留意､ 評価､ 調整 の段階にお い ても適用さ
れて い ると言える｡
② 逸脱の 留意
外来性管理 で扱っ て い る逸脱の 留意は言語管理 の概念と重な ると こ'ろが ある ｡ しか し詳
しく見ると､ 規範には厳格 な社会的規範か ら軽 い期待まで様々 な特徴が含まれ て い るため ､
そう した規範か らの 逸脱も様々 な特徴を持っ て い ると考えられる｡ これは Bu rgo o n(1 995)
の 期待違反 (e xpe cta n cy violatio n s) に似て い るとも思われる｡ 例えば､ 誤用だけではな
く ､ 多少の ズ レ ､ 相違 ､ 驚きなども ｢逸脱+ として 取り扱うことが可能である｡ 否定的に
捉 えられ る逸脱の ほか に ､ 肯定的､ あるい は中立 的な ニ ュ ア ン ス の 逸脱も対象となる｡
また､ 逸脱はイ ン タ ー アク シ ョ ン の ロ ー カ ル ･ レ ベ ル とグ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル の 大きく 2
つ の種類に分ける こと ができ る｡ Fairbr othe r(2 002a)で指摘 した ように､ 各逸脱をロ ー カ
ル ･ レ ベ ル で留意できなくて も､ グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ルで は留意する場合がある｡ 例え ば､
非母語話者 がイ ン トネ ー シ ョ ン の逸脱を続け､ 母語話者がそれ を留意 しても ､ 具体的に ど
の 時点 で非母語話者 の イ ン トネ ー シ ョ ン がおか しか っ たか は ､ 特定できない場合が ある｡
こ の ような状況では ､ 母語話者は談話の グロ ー バ ル ･ i, ベ ル でイ ン トネ ー シ ョ ン の 逸脱を
留意 した とは言え るが ､ ロ ー カ ル ･ レ ベ ル で は逸脱が留意され なか っ たと言える ｡
さらに ､ 外来性管理で は ､ 規範を内的規範と接触規範に分けて い るため ､ 留意の プ ロ セ
ス もこ の規範の適用に影響を受けて い る｡ よ っ て ､ 逸脱の 留意は1 つ の種類で はない の で ､
内的規範の適用による留意と接触規範の適用による留意を区別 しなければならない ｡
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③ 逸脱 の評価
言語管理の 研究成果 を踏まえ､ 外来性管理で行われる逸脱の 評価には否定的､ 中立的､
及び肯定的評価とい う3種類 を設けた . さらに ､ 評価する際､ 逸脱の種類､ も しく 批 評
価す る側 の態度 ､ 気持 ちに よ っ て評価の 程度が異なる可能性もある｡ 例え ば､ 否定的評価
を行 っ て も ､ とて も弱 く評価す る場合と ､ 非常に感情的になり ､ 強く否 定的に評価す る場
合が あるた め ､ 評価 の 種類 は逸脱が問題化され るか どうか を支配 して い ると考える こと が
でき る (フ ェ アブラザ ー 200 2)0
内的規範あるい は接触規範の どちらが適用されるかに よ っ て 母語話者の 評価プ ロ セ ス が
異なる場合が あるた め ､ 評価 にも 2つ の種類が あると考えなければならない o
④ 調整
外来性管理 にお い て も ､ 言語管理 と同じように ､ 評価された逸脱に対 して調整の 計画が
立 て られ ､ 調整が遂行 され る｡ しか し､ 内的規範､ ある い は接触規範は どの ような逸脱を
調整 し､ どの ような逸脱を調整 しない の か に影響 を与える はずで ある｡ さらに ､ 調整 ス ト
ラテ ジ ー の選択も適用された規範に支配されて い ると考えられ る｡ 接触場面に限 っ て遂行
され る ス トラテ ジ ー が あるため ､ ス トラテ ジ ー を区別す る必要が あるo 外来性管理 で は ､
前者 を内的場面でも遂行され るス トラテジ ー を ｢内的 ス トラテ ジ ー +､ 接触場面に限 っ て遂
行される ス トラテ ジ ー を ｢接触 ス トラテジ ー + と名 づける｡
1 . 4 . 3 . 外来性管理 の メカ ニ ズ ム
以上 ､ 外来性管理 の 中心的概念を説明した ｡ 本節で は母語話者によ る外来性管理 の メカ
ニ ズ ム を紹介する｡ こ のメ カ ニ ズ ム によ っ て 内的規範､ ある い は接触規範の 適用 によ っ て
外来性管理が どの ように行われ るの かを明らかにする o 外来性管理 は ､ どの 規範が顕在化
されるか に よ っ て異なるた め ､ 以 下 ､ 内的規範が適用され る場合 ､ 及び接触規範が適用さ
れ る場合の それぞれ の 特徴をまとめていく｡
1 . 4 . 3 . 1 . 内的規範の 適用
母語話者同士 の イ ン タ ー アク シ ョ ン にお い て発音や文法 の誤用 ､ 会請 - の 参加 ､ 話の 内
容 ､ 言語 の フ ォ ー マ リテ ィ などに つ い て逸脱を留意する場合 がある . 言語的なル ー ル ､ 社
会的な規範 ､ 個人の期待などに対 して逸脱が発生す るからで ある｡ 母語話者同士の 場面は
内的場面と名づけられて い るた め ､ こ の 場面で適用されて い る規範を内的規範と名づける ｡
母 語話者が ､ 内的場面にお い て も適用するだろうと考えられる規範を適用 して ､ 非母語話
者の 逸脱 を留意す る場合が ある｡ この 逸脱が留意され る場合 ､ 内的規範が適用 され たと言
える ｡ ただ ､ 既に論 じたように ､ 外来性管理で は ､ 内的規範は逸脱の 留意の 段階におい て
適用され るだけでなく ､ 逸脱の 評価及び調整段階にも適用される可能性が ある｡ 接触場面
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にお い て内的規範が適用 された場合､ ある逸脱 は内的壕面と同じように留意､ 評価 ､ ある
い は調整され ると考 えられ るo 以下 ､ 外来性管理 の メカ ニ ズム の 中め､ 内的規範の機能を
解明するo 内的規範が顕在化される場合､ ある い は規範が完全に潜在化される場合 ､ 逸脱
の 管理は どの ような特徴を示すか を紹介する｡
1) 内的規範の顕在化
内的規範が顕在化され る時 ､ 非母 語話者 の逸脱が留意され る場合､ 評価さ れ る場合 ､ 調
整され る場合 ､ 内的調整 ス トラテ ジ ー が遂行され る場合が ある｡ つ まり ､ 非 母語話者の 逸
脱 に対 して 内的場面と同 じような管理が行われる｡ こ こでは ､ こ の メカ ニ ズ ム の 各段階を
説明する｡
① 内的規範の 顕在化 によ っ て 逸脱が留意される場合
内的規範の 顕在化に よ っ て ､ ある逸脱が留意され るこ と▲が あるが ､ そ の逸脱が接触蕩面
の み ならず ､ 母語話者同 士 の 内的蓉面 におい て も同 じ逸脱が発生する場合 ､ 留意され ると
考えられる｡ 例えば､ 言語的誤用 ､ 発音の間違い ､ 不適切なス タイ ル使用､ 不適切 な態度､
不適切な話題選択な どの ような逸脱が挙げられ るo この ような逸脱は母語話者 同士 の 内的
場面 にお い ても同 じように留意される と考えられるた め､ 非卑語話者の 逸脱が留意される
場合 ､ 内的規範が適用されたと言える｡
② 内的規範の 顕在化 によ っ て逸脱が評価される場合
逸脱が 留意されてか ら ､ 内的規範の顕在化に よ っ て評価 され るこ とが あるo こ の 場合 ､
同質の 逸脱 が内的場面 で発生す ると ､ 内的場面と同 じように評価 されるこ と を示 す｡ つ ま
り ､ 内的場 面にお い て ある逸脱が普段 ､ 否定的に ､ 肯定的に ､ あるい は中立的に評価され
る場合 ､ 内的規範の 適用 に よ っ て接触場面におい て も同 じような逸脱が同 じように評価さ
れ る｡ 例え ば､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン で沈黙が 多く発生すると ､ 内的場面 にお い て も､ 接触
場面にお い てもそれ を否定的に評価する母語話者は少なくない だろう｡ よ っ て ､ こ の よう
な否定的評価が接触場面で 行われた場合 ､ 内的規範の 顕在化によ り ､ 否定的に評価された
わけで ある ｡ また ､ 期待 しなか っ た冗談､ 駄 じや れなどの 逸脱は 両場面 で 同 じように肯定
的に評価されるた め ､ 内的規範が働い てい ると言える｡
③ 内的規範の顕在化 に よ っ て逸脱が調整 され る場合
評価された逸脱が調整 され るか否かも規範の適用によ っ て決ま る｡ 内的規範が顕在化さ
れ る場合 は ､ 内的場面､ ある い は接触場面にお い て 評価された逸脱が調整され る こ とを示
す,. 例え ば､ 相手 の言語生成の 問題 の た めにメ ッ セ ー ジが理解不能の 場合 ､ 確認 または説
明を要求する ため に ､ ｢ん†+､ ｢え†+､ ｢何の こと†+ などの 調整が行われ る｡ こ の 場合､
接触場面にお い ても内的場面と同じような逸脱に対 して調整が行われるた め ､ 何を調整す
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るの か とい う決定は ､ 内的規範に支配されて い ると考えられるo
④ 内的規範の顕在化 に よ っ て 内的調整 ス トラテ ジ ー が遂行され る蓉令
調整 ス トラテ ジ ー の 選択に 関して内的規範の 顕在化 は ､ 内的場面で遂行され るス トラテ
ジ ー が接触場面に お い ても遂行され るこ とを意味す るo 例えば､ 言語的な問題が発生する
場合､ 内的場面 ､ 接触場面の どちらでも､ ｢聞き返 し+､ ｢確認要求+､ ｢説明要軌 ､ ｢言い換
え+ などの ス トラテ ジ ー が遂行され ると考えられるo すで に述 べ たように内的規範に左右
され るス トラテジ ー であるため ､ 本研究では内的調整 ス トラテ ジ ー と呼ばれる｡
2) 規範の潜在化
あ る逸脱 に 対 して 内的規範も接触規範も適用されない の は ､ 規範が潜在化された時 で あ
るo 規範 の潜在化が生 じると ､ 逸脱が留意され ない ､ 評価され ない ､ 調整され ない 場合が
あるo こ こ で は､ 規範の潜在化メ カ ニ ズ ム の各段階 を説明する ｡
① 規範の 潜在化に よ っ て逸脱が留意されない
規範が完全に潜在化され ると､ 逸脱は発生 しても留意 されない ｡ 内的場面 ､ 接触場面の
どちらでも ､ 逸脱 に気が つ か ない場合や処理 できな い場合 があ る｡ 人間の 脳は提供された
す べ て の情報を処理する こ とができず ､ 無意識的に脳が処理対象を選択 して い る(竹蓋 199 7､
中西 20 00)｡ こ の ような場合 には ､ 内的規範､ 接触規範の どちらも潜在化されて い ると考
えられる｡
② 規範 の潜荏化に よ っ て逸脱が評価され ない
内的場面でも接触場面で も､ 逸脱が留意され ても評価が行われない時がある｡ 例えば ､
言い 間違 い に より ､ 発音 の誤り ､ 文法的な誤用 などを引き起こ した場合 ､ それが母語話者
に留意されたと しても､ 重要な問題ではない と判断され ､ 評価されない場合がある｡ こ の
ように ､ 接触場面 ､ 内的場面の 場面とは 関係なく ､ 評価され ない 場合は ､ 規範が潜在化さ
れて い ると考えられる｡
③ 規範 の潜在化によ っ て逸脱 が調整されない
逸脱が評価されたと しても規範の潜在化によ っ て調整が行われない ことが ある ｡ 内的場
面 ､ 接触場面の どちらで も､ ポ ライ トネス 制約 (Br o w n& Le vin s o n198 7)､ リ ソ ー ス の 制
限などに よ っ て ､ 逸脱が否定的に評価されても ､ 調整の 計画が立 てられず ､ 調整されない
場合がある｡
1 . 4
. 3 . 2 . 接触規範の 適用
接触場面 にお い て 母語話者は ､ 意識的ではなくとも ､ 内的場面との相違を認知する ｡ こ
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の 相違の 認知の結果 ､ 母語話者は内的壕面と異なる こ とが発生するだ ろうと予測 し､ 非母
語話者の 外来性に対 して 内的場面と異なる規範を適用するケ ー ス がある｡ 外来性管理 では ､
母語話者が 接触場面に 限 っ て適用するこう した規範を接触規範と名づける｡ 例えば､ 内的
場面にお い て留意する はずの ない ことを接触規範の適用によ っ て逸脱と して留意する場合
が あるo また､ 内的場面にお いて留意するはずの こ とを接触規範の適用 によ っ て留意しな
い 場合が ある o 内的規範と同 じように ､ 外来性 管理 で は ､ 接触規範が逸脱 の 留意 ､ 評価 ､
ある い は調整 にも適用 され るo 適用する規範が違うため ､ 管理プ ロ セ ス も内的場面とは異
なる o 以下 ､ 外来性管理 の メ カ ニ ズ ム の 中で ､ 接触規範の機能を説明する｡ 接触規範が顕
在化され る場合､ ある い は接触規範が潜在化され る場合 ､ 逸脱の 管理 は どの ような特徴 を
示すの か を紹介する｡
1) 接触規範の顕在化
接触規範が顕在化された 時に 臥 ①非母語話者 の 逸脱が留意され る場合 ､ ②留意されな
い 場合 ､ ③評価され る場合 ､ ④評価されない場合､ ⑤調整され る蓉合 ､ ⑥調整されない 場
合 ､ ⑦内的調整 ス トラテ ジ ー が遂行され る場合 ､ ⑧接触調整 ス トラテ ジ ー が遂行される場
合の 8 つ の パ タ ー ンが ある｡ こ こで は ､ こ の メカ ニ ズム の 各段階を説明する｡
① 接触規範の 顕在化 によ っ て 逸脱が留意され る場合
内的場面で留意され るはずの ない逸脱が ､ 接触場面であるが故に留意される こ とがある｡
接触場面 の性質は内的場面 とは異なるため ､ 母語話者が内的場面 で留意する逸脱と接触場
面 で留意す る逸脱が同 じもの とは限らない ｡ こ の ような状況は具体的に 2 つ 考えられる｡
まず ､ Ja nicki(1985) が論 じる ように､ 非母語話者が母語話者に近づき過ぎると母語話者
が感 じる場合で ある ｡ 例 えば､ 非母語話者が ス ラ ン グ､ くだ けた表現 ､ 母語話者の 文化に
つ い て非常に専門的な知識 を持 つ場合､ ｢母語話者の み+ の領域に入 っ てい ると母語話者が
受け取る可能性が あり ､ 違和感を感 じるようで ある o 接触規範の 適用に よ っ て 逸脱が留意
されるもう 1 つ の種類は ､ 非母語話者が母語話者の 規範に近づくこ とを肯定的に評価する
場合で ある｡ 非母語話者で あるため ､ 言葉の 問題が発生するだろう､ 非言語行動が違うだ
ろうなど､ 接触場面に入 る前に予測 してい る母語話者は ､ 非母語話者が流暢に話せ た場合 ､
日本人らしい動き を見せた場合など､ 予測 して い た ことに対する逸脱と して 留意す る｡ 母
語話者峠内的場面では 同じような逸脱を留意しない た め ､ こ の ような逸脱 の 留意に関して
接触規範が顕在化されて い るわけである｡
② 接触規範の顕在化 によ っ て逸脱が留意され ない 壕合
内的場面 で 留意され るはずの 逸脱が接触場面で は留意されない 場合もあ る｡ こ の 時､ 外
来性管理で は ､ 逸脱 の 不留意に関 して内的規範が潜在化されるが ､ そ の代わりに接触規範
が顕在化されて い ると捉 える ｡ つ まり ､ 接触規範の 顕在化に よ っ て 留意されるはずの 逸脱
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が留意され ない場合で ある ｡ 例えば､ 非母語話者と接する経験 の多い 人は , 非母語話者 の
発音の相違点､ 表現の 仕方 ､ 非言語的行動などに慣れて しまう場合があり､ 結果 ､ 非母語
話者 の 逸脱を留意 しなく なる (Fairbr othe r1999)｡ さらに ､ 接触経験の ない母語話者でも､
相手 の イ ン トネ ー シ ョ ン ､ 非言語行動に関する逸脱の 一 部を留意 しない よう にするケ ー ス
がある｡
③ 接触規範 の顕在化に よ っ て逸脱が評価される壕合
ある逸脱 に対 して 内的場面とは異なる評価が行われ る場合にも､ 内的規範は潜在化され
るが ､ 接触規範は顕在化され る｡ 例えば､ 内的場面で は非常に大きい身振 り手振りは日本
語母語話者 に否定的に評価される可能性が 高い ｡ 一 方 ､ 同 じような逸脱が接触場面 で 留意
され ると ､ それ を肯定的に評価する 日本語母語話者が い る ｡ こ の ような例 で は ､ 逸脱が 内,
的規範の適用 によ っ て 留意され るが ､ 評価の 段階で は ､ 内的場面と異なる種類の 評価が行
われて い ると外来性管理 では捉える｡ つ まり ､ 内的規範で はなく ､ 接触規範が働 い て い る
と解釈す るわけで ある ｡ ただ し､ 内的蕩面と異なる評価が行われても､ そ の す べ て が肯定
的なもの になるとは 限らない ｡ 内的参画で厳 しく評価され る逸脱が接触場面にお い て ､ あ
る程度許容され ､ 黙認 され る こともある｡ そ の反面 ､ 内的場面で評価 しない逸脱が接触場
面にお い て厳 しく評価されるケ ー ス がある｡
④ 接触規範の 顕在化によ っ て逸脱が評価され ない 場合 -
接触規範 の 顕在化 に よ っ て内的場面 で評価 され るはず の逸脱が評価され ない こ ともある｡
こ の 場合も内的規範が潜在化され るが ､ その 代わり に接触規範が顕在化されて い る｡ 例 え
ば､ 外来語がもと の英語 の発音の ままで発話され ると ､ 内的場面で は ､ そ の逸脱を留意 し､
否定的に評価する はずだが ､ 接触場面にお い て同 じような逸脱は評価されない 可能性が あ
る｡ こ の時 ､ 母語話者 は内的場面 と異なる行動 を取るため ､ 接触規範の 顕在化 によ っ て評
価が行われなく なっ た と考えられる ｡
⑤ 接触規範の 顕在化 によ っ て逸脱が調整される場合
内的場面で は調整 されない はずの逸脱が､ 接触場面で は調整され る場合が ある｡ 接触規
範の顕在化に よ っ て調整が行われる場合で ある ｡ 例えば､ 非母語話者の 文法的な誤用 ､ ま
た はポライ トネス 違反が含まれ て い る社会言語的な逸脱に対し､ ｢その ような表現はよくな
い よ+､ ｢日本語 で は - じや なく て ､ - を言 い ますよ+ の ように ､ 直接的なフ ィ
ー ドバ ッ ク
を提供する場合が ある｡ ほ ぼ同 じ社会的地位を持 つ 母語話者同士 の 内的場面で は ､ こ の よ
うな調整は行われ ない だ ろう｡ 遂行 され ると した ら ､ 教師が学生 に向けて使用 するテ ィ
ー
チ ヤ ー ･ ト ー ク (He ath 19 78)､ 老人に対 して使用され る保護者ト ー ク (Rya n 他 19 95､ 宇
佐美 2001) などの ように ､ 参加者の 社会的地位が 明確に異なっ てい る場合に 限られて い る ｡
よ っ て ､ 同 じ社会的地位を持つ 参加者の 接触場面にお い て ､ こ の ような逸脱が調整 され る
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なら ､ 接触規範が顕在化されて い ると考えられる｡
⑥ 接触規範の顕在化 に よ っ て逸脱 が調整されない 場合
内的場面で調整され るはずの 逸脱が接触場面で は調整されない こともある｡ 例えば､ 接
触場面で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が順調 に進まず､ 母語話者が遂行 した調整ス トラテジ ー が非
母 語話者の 混乱 を招き ､ 新た な逸脱 が発生すると､ 調整を回避 して しまう可能性が あるo
内的場面 にお い て話が うまく伝わ らなか っ た壕合 ､ 理解 できるま で調整を行うことが普通
だと思われ るが ､ 接触場面 で は調整 を回避 ､ あるい は放棄す るケ ー ス は よく見られる ｡ こ
の ように調整が遂行され ない場合 には ､ 母語話者が 内的場面と異なる行動を取るた め ､ 内
的規範が潜在化されるが ､ その 代わりに接触規範が顕在化されると言える｡
⑦ 接触規範の顕在化 に よ っ て 内的調整 ス トラテ ジ ー が遂行され る場令
接触規範の 顕在化に よ っ て内的場面と同じような調整 ス トラテ ジ ー ( 内的調整ス トラテ
ジ ー) が遂行される こ とがある｡ 母語話者が非母語話者の 特定外来性を認知す るこ とによ
っ て ､ 自分の 持 っ て い るリ ソ ー ス か らその 非母語話者の 逸脱に最も相応 しい 内的ス トラテ
ジ ー を選択するケ ー ス で ある ｡ 例 えば､ 非母語話者が漢字圏の 文化か ら来た人ならば ､ 特
にそ の 相手 の逸脱に対 して 漢字 ス トラテ ジ ー を遂行する傾向が 見られ る｡ 内的場面で は同
じような逸脱に対 して 口頭 の ス トラテ ジ ー を使用 した方が自然で あ っ て も､ 非母語話者 の
特定外来性に反応するこ とに よ っ て ､ 接触場面におい て異なる種類の 内的ス トラテ ジ
ー を
遂行する｡ こ の時 ､ 内的調整ス トラテ ジ ー の選択は接触規範に支配されて い る ｡
⑧ 接触規範の顕在化によ っ て接触調整ス トラテ ジ ー が遂行される場令
接触規範の顕在化に よ っ て内的場面で普段遂行され ない調整 ス トラテジ
ー が接触場面 で
遂行される｡ 例えば､ ｢大声で言う+､ ｢ゆ っ くり話す+､ ｢ジ ェ ス チ ャ
ー を増やす+､ ｢英語に
言 い換える+ などの フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の ス トラテ ジ
ー ー が接触場面にお い て遂行される場
合が ある｡ 内的場面 で は同 じ社会的地位を持 つ 人に対 して こ の ようなス トラテ ジ
ー は遂行
され ない た め ､ 接触場面に限 っ て 遂行され る ス トラテ ジ
ー と して考えられ ､ 本研究で は接
触ス トラテ ジ ー と名づ けた.
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留意 しない
規範の 顕在化
逸脱
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接触規範
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図 2 : 外来性管理 モ デル
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調整しない
以 上の ように ､ 外来性管理 では ､ 管理の ある段階にお い て内的規範が顕在化され る場合 ､
接触規範は潜在化され る｡ また､ 内的規範が潜在化される場合､ 接触規範が顕在化される ､
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あ る い はす べ て の 規範が 完全に潜在化され る場合の 3種類が ある｡ さらに ､ 逸脱の留意の
段階にお い て 内的規範が顕在化された と しても ､ 外来性管理 の評価及び調整の 段階にお い
て 同じ規範が顕在化され るとは 限らない o 例えば､ 内的規範の適用に よ っ て逸脱が留意さ
れて も､ 評価の段階にお い て接触規範が適用され るケ ー ス が ある｡ また ､ 接触規範の 適用
に よ っ て逸脱が評価されても､ 調整 の段階におい て 内的規範が再び適用され ることもある｡
つ まり ､ 外来性管理で は ､ 1 つ の規範が プ ロ セ ス の 前段 階を通 して適用され る場合もあるが ､
留意 の 段 階か ら調整 ス トラテ ジ ー の 蓮択 の 段階ま で ､ 適用 される規範が - 定 しない場合 も
ある｡ 以上の 外来性管理の メ カ ニ ズム を図2に示 した｡
1 . 4 . 5 . 外来性管理 モ デ ル の 可能性
外来性管理 モ デル は母語話者の 非母語話者に対する反応を対象に して い るが ､ 先行研究
の ように反応の 特徴や引き金 を明らかにするの み ならず､ 母語話者が取っ て い る行動 のメ
カ ニ ズム を明確にする こ とが可能 で ある ｡ また ､ 本理論は母語話者が内的場面 と接触場面
で取る行動を区別 して い るた め ､ 逸脱の 留意 ､ 評価 ､ 及び調整の観点か ら接触場面 の 特徴
をい っ そう明らかにす るだ ろう｡ さらに ､ イ ンタ ー アク シ ョ ン参加者 の行動 のメ カ ニ ズム
に焦点を当て るた め ､ 参加者 の談話管理の ミク ロ ･ レ ベ ル分析の ためだけでは なく ､ 真文
化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ､ 人種差別などの マ ク ロ ･ レ ベ ル分析にも役立 つ と考える｡
外来性管理 で は ､ 内的規範あるい は接触規範の適用は ､ 非母語話者の外来性を どの よう
に認知するかに よ っ て決ま る｡ 本研究の テ - マ で ある ､ 非母語話者に対する反応の差異は ､
こ の適用された規範 の種類に よ っ て 現れ るの で は ない か と考 える｡ 次章以下 ､ 外来性管理
モ デ ル に沿 っ て 接触場面会話 にお けるイ ン タ ー アク シ ョ ン ･ デ ー タ の 分析を試み ､ モ デル
の有効性と限界を明らかに したい ｡
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第2草 本研究 の調査
本章で は ､ 本研究で行 っ た調査の概要及びそ の背景 にある方法論を紹介する｡ まず ､ 先
行研究の成果 ､ あるい は 問題点を踏ま えて本調査 の方法論をま とめて いく ｡ 次に ､ 本調査
の場面 ､ 期 間､ 協力者 ､ 文字化方法などを紹介 し､ 最後にデ ー タの分析枠組を明らかにす
る｡
2 . 1 . 方法論
本調査は非母語話者 の外来性が どの ように母語話者の 管理プ ロ セ ス に影響を与えるの か
を検討す る こと を目標とす るもの で あり ､ 適切なデ ー タの収集 にあた っ て ､ 最も重視す る
の は方法論 である｡ こ こ では ､ 本調査で主に参考に なる対象デ ー タの種類､ イ ン タ ー ア ク
シ ョ ンの 記録及び内省的方法論の 特徴をまとめて いく｡
2 . 1 . 1 . 対象デ ー タ
研究の 目的は研 究者 に よ っ て 様々 で あるが ､ そ の 目的を果たすた めの 調査方法も数多く
存在するo 研究目的を果たすた めに ､ 中JEi,的な問題 は ｢何 を見 るか+ であるo つ ま り どの
ようなもの をデ ー タと して扱うの かを考えなければならない ｡
社会科学 の研究にお い て しば しば使用されて い る方法はア ンケ ー ト調査で ある｡ こ の 方
法に よ っ て大量のデ ー タ を収集する ことができ､ 様 々 なカテ ゴリ ー に分け､ 様 々 な方向か
ら統計的分析を行うこ とが で きるため､ 幅広く使用されて い る方法である｡ さらに ｢調査
テ ー マ や対象集団に つ い て大ま かな理解と問題点を把握するた めにも活用でき る+ と指摘
されてい る (村岡20 02:1 27) が ､ 回答者の 言語使用が対象となる場合､ その 言語が使用さ
れてい る文脈が非常に重要な要因で あるため ､ ア ン ケ ー ト調査の 場合､ 場面の 設定 ､ 時間 ､
参加者の 関係 ､ 目的な どに関する情報を質問に入れ るの は難 しい ｡ 文脈に関す る情報を増
やすため に ､ D CT(dis c o u r s e c o mpletio nte st: 談話完成テ ス ト) が依頼 (猪崎 20 00､ 大
倉2 000)､ 断り(藤森199 4､ 生駒 ･ 志村 1992) など語用論の研究ではば広く採用されてい る｡
DCT の方法 は質問調査 を改善したとは言えるが ､ 人間と人間の イ ンタ ー ア ク シ ョ ンを対象
にす る場合 ､ まだ欠点が 残る . 人間は実際に行動する こ とからア ン ケ - ー トの答えを書くま
で の あい だに複雑な認知的プロ セ ス を行 っ て い るた め ､ 答えは行動から遠ざか っ て しまう
場合が多い ｡ さらに ｢現に ア ン ケ ー トと実際行動の 分析 を比 較すると ､ 大きな開きが現れ
る こ とが多い+ (ネウス トプ ニ ー (1994: 8)｡ 自分の行動､ 言語使用などは実際に意識され
て い ない と こ ろが多く ､ また自分にと っ て ｢理想的な+ 答えを書く傾向が強い た め ､ ア ン
ケ ー ト調査には制限がある｡ ネウス トプ ニ ー (1994: 7) が論 じるように ､ ｢アン ケ ー トと
現実の 間の 関係は非常に複雑 で ､ 人間の 実際の行動に つ い て 結論を引き出す の はか なり発
しい と言わ なけれ ばならない+0
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したが っ て ､ ア ン ケ ー トか ら得たデ ー タは回答者の 実際行動で はなく ､ 実際行動に対す
る単なる ｢意識+ で あ ると 認識す る必要が あるo また ､ ア ン ケ ー トは補足的なデ ー タと し
て 用い られ る場合もある (オ ス ト ハ イ ダ1 999a､ 199 b)0
社会心 理学､ 異文化間心 理学の 分野 では ､ 母語話者 が非母語話者に どの ように反応する
の か ､ どの ように評価す るの か を採るため に数多くの 実験が行われ て い る｡ 調査協力者 の
写真や絵 (Vrij& Winkel 19 94､ S6r e n s e n& Ma eda200 2)､ 発言を録音した資料(vrij&Winkel
1994､ Ne sdale a nd Roon ey 199 6, S6r e n s en& Ma eda 2 002)､ 発言を文字化した資料 (flo r n s ey
& Gallois 1998)､ また はそれらを組み合わせ た資料 に対する反応を調査 した もの な どか ら
は興味深 い 成果が 出て い る｡ 実験の 要素のす べ て が コ ン トロ ー ル されて い るた め ､ 全く同
じ刺激に対 して協力者の反応 を正確 に測るこ とができる｡
しか し､ 実験で の反応と実際のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で の反応が 同質の もの だ とは言えな
い ｡ 実験で は ､ 第3者 と して他人の外見 ､ 言葉､ 行動 などを観察す るが ､ イ ン タ ー ア クシ
ョ ン になる と ､ 参加者 の 一 人 にならなければならない o イ ン タ ー ア ク シ ョ ン をただ単に見
る の では なく ､ 参加者 にな っ た場合 ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 目標 ､ 参加者同士 の 関係 ､ コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン促進 の 責任などが 重要な要因となり ､ 認知 レ ベ ル の み ならず ､ 感情及び
行動の レ ベ ル にも反応 しなけれ ばならない o 人間の 間の 問題 はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で発生
するとす るならば､ 人間の 問題を調査するために は実際のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を対象にす
る必要がある｡
社会言語学の分野では ､ 実際のイ ン タ ー アク シ ョ ンが数多く調査されて い る｡ 例えば､
Gu mpe r z(198 2a､ 1 982b)､ Roberts 良 Saye r s(1987)､ Roberts, Da vie s良 Juロp (1 992) な
どは ､ イ ギ リス 移民 の 言語問題を検討するた めに､ 職場･, 仕事案内所な どで のイ ン タ ー ア
ク シ ョ ン を記録 し､ 移民達が実際に直面して い る問題を調査 した ｡ また ､ はa 汀iot t(1990)
は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題 を探 るた めに ､ オ ー ス トラリア 人と日本人ビ ジネス マ ン の 交渉
場面を調査 した o 実際のイ ン タ ー アク シ ョ ンをデ ー タとす る研究では ､ 発生する問題だけ
で はなく ､ そ の 間題 の 原因及び可能な解決方法も指摘する こ とができるため ､ 有効な方法
だと考えられる｡
2
. 1 . 2 . イ ンタ ー ア クシ ョ ン の記録
実際のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を対象にする 1 つ の 方法と してイ ン タ ー ア クシ ョ ン の録音が
考えられ る ｡ イン タ ー ア ク シ ョ ン の 中で何が起きたの かを正確に記録する こ とができ るた
め ､ デ ー タ の 文字化資料も作成 でき ､ 分析の た め ､ 何度も同 じイ ンタ ー ア ク シ ョ ン を検討
す るこ とも可能であるo こ の 技術が ､ 会話分析(Day et al 1973､ Sa cks et al 1974､ Schegloff
et al 197 7､ Chu m et al 19 82)､ 相互作用の社会言語学 (Gu mpe r z同書､ Robe rts & Saye r s
同書 Robe rts et al 同書)､ 応用言語学 (Ga s s& Va r o nis 1991､ Pic a1991) 等, 様々 な
研究分野 で 使用され て きた ｡ 但 し ､ ア ン ケ ー トに比 べ ､ 録音は長所が多 い も の の ､ 参加者
の 非言語的行動などを含めて イ ン タ ー アク シ ョ ン をもっ と詳 しく見る場合 ､ 録音デ ー タだ
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けで は不十分なとこ ろが ある｡
エ ス ノ グ ラフ イ - の 分野 で は ､ イ ン タ - ク シ ョ ン を記録する 1 つ の 方法と して 参与観
察が行われて い る o 第 3 者 と してイ ンタ ー ア ク シ ョ ン を観察するの ではなく ､ イ ン タ ー ア
ク シ ョ ン に 実際に参加す るこ と によ っ て人間の 関係及びイ ン タ ー ア クシ ョ ン の 特徴が さら
に明らか になる (Dur a nti 19 97: 89)o しか し観察だけでは ､ す べ て の情報を記録するこ と
が できず ､ 特に参与観察の 場合 ､ 何か に取り組んで い るうちに ､ その 行動以外の要素を見
落とす怖れが あるo さらに ､ 観察 した時の メ モ に入 っ て い る情報と後で分析 しようとする
際に必要となる情報は 一 致 しない 場合があるo 例えば､ 参与観察時には ､ 参加者の 視線の
観察が目的だ っ た が ､ 分析 の 際 ､ そ の 目的を果 たすた めに ､ 視線だけ では なく ､ 例え ばパ
ラ言語的要素も参考に含めた い とい うことがあり得 るだ ろうo そ の場合 ､ 対象のイ ン タ ー
アク シ ョ ンが他の 手段 でも記録されて いれば､ 有効な分析が可能になるo
ベ イ ト ソ ン (Bate s o n) が マ ー ガ レ ッ ト ･ ミ ー ド (Ma rgar et Me ad) との 共同研究 (1 94 2)
で初めて使用 して以来 ､ 社会科学の 研究分野で は ､ 録画デ ー タの 長所は長年 にわた り支持
され て来た o 実際に起きたイ ベ ン トを､ 客観的な立場か ら､ 繰 り返 し観察する ことが でき ､
い くつ か の 観点か らそ のイ ベ ン トを再分析するこ とも可能で ある｡ 観察や録音の み の方陰
に勝る利点が あるた め ､ 録画 したデ ー タ は様 々 な研究で適用されて きた (Ja cks o n198 7,
Ma r riot t1990, La v e& We nge r1991､ 山崎と酉坂 1997､ Neu stupn亨 1996)o
そ の 一 方 で ､ 録画 したデ ー タの弱点も指摘され てきた o 社会言語学研究の 主目的は ､ 自
然に行われて い る言語使用の観察 でありなが ら､ Labo v(1 972) が論じた ように ､ 言語観察
とい う行動自体が観察され る側 の言語に影響するこ とが ある｡ 観察者が物理的には不在で
ある場合ですら､ こ の観察者の パ ラ ドッ ク ス (obs e r v er' s pa r ado x)
■
は ビデオ カメ ラの存
在に現れ る こ とが ある｡ 但 し Du r a nti (1 997: 1 18- 119) が論 じたように ､ ビデオカメ ラが
設置され て も､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン が完全に変わっ て しまう可能性は低い ｡ ビデオ が使用
された先行研究を見ると ､ 人間が ビデオの 前で ､ 喧嘩したり ､ 感情を表 したり､ プライ ベ
ー トな情報 を提供 した りす る場合が ある こ とから ､ 自分が参加 して い るイ ン タ ー ア ク シ ョ
ン に夢中に なるた め ､ ほ とん どの 協力者がそれ ほ ど ビデオ カメ ラを気に しない と考え られ
る ｡
以上の こ とか ら､ 現時点にお い て ､ 人間の 実際の 行動 を調査するた めの イ ン タ - ア ク シ
ョ ン の 正確な記録方法と して は ､ 録画が最善で あると言える｡ 観察者側のイ ン タ ー ア ク シ
ョ ン へ の 影響を免れる こ とは ､ 人間が観察者と して参加す る以上 ､ 協力者の 了解を得ずに
盗み 撮り をす る と い う ような倫理 的に 不適切な方 法で も取 らない 限り ､ 不可能で ある
(Du r a nti 1997: 1 17)0
2 . 1 . 3 . 内省的方法論
心理学の 分野では ､ ある行動や言葉に対する人 間の 反応を調査するた めに ､ 第3者 で あ
る判定者の 反応をデ ー タ として扱 っ て い る｡ しか し､ 判定者はそ の対象場面の 参加者 では
31
な い た め ､ 判定者 の 持 つ 印象はそ の場面に参加 した人 と
一 致しない 可能性が高 い ｡ 例えば､
喧嘩､ マ ナ ー 違反な どが生 じる場合 ､ 判定者は同じような感情を抱く ことは できない だろ
う｡ さらに ､ そ の場面 の参加者はそ の場で人間関係 を作り ､ そ の場にそれまでの 経験 を持
ち込むが (フ ェ アブラザ ー 2 000､ Mu r a oka 2 000)､ それは ､ 参加者本人 しか持ち得ない性質
だと言 えるだろう｡ こ の よう に ､ 判定者が実際の 参加者に取 っ て代わ るこ とが できない こ
とか ら､ 参加者自身の 内省 をデ ー タと して扱う必要が あるo
Fa e r ch & Ka spe r (1 987)の 研究以来､ 内省的な研究方法 (intr ospe ctiv e rn ethodolog y)
の重要性が 明確 にな っ た ｡ 内省的な方法に よ っ て ､ 言語と行動の 生成や評価に関わる プ ロ
セ ス を把握する こ とができ る｡ 特に本研究の ように ､ イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン参加者の 内面 的
認知プ ロ セ ス を対象にす る場合 ､ つ まり協力者がなぜある行動をと っ た の か ､ なぜ他の行
動 をと らなか っ た の か ､ 何を意識 した のか を検討するた めには ､ こ の ような方法論は不可
欠で ある ｡ ただ Ga s s& Ma ckey(2000: ll- 20) が指摘するように ､ 内省的方法の 中には､
様々 な種類が ある｡
内省的方法の うち､ 刺激回想法(stim止ated r e c allm ethodolog y)は ､ 被調査者に対 し､
その 人が以前に参加 したイ ベ ン トを思い 出させ るた めに ､ ある刺激 (映像 ､ 音声 ､ 文字化
した資料な ど) を使用する｡ Blo o m(1954) による と ､ こ の刺激 によ っ て ､ 被調査者は あ
る程度以前のイ ベ ン トを再体験する こ とが でき ､ イ ベ ン ト時の 内面的な情報処理 の プ ロ セ
ス を回想 できるとい う｡ しか し､ Silve r stein の研究で指摘されて い る ように ､ 被調査者は
す べ て を内省 で き るわ けで はない (Du r anti‥200
- 201)o よ っ て ､ 刺激回想法の デ ー タの み
に頼 らず ､ できるだけ実際の 談話と行動の デ
ー タに沿 っ て分析することが望ま しい o
日本語 教育研 究 の 場 合 ､ 刺 激 回想 法の
一 つ と して フ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ
‾
(Ne u stupnす1990, 199 4b､ フ ア ン 2002a) とい う方法が数多くの 研究で適用され(Oz aki 1989､
Ka ｡ek｡ 1 9 92､ Miya z ak i 1 997､ フ ア ン 1999､ 加藤 2 000)､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ･ ス トラテ
ジ - ､ 語用論 ､ 意味交渉､ 言語管理など､ 様 々 な分野において効果的で あると評価されて
い る. フ ア ン (2 002a :94) が主菜するように r特に言語プロ セ ス の研究分野で は ､ 欠く
こ
との できない 方法で ある+0
2 . 2 . 本調査 の概要
以上 の研 究を踏まえ ､ 本調査で は ､ 母語話者と非母語話者の できるだけ自然に近い イ ン
タ ー ア ク シ ョ ン の デ ー タ収集を目標に した. まず､ 非母語話者と母語話者の
ペ アを設定 し､
協力者の 間で自然に発生 したイ ン タ ー アク シ ョ ン を録画 ､ 録音したo その ため ､ 母語話者
と非母語話者の 言語的 ､ 非言語的行動を記録する こ とがで きたo そ して ､ その イ ン タ
ー ア
ク シ ョ ン に お い て協力者が相手をどの ように認知したの か を把握するために ､ フ ォ ロ
ー ア
ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ - を採用 した o こ こでは ､ こ の方法の 各段階を述 べ るo
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2 . 2 . 1 . デ ー タ収集
より自然に近いデ ー タ を撮 るた めに ､ カメ ラは小型で 日立た ないもの (ソ ニ ー ハ ンディ ･
デジタル ･ ビデオカメ ラD CR-P Cl) を使用し､ 広角 レ ンズを用い ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン場面
の 目立たない場所に設置 した ｡ ビデオ ･ デ ー タ の観察及び ､ フ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ
ー の結果に よれ ば､ ビデオカメ ラ はイ ン タ ー ア ク シ ョ ンそ の もの に影響 を与 えなか っ た よ
うで ある｡ カメ ラの 存在に全く気づ かなか っ た協力者もいれ ば､ Nakaya m a(1997: 63) .の
報告と同様 ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の初期段階にお いて のみ気になっ たと い う協力者もい た己
本調査 で は初 めか ら終りま で カメ ラが気になっ たと いう人は 1 人もいなか っ た ｡ こ の こと
か ら､ 本研究にお ける録画の影響は最少限に抑えられた と言えるだ ろう｡
デ ー タ の録画は 2 つ の 期間で行われ ､ ｢期間1+ は 2000年6月 から7月 ｢期間2+ は 2001
年 5月 か ら1 2月に行われた｡ ｢期間1+ で は ､ 1 2ペ ア ､ ｢期間2+ では ､ 18ペ ア ､ 合計で
3 0ペ ア のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を録画 ･ 録音 した｡ 各 ペ アのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の録画の ､
最初の 1 0分をデ ー タ と して扱い ､ 合計 300分のデ ー タを本調査の 分析対象と した ｡ なお ､
調査開始前に ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ンが録画 ･ 録音され るこ と を調査協力者 に知らせ ､ 承諾
を得た｡
2 . 2 . 2 . 本調査 の イ ンタ ー ア ク シ ョ ン場面
本研究で は ､ 非母語話者と母語話者ペ アの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を対象に し､ 様々 なべ ア
を比較す ると いう課題が あっ たた め､ でき るだけ各 ペ ア が同 じ状況で イ ン タ ー ア ク シ ョ ン
を行うように 工夫 した ｡ す べ て の 調査協力者 にと っ て馴染み の ない 部屋を選び ､ そ こ に ビ
デオカメ ラ ､ テ ー ブル ､ 椅子 と 2 人分の飲食物を用意 した｡ 調査者が協力者を 一 人ずつ 部
屋 に案内 し､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 内容に つ い て指示 した o イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 内容を
｢自由会話+ と して設定 した の で ､ 話の 内容は各 ペ ア に任せ たが ､ 自己紹介か ら始めれば
よい と ヒ ン トを与えた ｡ 調査に つ い て の 指示 が終わ っ てか ら､ 協力者 2人のイ ン タ ー アク
シ ョ ンが 開始された ｡ 調査者は外で待ち､ 1 0分後に部屋に戻 り ､ 協力者 に話す時間を延長
したい か どうか を確認 し､ 1組の 話が終わ ると､ 別の協力者を案内 した ｡ ｢期間 1+ で は ､
非母語話者1人が母語話者2人とそれぞれペ ア になっ たもの をデ ー タと したが ､ ｢期間2+
では ､ 非母語話者1人 が母語話者3人とそれぞれ ペ ア にな っ たもの をデ ー タと した｡
2 . 2 . 3 . 調査協力者
本調査 の 目的と して 異なる出身の 非母語話者 に対する母語話者の反応の 差異を検討する
ため ､ 調査協力者を選 んだ時 ､ 外来性 の特徴が異なるだ ろうと予 測した非母語話者グル ー
プを計画 した ｡ よ っ て ､ 漠族中国語母語話者 ､ 白人英語母語話者 ､ 日系ブ ラジ ル人 ポル ト
ガ ル語母 語話者の 3 つ の非母語話者グル ー プを設定した｡
日本国内で 日本語 を勉強 して い る非母語話者のうち､ 最も大きなグル ー プ で あり ､ 全体の
3 6%を占める中国語母語話者に関して は (文化庁 2000)､ 言語上の 外来性が幅広く研究され
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てきたo 例えば､ 中国語母語話者の ｢- てあげる ､ - てくださる+ (佐治1983)､ ㍗ - て い る+
(許1 997)､ ｢- てもらう､ - ようにい う+ (王 1998)､ ｢もう+ (吉田1 99)､助詞(松本199 9)
な どに 関す る問題 が挙 げられて い る ｡ また､ 社会言語的外来性に つ い ては ､ 丁寧表現 (佐
治19 83､ 松本 1 999､ 加藤2 002)､ 弁明 (藤森19 95)､ 依棲 (水野1996) に節す る発話行為 ､
イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の テ ー マ と順位 ､ 名前の形､ ある い は非言語的行動 (加藤 2002) に関
する問題が指摘されて い る｡ さ らに ､ 日本の社会文化知識 の不 足も加藤 (2002) の イ ン タ
ビ ュ ー 蓉面 の調査にお い て 問題となっ て い る.
英語圏非母語話者の 外来性 による問題に つ いて は ､ 例えば En o m oto (1993)が 日本人 ツ ア
ー 客を案内するオ ー ス トラリア 人ガイ ドの 日本語場面を調査 してお り ､ 日本語母語話者判
定者に よるガイ ドの 日本語使用の 言語の ス タイ ル ､ 文末助詞 ､ パ ラ言語及び非言語行動 に
関する問題 を扱っ て い るo また､ Ma s um卜So (1 997) は ､ オ ー ス トラリア人学生が しばしば
目上 の 母語話者を言語的に平等に扱おうとする場合があるた め ､ 問題となる場合が あるこ
と を指摘 して い る ｡ 西村 (1 998) で は ､ 英語圏非母語話者の 謙譲語使用 ､ 言 い訳 に関す る
問題が取り上 げられ て い る｡ また ､ 誉め られた 時の 応答に関す る問題が横 田 (1 985) に よ
つ て提示 されてい る｡
日本に在住す るブラジ ル人は 20万人を超える (国立国語研究所 2000) もの の ､ こ の グル
ー プ の 外来性 を扱う研究は上述 した非母語話者 2 グル ー プ より少ない o
.
ブラジ ル人就労者
の メ ッ セ ー ジ伝達に関わる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題 がナ カ ミズ (1995)､ 尾崎 (2001) で記
述されて い るo また ､ 終助詞の ｢ね+ 及び ス タイ ル の切り替えに関七 て中間言語的な要素
が報告され て い る (ナカ ミズ 2 000)｡ さらに三 田 (2002) で は ､ ブ ラジ ル人児童の教室内の
メ ッ セ ー ジ伝達に関す る コ ミ ‥ ニ ケ - シ ョ ン問題とそ の調整 の あり方が記述されて い る｡
本調査は ､ 母語話者 11名 ､ 非母語話者 12名の 計2 3名の 協力を得た ｡ 非母語話者 の 出身
地 の違 い に よ っ て ､ 管理され る外来性も異なるか否かを調査の 主な目的と して 設定 したた
め､ 1人の母語話者が出身他 の異なる非母語話者 3 人 べ つ べ つ にとイ ンタ ー アク シ ョ ンを
行い ､ そ の結果を分析する こ とに した ｡ 協力者の プ ロ フ ィ ー ル は以下の 通りで あるo
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表 2. 1. < 母語話者プ ロ フ ィ ー ル 1 >
性別 年齢 専門 接触経験
JF l 女 20 法学 なし
JF 2 女 2 1 経済 なし
JF 3 女 2 0 体育 多少あり
JF 4 女 2 1 法学 なし
JF 5 女 21 法学 多少あり
JF 6 女 1 8 外国語 なし
JF 7 女 1 9 外国語 なし
JF 8 女 1 8 日本文化 多少 あり
JM l 男 24 科学 あり
JM 2 男 2 3 文学 な し
JM 3 男 21 法学 なし
表 2.2 . < 非母 語話者プ ロ フ ィ ー ル 2 >
性別 年齢 出身国 エ ス ニ シテ ィ - 母語 専門 日本驚能力
AFl 女 36 カナ ダ ヨ ー ロ ッ パ 系 英語 日本文化 中級
BFl 女 26 ブ ラジ ル 日系 ポル トガ ル語 工学 中級
CFl 女 27 台湾 中国系 中国語 工学 中級
A姐2 男 25 オ ー ス トラリア ヨ ー ロ ッ パ 系 英語 経済 . 上級
B姐2 男 25 ブラ ジ ル 日系 ポル トガ ル語 法学 超上級
Cは2 男 24 中国 中国系 中国簿 日本文化 中 ･ 上級
AF3 女 22 アメ リカ ヨ ー ロ ッ パ 系 英語 -F]本文化 初 ･ 中級
B F3 女 35 ブ ラ ジ ル 日系 ポ ル トガ ル 語 科学 中級
CF3 女 23 中国 中国系 中国欝 日本文化 中級
AF4 女 20 オー ス トラリア ヨ ー ロ ッ パ 系 英語 科学 上級
BF4 女 26 ブラ ジ ル 日系 ポ ル トガ ル箸 科学 上級
CF4 女 26 中国 中国系 中国語 , 日本文化 上級
Lo ng (1 983b: 185) は ､ 非母語話者との接触経験が ､ 母 語話者の 言語的な調整に影響 を
与え ると指摘 して い る｡ その ため ､ 本研究では ､ 協力者母語話者 の コ ン ト ロ ー ル ･ グル -
プ の 選択にあた っ て は ､ できるだけ同じような背景を持 つ ように調整す るた め ､ 外国人と
接 した経験が ない ､ も しくは少ない 大学生 に限定 した ｡ 3
また ､ 協力者非母語話者は大きく 2 つ の 観点か ら選択されたo グル ー プ A は白人英語母
語話者と い う典型的な ｢外国人+ グル ー プで あり ､ 言語的､ 文化的 ､ 外見的に ､ 日本語母
語話者と離れて い るこ とか ら､ 母語話者が外来性を強く感 じるの ではないか と い う仮説を
立てた｡ グル ー プ B は 日系ブラジル人ポル トガル語母語看で ､ 日本人と同じ エ ス ニ シテ ィ
1 ｢J+ で示 され る協力者は 日 本語母語話者を､ ｢F+ は女性､ ｢M+ は男性を示す｡
2 ｢A+ で示 され る協力者は ヨ ー ロ ッ パ 系英語 母語話者､ ｢B+ は 日系ブ ラ ジ ル 人 ポ′レ トガ ル 語母 語 話者 , ｢C+ は漢民 族
中国籍母 語話者 ､ ｢F+ は女性 ､ ｢M+ は 男性を示すo
3
協力者を募集 した 際､ でき るだ け 外国人と接触経験の ない 人を選ぶ ため に ､ ｢外 国人 の 友だ ちが い ない+ ､ ｢外国人 と
許 す機会は ほ とん どない+､ ｢チ ュ ー タ ー の 経験 がない+､ ｢留学 した こ と がない+ と い うよ うな条件 を設定 したが ､ そ の
うち､ 過去 E SS クラブで 外国人と活動 した ことがある JM lと高校 の 時､ 短 期留学プ ロ グラム に 参加 した とい う JF8 の
ような多少意図から外れた ケ･ - ス は あっ たo
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ー を持ち､ 外見的には外来性 が少 ない が ､ 言語的 ､ 文化的には 日本人と離れて い ると考え
られたo グル ー プ c は漠族 の 中国語母語話者で ､ 外見的には外来性が少なく ､ 言語的 ､ 文
化的な面にお い て も他 の 2 グル ー プ より 日本人に近 い と考えられた ｡ 調査で は ､ 母語話者
及び非母 語話者 グル ー プ か ら各 1獲げ っ の ペ ア になり ､ イ ン タ ー ア クシ ョ ン を行 っ た 4o
非母語話者 の 日本語能力も母語話者が留意す る外来性に影響を与えるの で はない かと予
想 した た め ､ 非母語話者の コ ン ト ロ ー ル ･ グル ー プをさらに 日本語能力別 に ､ 中級 グル ー
プ (6名) と上級グル ー プ (6名) に分けた｡ そ して母語話者1人が非母語話者 3人とそれ
ぞれ ペ ア にな っ た時 ､ 非母語話者3人が違う出身 ･ エ ス ニ シテ ィ - で あ っ て も､ 全員がほ
ぼ同 じ日本語能力を持 っ よう配慮 した o 本調査 では 初対面 の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を対象と
したた め ､ 日本語能力 の設定も､ 話す ･ 聞く能力 を中心 に考 えた｡ 非母語話者 の 日本語能
力は調査者 が簡単な会話を して 判断するか ､ 日本 語を母 語とする 日本語教師と相談 し､ レ
ベ ル 分け した｡ 中級 レ ベ ル の 非母語話者は 日本語で基本的な会話ができるが ､ 専門用語や
慣れて い ない 話題などに関 しては 理解に問題が残り ､ 発音とイ ン トネ ー シ ョ ン のずれもか
なり残 る｡ 上級 の 非母 語話者 は流暢に 日本語が話せ ､ 専門用語などもほぼ理解 で き､ イ ン
トネ ー シ ョ ン と発音も母語話者に近い o ただ､ 日本語能力の レ ベ ル を設定 しても ､ 個人差
が多少見られ ､ 非母語話者が全く 同 じ会話能力を持 つ と は言 いきれ ない ｡ さらに ､ 非母語
話者3人と話 した母語話者に非母語話者の 日本語能力順位 を付けてもらっ たとこ ろ､ 母語
話者全員が 同 じ順位をつ けた わ けで はなく ､ 母語話者の 判定が 一 致する場合と ､ 全く 一 致
しない 場合とが あっ た｡ 同 じ非母語話者でも疲れて い る暗も元気な暗もあるため ､ イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン によ っ て実際の パ フ ォ ー マ ン ス には差が 現れた (Ne u stupnす 198 7: 14)｡ こ の
ような外的要素は調査者 には調整不可能な場合もあ っ たが ､ 非母語話者の 日本語能力 を査
定 した際に､ できるだけこ の ような要素の影響を少なくでき るように努めた5｡
｢期間 1+ で は ､ 各非母語話者が 2人 の 母語話者 (男性 1人 ､ 女性1人) と ペ アに なり ､
各母語話者が 3人の 非母語話者とペ ア にな っ た4 ｡ ｢期間 1+ で は ､ CM2は女性と 2人だけの
イ ン タ ー ア ク シ ョ ン に慣れて い ない た め ､ か なり緊張 したと報告 した 0
ス が cM2 の日本語の 運用 に影響を与 えるの ではない かと予測 したの で ､
組み合わせ を変更 した｡ 期 間2で は ､ 各非母語話者が 3 人の 母語話者
に なり ､ 各母語話者が 3 人の 非母語話者との ペ ア にな っ た｡
合計 30ペ ア の組み合わせ は以下の 通りである｡
こ の ようなス ト レ
次の ｢期間 2+ の
(全て 同性) と ペ ア
4
計画で は母落語者 1人が非母語話者3人と話す予定だ っ たが ､ J Mlは AFlと CF lと話 した後 ､ 急 に都合で協力が
得られなくなり ､ J M2 の 協 力を得たた め､ J M 2と B F l がペ ア に な っ て い るo
5
非母語話者 が同 レ ベ ル の 日本 語会話能力を持 つ よう配慮 は したが ､ 結果的に 二 つ の 非母 欝話者 グ ル ー プ で は非母 欝
話者 の 日 本語能力 に差異 の あ る ことが 明らか に なっ た o まず､ C M 2 は A M 2､ B M 2 よ り会話能力 が低く ､ 同 じセ ッ シ ョ
ン で BM 2 の会話能力は A M 2より多少上であっ たo 他 の グル ー プで は A ぎ3 の会話能力は B F 3､ C F3 よ り低か っ た.
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｢期間1+
ペ ア 1
ペ ア 2
ペ ア 3
ペ ア 4
ペ ア5
ペ ア 6
｢期間2+
ペ ア 1 3
ペ ア 1 4
ペ ア 1 5
ペ ア 1 6
ペ ア 1 7
ペ ア 1 8
ペ ア 1 9
ペ ア 2 0
ペ ア 2 1
AF lとJFI
AFlとJMI
BFlとJFI
BFlとJM 2
CFlとJFI
CFlとJMl
AF 3とJF3
AF 3とJF4
AF 3とJF5
BF 3とJF3
BF 3とJF4
BF 3とJF5
CF 3とJF3
CF 3とJF4
CF 3とJF5
ペ ア 7
ペ ア 8
ペ ア 9
ペ ア 1 0
ペ ア 11
ペ ア 1 2
ペ ア 2 2
ペ ア 2 3
ペ ア 2 4
ペ ア 2 5
ペ ア 2 6
ペ ア 2 7
ペ ア 2 8
ペ ア 2 9
ペ ア 3 0
AM2と JF 2
AM2とJM 3
BM 2とJF2
BM 2と JM 3
CM2とJF 2
CM 2とJM3
A F4とJF6
AF 4とJF7
A F4とJF8
BF4とJF6
B F4とJF7
BF4とJF8
CF 4と ∬6
CF4と ∬7
CF4とJF8
2 . 2 . 4 . フ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ンタ ビ ュ ー
本研究 で は ､ 日本語 母語話者の 接触場面 にお けるイ ン タ ー ア ク シ ョ ン 管理 を分析対象に
するた め ､ 内省 的デ ー タを利用 しな けれ ば､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の表面 に現れ る反応 しか
分析する こ とが できない ｡ 上述 したように ､ 第3者か ら見た 問題と参加者本人が見た 問題
は異 なる場合が あるた め ､ 母語話者本人がどの ような逸脱 を留意 したの か ､ 留意した逸脱
をどの ように評価したの か ､ その 逸脱を調整 しようと した の か ､ 調整を遂行 した場合どの
ような意図で ス トラテ ジ ー を選択 したの かを内省的デ ー タなしで は把握する こ とがで きな
い
. こ こで利用 した刺激回想法はフ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ ー (Ne ustupny1990, 199 4､
フ ア ン 20 2) で ある｡ 以下 ｢FUI+ と略す｡
イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を録画 したデ ー タに基づい て調査協力者ひと りひ とりに対 し F口Ⅰ を
行 っ た 6｡ Blo o m(19 54) とCohe n(1 987) が指摘 したように､ 内省的方法では ､ 調査協力者
の 記憶 にア ク セ ス しようとするが ､ イ ン タ ビ ュ ー が時間的にイ ベ ン トから離れれ ば離れ る
ほ ど効力が低下するた め ､ 本調査では できるだけ早く F UIを行 っ た ｡ ただ し､ 被調査者の
都合によ っ て 時間的に離れ た時もあり､ イ ベ ン トとイ ン タ ビ ュ ー の 間の 時間は 2時間か ら2
週間ぐらいで あ っ た｡
6 協力者全員に F U Iを行う予定だ っ た が ､ 協力者非母語話者の 都合で A 甘1 と CF lの イ ン タ ビ ュ
ー は行 えなか っ たo
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FUIの 準備 と して ､ 調査者 は録画 したデ ー タを観察 し､ 逸脱を同定し､ 母語話者の 留意が
あ っ たと こ ろ を推測 ､ 記録 して ､ 文字化資料を作成 した (文字化記号は資料編 に示されて
い る)｡ 日本語非母語話者で ある調査者は ､ 不明点等を第3者の 日本語母語話者に確認 した｡
イ ン タ ビ ュ ー の 中心 部分 に入 る前 に､ 協力者の 不安感 を軽減し､ 積極的に言い たい ことが
言えるようにす るには ウオ
ー ム ア ップ が必要で ある (村岡 2002)｡ 本調査で はウオ ー ム ア
ッ プ と して協力者の 個人的な背景､ 接触経験などに つ い て軽く話 した｡ イ ン タ ビ ュ ー の 中
心部分で は ､ 本調査 の 目的 を大ま かに説明 した後 ､ 協力者 が参加 したイ ン タ ー ア ク シ ョ ン
の 収録 ビデオ を見なが ら､ 協力者 に対 して質問をした ｡ 逸脱 に関す る協力者の 管理 の他 ､
協力者が 不愉快と感 じた瞬間､ 相手 の 言葉遣い が不適切だ っ た と感 じた時などの 逸脱に つ
い て自由に報告す るように指示 した. Kagen et al (1963) 及び Ma ckey､ Ga s s& McDo nough
(2000) が採用 した方法と同様､ 調査者の意図や調査協力者の希望に応 じて ビデオ を止 める
こ ともあ っ た｡
各イ ン タ ビ ュ ー はお よそ 60分か ら1 20分を要 した｡ 本研究で は ､ 母語話者に焦点を当て
るた め ､ ビデ オ ･ デ ー タ収録後 ､ 非母語話者のイ ン タ ビ ュ ー 前に母語話者の イ ン タ ビ ュ ー
を行うように した ｡ つ ま り ､ 母語話者の イ ン タ ビ ュ ー の ほとん どが非母語話者 に先行 して
行われ た｡ FU I の録音デ ー タ から､ 管理プ ロ セ ス に関わ る発言を選 び ､ 資料 として まと めた｡
2 . 2 . 5 . 文字化
録画 したイ ン タ ー ア ク シ ョ ン は ､ 日本語で文字化 したo 文字化資料は最初に録音したテ
ー プ に基づ い て作成 した後 ､ ビデオ ･ デ ー タと比較 ､ 確認 した ｡ 文字化資料 に使用 した記
早(瞥料編)は Miya z aki(19 97)の もの に手を加えた｡ 正確 な音声記号は使用 して い ない が ､
できるだけ､ 実際の 発話 を表すよう努めた｡ その 一 例 と して ､ 重要な働きか けが行われて
い ると判断 したとこ ろに パ ラ言語と非言語的な情報も加えた ｡
2 . 3 . 分析 の枠組
以上で述 べ た方法に より ､ イ ン タ ー アク シ ョ ンの 記録及び FUIの 報告に基づくデ
ー タを
収集する ことができた｡ こ こ で は ､ デ ー タ の 分析の枠組及び分析方法を説明する｡
まず ､ ビデオ ･ デ ー タ と母語話者の FUI報告を本研究で提案する外来性管理 モ デル に沿
っ て分析 した ｡ 母語話者 の F UIでは ､ どの ような逸脱が留意され､ どの ように評価された
の か ､ ビデオ ･ デ ー タで調整遂行が 見られない 場合 につ い ても調整計画が立 て られたか否
か の 特定を試み た｡ それ によ っ て ､ 録画と FUI から得られたデ
ー タを管理 プ ロ セ ス に沿 っ
て 分類する ことができた｡
大まか に､ 留意 した逸脱と留意 しなか っ た逸脱 に分け､ さらにその 逸脱が非母語話者同
士の 内的場面 の もの と同 じように留意された の か ､ 接触場面で あるた めに留意されたの か
を分析 した ｡ また ､ 留意 され た逸脱が評価されたか 否かに分け､ 評価された逸脱を否定的
評価と他 の評価に分類 した｡ 次に ､ 評価された逸脱 に対 して ､ 調整計画が立 て られ ､ 遂行
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され たか否か に分類 した ｡ 調整が遂行 された場合 ､ ス トラテ ジ ー の種類に つ い ても分類を
施 した ｡ 管理 の 各段階にお い ても内的規範及び接触規範の 適用を調 べ た｡
留意された逸脱 を主にイ ン タ ー ア ク シ ョ ン上の 性質に基づい て分類 した｡ ネウス トプ
(1 95) の分類に沿 っ て ､ 逸脱を言語的､ 社会言語的､ 社会文化的カテ ゴリ ー に分け
た｡ 加 えて ､ 母語話者に よ っ て ､ 非母語話者の外見などの物理的 ･ 身体的な特徴 につ いて
逸脱が 留意 された こ と か ら､ ｢外見+ の カテ ゴリ ー を追加するこ とに した｡ 以下 ､ 各カテ ゴ
リ ー の特徴を示す｡
① 外見的外来性
非母語話者の 外見的 外来性に 関して は ､ 様 々 な逸脱が母 語話者に留意され る｡ 本調査で
は ､ これらを顔 つ き ､ 髪の 毛､ 年齢 ､ 身体及び服装に分類 した｡
② 言語的外来性
言語能力 は 文法 ､ 語嚢､ 発音 ､ メ ッ セ ー ジ伝達 ､ メ ッ セ ー ジ受倍 ､ などの 特徴 を持 つ
(Ne u stupn予1 987: 8- 1 2)o こ れらは､ メ ッ セ ー ジ伝達に関わる外来性と､ そうで はない外
来性と に分 けるこ がで き る｡ そ の た め ､ 言語的外来性 を､ メ ッ セ ー ジ伝達に 関す る逸脱 ､
及びメ ッ セ ー ジ の 形式に 関す る逸脱 に大きく分類した｡
③ 社会言語的外来性
Hym e s(1 972) が指摘す るように ､ 人間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は言語･的なル ー ル だけで は
なく ､ 社会言語的なル ー ル に よ っ て も支配されてい る｡ よ っ て ､ 人 は コ ミ ュ
■ニ ケ - シ ョ ン
能力 (c o m m u nic ativ e c o mpete n c e) つ まり ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 内容､ 形式 ､ 場面 ､ 参
加者などを支配す る社会言語的ル ー ル の 知識を持 つ 必要があるo tlym e sは こちらの ル ー ル を
以下の 8 つ の ｢SP EAKING+ ル ー ル に分類 した1｡
Set tings (場面)
Pa rticipa nts (参加者)
Ends (目的)
Act s equ e n c e s (行為連鎖)
Keys (こ とばの 調子)
In str u m e ntalitie s (手段道具)
No r m s (規範)
Ge nr e s (ジ ャ ン ル)
Brya m(1997: 8) が指摘する ように ､ こ の モ デル は ､ 1 つ の言語を使用 しなが ら､ 1
■っ の ス
1 日本籍 の 訳 ほ 真田 et al (19 92:3 2･33) か ら引用された｡
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ピ ー チ ･ コ ミ ュ ニ テ ィ の 社会的イ ン タ ー ア ク シ ョ ン及 び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を解釈するた
めの枠組で ､ 母語話者と非母語話者の特定的イ ン タ ー アク シ ョ ンの ために創造されたわけ
で はない ｡ ネウス トプ ニ ー (1982: 40-54)は ､
展させ ､ 以下の 8 つ の ル
ー ル に分類してい る｡
1) 点火 ル ー ル
2) セ ッテ ィ ン グ ･ ル ー ル
3) 参加者ル ー ル
4) バ ラ エ テ ィ ー ･ ル ー ル
5) 内容ル ー ル
6) 形の ル ー ル
7) 媒体の ル ー ル
8) 操作の ル ー ル
接触場面に適用するた めに この モデ ル を発
点火ル ー ル は ｢どの ような場合 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を始 め るか+ (ネウス トプ ニ ー
19 95: 13) を支配す る｡ つ ま り ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て参加者は い つ 話せ ばよ い の
か ､ い つ 話さない方が よ い の かの 選択に影響 を与え る｡ 例 えば､ 他の人が静かな時に話 し
出す ､ 相手 の 発言に反応 しない ､ 反応が 不適切な蕩合などは ､ あ る状況 にお い て 点火ル ー
ル の 違反 で あると考 えられ る｡ 適切 な話の 畳も対象 にす るため ､ Gric e(1 975)の 協力原則
も点火ル ー ル に属す ると言える｡
セ ッテ ィ ン グ ･ ル ー ル は ｢い っ ､ どこで コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を行うか+ (ネウス トプ ニ ー
19 95: 13) に関する ル ー ル で ある｡ 例えば､ 電車の 中で見知らぬ人に声をか けるこ と ､ 夜
遅く誰かに電話する こ とが社会に よ っ て逸脱として見られ る場合がある ｡
｢誰と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をするか+ (同書 :13) は参加者ル ー ル に支配される｡ 誰に話
せ ば良い の か ､ 相手に よ っ て何 を言 えば良い の かが こ の ル ー ル の 範囲に入 っ て い る ､ 例え
ば､ となり の人 に声 を掛 ける こと ､ 初対面で相手に不適切 な話題 ､ 不適切なス タイ ル で話
すこ とは場合に よ っ て参加者 ル ー ル の違反になる｡ 確 かに ､ ポ ライ トネス (Br o w n& Le vin s o n
1 987
､ Miz uta ni& M iz uta ni 19 87､) 及び社会心 理学の 研究 (Gile s1980､ Be ebe a nd Giles
1 984) で 明らか にな っ た ように ､ 相手 によ っ て言語 の バ ラ エ テ ィ■- を使い 分ける場合があ
る｡
バ ラ エ テ ィ ー ･ ル ー ル によ っ て ｢どの言語 ､ 方言 ､ ス タイ ル などを使うか+ (ネウス トプ
ニ ー 1995: 13) が決 められ て い る｡ つ まり コ ー ドの 選択 を支配するた め､ 接触場面にお い
て どの 言語 が適切なの か ､ 場面に よ っ て フ ォ ー マ ル なス タイ ル が適切か否か ､ 標準語が適
切なの か ､ 方言の 方が良い の か などの 選択に関係する｡ 社会言語学の分野で は ､ 方言学(戟
谷1 999､ 宮城 1 992､ 真田 1 994､ 徳川 199 4)を始め ､ コ ー ド切り替え(Ta r o ne 1980､ Hin nerlka mp
1987､ ナカ ミズ 2 000) ､ 待遇表現 (杉戸 19 83､ 井出 et al 1986) など､ 言語 の バ ラ エ テ
ィ ー が幅広く研究されて い る｡
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内容の ル ー ル は ｢どの ような内容を伝えるか+ (ネウス トプ ニ ー 1995: 13) に影響を与え
る ｡ つ まり ､ どの ような話題を提供す べ きか ､ どの ような話を避 けた方が良い かが こ の カ
テ ゴリ ー に入 っ て い る｡ 例 えば､ 宗教､ 給料､ 政治､ 戦争などの話が状況によ っ て不適切
だと捉 えられ る可 能性 があ る ｡ 接触場面の 話題選択か ら生み 出される問題 が zu engle r
(1 993)､ 三牧 (19 9) などで は取り扱われて い る｡ さらに､ 語用論の分野では ､ 発言の 文
法上 の意味と文脈か ら出る機能的な意味が異なると指摘されており (Au stin 1962､ Se a rle
1 979､ Le e ch 1 983､ Ka spe r& Blu m
- Kulka 1993)､ こ の現象も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 内容に
当て はまる｡
形 の ル ー ル は ､ ｢内容項 目をどの ようにメ ッ セ ー ジ の 中で並 べ るか+ (ネウス トプ ニ ー
1 995 :1 3) を支配する o 例 え ば､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 開始段階セは ､ 挨拶が期待 され ､
誰か に世話 にな っ た時 ､ 言葉 を通 して感謝を表す こ とが期待 され る場合がある｡ また ､ 依
頼を言う前に相手の 都合 を聞く場合が日本語の 場面で よく見られる｡
媒体の ル ー ル には ｢メ ッ セ ー ジ をどの ように具体化するか ､ 非言語的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン の チ ャ ンネル の こ とな ど+ (ネウス トプ ニ ー 1 995: 13) が含まれて い る｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン の メ ッ セ ー ジを書 い て伝えるか ､ 話 して伝えるか ､ 非言語的行動で表すか の 選択は媒
体ル ー ル に よ っ て い る ｡ 例え ば､ 挨拶は手紙､ はがき ､ 発言された決まり文句 ､ お辞儀 ､
手の振り に よ っ て行 われ る場合があるだろう｡ 口頭言語によらないメ ッ セ ー ジ伝達は パ ラ
言語 (Gu mpe r z198 2a､ 1 982b､ Richm o nd 良 McCr o skey 2000)､ 非言語行動 (Arg yle 1972､
Poyato s1 984) などの観点か らも研究されてい る｡
最後 に ､ 操作 の ル ー ル は ｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を どの ように評価 したり ､ 評価 の結果直
した りす るか+ (ネウ ス トプ ニ ー 1 995: 13) 支配する｡ つ まり ､ 接触場面の参加者が言語 に
対 して どう行動す るかが こ の ル ー ル で決 められてい る｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の操作に つ い
て は会話分析 (sa cks et al 19 74､ Schegloffet al 1977､ Chu n et al 1982)､ 意味交渉
(Ga s s& Va r o nis 1 985､ Pic a19 91､ 村上 1 997) 社会心理学 (Gile s1980, Be ebe & Gile s
1 984)､ 言語政策 (Je r n udd & Ne u stupnす.1987､ Ea ndiah 良Ew an-Te r ry 1 94､ Ozolins 1 996)
など数多くの研究分野で研究されてきてい る｡
本調査で留意された社会言語的な逸脱は以上の ル ー ル に沿 っ て分類された ｡
④ 社会文化的外来性
言語教育の分野にお い て は ､ 言語的および社会言語的ル ー ル に沿 っ た分類と記述が進め
られてきたが ､ 社会文化的な問題 の分類に関しては未だに有力な枠組が確立されて い ない ｡
Ste rn (1 983) が指摘す るように ､ 言語教育理論は徐々 に社会言語的な要素を受け入れ よう
と試みて は い るが ､ 現在の とこ ろ精細な定義が なされて い るとは言い難く ､ 社会文化的な
要素も十分 に重視されて い ない と言わざるを得ない ｡ 例えば､ 社会文化的な要素の 分類は
存在する (Hall 195 9､ F ishm a n1 972､ Poyato s1 983) が ､ ミク ロ ･ レ ベ ル にお け る異文化
間イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 分析 に つ い て は方法論が存在 しない ｡ Fish皿a nは ､ 社会文化的な要
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素を家族 ･ 公用 ･ 仕事などの ドメイ ン に分け､ マ ク ロ ･ レ ベ ルで は非常に役立 つ 分類を提
示 してい る が ､ Fishm a n(198 9) 自身が指摘する通り ､ 一 つ の場面に限られた ミク ロ ･ レ ベ
ル の分析 にお い て は ､ 分類 が広すぎて ､ デ ー タ の 方向性が明らか にならない 恐れがある｡
Bo x e r(2002)が指摘する ように ､ 異文化間コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 主要な場面 で は ､ 非母語
話者は普段 ､ 日常的イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン ､ 教育と仕事の ドメ イ ン に しか参加 しない と言え
る｡ 社会文化的な逸脱が どの ように管理されるの か を明らかにするた めに は ､ その ドメ イ
ン の 中の 細か い特徴をさらに分類する必要が ある｡
poyato s (198 4) の 分類 は ､ 社会文化的な特徴 が さらに感覚的 (s e n sible) 及び知的
(intelligible) な要素に詳細に分けられてい る｡ 音､ 触覚､ 身体 ､ 物理的な環境､ 宗教 ､
人間関係 ､ 政治 ､ 民俗 ､ な どが含まれ ､ 一 つ の社会文化を分析 ､ 記述するた めには有効な
方法で あると思われ る｡ しか し Poyato s の分類で は ､ 社会言語的な要素が他の 要素と区別
され て い ない ｡ さらに ､ 異なる社会文化的な背景を持つ 人た ちがイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を行
うと ､ 参加者それ ぞれ の社会文化的な知識 がその イ ン タ ー ア ク シ ョ ン に影響を与え､ 持ち
出す話題や相手 の 思想 に関 して相違 を感 じる場合もある｡ したが っ て留意 した逸脱を分類
すると､ 社会文化的な要素に分ける他に ､ ｢だれの+ 社会文化に関する問題なの かとい う側
面も参考にす る必要が ある｡ 例えば､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て非母語話者が自分 の文
化に つ い て語 っ て い る時 に ､ 母語話者がそ の 内容に つ い て逸脱を留意する可 能性がある｡
こ れ に加えて非母語話者が 日本の 社会文化に つ い て語 っ たり ､ 批判 したり ､ 驚い たりする
中で ､ 日本 の 社会文化 を どの ように罷知 してい るの か に関して 母語話者が逸脱を留意する
ケ ー ス もある｡ こ の ような文化 と文化の狭間につ い て は今まで の社会文化的要素の 分類方
法には含まれて い ない ようである｡
以上 の ような分類 の 問題 を解決す るた めに ､ As a oka (1985) は独自の カテ ゴ リ ー を作成
して い る. そ の 中に は ､ サ ー ビ ス ､ 旅行 ､ 公的生活､ 交友､ 日常生活 ､ 環境及び コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン というカテ ゴリ ー が含まれてい る (同書: 83)｡ しか し As a oka の 研究は主に非
母語話者の 旅行場面を対象に してお り ､ 一 般的 日常イ ンタ ー アク シ ョ ン に適用でき るよう
な枠組 では ない ｡ また､ 村岡 (印刷中) は非母 語話者の 社会文化能力習得と い う観点か ら
日本に滞在 して い る非母語話者を調査 して い る｡ こ の調査では非母語話者が留意す る社会
文化的要 素を主にイデ ィ オ ム ､ 人間関係 ､ 役割園係 ､ 話題 ･ 開始と維持 ､ 意思
･ 感情の 表
現 ､ 場面特有の行動に分類 した｡ こ の 2 つ の 研究で使用されて い る分類は非母語話者の 管
理 プ ロ セ ス に適用 され るが ､ 母語話者が非母語話者 の行動に 関して意識す る社会文化的問
題の 分類方法はまだない ようだ｡
本研究の社会文化的な逸脱 を分類す るため に ､ 以上の先行研究の 成果を踏まえて ､ 改め
て分類の 枠組み を作成す る こ と に した ｡ その 分類は ､ 非母語話者の 文化背景 ､ 価値観 ､ 経
験などに 関する逸脱 ､ 日本で の 生活 ､ 日本 に対するス テ レ オ タイプ などに関する逸脱 ､ 母
語話者 ･ 非母語話者の 共通点に関す る逸脱の 大きく 3 つ に分けた｡
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以上 の ように逸脱 の種類を分類 して か ら､ 外来性管理 モ デ ルに沿 っ て逸脱の 評価と調整
を分類 した ｡ 評価され た逸脱を否定的及びそ の 他の評価 の種類に分類 した ｡ そ の うち､ 単
一 及び複雑評価 に注 目 し､ 評価の強さの程度にも注意を払 っ た o
逸脱 の 調整 の 場合 ､ 本研 究で適用す るス トラテ ジ ー の 分類は第 1章 で紹介 した oz aki
(1 985) と フ ア ン (199 8) の 論考を参考に したもの で ある｡ さ らに誰が調整を要求 した の
か ､ 誰がそ の 調整 を遂行 した か ､ つ まり参加者 の相互的な関係はh4iya z aki(19 98) の 自己 ･
他者 マ ー ク ､ 自己 ･ 他者調整の 分類法を採用 した｡ 問題のリ ペ ア が含まれて い る調整 ス ト
ラテ ジ ー だけで はなく ､ 調整要求などの使用に よ っ て誰が調整の シ ー ク エ ン ス を開始 した
かも分類 した ｡
以上の 分類に基づ い て ､ デ ー タを分析 し､ 非母語話者3 グル ∴ プ に対 して母語話者の 外
来性管理 が異なる の か否か を調査 した ｡ 第 3章以 下 ､ 調査の 詳細を示 し､ 調査結束を明ら､
かに して いく こ とにす る｡
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第3章 外来性の 留意
本章で は ､ 母語話者に よる外来性の 留意を検討す る｡ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン管理の 最初 の
段階は逸脱 の 留意で あるた め ､ す べ て の 問題の 形成 はこ の 段階からは じま ると言 える｡ 既
に第 1 章で論 じた ように ､ 接触場面 にお い て 母語話者は外見的､ 言語的､ 社会言語的､ 社
会文化的な逸脱を留意す る場合がある｡ 本研究にお ける逸脱の 定義には文法的な誤用､ 社
会的なル ー ル違反と は限らず ､ 相手 との相違 ､ 予測 しなか っ た ことなども含まれる｡ 但 し､
逸脱が発生 した際､ 母 語話者はそれ を留意する場合と留意 しない場合とがあ る｡
本章で は ､ 母語話者は非母語話者の外来性に関 してどの ような逸脱を留意 したか ､ どの
ような逸脱を留意 しなか っ た かを分析する ｡ さらに ､ 逸脱が 留意され る ､ あ るい は留意さ
れない原因を探っ て いく ｡
3 . 1 . 留意されて い な い外来性
本研究で は ､ ｢逸脱+ の 留意 は調査参加者自身が留意 したもの だけを取り上 げる こ とにす
る o 逸脱は 母語話者 で ある参加者自身の規範に対 して 発生す るた め † ある程度認知的なも
の と して解釈でき る｡ 逸脱 は ､ 言語的なル ー ル ､ 強い社会言 語的な規範などに対 して発生
するが ､ 時折 ､ 母語話者で ある参加者自身にも留意され ない壕合が ある｡ つ ま り ､ 第三者
の 母語話者がそ の 逸脱 を見て留意する可能性は高くても ､ 当事者が留意しない場合 である｡
こ の ような場合 ､ 参加者が 留意 しなか っ たか らとい っ て ､ 逸脱が存在しない とは言えず､
留意 しなか っ た ､ あるい は留意できなか っ た と捉 える べ きだろう｡ この ような逸脱を確定
するた め ､ 分析の 際に は 日本語母語話者である判定者にも協力を仰 いだ｡
非母語話者の 逸脱が留意されない場合 ､ 母語話者の 規範が潜在化されて い る と考 えられ
る (Ne u stupnす 19 85: 16 8)o こ の 場合は ､ 内的場面 ､ 接触場面の 区別とは関係なく ､ 逸脱
が留意され て い な い ｡ しか し､ こ の 状況とはまた別に ､ 接触場面 で あるた めに ､ 逸脱が留
意 され ない 場合が ある (Fairbr othe r 2002)｡ 逸脱が留意されな い こ の ような場合で は ､ た
だ単なる規範が潜在化 され るの で はなく ､ 内的規範 の代わ りに接触規範が働 い て い ると考
えられ る｡
こ こ では ､本調査 のデ ー タ に基づ い て非母語話者3グル ー プの イン タ ー アク シ ョ ン におい
て ､ どの ような逸脱が留意されなか っ たか ､ 留意されなか っ た原因は何であるか を検討す
る｡ さらに ､ 非母語話者の外来性 ､ あるい は母語話者の 規範の 使い 分けによ っ て非母語話
者の 3 グル ー プ間に現れ る差異及び その原因を明らか にする｡
3
. 1 . 1 . 留意され て い ない 外来性の 特徴
本調査で は ､ 逸脱 31件が 留意されなか っ た ｡ つ まり ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン ･ デ ー タを見
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ると､ 逸脱が発生 したこ とは 明らかだが ､ 母語話者の FUIに よれば､ 留意は行われなか っ
たo こ の ような逸脱は調査者 によ るイ ンタ ー ア ク シ ョ ンの 分析及び 日本語母語話者である
判定者に よ っ て確定された｡
表 3.1. 1. 留意 されなか っ た 逸脱 の 数
A グル ー プ B グ ル ー プ C グル ー プ 合計
外見 0 0 0 0
言語 8 5 5 18
社会言語 ll 2 0 13
社会文化 0 0 0 0
総計 19 7 5 31
表 3･ 1･ 1･ で見られる よう に､ 言語的､ 社会言語的逸脱が最も留意され なか っ た o 一 方､
非母語話者外見的 ､ 社会文化的逸脱の 場合に は ､ こ の ような傍 向は見られない . 非母語話
者 3 グル ー プ の 結果 を見れば､ 他の グル ー プより A グル ー プ非母語話者の逸脱が他の グ ル
ー プ の より はる か に留意されなか っ た ことが わかる ｡ 特に社会言語的逸脱 の場合 ､ 他の グ
ル ー プとの差異は大き い ｡ 一 方 ､ B グル ー プ及び C グル ー プの場合､ 言語的逸脱の結果は ほ
ぼ同じようなもの で あるが ､ c グル ー プ で は社会言語的逸脱が留意されない 例はなく､ す べ
て の逸脱が留意された｡
表 3. 1. 2. で は ､ 留意されなか っ た逸脱をさらに細分化 した｡
表 3. 1. 2. 留意 されなか っ た逸脱 の 種類
A グル ー プ B グル ー プ c グル ー プ 合計
言語的逸脱
イ ン トネ ー シ ョ ン 3 1 0 4
発音 2 0 .2 4
文法 3 4 1 8
NN S が メッセ ー ジを理解 して い ない 0 0 1 1
NNS は調整 マ ー カ ー を出す 0 0 1 1
社会言語的 (バ ラ エ テ ィ) 日本語 の ス タイ ル 2 0 0 2
逸脱 英語 2 0 0 2
(非言語的行動)身体の 動き 2 0 0 2
ジ ェ ス チャ ー 4 1 0 5
(内容) 発言の 文脈 1 0.
0 1
(形) 形 0 1 0 1
総計 19 7 5 31
こ の 表で見られ るように ､ 言語的逸脱の場合 ､ A グル
ー プ の逸脱はイ ン トネ
ー シ ョ ン ､ 発音
及び文法に集中 して い る ｡ B グル ー プでは ､ イン トネ ー シ ョ ン に関する逸脱の 1件以外､ す
べ て の逸脱 は文法と関係する ｡ また ､ C グル ー プの場合､ 少量であるが ､ 様 々 な逸脱の種類
が留意され ない ｡ 一 方 ､ 留意されて い ない 社会言語的な逸脱は ､ 非母語話者3 グル ー プ間
の 差が大きく なっ て い る｡ A グル ー プ非母語話者の 言語バ ラ エ ティ ､ 非言語行動 ､ 話題及び
発言の 文脈に 関す る逸脱が留意され ないもの の ､ B グル ー プ非母語話者の場合は ､ ジ ェ ス チ
ャ
ー 及びメ ッ セ ー ジの 形に関する逸脱のみが留意されず､ また C グル
ー プの 場合は､ 社会
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言語的な例は1 つ もなか っ た｡
非母語話者3 グル ー プ間に現れ る差異は特に母語話者 の規範の 使い分けによ っ てい ると
思われ るo 本節 で は ､ どの ような逸脱が 内的場面 と同じように留意されなか っ た の か ､ ど
の ような逸脱が接触場面で あるた めに留意されなか っ た の かを分類する｡ つ まり どの よう
な逸脱が 母語話者の 規範の 潜在化に よ っ て 留意され ない の か ､ どの ような逸脱が接触規範
の 適用に よ っ て 留意され ない の かを分析する｡
3 ･ 1 ･ 2 ･ 規範 の潜在化 によ っ て逸脱 が留意されない 要因 (22件)
内的場面で さえ ､ 発生 した逸脱のす べ てが留意されると は限らない ｡ 認知的な処理 の 限
界や ､ 相手 が逸脱 が生 じたこ とを知らせないなどの 要因に よ っ て規範が潜在化される場合
がある｡ 本調査か ら､ 規範が潜在化される 3 つ の場合 を以下 の ように分類する ことが でき
た｡
1) 逸脱 を認知的に処 理す る ことが不 可能な場合 (20)
2) 逸脱 を認知す るが ､ 逸脱と して留意 しない場合 (1)
3) 相手が逸脱が生 じたと知らせ ない場合 (1)
非母語話者グル ー プ別で は ､ 以下の表 3. 1. 3 のような結果となる｡
表3. 1. 3. 規範 の 潜在化 による 不 留意
Aグル ー プ Bグル ー プ Cグル ー プ 合計
認知不可能な場合 12 6 2 20
逸脱と して留意しない 1 0 0 1
逸脱が生じたと知らせられ ない 0 0 1 1
総計 13 6 3 22
1) 逸脱を認知的に処理する ことが不可能の 場合 (20件)
中西 (200:130)が指摘する ように ､ イ ンタ ー ア ク シ ョ ン では相手か ら数多くの外見的 ､
言語的､ 非言語的情報に 攻められて い るため ､ す べ て の情報 を同時に処 理する こ とは不 可
能で ある｡ 逸脱と見られるもの が発生 しても､ 規範が潜在化 され ､ 逸脱を留意する ことが
できない わけで ある｡ 本調査で は ､ 2 0件が こ の場合 で あっ た｡ うち､ A グル ー プ非母語話
者に対 して 13件､ B グル ー プ非母語話者に対して 5 件､ C グル ー プ非母語話者に対 して 2
件の 逸脱が留意されなか っ た ｡
こ の よう な不留意 はさらに ｢聴覚の 保留+ と ｢認知的に処理する ことができない+ 場合
に分類する ことが できる ｡
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① 聴覚の
一 時中断に より ､ 逸脱を受信 しな い場合 (2件)
どんな場面にお い て も ､ 人 間がイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を行う際 ､ 聞き手 が 一 貫 してメ ッ セ ー
ジ を完全 に受信す る こ と は できない ｡ 特に ､ 語嚢､ 表現などを聞き漏らすこ とは よく生じ
るため､ 逸脱 を留意しない原因の 1 つ になる｡
最初の 例で は ､ AF3が JF3 の名前を間違っ て聞きとっ たことがJF3に留意されて い ない ｡
例1 :JF3は自己紹介を行 っ て い る. [AF3ⅩJF3 2行 - 3行l]
JF3: え
ー と , 田 中かずみ です ､ かず み かずみ､ お願 い しま - す
AF3: かず め
ビデオ ･ デ ー タでは ､ A F3 の逸脱は明確だが ､ ∬3 は AF3 の聞き取りの誤用を聞かなか っ た
ため ､ 留意 しなか っ た ｡
今 (2002) で は ､ 非母語話者 の非言語的調整 マ ー カ ー が留意されなか っ た原因と して 母語
話者がた だ相手 を見て い なか っ た こ と を挙げて い る｡ つ まり ､ 母語話者の視覚 ､ 聴覚の い
ずれかが 一 時的に中断され るこ とに より留意されない場合があると考えられ るo
② 逸脱を認知的 に処理 する ことができない場合 (18件)
①の場合 と異なり ､ 逸脱が恐 らく物理的にイ ン プッ トされて い るはずだが ､ 母語話者は
その 逸脱を認知的に処 理する こ とができない ため ､ 逸脱が留意されない場合が ある｡
こ の ことが 最もは っ きり示 されてい るの は文法誤用の 象合で ある｡ B グル
ー プでは 4 件 ､
また A グル ー プ ､ c グル ー プ の 1件ず つ が留意され て い ない ｡ 例 えば､ 次の例で は､ BF 3 の
助詞の 誤用が ∬5に留意 され なか っ た ｡
例 2 : BF3は 日本国籍を持 つ 日系ブラジル人の就職 につ いて話 して い る｡ [BF3ⅩJF5 16
行 - 17行]
BF3: 例 え ば､ あの - 政府 の あ の 一 事務とか そ んなあ の国立生 事務所に働く ことは多分だめ
JF5: うん うん うん うん
BF3: そ う
JF5: 日 本人 っ て ことで
こ の例で は ｢国立 の 事務所+ の代わりに BF3が助詞を間違い ､ ｢国立な事務所+ と発言する
が ､ F UIに よると､ JF 5は この 文法的な逸脱を留意 しなか っ たo BF3 の伝え ようと して
い る
意味が通 じたた め ､ 逸脱 を留意す る必 要がなか っ たと考えられる ｡ つ まり ､ イ ン タ
ー アク
1 資料編 を参照
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シ ョ ン の 参加者はメ ッ セ ー ジ の形式より ､ メ ッ セ ー ジ の意味に集中 して い たわけで ある｡
同様の 現象は動詞 の活用にも見られる｡
例 3 : BM2はブラジル へ 帰 っ て い る時､ 自分の 飛行機の 中の行動に つ い て語 っ て いるo [BM2
ⅩJM3 46行 1 47行]
BM2: もう早 く 着 きたい と い う ユニ:○ ､ え ー - ､ 何回 も､ 到 着は い っ
J姐3: 早く着き た い あ ー -
園_こ左ちゃぅ ん です よ
こ の例 で は ､ 文法的に正 しい ｢聞い ちゃう+ の代わり に BM2は可能形の ｢聞こ えちやう+
と発言するが ､ こ の 文 法的な逸脱はJM3に留意され ない o FUIを解釈すると ､■JM3はメ ッ セ
ー ジ の 意味に しか集中しなか っ たようである｡ B姐2の メ ッセ ー ジが完全に通 じたため ､ 留意
しなか っ た と言える｡
しか し､ 母語話者が 談話 の ロ ー カ ル ･ レ ベ ル にお い て逸脱 を認知するこ とが できない と
して も､ イ ン タ ー アク シ ョ ン の グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル にお い て留意することはあり得るo
例4 :BFlは来日 した 時の 日本語能力につ い てJM2 に語 っ て い る｡[BFlxJ姐2 1 4行 - 1 5行]
BFl: ま､ 来 た時は全然わか らな､ 何も金 地 恵 ん ､ なん か状態で
BF lは ｢わ かる+ と いう動詞の 否定形に関 して誤用を起こ し､ 正確な否定形過去 ｢わか らな
か っ た+､ あるい は現在否定連続形 ｢わからなくて+ の代わりに ｢わか らなくか っ た+ と発
言 した｡ しか しJM 2は こ の逸脱 を留意 しなか っ た. JM 2が BFl のメ ッ セ ー ジ ､ つ まり初め て
来日 した際 ､ 日本語がわか らなか っ たこ とを理解したた め ､ そ の メ ッ セ ー ジ の 形に関す る
誤用に注目 しなか っ たそうで あるo 但し､ JM2は BFl の逸脱を1 つ 1 つ ロ ー カ ル ･ レ ベ ル に
お い て留意する こ とが できなか っ たとしても ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル
にお い て逸脱を留意 した ようであるo FUIでは ､ JM 2が BFlに つ い て ｢唐ん t/J( 外 周人が
i, や べ っ T い a H 梱 で あると意識 したが ､ 具体的に BFl の外来性は どの ようなとこ ろ
に現れる の かを特定す る こ とができなか っ た ｡FUI でJM 2は この こ とを次の ようにま とめる｡
｢ひ と つ ､ ひとつ に気にす るの は全然ない んですね+ ｢違 っ ても自分の 中で変換でき るん じ
や ない ですか ｡ それで ､ 自分で理解して い てい ますか ら気に
■
してない部分の方が多い じや
ない かなと思い ます｡+
非母語話者の 発音が留意されない例もある｡ 例えば､ 次の 例では､ AF 4 の地名の 発音が多
少間違っ て い た ｡
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例5 ‥AF4は国内旅行に つ い て話 して い る｡ [AF4ⅩJF 6 69行]
AF4 : ､ 私こ の 間､ rlik:oロ 2と - あとは - 秩父 †
JF6 : うん
｢に っ こう+ ([nik:o:])の 代りに AF4は ｢[ni k‥o o]+ と発言するが ､ こ の 逸脱が JF6に
は留意されなか っ た o 文脈に基づい て JF6は AF4 のメ ッ セ ー ジを理解するこ とができたた
め ､ 認知的な情報処理 の 面で は ､ 留意する必 要が ないもの と して 内面的な処理 が行われ ､
規範が潜在化されたと考えられる｡
非母語話者の非言語的逸脱 に つ い ても7件は留意されなか っ た｡ 例えば､ JM 2との イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ BFlが手 を大きく動か し､ - 度両手 を頭の上 に伸ば し､ 交互 に上 げ
た り ､ 下げたり した｡ B Fl の手 の動きが普段の 母語話者同士の イン タ ー アク シ ョ ンにお い て
は逸脱と なると思われ るが ､ こ の 時JM2 には留意されなか っ た o JM2 の FU Iによると ､ BFl
の 話に集中 して い た た め ､ 周辺 的な逸脱を留意する ｢金筋が/Jか っ 乱 そ うで ある. 恐ら
く 中級 レ ベ ル非母語話者と の イ ン タ ー アク シ ョ ンで は ､ 発音､･ 文法 ､ 語嚢､ 韻律､ ス タイ
ル
､ 非言語行動な どに関わる外来性が数多く発生するた め､ そ の外来性 のすべ てを同時に
留意するの は不可能で ある ｡ また ､ 外来性が多い と ､ ある逸脱の 留意が他の 逸脱の 留意 よ
り優先される ことが ある ｡ 今の例では ､ JM2は BFl のメ ッ セ ー ジに集中して い たた め､ 周辺
的な逸脱 を留意する余裕がなか っ た｡ したが っ て ､ 非言語的逸脱の 留意より ､ B Fl のメ ッ セ
ー ジ受信が優先された と考える ことができる｡
他の ケ ー ス で は､ AF 3が JF 5を人差 し指で指 したが ､ JF5は留意 しなか っ た｡ 内的場面で
は こ の ような非言語的行動は望ま しくない た め､ 否定的に評価 される可能性が 高い ｡ JF5が
これ を留意 しなか っ た原因は単に気が つ か なか っ た か ､ AF3 の メッ セ ー ジに集中して い たた
め ､ メ ッ セ ー ジに 関係 が ない周辺的逸脱を認知的に処理する こ とがで きなか っ たと考え ら
れるo 同じイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ AF3は 日本の 非言語行動で見られない派手 なジ ェ
ス チ ャ ー をしたが ､ こ の 逸脱も JF5 には留意されなか っ た｡ 本調査の 協力者のうち､ 日本
語能力の レ ベ ルが最も低 い の は AF3であるた め､ 外見的､ 言語的､ 及び社会言語的に外来
性が多く ､ メ ッ セ ー ジ と同時に AF3 の非言語的行動の 逸脱 を認知的に処 理す るこ とが でき
なか っ たと思われ る｡
しか し ､ 非言語的逸脱 は上級 レ ベ ル 非母語話者 の イ ン タ ー ア クシ ョ ン にお い て留意され
ない場合が ある｡ 例えば､ AF4とJF7 のイ ン タ ー アク シ ョ ン にお い ても､ 非母語話者の 逸脱
は留意されなか っ た｡ A F4が短期留学生の 論文に つ い て説明した時､ 左腕を身体から直角に
し､ 顔の 前で大きく下か ら上 - 動か した ｡ また､ 論文が短い と言い なが ら､ 顔の 前で手 を
平行に して大きく 四角 の形 を作っ た｡ こ の 2 つ の動作は母語話者の 普段の 非言語行動で は
見られ ない ため ､ 逸脱 と して考えられる｡ しか し JF 7は AF4の この ジ ェ ス チ ャ - を留意し
2 本研究で使用 して い る音声記号は国際音標文字 (IP A) に基づ い て い る (Pullu m & Ladu sa w19 86)｡
4 9
なか っ た ｡ 恐 らく AF 4 の話 の 内容に集中してい たた め､ ジ ェ ス チャ ー を意識 しなか っ たの
だろう｡
上で提示 した非言語行動の 逸脱 の不 留意を見ると､ 周辺 的な逸脱として認知される傾向
が見られ る｡ 周辺 的な逸脱より ､ 母語話者はイ ンタ ー アク シ ョ ン促進の 中心 になるメ ッ セ
- ジ伝達に焦点を当て る ｡ よ っ て ､ メ ッ セ ー ジ伝達に問題 を起こ さない周辺的な逸脱は規
範が潜在化されやすい と考 え られる｡ しか し､ 母語話者は逸脱を留意しなか っ たと F UI で
報告する と して も ､ 意識 しなか っ ただ けと考えられ る場合もある (Neus七upn予1 985:1 67)o
無意識 の 留意を正確 に測 る方法は本調査では特定できなか っ たた め ､ 分析範囲には入れな
か っ た｡
2) 認知するが逸脱と して 留意 しない場合 (1件)
実際に非母語話者の 逸脱 を認知するが ､ ｢逸脱+ と して留意しないケ ー ス が 1 つ あ っ た｡
例6 では ､ AF 3は ｢レ ･ ミゼ ラブル+ とい うミ ュ ー ジカ ル を見た時､ 泣いた こ とを JF3に伝
えようとする｡
例 6:JF 3は ミ ュ ー ジカ ル に つ い て話 して い る. [AF3ⅩJF3 56行 - 58行]
JF3: え っ と - ､ レ ･ ミ ゼ ラ ブル とか - うん､ すご い 好き
AF3: あ ー 行きた い あ､ phanto m, pha ntom of the ope r a見た こ とが
JF3: あ､ 見た 見た見た (笑い) うん
AF3: あ ー ､ そ ､ 私 は * 言葉 はわ かん ない け ど､ う､ 且虹 地
JF3: (笑い1
AF3: 線をひき) 水 (笑い) は し 蛙娃 + 塵且呈上皇
この 例で逸脱 として見られ るもの はAF3 の｢目から水はありま した+という言い 方で あるo
FUIに よると､ AF3は ｢泣く+ という動詞を思い 出すこ とができず､ ジ ェ ス チ ャ
ー を用い な
が ら､ その 行為を言 い換える｡ JF3は ､ AF3 が ｢泣く+ の代わり に ｢目か ら水は ありました+
と言 っ たこ とにもちろ ん気 が つ い たが ､ 文法的な誤用で はなく ､ 意味も十分伝わり ､ ｢面白
い+ 言い方で もあるため ､ 故意 にそ の表現を選 んだと思い 込ん でい たo そ の た め ､ 逸脱で
ある ことが JF3に留意されなか っ た｡ なお ､ 例6 を見ると ､ AF 3は逸脱の 前に
｢言葉はわか
んない けど+ と発言 した が ､ JF 3は これに気が つ かなか っ たそうである｡
3) 相手が逸脱が発生 した こ とを知 らせ ない場合 (1件)
非母語話者が ､ 母語話者の メ ッセ ー ジの 受容に問題が生 じた時に ､ 逸脱が生 じたこ とを
母語話者に知らせ ない 場合がある｡ その ため､ 非母語話者にメ ッ セ
ー ジ受信の 問題が生じ
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たと母語話者は留意す る こ とができない ｡ 非母語話者に と っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン上の逸
脱が生じるため､ こ の ようなケ
ー ス は以上で挙げた例と異なるo 本調査では ､ JF5 の発言が
理解不能だ っ た CF3の 一 例が見られた.
例7 :JF5は始めて関東 に来た時の 電車の話をして い る｡ [cF3ⅩJF5 15行
- 2 0行]
JF5 : あの ､ む こうの ､ 総武線 じや ない ほうの あれ に乗ろ うと した とき に
-
､ なん
cF3: あ
ー 総武線
JF5 ‥ か ､ ひ や ､
一 駅分買 い た か っ たん です よ - ､ で ､ 一 駅分は 1 3 0 円っ て ゆうの は分か っ て て - ､ 1 3 0 円だ
cF3: うん うん うん うん
JF5 : け ど､ ど の ボ タ ン 押 して い い か分 か ん なく て (笑い‡ で ､ どれ か な っ て 思 っ て､ で ､ 入 壕料 ユ 工 雌
cF3: (笑い)うん
JF5: 互生ユ 三 ( 笑い) ポ ッ と押 して ､ 乗 っ た ら
-
､ 降り ると きに ､ 立 地 エ i 笑い〉 入 場料 じや 乗れ､
cF3:(笑い) うん (笑い)
JF5 : 入場料 っ て 1 3 0円の 券 じや ん､ 電車には乗 っ ちゃ い けない ん だ よっ て言われて ､ あ､ すみ ませ ん っ て
cF3: うん うん うん うん
JF5: い っ て ､ B i i 堅⊥旦旦旦塾鼓皇重工 ､ 2 60 円で や っ と こ こ まで きて ､
cF3: ( 笑い) あ
ー
FUIによると ､ JF5 の話す ス ピ ー ドが速い ため ､ CF3は
一 貫 して JF5 の発言を理解するこ と
ができなか っ た ｡ しか し､ CF3は不理解の シ グナ ル を出さず､ 笑い 及び相づ ちを打ち続けた
た め ､ JF 5は ､ C F3が 理解 して い ると思い 込 んで い たそうだo 相づちは
｢メ ッ セ ー ジを聞い
て い る+､ ｢メ ッ セ ー ジを理解して い る+､ (今石 1993､ 曹1994) な どの シグナ ル を話者に示
すため ､ CF 3の自然な相づ ちはメ ッ セ
ー ジ受信の問題を隠したと言えるo イ ン タ
ー アク シ ョ
ンが進んで か ら､ 以下の 例の ように ､ CF3が説明要衷を し始めるが ､ その 時点で CF3 の聴解
能力が JF 5 の期待 して い た レ ベ ル より低い ことが初めて わか っ たそうであるo
例8 :JF 5は大学生寮に つ いて話 して い るo [CF3ⅩJF5 44行
- 4 5行]
JF5: なんか こ つ ち側 に ､ 何 ､ ⅩX寮 と か
-
､ 男子寮が あ る じや ない ですか
- だ､ 男子 っ て男性の 方の
cF3: う ん あ
ー
､ 男子寮†
以上 ､ 母語話者の 規範が潜在化される こ とによ っ て逸脱が留意
されない 3 つ の 場合をあ
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げた ｡ 内的場面にお い て も同 じような現象が起 こり得るため ､ こ の ような現象は接触場面
に限られて い ると は言えない o したが っ て ､ これらの場合に は母革話者の 内的場面の規範
が潜在化される こ とに よ っ て ､ 逸脱が留意されなか っ たと解釈する ことができる｡
3 . 1 . 3 ･ 接触規範 の適用 に よ っ て逸脱が留意されない要因
母語話者は非母 語話者の 外来性を認知する こと によ っ て ､内的場面 で普段留意され るはず
の逸脱が留意されない 場合 が ある｡ こ の ような場合に は , 母語話者の 規範が潜在化された
とい うより ､ 内的場面 で適用 され るのとは異なる接触規範が適用されてい る と考える べ き
で ある｡ 非 母語話者 の 外来性 を意識する こと により ､ 母語話者は非母語話者が 内的場面の
参加者 とは 異なる行動 をと るだ ろうと期待するた め ､ 内的場面におい て逸脱 と して 留意さ
れるはずの もの が留意されないようになるわけで ある｡
表 3. 1. 4. 接触規範 の 適用 に よ っ て 留意されなか っ た逸脱
A グル ー プ B グル ー プ C∴ グル ー プ 合計
内的規範を潜在化 しようとす る 5 1 2 8
逸脱が繰 り 返 され た 1 0 0 1
総計 6 1 2 9
本調査の デ ー タで は ､ こ の ように して 留意され なか っ た逸脱を9件確定する こ とが できた .
内訳は ､ A グル ー プ に対 して 6件､ B グル ー プに対 して 1件 ､ C グル ー プ に対 して 2件 で あ
っ た (表3. 1. 4)｡ こ の 接触規範の 適用により逸脱が留意され ない 場合の 要因 を ｢相手 が非
母語話者 で あるため ､ 内的規範を潜在化 しようとす る場合+ と ｢逸脱が繰り返 され る場合+
の 2種類に分ける こ とが でき る｡
1) 相手が非母語話者 で あるた め､ 内的規範を潜在化 しようとする場合 (7件)
本研究で調査 したイ ン タ ー ア ク シ ョ ン は接触場面で あるため ､ 非母語話者の 外来性が強
く現れ るだろうと期待す る母語話者は少なくない ｡ そのため ､ 母語話者は ある程度非母語
話者の 逸脱 を留意 しない ように努力する｡ 母語話者は 内的規範を潜在化 し､ 代わり に接触
規範を適用す るわ けで ある｡ 本調査の結果 ､ 言語的な誤用 ､ 英語の使用及び相手の 呼び方
に関わる逸脱が留意されなか っ た｡
母語話者が非母語話者の 言語的な逸脱を留意しない ように した例が 4 件見られ た｡ 次の
例で は ､ AF 3 の文法的な逸脱が JF3 に留意されない ｡
例9 :JF3は AF3 の将来に つ いて尋ねてい る ｡ [AF3ⅩJF 3 18行]
JF3: どん な仕事に就きた い ん です か † うん
AF3: う ー ん ､ 大学出る ときに † あ
ー
､ 盈匿J 主星旦三埴_』土工け ど
-
こ の例で は ､ AF3は ｢国際関係 の仕事に就きたい と思う+､ ｢国際的な仕事をや りたい+ など
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と表現 しようと して い るが ､ 形容詞 に関する文法的な逸脱が発生して い る｡ まず ､ 仕事を
説明する ｢国際+ が ｢国際関係 の ･ 国際的な+ などの形容詞 の形を取っ て いない ｡ また ､ ｢ほ
しい+ とい う状況 を表す他形容詞 (stativ e七r a n sitiv e adje ctiv e) の 使用も正確で はな
い ｡ ｢ほ しい+ は名詞 と使用 される場合､ ある具体的な ｢物+ と 一 緒に使用 され る (Makin .
& Ts uts ui 198 9)｡ した が っ て ｢物+ ではない ｢仕事+ に つ い て使用するの は正確で はない ｡
しか し､ JF3の FUIに よ ると ､ AF3が伝えようとする意味が通 じた場合 ､ 形式の 問題は ｢庶
l= L か ､ニ t〆こ L た+ た め ､ こ の ような細か い逸脱 を留意するこ とがなか っ たと考えられ
る｡
非母語話者のイ ン トネ ー シ ョ ン に関する逸脱も留意されない例がある｡
例 10:JF 2と AM 2は納 豆 に つ いて話 して い るo [AM2ⅩJF2 80行]
姐2: あれ なん か見 るだけで気持ちわゝ る7 い - で すよ
標準語では ､ ｢わ′ るゝ い+ と発音す るはずだが ､ AM 2は ｢わゝ る′ い - + と発音 したた め､
逸脱と考えられる｡ しか し JF 2 の FUIによると ､ 非母語話者はイン トネ ー シ ョ ン ぐらい の
逸脱は引き起 こすだろうと期待 して いた ため ､ 逸脱を留意 しなか っ た0
発音の 逸脱も留意され ない場合がある｡
例11: CF3 は自分の 進路に つ いて 語 っ て い る｡ [cF 3ⅩJF3 37行]
CF3: 日本語 の sa n s e: に な るか も しれ な い ですけど
この 例では ､ CF 3が ｢先 生+ (s e n s e:) の代わりに ｢s a n s e:+ と発音 したため ､ 発音 の逸脱
となるが ､ FUIに よる と ､ ∬3は こ の 逸脱を留意 しなか っ た ｡ 逸脱が多い と感 じて い たた め ､
細か い逸脱 は聞き流す ように したそうである｡
接触規範の 適用に より ､ 母語話者が非母語話者の 英語使用に関する逸脱を留意 しなか っ た
例が 2 件見られた . そ の 2 つ は A グル ー プ非母語話者とのイ ンタ ー
ー アク シ ョ ン にお い て発
生した ｡ 最初の 例で は ､ AF3 の英語使用に関わる逸脱が ∬4に留意されない ｡
例12: AF3は ∬4に自分の 出身を説明 してい る｡ [AF3ⅩJF4 11行 - 12行]
AF3: でも Am e ric a私の ア メ リ カ 出身は Port､ 他 生旦星空 Se at tle か ら近い
JF4: あ､ は い
AF3は ｢Po rtla nd Or ego n+ を英語の まま ､ 発音するが ､ JF 4 の FUIによると ､ AF3 の言 っ て
い る意味が 通 じたた め ､ 留意 しなか っ たそうである｡ 接触場面にお い て相手非母 語話者 の
英語圏外来性 を意識す るこ とによ り ､ 接触規範を適用 したと言える｡ よ っ て ､ こ の 例の よ
うに ､ JF4 のメ ッ セ ー ジ受信 に影響を与えない 限り ､ AF3の英語使用が逸脱として留意され
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ない ｡
但し､ 英語 に関わ る逸脱 の不 留意は中級非母語話者のイ ン タ づ クシ ョ ン に限 られ な い o
次の 例で は ､ 上級話者AF4 の英語に 関わる逸脱も留意されない ｡
例1 3‥ AF 4は自分 の 出身地 の農産物につ い て話 して い る｡ [AF4ⅩJF6 8行 - 9行]
AF4: ビ ク ト リア 出身なん ですけど､ ビク トリア はみ か ん オ レ ン ジ､ そ う レ モ ン * *え ー 北 の 方 - 行 っ た ら
JF6: み かん
AF4: 幽 とか - バ ナ ナ
JF6: パ イナ ッ プ ル
こ の例で は ､ A F4は ｢パイ ナ ッ プ ル+ ([pain a＼p=uJruJ])の代わ りに ｢[pai＼ 州 eP(‥)u,l]+ と発音
して い る｡ AF4 の外来語の 発音が中間言語的なもの で ､ 日本語の発音とイ ン トネ ー シ ョ ン よ
りも ､ 英語の そ れ に近 い もの だっ た o しか し JF6には留意され なか っ たo 内的蓉面にお い
て ､ 相手 の 母語話者が同様 な逸脱を起こ した場合留意され ない こ とは考えがた い た め ､ こ
の 例で は接触規範が JF6 の逸脱不留意を支配 してい た と言える｡ JF6 のFUI によると ､ こ の
ようなこ とに 関して は意識が なか っ たが ､ AF 4に非常に親 しみを感 じたと報告 したた め､ 内
面的に言語形式に 関わる逸脱を留意 しない ように したようで ある｡ 但 し､ AF4 の∬8と のイ
ン タ ー ア ク シ ョ ン を見ると ､ 上 の 例の逸脱 より 日本語の 発音に近い 逸脱が留意され ､ 強く
否定的に評価 された｡ 例 えば､ 次の例では ､ AF 4 の職業に関わる外来語発音が否定的に評価
され る｡
例 14:AF4はオ ー ス トラリア で の マ ス コ ミ - の就職状況に つ い て 話 して い る.[AF 4ⅩJF8 l l
行 - 1 3行]
AF4: マ ス コ ミ とか に入 りた く て - ､ う ー ん ､ 別 にそ の ､ 特別 な コ ー ス つ て 言うか､ あ､ 例 えば､ うん ､ [ 幽
JF8: ん -
AF4: と か ､ [ 幽 とか や っ て も ー ､ 入 れない 人が 多い です ね
JF8: うん うん ､ ん -
FUI に よると ､ JF8は AF 4 の｢[ko mju nikeJo nd5]+ 及び ｢[d5a:n a[iz u m]+ を ｢英語 っ ぼい+ と
判断 し､ 抵抗 を感 じたそ うで ある｡ さらに､ 他の 母語話者と異なり
3
､ JF8 の判断に よると ､
A F4 の日本語能力 は非母語話者 3人の うち､ 最も低く ､ AF4との イ ンタ ー ア ク シ ョ ンで は最
も緊張して い たそうで あるo JF 6とJF8 の AF 4の 逸脱 に対する留意の 有無は ､ 恐らく母語話
3 J F6 と J F7 の F U I に よ ると､ 非母 語 話者の 3 人の うち､ A F4 は 日 本語の レ ベ ル が 最も高い 看で あ るo
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者がイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン全体お よび非母語話者の総合的外来性をどの ように認知す るか に
関係 して い ると考えられる o 外見的な外来性の最も強い A F4とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお
い て ､ JF8は緊張 して い た が ､ AF4 の外来性を強く感 じたた めか
､ 言語的な逸脱に対 して も
規範が顕在化された｡ 興味深 い こ とに ､ JF8は FロⅠで ､ イン タ ー アク シ ョ ン の グ ロ ー バ ル ･
レ ベ ル におい て AF4 の文法的な逸脱を留意したと報告 してい たが ､ 実際には文法的な逸脱
は発生して い なか っ たo 一 方 ､ JF6は AF4 の外来性を強くは感 じず､ AF4に親しみ を感 じて
い たそうで あるo 確かに JF6 と AF4 のイ ン タ ー アク シ ョ ンで 臥 親しみを表す笑 いおよび
個人的な話題 (Nakaya m a1 997: 326) が JF 8と AF4 のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン より多く見られ
た ｡JF 6はAF4 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン をグロ ー バ ル ･ レ ベ ル にお いて肯定的に評価 した ため ､
発音の 逸脱 を見落とす こ とが できた と考えられる｡ つ ま り､ 非母語話者の外来性を強く感
じたか否か に よ っ て ､ 母語話者の 規範 の 適用が異なると言える ｡ 外来性を強く感 じた JF 8
は内的規範に沿 っ て AF4 の逸脱を留意 したが ､ 外来性より親しさを感 じた JF 6は ､ 同じよ
うな逸脱 を接触規範の適用 により留意しなか っ たと言い換えられるので はない か｡
また ､ B グル ー プ の イ ン タ ー アク シ ョ ン にお い て ､ Aグ ル ー
■
プ非母語話者とほぼ同じ程度､
英語が使用されたが ､ B グル ー プ非母語話者のす べ て の逸脱が母語話者に留意された ｡ こ の
結果も以上の 例と関連があると考えられる｡ 母語話者は ､ 日系人であるB グル ー プに対 し､
外来性は最も少ない はず だと期待 してい たた め ､ 英語 に関す る逸脱に対 して規範が 顕在化
され ､ す べ て の逸脱が留意 されて しま っ たの だろう｡
接触規範の 適用 に より ､ メ ッセ ー ジ の 形 (ハ イム ズ式モ デル :ネウス トプ ニ ー 1 982) に
関わ る逸脱も留意され なか っ た場合が あるo 例 1 5で は ､ BFlが JM2 を名前で 呼ぶが ､ JM 2
は逸脱を留意しない ｡
例 15:JM2は 自己紹介を行 っ てい る4｡ [BFlxJM2 2行 - 3行]
J旭2: 大学院の 文学研究科で え､ の 2 年生 の ､ 田中淳司 と言 い ます
BFl: うん あ ー - あ ー ､ あ つ ､ 淳司 ､ あ､ は い
こ の例で は ､ B Flは JM2 の名前の確認としてJM2をフ ァ ー ス トネ ー ムで 呼ぶ が ､ こ れ はJM2
に逸脱と して 留意され ない ｡ 初対面の 学生の 内的場面で は ､ 自己符介を行う場合 ､ 互 い に
苗字を言うの が 一 般的で あるが ､ BF lはJM2 の ファ
- ス トネ ー ム を使用したo 内的場面にお
い て ､ こ の ような言語行動 は逸脱と して見られる可能性が高い ｡ しか し､ BFlとのイ ン タ ー
ア ク シ ョ ン が接触場面で あると JMlは強く意識 し､ 互 い の 呼び方が内的場面の と異なるだ
ろうと予測 したため ､ 逸脱 を留意しなか っ たそうで ある. ｢逆l=だから# 屠の^ だ
'
i))らとい
うこ tで5/#に あ そ っ ちから屠点 るの か血 と FUIで報告した. さらに ､ 逸脱の 度合
い が小 さか っ た ため ､ 規範も潜在化されやす い と考えられる｡ 名前に関 して 相手 の 規範に
4 す べ て の 名前 は伎名で あ るo
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近づけようとする傾向は Ma r ri｡t t(19 1a) の調査でも見られる｡
2) 逸脱が繰り返 された場合
1 つ の イ ンタ ー ア ク シ ョ ン にお いて ､ 同様の逸脱が数回発生する場合 ､ 接触規範の適用に
よ っ て留意されなくなる場合が ある｡ 本調査では 1件だけ確定する ことができた｡ 例1 6で
は ､ AFlとのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 初期段階にお い て ､ JMlが逸脱を留意す るが ､ 同様の 逸
脱が繰り返され ､ 逸脱 を留意 しなくなっ てく る｡
例 1 6: AFlは自分の 名前 に つ い て話 して い る｡ [A FlxJM1 6行 - 7行]
AFl: でも ､ あ の - ､ 重宝⊥上 の 生ま れ た時 に有名な俳優 がテ レ ビで 出て彼女の 名前は AFI
J姐1: あ!
AFl は自分を指す場合 ､ ｢わたく し+ という第 - 人称代名詞を使用するが ､ 一 般的に学生同
士 のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン にお い て女子学生は ｢わた し+､ ある い は ｢あた し+ を使用する傾
向が強い . ｢わたく し+ は ､ 年配の 人にフ ォ ー マ ル な場面で用い られるこ とが多い ため ､ 内
的場面の 学生同士の 初対面場面にお い ては逸脱として留意されるはずであるo JMlは AFlが
使用 した人称代名詞の バ ラ エ テ ィ を逸脱として留意 し､ ｢粛l=唐ク真L 虎hJ と否定的に評
価 した (FUI より)0
しか し､ こ の イン タ ー ア ク シ ョ ンが進むと､ AFlは 同じ逸脱を起こすが ､ 今度はそ の逸脱
が JM lに留意されない ｡
例 1 7: AFlは自分の 研究分野 (狂言)をJMlに解説 して い る｡ [AFlxJ姐1 68行
- 70行]
AFl: そう､ どうい う風 に､ あの そ の 山伏 * の狂言は京都の狂言になりま したか､ どうい う､ どうい う風 に､ どう
JMl: う､ うん
AFl: して ､ どう して ､ い つ ､ どう い う風にと､ とい う質問が持っ て い ます､ B2主上上は思っ て い ます ､ 個人的に
JMl: うん
FUIで は ､ JM lは A Flの話 の 内容に集中して い たため二 気が つ かなか っ たと報告 したo 確か
に
､
こ の 時点 で は ､ イ ン タ ー アク シ ョ ン が進み ､ メ ッ セ
ー ジ の 言語形式よりメ ッ セ
ー ジ の
内容に焦点を当てた と言えるかも しれない が ､ 逸脱を留意しなか っ た原因は恐 らく接触規
範の 適用に よるもの で ある｡ フ ェ ア ブラザ ー (2 0 0) 及び Mu ra oka (2000) で 主張された よ
うに ､ 逸脱が繰り返され ると､ そ の逸脱 に慣れる場合が あり ､ 続い て同様な逸脱が発生 し
て も､ その 逸脱 を留意しない ことがある｡ こ の例でも ､ JMlは AFlの逸脱に慣れたようであ
る｡
慣れによ っ て逸脱 が留意されなくなる原因には ､ 非母語話者がまた同じような逸脱を起
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こすの では ない かと予測 し､ 逸脱 を留意しない ように接触規範を適用す ることが考えられ
るだろうo 確 かに ､ 中西 (200: 132) が指摘するように ､ ｢選択的注目+ によ っ て ｢自分
が受け入れられ る ､ ま たは望ま しい と考える - 部の 特徴にの み注目 して認識す るこ と+ が
あるo つ まり ､ 重要で は ない と判断される逸脱は注目されず ､ 留意されない とい うこと に
なる｡
以上 の 例 で見 られ る ように ､ 逸脱が留意され ない 場合 ､ 母語話者の 内的規範が ただ潜在
化され る場合 とは別 に ､ 接触規範の適用によ っ て非母語話者 の逸脱が留意され ない 現象が
観察でき る｡ 本調査 の結果で は ､ 接触規範の適用に よ っ て ､ 同様の 逸脱が繰り返 される場
合､ ある い は母語話者が積極的に内的規範を潜在化 しようとする場合の 2種が見られる｡
内的場面にお い て こ の ような現象は考えにく いため ､ 接触場面に限られた現象だと言える｡
3 . 1 . 4 . 非母 語話者 3 グル ー プ間の 差異
発生 した逸脱が 母語話者に留意されない場合が最も多く現れるの は A グル - プの場合 で
あ っ た ｡ 本調査で は ､ 留意 され なか っ た逸脱は言語的 ､ 社会言語的逸脱に限られて い るた
め ､ こ こで は ､ こ の 2種類に 関してまとめる｡
1) 言語的外来性
非母語話者の言語的外来性が留意されない 場合､ 内的場面と同 じように母語話者が相手
に関す る情報 のす べ て を処 理す るこ とができない ことが多い o 特に A グル ー プ の イ ン トネ
ー シ ョ ン及 び発音に関す る逸脱は他の グル ー プ より留意されなか っ たが ､ 母語話者 は非母
語話者の メ ッ セ ー ジ の 形式 よりメ ッ セ ー ジの 内容に集中して いた こ とが この 結果 を生み出
したと考え られ る｡ A グル ー プ非母語話者の総合的外来性 ､ つ ま り外見的､ 言語的､ 社会言
語的 ､ 社会文化的な外来性 の組み合わせが ､ 他の グル ー プよ り多か っ た た め､ 母語話者は
同時に情報 の す べ て を認知す るの が不可能だ っ た と考えられる .
文法的逸脱で は ､ B グル ー プ の 留意されなか っ た逸脱の数が他の グル ー プより多か っ たo
これは B グル ー プの 文法的逸脱がメ ッセ ー ジ伝達に問題を引き起 こす ような逸脱で はなっ
たた めである と思われ る｡
接触規範が 適用された場合､ A グル ー プ及び C グ/し - プの 逸脱は留意されなか っ た が ､ B
グル ー プ に対 して同 じような傾 向は見られなか っ た ｡ 本調査で決定的証拠は ない が ､ 母語
話者は恐らく無意識的に 日系人である B グル ー プに対して他の 非母語話者より高く期待し
て い たた め ､ B グル ー プ の 逸脱 を聞き流せなか っ たと推測される｡
2) 社会言 語的外来性
言語的外来性と同 じように ､ 非母語話者の社会言語的外来性が母語話者に処理 できなか っ
たため､ 母語話者の規範が潜在化される場合が多か っ た｡ 特に A グル
ー プの 社会言語的逸
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脱が留意されず ､ 特 に非言語的行動 に関するもの が無視された o 但 し､ 非言語的逸脱 を主
に起こ したの は 日本語能力の 最も低い AF3で あ っ たため ､ A F3 の総合的外来性が他 の非母語
話者より強か っ た ことに よる結果で ある可能性もあるo 母語話者が AF 3 のメ γセ ー ジ伝達
に強く注目 したため ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の周辺的な要素に焦点を当て るの が不可能だ っ
たようで ある｡
接触規範が 適用された場合 で も A グル ー プ非母語話者の社会言語的逸脱は他の グル ー プ
より留意 されなか っ た . 特に ､ A グル ー プ の 英語 の逸脱 は留意されなか っ た. ほぼ同 じ頻度
で英語を使用 した B グル ー プ非母語話者の英語使用は絶えず留意された o例が少ないた め ､
断定できない が ､ 非 母語話者の 出身は母語話者が逸脱を留意するか否かと い うプ ロ セ ス に
影響を与える可能性が あると考えられ る｡
3 . 1 . 5 . まとめ
本調査の結果か ら､ 逸脱 が留意されない場合は ､ 母語話者の規範が完全に潜在化され るケ
ー ス が多い ｡ つ まり ､ 脳 の 処理 の 限界によ っ て母語話者は非母語話者の 外来性 のす べ てを
管理 する ことができ ない わけで ある ｡ 留意されない 逸脱の うち､ 発音､ イ ン トネ ー シ ョ ン
及び非言語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に関する逸脱に対 して規範が潜在化されやす い ｡ 多く の場
合 ､ こ の ような逸脱 はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の メ ッ セ ー ジ の周辺的な情報と なるか らだ と言
える｡特に外来性 が最も多く発生する A グル ー プ非母語話者とのイ ン タ ー アク シ ョ ンで は ､
母語話者の 規範は他 の グル ー プ より潜在化され る傾向が見 られる｡ 恐らく母語話者は A グ
ル ー プ非母語話者の様 々 な外来性の すべ てを同時に留意する ことができない からだ ろう｡
一 方 で ､ 接触規範の適用 に よ っ て内的規範が潜在化される場合もあるo 相手が 非母語話
者であると認識するた め ､ 母語話者は無意識に逸脱を留意 しない わけである｡ こ の ような
傾向は特にA グル ー プ及 び C グル ー プ非母語話者の場合に見られるが ､ B グル ー プ非母語話
者に対 して 同 じような傾向は見られなか っ た｡ 前述の ように ､ 日系人で ある B グル ー プ非
母語話者に対 して母語話者の 期待が大きいた め ､ 規範を顕在化する傾向が強い ようである5｡
5 但 し､ 本研究 の 結果は F ロⅠに基づ い て い るも の で あ るた め､ 母 語 話者 が意識 した 留意を確定す る こ と が で き るも の の ､
無意識の 留意を正確 に確定す る こ とは本調査の 方法で は できなか っ た o よ っ て ､ 母露話者の 無意識の レ ベ ル で行わ れ た
留意は本調査の 結果に は入 っ て い ない o
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3 . 2 . 留意された外来性
逸脱 の 留意 は外来性管理 の 最初 の段階で あるo 母語話者が問題 を意識す る際 ､ まず自分
の 持 っ て い る規範か らの 逸脱 を留意する ことから始まるた め､ 問題分析の 中で も非常に重
要な段階である｡
Ne u stupnf (19 85b:1 68) は ､ 接触場面では非母語話者の逸脱は 4 つ の 状況にお い て 留意
される と指摘 して い る｡ 具体的には ､ 母語話者の メ タ言語的な注目が逸脱に引きつ けられ
る場合 ､ 相手 の こ とが よくわ串､らない場合 ､ 全体的に逸脱の 数が少ない場合 ､ 及び実質的
な問題が生 じる場合が 挙げられて い る｡ また ､ フ ェ ア ブラザ ー (2002 d: 12-14) では ､ 逸
脱が 累積され る場合 ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 初期段階の場合 ､ 母語話者 の接触規範が適用
される場合にも逸脱が留意され るこ とが明らか になり ､ 上記の 4 つ 以外の 状況もある こ と
を指摘 した｡
本節では ､ 非母語話者3 グル ー プ に対 して母語話者は どの ような逸脱を留意するか ､ そ の
逸脱が留意される要因は何 で あるか ､ 非母語話者グル ー プ によ っ て留意される逸脱に差は
あるか を検討する｡ まず､ 3･ 2･ 1･ で ､ 本調査で留意され た逸脱を紹介する. 次に 3. 2. 2.
以降､ 例を示 しなが ら､ 内的規範及び接触規範の適用に より､ 母琴話者は どの ような逸脱
を留意す るの か ､ なぜ そ の逸脱を留意するの かを論 じる｡ 最後に 3. 2. 4. で ､ 非母語話者 3
グル ー プ に対す る母語話者の 留意の 差異をまとめる｡
3 ･ 2 . 1 . 留意 された外 来性 の 特徴
表 3･ 2･ 1. で見られる ように ､ 本調査では ､ 非母語話者の外来性に関 して 409件の逸脱が
留意された｡ Ja nicki (19 85: 2 5)は ､ 社会言語的逸脱は言語的逸脱より 回避 しやすい と主
張して い るが ､ 内省に よ るもの であり ､ 調査デ ー タに基づ い た もの で はない ｡ 本調査では
他の 逸脱より社会言語的逸脱 が最も多く留意される (1 88件) とい う結果が出て い る｡ 言語
的逸脱も確か に数多く留意される (125件) が ､ 社会言語的逸脱よりは少ない ｡ そ の 次に多
く留意され た の は社会文化的逸脱で ､ 最も少なか っ たの は外見的逸脱で あっ た ｡
表 3･2･ 1 . 留意 され た逸脱 の 種類
Aグル ー プ B グ ル ー プ C グ ル ー プ 合計
外見 7 ll 4 22
号 室昆
E =I ロlコ 43 36 46 125
社会言語 7 4 50 64 188
社会文化 25 17 32 74
総計 149 114 146 409
5 9
#3.2･2･ 留意された逸脱
Aの官 憲 さ
れた逸脱
Bの 留冨 さ
れた 逸脱
Cの留 意
された逸 小計 総計
外見的逸脱
髪の毛
顔 つ き
年齢
身体
服装
l
5
1
0
0
_ コ玉
0
6
p3
1
l
0
2
2
0
0
A
1
13
6
1
1
lt't> 示
2 2
吉富書的逸脱
メッセ ー ジ伝達
NSはNN S の メッ セ ー ジが聞き取れない 3 4 14 21
69
N SはNNS の メッセ ー ジを理解できない 8 0 4 12
NN Sが調整マ ー カ ー を出す 8 2 9 19
NNSはN Sの メッセ ー ジを理 解できない 1 1 2 A
N N Sの 言語生 成に困難 がある 2 5 6 13
メッセ ー ジ の 形 式
イン トネ ー ション 7 10 3 20
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59.
語真 2 1 I 4
文 法的誤用 4 3 0 7
発話 の速さ 0 l 1 2
発音 ･ 発 声 1 4 3 8
総合的な日本語能力 5 4 1 10
流暢さ 1 1 0 2
声の大きさ･ 明快さ l 0 3 4
社会言語的逸脱
点火ル ー ル
N N Sの会話参加 5 1 7 13
沈黙 2 6 12 20
話 の維持 3 1 2 6
話題変更 3 0 0 3
N N S の不理 解の ため､ NN Sの話題を変化 6 O 4 10
フ ィラ 1 0 0 l
会話 の盛り上がり 0 0 2 2
偽りの 理解 1 l 0 2
N NSの 反応 . オバ ー +) アクション 1 0 1 之
内容ル ー ル
話題 10 ･ 7 12 29
53
発言 の文脈 6 4 7 1 7
漢字 の文脈 0 0 1 1
話 の焦点 l 0 0 l
gに関するエ ピソ ー ド 0 2 0 2
s‖こ関わるエピソ ー ド 0 3 0 3
バラエ ティ . ル ー ル
丁 寧 語 5 0 5 10
41
英語 9 ll l 2l
日本語 0 3 0 3
砕 けた 日本語 ･ 普通体 ･ 3 0 0 3
砕けてい ない ･ きれい な日本語 l I 0 2
スタイル シフト 0 1 0 I
漢字 の読 み の バラエ ティ 0 0 1 1
媒体ル ー ル
体 の 動作 7 6 1 14
26
笑 い l 0 1 2
近 接学 3 0 1 4
視線･ 目の 動き 3 0 0 3
姿勢 1 0 0 1
感情の表現 2 0 0 2
操作ル ー ル 言 語管理 0 2 3 5 5
形 ル ー ル メッセ ー ジの 形 0 1 2 3 3
社会文化的逸脱
NN S に関する情報 NN S の個人的背景(国籍･ 過去 の経験 ･ 家族 など) 4 7 2 13
42
N N S の国､ 文化 ､ 習慣 4 4 8 16
N NS の 人柄(価値観 ･ 態度 ･ 性格 ･ 夢･ 教養) 5 l 7 13
N N Sの 日本 に関す る知識 ある 5 0 4 9
19
ない 1 0 3 4
N N Sの 日本 に対する意見 ･ 観察点 2 l 3 6
日本との 関係 NNSの 日本での 生活 ･ 経験 4 2 4 10 10
NSとN N Sの 共通点 0 1 1 2 2
第3文化 に関する知識 0 1 0 1 1
合計 1 49 114 146 4 09409
6 0
表 3･ 2･ 1･ を見て分か るように ､ A グル ー プ非母語話者の逸脱が最も多く留意された｡ 特
に彼らの社会言語的逸脱が他 の グル ー プ より多く留意され るo しか し､ 非母語話者グル ー
プごとに詳 しく見ると ､ より多く留意され る逸脱の種類が グル ー プ ごとに違っ てい る ｡ A グ
ル ー プの 次に逸脱の 多い C グル ー プ の 場合､ 言語的逸脱 ､ 社会文化的逸脱はほかの グル ー
プより多い o そ して ､ Bグル ー プ非母語話者の留意された逸脱は最も少ないが ､ 外見に関 し
て留意された逸脱 は他 の グル ー プ より多い ｡
非母語話者 3 グル ー プ の逸脱が細分化 したもの が表 3･ 2･ 2･ である｡ こ こで見られるよう
に､ 外見に関す る逸脱の うち､ 非母語話者の顔 つ き に関す る逸脱が各グル ー プ で最も多く
留意されたo 次に多 い の は年齢 で ある｡ 但 し､ 髪の 毛 に関する逸脱は A グル ー プ で しか見
られず､ 身体の 大きさや服装に関する逸脱はB グル ー プで しか見られない ｡
言語的逸脱 の中で は ､ メ ッ セ ー ジ伝達に関する逸脱 が多く留意された ｡ 特に ､ 非母語話
者が調整 マ ー カ ー を出す場合､ 母語話者が非母語話者のメ ッ セ ー ジを聞き取 るこ とができ
ない 場合に逸脱が留意され る こ とが 多い ｡ メ ッ セ ー ジ伝達以外の言語的逸脱を見ると､ イ
ン トネ ー シ ョ ン に 関する逸脱が最も多く ､ 次に非母語話者の 総合的日本語能力 ､ 発音 ･ 発
声､ 及び文法的逸脱が多か っ た｡
社会言語的逸脱 は ､ ハ イ ム ズ式モ デル の ル ー ル にもとづき ､ 数の 多か っ た順 で並 べ ると ､
以下の ように なる ｡ 1) 点火ル ー ル 2) バ ラ エ テ ィ ー ･ ル ー ル 3) 媒体ル ー ル 4) 操作ル
ー ル 5) 形ル ー ル ｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の点火ル ー ル に関する逸脱が最も多く留意された ｡
点火ル ー ル の 逸脱 の うち､ 特に沈黙､ 非母語話者の 不理解が引き起こす話題変化 ､ 非母語
話者の会話参加に 関するもの が目立 つ ｡ 次に多く留意されたの は内容ル ー ル の 逸脱である｡
その うち､ 特 に話題 ､ 発言 の 文脈 に関する逸脱 が見られた｡ バ ラ エ テ ィ ー ･ ル ー ル に関す
る逸脱も多か っ た ｡ そ の うち､ 英語及び 丁寧な日本語 の使用に関 して逸脱が多い ｡ 次に多
か っ たの は媒体ル ー ル に関す る逸脱 である｡ 特に､ 非母語話者の 非言語的行動が留意され ､
うち､ 身体の動作が最も多い ｡ 但 し､ 非言語的行動 に関しては A グル ー プ非母語話者の逸
脱が多い が ､ B グル ー プ､ c グル ー プ非母語話者のイ ン タ ー アク シ ョ ン にお いて こ の ような
逸脱は比較的少なか っ た ｡ 最後は ､ 操作及び形の ル ー ル であるが ､ こ の ような逸脱は B､ C
グル ー プで しか見られ なか っ た｡
社会文化的逸脱 に つ い て は ､ 非母語話者の 背景 ､ 文化 ､ 価値観など非母語話者に関する
情報が最も多く留意された｡ 次に多い の は非母語話者の 日本 に関する知識で あるが ､ B グル
ー プ非母語話者より A､ C グル ー プのイ ン タ ー アク シ ョ ンにおい て多く留意されたo その 次
には ､ 日本と関係す る逸脱が 多く留意され ､ 非母語話者との 共通点､ あるい は第3文化 に
関する逸脱は ､ 本調査で は あまり留意されなか っ た｡
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3 ･ 2 ･ 2 ･ 内的規範の 適用 によ っ て 逸脱が留意され る場合 (359件)
母 語話者同 士 の 内的場面 の 場合 ､ 母語話者は普段当然視してい る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンや
行動に つ い て の 規範か ら逸脱 を留意するo 接触場面にお い て も同 じような逸脱を留意する
蓉合があるため ､ 内的規範か ら逸脱が留意された と言える○ 本研究では ､ 逸脱の 大部分は
内的規範の 適用に よ っ て留意された (359件)o っ まり ､ 同 じような逸脱が内的場面にお い
て発生 した場合 ､ 母語話者 に留意され るもの である o こ の ような逸脱は 35 9件で ､ 表3. 2. 3.
に逸脱の種類 の 内訳を示 した｡
表 3.2.3. 内的規範の適用に よ っ て 留意された逸脱
A グル ー プ B グ ル ー プ C グル ー プ 総計
外見的逸脱 7 10 4 21
言語的逸脱 3 9 33 45 117
社会言語的逸脱 68 40 6 2 170
社会文化的逸脱 1 6 12 23 51
合計 130 95 134 359
表 3･ 2･ 3･ で わか る ように ､ どの グル ー プ の イン タ ー ア ク シ ョ ン にお い ても､ 内的規範の
適用によ る逸脱 の 留意で は ､ 社会言語的逸脱が最も多か っ た ｡ 次に多い の は言語的逸脱 で ､
比較的少なか っ た の は社会文化的逸脱 と外見的逸脱 で ある ｡ 言語的､ 社会言語的､ 社会文
化的逸脱 の場合 ､ B グル ー プの 逸脱が他 の グル ー プより留意されるこ とは少なか っ たが ､ 外
見的逸脱に 関して は他 の グル ー プより多か っ た｡
以下､ 逸脱の 各種類 の 特徴を紹介し､ 内的規範が適用された過程 の分析か らそ の要因を
明らか にする｡
3 . 2 . 2
. 1 . 外見的逸脱 (21件)
内的規範の 適用 によ り ､ 非母語話者の外見に関する逸脱が 21件留意された｡ そ の 内訳は ､
Aグル ー プに対 して 7件 ､ B グル ー プに対して10件､ c. グル ー プに対 して 4件となる｡ 特に
A グル ー プ非母語話者は他 の 非母語話者より髪の 毛及び 目の色な どの外見的外来性が強か
つ たため ､ 逸脱が留意され る の は驚く べ き ことで は ない ｡ 但 し､ ア ジア 圏 エ ス ニ シ テ ィ -
を持っ B グル ー プと C グル ー プ非母語話者との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て も､ 顔 つ きに
外来性を留意して い た｡ 例えば､ 顔 つ きはア ジア系だが ､ CM 2及び CFlは 日系では ない と
JM3､ JMlは 留意して い た.
B グ ル ー プに対 して も顔 つ き に関す る逸脱が留意された｡ 日本人に近い が どこか異なるた
め逸脱が留意された と考えられる. 例えば､ JF 2にと っ て BM2 の顔つ きは 日本人に近か っ た
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が ､ 少 し違うと感 じた た め ､ ハ
ー フ だと推測 した1o また ､ JF3にと っ て BF3 の顔 つ きは確
かにアジア系だっ たが ､ 特定はできなか っ たo JF 6もBF4に対 して 同じように判断 した｡ ア
ジア系の顔 を して い るが ､ 日本人で はない と母語話者が留意した結果､ Bグル ー プ非母語話
者の 出身を誤解する傾向も見られるo 例えば､ 10%日本の エ ス ニ シ ティ - を持つ BFlを見
たJM2臥 r# のiWクが唐ん か違う+ と感 じた o また､ JF 4は BF3を見た時､ 東南ア ジア の
人だと判断 した ｡ 調査 の説 明時に ､ 調査者は 母語話者 に留学生とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に
なると知 らせて い たた め ､ お そらく この 影響に よ っ て相手非母語話者の 顔 つ き に外来性を
探そうと して い たとも考えられ る｡ ある い は ､ 相手に関 して留意した外来性の 要因が ほか
のと ころ にあ っ た と して も ､ その 留意が無意識だ っ たため ､ 外来性を顔 つ きに結び つ けて
しま っ た可能性もある2｡
非母語話者の 年齢 に関する逸脱も各非母語話者グル ー プで留意された ｡ そ の うち ､ 非母語
話者が実年齢より若く 見 える場合 (cF 3､ AFl)､ 及び年上に見える場合 (B F3) が あっ た｡
しか し､ 身体 の 大きさ (BM2)､ あるい は服装の ラフ さ (BF4) に対する留意は ､ B グル ー プ
非母語話者に限定されて い た ｡
非母語話者に会 っ た 瞬間､ 外見的な情報がすぐ目に入 るため ､ 外見的逸脱は ｢留意され
やすい+ 種類の 逸脱だとも考えられる｡ 内的場面にお いても ､ 人間は出会い の 最初の 5分
間で相手が どうい う人 なの か を判断 しようと し､ まず相手の服装や顔立ちをチ ェ ッ クす る
人がい る (中西 200 0: 1 35)o よ っ て外見に関する相違が留意されやすい と考 えられ る｡
3
. 2 . 2 . 2 . 言語的逸脱 (117件)
内的規範の適用 に よ っ て留意され た逸脱は全部で 11 6件 で あ っ たo 内訳は ､ A グル ー プ に
対して 3 9件 ､ B グル ー プに対 して 33件､ C グル ー プ に対 して 45件となるo こ の 逸脱はさ
らに ｢メ ッ セ ー ジ伝達 の 困難+､ ｢言語的な形式+ とい う2種類に分けられる｡
1) 言語的メ ッ セ ー ジ伝達の 困難 (68件)
母語話者が非母語話者の 言語的メ ッ セ ー ジを受容する こ とができない場合 ､ 非母語話者
が母語話者の言語的メ ッ セ ー ジを受容する ことができない場合､ そ して非母語話者の 言語
生成に問題が生 じる場合は ､ メ ッ セ ー ジ伝達の 際に 問題が発生 してい ると解釈できる o 本
研究では ､ 言語的メ ッ セ ー ジ伝達の 困難さに関する逸脱は 68件で あるが ､ A グル ー プに対
して 2 1件 ､ B グル ー プに対 して 12件 ､ C グル ー プに対 して 35件とい う内訳に なる ｡以下､
逸脱を ｢母語話者の メ ッ セ ー ジ受容の 困難+､ ｢非母語話者の メ ッセ ー ジ受容の 困難+､ ｢非
母語話者の メ ッ セ ー ジ生成の 困難+ に分けて分析する｡
1 BM 2の 母親 はイ タリ ア 系ブラ ジ ル 人で ある ため ､ J F 2の 推測が 当た っ たQ
2 例 えば , 外来性を感 じた 要因 は体 の 動き､ - アス タイ ル ､ 顔の 動きなど､ 他の 非言語的要因だ っ た に もか かわ らず､
その 外来性を人種的な顔 つ き の 逸脱と して解釈す るケ ー ス が あるo
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① 母語話者の メ ッ セ ー ジ受容の 困難 (33件)
母語話者のメ ッ セ ー ジ受容の 困難に関する3 3件の 逸脱はさらに ｢聞き取り･+ の 問題 (21
件) と ｢理解+ の 問題 (1 2件) に分けられる. 前者は､ メ ッセ ー ジを理解する以前の 聞き
取りの段階で既に 問題 が あ っ た場合であるo 例えば､ 次の例 では ､ CFl の名前を ∬1は聞き
取れ なか っ た ｡
例18 :CFlが自己紹介す る｡ [cFlxJFl l行]
cFl: こう､ こ うで す (笑い) 私の 名前
JFl: な､ え†こう
この 例で は ､ CFlが 自分の名前を言うが ､ JFlは CFl の言 っ て い るメ ッ セ ー ジを正 しく聞き
取れたか 自信が なか っ たた め ､ すぐには反応 しない ｡ 名前をすぐには理解できなか っ たた
め ､ 逸脱が留意された｡ 非母語話者 3 グル ー プ の 中で ､ 聞き取りの難 しさが C グル ー プ で
多く見られ た｡ さらに C グ ル ー プ の 14件の うち､ 4 件は非母語話者 の名前に関する逸脱で
ある｡
もう 一 つ の ｢理解に困難 が生 じる場合+ では ､ 母 語話者は非母語話者の メ ッ セ ー ジを聞
き取る こ とは で き るが ､ そ の メ ッ セ ー ジを理解する こ とが できない 場合で あるo 例 えば､
次の例では ､ JF5は AF3 の遅刻に関するメ ッ セ ー ジを理解するこ とができなか っ た｡
例19: 調査 が始まる前に JF5は 1 0分 ぐらい待たされた ｡ AF 3 の遅刻の原因をこ こで尋ね て
い る ｡ [AF 3Ⅹ ∬5 2行 - 5行]
JF5: どう した ん で すか †なん か 遅くなっ ちゃ っ て あ､ そ う､ 15
AF 3: あ ー え - ､ 私は - ､ 遅く - なりませ ん で した † あ､
JF5: 分 に
AF3: あ､ あ ー ､ え ー ､ 私 は 後†､ ur【n､ u rm ､ 私 は後､ erに､ な､ なりま した , で も他 に人
JF5:
AF3: †が 遅く - なり ま したか ら､ で も私 は
JF5は AF3が遅刻 したと思 い込ん で い たため ､ AF3 の ことばを聞き取る ことは できたが理解
できなか っ た｡ 実際は ､ ∬5 の最初の 相手となる予 定だ っ た BF3が遅れ た こと か ら､ 早く来
たAF3が代わり になっ た の だが ､ A F3はこれをJF 5にうまく伝えることができなか っ た｡
② 非母語話者 の メ ッ セ ー ジ受容 の 困井 (23)
非母語話者のメ ッセ ー ジ受容の 困難に関して 23件の逸脱が留意された o 非母語話者は母
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語話者の メ ッ セ ー ジの 聞き取り ない し理解にお い て困難が生 じたとき ､ 言語的な マ ー カ ー
を出す場合と出さな い場合が ある｡
非母語 話者 が 直接的 に調 整 要求 マ ー カ ー を 出す場合 ､ 明確化 要求 (r equests fo r
clari fic atio n: Oz aki 1 985) などの マ ー カ ー が談話に現れるo 例えば､ 次の 例では ､ CFl
が語嚢に関する調整要求 マ ー カ ー を出す｡
例2 0:JMlは CFl の専門に つ い て尋ね てい る. [JW lx CM1 35行 - 36行]
JMl: あ､ 工業デザイ ン と い う時は ､ あれ ですか ､ 棲放とかデザイ ン ､ そ う あの - ､ 道路標識 とか
CFl: 豊艶⊥
CFlは ｢標識+ と い う語嚢を理解 で きなか っ た ため ､ ｢標識†+ と調整要求マ ー カ ー を出し
たo CFlの 調整要求が なけれ ば､ JMlは何も留意しなか っ た可能性が高い た め､ cFl の要求
によ っ てJM l のメ タ言語的注意が逸脱 に引きつ けられたと言える(Ne u stupnf1985b:168)o
非母語話者の調整 マ ー カ ー は どの グル ー プのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い ても留意された ｡
但 し､ 3 グル ー プ の 結果 を比 べ ると､ cグル ー プ (9件) 及び A グル ー プ (8件) の マ ー カ
ー は B グル ー プ (2件) より留意されることが多か っ た｡
直接的なマ ー カ ー が な い場合でも
'
, 母語話者は非母語話者 の メ ッセ ー ジ受信の 問題を留
意する場合が あるo 例 えば､ 次の 例で は､ JF 3は ｢リボ ン とか フ ー プ+ をCF 3が 理解できな
い ことを留意す る｡
例 21:JF 3は得意なス ポ ー ツ に つ い て話 して い る｡ [cF3ⅩJF3 44行 ニ 46行]
JF3: 一 番長 く今まで続けてたの は 一 新体換† * うんと - ､ なん て 言え ばい い の か な .
CF3: あ ー ､ は い 新体換
JF3: リ ボ ン とか ､ フ ー プと か を使う ん です (笑い) * * * * * * * * *
CF3: あ ー あ - あ ー
体換の - ､ 一 種
CF3は ｢あ ー あ - + と相づ ちを打つ が ､ ｢虐 L
l
て い /Jか っ えtノ即 せ i1 と JF3が逸脱を留
意した (FUIより)0 CF3は ｢新体操+ が わからず ､ 積極的なあいづ ちをうたなか っ たため ､
逸脱が留意されたと考えられ る｡
③ 非母語話者の メ ッ セ ー ジ生成の 困難 (13件)
メ ッ セ ー ジ受信とはまた別 に ､ 非母語話者の 言語生成に関する困難も留意される場合が
ある｡ 本研究で は､ こ の ような逸脱は 13件同定された｡ そ の うち､ 非母語話者 が直接的に
自分の 言語生成に対す る支援と して確認を要求するケ ー ス が ある｡ 例えば､ 次の 例で は ､
CFl がJFlに確認を要求する｡
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例22: CFlは以前来日 した 時の こ とに つ いて話 して い る｡ [cFlxJF1 49行 - 50行]
cFl: こ の ､ あ の
-
､ こ の 前 に仕事 の 関係で あの 一 日本に * え ー と塞翌⊥
JFl: うん うん
cFlは ｢実習+ と い う語嚢に自信 がなか っ たた め ､ ｢実習†+ と確認を求めて い る. こ の 要
求に よ っ て JFlが CF lの 言語生成に関する問題を留意 し､ ｢うん+ と確認を与えた o
しか し､ Fa e r ch & Ka spe r (198 3:230) が論 じる ように非母語話者が言語 を生成す る時､
調整 マ ー カ ー は以上 の ような直接的なもの の他 に間接的なもの もある0 Miya z aki(1 997､
2001) は こ の ような間接的 マ ー カ ー をフ ラ ッ グと呼ん でい る ｡ 例えば､ 同じペ ア のイ ン タ
ー アク シ ョ ン にお いて CFl のジ ェ ス チ ャ ー が JFlに言語生成の 困難さの表れ と して留意さ
れる｡
例 23: CF lとJFl は長 野県に つ い て話 して い る｡ [CF lxJF1 64行]
cFl: う ー ､ 冬 - の 時は 雪が †手 で ｢降る+ 様子の ジ ェ ス チ ャ ー をす る†
JFl: ん ､ 雪降りますね
この 例では ､ CF lは直接的 に調整 を要求しないが ､ ｢降る+ の 代わり古手ジ ェ ス チ ャ
ー を行 っ
た こ とから言語生成に関 して 問題を抱えて い るとJF lは留意した｡
B グル ー プ の場合で も似たようなこ とが留意される｡
例 24: BF 3は 日系ブラ ジ ル人 の若者につ い て話 して い るo [B F3ⅩJF5 39行
- 40行]
BF3: す ごくも ー ､ 日本 の フ ァ ッ シ ョ ン とか - ､ なも ー ､ い まも ー ､ 例 えば
- あの 携帯に あの -
JF5: うんうん
BF3: ( 手で ス トラ ッ プを表す)
JF5: ス トラ ッ プ†
人形とか -
ス トラ ッ プ
BF3が ジ ェ ス チ ャ ー を使 っ たため ､ ｢ス トラ ッ プ+ の生成に関 して問題を抱えて い ると JF5
に留意された ｡
以上の 例で見 られ る ように ､ メ ッ セ - ジ伝達時の 問題は様々 な形を取り ､ 母語話者の メ
ッセ ー ジ受信の 問題 の ほか に非母語話者のメ ッ セ ー ジ受信 の 問題､ 非母語話者の 言語生成
の 問題も見られる｡
2) 言語的形式 に関する逸脱 (48件)
以上の 逸脱と異なり ､ メ ッ セ ー ジ伝達の 困難を引き起 こさず､ 言語的逸脱が留意される
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場合がある｡ 例 えば､ 発音､ イ ン トネ
ー シ ョ ン ､ 文法の誤 りなどの 逸脱の 場合 ､ 非母語話
者のメ ッ セ
ー ジは通 じるも の の ､ 母語話者が どこ かで不自然さを感 じるため ､ 逸脱を留意
するo 本研究では ､ こ の ような逸脱は 48件留意され ､ Aグル ー プ に対 して 17件､ B グル
ー
プに対 して 21件 ､ C グル
ー プ に対 して 10件で あっ た｡
こ の 種類の 逸脱 に関 して 最も多か っ たの はイ ン トネ ー シ ョ ン に関する逸脱で ある(20件)0
これはす べ て の非 母語話者グル ー プの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て留意され たが ､ B グル
ー
プ (l o件) と A グル ー プ (7件) の 方が cグル ー プ非母語話者 (3件) より留意され る こと
が多か っ た｡ 次の例で は BF4 のイ ン トネ ー シ ョ ンが JF8に留意される｡
例 25: BF4とJF 8は海外旅行に つ い て 話して い る｡ [BF4ⅩJF8 36行
- 37行]
BF4: 色 々 と - ､ 行 っ て 見た ら､ ソウ ル とか - (笑い)
JF8: (笑い) は い
近い しやす八 ､ゝ し7ねゝ -
BF4は ｢や7すゝい し7ね+ の ような標準的イ ン トネ ー シ ョ ン の 代わり に ｢やす 八 ､ゝ し7ね い +
と言 っ たた め ､ 逸脱が JF 8に留意 した｡ こ の例では JF8は BF4のメ ッ セ
ー ジを理解す るこ
とは できた が ､ メ ッ セ ー ジ の 形式の 1 つ で あるイ ン トネ
ー シ ョ ン の逸脱を留意 した ｡ つ ま
り ､ メ ッ セ ー ジ伝達に 問題 はない が ､ イ ン トネ ー シ ョ ン に外来嘩を感 じたわ けで ある ｡ イ
ン トネ ー シ ョ ン の 逸脱 は談話の ロ
ー カ ル ･ レ ベ ル にお い ても留意されるケ ー ス が あるが ､
グロ ー バ ル ･ レ ベ ル で は さらに留意されやすい ｡ 例えば､ B グル
ー プ非母語話者の 全員に対
してイ ン トネ ー シ ョ ン の逸脱が留意された｡ 特にイ ン トネ - シ ョ ン の場合､ 日系人であるB
グル ー プ非母語話者 は もっ と 内的規範に合わせ る べ きだと母語話者が意識 して い る場合が
あり ､ 彼らの外来性に 対 して特 に敏感 になっ て い たと考えられるo 日系人と い う背景 を持
っ 相手 に対 し､ 彼 らの 日本語能力に関 して強い期待を持 っ て いた た め､ こ の ような結果に
なっ たと言 える｡ また B グル - プ非母語話者は 3 グル
- プの 中でメ ッ セ ー ジ伝達に関する
逸脱が最も少なか っ た た め ､ イ ン トネ - シ ョ ン の逸脱が目立 っ たとも考えられ る｡
非母語話者の 発音に 関する逸脱も留意されるケ ー ス があるo 本研究では ､ 8件が留意され
た｡ 例えば､ 次の 例で は ､ BFl の地名の発音が留意される｡
例26: JFlはB Flの ブ ラジル - の 帰り道につ い て尋ねてい る . [BFlxJF 1 94行
- 96行]
JFl‥ ブ ラ ジ ル まで は､ こ直接 は行 けれ ない ､ なくて 乗り換 え しなき や
BFl: そ うい つ も
JFl:
BF l: ロ ス ･ ア ン ジ ェ 1iz と か
そ う､ アメ リカ - , なん か
この例では ､ ｢ロ ス ･ ア ン ジ ェ ル ス+ の代わりに B Flは ｢ロ ス
･ ア ン ジ ェ 1iz+ と発言 したo
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日本語あるい は英語 の 発音 とは異なるため ､ JFlに逸脱と して留意された｡ 似たような例 は
A グル ー プ及び C グル
ー プ のイ ン タ ー ア クシ ョ ンにも見られた o
文法の誤用も留意され る こ とが ある (7件) が ､ 数は多くない ｡ 例えば､ 次の例 で は ､
BF 3の助詞 の誤りが逸脱 と して留意される｡
例27: BF 3はブラジ ル の 弁護士に つ い て話 して
_
い るo [BF 4ⅩJF4 27行]
BF3: 弁護士 は い つ も金連立塵Aで
JF4: そ うで すね
BF3 は ｢金持ち里人+ の代わ りに ｢金持ち生人+ を言 っ たた め､ JF4に逸脱と して留意され
た｡ しか し､ メ ッ セ ー ジ伝達 に影響を与えない ことか ら､ JF 4は普通に話を進めて い る｡ 以
上 のイ ン トネ ー シ ョ ン の場合 と同 じように､ グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル にお い て も文法的逸脱は
留意され る｡ 例えば､ A F4とのイ ン タ ー アクシ ョ ン で は ､ JF 8は文法的逸脱が 多か っ た と留
意 したが ､ 具体的に どこ が 間違 っ て いたのか をFU Iで言うこ とは できなか っ た ｡
本研究で は ､ 文法的な逸脱は A グル
ー プ (4件) 及び B グル ー プ (3件) の イ ン タ ー ア ク
シ ョ ン にお い て留意された が ､ c グル ー プで は例がなか っ た｡ 但 し､ こ の こ とは ､ C グル ー
プ非母語話者の 文法的 正確さが他 の グル ー プ より優れて い る こと を暗に示 して い るだろうo
非母語話者 の 総合的 日本語能力も談話の グロ
ー バ ル ･ レ ベ ル にお い て 逸脱 と して留意さ
れた(4件)｡ 例えば､ AF 3 の日本語能力は ∬3 とJF4に留意された｡ また B グル
ー プで は ､
上級 レ ベ ル の BF 4 の日本語能力も逸脱と してJF6 に留意された｡ さらに ､ 中級 レ ベ ル の BF3
の総合的 日本語能力がJF 3に留意された｡
非母語話者が使用 した語桑に関する逸脱も留意される (3件)｡
例2 8: AF 3は ∬3 に い つ 来日 したか を説明 して い る｡ [AF3ⅩJF3 14行]
AF3: 8月 に じゆう にち､ 日 本 に ､ 来 ま した
｢は つ か+ の 代わり に AF 3は数字の通り ｢に じゆうにち+ と言っ たの に対 して ､ JF 3は AF3
の言 っ て い る意味は わか っ たが ､ 逸脱 を留意しキ｡ 母語話者が引き起 こすような逸脱で は
ない ため ､ AF3 の外来性 を強く感 じたと言 える｡
以上の 例で見 られた ように ､ メ ッセ
ー ジ伝達 に問題 を引き起 こさない場合でも ､ 非母語
話者の言語的逸脱は留意され る｡ イ ン トネ ー シ ョ ン ､ 文法､ 及び発音の 例が多か っ たが ､
非母語話者の 総合的日本語能力､ 流陽さ､ 使用語嚢なども留意されたo
3) 内的規範 の適用によ っ て 言語的逸脱が留意された要因
以上の 例で見られた ように ､ 言語的逸脱が最も多く留意されたの は ､ メ ッ セ
- - ジ伝達の
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困難が生 じた時で あっ た o 本研究の調査で は ､ イ ン タ ー ア クシ ョ ン の 中心的な目的 桝日宇
と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を取 る ことで あ っ たため ､ 相手の メ ッ セ ー ジ を受信す るこ とが でき
ない ､ 自分の メ ッ セ
ー ジが相手 に伝わらない な どの場合は ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン がうまく
促進 しない た め ､ 逸脱 が比較的留意されやすい ｡
23件の 例で は ､ 非 母語話者が調整 マ ー カ ー を出 したた め､ 母語話者の メ タ言語的な注意
が逸脱に引きつ けられて いた ｡ こ れ らの マ ー カ ー がなければ､ 非母語話者の メ ッ セ ー ジ受
信の 面にお いて逸脱が発生 したと母語話者は気づ か なか っ たと考えられる場合があっ た｡
要するに ､ 非母語話者が逸脱 の発生を明示 した ことで ､ 母語話者がそれを留意できたケ ー
ス が多い o
また ､ メ ッ セ ー ジ伝達 に関わらない場合 と して ､ 言語の 形式が規範 か ら外れた た めに逸
脱が留意され る場合が あ っ た ｡ こ の ような逸脱は非母語話者の外来性 を強調 し､ 母語話者
と非母語話者の 相違点 を明らかにする ことから留意されたと考えられ る｡ 但 し､ .各非母語
話者グル ー プ の 逸脱 が 同 じように留意されやす い とは断定できない ｡ 特 に､ イ ン トネ ー シ
ョ ンや発音に関 して ､ B グル ー プ非母語話者の逸脱が他の グル ー プより多く留意された ｡ 母
語話者は他の グル ー プより特に 日系人 に対 して高い期待を持 っ てい た可能性が ある｡
さらに ､ 言語的逸脱 はイ ン タ ー アク シ ョ ン参加 に影響を与える場合が ある ｡ 非母語話者
の 日本語能力の レ ベ ル が総合的に低 いと母語話者に判断され る歩合 ､ 非母語話者 の声が 聞
き取り にく い場合 に母語話者は コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ■ン が ス ム ー ズ に進まない と感 じるケ - ス
があり ､ 言語的逸脱が 留意された と考えられ る｡
3 . 2 . 2 . 3 社会言語的逸脱 (170件)
本研究で は ､ 内的規範の 適用に よ っ て留意された逸脱の 中で最も多か っ た の は社会言語的
逸脱 で ある ｡ 合計で 1 70件 が留意され､ 内訳は A グル ー プに対 して 68件 ､ B グル ー プに対
して 40件 ､ c グル ー プ に対 して 62件となる｡ 非母語話者の社会言語的逸脱 をハ イ ム ズ式モ
デル に沿 っ て分類 した (ネウス トプ ニ ー 198 2: 53). ハ イム ズ式モ デル に は ､ 8 つ の ル - ル
があるが ､ 本調査で は ､ 非母語話者の社会言語的逸脱はそ のうちの 6 つ の ル ー ル に違反す
る3｡ 次に紹介する ように ､ そ の 6 つ とは ､ 点火ル ー ル､ 内容ル ー ル ､ バ ラ エ テ ィ ー ･ ル ー
ル
､ 媒体ル ー ル ､ 形 ル ー ル ､ 操作ル ー ル である? 以下､ こ の 順で留意した過程を分析 し､
その要因をとらえる｡
1) 点火ル ー ル の 違反 (57件)
点火ル ー ル は ｢どん な場合に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンをするか+ を支配する (ネウス トプ ニ
ー 1995: 73)o こ の ル ー ル は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 開始の ほかに ､ コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン の 量 ､
タ ー ン ･ ティキ ン グ､ 話題変更､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 参加 ､ ある い は コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン
3 本調査で は ､ 参加者 とイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の セ ッテ ィ ン グ は既 に設定され て い たた め ､ 参加 者 ル
ー ル 及び セ ッ テ ィ ン
グル ー ル に対す る違反が留意され なか っ た と考えられ るo
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の回避に関わるもの で ある (Ne u stupnf1 987: 7 卜 7 7)o 本研究で は､ こ?ル ー ル に違反 し
たと して 57件の 逸脱が 留意されたo 内訳は A グル ー プに対 して 20件､ B グル ー プ に対 して
9件､ Cグル ー プに対 して 28件となるo 本調査の逸脱は ､ 主に非母語話者の 話題変更 ､ 参
加 ､ 沈黙に関係す るため ､ Gric e(19 75) の会話の ｢協力の 原理+(c o operativ eprin ciple)
に違反す る場合もある｡
最初の 例 で は ､ 非 母語話者 の急な話題変更が逸脱と して留意された ｡ 急な話題変更に よ
っ て今ま で の話 の流 れが切断されるた め､ Gric eの協力原理 の ｢適切で あれ+ とい う関係 の
マ ク シ ム (198 9: 27) の違反と して考えられる｡
例29:JF3は 日本の 結婚式 に つ い て話 してい る｡ [AF 3Ⅹ ∬3 50行 - 51行]
JF3: ウ ェ ディ ン グ ドレ ス ヤ ドレ ス 着 る ほ うが多い か ら - ､ 結婚式 では
AF3: う ん
JF3: うん そ っ か - * * * *( 笑い)
AF3: うん うん 趣味､ あ ー 趣味は -
趣味† 趣味は - ､
あの - そ う
結婚式に つ い て 話 して いた もの の ､ AF3が急に話題を ｢趣味+ に変更したことが ､ ∬3に逸
脱と して留意された ｡ 内的場面にお い て話題を変更する場合､ 自然な話題拡大では ない 時､
｢話が変わりますけど+ の ようなメ タ言語的注釈 (杉戸198 9:5) などを用い て ス ム ー ズ に
変更するの が 一 般的で ある ｡ AF 3は この ような参加の 形を取らず ､ 急に話題を変更 したため ､
参加 の形に関 して逸脱が留意されたわけである｡ しか し､ FUIによると､ A グル ー プ非母語
話者は､ 特 に沈黙に対 して敏感 で あるため ､ AF 3が JF3の笑い の前の 沈黙を留意 し､ 新 しい
話題を提供 したと考 えられ る｡ さらに AF3 の日本語能力は限られて い たため ､ 結婚式の比
較とい う比 較的難 しい 話題 よ り ､ 自分にと っ て話 しやすい 話題 ､ つ まり趣味に関する話題
を提出した こ とが FUIか らわか っ て い る｡ つ まり､ AF3 の沈黙に対する調整 ､ 及び話題 の難
易度につ いて の 調整が JF3 にとっ て逸脱と して留意される ことになっ たと結論づけるこ と
ができるだろう｡
但 し､ 非母語話者 に話題 が変更された場合は以上 の例の ようなもの だけで は なか っ た ｡
非母語話者の 点火ル ー ル 違反がメ ッ セ ー ジ伝達の 問題を伝え る場合があるo 例えば､ 非母
語話者の 急 な話題変更 から ､ 非母語話者の メ ッ セ ー ジ受信に問題が生じた ことが明らかに
なっ たケ ー ス が ある｡
例30:JF4は AF3 の所属に つ い て尋ねてい る｡ [AF3ⅩJF 4 10行 - 11行]
JF4: あ､ 今 は修 士課程† は い は い あ
AF3: 大学 の † 日本† 挺二 L 王墓+ 王墓直也 迎 互 生互 選 と
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JF4はAF3 に修士課程の 学生で あるか否か を尋ね たが ､ AF3は自分が住んでい るとこ ろを答
えてしま っ た｡ 急に話題 が変わっ た ため ､ AF3 のメ ッ セ ー ジ受信面で ､ 逸脱が生 じたと ∬4
は気が付い た｡ こ の 例も Gric e の 関係 マ ク シ ム の違反と して捉える ことができるが ､ 逸脱
の要因になっ たの は非母語話者のメ ッ セ ー ジ受信で あっ た｡
非母語話者が ､ 問題が 何もなか っ たように ､ わか っ て い るように振 る舞うことも留意さ
れる壕合がある｡ イ ン タ
ー アク シ ョ ン参加の基本的なパ
.
タ ー ン は互い に話を聞いて理解 し､
反応する こ とで あるo も し､ 不 明なこ とが生 じたら､ 理解確認を要求する こ とが想定され
てい る ｡ した が っ て ､ 相手が理解 してい る振りをする こと は ､ 相手に事実で ある ことを伝
える べきで あるとい う Gric e の 質の マ ク シム (1989:2 7) に違反 し､ 点火の逸脱として 留
意されるわけで ある ｡
例31: BM 2は JF 2が これ か ら参加す るフ ラン ス 語学研修プ ロ グラム に つ いて 尋ね て い るo
[BM 2ⅩJF2 48行 - 4 9行]
BM2:それ は パ リ† あ ー
JF2: い や､ あ の - ブザ ン ソ ン
あ ー , い い ね､ うらやま しい
は は はは
BM2が ｢あ ー ､ い い ね ､ うらやま しい+ と発言 した が ､ JF 2は こ の時､ B姐2 は理解 して い な
い だろうと感 じて い た . 分か らないが分か っ たふり をして い たた め､ JF 2は BM 2 のイ ン タ
ー
ア クシ ョ ン参加 に逸脱を留意 した4｡
母語話者 は非母語話者 の 参加 が十分では ない こ とを逸脱 と して 留意する場合が ある ｡
Gric eの原理 に よると ､ 参加者は要求される ほどの 情報を与えなければならないため(Gric e
198 9:26)､ こ の ような逸脱 は量の マ ク シ ム に違反す ると考えられる｡ 例 えば､ 次の 例で は ､
相手の 話題拡大に関 して 逸脱が留意される｡
例32: CF3 はい っ 来 日 したの かとJF3が尋ねて い る｡ [CF 3ⅩJF3 7行
- 10行]
JF3: じや あい つ か ら日本 に え､ 今年 の † あ あ ､ じや あ向こ うで
-
cF3: あの - 10月 の - 2 日†か ら､ 2 日 ､ は い ? ? ? あ
- 今年
JF3 : ずっ と 日本語の 勉強を して て -
CF3 : うん ､ は い あ ー は い
で ､ あ ー ､ え､ じや あ い つ まで い るん ですか † じや あ
う ー ん ､ 1 年間
JF3: ま だ まだ こ れ か ら ( 笑い) へ - ､ そ うなん だ - *え ､ もう慣れま した† こ つ ちで の 生活
cF3: ( 笑い) 大体､ は い ､ は
い
4 FUI に よれば､ B M 2 は確 か に ブザ ン ソン は 理解する こ と が できなか っ た が , 文脈か ら地 名だ と推測 した o
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この例で見られ るように ､ CF 3は単にJF3 の質問に答 え､ 非常にタ ー ン が短 い ｡ 提供された
話題を拡大せず ､ す ぐに タ
ー ンを戻すた め､ JF3は CF3 の参加が十分で はない ことを逸脱と
して留意 した ｡ CF3に つ い ては JF 4との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい ても同 じような逸脱が留
意されて い るo 他 の ケ
ー ス では ､ AF3がJF 5 の話を聞い て い ない こ と､ BF4がイ ン タ ー ア ク
シ ョ ン の 主導権を ∬8 に譲 っ て い ることなどが過小参加と して留意された｡
単なる参加だけで は なく ､ 積極的な参加も要求される場合が ある (ネウス トプ ニ ー 1982 :
44)｡ 次の 例では ､ CF 3の積極的で ない と捉 えられ た参加が逸脱と して 留意される｡
例33: JF4は雪につ い て話 してい るo [CF3ⅩJF4 1 8行 - 19行]
JF4: ? ?の 方 だと 2 メー タ ー 3 メ ー タ ー ､ ? ? ?* * * *で も､ こ っ ちの 方は あん ま り降らない ( 笑い) あ ､ 降 っ て る
CF3: あ + 吐う_ †目を下 - 向ける) (笑い)
JF4: の は何度 か 見られ る っ て い うん ですけど､ あん まり積もらない ん で すよね
CF3: あ ー あ ､ ヽそ う * * * * * * * *
こ の例で は ､ JF 4は C F3が自分 の話 に興味を持 っ てい ない と､ 逸脱を留意するが ､ その 逸脱
は CF3 のあい づちと非言語的行動の 組み合わせか ら生 じたもの であっ た｡ 相づ ちの機能に
は､ 聞いて い る ､ 理解 して い ると い うシグナル が含まれて い るため (今石 1993､ 曹1 994)､
相づちに関する逸脱の 留意は ､ 相手 の イン タ ー アク シ ョ ン 参加に 問題がある ことを示すと
考えるこ とが できる｡ こ の例 では ､ CF3 の下降イ ン トネ ー シ ョ ン の ｢あ､ ゝそう+､ 及び下向
きの視線がJF 4に興味の ない 印象を与えたに違い ない ｡ CF3は つ まらなそうに 聞い て い ると
JF4は感 じて いたが ､ cF 3 の FU Iに よると､ そうい うつ もりはなか っ た｡
非母語話者の 過小参加 に加 えて ､ 相手の過剰参加も逸脱と して 留意され る こ とが ある
(Ne u stupn予 198 7: 76)｡ 次の 例では ､ CF4がホ ス ト役 を取 っ た ことが JF8に逸脱と して留
意される｡
例34: CF 4とJF8 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン が始ま っ た と ころで ある｡ [cF 4ⅩJF8 4行
- 5行]
CF4: 全旦娃匝邑旦竺:と虫⊥
JF8: は じ めて なん で す
は じめ てあ ー 3回目 ですけど
は あ - なんだ か すごく､ どき どき して い ます
CF4: 皇 塊
JF8: は い はい
こ の例では ､ CF4 がホ ス ト役 をと っ て会話をリ ー ドし､ JF8を安心させ ようと して い る｡ し
か し､ 学生同士 の 初対面では 一 人がイ ン タ ー アク シ ョ ン の 主導権をすぐに取るの は自然で
はない こ とか ら､ JF8 が これ を過剰参加の 逸脱として留意 した ｡
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点火ル ー ル は さらに沈黙 の発生を支配する (Nakaya m a197: 36)｡ 例えば､ 次の例で は､
母語話者の非言語的行動 に よ っ て沈黙の 逸脱が留意される｡
例35:BFlは自分の 日本人 の お ばあさん につ い て話 してい る . [BFlxJM 2 49行 - 50行]
BFl‥ お ばあちゃ ん と話すなか っ た ん で すけ ど､ それは 日本に 来てか ら少 しできた ん ですけど* * ** * *
J放2: ‡_JLl 桂指を動 かす) 僕も
この例では ､ 沈黙が発生 した時に ､ JM2が指を動か して い た｡ 沈黙の逸脱を留意 したか らで
あるo FUIに よると､ こ の 時JM 2は､ 一 生懸命新 しい 話題を探そうとして い た .
他の非母語話者グル ー プ より C グル ー プ非母語話者の イ ン タ ー ア クシ ョ ン にお い て生 じ
た沈黙がよく留意されて いた (12件)0
例 36: CF3と ∬3 は国内旅行 につ い て話 してい る ｡ [cF 3ⅩJF3 34行 - 36行]
JF3: (笑い)
cF3: あ､ う(笑 い) あ ー あ､ 行きた い とこ ろ い っ ぱい ､ なんで すけ ど
JF3: あと､ 1年 弱あれば ね - ､ 時 間は
CF3 : うん うん * * * *
そっ か -
う ー ん ､ でも
なんで 日 本でお 仕事 し
* * * *
CF3はJF 3 の発言 に反応 した が ､ そ の反応が単純な相づ ちだけで あっ たため ､ 話題が拡大さ
れず ､ 沈黙が発生 して い る｡ 例 に下線で示 したが ､ JF3は CF3にタ ー ン を取る機会を与えた
が cF3がそ の タ ー ン を取 らず ､ 沈黙が発生 したため ､ 逸脱が留意された｡
ま た ､ 英語圏の 文化 に お い て 沈黙は 日本の 文化 より も望ま しくない と捉 えられ るため
(Richm o nd & McCr o skey 20 00: 323)､ 母語話者が沈黙を留意する前に ､ 非母語話者 は沈黙
が生じない ように調整を行う ようで ある｡ そ の ため ､ 沈黙が A グル ー プ のイ ン タ ー ア ク シ
ョ ン にお い て他の グル ー プほ ど留意されなか っ たと考えられる｡ 一 方､ c グル ー プの場合､
11例の うち､ 8 例は CF 3 のイ ン タ ー ア クシ ョ ンにお い て 留意されたため ､ 沈黙にも個人差
が出てい た5｡
以上の 例で見られた ように ､ 点火 ル ー ル は会話 へ の 協力に関係するため ､ 母語話者の 内的
規範は顕在化 されやす い と考えられ る｡ 本研究で は ､ 母語話者は特に沈黙 ､ 非母語話者の
参加 ､ そ して話題変更に敏感 になっ て い たようだ｡
5 沈 黙の 発 生は 日本語 能力 の 差 と関係す る と考 え られ るが ､ 本調査 で は､ C グル
ー プ の 他の 中級 レ ベ ル 非母 語 話者の イ
ン タ ー アク シ ョ ン にお い て 同 じ ような傾向が見られ なか っ た た め ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ･ ス タ イ ル に 関する個 人 の 差と
して解釈でき る｡
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2) 内容ル ー ル の違反 (51件)
イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 参加者が何を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンするかは内層 ル ー ル に支配され
て いる (ネウス トプ ニ
ー 19 95)｡ そ の 中で も､ 話題が注目され るが ､ 本研究で は､ 話題とは
別に､ メ ッ セ ー ジ の 文脈 に関する逸脱が留意された o 51件の 逸脱の 内訳は､ A グル ー プ に
対して 17件 ､ B グル
ー プ に対 して 14件 ､ c グル ー プに対して 20件で あっ た ｡
内容ル ー ル は話 の 内容と直接的に関係 してお り ､ 非卑語話者が選択 した話題が逸脱と し
て留意されて い た｡ 本調査 では ､ 選択された話題に関する逸脱 27件は各非母語話者グル ー
プとの イ ン タ ー アク シ ョ ン にお い て留意された . 母語話者は特に卒業後の 進埠､ 金銭､ 天
気に関する話題に敏感 で あっ た o 例 えば､ AF3との イ ン タ ー アク シ ョ ンを羊お い て ､ JF3が卒業
後の進路に つ い て の 話題 を逸脱として 留意する｡
例37:A F3はJF3 の卒業後 の予 定につ い て尋ね て い るo [AF 3ⅩJF3 7行 - 1 0行]
AF3: あ ー そ - あ ー あ - *大学で い る 時に - な､ あ ー
JF3: ( 笑い)
AF3: で る 一 大単 一 で - 出る時 に
JF3: 大学 で
AF3:
JF3: 考え てな い ん だ けど -
蔓J 出 土迦⊥ そう
仕事†
何をした い か うん
終わ っ た後† あ､ 出た後
う ー ん (笑い)
そうい う
あ ー うん､ あ ー ま だ - あん ま り ､
こ の例では ､ JF 3は あま り自分の将来に つ い て 話 したくなか っ たた め､ A F3が提出した話題
を逸脱と して 留意 した｡ ∬3は実際､ 就職に つ い て考えては い た が ､ 2年生で あるため明確
な計画はまだなく ､ 経済的に厳 しい状況 が続い て い る こ とか ら､ 就職 につ い て話 したくな
い だけで は なく ､ 聞か れたくもなか っ た｡ アメ リカ 人学生の ほとん どは大学に入る前に ､
真剣 で はなくても ､ 自分 の卒業進路に つ い て大ざっ ばに考え て い るため ､ 文化的な背景の
相違が AF3 の逸脱の 要因とな っ たと考えられる｡
また ､ 本調査 では ､ 法律専攻の 母語話者が 4 人い た ｡ 瀧律専故の人は弁護士 になるだろ
うとい う期待 を持 つ 人が 多い が ､ 現状で は ､ 法律専攻の 学生の うち ､ 実際に専門に関係 の
ある仕事に就.( 人はき わめて 少ない ｡ こ の ような状況
があるた めか ､ 彼 らの 特徴として ､
将来の職業 ､ あるい は弁護士の 話題 に敏感にな っ てい た｡
例38:JFlは自分の 専攻を紹介して い るo [A FlxJF1 5行 - 7行]
JFl: 法律 一 応 * 専門です
AFl:
弁護 士 や - ､ や - Ⅰ笑い)
あ, そ う なん で うか ､ あの
-
､
べ ん き ょ ､ べ ん ､ べ ん ､ べ ん､ 重畳土庄豊旦呈王女
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この 例で は ､ 弁護 士 の話が 出ると ､ JFlは逸脱を留意 した ｡ JFlは法律専攻の 者す べ て が弁
護士 になる とい う考え方は おか しい と いう規範を持 っ てい るからだと考えられ る｡ 内的場
面にお い ても ､ 他 の 母語話者 に同 じような質問をされた経験があるため､ 特に こ の話題に
敏感にな っ て い たようだ6o 似たような例はAF 3とJF 5､ CM 2とJM3､ CF3とJF4及び CF3と
JF5 のペ ア でも見られた｡
日本 語 の 接触 場面 に お い て 金銭に 関す る話題 も逸脱と して 留意 され る場合 が ある
(Ne u stupnす 1987: 10 9). 例 えば､ 次の例では ､ BF 3は ニ ュ ー ス に出た金銭の話をす る.
例39:B F3はアメリカ元大統領クリン トン の セク ハ ラ裁判につ い て話 して い る｡ [BF3Ⅹ ∬4
20行 - 22行]
BF3: あの ､ あ の pa ulajo n e sの 時
-
JF4: はい
あの - 8 00 ､ あ､ 8 0†8 0 0 0* *8 0 0 0 8 0万 † * * * *
80 万 か な
BF3: す ごくお金だ っ たの ､ そ れ で - pa ula jon e sには - 20 だけ い っ て - ､ 6 0 は弁護士 に す っ ごい よね
JF4: あ ー お -
BF3 :(笑い‡ お 金もらおう (笑い)
JF4:
JF4にと っ てお金 の話題は好ま しく ない ため ､ BF3 の話題提供が逸脱と して留意され た. JM3
も､ CM2 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て給料に関する話題を逸脱と して留意 した o
イ ン タ ー アク シ ョ ン の 途中で ､ 急に天気の 話題が提供され るこ とも母語話者に逸脱と し
て留意され る｡
例40:JF5は自分が引 いた風邪に つ い て話 して い るo [CF 3ⅩJF5 36行
- 38行]
JF5: ち ょ っ と風邪気味なん で , そ - * 気をつ けたほ うがい い ですよ､ ま た､ 長引くら しい で すか らね ､ 冬 の は
cF3: 風邪 うん
JF5: (鼻をすす る) うー ん ､ と
CF3:
JF5: ぽか ぽか して
CF3:
う ー ん そ う､ ぽか ぽか
で も こ , こ の あい だず っ と ､ あの ､ い い 天気 ね
- あた た かくて
6母 語言緒 同 士 の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン に お い て こ の ような逸脱が留意される場合､ 異なる文化 ､ つ ま りそ の 専攻
の 人と の
｢接触場面+ と して 定義され る可 能性 はある. 但 し､ 本研 究では ､ 母語話者同士 と母 語話者と非母 語 話者
の イ ン タ ー ア
ク シ ョ ン を比 較 して い る ため ､ 母 語話者同士 の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を内的場面と して しか扱 っ て い ない o
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JF5にと っ て ､ こ の 天気の 話題 は非常に望ま しくなか っ た｡ FUI によると､ 自分の話が つ ま
らなか っ た の だろうと捉 え､ 天気 の話題を逸脱と して留意 した｡ 天 気の 話題は しばしば日
本語 の 教科 書の モ デ ル 会 話 (み ん なの 日本 語第 11 課 ､ An integr ated ap pr o a ch to
inter m ediateJapa n es e第2課 ､ 元気第5課) に挙げられており､ Nishi da の研究では ､ 日
本人学生同士 の初対面場面にも現れる (Gudyku n st & Nishi da 1994: 65)｡ しか し､ 天気の
話題は特にイ ン タ ー ア ク シ ョ ンが 開始されて しばらく経っ た あとでは不適切なようで ある｡
As a oka (19 87: 30) の 研究 で指摘されて い る､ 深みの ない (s upe rficial) 話題 の 一 つ とし
て 捉えられ るため ､ 逸脱 と して留意されるわけであるo 但 し､ こ の例では ､ JF5 の話 し方が
非常に速か っ たため ､ CF 3は JF5とのイ ン タ ー アク シ ョ ンでかなり苦労 して い た (FU Iに よ
る)0 CF3 にと っ てイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の参加が難しか っ たの で ､ 安全な話題 として天気の
話題を出した の で はな い かと思われる｡
会話の 途中で ､ 非母 語話者が提供する物語の 中の エ ピソ ー ドも逸脱と して留意され る｡
例えば､ 次の例で は ､ 日系ブラジ ル人の家族に つ いて の逸脱が留意され る｡
例41:BF lは 日本人 の お ばあさん につ い て話 して い るo [BFlxJM2 27行 - 2 8行]
BFl: 去年 だ っ た か な､ ブ ラ ジ ル に 帰 っ て ､ さ､ なんか 初めて お ばあちゃ ん と話 して 日本語で (笑い)
JhFI2: は手ま結
JM2は ､来 日する前に ､B Flが 自分の祖母と日本語で話 した ことが ない とは予測 しなか っ た ｡
祖母 と孫 の 間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が成り立た ない ことさ え想像できなか っ た ため ､ BFlが
去年初めて祖母と 日本語で話せた ことはJM2に逸脱と して留意されたo
提供された話題と は別 に ､ 話の文脈 に関する逸脱も内容 ル ー ル の違反と して留意され る｡
次の例で は ､ BF 3 の説明に は 一 貫性が ない ため､ JF 5は BF3 のメ ッ セ ー ジ の 内容を完全に理
解する こ とができない ｡
例42: BF 3は自分 の家族 に つ い て話 してい る｡ [BF3ⅩJF5 8行 - 10行]
BF3: たくさん 兄弟が い ます 私､ あの - ､ 6人い ます, 兄弟が うん
JF5: え､ なん で 6人 もい るん です か† え､ じや あ 上か ら 2 番目 っ て
BF3: あ､ あ､ あの - ､ 兄が 日 本人で私5番目† はい ､ そう
JF5: い うか 下 に 4人､ あと 5 ､ 5番目 で､ 6 人兄弟 っ て こ と は
BF3: それ で - あの - 私 の 上 ､ 3 人がい て､ それで 弟が い る､ 子供 じや ない ､ もう ( 笑い)
JF5: (笑い) もう大きくなっ ちゃ っ た
76
BF3: うん
JF5: (笑い) -
-
､ え ､ つ て こ と は
-
､ うん と ､ お 兄さん ､ あ､ 上 の 3人
BF3の 説明で は自分が兄弟の中の 5番目だと言 っ てい るが ､上に3人がい るとも言 っ て い る｡
BF3の説明に 一 貫 して い な い とこ ろがあるた め､ 逸脱が留意されたと言える. JF5は BF 3 の
発言の言語的な レ ベ ル にお い て 理解する こ とはできたが ､ 談話と して 理解する ことが で き
ない ため ､ こ の ような例 は以上 の 言語的逸脱の と こ ろで紹介した ｢母語話者は非母語話者
のメ ッ セ ー ジ を理解す る こ と ができない+ とは異なる例である｡
また ､ 非母語話者 の発言 の 文脈に不明なとこ ろが生 じる場合も逸脱が留意され る｡
例43:JM3は C姐2 の日本に 関する印象を尋ねてい る. [cM2ⅩJM3 5 7行 - 63行]
JM3: 他に * なん か * 日 本の * なん か
cM2: 他 に
JM3: う ー - ん
cM2: 思 っ た時 は よくあります
J姐3 : です けど
CM2: そ うで すか
JM3:
CM2: ごと に * *
悪 い と ころとい うか
こ この - ん か な､ ここ はなんか 納得 い ､ い け ない な - と
し､ 新幹線あまり乗らない
引こ､ え､ え､ 新幹線よく - - 二 車ー旦塞旦皇室むユ
なん か ､ た まに乗 っ て い ます * *
で ､ 僕が乗 っ た時 に､ 5 ふ - - ん と い う い うよ り 10 分
う ー ん * *っ て なん か ､ 出発 うん *
そ う､ そ うです よね あ m ､ え ､ 僕は乗 っ て い た時 に周り が
J姐3:
.5. _～_ あああ
cM2‥ 全部なん か 人が 乗 っ て なか っ た､ これは､ え
ー
､ 無駄 じや ない ん ですか
は い ､ は い ､ は い
JM3は ､ C姐2 に 日本の 悪 い と こ ろに つ い て質問 したの で ､ 日本の悪い とこ ろに関する返事を
期待 してい たo しか し､ 下線の と こ ろで見られ るように ､ CM 2は ,JM3に新幹線に つ い て質問
し､ JM 3は こ の質問の 文脈 を理解す ることができ なか っ たため ､ 逸脱と して留意 したo CM2
の発話に はためらい と沈黙が現れて いるが ､ FUIによるとCM 2は この 時､ 自分の 言い た い こ
とをうまく表現す る こ とができなか っ たそうで あるo 但 し､ こ の 後､ CM2は新幹線の 利用状
況に関する悪い と こ ろを指摘 し､ 以前の 新幹線に関する質問の 意味が明確になるo
以上の 例で 見られた ように ､ 各非母語話者グル ー プのイン タ
ー アク シ ョ ン にお いて ､ 内容
ル ー ル に違反す る逸脱が 留意されたo 非母語話者が提供する話題や エ ピソ
ー ドに関 して 逸
脱が最も多く留意され ､ その うち ､ 母語話者全般に好ま しくない 話題 ､ ある
い はある特定
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母語話者グル
ー プに 限 っ て 望 ま しくない 話題が留意された o 話題の他に談話 の 一 貫性 ､ ま
たは話の 文脈に関する逸脱も母語話者に留意された｡ これ らの場合､ 言語的なメ ッ セ ー ジ
は理解できて も ､ 談話 上 の メ ッ セ ー ジをうまく理解する こ とができない傾向が見られる ｡
よ っ て､ メ ッ セ
ー ジ の ｢理解+ は単なる言語的なレ ベ ルに限らない ことが分か る｡
3) バ ラ エ ティ ー ･ ル ー ル の 違反 (3 5件)
｢言語 の どの バ ラ エ テ ィ ー を使うか+ は バ ラ エ テ ィ ー ･ ) レー ル に支配され る (ネウス ト
プニ ー 1997: 73)｡ 本研究で の 3 5件の逸脱の うち､ こ の ル ー ル に関して最も多く留意され
た逸脱は英語 の コ ー ドに 関係 したもの である (21件)｡ 残りの 14件は日本語 の 中の コ ー ド
に関係する. 内訳は ､ A グル ー プ に対 して 15件､ B グル ー プに対して 1 3件､ c グル ー プ に
対して 7件となる ｡ 最初の 例で は ､ AF 3は英語の語嚢を使用する｡
例44:JF 3は 自分の 専攻 につ い て話 して い るo [AF3ⅩJF3 6行 - 7行]
JF3: ス ポ
ー ツサイ エ ン ス うん ス ポ ー ツ - 栄養学と か - 医学
AF3: あ
- - そ - ､ そ - * * * physic al the r ap yI
この例では ､ AF 3が英語の 語嚢 ｢pbysic alther ap y+ を英語の ままで発音して い た｡ ス ポ ー
ツ科学専攻の JF3 にと っ て こ の 英語は理解可能で あっ たた め､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題を
引き起こ さなか っ た｡ しか し､ 日本語 のイ ンタ
ー ア ク シ ョ ン では通常､ 日本語を話すと予
測されて い るため ､ A F3が使用 した コ ー ドが逸脱と して留意された ｡
AF3 の逸脱は さらに JF 5と の イ ン タ ー アク シ ョ ン におい ても留意された ｡
例 45:JF5は AF3 の出身 を尋ねて い る｡ [AF3ⅩJF5 11行
- 12行]
JF5: ア メ リ カ ､ どこ †の ､ 出身
AF3: oh, あん ､ あん 基 地 †
英語使用に関す る逸脱 は英語母語話者で ある A グル ー プ非母語話者の イ ン タ
ー アク シ ョ ン
以外でも生 じて い るo そ して ､ B グル ー プ非母語話者の 英帝使用 (11件) が A グル
ー プよ
り留意され る ことが多か っ た (9件)0
例46: BF3は法律関係 の仕事に つ い て話して い る｡ [BF 4ⅩJF4 7行
- 8行]
BF3: 払わな い ､ あの ､ と い う の は ､ 家を - 買っ て - ､ そ の 垣 + ユ9些
JF4:
こ の例では ､ BF 3 の英語使用が留意されたが ､ 外来語の ｢ロ
ー ン+ と似て いたため ､ JF4に
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の メ ッ セ ー ジは通 じた ｡ しか し､ 内的場面で は英語は普段使用されな
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い ため ､ BF3 の逸脱が留意された｡
一 方､ C グル ー プ非母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て英語に関する逸脱は 1例 しか
留意されなか っ たo 英語及び英語 に基づ いた外来語 が他の グル ー プほど使用されなか っ た
ことによる｡
日本語 の バ ラ エ テ ィ ー に関す る逸脱も留意された ｡ 調査デ ー タの うち､ 1 0例で非母語話
者の 日本語 の 丁寧さが逸脱と して 留意された ｡ 学生同車の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て丁
寧な言葉が使用 され る と ､ 社会的な距離が置かれた と捉 えられる ことが少なく ない o 次の
例で 臥 A Flが使用す る第 一 人称代名詞が逸脱と して留意されるo
例47:JFlとAFlは 自己紹介を行 っ てい る7｡ [AFlxJFl l行 - 2行]
∬1: 加奈子 っ て言 い ます ､ 田 中加奈子 っ て
AFl: え､ i2左上上は メ アリ ー です けど
AFl の自己紹介は完全に JFlに通 じるもの の ､ ｢わ たく し+ と い う第 一 人称代名詞は 主にフ
ォ ー マ ル 場面で使用 され るため ､ 逸脱として留意された｡
同じペ ア で似た ような逸脱が再び留意され る｡
例 48: AFlはJFlの 専門を尋ねて い る｡ [A FlxJF1 5行]
AFl: あの - ､ 三重毘は†
JFl: 専 門は 法学
AFlの ｢ご専門は †+ は尊敬 の表現で あるため ､ 内的場面の 学生 同士 の初対面で はあま り使
用されない ｡ 敬称の ｢ご+ を使用 しない ことが期待されて い たからである｡
丁寧な語嚢だけで はなく ､ 動詞の 丁寧さも逸脱として留意される｡
例 49:JF3とCF3 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ンが始ま っ たとこ ろである｡ [cF3ⅩJF 3 1行]
JF3: は じめま して CF3さん
CF3: は じめ ま して ､ C F 3と申 し ます うん､ は い
自己紹介を行う時 ､ cF 3は敬語の 表現 ｢ - と申します+ を使用するが ､ JF3にと っ て学生同
士の 初対面 にお い て こ の ような表現は丁寧すぎると感 じた ｡ 敬語の使用が参加者間で ､ 社
会的な距離を作るか らだと考えられる ｡
CF4 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い ても ､ 丁寧体使用が逸脱と して留意される｡
7 す べ ての名前は仮名となる｡
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例50: CF4と ∬7 は 関東 地方に つ い て話 してい るo [cF4ⅩJF7 41行 - 43行]
cF4: (笑い) そ う､ 気候的 には 千葉の方が い い
JF7: でで きれば関東地方 が い い な っ て い うの もあっ た し (笑い)
cF4‥ 辿 ±よ垂､ 冬に な るとすごくなん か､ 海風 が ､ 吹く､ 農 奴 三±去､
JF7: うん
cF4: そ ん なに ､ 冷たくない ､ 寒く感 じない ､
JF7 : あ ー そ うですか
うん , 塾も皇皇思うん ですね
JF7が最初に普通体を使用す るとしても ､ 下線の と こ ろで見られ るように ､ CF 4は丁寧体 を
維持して い る ｡ JF7 は こ の ス タイ ル の維持を逸脱と して留意する｡ FUIに よれば､ JF 7は終
始先生と話 して い るように感 じて い た｡ cF4 の言語 ス タイ ル は JF6との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン
の時にも留意された ｡
日本語の バ ラ エ テ ィ ー に関す る逸脱の うち､ 非母語話者の 丁寧さだけで は なく ､ 非母語
話者の くだ けて い ない ｢きれ い+ な日本語も逸脱と して留意され る場合が ある｡ 例えば､
次の 例では ､ JF6とB F4 の日本語の ス タイ ル が異なっ て い る｡
例51: BF4と JF 6は ポル トガル 語に つ いて話 して い る｡ [BF 4Ⅹ JF6 11行 - 12行]
JF6: あ ー ポ ル トガ ル 語 っ て 聞 い た こと ない か らわか んない ん ですけど - ､ 似 て るん ですか ､ ス ペイ ン語 と､ な
BF4: とポル トガ ル 語 ､ は い
JF6 : んか あ ー
BF4: あ ー ､ こ っ ちか ら して た ら - す ごい 似 て るん ですけど - ､ 外 から - 聞くと - ､ 企旦三主査主ユ王±垂二 ､
BF4 の日本語 が自分 より ｢きれ い+ だとJF6が - 貫 して感 じて い たが ､ こ の 例で見られる よ
うに2人の ｢わか らない+ とい う言い方は異なる｡ JF6 のくだけた ｢わかん ない んですけど
- + に比 べ ､ B F4 は ｢わか らない ですね - + と言う｡ 同じような逸脱は JM3と AM2 のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン にお い ても見られた ｡
以上 の例 で 見られた ように ､ 内的規範の適用によ っ て バ ラ エ テ ィ ー ･ ル ー ル に違反する
逸脱は英語の コ ー ドと関係す るo その 逸脱の 中で ､Aグル ー プ とBグル - プ の 逸脱が目立 つ ｡
他の逸脱は 日本語の 中の コ ー ドと関係 し､ こ こ で紹介した例は非母語話者の 日本語の 丁寧
さ､ 及び ｢きれい さ+ に 関す る逸脱で ある｡ 丁寧さは相手に尊敬を示すほか に社会的距離
も置くため ､ ｢丁寧すぎる+ と して感 じられ ､ 逸脱と して留意される場合がある ｡ さらに ､
非母語話者の くだけて い ない 日本語も留意された｡
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4) 媒体ル ー ル の違反 (21件)
メ ッ セ ー ジは 口頭 で伝達 され る とは限らず ､ 書き言葉､ 身体の 動きなぎに よ っ ても伝達
されるo メ ッ セ ー ジ伝達 の チ ャ ンネル を支配するの は媒体ル ー ル で ある (ネウス トプ ニ ー
1995: 74)o 本研 究で は ､ 口頭以外 のメ ッ セ ー ジ伝達の 逸脱は非母語話者の 非言語的行動 ､
つ まり体の 動き ､ 笑い ､ 近接性､ 視線､ 姿勢及び感情の表現に関係する ｡ 非言語的逸脱は
各非母語話者グル ー プの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て留意されたが ､ B (3件) とc (2件)
グル ー プに比 べ て ､ A グル ー プ (16件) の逸脱は留意され ることが多か っ た ｡
非言 翻勺行動の うち､ 非母驚話者の ジ ェ ス チャ ー が最も逸脱として留意された ｡ 例えば､
BF3が殺人事件に つ い て話 して い た時､ 人をナイ フ で刺すとこ ろを表現するた めに握 っ た手
を右耳の 上 から何度も振り 下ろ して見せたo こ の ジ ェ ス チ ャ ー を見て JF4 が BF3の括写 し
てい る意味を理解する こ とが できたが ､ 内的場面で見られる ジ ェ ス チ ャ ー と多少異 なるた
め ､ BF3 の外来性を意織 し､ 逸脱を留意したo また ､ AF 4 の手の 大げさな動きが同 じように
JF8に留意されたo さらに､ AF 3 のr# い -+ 頭の動き ､ 及びリラ ッ クス した姿勢がJF4に
留意されたo 文化に よ っ て体の動か し方には差が あるため (Richm o nd &McCr o skey 2000:
315)､ 非母 語話者の逸脱 は母語 の社会言語的シ ス テ ム の 転移 から生み 出されたと解釈する
ことができ る｡
非母語話者の視線も逸脱と して留意される場合が あるo 例 えば､ JF2は AM2が じ っ と自分
の 日を見つ め て い ると感 じて い た o 英語の 文化圏で は ､ 相 手を見 つ める の 桝日宇に興味を
示 して い る と い う シ グナ ル が含まれ て い る が ､ ア ジ ア で は 同 じよ うノに捉 えられ ない
(Richmo nd & McCr o skey 200 0: 1 01)｡ 日本語の 内的場面では視線を長く合わせ る習慣がな
い ため ､ AM2 の外来性 と して強く意識された. また ､ AF3が驚きを表現する時､ 大きく目を
見開い た こ とがJF 5に逸脱と して留意された｡
非母語話者の 笑い も留意され る｡ JMlはAFlが声を出して笑 っ た時､ 頭をう しろ へ 傾 けて
声を大きく 出 した こ とを留意 した｡
近接学 (pr ox e mlc s) に関する例も見られた｡ 例えば､ JF 5 の諸に集中するため に ､ AF3
が急に前に乗り出 してJF5 の個人的ス ペ ー ス に入 っ て しま っ たために ､JF5は｢圧迫感+(FU I
によ る) を感じた . 一 方 ､ JF6は CF4が離れて座 っ たこ とを留意 した ｡ 人との 距離が近過 ぎ
ると感 じられ た場合 ､ あ る い は遠退 ぎると感 じられた場合の どちらも ､ 逸脱と して留意さ
れるケ ー ス が ある ことがわか っ た .
感情の 表現 に関 して も2件の逸脱 が留意された｡ 2件ともAF 3とJF5 のイ ン タ ー ア ク シ ョ
ンで見られ､ 感情の入 っ たことばを使っ ても､ そ の感情が JF5に伝わらず､ む しろ逸脱と
して留意されたこ とが明らかに なっ た ｡
8 近接学と は イ ン タ ー パ ー ソナ ル ･ ス ペ ー ス と距離 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と して定義され て い る(An de r so n2000:259)
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例52:JF5は最近ひ い た風邪 につ い て話 して い る｡ [A F3ⅩJF5 66行]
JF5: あ ー なん か ､ あの 11〕 日 間 ぐら い ず っ と ､ 風邪ひ い て て､ 10日 前か ら うん
AF3: あ ー う ー ､ 気 をつ けて -
こ の 例で は ､ JF5 は A F3 の｢気をつ けて - + を逸脱と して留意 し､ FUIで ､ ｢本当に心配 し
て い る感 じで はない+ と報告したo 相手に心配 して い ることを表す際に は､ 顔 の表情､ 身
体の 姿勢や声の 質が関係すると指摘されて い る (Richm o nd & McCr oskey 2000: 63､ 118) が ､
AF3 は無表情で ､ 声も小 さく ､ 発話のイ ン トネ ー シ ョ ン も下降して い たことが この 逸脱の要
因になっ たと考えられる｡
本研究にお い て媒体ル ー ル に違反する逸脱の すべ て は非母語話者の非言語行動と関係 し
た｡ 文化に よ っ て言語使 用の み ならず ､ 非言語的行動も異なるた め､ こ の ような逸脱 の要
因は異文化の 相違だと考えられる｡ 非母語話者の 3 グル ー プに対 して非言語的逸脱が留意
されたが､ 特に A グル ー プ の逸脱が 目立っ た｡
5) 形ル ー ル の 違反 (3件)
メ ッ セ ー ジ の配列は形 ル ー ル に よ っ て支配されて い る｡ 本研 究で は ､ こ の形 ル ー ル に違
反する 3件の 逸脱が留意された｡ その内訳がB グル ー プに対 して 1件､ cグル ー プに対 して
2件となり ､ すべ て の例は非母語話者の名前と苗字の順番に関す る逸脱で ある｡ 例 えば､ 最
初の 例はBF 3とJF3 のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン におい て発 生 した｡
例53:JF4とBF 3は自己揮介を行 っ たところで ある o [BF 3ⅩJF4 2行]
BF3: 加 奈子 さん は -
JF4: は い
あ の - 専門 は†
母語話者同士 の 初対面 で は ､ 明確な指示 が ない 限り ､ 相手 を苗字で呼ぶ方 が自然で ある
(Ne u stupnf 198 7: 9 8､ Sc ollo n良 Sc ollo n2001: 1 36). しか し､ こ の 例で は B F3が JF4
を名前で呼ぶため､ 内的場面との相違が表面化 し､ 逸脱が留意された0
形の ル ー ル の 違反が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン問題を引き起こす場合があるo 次の例 では非母語
話者の名前の 形に関す る逸脱が発生する｡
例54:JMlは CFl の名前に つ い て尋ねてい る. [cFlxJM1 8行 - 1 0行]
JMl: コ ウさん の 字は †
CFl: あの - * *(紙の 上演字を書く) うん * *基基壷
JMl: と名前T
CFl: 苗字ですね
あ! こっ ちが 苗字ですか†
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これが ､ うん と名前になる ん です か, 苗字
JMl はC Flに銘前の 漢字を番い てもらっ たもの の ､ そ の字が名前なの か ､ ･ S 字 なの か ､ 理解
できなか っ たo さらに ､ 日本語の 名前に使われてい ない 漢字が使用されて い た ことが逸脱
として留意された｡
名前はアイデンテ ィ テ ィ ー の 一 部でありなが ら､ 人間関係の成立 に影響を与える場合が
あるため ､ 形 ル ー ル に関 して逸脱が発生する場合､ 留意されやすい と考えられる o 母語話
者は相手 が自分をどう呼ぶ か などの 自分の名前の使用に関 して逸脱を留意するだ け ではな
く ､ 相手の名前に 関しても不明なところがあ っ たら､ 逸脱を留意するこ とがわ か っ た｡
6) 換作ル ー ル の違反 (3件)
操作ル ー ル は ｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をどう評価したり､ 訂正 したりするか+ (ネウス トプ
ニ ー 1995: 74) を支配 し､ 本研究で は ､ こ の ル ー ル に違反 した 3 件の 逸脱が留意された｡
すべ ての 逸脱は C グ/レ - プ非母語話者の イ ンタ ー アク シ ョ ン にお いて留意され ､
者が自分の 説明を放棄するケ ー ス で あ っ た｡
例55:JF3は京都 - の旅 行に つ い て話してい る ｡ [cF3ⅩJF3 22行 - 25行]
JF3: 京都 に嵐山 っ て い うと ころが ある んで すよ あの す ごい 大き い ? ?
CF3: あ ー あ - は い あ ー 知 っ てますけど, あの ､ し,
JF3: 中国の † 首相† ? ?
CF3: しゆ うお ん らい * あの - * 中国 の * * * あの , 元 の ､ あ の し ゆ､ 首相 はい ､ 周 恩来
非母語話
JF3: (笑い) ? ?? え( 笑い) なん か そ こ に -
CF3: * *は い ､ あの嵐 山に あの * なん と い うか な､ あの ､ (笑 い) は い (笑 い)
CF3は周恩来 の京都訪問に つ いて説明 しようと してい るが ､ 日本語能力の不足に よ っ て言い
たい ことをうまく表現する こ とができなか っ た｡ その ため ､ 説明の途中､ cF3 が説明を諦め
るが ､ これ が JF3に逸脱と して留意された｡ 説明を始めた ら最後まで説明する こ とが非母
語話者に期待されて い る ようだ｡ 言い 換えれば､ 説明を放棄する ことはイ ン タ ー アク シ ョ
ン参加 の 回避と して解釈 されるわけである. C Fl のイ ン タ ー アク シ ョ ン にお い ても似たよう
な逸脱が 2 度発生 し､ 同 じように留意された が ､ 他 の 非母語話者グル ー プで は ､ こ の よう
な状況は 見られ なか っ た｡
7) 内的規範の 適用によ っ て社会言語的逸脱が留意された要因
以上の ように ､ 留意された社会言語的逸脱の 17 0件の 内容は様々 であるが ､ こ の逸脱 に
対して母語 話者の 内的規範が顕在的にな っ た要因も多様である｡ まず､ 非母語話者のイ ン
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タ - アク シ ョ ン参加 の 不適切 さが留意の要因の - つ と考えられるo 例 えば､ 点火ル ー ル の
例で見られ たように,､ 母語話者はイ ンタ ー アク シ ョ ンの 促進を重視して い るため ､ 非母語
話者の 参加 がこ の 促進 を脅かす場合､ 逸脱を留意すると考えられる｡ 母語話者が非母語話
者の 参加自体を留意 しなくても､ 参加に関係する話の維持､ 会話の盛り上がり ､ 沈黙､ 説
明の 放棄などの 逸脱を留意する場合がある｡ また､ 参加するだけでは十分では なく ､ 積極
的に参加するこ とが非母言膏話者 には期待されてい る｡ よ っ て ､ 1対 1 の初対面場面 におい て
は､ 母語話者 は ｢穣極 さ+ を示 さない非母語話者 の笑 い ､ 視線､ 感情の表現 などに敏感 に
なると結論づ けるこ とができ るだろう｡
次に ､ 社会言静的 な逸脱 がメ ッ セ ー ジの 理解に 困難 を引き起こすた めに留意される場合
がある｡ 母欝話者は非母静話者の 言語的なメ ッ セ ー ジを理解する ことができるもの の ､ 談
話の 結束性 が - 賞 して い な い場合､ 発話の 文脈が明確で はない場合､ 談話の レ ベ ル にお い
て非母語話者の メ ッ セ ー ジ を理解するこ とができ ない 場合が ある｡ よ っ て ､ 逸脱が留意さ
れやすい 状況とな っ て いる ｡
また ､ 社会言語的 な逸脱 の 発生に よ っ て相手との相違を強く感じる場合が ある｡ 非母語
話者が 日本語以外 の コ ー ドを使用す る場合､ 母語話者 の レ パ ー トリ ー にない体 の動きを行
う場合､ く だけて い ない 日本語 の ス タイル が選択 され る場合､ 相手の外来性が顕著となる
ため ､ 逸脱が留意されると考えられ る｡
さらに､ 1対 1 の初対面場 面にお いて は母語話者の 規範は特定の逸脱に対 して は強く顕在
化されるようで ある ｡ Ne u stupnす 1 985b: 1 69) で は､ オ ー ス トラリア人英語母語話者の 規
範は非母語話者 の綴字払 ､ 及 び エ チ ケ ッ トの 問題 に対 して特に顕在化され ると指摘されて
い る ｡ 本研究では ､ 初対面 におい て ､ どの ような話題 が適切なの か ､ 学生間では どの よう
な丁寧さの レ ベ ル が好ま しい の か ､ 相手との物理的､ 社会的距離は どの ぐらい 置く べ きか
に関 して母語話者の 規範が 顕在化されやすい ようで ある｡ こ の ような逸脱は人間関係 の構
築､ ある い は エ チ ケ ッ トに関係するため､ 母語話者の 内的規範が顕在化されやすい と考え
られる｡
逸脱がイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 中で い つ 発生するかも逸脱の 留意に関係する ｡ 初対面で は
短時間で相 手に つ い て数多く の情報を得 ようとす る (中西 2 000: 135)｡ こ の ためか ､ イ ン
タ ー アク シ ョ ン の 初期段階にお い て発生する逸脱を留意すろケ ー ス が多い o これまで説明
した カテ ゴ リ ー の 例を見て分か る ように ､ 自己紹介場面で留意される逸脱が多い ｡ 例えば､
例 48では ｢わた し+ の代わりに ｢わたく し+ と発言 したA Fl の逸脱は自己紹介の 時には留
意されたが ､ そ の あとに発生 した逸脱は留意され なか っ た｡ また ､ 沈黙､ 名前 ､ 外見に関
する逸脱も比 較的イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 初期段階で 見られ る｡
また､ Ne u stupnf (1985b)で挙げられて いる留意の 要因の 1 つ は ､ イ ンタ
ー アク シ ョ ンの
中で生じた逸脱 の 全体的発生率で ある ｡ 相手の 逸脱が全体的に少ない と､ 1 つ 1 つ の逸脱
が目立 っ た め留意されやすい と指摘して い る ｡ 本研究にお い ても似たような結果が見られ
る｡ 例えば､ BM2 の言語 ス タイ ル ･ シ フ トの 逸脱がJF2 に強く留意された｡ 本調査の非母語
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話者のうち､ BM2 の 日本語は最も流暢で ､ 留意された逸脱は最も少なか っ た｡ 全体的に逸脱
が少なか っ たため､ こ の ような逸脱が目立っ て しま っ たと言える｡
さらに ､ 逸脱の 繰り返 しによ っ て ､ 母語話者 の 規範が ある逸脱に対 して特に顕在化され
る場合があるようだ (フ ェ ア ブラザ ー 2002d: 1 2)｡ 例えば､ JM 3とAM2 のイ ンタ ー アク シ
ョ ン にお い て JM3 が何度もAM 2 の｢難 しい+ 話題を不適切な話題として留意したo 同 じ ｢難
しい+ 話題が繰り 返 され ると ､ さらにそ の逸脱 に敏感になり ､ 話題 に関する逸脱が 5 度も
留意され た ｡ JM3 の規範が 特に AM 2の話題提供に関 して顕在的になっ た と解釈するこ とがで
きる｡ JF4 とCF 3 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い ても ､ 逸脱 の繰り返 しによ っ てJF4 の規範が
cF3 の会話参加の 逸脱に対 して敏感 にな っ たようだo ｢あ､ ゝそ う+ の あいづ ちと同時に CF3
が何度も視線を下 へ そ ら したケ ー ス が あ っ た｡ 同 じ逸脱の繰り返 しに よ っ て JF4が cF3の
非言語行動に敏感に なり ､ 同 じ逸脱が何度も留意され る結果とな っ た｡ つ まり ､ 逸脱 は 1
っ 1 つ 単独 で留意され るとは限らない ｡ 以前の 留意 によ っ て 母語話者の規範が特に顕在化
される場合も ある ｡
3. 2. 2 . 4 . 社会文化的逸脱 (51件)
以上で紹介 した例とは 異なり ､ 母語話者 が社会文化的な逸脱 に対 して適用す る ｢規範+
は社会文化 の ル ー ル や原則に基づ いたもの では なく ､ 母語話者の期待 に基づ い たもの が多
い ｡ よ っ て ､ 非母語話者の 考え方 ､ 経験 ､ 個人的な背景などが母語話者の期待に応 えて い
ない場合に逸脱 が留意されたと思われ る｡ 本調査 で は ､ 内的規範の 適用に よ っ て社会文化
的逸脱 51件が留意された ｡ そ の 内訳は A グル ー プ に対 して 1 6件､ B グル
ー プに対 して 12
件､ c グル ー プに対 して 23件となる ｡ 留意された社会文化的逸脱はさらに ｢非母語話者に
関する情報+､ ｢非母語話者の 日本 に関す る情報+､ ｢日本との 関係+､ ｢母語話者と非母語話
者の 共通点+ 及び ｢第3 文化に 関する知識+ に分けられる｡
1) 非母語話者に関する情報 (32件)
社会文化 的逸脱 の うち ､ 非母語話者に関する情報 が留意された o こ の ような情報 はさら
に非母語話者の 個人的情報､ 非母語話者の 国や文化に関する情報､ そ して 非母語話者の 人
柄に関す る情報に分類するこ とが できる｡ 留意された 32件の 逸脱の うち､ A グル
ー プに対
して 11件､ B グル ー プに対 して 8件､ C グル
ー プに対し七13件とい う内訳に なるo
① 非母語話者の個人的背景
非母語話者の 個人的背景に 関する逸脱に は ､ 非母語話者の 所属と過去 の経験が含まれて
い る｡ 例えば ､JF 6 の予測に よ ると ､ 大学の 理系の 学部に は女子学生はほ とんどい ない の で ､
理系である B F4 の所属を逸脱と して留意したo また､ 留学生は各学部に所属 してい るの だ
ろうとJF8は予測 して い たた め ､ C F4が 大学院生で あるこ とを逸脱として留意
したo
非母語話者の 経験 に関 しても逸脱として 留意されるo
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例56:AF4 は以前の 留学に つ いて話 し始める｡ [A F4ⅩJF7 54行]
AF4: 一 年間､ あの ､ 静間県 の 静岡市に留学 して て ､
JF7:
JF7は現在の留学が A F4に と っ て初めての ことだ と考えて いた ため ､ AF4に 一 年間の 日本滞
在歴があるこ とを自分の 予測に反することと して留意した｡
母語話者の 仕事の 経験 に関す る逸脱も留意された｡ 日本 で は ､ 社会人と して仕事をした
あとで大学に入 る人 は ほとん どい ない の で ､ 相手も当然その ような経験はない だろうと思
つ てい た｡ しか し､ 次の 例で は､ BM2の 仕事の経験がJM3 の予測と矛盾するため ､ 逸脱と し
て留意される ｡
例57: BM2はブラジル で の 仕事に つ い て話 してい るD [BM2ⅩJM3 52行 - 53行]
BM2: ま､ 一 応 ぶ､ ブ ラ ジ ル で弁磯士 で すけど
JM3: は い
BM2がもう既 に ブラジ ル で弁護士 をしてい た とは予測 して い なか っ たため､ JM 3に逸脱と し
て留意された｡
以上 の例 で は ､ 母語話者は非母語話者の 経験及び背景に 関す る逸脱を留意するが ､ これ
らの 例は母語話者自身 の 常識 の な い こ とを表 してい る｡ 母語話者すべ てが非母語話者に対
して同 じような期待を持 つ とは限らない ため､ 母語話者が持 っ て い る期待の 中でも個人的
な差は あると考えられ る｡
② 非母語話者の 国､ 文化と習慣
非母語話者の 個人的背景と は別に ､ 非母語話者の 出身国と文化に関する逸脱が留意され
る場合が ある｡ 接触場面の 利点の 1 つ は ､ 異国 ･ 異文化につ い て学ぶ ことであるため ､ 海
外につ い てそ れまで に持 っ て い た知識以上の情報を得 るこ とが少なくない ｡ 新しい情報は ､
母語話者の 期待に対す る逸脱に なると考えられる｡ 例えば､ JF8はAF4との
■
イ ン タ ー ア ク シ
ョ ン にお いて オ ー ス トラリア の旅行文化に つ い て逸脱 を留意 した ｡ JF8 にと っ て旅行は比較
的短いもの で あるため ､ AF 4 の友達が 1年間旅行 し､ 1 ケ月 もAF4 の部屋で泊まるとい う話
を聞い て逸脱と して留意 した｡ また､ ∬4はBF3 とのイ ンタ
ー ア クシ ョ ン にお い てブラ ジル
の社会生活に つ い て逸脱 を留意した o JF4にと っ て弁護士は遠い 存在で あるた め､
一 般 の人
はあまり 関わ らない と いう期待を持 つ が ､ ブラジル で は
一 般の 人でも弁護士との 関係 があ
る ことを逸脱 として 留意 した｡
cM2とJF2 のイ ン タ ー アク シ ョ ン で は ､ JF 2は中国の 文化につ い て逸脱を留意したo
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例58: CM 2とJF2はお 正月 に つ いて話 して い るo [cM2ⅩJF 2 73行 - 75行]
cM2: 日本 ､ で あまり爆竹 やらない ですね ､ 中国は い たると ころでボ ン ボ ン するとなん か に ぎやか に
JF2: あ !やらない です ぁ ー でも
Chf2: 呈 出 土垂
JF2: あ ー - - うる さい と嘗う人は い ない ん です か† あ ー - -
JF2にと っ て爆竹 の 音は大き い こ とか ら､ 中国でうるさい と言う人が多い の で はないか と予
測 した｡ しか し､ C M2 の諸に よれば､ 文句を言う人は い ないと分かり ､ JF2は こ の逸脱を留
意する｡
③ 非母語話者の 人柄
価値観 ､ 態度 ､ 性格 ､ 将来 の夢､ 教養など､ 非母語話者の全体的な^柄に関 して 逸脱が
留意され るケ ー ス が あ っ た｡ 例 えば､ 次の例で は ､ JF2は CM2 の価値観を逸脱と して留意
した｡
例5 9:JF2は中国の お正月習慣につ いて尋ねてい るo [cM2ⅩJF 2 65行 - 71行]
JF2: お 年玉 ､ みた い な ある ん で すか †
CM2: あ!
JF2: はは はは は
あり ます よ
それ はお金†ですか ぇ ー -
お 金です
あ､ は は は
え ー 大体ですね､ 僕最近は
CM2: もらっ て ない です よね もうもらえない なんか ､ 年
JF2: あ ー - -
CM2: ( 息を吸う1 えー 一 大学ま で は あ っ たん で す
に なっ ちゃ っ たん で､ うん ､ 大体何才まで か な * *
大体そ れぐらい です よね
そうです よ
JF2:
cM2‥* ふ ん ､ に 入 る と * *どうもなん か もらう と こ っ ちは遭 払
ズ. - ‾--
そ うです * で 大学院
す ごく * * * *
c旭2がお年玉 をもらうの が 恥ずか しい と述 べ たた め､ JF2は自分の価値観との差異を強く感
じ､ cM2 の価値観を逸脱 と して留意 してい る｡
同じようなもの と して は ､ CF4 が
一 人で夜遅く帰るの は怖くない と言 っ た こ と ､ CM2が ビ
デオ ･ カメ ラの 前でア ダル ト ･ ビデオの 話をするの を嫌が っ て い た こと､ A F3が菓子をい っ
ぱい持 っ て帰っ たこ となどの 例が ある｡
非母語話者の 態度に 関 して ､ JF 5は ､ 日本人学生の ために良い 寮がない の に ､ CM3が自分
の住んで い る留学生寮が狭すぎると文句を言 っ たことを逸脱と して留意した o JF5はさらに ､
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BF3 の若者に対する態度を逸脱と して留意した｡
非母語話者の 教養に 関しても母語話者は逸脱を留意する｡ 例えば､ JF8は､ AF4が自分の
国につ い て深 い 知織 を持 っ て い る こ とを逸脱として留意した｡ 一 方 ､ 同じイ ン タ ー ア ク シ
ョ ン にお い て ､ A F 4が世界 史に関する根本的知識の ない こ とが逸脱と して 留意され た. c姐3
の夢に関して も逸脱が留意 された ｡ JF3は ､ CF3が 将来日本語の教師になりた い ことを逸脱
と して留意 した｡
以上の例で 見られるように ､ 接触場面におい て母語話者は非母語話者の属性や文化 ､ 国 ､
価値観と態度に 関 して様 々 な個人的情報を得る こ とが できる ｡ こ の ような社会文化的な情
報は母語話者が期待 して い たことに矛盾する場合があるため ､ そ の 場合こ の 情報を逸脱と
して留意す る こ とが 明らかに なっ た｡
2) 非母語話者 の 日本に 関する知識 (11件)
非母語話者 の 日本 に関する知織 の 有無も逸脱と して 留意され るケ ー ス があるo 非母語話
者が知識 を持 つ こ と､ 持たない こと､ あるい は 日本社会に対する意見や観察は ､ 母語話者
に留意される ｡ 本研究で は ､ こ の ような逸脱は1 1件留意され､ 内訳はA グル ー プに対 して
3件､ B グル ー プに対 して 1件､ c グル ー プ に対 して 7件で ある｡
最初の 例で は ､ AF 4の 日本 の 大学に関する知識が足 りない とJF8は留意した ｡
例60: AF 4は ∬8 の勉強に つ い て尋ねてい る｡ [AF4ⅩJF 8 31行
- 34行]
AF4 : あの - ､ 外 国語 の ､ 勉強 して る ん です か†にち､ 英語だけですか *そ れとも英語 は勉強 しない
JF8: え
ー 英語 牲､ み ん な -
AF4: 必修あ ー
JF8: み なさ ん大学生 は ､ ひ ､ こ の 大学 で は必 修なの で - ､ で英欝 は必 ずや ん なくちや い け なく て ､ あ と 文 学部 の , 生徒
AF4: あ､ 必修 - で すか ､ ふ う
- ん
JF8: は ､ 第二 ､ 外 国語 っ て い うの を取らなくちゃ い けなく て は い
JF5は 日本 の 大学に留学 して い る人が 日本の 大学制度に つ い て知識を持 っ て い るだろうと
予想 して い た が ､ AF 4は英語が 必修なこ とを知らなか っ たo そ の た め､ JF8に逸脱と して 留
意されて い る ｡
次の 例で は ､ 日本の 地理 に関する知識不足も逸脱と して留意され るo
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例61:CF4は JF 8の 出身に つ い て尋ねて い る｡ [cF4ⅩJF8 9行 - 11行]
cF4: 出身は ど こ で すか あ - 関東ですか ん と - 栃木†どこですか (笑い)
JF8‥ 出身は､ 栃木県です は い ( 笑い)栃木県は - ､ -
CF4:
JF8: 応 関東地方なん で す け ど* 千葉があ っ て ､ 東京が あっ て ､ そ の ､ 上 に埼玉 が あ っ て ､ 埼玉 の 上に栃木が
この 例で は ､ CF 4は栃木の 位置を知らなか っ た｡ JF8はCF4が日本の地 理に つ い て知識 を持
つ てい るだろうと思 っ て い たた め ､ CF4 の知識不足が こ の期待に矛盾 したことを逸脱と して
留意した｡
次の 例で は ､ CM2が 日本 の ｢悪 い+ とこ ろを指摘す る｡
例62: CM 2は 日本の ｢悪 い+ ところに つ い て話し始める. [cM 2ⅩJM3 46行 - 49行]
c姐2:や っ ぱ - *価値観 が 多分適うん で ､ うん ､ ず っ と え ー ､ 例 え ばテ レ ビ で あ ー ､ い う * なん か *深夜 番組
Jh43: う ー ん うん
cM2: す ごく * *ぼ､ 傍らの 目 か らみ ､ 見たら あれ､ 悪 い な 一 つ て感 じが しま すよね
JM3:うん うん あ ー
- - なる ほ ど
cM2はヌ ー ドなどが映され る 日本の 深夜番組はよくない と指摘 したが ､ JM3は この こ とをあ
まり考えた こ とが なか っ た た め ､ 日本の文化に対す る新しい 見方を逸脱と して留意した ｡
同じペ ア の イ ン タ - ア ク シ ョ ン にお い て ､ CM2が 日本の新幹線に関する新 しい 見方を JM3
に提供する｡
例 63: CM 2は新幹線に つ い て話 して い る. [cM2ⅩJM3 62行 - 6 3行]
c姐2: 僕 は乗 っ た 時に 周り が 全部なん か 人が乗 っ て い なか っ た､ これは ､ え
- 無駄 じやない んで すか
JM3: 且b_ あああ
JM 3は新幹線が便利だと しか考 えた こ とがなか っ たた 軌 発車本数の 多さが CM2に無駄だ と
見られて い る こ とが逸脱と して留意される｡
日本の 食べ 物に 関する逸脱も留意される｡
例64: AM2とJM3は 日本の食 べ物に つ い て話してい る. [AM 2ⅩJM3 37行
- 39行]
AM2‥ あ､ や っ ぱ り ､ うん ､ 納豆 は * ち ょ っ と * * 1回食べ て み た んで すけど *もうあの 臭い だけ で うん
JM3: 臭い が
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AM2:
J姐3‥ あ
ー -
- * 臭い が や っ ぱだめ なん ですか
そ うですね
JM3は納豆 が苦手 な人 は ､ あの ねばねば感が嫌なの だと しか考えたことがなか っ たため ､ AM2
は臭い の方が苦手だとい うこ とを逸脱として留意してい る｡
非母語話者 の 日本 に 関す る知織 ､ 観察などが以上 で示 したように逸脱として 留意され る
場合がある｡ 母語話者は非母語言古者に対 して ､ 日本に対する知識や 一 般常識と言われ るも
の をある程度持 っ て い る こ とを期待 して い るため､ 非母語話者の発言がこの 期待 と矛盾す
ると逸脱の 留意の 要因となる と考えられる｡ また､ 母語話者は自分の 国､ 文化 につ い て第
三者の 目か ら見 る機会が少 ない た め ､ 非母語話者のイ ン タ ー アク シ ョ ンに よ っ て い ままで
考えたことの ない意見と観察などを逸脱と して留意する｡
3) 日本と の 関係 (5件)
母語話者 は非母語話者の 日本 で の 生活に つ いて期待を持 っ て い る場合があるo 非母語話
者の 日本人との 人間関係､ 日常生活などが こ の期待に添わない 場合､ 逸脱と して留意され
るケ ー ス が ある ｡ 本研究で は ､5件の 逸脱が留意され､ そ の 内訳はA グル ー プに対 して 2件､
Bグル ー プに対 して 1件､ c グル ー プに 2件となる｡
最初の例で は ､ AF4は留学生の友達作りにつ い てJF 6に逸脱が留意される｡
例65:AF4 は 日本人学生 のネ ッ トワ ー ク に つ い て話 して い る｡ [A F4ⅩJF6 4 4行
- 50行]
AF4: 日本人と友達なりた い けど - 入 り にく い †笑 い) そ うで しょ どっ ち
- そ う､ や っ ぱ り､
JF6: ( 笑い) あ ー 入 っ て 来て欲 し い (笑い1 お 互 い そ う思っ て る
AF4: ど っ ちも入 り たい けど､ ど っ ちも入 れない 状態 になっ てて
-
､ え ー だか ら､ 最初は - ､ つ い て
- は 一 日本 人と
JF6: う ー ん
AF4‥ なり たい と思 っ て - あの - 思 っ て る の で - ､ 少 しした ら
- あ ー 入 りくそ うな - †と 思 っ て
JF6: う ー ん う
ー ん
結局留学生同
AF4: 士 で ､ 固ま っ ちや つ て - ､ で ､ そ れか ら - もう､ で なくなる､ その ､ 円か ら､ や っ ぱり,
一 度 をもう固ま っ たら
JF6: う ー ん う ー ん あ
ー うんうん
AF4: でて くの は - す ごい むず か しい し 一 日 本人は､ その 固まり にきたら､ 入 り にく
い なと( 笑い) 思うん だ ､
JF6: うん うん むずか しい うんうん (笑
い) うん思う
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AF4: そ うで しよ う†
JF6: ( 笑い) うん ､ 思 う
非母語話者にと っ て 日本人 と友達になるの は難しい とは予測してい なか っ たため､ JF6 は
AF4の説明を期待 して い たこ とに対 しての 逸脱と して 留意する｡
ほか の例 で は ､ 非母 語話者 の 専門､ 大学で研究 して い る時間数 ､ 昼間の ア ル バ イ トお よ
びア ル バイ トで働く時間数が逸脱として留意された ｡
4) 母語話者と非母語話者 の共通点 (2件)
初対面にお い て相手との 共通点を持 っ ことが期待されて い ない場合がある｡ よ っ て ､ 相
手との 共通点が見つ か ると ､ その ことが逸脱と して留意される可能性がある｡ 本研究で は ､
こ の ような逸脱は 2件留意され ､ B グル ー プお よび Cグル ー プ非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ
ョ ン におい て留意された｡ 例えば ､ 次の 例では ､ 共通話題が逸脱と して留意され る｡
例66:JFlとBF lは自己紹介を行 っ て い る｡ [BFlxJF1 7行 - 12行]
BFl: 私工 学部 の建築 の 都市計画
JFl: 工 学部†
けん ､ 研究室で < 省略> は い
あ ー - 建築の人 < 省略> 法律の 勉強をや っ て い ます
BFl:
JFl: あで も建築もち ょ っ と 興味あります私
あ､ そうなん ですか ( 笑い) あ! そう
はい お父 さん が建築や っ て る人だ か ら
BFl: で すか あ ー
JFl: うん ､ ち ょ っ と興味が少 しあり ます
文系である JF l の周りの 学生に建築に興味を持 つ 人が い ない ため ､ 建築専門の BFlと興味
の対象が 同 じで あるとは 予測 しなか っ た｡ 自分の予測と矛盾 したため ､ こ の 共通点が逸脱
と して留意された｡
ほかの 例では ､ JFlは CF lが自分と同じ誕生 日である こ とを逸脱と して 留意する0
5) 第3文化に関する知識 (1件)
非母語話者との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て ､ 母語話者は第3文化 に関する新しい情報
を得るこ とが でき る｡ こ の ような情報が母語話者の 期待 して い たこ とと違う場合 ､ 逸脱と
して留意され るケ ー ス が ある｡ 本研究の 1 つ の 例は B M2と JM3 のイ ン タ
ー アク シ ョ ン にお
いて見られた｡
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例67: BM2 とJM 3はフ ラ ン ス 語に つ い て話 してい るo [BM 2ⅩJM3 28行 - 30行]
BM2 : 私は結構好き ですね, 特 に､ ま､ フ ラ ン ス 静 の 壕合は ね､ 結構 い い ん で すね､ あの - 詩とか
J払3: あ ー 詩とか ､ あ ー -
BM2: 虹 退ムですけども
Jh43:
JM3はフ ラン ス 及びフ ラン ス 語に つ い て特定のイメ ー ジ しか持 っ てい ないため､ フ ラン ス に
関するこ とに つ い て詳 しく話すとは全然予想して い なか っ たo JM3は ､ フ ラン ス 語の詩とシ
ャン ソン に つ い て あまり考えたこ とが なか っ たため ､BM2 の発言を自分の予測に対する逸脱
と して留意した ｡ こ の 逸脱 に よ っ て フ ラ ン ス の新 しい側面を見る こ とができた とも考 えら
れる｡
6) 内的規範 の適用 に よ っ て社会文化的逸脱が留意され る要 因
内的規範の適用 によ っ て社会文化的逸脱が留意され る要因は いく つ か考えられ る｡ まず､
非母語話者及 びそ の 国や文化に つ い て ､ 日本での 生活 につ い て ､ あるい は第3文化に つ い
て今まで考えた ことの ない ことが新しい情報の 逸脱と して留意され る｡ 母語話者と非母語
話者は新しい情報 の 交換に よ っ ても っ と深く互 い に知る こ とができ るた め ､ こ の ような外
来性管理は異文化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン におい て重要が働きを示すと言える｡
次に ､ 母語話者と非母語話者との 間の社会文化的な相違点を逸脱 と して留意する｡ 例え
ば､ 相手の 価値観や態度な どが 自分と異なるこ とに対 して 母語話者 の 内的規範が顕在化さ
れる｡ しか し､ 逆の ケ ー ス もある｡ 自分と相手の 間に共通点が あると期待 されて い ない 時
に共通点が発見され ると ､ 逸脱が留意される｡
また ､ 母語話者は相手が 日本に つ い て どの ぐらい の 知識を持 っ てい る の か につ い ても規
範を持 っ て いる o 特に非母語話者の 知識が母語話者の 期待に添わない場合､ 逸脱が留意さ
れ る｡ 母語話者は 日本の 地理 を ｢常識+ と して考えて い る場合が あるため ､ 内的規範が特
に顕在化されて い ると言える｡
最後に ､ 母語話者は非 母語話者との やり取りによ っ て自分の 国､ 文化 を第3者の 目か ら
見る場合が ある｡ 日本に関 して今まで 当然だと思 っ て い た ことを非母語話者 の発言に よ っ
て考え直す機会が与 えられ ､ 日本に対する新しい 見方を知 る場合 がある｡ 非母語話者の こ
の ような意見に対 して母語話者の 規範が顕在化され ると考えられる ｡
3 . 2 . 3 . 接触規範の適用 によ っ て逸脱が留意される場合 (50件)
以上の 3 . 2 . 2 . で論 じたように ､ 母語話者が逸脱を留意する時､ 内的規範の適用によ
っ て留意する場合が多い ｡ しか し ､ 接触規範の適用 に よ っ て逸脱が留意され る場合 ､ つ ま
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り ､ 内的場面で は留意 され る はずが ない 逸脱が ､ 接触場面では留意される場合が ある｡
3･ 2･ 4･ には､ 接触規範の適用 によ っ て留意された逸脱の数を示 したo
表3.2.4. 接触規範の適用による逸脱 の 留意
A グル ー プ B グル ー プ Cグル ー プ 総計
外見的逸脱 0 1 0 1
言語的逸脱 4 3 1 8
社会言語 的逸脱 6 10 2 18
社会文化的逸脱 9 5 9 23
合計 19 19 12 50
秦
この 表3･ 2･ 4･ で見られ るように ､ 接触規範の 適用に よ っ て 母語話者は各非母語話者 グル
ー プに対 して逸脱を留意する｡ A､ B グル ー プ の 逸脱が留意されたの が多か っ た (1 9件ずつ)
が
､ 逸脱の 種類に よ っ て各3グル - プ間で ､ 逸脱が留意される率が異なる｡ 最も多か っ た
の は社会文化的逸脱で あるが ､ Bグル ー プの逸脱はA とC グル ー プの より少なか っ た｡ 次に
多か っ たの は社会言語的逸脱 だが ､ 今回の 3グル ー プのうち､ B グル ー プの逸脱が最も多く
(lo件)､ 次 い で A グル ー プ 6件 ､ そ して C グル ー プ 2件だ っ たo 留意された言語的逸脱の
8件の うち､ A (4件)､ B グル ー プ (3件) の逸脱 より C グル ー プ (1件) の 逸脱が少ない ｡
そして ､ 接触規範の 適用 に よ っ て B グル ー プに対 して の み ､ 外見的逸脱1件が留意された ｡
以下 ､ 留意された逸脱 の 種類 の特徴 を紹介し､ 接触規範が適用 され た要因を説明する｡
3 . 2 . 3 . 1 . 外見的逸脱 (1件)
本研究で は ､ 非母語話者の 外見に対 して接触規範が適用されたの は 1件で あっ た ｡ こ の 逸
脱は BF3とJF 5 のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン におい て生じた逸脱で あっ た｡ 非母語話者は外見的
に違いが あるだろうとJF5は予測 して いたが､ B F3は 日本人その もの に見えたた め､ 逸脱と
して留意された｡ JF 5は ｢ー居た 5でβ/本人IrR 尤a Cや 磨 いん です加 ‥ あ!と/g(っ 虎+｡
JF5は接触場面にお い て 日本人に見えない人が登場すると期待 して い たため ､ B F3 の外見
に関して逸脱 を留意 したと考えられる ｡ つ まり ､ 非母語話者の 外見に つ い ても接触規範を
持っ てお り ､ 接触場面の 特徴 と して相手は日本人で はない ､ 日本人にも見えない という こ
とを期待 して い た｡
3
. 2
. 3 . 2 . 言語的逸脱 (8件)
非母語話者が何も逸脱を引き起こ さない ことが逸脱 として留意されるケ
ー ス がある｡ 接触
場面の相手は非母語話者で あるため､ 母語話者は必ず逸脱が発生するだろうと予測 してい
ることが あるが ､ 予測に反 して逸脱が生 じない場合､ その逸脱の 不在を留意する｡ つ まり ､
母語話者は接触規範の 適用 に よ っ て非母語話者の 逸脱 を予 測するが､ 実際に発生 しない こ
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とをその接触規範か らの 逸脱と して留意する｡ こ の ように留意された言語的逸脱 は 8件と
なり ､ 内訳は A グル
ー プに対 して 4件､ B グル ー プに対 して 3件､ cグル ー プに対 して 1件
である｡ こ の ような逸脱は非母語話者の総合的日本語能力､ 声の 明快さ､ あるい はイ ン ト
ネ ー シ ョ ン に関するもの で あ っ たo
8件の逸脱 の うち､ 6件は 非母語話者の総合的日本語能力に関するもの であ っ た｡ 異なる
エ ス ニ シテ ィ の人 に対 して期待が低くなる現象は ､ Ess ed (1991: 232) で は､ 過小評価
(u nde r e stim atio n) と呼ばれて い るが ､ 本研究でも ､ 各非母語話者 グル ー プ のイ ン タ ー ア
ク シ ョ ン にお い て ､ 同様な例 が見られた｡ 但 し､ 非母語話者の 日本語能力が母語話者の期
待を上回る場合も逸脱と して留意された (AF3とJF4､ AF4とJF6､ AF4と JF8､ BF 4とJF 8､
及び CF3とJF5の 場合)0
ほかの例で は ､ AF 4 の声の 明快さ､ 及びBM2のイン トネ ー シ ョ ンが母語話者の 期待を上回
っ たため ､ 逸脱と して留意された｡
3 . 2 . 3 . 3 . 社会首静的逸脱 (18件)
接触規範 の適用に よ っ て社会言語的逸脱 18件が留意された｡ 言語的逸脱の留意 と同じよ
うに､ 母語話者は非母語話者の社会言語的能力を過小評価する場合が あるため ､ 逸脱が留
意された (14件)｡ 留意された社会言語的逸脱は ､ バ ラ エ テ ィ ー ･ ル ー ル ､ 媒体ル ー ル ､ 点
火ル ー ル ､ 内容ル ー ル ､ 及 び換件ル ー ル に関係して い る｡ 内訳は､ A グル ー プに対 して 6件､
Bグル ー プに対 して 10件､ cグル ー プに対 して 2件となる｡
接触規範の適用 に よ っ て バ ラ エ テ ィ ー ･ ル ー ル に関する逸脱 7件が留意された｡ そ の う
ち ､ 4件は非母語話者が使用する日本語の バ ラ エ テ ィ ー に関するもの で ある｡ 例えば､ 次の
例では ､ BF3 の名前が逸脱と して留意される｡
例68: BF3は 自己紹介を行 っ て い る｡ [B F3ⅩJF5 3行 - 4行]
BF3: 田中デ ビ デ ビ は い
JF5: 田 中デ ビ デ ビさん
BF3:じや なく て､ あの ､ 両親が 日本人で
JF5:
え､ 田中 っ て こ とは 日 本
は い ､ そ うです あ
人､ の 方と結婚され て え
この 例では ､ B F3 の日本語 の 名前がJF 5に逸脱と して 留意されたo 非母語話者で あるた め､
当然日本人と は違う名前を持 っ て い るだろうと予測 して い たが ､ BF3 の場合はそうで はなか
っ た こ とか ら､ 逸脱が留意されたの で ある｡ 言い換えれば､ JF5 は接触場面の 特徴として非
母語話者が 日本語以外 の名前を持つ はずだとい う接触規範を持 っ て い たo 同 じような例は
さらにB F4と JF 6及び BF 3とJF4の イ ンタ
ー アク シ ョ ン にお い て 留意されたo
非母語話者のくだけた日本語も逸脱と して留意された (3例)o 母語話者は非母語話者が
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母語話者と同 じようにくだ けた日本語で は話せ ない だ ろうと予測するが ､ 非母語話者が話
せた場合､ それ を逸脱と留意す る｡ こ の ような逸脱は AF 3及び AF4 のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン
で見られた｡
媒体ル ー ル に つ い ても逸脱 5件が留意された｡ 例えば､ cF4とBM2 のお辞儀が JF8と ∬2
に留意された｡ 非常に自然な非言語的行動で あっ たため､ 母語話者が非母語話者に対 して
予測したことに矛盾 し､ 接触規範に対する逸脱と して 留意された ｡ また ､ AF4 の近接性と
BM2 の身体の 動きが母語話者の 期待を上回っ たため､ 逸脱と して留意された .
操作ル ー ル の逸脱に つ い て非母語話者が行う言語管理 2件が留意された｡ 母語話者は非
母語話者が自分の 日本静 の発言を管理できない だろうと予測 したが ､ 非母語話者の言語管
理が この 予測 を上回 っ たため ､ 逸脱が留意された ｡ 例 えば､ 次の例では ､ ∬8は BF 4 の自己
マ ー ク自己調整 (s elf- m a rked s elf adju stm e nt､ Miya z aki 1997: 16) を留意する ｡
例69: BF 4は JF8 のアイヌ 語勉強に つ い て話 して い る o [B F4ⅩJF8 17行 - 1 8行]
BF4: じや ､ ア ジア の ､ 首静 とか の 方が ､ 好 き, 興味が b_る
JF8: (頗く) ( 領く) そうです ね
非母語話者は自己調整 を行 えるほ ど日本語能力はない だろうと ∬8は予測.
して い たため､
｢すご(ことばを 劇 /で Lや べ っ てい a/Jとノ酌 ぼ Lれ とFUIで BF4の 言語管理 を留意
した｡ JF 8はBF4 を過小評価 した結果 ､ この逸脱を留意したと言える｡
残り の例で は ､ 非母語話者 の 積極的な参加 ､ 及び非母語話者が提供 した 話題が逸脱とし
て留意された｡
以上 の社会言語的逸脱が 留意された要因は 2 つ 考えられる｡ まず､ Bグル
ー プ非母語話者
の 日本語名の例 の ように ､ 母語話者は接触場面にお い て相手の 非母語話者が 日本語の名前
を持っ はずがない と期待 して い る場合である｡ 母語話者は非母語話者の名前に関 して外来
性を期待するが ､ 期待 して い たほ ど外来性が生 じない場合､ それを逸脱として留意する｡
っまり､ 母語話者は接触場面 にある程度の外来性が生 じるだろうという接触規範を持 っ て
い ると言える ｡
もう1 つ の 要因と して 臥 母語話者の過小評価が考 えられ る. 非母語話者が母語話者の
期待を上回 ると ､ それを逸脱 と して留意する｡ つ まり ､ 母語話者は非母語話者が社会言語
的逸脱を引き起 こすだろうと期待す るため ､ 非母語話者がそ の期待以上の能力を示す時､
逸脱を留意する ｡
3 . 2. 3 . 4 . 社会文化的逸脱 (23件)
接触規範の適用によ っ て社会文化的逸脱23件が留意されたo この 逸脱は非母語話者に 関
する情報､ 非母語話者の 日本との 関係､ 及び非母語言緒 の 日本に関する知識とい う種類に
分けられる｡
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1) 非母語話者 に関する情報 (l o件)
非母語話者 に 関す る情報が 逸脱と して留意された 10例が見られた｡.その 内訳は A グル ー
プに対して 2件､ B グル ー プに対 して 4件､ c グル ー プに対 して 4件となる . まず､ 非母語
話者の個人 的な背県に関 して 逸脱が留意された ｡ こ の ような例の 中で ､ 非母語話者の 出身
に関して逸脱が留意された｡
例70: BF4 とJF 6は自己紹介を行 っ て い る｡ [BF4ⅩJF 6 3行 - 4行]
BF4: あ､ は じめま して ､ よろ しくお願 い します ブラ ジ ル か ら
JF6: は じめま して
- どこから† あ! * ブラジ ル は *
こ の例で は ､ BF4の 出身を聞い てか らJF6は ｢あ!+ と驚く｡ FU Iによると､ B F4 の外見か
ら出身は ｢アジ ア と思 っ た+ た め ､ ｢び っ くり した+｡ つ まり ､ JF 6は外見がア ジア系の人は
アジア地域の 出身だと思い こ ん で い たため ､ B F4 の出身 ｢ブラジル+ が逸脱と して 留意され
た｡ 非母語話者の 出身につ い て期待 して いたた め､ 接触規範が働 いて い ると考 えられる ｡
非母語話者の個人的経験 に つ いて も逸脱が留意され る｡
例71: JF 3は 自分の 北米旅行に つ い て話 してい たと こ ろである｡ [AF3ⅩJF3 33行
- 3 4行]
AF3:束 ､ な､ な､ ナイ ア ガラ falls†
JF3:
JF3: あん ､ 私 ､
AF 3: - - ･
あニ + .皇 泌 辻ユ ない ､ ない ､ そ う､
うん ､ 行 っ た (笑い† あ行 っ て ない † あ､ そ う なん だ ､
こ の 例で は ､ JF 3は AF3がナイ アガラの 滝に行 っ た こ とが ない こ とを逸脱と して留意するo
談話で見られるように ､ JF3 は ｢あ､ 行 っ てない†･ ･ ･ あ､ そ うなんだ ､ -
- + と言い なが
ら､ 自分の 驚きを示す｡ FU Iにお い ても､ ｢意外で した+ と報告したo 有名なと ころで ある
ことから､JF 3はアメ リ カ人ならナイ アガラの 滝に行 っ た ことやミあるだろうと期待 して い た
ため ､ こ の逸脱が接触規範に よ っ て留意された｡ 内的場面で は相手がナイアガラの 滝に行
っ た ことがあるとは期待 しない た め ､ JF3はアメ リカ人に限定された接触規範を持 っ て い る
と考えられ る｡ JF 3は A F3 の｢ア メリカ人である+ 外来性に反応 した結果 ､ 特定の母語話者
グル ー プに対す る接触規範を適用 したの だろう｡
さらに非母語話者の 言語学習能力 に関する逸脱が留意されたo
例7 2:JFlは CFlの 来日に つ い て尋ねて い るo [CFlxJFl 18行
- 1 9行]
JFl: い っ 頃 こ っ ちに来たん で す か あ !今年 3 月 ､ じや
- まだ 来た ば っ か り で
cFl: え､ 今年 二旦且 そうですね
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3月に来日 してまだ4 ケ月 で ある ､ 相手非母語話者の 日本語能力はまだレ ベ ル が低いだろう
とJFlが予測 して い た ため ､ cF l の中級 レベ ル の 日本 翻 的 が逸脱と して留意される｡ JF l
は非母語話者の 日本滞在期間と日本語能力 に関する基準を持 っ てい たため ､ こ の 逸脱の留
意には接触規範が 適用され たと言 えるo 非母語話者の 日本滞在期間の長さが日本語能力に
結びつ い て い るとJFlが考えて い たため､ 滞在期間の 短い CFl の日本語能力が逸脱と して
留意された｡
最後に非母語話者の 国の 文化に関す る逸脱が留意された｡
例73:CM 2は 中国の お 正月 に つ い て話 して い るo [cM2ⅩJF2 54行 - 61行]
CM2: どん なことが あ っ ても しょ う が つ - と い うは家族で * 一 緒に過 ごすの は 大切なの で *
JF2: う ん あ
CM2: あそうで すよ <省略>
JF2:家族 っ て あの - * お じ い ちゃ ん お ばあちや ん の 含 めた家族なん ですか † <省略>
CM2: え†あれは年始回りの の 時に 年始まわ り分か り ますか†
JF2: ほか の親戚と か は 来ない ん です か †
Cht2: が は じまた 時挨拶 しに い く
JF2: に は 行くけれども集ま り は しない
あ､ しない です
あ ー - -
え､ は い
こ の例で は ､ JF 2 の中国人非母語話者 に対する接触規範が見られる ｡ FロⅠによ ると ､ JF 2は
中国人の 家族が 大きく て正月 にな ると ､ 大勢の親戚が集まるというイメ ー ジを持 っ て い っ
た｡ こ の ため､ JF2は ｢家族 っ て あの - * お じいちや んお ばあちや んの含めた家族なん です
か+､ ｢ほか の親戚とかは来な いん ですか+ とCM2に 2回質問す るo しか し､ CM2 の場合､ 親
戚は集まらない と言うの で ､ ∬2 が期待して い たことに対する逸脱として留意される｡ 談話
上､ JF2 の｢あ ー - - + は こ の 留意を反映 してい る こ とがわかる｡
以上の 例で 見られる ように ､ 母語話者は非母語話者 ､ あるい は非母語話者の 国 ･ 文化に
に関して社会文化的な期待 を持つ ため ､ 非母語話者の背景が この 期待に添わない と､ 逸脱
が留意される ｡ 接触規範の 適用によ っ て非母語話者の個人的情報に関して逸脱が留意され
る｡ その 情報 の中で ､ 非母語話者の 出身 ､ 能力 ､ 経験 ､ 文化に関する逸脱が留意された｡
2) 非母語話者 の 日本に 関する知識 (8件)
接触規範の 適用 に よ っ て非母語話者が持 っ て い る日本 に関する知識が逸脱と して留意さ
れる場合が ある o こ の ような逸脱 の 内訳は A グル ー プに対 して 5件 ､ C グル
ー プに対 して 3
件となる｡ A グル ー プの 5例 の す べ てはJM lとAFl のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で見られた｡
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例74:AFlは自分 の 専攻 を紹介 して い るo [AFl xJM1 35行 - 36行]
AFl: わたく しはあの
一 日本 の 民俗芸能と伝統演劇 ､ を勉強 して い ます
JMl:
AFl:やっ て い ます
JMl:
* *どん な†
例えば ､ 狂言
_
5ム L .蛙セ二
AFlは日本の 伝統演劇に 関 して 専門的な知識を持 っ て い たため ､ これがJMlに逸脱 と して留
意された｡ 非母語話者が自分より ､ 日本の 知識 を持 っ て い るはずがないと JMlは考えてい
たため､ 接触規範に対する逸脱が留意されたと考えられる｡ 談話で は､ JMl のポ ー ズ ､ 静か
な ｢うん ､ は い+ とい う反応 か らJMl の留意が分か る. J姐1 は特にAF l の専門知識 に つ い て
逸脱を留意 したため ､ 同 じイ ンタ ー ア ク シ ョ ン におい て他に4件の逸脱を留意した｡
c グル ー プ の 逸脱の うちの 2例 は CF4 のイ ンタ ー アク シ ョ ンで見られる｡ 次の 例で は CF4
の新潟県に関す る知識がJF7に留意された｡
例75: CF4は新潟の 田舎の 冬 につ い て話 して い る｡ [cF4ⅩJF7 3 0行 - 31行]
CF4: 雪の 下に郵便局があります､ 銀行が あります そうい う看板もあるそ うです
JF7:
CF4
JF7: 知らない
あ､ そうなんだ､ そ こまで は
JF7 の｢あ､ そうなんだ ､ そ こまで知らない+ で分かるように ､ C F4は自分より新潟県の看
板につ い て詳 しい知識を持 っ て い た｡ 新潟県出身であるJF7は ､ CF4よりも新潟に 関する情
報を持 っ て い る こ とは当た り前である し､ 日本に関する知識でも自分の 方がまさ っ て い る
だろうと予測 して い た｡ 従 っ て ､ CF4が自分より新潟に関する知識を持 っ て い る こ とが分か
っ た時､ 接触規範の 適用によ っ て逸脱を留意したの である｡
以上 の 例の よ うに ､ 非母語話者が母語話者 より 日本 に関す る知識を持 っ て い るはずがな
い と予測されて い るた め ､ そ れに反すると逸脱と して留意されるケ
ー ス
■
があるo 内的場面
におい て相手が自分よ り知識 を持たない と期待する ことが少ない ため ､ こ の場合､ 接触規
範が適用された と考え られ る ｡ この ような場合はホ ス トとゲス トの 理論 (フ ア ン 1998) に
よっ て解釈する ことがで きる ｡ 日本語使用接触場面にお い て母語話者は自分の 役割を言語
ホス トと して捉 えるだけで はなく ､ 文化の ホ ス トと して捉え､ 非母語話者に対 して 日本語 ､
及び日本 の代表と して考え て い る場合がある｡ 但 し､ ゲ ス トで ある ｢はず+ の非母語話者
が自分より日本に 関す る知識 を持 っ てい ると､ こ の ホ ス ト役が脅され ､ 逸脱が留意される
わけである｡
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3) 非母語話者の 日本と の 関係 (5件)
非母語話者の 日本との 関係 の 逸脱とは日本で の生活 ､ 日本での 経験に関するもの である｡
内訳は､ A グル
- プに対 して 2件､ B グル ー プに対して 1件､ c グル ー プに対して2件で あ
る｡ 予想以上に非母語話者が日本での 経験があると ､ 逸脱と して留意されるケ ー ス が ある｡
以下の例で はCF 4 の経験が JF 6に留意された｡
例76: CF4はJF6 の出身 を尋ねて い る ｡ [cF4ⅩJF 6 12行 - 13行]
cF4: しゆ､ 出身 は 行 っ た ことあります
JF6: 静岡わか り ます† あ ー ､ ありますか
非母語話者は普通 ､ 静岡に行く とは JF 6は予測 して い なか っ たた め ､ 場所もわからないだろ
うと思っ て い た｡JF6 の｢静岡わかります†+の発言で は ､ こ の 予測を反映 したもの である｡
しか し実際はCF4が静岡に行 っ た ことがあ っ たため､JF6は この ことを準脱と して留意す る｡
内的場面で は相手が静岡は わか らない だろうと予測するはずはない の で､ こ の逸脱の留意
に関して接触規範が適用され たと解釈する ことができる｡
非母語話者の就職も逸脱と して留意される場合が ある｡
例77:JF2は BM 2 の卒業後 の進路に つ い て尋ねて い る. [BM2ⅩJF2 9行 - 10行]
JF2: 卒美 した ら どうす んで すか え †日本で †
BM2: で は､ - 応就職も決めま したけど､ え 日本 で､ はい
JF2は非母語話者が 日本で就職す るとは予測 して い なか っ たため ､ B M2が 日本で就職する こ
とが逸脱と して 留意 した｡ 内的場面にお い て相手が 日本で就職する ことが逸脱と して留意
されるはずが ない ため ､ こ の例で は ､ 接触規範が適用されたと考え られる｡
以上の 2例 で見られ るように ､ 母語話者は非母語話者の 日本で したこと ､ できる ことに
つ い て期待を持 つ が ､ 非母語話者にそ の期待を上回る経験があっ た場合､ 逸脱が留意され
る｡ これも母語話者が非 母語話者を過小評価したた めに生 じたケ ー ス だろう｡
4) 接触規範の適用によ っ て社会文化的逸脱が留意される要因
接触規範の 適用によ っ て社会文化的逸脱が留意され る要因は 3 つ 考えられる｡ まず､ 母
語話者が非母語話者の社会文化 に関する期待を予め持 っ てい る ことである｡ 母語話者はメ
ディ ア､ 教育､ 日常生活 などか ら非母語話者に関する情報を持ち､ その 中にはス テ レ オ タ
イプもあるが ､ そ の 情報に基づ い て期待が形成されて いる｡ しか し､ 非母語話者の 実際の
言動からこの 期待に矛盾 した情報を得た時､ 逸脱を留意する ｡
もう1つ の 要 因は母語話者の 非母語話者に対する期待の 低さである o 母語話者は非母語
言緒 を､ これをや っ た こと はない だろう ､ こ こ に行 っ たことはない だろう､ これはできな
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いだろうと過小評価するた め ､ この 予測を上回る情報を得た場合､ 逸脱として留意する｡
内的場面で相手に対 して同 じような低い期待を持 つ ことはほとんどない ため､ 接触規範が
適用されたと解釈できる ｡
最後に､ 非母語話者が母語話者の み の領域に入り込もうと して い ると母語話者 に知覚さ
れた場合､ 逸脱が留意され るo 既に引用 したように ､ Ja nicki(1985)､ Da vie s(1991) が
指摘する よう に ､ 非母語話者が ､ ス ラン グ､ くだけた表現などを使用すると ､ 母語話者が
不快感を感 じる場合が ある o 母諏話者のみ の領域に入り込 んでい ると して捉えられてい る
からであるo Ja nicki とDa vie sが指摘するの は社会文化的な蘭域ではないが ､ 先に挙げた
例で 臥 非母語話者が母語話者より日本の伝統的文化につ い て知識を持 っ てい たり ､ 非母
語話者が母語話者の 地元に つ い て母語話者より詳細な情報を持 っ てい た時､ 逸脱 が留意さ
れたため ､ これ らも母語話者にと っ ては彼ら限定の社会文化的な領域として考えられる Q
母語話者は自分 が言語ホ ス ト (フ ア ン 1998) の みならず､ 文化の ホ ス トと して の 意識もあ
るため､ 例 の ように こ の ホ ス ト役が非母語話者に脅された場合 ､ 逸脱を留意した ｡ 内的場
面にお い て同様 な逸脱が留意されるとは考えがたい ため ､ 接触規範が働い て い ると解釈で
きる｡
3 . 2 . 4 . 非母語話者 3 グル ー プ間の差異
全体的に見 ると､ A､ C グル ー プ非母語話者の逸脱が B グル ー プより留意される こ とが多
か っ た｡ しか し ､ 逸脱 の 種類､ あるい は母語話者が適用する規範の種類に より ､ グル ー プ
ごとの結果が異なる場合があるため､ 詳 しく見る必要がある｡ こ こ では ､ 外見的逸脱､ 言
語的逸脱 ､ 社会言語的逸脱 ､ 社会文化的逸脱の 4種類にわ け､ 3 グル ー プ の 比較を して い
く｡
1) 外見的外来性
B グル ー プ は ､ 留意された逸脱の 数が最も少なか っ た が ､ 外見に関す る項目だけを見てみ
ると､ 逸脱が他 の 非母語話者 グル ー プより留意されて い るこ とが分か っ た｡ 各非母語話者
グル ー プ に対 して顔 つ き ･ 年齢に 関する逸脱が留意されたが ､ . 非母語話者の 服装や身体の
大きさに関する逸脱はB グル ー プ しか留意されなか っ た｡ つ まり ､ B グル ー プ非母語話者の
外見に関する逸脱は ほか の グル ー プより種類が多か っ た｡
外見的外来性が最も強い と思われ る A グル ー プ非母語話者に対 して は髪の 毛に関する逸
脱が留意された｡ また ､ 顔 つ き につ いても逸脱が比較的多く留意された (5件)0
- 方､ 母語話者と同じ エ ス ニ シテ ィ - を持 っ て い る B グル
ー プ非母語話者は ､ 顔つ き に
関する外見的外来性 が最も弱 い はずで あるが ､ 実際には逸脱と留意 され るこ とが 最も多か
つ た｡ 母語話者は ､ ア ジア 系の顔つ きを した B グル ー プ非母語話者を見ても出身を特定す
ることが できな い ことが多い ためで はない かと思われ る｡ 接触場面で は､ ア ジア 地域の 非
母語言緒 に対 して ､ 顔 つ きは 日本人とは違うはずだと母語話者は強く予想して い るようだ
が､ 予想に反する場合､ 内的場面では留意されるはずの ない ｢日本人ゐ顔つ き+ が接触場
面で留意され る こ とにな っ たo これは接触規範の適用の 結果であり ､ 母語話者の みの 領域
に入り込ん で い ると して捉 えられて い るか らであろう｡
3 グル ー プ の うち ､ c グル ー プ非母語話者の外見的逸脱が留意されるこ とは最も少なか っ
たが ､ ほか の グ ル ー プ と 同 じように顔 つ きや年齢に 関する逸脱が留意されては い た｡ 留意
される頻度が異なるだけで はない かと思われる｡
2) 言語的外来性
ほぼ同等な 日本語能力を持 っ て いたにも関わらず ､それぞれの グル ー プ によ っ て留意され
た言語的逸脱が異なる場合が あ っ た. 内的規範の適用に より留意された逸脱は ､ C グル ー プ
の もの が最も多か っ た｡ 特 にメ ッ セ ー ジ伝達の 逸脱が多か っ たが ､ そ の 中でも母語話者が c
グル ー プ非母語話者の メ ッ セ ー ジを聞き取るこ とができない ケ ー ス (メ ッセ ー ジ受容の 困
節) が多か っ た (14件)0 c グル ー プ非母語話者はほか の グル ー プ より 日本語の 発音に関す
る逸脱が多か っ た こ と が要因と考えられる｡ 非母語話者の発言 を聞き取れなければ コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン が成り立たな い ため､ この ような逸脱に対 して母語話者の規範が特に顕在化
されると言える｡ さらに ､ Cグル ー プ非母語話者の こ の種類の逸脱の中で ､-5件が名前 に関
係してい た｡ 初対面で は ､ 轟前は ｢聞かなければならない+ こ との 1 つ であるため ､ 比較
的留意されやすい逸脱 だと考えられる｡
但 し､ 聞き取り以外の メ ッ セ ー ジ受容の 困難の 逸脱に関 しては ､ C グル ー プより A グル ー
プ非母語話者の逸脱が留意される こ とが多か っ た ｡ 例 えば､ 母語話者が非母語話者のメ ッ
セ ー ジを理解する ことが でき なか っ た場合は ､ Cグル ー プで は4件であっ た が ､ A グル ー プ
では 7件の 逸脱が留意され た｡ こ の 結果からすると､ A グル ー プ非母語話者の メ ッ セ ー ジは
比較的聞き取 りやす い が ､ 文法的な誤用などによ っ て理解され にくい と こ ろが ある ようだ｡
一 方､ 母語話者は B グル ー プとのイ ン タ ー アク シ ョ ンで は非母語話者の メ ッ セ ー ジを理解
するこ とがで きない場合は なか っ たo 聞き取り に関す る逸脱が 4件留意されては い たが ､ B
グル ー プ非母語話者は ほか の グル ー プより自分の言い た い ことを伝える ことができたと言
える｡
非母語話者の メ ッ セ - ジ 受容の 困難につ い ても､ C グル ー プ非母語話者の 逸脱が ほかの グ
ル ー プより多く留意された (11件)｡ これは C グル ー プ非母語話者が他の 非母語話者より調
整マ ー カ ー を出 したか らで ある (9件)｡ これは ､ 非母語話者3グル ー プの 中で ､ 特に C グ
ル ー プ はメ ッ セ ー ジ受容 の 問題 を抱 えてい たと して解釈 して しまう恐れが ある が ､ む しろ
積極的に言語 を習得 しようと して い たとも考えられる｡ 言語的調整に よ っ て言語習得が進
むという理論もある (Lo ng 1983: 18 9､ Miya z aki 20 01: 41) ため ､ Cグル
ー プ非母語話者
が積極的に調整 マ ー カ ー を出した行動は､ 彼らの言語習得を促進 して い る ことも考えられ
る
｡ A グル ー プ非母語話者も調整 マ ー カ ー を出して い た (8件) が､ B グル
ー プ非母語話者
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はあまり出して い なか っ た｡ Bグル
ー プ非母語話者は 日系人であるため ､ 育てられた環境が
彼らの 貫翻巨力 に影響を与えたの だと考えられるが ､ 尾崎 (2001:88) で は ､ ブラ ジル人非
母語話者は ､ よく自分 の 抱えて い る言語問題を母語話者に知らせ るの を回避す ると指摘 し
ている ｡ 本研究の FU Iか らB グル
ー プ非母語話者の 回避 を証明する証拠はない が ､ 1 つ の
要因として考えられるだろう｡
メ ッセ ー ジの形式に 関 して 留意された逸脱の結果か ら､ 日本語使用に つ いて非母語話者
グル ー プのそ れぞれ得意とすると こ ろとそ うではない ところの傾向が見られたo 各 グル ー
プの結果は ､ おそらく非母語話者グル ー プの母語か らの転移､ あるい は特定中間言語を示
して い るの で はない か ｡ メ ッ セ ー ジ伝達の結果と逆に ､ メ ッ セ ー ジ の 形式に関する逸脱に
つ い てB グル ー プ非母語話者の 逸脱が留意され ることは最も多く (21件)､ c グル ー プ非母
語話者は最も少なか っ た(l o件)｡ A グル ー プ非母語話者の 逸脱も比較的多く留意された(1 7
件)｡ 特にイ ン トネ ー シ ョ ン に関 しては ､ Bグル ー プ非母語話者の逸脱がほか の グル ヤ プよ
り多か っ た(lo件)o 薦ヒ語話者は特に日系人である B グル ー プ非母語話者のイ ン トネ ー シ ョ
ンに対 して規範が 顕在化されて い たと考えられ る｡ さらに ､ 全体的にB グル ー プで は､ メ
ッセ
ー ジ伝達に関する逸脱 があまり留意されなか っ たため ､ イ ン トネ ー シ ョ ン の逸脱が目
立 っ たとも考えられ る｡ 非母語話者3 グル ー プの うち ､ イ ン トネ ー シ ョ ン の 逸脱が最も少
ない の は C グル ー プで ある｡ 中国語 にも音調がある ことから､ C グル ー プ非母語話者はほか
の グル ー プより音調に敏感 なの で はない かと思われる｡
語嚢､ 文法､ 総合的 日本語能力 ､ 及び流暢さに関 して もA､ B グル ー プ の 逸脱が C グル
ー
プのより留意され て い た｡ つ まり､ Cグル ー プ非母語話者の 日本語の 構造はほか の グル
ー プ
より正確で あ っ た ｡ こ の 結果 は非母語話者の母語の類型 に関係 して い ると考 えられ る｡ 英
語､ ポル トガル 語 ､ 中国語は構造的に 日本語とは異なるが ､ 日本語習得に関 して ヨ
ー ロ ッ
パ語母語話者よ り同 じア ジア 地域の中国語母語話者は有利な立場にあると指摘されてい る
(Elis 199 4:304)｡
一 方 ､ 音声的な面では ､ C グル ー プの 逸脱がよく留意されてい た. 発音の 逸脱 の場合 ､ B
グル ー プ (4件) とC グル ー プ (3件) の逸脱がA グル
ー プ (1件) より多く ､ さらに ､ 声
の質 (明快さ､ 大きさ) に 関する逸脱は Cグル ー プ で しか見られなか っ たo こ の 結果は C
グル ー プ の メ ッ セ ー ジ伝達 の 逸脱 ､ 特にメ ッセ
ー ジ の 聞き取りに関する逸脱の発生の 要因
となっ て い るようだ｡
接触規範が適用 され､ 言語的逸脱が留意され る場合 臥 A グル
ー プ非母語話者 はほか の グ
ル ー プより多か っ た｡ A グル ー プ非母語話者の 総合的 日本語能力が母語話者の 期待を上回る
場合があるか らで ある｡ ほ かの グル ー プに対しても同 じような逸脱が留意されたが､ A グル
ー プ の 逸脱の 方が 多か っ た ため ､ こ の結果は母語話者が特にA グル
ー プを過小評価して い
ることを暗示 して い るだろう｡
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3) 社会言語的外来性
全体的には ､ A グル
ー プ の 社会言 翻勺な逸脱が最も留意された (74件)0 . 次 い で C グル ー
プ(64件)､ B グル ー プ (50件) となるo 但し､ 社会言語的ル ー ル ､ あるい は母語話者が適
用する規範によ っ て 3グル ー プの結果が異なるため､ ル ー ル別にまとめていくo
内的規範が適用された場合､ 点火ル ー ル に関しては Cグル ー プが最も多か っ た (27件)
が､ この うち､ 特に C グル ー プ非母語話者の参加 ､ 沈黙 ､ 会話の盛り上がりに関する逸脱
がほかの グル ー プ よ り多か っ た｡ 但 し､ こ の うちの 15件はCF 3 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ンで留
意されたため ､ C グル ー プ非母語話者全員の傾向と しては解釈できない ｡ CF3個人にイ ン タ
ー アクシ ョ ン の促進に つ い て の 問題が あっ たの だろうo cF3 の沈黙の逸脱を除い て考えると ､
Bグル ー プ の沈黙が最も多い こ とに なる (6件). 一 方､ A グル ー プ で は沈黙に関する逸脱は
あまり留意されなか っ た (2件)｡ 確かに ､ FUI のデ ー タによると ､ 母語話者が沈黙に関す
る逸脱を留意する前にA グル ー プ非母語話者が既に沈黙を感じ､ 調整を行 っ て いた場合が
あっ た｡
話題変更に 関 しては ､ A グル ー プの逸脱が 3 グル ー プの うち最も多か っ たo まず､ 非母語
話者の急な話題変更は ､ A グル ー プ非母語話者のイ ンタ ー アク シ ョ ンで しか見られなか ･;たo
こ の結果も A グル ー プ非母語話者の 沈黙回避に関係 して い ると考えられる｡ 沈黙を避 け､ A
グル ー プ非母語話者は会話を維持するために ､ 無理をしても新しい 話題を提供する場合が
ある｡ また､ 非母語話者はそ の 場の 話を理解できなか っ たた め､ 話題が変更された場合が ､
Aグル ー プで 6件､ c グル ー プ で 4件､ 逸脱と して留意された｡ こ の ような逸脱の種類は非
母語話者の聴解能力 を反映する こ とか ら､ B グル ー プのイ ン タ ー アク シ ョ ンで は こ の ような
逸脱が発生 しなか っ た ことは ､ 全体的にB グル ー プ非母語話者の聴解能力の方が高か っ た
ことを示 して い ると考えられるo 一 方､ 偽りの 理解に対 しては ､ A グル ー プと共に B グル ー
プ非母語話者にも逸脱が留意されたo C グル ー プ非母語話者のイ ン タ ー アク シ ョ ン では 同じ
ような逸脱が留意されな っ た｡ 母語話者の発言が理解できなか っ た場合､ 他の グル ー プよ
り Cグル ー プ非母語話者は調整 マ ー カ ー を出して母語話者に知らせ る傾向が ある ようだ｡
ほかの グル ー プと比 べ ると ､ B グル ー プの 点火ル ー ル に関する逸脱が少なか っ た o 沈黙以
外では ､ B グル ー プの 逸脱がほとん ど留意されなか っ た ｡ 育て られた日系環境が彼 らの コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン点火能力に影響を与えた の ではない か ｡
内容ル ー ル に 関して も ､ C グル ー プ非母語話者の逸脱 (19件) が A グル
ー プ (17件) と
Bグル ー プ (1 4件) より留意されたが ､ 話題の適切さや発言の 文脈 に関する逸脱の 質は ほ
かの グル ー プと同 じようで ある｡ つ ま り ､ グル ー プごとの 差は頻度だけによ るもの の よう
であるo 一 方 ､ B グル ー プ の 話題に 関する逸脱 (5件) は ほかの グル
ー プより少なか っ た ｡
こ の結果もB グル ー プ非母語話者の 育て られた環境に影響されて いると考えられ る｡ 日系
人の家庭で主に ポル トガル 語が話されても話題の選択に 関して 日本語か らの 影響はあっ た
のではないか ｡ さらに ､ 非母語話者の エ ピソ ー ドに関する逸脱は B グル
ー プで しか 留意さ
れなか っ た｡
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内的規範が適用された場合､ バ ラ エ テ ィ
ー ･ ル ー ル に関して A グル ー プ (16件) とB グ
ル - プ (16件) の逸脱が C グル
ー プより留意されるこ とが多か っ た (7件)o こ の差異の 主
な要因はA グル
ー プとB グル ー プの 英語使用に関係する. A､ B グル ー プ非母語話者は外来
語を使おうと したが ､ 中間言語的な言語生成によ っ て逸脱が発生 したため､ こ のような逸
脱が多く留意された｡
- 方 ､ c グル ー プの場合 ､ 外来語をほか の非母語話者 グル ー プほ ど使
用しなか っ たため､ 逸脱も少 なか っ たと考えられる｡
丁寧な言葉遣 い に関 して も3グル ー プ間の差異が見られた｡ A､ Cグル ー プ のイ ン タ ー ア
クシ ョ ン では ､ 逸脱が 5件ずつ 留意されたが ､ B グル ー プの 例はなか っ た｡ A､ C グル ー プ
の場合､ 非母語話者が使用 した言語の ス タイル が学生同士 の場面には丁寧すぎると判断さ
れたo Bグル - プで は､ 丁寧すぎるという逸脱はなか っ たが､ くだけてい ない 日本語及び ス
タイ ル ｡ シ フ トの逸脱は留意された｡
媒体ル ー ル の使用に関 しても非母語話者間に差が見られた｡ 特に ほかの グル
ー プより A
グル ー プの 非言語的行動が逸脱と して留意された (16件)｡ さらに ､ A グル ー プの非言語的
逸脱が多か っ たため ､ A グル ー プの 留意された社会言語的逸脱の数が最も多くなっ た ｡ 身体
の動作､ 近接性 ､ 視線､ 姿勢､､及び感情の表現に関して A グル
ー プ非母語話者の逸脱がほ
かの グル ー プ の数を上回る o B グル ー プでは ､ 身体の動作 (3件)､ Cグル
ー プで は笑 い ･ 近
接性 (2件) とい う逸脱 しか留意されなか っ たo こ の 結果は英語圏の文化を反映 して い ると
考えられる｡ 非言語的行動が 日本とか なり異なるため､ A グル
ー プの逸脱は母文化干渉から
生み出されたと思われる｡ ブラジル文化の 非言翻勺行動も日本と異なるが､ B グル
ー プが育
てられた日系社会の 環境は彼らの結果に影響を与えたと考 えられ るo
非母語話者3グル ー プの 差異は形ル ー ル に対する逸脱でも見られたo B (1件)､ C グル
ー
プ (2件) に対 して 逸脱が留意されたが ､ A グル
ー プ では逸脱が留意されなか っ た o 形 ル
ー
ル で留意された逸脱はす べ て非母語話者の名前と苗字 の順番 につ い てで あっ たため ､ 母語
話者が日系ブラ ジル人と中国人の名前につ い ての知識 がない こ とが要因と思われ るo
一 方､
英語教育､ メデ ィア な どの 影響に よ っ て ､ 英語圏の名前 をある程度知 っ て い るた め ､
A グル
ー プ の名前に関 して は逸脱が留意されなか っ たの だろう｡
内的規範が適用された場合 ､ 操作ル - ル では ､ Cグル
ー プで しか逸脱が留意されなか っ た
(3件)｡ す べ て の 例は非母語話者が自分の説明を放棄する ことと関係 して い たが ､
CFlと
cF3 のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン で しか見られなか っ たため､ 中級レ
ベ ル非母語話者の 問題だと考
えられる ｡
そして ､ ほ か の グル ー プ よりB グル
ー プに対 して ､ 接触規範の 適用により､ 社会言語的
逸脱が留意されて い た (lo件)｡ 母語話者は非母語話者が外 国人の 名前を持
っ て い るだろう
と予測 して い るため ､ 特 に B グル
ー プ の 日本人名に対 して接触規範が顕在化されて い たo
さらに B グル ー プ非母語話者の 非言 割勺行動 ､ 及び言語管理が 母語話者
の 期待を上回っ た
ため ､ ほか の グル ー プより多く留意されてい た｡
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4) 社会文化的外来性
全体的に ､ 社会文化的な逸脱は A グル ー プ (25件)､ B(1 7件) グル ー プより ､ C グル ー
プ非母語話者の 逸脱 (32件) の 方が留意された｡ 但 し､ 逸脱の種類､ あるい は母語話者が
適用する規範の 穂類によ っ て 3グル
ー プの 結果が異なるため ､ 逸脱の種類ごとにまとめて
いく｡
内的規範の 適用 によ っ て C グル ー プ非母語話者に関する情報が ほか の グル ー プ より留意
された (13件)｡ 母語話者は特 に C グル ー プ (6件) の 国と文化に関する新しい 情報を得た
ので この ような結果とな っ た ｡ 特に CM 2が中国の 文化と日本の文化の相違に つ い て話 して
い たため､ 文化 に関する逸脱が他の グル ー プより発生する可能性が高か っ た｡ A グル ー プ ､
Bグル ー プの 国と文化に つ い て も逸脱が留意されたが ､c グル ー プほ どで はなか っ た ｡また ､
非母語話者の 人柄につ い て は A グル ー プとC グル ー プの逸脱が留意された (5件ずつ) が ､
Bグル ー プに対 して は1伸 しか留意されなか っ たo 日系人で あるた め､ 価値観､ 態度などが
ほかの グル ー プより母語話者に近い か らだと考えられる0
日本に関する知識に つ い て も ､ C グル - プの逸脱がほかの グル ー プより多か っ た (8件)o
特に日本に 関す る知織が足 りない ことに関する逸脱はほか の グル
ー プより留意された (3
件)0 Aグル ー プの 知識に 関 して逸脱 3件が留意された が､ B グル
- プでは ､ 1件のみ が留意
された｡ B グル ー プ非母語話者は比較的自分の 国､ 家族 につ い て話す傾向が見られたが ､ 日
本の社会に対 して コ メ ン トす る こ とは ほとん どなか っ たた めだと思われる｡
母語話者と非母語話者の 共通点に つ い ての逸脱 臥 B､ Cグル
ー プに対 して しか留意され
なか っ た ｡ また ､ 第3文化 に関す る逸脱は B グル ー プで しか留意されなか っ たが ､ 逸脱の
数が少ない ため ､ ほか とは 区別 した方がい いだろう｡
接触規範が適用された場合でも､ 非母語話者3グル
ー プ間の 差が見られたo 母語話者は
非母語話者の背景､ 国 ､ 文化な どに つ い ての接触規範を持 っ て い たため ､ 各 グル
ー プそ れ
ぞれに対 して逸脱が留意されたが ､ Bグル
ー プ (4件)､ Cグル ー プ (4件) と比 べ ると ､ A
グル ー プ の逸脱が少なか っ た (2件)｡ しか し､ 留意された逸脱の 種類が似て い るた め ､ 頻
度による差だと考えられる｡
一 方 ､ 非母語話者が母語話者の 期待以上に日本に関する知識を持 っ て い る場合 ､ A グ
ル -
プ (5件)､ c グル ー プ (2件) に対 して逸脱が留意されたが ､ B グル
ー プ の イ ン タ ー アク シ
ョ ンにお い て 同 じような例 は見られなか っ た｡ こ の ような例で は ､ 非母語話者 は母語話者
より日本に関する知識 を持 っ て い るこ とを示 したため ､ 母語話者の みの領域に入り込 もう
として い るように捉 えられて い た｡ A グル
ー プの 場合､ AFl の狂言に関する専門知識 ､ Cグ
ル づ の場合､ CF4 の日本に関する詳細な知識が留意されて いたの で ､ グ
ル ー プより個人差
による傾向と解釈 した方が い い だろう｡
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3 . 2 . 5 . ま とめ
以上で論 じた ように ､ 母語話者は非母語話者の外見的 ､ 言語的､ 社会言語自勺､ 及び社会文
化的外来性を留意することが ある ｡ その うち ､ 社会言語的外来性が逸脱と して最も多く留
意されたた め ､ 本研 究 の 結果 は ､ 社会言語的逸脱 は言語 的逸脱 より避けやす い とい う
Ta nicki (1985) の 主張に反す るもの で あっ た｡ 言語的逸脱も本調査で は数多く留意 され た
が､ 母語話者 は非母語話者の 社会言語的逸脱に より敏感 で あ るようだ｡ 特に話題 ､ 言語 コ
ー ド､ ス タイル の使用及びイ ンタ
ー ア ク シ ョ ン参加に関する逸脱が 目立 つ .
さらに ､ 非母語話者グル ー プによ っ て母語話者が留意する逸脱の種類が異なる場合が あ
る｡ まず､ 非母語話者グル ー プによ っ て発生する逸脱が異なる場合がある｡ 母語 ､ 母文化
転移､ あるい は それぞれの 中間言語 ･ 中間文化の影響によ っ て逸脱が発生する傾向がある
ようだ｡ 例えば ､ 外来語の 逸脱は A グル ー プ､ B グル ー プで よく見られ､ 名前の発音､ 順番
につ い ては C グル ー プで多か っ た｡ しか し､ これだけで は なく ､ 非母語話者の グル ー プに
よ っ て 母語話者が適用す る規範が異 なる場合があり ､ 内的場面 では留意しない 要素を接触
場面であるため に留意する こ ともあ っ た ｡ 例えば､ B グル ー プ の 日本語の苗字､ A､ C グル
ー プの 日本に関す る知織が接触規範の適用によ っ て 逸脱と して留意され たが ､ 内的場面に
おいて この ように留意され る こ とは考 えられない ｡ ある領域にお い て､ 非母語話者 が母語
話者の規範に近 づきす ぎる の も逸脱と して 留意される ことは先行研究で指摘されて い るが
(Ja nicki 19 85､ Da vie s1 991)､ 本調査で はその 状況がさらに明らかになっ た｡
非母語話者の総合的日本語能力の過小評価の 例の ように ､ 一 般的に非母語話者全員の外
来性に反応 した結果 ､ 接触規範が適用されたが ､ アメリカ人は皆ナイアガラの滝に行 っ た
ことがあると期待して い た例の ように ､ 特定非母語話者グル ー プの 外来性に反応 して接触
規範が適用 され た こ とも明らか にな っ た｡ つ まり ､ 母語話者が非母語話者の外来性を管理
する場合 ､ 非母語話者の 総合的外来性 ､ または特定外来性 に反応するとわか っ た｡
3 . 3 . 本章 の まとめ
本章では ､ 非母語話者の 外来性 が どの ように母語話者に留意 されるか ､ ある い は留意さ
れない かを検討 した ｡ 主に逸脱の 留意は どの ような状況にお い て行われ るか ､ その 要因は
何であるか ､ 母語話者が適用す る規範は どの ような働き をするか を分析 したo
本調査では ､ 逸脱 が留意されなか っ た場合 ､ 母語話者の規範が完全に潜在化されるケ
ー ス
が多く見られた｡ それ は ､ 脳 の 処理 の 限界によ っ て母語話者は非母語話者の 外来性の す
べ
てを管理す る こ とが できな い ためと考えられる｡ 特に留意されなか っ た逸脱は ､ 発音､ イ
ントネ ー シ ョ ン ､ 及び非言語 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン などメ ッ セ ー ジ の周辺的な情報であっ た o
この傾向は ､ 非母語話者3 グル ー プの 間で ､ 外来性の最も多い A グル
ー プ非母語話者 に対
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して強く現れたo しか し ､ 規範の 潜在化だけで はなく ､ 接触規範の適用によっ ても非由語
話者の逸脱が留意されない ケ ー ス が見られた o っ まり ､ 内的場面におい て留意され るはず
の逸脱が接触場面にお い て は留意されない場合が あっ た｡ こ のような傾向は特に A グル ー
プ及びC グル
ー プ非母語話者の例 で見られたが ､ Bグル ー プ非母語話者には同じような傾向
は見られ なか っ た o こ の こ とは ､ 非母語話者グル ー プの 特定外来性が母語話者の留意に影
響を与えて い るの で は ない かと考えられる｡
また ､ 逸脱が留意された際 ､ 非母語話者の様 々 な外来性が留意された｡ その 中で ､ 社会
言語的及び言語自勺逸脱が最も多く留意されたが ､ 非母語話者グル ー プによ っ て発生する逸
脱が異なる傾向があっ た｡ こ の 要因は母語 ､ 母文化転移､ あるい はそれぞれの 中間言語 ･
中間文化の 影響で あると考えられ る｡ 逸脱の 留意は内的規範の適用によるもの が多か っ た
が､ 接触規範の 適用に よ っ て 内的場面で留意されるはずの ない逸脱が接触場面にお い て留
意されたケ ー ス もあ っ た｡ そ の逸脱 は ､ 非母語話者の行動が母語話者の期待を上回 っ た場
合､ あるい は母語話者の規範に近づきす ぎた場合に見られた ｡ さらに ､ 母語話者は接触規
範を適用する場合､ 非母語話者全員 の 一 般的外来性に反応 して い る場合 ､ あるい は ある非
母語話者グル ー プの 特定外来性 に反応 して い る場合が ある ことが わか っ た.
次の第4牽と第5牽で は ､ こ の留意された外来性が どの ように評価されるの か ､ 外来性
に対して母語話者は どの ような調整 を行うの か を分析する｡ 内的規範 ･ 接触規範の 使い 分
け､ そ して非母語話者3 グル ー プの 差異も検討する｡
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第4章 外来性の評価
本章では ､ 母語話者に よる外来性の 評価を分析するo 留意された逸脱が問題と して認識
されるかどうか は評価の 段階で決まると考えられる ため (フ ェ ア ブラザ ー 2002b)､ 評価は
脚虫場面のイ ン タ ー アク シ ョ ン におい て 重要な役割を果たすと言えるo 以下 ､ 母語話者は
どのような逸脱 をどの ような状況 にお い て評価するか ､ あるい は評価しない かを検討する｡
主と して ､ 留意され た逸脱 が評価され ない 場合 ､ 否定的に評価される場合､ 否定的評価以
外に評価され る場合を分析す る o 非母語話者3 グル ー プ間に生じる差異は ､ 非母語話者の
外来性に関す る逸脱 か ら生み 出されるケ ー ス だけで はなく ､ その 逸脱に対する母語話者の
外来性管理にお い ても生み出され るの で はない かという ことに つ い て論 じる｡
4 . 1 . 評価されない 外来性
外来性逸脱が留意され ても ､ そ の 逸脱 の全てが必ず しも評価され るわけではない ｡ フ ェ
アブラザ ー (2 00 2b: 35) で 論 じた通り ､ 相手 との相違点を意識 してもそれを必ず問題にす
るとは限らない ｡ 内的場面 ､ 接触場面の いずれ にも､ 相手 が引き起 こ した逸脱 は評価 され
るほどの逸脱で は ない と判断 され た場合 ､ 留意された逸脱は問題化され ない 可能性は十分
あるo 一 方で ､ 接触場 面に限 っ て逸脱が評価されない 場合もあるの で ､ 母語話者 が非母語
話者をどの よう に意識 して い るの か ､ どの ような規範に よ っ て相手の 行動を認知 して い る
7)かが母語話者の 評価プ ロ セ ス を左右する場合が多い ｡
本節で は､ 今回 の調査 の デ ー タ に基づ い て逸脱が評価されない プロ セ ス とそのメ カ ニ ズ
ムを詳 しく分析す る｡ 母語話者が適用する規範の 働きと関連させ なが ら､ なぜ逸脱が評価
されない の か ､ なぜ被調査 の 3 グル ー プの 問に差異が生 じるの かを中心 に論 じる｡
4 ･ 1 . 1. 評価 され な い逸脱 の特徴
本調査で留意された逸脱 の 合計 409件の うち､ 94件 (全体的に留意された逸脱 の 23%)
pま評価されなか っ た｡ 次の 表 4. 1. 1. の 通り ､ こ の 現象は C グル ー プよりA グル - プと B グ
'レ - プ の 非母語話者に対 して 起こ る傾向が高か っ た. A グル ー プに対 して留意された全体の
し49件の逸脱 の うち､ 42件 (A グル ー プ の全体的に留意された逸脱の 28. 2% )が評価され
ていない ｡ B グル ー プに対 して 留意された114件の 逸脱の うち､ 34件 (B グル ー プの 全体の
之9
･ 8%) が評価されて い ない ｡ 一 方､ 逸脱が最も多く留意された C グル ー プに対 して評価
がない ケ ー ス は比較的に少な い ｡ 1 46件の 逸脱のうち､ 18件 (c グル
ー プの 全体の 1 21 5%)
7)みが評価されなか っ た｡
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表4. 1.1. 評価されなか っ た逸脱
A グ ル ー プ B グル ー プ Cグル ー プ 総計
外見 7 (100%
l) 8(72. 7%) 3 (75%) 18
書籍 13 (31 %) 16(44. 4%) 6 (7.8%) 35
社会言衰 19(25. 3%) 1 0(20%) 5 (8.1%) 34
社会文化 3(12%) 0 (0%) 4(12.5%) 7
合計 42 (逸脱全体 の 28. 2%) 34(逸脱全体の 29. 8%) 18 (逸脱全体の 12. 3%) 94(23%)
表 4･ 1･ 1･ か ら明らかなように ､ 最も評価されない逸脱 の カテ ゴリ ー は非母語話者グル ー
プの別で はなく ､ 外見 に関わ る｡ また､ 言語的逸脱及び社会言語的逸脱にお いて ､ 評価さ
れなか っ た逸脱が最も少な い の は社会文化的な逸脱 で ある｡ 外見と言語に関わる逸脱は社
会文化的な逸脱より評価されない傾向が見られるの で ある｡
各非母語話者グル ー プ の 差異を見ると､ 外見に関 しては A グル ー プ時他の グル ー プと異
なり､ 逸脱は留意されて もすべ て評価されてい ない ｡ 次に ､ 言語的逸脱の 留意で は B グル
ー プの ほぼ半数が評価されて い ない が ､ c グル ー プで は評価されて い ない逸脱は 1 3%に過
ぎない ｡ 社会言語的逸脱で は ､ C グル ー プに比 べ ､ A グル ー プ､ B グル ー プ の留意された逸
脱は評価されな い傾向が見られ る｡ また ､ 社会文化的逸脱では ､ Aおよび C グル ー プが評価
されない逸脱が あ っ たの に反 して ､ B グル ー プではすべ て評価された｡
評価されな い逸脱 の さらに細 か い分類を表 4. 1. 2. に示す｡ まず外見の 逸脱を見ると､ ほ
とんどの逸脱が評価されなか っ た ことが分かる｡ 非母語話者の ｢服装+(1 件)､ ｢年齢+(2
件)､ ｢顔つ き+ (1件) に関わ る4件 の逸脱が評価された が ､ 残り の 14件は評価されなか っ
た｡ つ まり ､ 非母語話者の グル ー プとは 関係なく ､ 外見的逸脱は評価されない傾向が強い ｡
言語的な逸脱 は ､ 全体的に メ ッセ ー ジと強い 関係の ない言語的な形式に関わる逸脱が､ 評
価されなか っ た こ とが わ か る (32件)｡ その うち､ 語嚢及び発音に関する逸脱はす べ て評価
されなか っ た ｡ また ､ 文法的誤用 (全体の 71. 4%) に関する逸脱及びイ ン トネ
ー シ ョ ン に関
する逸脱 (全体の 6 0%) の 多くも評価されなか っ た｡ さらに ､ 非母語話者の 日本語の 流陽さ
及び声の 明快さもそれぞれ 1 件ずつ 評価されなか っ た｡ 非母語話者の総合的な日本語能力
が評価されない例も 2 例みられたが ､ これは A グル ー プ非母語話者に 限られて い た｡ メ ッ
セ ー ジ伝達に関 して は 3 つ の 逸脱が評価されなか っ たo それらは､ ｢母語話者が非母語話者
のメ ッセ ー ジ を聞き取れない 場合+ (2件)及び ｢非母語話者の 言語生成に困難が ある場合+
の逸脱で ､A グル ー プ ､B グル ー プ非母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン で しか見られ なか っ た ｡
1
括弧に表示 され て い る数字は各グ ル ー プ の 各逸脱の カ テ ゴ リ
- (外 見､ 言語 ､ 社会言 語 な ど) の うち評価されなか っ
た逸脱の 割合を示すo 例 えばAグル ー プに 対 して外見に関わる逸脱 7件 は 留意され るが ､ す べ て は評価されなか っ た o
その ため ､ A グル ー プ の 外見 に 関す る逸脱 100% が評価されなか っ たc
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4.I.2. 評価されなかっ た逸
脱
髪の毛
顔つき
年齢
身体
服装
NSはN N Sのメッセ ー ジが聞き取れない
N SはN N Sのメッセ ー ジを理 解できない
NNSが調盤マ ー カ ー を出す
N NSはNSのメッセ - ジを理解できない
されな
かっ た逸
脱
1
5
1
0
0
されな
かっ た逸
脱
0
5
2
I
0
されな
かっ た逸
脱
0
2
1
0
0
1
12
4
1
0
メッセ ー ジ伝達
1
0
0
0
0
1
0
0
0
I
0
0
0
0
0
2
0
0
0
1
メッセ ー ジの形式
イントネ - ション
書吾粂
文法的言呉用
発言舌の 速さ
発音 ･ 発声
総合的な日本措能力
流暢さ
声の大きさ･ 明快さ
4
2
3
0
1
2
0
0
6
1
2
0
4
0
I
0
2
I
0
0
3
0
0
1
12
4
5
0
8
2
1
1
N N Sの 会話参加
沈黙
括の維持
話題変更
N N S の不理 解 の ため ､ N N S の話題 を変化
フ ィラ
会話の 盛り上がり
偽りの 理 解
N N Sの 反 応 ･ オ バ ー リア クション
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
2
0
0
0
0
0
0
0
I
2
0
0
0
2
0
0
1
1
話題
発 育の 文 脈
漢字の文脈
言古の焦点
Igに 関する エピソ ー ド
slに 関わるエ ピソ ー ド
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
バラエティ ･ ル ー ル
丁寧語
英語
日本責苦
砕けた日本言吾･ 普通体
砕けてい ない ･ きれいな日本語
スタイルシフト
漢字 の 読み の バ ラエ ティ
4
8
0
0
1
0
0
0
6
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
9
1
0
1
0
0
5
1
1
I
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
1
1
1
0
0
体の 動 作
笑い
近接
視線 ･ 目 の 動き
姿勢
感情の 表現
言語管理操作ル ー ル
計
0 0 0 0 0
形ル ー ル メッセ ー ジ の 形 0 0
NNSに関する情報 N N S の個人 的背景(国籍･ 過 去の 経験･ 家族な ど)
N N Sの 国. 文化､ 習慣
N N Sの 人 柄(価値観 ･ 態度 ･ 性格･ 夢 ･ 教養)
2
0
0
0
0
0
1
2
0
3
2
0
NNSの日本に関する知識 ある
ない
N N Sの 日
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0 0N N Sの 日本での 生活･ 経験
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
49 .
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また社会言語自勺逸脱 にお い て最も評価 されなか っ た の は ､ バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル に関する逸
脱で､ 15件確静された o そ の うち､ ｢丁寧語+ に関す る逸脱が 4 件､ ｢英語+ に関する逸脱
が9 件､ ｢砕 けて い な い 日本語+ に関する逸脱が 1 件見られた｡ ｢英語+ に関する逸脱は A
グル ー プ及びB グル
ー プに対 して は評価されなか っ たが ､ ｢丁寧語+ 及び ｢砕 けて い ない 日
本軌 の逸脱は A グル ー プ の みに対 して評価されなか っ たo c グル ー プの バ ラテ イ ･ ル ー ル
に関する逸脱 が評価 されない 例は 1 例も見られなか っ た｡ 次の多く評価されなか っ た社会
言語的逸脱は媒体ル ー ル に 関する逸脱で ある (9 件)｡ 但 しこ の場合 ､ B グル ー プ にお い て
確落された身体の動作に関する逸脱 1例を除く全ての ケ ー ス は ､ A グル ー プ非母語話者の イ
ンタ ー アク シ ョ ン で見 られた｡ 次に 多く評価され なか っ たの は点火 ル ー ル に関する社会言
語的逸脱である (7件)｡ そ の うち ､ ｢非母語話者の 不理解の ため ､ 話題が変更される場合+
が3例見られ たo こ の 種 の逸脱は B グル ー プ非母語話者に対 しては留意されなか っ たため ､
この事例は A グル ー プとC グル ー プに限られた結果で あるo ｢非母語話者の会話参加+ に関
する逸脱も 2 件評価されなか っ たが ､ これは C グル ー プ に対 して しか行われなか っ た ｡ ま
た､ ｢非母語話者の偽り の 理解+ (B グル ー プ 1 件) と ｢非母語話者の反応+ (c グル ー プ 1
件) に関する逸脱も評価され なか っ た｡ 加 えて ､ 内容ル ー ル に違反する ｢話題+ の逸脱 2
件 (A グル ー プ ､ c グル ー プ) 及び形ル ー ル に関する 1 件 (B グル ー プ) の逸脱もまた評価
されなか っ た｡
一 方社会文化的な逸脱で は ､ 非母語話者の 3 グル ー プ間にばらつ きが見られ る｡ 評価さ
れなか っ た逸脱は 7件で ､ ｢非母語話者の 個人的背景+ (3 件)､ ｢非母語話者の 国と文化+
(2件)､ ｢非母語話者の 日本で の 生活+ (1 件)､ ｢非母語話者の 日本 に関する知識+ (1 件)
に関わるもの で ある ｡ ｢非 母語話者の 個人的背景+ に 関する逸脱が評価され ない場合は A グ
ル ー プ及び C グル ー プ にお い て見られ たが ､ ｢非母語話者 の 国と文化+､ ｢非母語話者の 日本
での生活+ に 関する逸脱 は C グル ー プ ､ さらに ｢非母語話者の 日本 に関する知識+ に関す
る逸脱は A グル ー プで しか見られなか っ た｡
どの種の逸脱がどの種 の 逸脱より評価されない の かは こ の 結果か らは判断できない ｡ A グ
ル ー プより C グル ー プの 社会文化的逸脱 の方が多少評価されない傾向にあっ たが ､ B グル ー
プでは 一 例も確認 されなか っ た .
非母語話者3グル ー プ の 間で ､ 差異が生 じた理由を分析する前に ､ 逸脱を評価 しない理由
の確定が必要 で ある ｡ そ こ で ､ 次に ､ 逸脱が評価されない 要因及び本調査の 3 グル ー プ間
の差異を検討す る｡
評価の プ ロ セ ス の 分析に は ､ 留意 され た逸脱 の種類と共に ､ どの ような規範 に基づ い て
相手の非母語話者を評価 して い るの か を考える必要があるが ､ 本調査の デ ー タの 分析から
｢内的規範の 適用に よ る場合+ と ｢接触規範の 適用 によ る場合+ の 大きく 2 つ に分け ､ 評
価の プ ロ セ ス を分析 でき る こ とが 明らか にな っ た｡ 内的規範の適用により評価されなか っ
た逸脱とは ､ ある逸脱が母語話者同士 の 内的場面で発生 した際にも ､ 同 じように評価され
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ない場合に対応す る｡ 他方 で ある逸脱が母語話者 に発生 した場合､ 他の 母語話者に絶対に
見逃されない が ､ 非母語話者が同 じような逸脱を起 こ すと ､ 許され る場合を接触規範が適
用されたと解釈する ｡ 接触規範の 適用に よ っ て評価されなか っ た逸脱は ､ 接触場面に限 っ
て評価されなか っ たわけで ある｡
以下､ 内的及び接触規範の適用 に基づ い たケ ー ス を検討する｡
4 . 1 . 2 . 内的場面 と同様 に逸脱 が評価されない 場合 (35件)
内的場面にお い て は ､ 逸脱が留意されて も､ 評価 され ない 場合がある ｡ 例えば､ 母語話
者同士のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン で ､ ある参加者の発声段階の 失敗は ､ 意味さえ通 じれば､ 逸
脱を留意したと して も､ 聞き手が気付か ない ｡ ある い は気付 い ても気に しない ､ とい うケ
ー ス はよく ある｡ Ellis (1994: 47) で は こ の ような逸脱 は ｢slips of the to ngu e :舌の
もつ れ+ と呼ばれて い る ｡ こ れと同様の 現象が接触場面にも見られ ､ 今回の 調査結果にお
い て､ こ の ような内的規範に よ っ て 逸脱が評価されない の は次の 3 つ の場合で あっ た｡
1) 評価する ほ どの 逸脱 で はない と認知する場合
2) 逸脱に慣れて い る場合
3) 評価する ことができ ない 場合
1) 評価するほ どの 逸脱で はない と認知する場合 (32件)
前述の 通り ､ 発声段階にお ける誤 りとい うような逸脱はイ ン タ ー アク シ ョ ン に障害が な
い限り､ 評価され ない 可能性が 高く なるようで ある o こ の 場合 ､ さらに ｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン に障害を与えない場合+､ ｢逸脱 を相手 の癖 と して 捉え る場合+ と､ ｢相手に関する新情
報を得る場合+ とい う3 つ の種類に細分化できる｡
① コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に障害を与 えない逸脱 (22件)
発声の 問題 ､ 文法的 な誤用 ､ イ ン トネ ー シ ョ ン の ずれなどの 逸脱の場合､ メ ッ セ ー ジの
意味に影響が ない 限り ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の促進 に障害が生 じない ｡ 評価されなか っ た
逸脱のうち､ 言語的逸脱1 ､ 社会言語的逸脱3 ､ 外見に対する 18件､ の 計6例がこの場合
に当たるo グル ー プ別 に見る と､ A グル ー プの 非母語話者に対 して 4件､ B グル
ー プに対 し
て1件､ cグル ー プ に対 して 1件となる｡
外見の逸脱は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に障害を与 えない 限り､ 留意されて も評価されない傾
向が強い ｡ 本調査で は ,､ 非母語話者の外見に関す る逸脱の うち 18件が評価されず､ それら
は非母語話者 の ｢髪の 毛+､ ｢顔 つ き+､ ｢年齢+ 及び ｢身体+ に 関す る逸脱で あ っ た｡ こ こ
では逸脱が 留意されたも の の ､ 評価するほ どの 逸脱で はなか っ たため､ 内的規範が適用さ
れたと考えられ る｡ 例 えば､ A F l及び CF3は実際の年齢 より若く見え ､ それが 母語話者の
予想と違 っ た ことか ら ､ 非母語話者の 外見と実際の 年齢の差は逸脱と して留意されたが ､
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン には影響を与 えなか っ た ため､ 評価されなか っ た ようで ある｡ 2
言語的な逸脱 の 例で は ､ 非母語話者が発声段階にお い て失敗 したが ､ 母語話者はそれを逸
脱として留意しつ つ も､ 意味が通 じるため ､ 逸脱は評価されなか っ た0
例78:AM 2はオ
ー ス トラリ ア の観光客につ い て語 っ て い るo [AM 2ⅩJM 3 29行 - 31行]
A姐2: 特にま - ､ ゴ ー ル ドコ ー ス トの 方とか クイ ー ン ズ ラ ン ド州､ す ご い 日本人い っ ぱい うん ､ そ う､ あと
JM3: お - - -
AM2: 日本人迦ム皇よ 此 に向け の ま - ､ お店とか い っ ぱ い あります し
Jh43: は い は い は い
下線の部分で非母語話者は ｢観光客+ の代わりに ｢か んき ょ うきや く+ と言 っ て しまう｡
F口Ⅰによれば､ 非母語話者は観光客と言おうと して お り ､ 発音がお か しくなっ たこ とには気
付かなか っ たと い うこ とで ある o 一 方 ､ 母語話者は この 逸脱 を留意 した . しか し､ 発声の
ミス と解釈 して 無視 したた め ､ メ ッセ ー ジ伝達に は障害が 生 じなか っ た｡ 逸脱 はあ っ たも
のの ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 支障は なか っ た た め ､ こ の 逸脱 が評価されなか っ たと も言え
るだろう｡
評価されなか っ た社会言語的な逸脱 の 3 件すべ ては ､ 非言語 ゴ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン に関わ
るもの である｡ 非母語話者 の 身体的動作が 2 例 ､ 非母語話者 の 笑い に関わるもの が 1例で
ある. JF2とのイ ン タ ー アク シ ョ ン におい て BM 2 の話 を聞い て い る時の 体の動きが逸脱と し
て留意された｡ JF2と話 して い る間､ BM2は両腕を組み ､ そ の 左 の 手の ひ らを左頬に当て て
支えるような姿勢を と っ て い た｡ JF 2はこ の 非言語的行動を逸脱 と して 留意 した が ､ 日本人
男性の なか にも 同 じような非言語的行動をとる場合が認 め られ る ことか ら､ 評価 しなか っ
たのである. つ まり ､ こ の ような非言語的行動は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に障害をきたさなか
つ たために ､ 評価されなか っ たと言える｡
② 逸脱を単なる相手 の癖と して判断す る (4件)
評価されなか っ た逸脱 の うち､ 逸脱を相手の癖 と して解釈する例もあっ た ｡ こ の ような逸
脱もコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に障害をきたさない が ､ 上 の ｢ア+ の 例と多少異なるため ､ 別の
カテ ゴリ ー と した｡ 例えば ､ JF2 とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお いて ､ A M2は話 しなが ら､ 数
回テ ー ブル を指で叩い た. JF2は こ の 行動を逸脱と して 留意するが ､ 相手の 単なる ｢癖+ と
解釈し､ 評価をして い ない ｡
CF3とc F4 に対 して も ｢癖+ と して解釈 され ､ 評価され ない逸脱が見られた ｡ JF4は､ FUI
母語話者の FUIに よれ ば､ 非 母 語 話者の 年齢の 意識 はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に影響を与えなか っ た と 報告され て は い
るが､ 母寓話者 の 無意織の 中で 精神的な距離 が でき ､ 無意識に イ ン タ - ア ク シ ョ ン に影響 を与え た可 能性も十分 あ る｡
但し本調査で は ､ この 影響を証明す るデ ー タ は なか っ た｡
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によると ､ C F3は ｢お と な しい+ と非母語話者の 会話参加 に関して逸脱 を留意したとい う｡
しかしこれは話 し方の 癖の 一 種と して捉えられ ､ 評価 はされなか っ た. また ､ JF6はCF4 の
許し方の 不明供さを逸脱 と して留意 したが ､ 非母語話者の独特な話 し方だと捉 えたため ､
評価しなか っ た｡
こ の ように ｢僻+ と して 解釈 され る逸脱は 同時に ､ 評価す るほ どの 逸脱で は ない と認知
され ､ そ の 結果 ､ 評価 され ない わけだが ､ これは 内的場面及び接触場面 ､ 両場面にお い て
起こり得る ｡ しか し､ こ の ような ｢癖+ と して解釈 される逸脱の 全てが評価されない とは
考えにくい ｡ そ の ｢癖+ が母語話者にと っ て気 になる ｢癖+ で あれ ば､ 否定的に評価され
る可能性が高くなると推測され る｡
Bグル - プで は癖と して評価されなか っ た逸脱 は見られ なか っ た｡ しか し3人の 非母語話
者(AM 2､ CF 3､ C F4) のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に限られてお り ､ グル ー プ の傾向で はなく ､ 個
人差による現象で あると言う べ きだろう｡ AM 2､ CF3､ C F4とい う個人が逸脱を起 こ し､ それ
が母語話者 に癖と して 解釈 された ため ､ 評価 されなか っ たと言 える ｡ 今回 ､ 例はなか っ た
が､ 他の場面 ､ 他の 参加者の場合 ､ この ような個人的 な逸脱 が B グル ー プにお い ても発生
する可能性は否定できない ｡
③ 相手に関する新情報を得る場合 (6件)
自分が予測 に反する新情報を得た場合に ､ 期待との ギャ ッ プ か ら逸脱が留意されたと言え
る場合があ る｡ こ の 逸脱の 種類は相手が使用 して い る言語で は なく ､ 相手が提供 して い る
話の ｢内容+ に 関る逸脱で あるため ､ こ の ような状況 は社会言語的及び社会文化的な逸脱
に限られて い るようで ある ｡ 本調査で は ､ こ の状況に当てはま る逸脱は C グル ー プ に対す
るもの 4件 ､ A グル ー プに対す るもの 2件 ､ の 計6件 で ある｡ 次 の例は JF6が cF4と のイ ン
タ ー アク シ ョ ン にお い て ､ CF4 の出身地 ､ つ まり中国の 東北の気候に つ い て新情報を得る場
面である｡
例79: 関東出身の JF6は実家で 雪があまり降らない こ とが残念だと語 っ て い る｡ [CF4Ⅹ ∬6
37行 - 39行]
JF6:冬もあ っ たか い か ら､ たとえ雪が , 雪国 がうらやま し い で すけど - (笑い) 雪は もうい ､ 嫌で すか†
CF4: (笑い)
JF6: (突い)
CF4:ヱ土 L 全然積も らな い で す
雪､ 嫌 じや ない
うちの と こ ろは 本当に積もらない ｡ そ う い う雪合戦や っ た の も去 年､ 久 しぶ り で
JF6 は寒 い 地域で は冬 になれば雪が 降ると予測するが ､ CF4 の出身地で は寒い 冬にも雪が
降らない ｡ こ の 中国の 気候に 関す る新情報は JF6 の予想に反 したため､ 逸脱として 留意は
されるもの の ､ 新情報の みで あっ たこ とか ら､ 評価の段階にまでは至らなか っ たと言える｡
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相手に関 して新情報を得 る際 ､ ただ単に予測 に反 しただけで ､ ポライ トネ ス ､ 価値観な
どに関わらない 場合には ､ 評価されない 可能性 が高い ｡ この 例は非母語話者の 出身地 に関
わる逸脱で あるとい う点で は ､ 接触性が強い とも言えるが ､ 内的場面におい て も､ 相手に
関する新 しい 情報を得る場合が多く生 じ､ 予測に反するとその ことを期待か らの 逸脱と し
て留意して も､ 評価を行わない 場合がある｡ 内的 ･ 接触場面の 両場面にお い て も､ この よ
うな逸脱が留意され ､ 評価されな い場合が あるため ､ こ の評価の プ ロ セ ス に内的規範が働
い てい ると解釈する こ とがで きる｡
2) 逸脱に慣れて い る場合 (3件)
Fairbrothe r(2 000: 1 04) で指摘 した通り､ 逸脱が繰り返 され る ことによ っ て 以前評価
した逸脱が評価されなくな る場合がある｡ 本調査 にお いて も､ ある逸脱がよく発生すると､
逸脱自体は留意されて も評価が行われなく なる ケ ー ス があ っ た｡ 本調査の 協力者の うち､
法学専攻の 母語話者が 4人 おり ､ 全員が自分の 将来の 道 ､ ま たは弁護士 の 職業に関わ る話
題を逸脱と して 留意 した ｡ 法曹界の 現状か ら､ 弁護士 になれ る可能性 が非常に低く ､ 法学
専攻の 学生で弁護士 を目指す学生が非常に少 ない ｡ ｢将来弁護士 になりますか+､ ｢す ごい ､
弁護士になれますね+ な どとい う法学専攻以外 の者の コ メ ン トが逸脱と して留意され る傾
向があっ た｡ 次の 例で は ､ CF3がそ うい っ た逸脱 を起 こ して い る ｡
例80:JF 4と CF3 は JF4の 専門､ つ まり法学に つ い て話 して い る｡ [cF3Ⅹ ∬4 31行 - 32
行]
JF4: (笑い)まだ
CF3: 将来の 夢は†(笑い) まだ(笑 い)
JF4: * 自分 じや なれない とか 思 い ます * * * * *
CF3: (笑い)
まだない ですね 一 難 しい ですよ
そう * *弁護士とか(笑い) お -
現実はそれと異なるもの の ､ 法学専攻と弁護士 の 仕事を結び つ けて 考え て しまう人が多い
ため､ JF4は ｢弁護士 とか+ という CF3 のコ メ ン トを逸脱と して留意 した ｡ しか し JF4 の
FUI によると､ ｢それ 脚 〆ご言われ aこ tだ1 と認識 して い るの で ､ 逸脱が繰り返 されて
も､ ｢あまク粛/=L, か -+ そうで あるo 最初は否定的に評価 したの かも しれな いが ､ その 間
じ逸脱が何度も繰り返 され るに つ れ ､ 逸脱 に慣れて評価 しなく なっ たと言える ｡
しか し慣れて しま っ た原因は ､ 何度も非母語話者と のイ ンタ ー アク シ ョ ン に お い て こ の
ような逸脱 を留意した か らで は なく ､ 他の 母語話者と のイ ン タ ー ア ク シ ョ･ン にお い て 同 じ
逸脱を何度も留意 した ことが 大き い だろう｡ つ まり ､ 法律専攻の 学生と専門外 の 学生の 内
的場面にお い て もこの ような逸脱が生 じる可能性が高い ｡ したが っ て CF3が 留意された外
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来性は非母語話者に 限るも の で は なく ､ 内的場面に お い て も同様 に ､ 専門外の 学生の 外来
性が逸脱と して留意される場合が ある ことを示 して い る｡
母語話者が慣れて しまう逸脱は話題 に関わるも の ばかり でほ ない o Bグル ー プに非母語話
者の反応に関する次の 例が 1件ある｡
例81:JF2と BM 2は予定されて い るJF2 の フラン ス 短期留学に つ い て話 して い る3｡ [B M2Ⅹ
JF2 47行
- 49行]
JF2:1 ケ月 だけ の 簡単研修
Bh(2: 観 光だけ† あ､ そうで す､ 幣学研修 ､ - ､ い い ね
JF2: い や､ あの - ､ ブザ ン ソ ン
BM2: ○ ニ○ それは パ リ† あ ー
JF2:
BM2: あ ー ､ 行きた い
ふ ふ ふ ふ
は はは は
あ ー ､ い い ねo うらやま しい
｢ブザン ソン に行く+ とい うJF2の言葉に対して ､ BM2は ｢あ ー ､ い い ね｡ うらやま しい+ と答
えるが､ JF2は こ こで ､ BM 2がブザ ン ソ ンを知らない と判断し､ BM 2 の反応 を逸脱と して留意し
た (F口Ⅰ による)｡ と こ ろが ､ 相手 が母語話者で あ っ て も内的場面で 同様の反応 ､ い わゆる ｢知
つ ている振り+ をする場合が あり､ JF2がそれに慣れて いたた め､ 評価を行わなか っ た｡ 評価さ
れない ことは接触場面だ けとは限らな い ことか ら考えれ ば ､ 内的規範が働 いて い たと言える｡
3) 評価不可能な場合
イン タ ー ア ク シ ョ ン の 参加者は相手の発言を理解 し､ 非言語的シ グナ ル か ら相手の態度､
意図､ 感情等 を読み取ろうと し､ さらに自分の考えをまとめたり発言を コ ン ト ロ ー ル した
りしようとす るために ､ 膨大な量の 情報を同時に処理 しなければならない(中西 2 000:13 0)0
今(2 002: 23) でも ､ 母語話者が非母語話者を見て い な い場合 ､ 自己の 発話 に集中 して い
る場合､ 次の 発話内容を考えて い る場合､ あるい は他の 活動に集中して い る場合､ 非母語
話者の逸脱を留意しな い ケ ー ス が あるこ とを実例 をもとに指摘 して い る ｡ こ の ような現象
は逸脱の 留意の みならず､ 逸脱の 評価段階にも生 じると考えられ るだろうo また ､ Mu r o aka
(2000: 29 7) で指摘 されて い るように ､ 評価は逸脱 の発生 した時と異なる時に行われる場
合があるた め ､ た とえ逸脱 を 一 瞬留意 したと しても ､ そ の 場でそ の 逸脱 を評価する余裕が
ない とい う事態も考えられ る｡ 余裕さえあれば ､ 評価も可能だ っ たろうが ､ その 時点で は
急な話題 の転換もあり ､ また､ 急 に発言 したい ､ ある い は急に質問され る ､ 別 の こ とを考
3
同じ逸脱は例 31 でも見られる｡
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え始める等､ 様々 な事情か ら､ 評価段階まで の 管理プ ロ セ ス の 中断とい うケ ー ス も起こり
得るので ある｡ 本調査に お い ては ､ こ の 例は得られなか っ たが､ こ のような状況が内的場
面､ 接触場面の どちらにお い て も起こりうることは否定で きない ｡
以上3 つ の 状況 は内的場面の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン に も､ 接触場面のイ ン タ ー ア クシ ョ ン に
も適用され る可 能性が あるた め ､ 相手が 母語話者で あ っ て も非母語話者 でも ､ 上述の よう
な逸脱が生 じた 場合 ､ そ の 逸脱 は評価 されない ｡ こ の ような状況で は ､ 相手 の属性とは関
係なく､ 逸脱 を同 じ基準で 管理 して おり ､ 内的規範が適用されたと言える｡ また､ 非母語
話者が逸脱を起こ したと して も母語話者と同じように扱われ ることか ら考えれば､ 同 じ規
範が働い て い ると言っ て よい だろう｡
4 . 1 . 3 . 接触規範 の適用 により逸脱が評価されない場合 (59件)
内的場面で普段評価 さ れ るはず の 逸脱が接触場面 にお い て評価され ない場合が ある｡ 接
触場面である こ とが評価されない 原因で あると考えられるた め ､ 評価の プロ セ ス に は内的
規範ではなく ､ 接触規範が 働い て い ると言える｡ 本調査の 結果 ､ 接触規範が適用されたの
は､ すべ て母語話者が非母語話者の 逸脱を許容 した場合 で あっ た ｡ つ 普.り ､ 母語話者は接
触場面を意識 し､ 非母語話者の能力 の 限界を静め る こ とで ､ 内的場面と異な っ て逸脱を評
価しない ｡ 接触規範の 適用 に よ っ て言語的逸脱 34件 ､ 社会言語的逸脱 24 件 ､ 社会文化的
逸脱1件､ 合計 59件の逸脱が評価されなか っ た｡ 以下 ､ 各種類の 評価されなか っ た逸脱 の
特徴をまとめ る｡
1) 言語的逸脱 (34件)
言語的な逸脱 に つ い て は ､ 34件の 逸脱 が評価 されなか っ た ｡ 母語話者 同士 の 内的場面に
おい て これ らと同 じような逸脱が 留意された場合､ たとえイ ン タ ー アク シ ョ ン 自体に障害
をきたさない と しても ､ 無視され る可能性は低い と思われ るため ､ 接触場面に限 っ て この
ような逸脱が評価され なか っ たと考えられ る｡ 母語話者は非母語話者の 外来性を意識 し､
非母語話者の 弱点 を許容 しょ うとするた め､ 逸脱の 評価に関して 内的場 面と異なる評価 を
行う｡ こ の評価を支配する規範は内的規範と異なるた め､ 接触規範であると考えられる ｡
但し､ 評価されなか っ た言語 的逸脱の 特徴を見ると､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン促進 に障害をき
たさない もの が多く ､ 比較的評価 しなくて もよい 種類で ある｡
Aグル ー プ に対 して 1 2件､ B グル ー プ1 6件､ c グル ー プ6件の 逸脱が評価されなか っ た ｡
評価されなか っ た言語的逸脱 は主にメ ッセ ー ジの 形式 (31件) に関係するが ､ メ ッ セ ー ジ
伝達に関する例(3件) も見られた ｡ メ ッ セ ー ジの 形式に 関する逸脱はイ ン トネ ー シ ョ ン(12
件)､ 文法 (5 件)､ 語桑 (4件)､ 発音 (7件)､ 流暢さ (1 件)､ 声の 明快さ (1 件) と全体
的な日本語能力 (2件) で ある ｡
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例えば､ AM 2 のイ ン トネ
- シ ョ ンがイ ン タ ー アク シ ョ ン の グロ ー バ ル ･ レ ベ ル の 逸脱とし
て留意されるが ､ 評価は行 われて い ない ｡ JF2は AM2 のイ ン トネ
ー シ ョ ンを日本語母語話者
のものとはか なり異なると感 じたが ､ ｢外国人が話すような日本語+ で あると判断 して評価
をしなか っ た (FUI によ る)｡ 内的場面にお い て相手の イ ン トネ ー シ ョ ン がは るかに異なる
と留意した場合 ､ 評価の 段階に まで 至 る可能性 は高い もの の ､ 接触場面にお い て は ､ ｢外国
人だから+ とい う理由 でイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン に支障が生 じない 限り ､ 評価する必要が ない
と母語話者は欝織する ようで ある ｡ つ まり ､ JF2 は A M2 の非母語話者で ある外来性 を強く意
識したため､ 内的場面で行われる評価の 基準を接触場面に適用 しなか っ た｡ よ っ て ､ 逸脱
の評価に関して JF2 の内的規範が潜在化されたが ､ そ の 代わりに接触規範が顕在化され､
評価が行われ なか っ た｡
次の例では､ BFl の言語的な逸脱はJFlに評価されて い ない ｡
例82: BFlは ブラジ ル の 実家まで 帰るための 所要時間に つ い て話 して い るa [BF lxJF1 88
行 - 91行]
BFl: なん か帰 る時は ､ 本当 に何週間がな い とや っ ぱり ね そ う､ そ う､ そ う､ そ う
JFl: うん そうですね せ っ か く時間かけて帰るから
BFl:行 っ て来 る の 時間だけでなん か 実際は呈 迎 皇以上 か か っ ちや うで すよ
JFl: あ､ そ ん なに か か っ ちや うん だ
BFlは ｢ミッ カカ ン+ と言うはずだ っ たが ､ ｢サ ン ニ チ+ と言 っ て しまう｡ JF lは こ の 逸脱
を内的規範の適用に よ っ て留意 した が ､ 意味が通 じたため ､ 評価 して い ない (F ロⅠによ る)｡
内的場面にお い て この ような逸脱 の発生 は稀で あり ､ も し発生 した場合､ 評価 された可能
性が高い ｡ JFlは BF lが非母語話者で あるこ とを意識 した ため､ こ の逸脱を評価 しなか っ た
と言わざるを得ない ｡ つ まり ､ JFlは BF l の外来性に反応 し､ 内的場面と異なる評価を行 っ
たため ､ 逸脱 の評価の 段階で は ､ 内的規範で はなく ､ 接触規範を適用 した｡ 言 い か えれば､
内的規範の適用 に よ っ て逸脱 を留意して も､ 相手を非母語話者と して意識す る こ とによ っ
て ､ 内的規範と異なる基準を適用する こ とによ っ て評価が されなか っ たと言う こ とができ
る｡
次の 例では ､ JF5は CF3 の語嚢に関す る逸脱 を評価しない ｡
例 83:イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 初期段階で ､ JF5が CF 3に い つ 日本に来たの か尋ね て い る｡
[cF3ⅩJF5 6行 - 7行]
JF5: い つ ご ろ来られ て
CF3: お - ､ い ち､ 二 竪圃
- 年間で すか †短期留学あ ー ､ もう慣れ ま した †日 本は (笑い)
だい た い (笑い)
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｢い つ ごろ来られて+ とい うJF5 の質問には ､ ｢ 一 年前+､ ｢去年の 3月+､ ｢先週+ などの椅
定的な時の 表現が期待されて い るの だが ､ ト
一 年間+ と いう CF3 の答えは ､ 期間を表す表現
であり ､ JF5には語褒の 逸脱 と して留意された｡ けれ ども ､ それが ト 年前+ を意味する こ
とが推測可能 なこ と か ら､ 逸脱 は評価 されず無視され ､ 談話は続けられた｡ しか し､ こ の
インタ
ー アク シ ョ ン の 直後に ､ 実は最初の質問をCF 3が誤解 したという ことが判明する｡
[cF3ⅩJF5 8行
- 9行]
JF5: え､ 何月 か ら† あ､ じや金敷之巳笠､ ( 笑い)旦杢息 LO月､ え､ で も
一 年 っ て ことは - ､
cF3: 10月 の初め ころ (笑い)
JF5: 今12月 だ か ら - ､ あ､ ま だ 2 ケ 月† (2 つ の 指 を前 に出す) あ* もう 2 ケ月 で 脹れちゃ っ た ん だ ､ 早 い ですね
cF3: あ ー は い
こ の会話から､ C F3が 一 年前に 日本に来たの では なく ､ 2 ケ月 前の 1 0月 に来てお り ､ 先の
ト 年間+ が文字通り期間 の意味と して使用されたこ とがわか る｡ つ まり ､ CF3が今か らど
のぐらい 日本 に い るか に つ い て答 えて い るの で ある｡ 内的場面にお い て この ような逸脱が
発生すると､ 相手が観解 したと推測 して ､ 逸脱を評価 し､ 管理プロ ヤス を調整段階まで辿
る可能性が高く なる｡ 一 方 ､ 接触場面にお いて は ､ 相手が非母語話者で ある こ とか ら､ 多
少の逸脱 は母語話者に予想 されて おり ､ 問題 には ならない だろうと判断された逸脱 は評価
されない 可能性がある ｡ と こ ろが ､ 上 の例 の ように ､ 問題 にならない と いう母語話者の判
断が必ず しも正 しいとは 限らない ｡ Va r o nis & Ga s s(1 985 b: 34 2) が論 じる ように ､ 母語
話者と非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て
一 人の 参加者が自信を持 っ て 相手の 発言
を ｢不正確に+ 解釈する場合 ､ 2人は共通談話の ス ペ ー ス (a c o -｡ ndis c o u r s e spac e) を
持たない ため に ､ 問題 が生 じやすく なる｡
非母語話者の 総合的日本語能力が評価されない ケ ー ス も あ っ た｡ 本調査で は､ 非母語話
者のうち最も 日本語能力が低 い の は AF 3である｡ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て ､ JF6は AF 3
の総合的日本語 レ ベ ル を逸脱 と して留意は したが､ F UI の報告に よると ｢通 じれば､ ま っ た
く気に しなか っ た+ と述 べ て い る｡ 内的場面にお い て ､ 相手の 非母語話者が数多く の言語
的な逸脱を起 こすと､ 例外 な しに逸脱が厳しく評価されると予測できるが ､ 接触場面で は
非母語話者の 外来性が 母語話者 に認知され ､ 逸脱が ある程度許されるわけで あるo
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に障害をきたす可能性の 高い と考えられ るメ ッセ
ー ジ伝達に関す る
逸脱も評価されない 場合が あ っ た｡ 次の 例では ､ 内的場面で問題に なりそ うな逸脱が接触
場面では評価されない o JF3 のメ ッ セ ー ジ受容 に関する逸脱で ある o
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例84:AF 3と JF 3は自己紹介を して い る
4
o [AF 3ⅩJF3
JF3:よろ しく お願 い しま
- す
AF3:
JF3: 智子です
AF3:
私 の 冬 前 は - ジ ュ イ ン ･ タイ ラ ー です
2行]
ジ ェ イ ン ヤ
ジ ュ イ ン
ジ ュ イ ン
ジ ェ イ ン あの
え っ と -
JF3はAF3 の ファ
ー ス トネ ー ム しか聞き取れなか っ た (FUIによる)｡ JF3は内的規範に対す
る逸脱と して留意するが ､ 評価は行わない ｡ 内的場面 では相手の 苗字がわか らなければイ
ンタ - ア ク シ ョ ン が進まず､ 完全に は聞き取れ ない と して も､ 理解できる程度まで の 調整
が普通は行われるが ､ 接触場面 の 場合には､ 特に英語圏の A グル
ー プの 場合など､ ｢フ ァ ー
ス トネ ー ム だけで い い+ とい う意織が強く働き ､ 苗字が聞き取れずとも ､ 問題は ない とす
る人が少なくな い ようで あ る｡ こ の ため ､ 同様の 逸脱 で あ っ ても ､ 内的場面 で の評価と接
触場面での 評価が明確に異なる場合が あるの で ある ｡
上の例では ､ 母語話者が 非母 語話者の言語的逸脱 を許容す る傾向が見られ る｡ 母語話者
は非母語話者の外来性を認 知する こ とにより ､ 内的場面で評価するはずの逸脱を接触場面
におい ては評価 しない ｡ この ような場合で は､ 母語話者は内的場面の 評価を支配する規範
を適用せず､ そ の 代わり に接触規範を適用する｡ つ まり､ 内的規範の適用に よ っ て逸脱を
留意しても ､ 評価の段階に おい て 接触規範を適用する場合が あると考えられる ｡
2) 社会言語的逸脱 (24件)
接触規範 の 適用に よ っ て評価されなか っ た社会言語自勺逸脱は 2 4件確認され たo 同 じよう
な逸脱が 内的場面におい て 発生 した場合 には ､ 評価される可能性が高い た め ､ 接触場面に
限っ て評価の プロ セ ス が異なる と考えなければならない o つ まり ､ 母語話者 は非 母語話者
の外来性 に反応することか ら､ 非母語話者の逸脱に 対 して 内的場面と異なる評価を行うと
考えられる ｡ 評価の基準が 異な るた め､ 評価の段階に お い て母語話者の 内的規範が潜在化
され､ 代わり に接触規範が適用 されたと考えられる｡
評価されなか っ た24件の 社会言語的逸脱の 内訳は ､ A グル
ー プに対 して 14件､ B グル ー
プに対 して 9 件､ C グル ー プに対 して 1 件で あ っ たo 逸脱は バ ラ エ テ ィ
･ ル ー ル (1 5件)､
点火ル ー ル (4件)､ 媒体ル ー ル (4件) 及び形 ル
- ル (1件) に関するもの で あるo 言語的
逸脱と同 じように ､ 社会言語的逸脱 の 特徴と してもイ ン タ
- ア ク シ ョ ン 自体に 障害をきた
さない 場合に評価 され な い こ とが 多い . 特に ､ バ ラ エ テ ィ
･ ル - ル に違反す る逸脱はイ ン
タ ー ア ク シ ョ ン に影響を与 えない 限り､ 留意されて も評価されない傾向にあると言 えよう｡
4
すべ て の名前は仮名 である｡
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バラ エ ティ ･ ル ー ル に関す る逸脱の 中では ､ 英語 の コ ー ド使用に関する逸脱 が最も多く
評価されなか っ た (9件) が ､ こ の 結果 は A グル ー プ (3件) と B グル ー プ (6 件) のイ ン
タ ー アク シ ョ ン に限られて い るo 以下の例は ､ B グル ー プ非母語話者の英語使用が評価され
なかっ た場合で あるo
例85: BF4は ス ペ イ ン 語を勉強 してお り ､ JF 6とス ペ イ ン語の 文法に つ い て 話 して い る｡
[BF4ⅩJF6 3 2行 - 34行]
JF6: be動詞と かや っ て るん で すけど - ､ なん か * (手 を左右動か して) 変わる じや ない ん です か -
BF4: ん - あ､ そ う､
JF6: 同 じで すか †
BF4: ポル トガル 静もそんな感 じ
JF6:
BF4: が違うん です ね
なん かそう､ あ ー の - わ た しが 言うと - ､ その - ､ あの - ､ 幽
母語話者同士 の 内的場面で は ､ 相手 が ｢動詞+ の代 わ りに 日本語以外の コ ー ドの ｢v a rbu､
v e rb+ を選択 した場合､ それ が逸脱と して留意され ､ 恐らく否 定的に評価され る場合が あ
るだろう｡ しか し上 の 例 で は ､ JF6 が BF 4 の｢v a rbu､ v e rb+ という発言 を内的規範から逸
脱として留意 したが､ そ の 単語自体の 理解が可能だ っ たこ とか ら､ 評価を行 っ て い ない (FロⅠ
による)｡ 内的場面とは異 なる基準で こ の 逸脱を評価 しなか っ たため ､ B F4 の外来性 を意識
したことが評価の 要因とな っ ただろう｡ 接触場面で は ､ 逸脱が留意されても ､ その イ ン タ
ー アク シ ョ ン自体に障害を与 えなければ ､ 評価され ない可能性がある｡ 特に英語使用 の場
合には､ ほ とん どの 日本人学生が英語 の 学習経験をもち ､ ある程度の単語は 理解でき るは
ずである ｡ よ っ て ､ 使用され る英語が母語話者の 理解範囲であれば ､ 日本語以外の コ
ー ド
の使用に関わ る逸脱 は評価 されない傾 向が見られた と思われる｡
次の例で は ､ BF 3 の英語使用も逸脱と して留意され るもの の ､ 評価されない ｡
例86‥ BF3が ∬4 と法律 の様 々 な側面に つ い て話 して い る
5
｡ [BF3ⅩJF4 7行 - 8行]
BF3‥ あの ､ セ ク ハ ラの 方とか で もい ろい ろ - あるん あ の
- は､ 払 わない ､ あの ､ と い うの は ､ 家を買っ て - ､
JF4: あ ー うん
BF3: その 1o a n, 1o a nを払 わ な い 人と か
JF4: うん ､ そ うい う ような法律をや っ て い ますね
5
同じ逸脱は例 46 でも見られ る｡
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日本語の単語 ｢ロ
ー ン+ の 代 りに BF 3は明確に英語 の ｢1o a n+ を使う｡ JF4は こ の 言語 バ ラ
エ ティ に関わ る逸脱 を留意するが ､ 評価 しなか っ た｡ ｢外国の 方なんで ､ そ うい う英語的な
発音があっ ても ､ 別 にお か しい と思わない ･ - 外国の 方は大体そうい う発音す るの で+ 無
視したの である (FUIによ る)0 JF4 の解釈に よれば ､ こ のような逸脱 は外国人であれば ｢許
せる+ が､ 内的場面にお い て 同様 の逸脱が発生 した場合は別 で ､ 無視されない 可能性が高
い ｡ こ こでも こ れまで の例 と同様 に ､ 母語話者は 内的場面に はない非母語話者の外来性を
静知する こ とにより ､ 逸脱を評価 しなか っ たと考えられるo しか し 一 方で ､ こ の ケ ー ス で
は日本語の 外来語 ｢ロ ー ン+ と英語の ｢1o an+ の 発音が近 い た め､ 推測可能で あっ たわけ
だが､ 知らない 英単語 の場合な ど､ 逸脱を大目に見 るとい うことは起こらない だろうo
さらに バラ エ テ ィ ･ ル ー ル の 逸脱の 中で評価され ない傾向にあ っ た逸脱に は､ 丁 寧語 の
使用 (4件) に 関する逸脱 が挙げられ るが ､ こ れは A グル ー プ に限られた結果で あ っ た ｡ c
グル ー プに対 して は丁 寧語 に関す る逸脱 5 件が 留意されたもの の ､ 評価されなか っ た例は
一 つ も見られ なか っ た ｡ こ れは A グル ー プの 逸脱の 多く は語褒 レ ベ ル であり (3 件)､ c グ
ル ー プの 逸脱 は文 レ ベ ル で 現れ たた め ､ こ の 差異が発 生 した と考 えられる｡ 例 えば､ 次の
例ではA グル ー プ非母語話者の語褒的 な逸脱が留意されたが ､ 評価はされて い ない ｡
例87:JFlと AFlが 自己紹介を して い る6｡ [AFl x ∬1 1行]
JFl: JFlっ て い い ます､ JFlつ て
AFl: え､ わたく しは AFl です
JFlは AFl の自称代名詞 の 丁寧さに関 して逸脱を留意 した｡ 相手が女子学生 の場合､ ｢わた
し+､ また は ｢省略+ が 予測 される場面 で ､ フ ォ ー マ ル な場面にお い て しか使わ ない AFl の
表現をJFl は逸脱 として 留意す るが ､ 評価まで に は至 らなか っ た｡ JFlは単に A Flが使用 し
たことばは属性 を同 じくす る 日本人の もの と は異なる と意識す るに とどま っ た (F UIに よ
る)｡ 同様な逸脱 は同 じペ アで もう - 度発生 した が ､ その 逸脱も評価されなか っ た ｡ 内的場
面におい て 同様 の こ とばが使用 されたなら､ 否定的に評価され る可能性が高 い が ､ 接触場
面であっ たため ､ 評価の過程 が別の メカ ニ ズム に支配 されたようである ｡ つ まり ､ JF lは
AFl の逸脱 を許容するため に ､ こ の逸脱 の評価に関 して 内的規範を潜在化 し､ 接触規範を適
用した｡
同じペ アで ､ 別の 語桑に 関する逸脱が留意された例 を挙げる｡
例88:AF lは JF l の専門を尋ねる7｡ [AFlxJF1 5行]
AFl: あの - ､ 三豊巴娃⊥
JFl: 専門は 法学
6 同じ逸脱は例4 7でも見られる｡
7 同じ逸脱は例4 8でも見られる｡
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この例では､ JF lは AFl の｢ご+ とい う敬語の 接頭辞が付い て い る ｢ご専門は†+ を逸脱と
して留意するが評価 しな い o 学生同士 のイ ン フ ォ ー マ ル なイ ン タ ー アク シ ョ ン で はあまり
発生しない表現で あるため ､ 留意された の だろうが ､ その 一 言だけであっ たこ とから､ AFl
の誤用と して捉えられ ､ 評価されなか っ た｡
上のように ､ 言語 の ス タイ ル に 関わる単語 レ ベ ル の逸脱は評価されない が ､ c グル ー プの
スタイ ル に関わ る逸脱 はす べ て 否定的に評価され ､ 評価されなか っ た場合は 1 件もなか っ
た｡C グル ー プ の 日本語 の ス タイ ル に関わる逸脱 のす べ て は文 レ ベ ル で現れて い た ｡ 例えば､
cF4とJF4 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て ､ 年上で ある CF4が終始 ｢ます形+ で話 し､ JF4
がそれを逸脱と して 留意する｡ JF 4は 先生と話 して い るように感 じ､ 否定的に こ れを評価 し
た (FUI に よる)0
フォ ー マ ル過 ぎると判断 される ス タイ ル の 使用は社会的な距離を作り出すため ､ 不適切
なス タイ ル を長く維持 した CF4 の逸脱は否定的 に評価されたと考えられる｡ 一 瞬の語嚢レ
ベル での ス タイ ル の逸脱な らば敵用と して捉え､ 見逃されるが ､ 文 レ ベ ル の 逸脱は誤用と
して捉えにく い ようで ある｡ CF4 は意図的に距離を作ろうと しなか っ たの で (FUI より)､
フォ ー マ ル ス タイ ル の維持 は誤用だっ たと考えられる ｡ あるい は ､ 初対面で C グル ー プ の
非母語話 者が 相手 に 対 し ポ ライ トネ ス を 示 すた め に ､ 中国語 の 自 己軽視 マ ク シ ム
(s el f- de nigr atio n m a xim ､ Gu 1990: 24 6- 248) を適用 し､ フ ォ ー マ ル なス タイル の使用
によ っ て相手を高めようと したとも解釈す るこ とが できるだ ろう｡
しか し誤用で あるにも関わらず､ 社会的な距離に 関する逸脱は感情的に捉えられるため ､
否定的な評価に結 びつ きやす い ｡ 先行研究で指摘されて い るように (熊井1 992: 72､ Ga s s
良 Va r onis 19 91:131) ､ 感 情的 に捉 えられる逸脱 は非母語話者の 日本語能力 に結び付 ける
よりも､ 非母語話者の 性格に関連づ けられる傾向がある. 一 方 ､ 単語 レ ベ ル の 逸脱は 一 瞬
の誤用と して捉 えられやすい ｡ M iya z aki(2001 : 42) が指摘した ように ､ 特 に意 味交渉 の
研究分野では ､ 語褒レ ベ ル の 不適切さが強く意識され る｡ そ の ような逸脱は非母語話者の
日本語能力の 欠如と して解釈され ､ 評価 しない とい う行動 に結び つ く傾 向が見 られ る｡ 但
し､ 丁寧語 に関わる C グル ー プの 5 つ の逸脱の す べ て は CF 3と CF4 のもの で あり ､ C グル ー
プ全員に同 じような傾向が あるとは言いきれない ｡
また､ バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル 以外 の ､ 点火ル ー ル ､ 媒体 ル ー ル及 び形ル ー ル に関す る逸脱も
評価されない 場合が あ っ た｡ 例 えば ､ AF3 の不理解によ っ て話題が変更された こ とが ∬3及
びJF5に点火ル ー ル の 違反 と して留意されたが ､ 評価は されなか っ た｡ こ の 例で は､ JF3と
JF5は AF3 の 日本語能力の 欠乏 ､ つ まり ､ AF3 の言語的外来性に反応 したため ､ A F3 の逸脱
を許容 した｡ こ こで も日本語母語話者は ､ 逸脱 の評価に関 して 内的規範の代 わりに接触規
範を適用 したと考えられる . さらに これらの 例で は ､ AF3 の逸脱が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 困
難の存在を反映 したもの の ､ 非母語話者の 話題変更に よ っ てイ ン タ ー ア ク シ ョ ン は促進さ
れたため ､ 比 較的許容 しやす い逸脱だと思われる ｡
また､ 媒体ル ー ル の 逸脱に関 して は ､ AFl､ AF3 及び AF4 の大きなジ ェ ス チ ャ ー が評価さ
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れなか つ た｡ 日本語 母語話者 の ジ ェ ス チ ャ
ー と大きく異なる非言語的行動で あ っ たため､
内的場面にお い て 同 じような逸脱が発生 した場合､ 評価され る可能性が高い と思われ る｡
しかしこの 場合 にお い て も母語話者は非母語話者の外 来性に反応 したため ､ 内的場面と異
なっ て評価が行われ なか っ た｡ つ まり､ 評価の 段階に お い て 内的規範が潜在化され ､ 代わ
りに接触規範が顕在化され たと考えられる｡
以上の 例で は ､ 母語話者 は非 母語話者の 外来性 を意識 し､ 逸脱 を許容す るた め ､ 内的場
面とは異なる基準を用 い ､ その 逸脱を評価 しない ｡ つ まり ､ 内的場面で評価 され るはずの
逸脱に対 して母語話者は評価を支配する内的規範を潜在化し, 代わり に接触規範を顕在化
する｡ 但し､ こ の現象はす べ て の逸脱に対 して行われ るとは 限らない ｡ 評価されなか っ た
社会言語的逸脱の 大部分はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に支障をきたさない ような逸脱 であり ､ 比
較的許容 しやすい逸脱で あ っ た｡ また ､ 丁 寧語 の例 で解釈 した ように ､ 逸脱 が語嚢 レ ベ ル
で現れた場合 の 方が文 レ ベ ル で現れた場合 より評価されない 可能性が高い ようだ｡ また､
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 困難が生 じた場合でも ､ AF 3 のように非母語話者の 言語能力が低 い レ
ベ ルであれば､ 逸脱 を許容す るケ ー ス が見られた｡
3) 社会文化的逸脱 (1件)
社会文化的逸脱が評価されなか っ た例もまた1例確課 されたo 相手が日本お よび日本人
に関して 一 般的 な意見を言う場合､ 内的場面にお い て は ｢それは ス テ レオ タイプだよ+､ ｢皆
がそうじやな い よ+ の ように ､ 否定的な評価や反論が なされる場合が あるだろう｡ とこ ろ
が
､ 接触場面にお いて 同様の逸脱が留意された場合 には ､ ｢外 国人であるため+ に､ 非母語
話者の言い 方や考え方を評価 しない場合もあるようだ. 次は ､ A M2 の日本人の 朝食に関する
意見がJF2に逸脱と して留意され るが ､ 評価され ない 例で ある｡
例89: AM2とJF 2が納豆 に つ い て話 して い るo [AM2ⅩJF2 92行 - 94行]
AM2: 空 地 辺三⊥塵亘 うん
JF2: あ ー - でもそうとは決まっ て ない ､ 私は 大体 あ､ 食 べ る 時間が か か る ん で
AM2: あ ー - あ ー - そうですね うん
JF2:です よ ご 飯を取 る の は ､ だ か ら朝 は急 が なくちや遅刻 しちゃ うん で †笑) パ ン とか 食 べ ますけ どね
JF2はAM2 の朝食の 納豆 に つ いて の発想を日本に 関す る ス テ レ オタイ プと して捉 え､ 逸脱と
して留意す るが ､ 相手が非 母語話者で あるた め ､ 食文化に つ い て の理解が違っ ても ､ 評価
にまで至 る逸脱で はなか っ た o 内的場面にお いて 日本 の 文化 ､ 食生活に つ い て 一 般化 し過
ぎた意見が提示 された場合 には ､ 逸脱を評価する可能性が 高い が ､ こ の場合の ように母語
話者が非母語話者の場合は その外来性 を意識 し､ 逸脱を許容する｡ つ まり､ ここで もまた､
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逸脱の評価 に関 して母語話者 は内的場面の 行動と異なり ､ 内的規範を潜在化 し､ 代わりに
接触規範を顕在化 したと考えられ る｡
内的場面で の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 場合 ､ 以上 の 例 の ような逸脱が生 じた場合 ､ そ の 逸
脱が否定的に評価 され ､ 調整段階ま で導か れ る可 能性 が高い ｡ しか し､ 接触場面 で はイ ン
タ ー アク シ ョ ン に問題が 多少生 じて も､ 母語話者が相手の 外来性 を認知 し､ 逸脱を許容す
る場合があるo つ まり ､ 非母語話者の 外来性を羅知 して意識的に 内的場面と異なる行動を
とることもあり得る . 相手 非母語話者の 弱点に 同情 し､ 発生する逸脱 を容認するとも言え
る｡ さらに ､ 本調査 の 設定場面が 初対面で ､ 調査終了時点に は相手との 関係 が完全 に終わ
るとい う事情もあっ て ､ 恐 らくイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の - 時性も こ の評価プ ロ セ ス に影響を
及ぼして い る と思われ る｡ 逆に ､ 相手との 関係が今後も続き ､ 相 手と の 共同作業な どを行
わなければならない状況に あっ た なら､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の ｢重さ+ も異なり､ イ ン タ
ー アクシ ョ ン に障害を与える逸脱が評価されない 可能性は低く なると考えられ る｡
以上の例では ､ 接触場面 に限 っ て言語的 ､ 社会言語的 ､ 社会文化的逸脱が評価されない た
め､ 評価に関して接触規範が適用 され たとい うことが できる ｡ つ まり ､ 母語話者同士の 内
的場面の イ ンタ ー ア ク シ ョ ン にお い て相手 を判断する基準と は異なり､ 接触場面にお いて
は､ 非母語話者の 外来性 を意識す ると ､ そ の 外来性 に反応 し ､ 規範を緩 める傾向が あるo
非母語話者との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て は ､ 相手の メ ッ セ ー ジを理解さえできれ ば､
ある程度イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の周辺 部に ある逸脱 と意識 して ､ 評価は行わず ､ 逸脱を ｢許
容する+ 傾向が 見られ る｡ また ､ 逸脱がイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に ある程度障害を与えた場合
でも､ 母語話者は調査 の 場面が 一 時的なもの であると意識 し､ 相手が ｢外国人だか ら+､ イ
ンタ ー ア ク シ ョ ン が順調に 進む よう､ 留意した非母語話者の 逸脱を見逃す場合がある｡
但し､ 母語･話者が非母語話者との イ ンタ ー アク シ ョ ン におい て接触規範を適用 し続ける
とは限らない ｡ 本調査 の結果 か らは ､ 非母語話者の す べ て の逸脱が 一 貫 して接触規範の 適
用によ っ て評価され なか っ た とい う こ とはない ｡ 留意された逸脱の 種類も母語話者の 規範
適用に重大な影響を与 える ようで ある ｡ 逸脱が原因で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に大きな支障を
きたす､ 相手の メ ッ セ ー ジ が 理解不可能になる ､ ある い は相手の 逸脱に よ っ て感情的にな
るなどの場合が生 じたとすれば ､ その ｢許容+ の気持ちの 度合い が薄くなると考 えられる｡
管理プ ロ セ ス の 各段階にお い て規範が 適用され るも の と見られ ､ 内的規範に基づ い て逸
脱を留意して も ､ そ の 逸脱 の評価や調整段階にお い て接触規範が適用 される こ ともある｡
つまり､ 内的規範によ っ て 逸脱 を留意 しても ､ その 逸脱を同 じ内的規範に基づ い て評価 ､
調整を行うと は限らない の で ある｡
4 . 1
. 4 . 3 グル ー プ間で の 差異
以上の よう に ､ 評価され なか っ た逸脱に関 して非母語話者の 3 グル ー プの 間で ､ 多少の
差異が現れた｡ 本節で は ､ そ の 差異の 特徴及び差異が生 じた要因に つ い て ､ 考察して い く｡
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全体的に評価されない逸脱 の 数字だけを見ると､ c グル ー プが他の グル ー プより評価される
償向が見られ るた め ､ C グル
ー プ の みが厳 しく扱われ ると推測す即布れがある｡ しか し逸脱
の種額を細かく分析すると ､ そうで はない ことが わか るo
こ こでは ､ 外見的 ､ 言語的 ､ 社会言語的及び社会文化的な逸脱を巡 っ て非母語話者3グル
ー プ間の差異を示す｡
1) 外見的外来性
外見の逸脱を見ると ､Aグル ー プ の 逸脱 は7件全て評価されなか っ たが ､数字的に見ると､
Bグル ー プの 逸脱は 8件となっ て お り ､ A グル ー プよりも評価されない場合が多い ことが わ
かる. また ､ C グル ー プ の評価 されない逸脱 は 3件と最も少なか っ たが､ そ の割合を見ると､
Bグル ー プと大差はない o そ して 4 . 2 . で詳 しく祝 明す るが ､ B グル ー プ の 逸脱が否定的
に評価される場合､ それは B グル ー プの 特徴で はなく ､ 留意された逸脱の種叛に関係する
結果である｡ 残り の B グル ー プ ､ c グル ー プの 逸脱は中立的評価の 対象になっ てい るため ､
厳しく扱われて い るとい う印象とは全く反対 の傾向が見 られ る ｡ つ まり ､ 逸脱 が評価され
たことは否定的に評価され たこ とと 一 致しない 傾向が見られた｡
2) 言語的外来性
言語的な逸脱 を見 ると､ 各非母語話者グル ー プの評価され なか っ た逸脱はメ ッ セ ー ジ伝達
より､ 言語 の ｢形式+ に集中 して い る｡ 言語 の ｢形式+ は 間違 っ て い るもの の ､ 意味が通
じる場合が多く ､ 母語話者にと っ て許容 しやすい逸脱で ある｡ ｢形式+ の逸脱 は コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン自体に障害を与 えな い場合が多い の で ､ 評価されず ､ 無視され る傾向が強い ｡ 特
に接触規範の適用 に よ っ て ､ 言語的逸脱が評価され ない ｡ つ まり ､ 母語話者は非母語話者
の外来性を認知するため ､ 内的場面で評価され るはず の逸脱を評価 しない . 一 方 ､ c グル ー
プの言語的逸脱 は ｢非母語話者の 発言が聞き取れ ない+､ ｢母語話者 のメ ッ セ ー ジ を理解す
る ことが できない+､ ｢非母語話者が調整 マ ー カ ー を出す+ な ど､ メ ッ セ ー ジ伝達の 困難に
集中 して い る｡ そ の ため ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自体の 問題 と結び つ き､ 問題 を解決 しよう
と､ 調整の段階にまで至 る場合が多いため､ 無視され にくか っ たと考えられる ｡
3) 社会言語的外来性
言語的逸脱 と同様に ､ C グル ー プの 評価されなか っ た社会言語的な逸脱の 数が少ない原因
も逸脱の種類に ある｡ 本調査に おい て ､ 最も多く評価され なか っ た逸脱の 種類は英語 の使
凧こ関するの で あるが ､ A (9件)､ B グル ー プ (1 1件) と比 べ ると ､ C グル ー プ の 留意され
た逸脱が少なか っ た (1 件)｡ 英語使用の場合､ 日本 の 大学生の ほとん どが ､ ある程度英語
学習の経験を有する こ とか ら､ 接触場面で英語が使用 され ても ､ 理解可能ならば ､ そ の逸
脱を評価 しない場合 が多い ｡
また､ 丁寧語使用に関して 4 . 2 . で説明するように ､ C グル ー プの 学生同士 のイ ン タ ー
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アク シ ョ ン にお いて ､ 丁寧語使用が社会的距離感を生み ､ 不愉快に感じた母語話者がい た｡
このような逸脱は感情的に捉えられる場合が あるため ､ 無視しがたい 逸脱となるo 一 方 ､ A
グル ー プの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て も丁寧語 に 関する逸脱が留意された が ､ ほとん ど
が単語 レ ベ ル で発生 し､ 言語的なミス と して捉えやすく ､ 無視される傾向が見られた｡
さらに､ A グル ー プ及 び B グル ー プ の 評価され なか っ た社会言語的逸脱を見 ると ､ 非言語
行動に関わ る逸脱も評価され なか っ た｡ ポ ライ トネス などの違反と結び つ か ない 限り ､ 逸
脱が留意されて も､ 非言語行動は比 較的無視されやす い傾向がある｡
以上の こ とを踏まえる と､ c グル ー プに対 して逸脱が 評価され る原因は C グル ー プ非母語
話者に対 して母語話者が厳 しい 見方をするか らで はなく ､ C グル ー プの 逸脱が他の グル ー プ
の逸脱と異なり ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を阻害する特質をも つ ため であると結論 づけられる ｡
言い換えれば､ c グル ー プ の 逸脱が無視されにく い原因は 母語話者が偏見から C グル ー プに .
対して異なる態度をとる の で はなく ､ C グル ー プの 逸脱の 種類 による｡
4) 社会文化的外来性
社会文化的逸脱 に関 して は ､ A､ C グル ー プの逸脱が ほ ぼ同 じ程度評価されなか っ た｡ こ
の 2 グル ー プの 逸脱に は ､ 非母語話者の 個人的背景､ 非母語話者の 国や文化 に関する逸脱
が多く ､ 見逃しやす い タイ プの 逸脱で あっ たと考えられ る . 一 方 ､ B グル ー プの場合 ､ 評価
されない社会文化的逸脱 の 例は 1例も確認 され なか っ た ｡ B グル ー プ の 社会文化的な逸脱が
評価されない 原因もまた逸脱の 種類 にあると推測され る. B グル ー プの 留意された逸脱を見
ると､ 新情報 に関わ る逸脱 が留意されたが ､ こ の タイ プ の 逸脱は評価され ない と いう こと
はなく ､ 肯定的に評価され る傾向が強か っ た｡ 肯定的 に評価され る場合が多い要因と して
は､ その 新情報が 日系人 の経験 ､ 背景､ 生活などに関わるも の で ､ 日本及 び 日本人の歴史
などと関係の あるテ ー マ で あ っ たため､ ｢面白 い+ と判断されたか らで あると考えられる ｡
さらに ､ 接触規範の適用 に よ っ て A グル ー プの 1 つ の 社会文化的な逸脱が評価されなか
つ た
｡ 但し､ こ の 1例だけでは ､ グル ー プの 傾向と して解釈する ことはできない ｡
4 . 1 . 5 . まと め
留意された外来性 に対 して評価が行 われて い ない 例 を見る と､ 評価されやすい 逸脱と評
価されにく い逸脱が ある こ とが わか る . 一 般的に ､ 日本語 母語話者は外見に 関わる逸脱は
留意して も､ そ の 外来性 を見逃す場合が多い ｡ 接触場面で ある ことか ら､ 母語話者は ある
程度視覚的な外来性 を期待 して い るか らで あろうo 一 方 ､ 言語的逸脱 ､ 社会言語的逸脱 ､
社会文化的逸脱 は外見に 関わる逸脱 よりは無視され にく いようだ｡
また､各グル ー プの逸脱に対 して 内的規範と接触規範が適用され るこ とが明らか になっ た｡
逸脱を留意する と､ それ を内的場面と同じように評価するか ､ 接触場面に限 っ て別 の評価
を行うか ､ 母語話者には大きく 2 つ の 選択肢がある｡ 内的場面と同 じように逸脱が評価さ
れない場合､ 内的規範が顕在化 され ると言えるが ､ 内的場面とは異なる場面と して逸脱が
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評価されない場合 ､ 評価 に関 して接触規範が顕在化され ると思われる｡ さらに ､ 留意段階
で適用され る規範の 種類と評価段階の それとは必 ず しも 一 致 しない ことも明らかにな っ た｡
例えば､ 留意の 段階にお い て逸脱 を見逃さなくて も ､ 評価の 段階にお い て内的場面で評価
されるはずの 逸脱が接触場面にお い て評価されな い場合が あるo この 場合､ 母語話者が非
母語話者の逸脱を許容す る傾 向が 見られ ､ 外来性管理 の評価 の段階にお い て接触規範が適
用されたと考 え られ る o 但 し ､ 母語話者が非母語話者の 逸脱 を許容す る傾向があると言 っ
ても､ す べ て の 逸脱 を許容す るとは限らない o 逸脱 の 種類も重要であり ､ 本調査では ､ メ
ッセ ー ジ伝達に影響を与 えない 言語形式 の誤用 ､ 英語使用 ､ 語褒 レ ベ ル の 丁寧 臥 非言語
的行動など､ 比 較的イ ン タ ー ア ク シ ョ ン に障害をきたさな い逸脱は許容されやすい傾向が
見られる｡
さらに ､ 逸脱 に対す る評価が行われ なか っ た場合 に つ い ても ､ 3 グル ー プ間に差異が見ら
･
れた｡ A グル ー プの 逸脱 は他の グル ー プより評価されない傾 向が あっ た｡ 最も外来性の高 い
グル ー プ である ため ､ 母語話者か らの 期待度が低く ､ 逸脱を許容した可能性が あるが ､ 本
調査ではそれを裏付けるような決定的 な結果は得られ なか っ たo 評価されなか っ た A グル
ー プの 逸脱は 多か っ たが ､ 内的規範の 適用 によ っ て評価されな っ たケ ー ス が 多か っ たた め､
接触場面で あ っ たため に逸脱が評価されなか っ たとは言 い難い ｡ む しろ､ A グル ー プの 逸脱
のうち､ 無視されやす い種類の逸脱が 多く生 じて い たと言 っ た方が正 しい ｡ また､ c グル ー
プの逸脱の 性質は他の グル ー プの も の と多少異なり ､ 内的規範 ､ 接触規範に基づ い たとし
ても無視され にく い よう で ある｡ メ ッ セ ー ジ伝達は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の根本であるため ､
これ に関わ る逸脱が 生 じる と ､ そ の まま無視す る こ と は普通は考 えにくい o さらに ､ 社会
言語的逸脱の うち､ イ ン タ ー アク シ ョ ン促進 に支障 をきたす逸脱 (特に ポ ー ズ)が 目立ち､
インタ ー ア ク シ ョ ン自体に影響を与 え ､ 母語話者に許容され にくくなると考えられる｡
この ような結果を見 ると､ 3 グル ー プ間の 差異は ､ 主に各非母語話者グル ー プが起こ した
逸脱が､ それ ぞれ性質が異なるため に生 じたと考えられ る｡
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4 . 2 . 外来性 の否定的評価
本節では ､ 留意された逸脱が母語話者にどの ように否定的に評価されるの か を検討する｡
否定的評価により逸脱が初めて｢問題+になると考えられるため(ネウス トプ ニ ー 1997:ll)､
問題を取り扱う管理理論 で は中心的な段階となるo また､ 母語話者が行う否定的評価が相手
非母語話者グル ー プに よ っ て違うの ならば､非母語話者の外来性 が逸脱の 問題化に どう影響
するかを考えなければならない ｡
こ こでは ､ 内的規範及 び接触規範 の適用に よ っ て ､ 主に どの ような逸脱が否定的に評価さ
れるか ､ 評価され る原因は何で あるか ､ 非母語話者3グル - - } の逸脱 に対 して 母語話者の評1
価過程は異なるか につ い て 分析する｡
4 ･ 2 ･ 1 ･ 否定的に評価された逸脱の 特徴
否定的評価 は各グル ー プ ごとに逸脱の 4 つ の タイ プに分類 したが ､ それ だけで は逸脱に
対して否定的に評価 したケ ー ス の割合がわからない ため ､ 各 グル ー プ ごとに逸脱の合計と ､
そ の合計に対する否定的評価 の割合を表4･ 2･ 1･ に示 した o全体数及 び留意された逸脱 の割合か
らもc グル ー プ非母語話者の 逸脱 が最も多く評価されたこ とが分か る0 Cグル ー プ非母語話
者の逸脱の 1 02件が否定的 に評価されており ､ これは留意された逸脱全体の 69. 9%で ある｡
表4･2･ 1
. 否定的に評価された逸脱
A グル ー プ (令 B グル ー プ(令 Cグル ー プ(令 合計
計 149逸脱) 計 114逸脱) 計146逸脱)
外見的逸脱 0(0%1) 2 (18.2%) 0(0%) 2
.5静的逸脱 24 (57. 1%) 18 (50%) 39(83%) 81
社会言語的逸脱 39(33.3%) 24 (48%) 54(85. 7%) 117
社会文化的逸脱 7 (28%) 2 (ll. 8%) 9 (28. 1%) 18
総計 70(47%) 46 (40.4%) 102(69. 9%) 218
どの 非母語話者グル ー プに対 しても社会言語的逸脱が最も多く否定的に評価された｡そ の
うち､ 最も多い の は C グル ー プであり ､ 留意された社会言語的逸脱の うち､ 85. 7%が否定的
に評価された ｡ どの グル ー プでも言語 的逸脱が社会言語的逸脱に次い で否定的に評価され ､
留意された逸脱の 割合から見ると､ c グル ー プ非母語話者の例は A､ B グル ー プより多い ｡
逸脱の種類では ､ 外見的及 び社会文化的逸脱に対す る否定的評価が最も少ない ｡ しか し､ そ
のうちでも3 グル ー プ間で差が あり ､ B グル ー プに対 して の み外見的逸脱が否定的に評価さ
れた｡ また､ 社会文化的逸脱の 場合､ B グル ー プ非母語話者の逸脱が他の グル ー プ より
1 ここ の パ ー セ ン トは 各グル ー プ で 留意された逸脱の タイ プの 中で､ どの 割合の 逸脱が否定的 に評価され た の か を示 し
てい る｡
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否定的に評価する ことは少なか っ たo
表 4･ 2･ 2･ で は ､ 各グル ー プの 否定的に評価された逸脱をさらに細分化した ｡ 表 4. 2. 2.
で見られ る ように ､ 否定的評価された外見的逸脱は非母語話者の 年齢及び服装に関する ｡ 服
装に関する逸脱は B グル ー プで の み留意され ､ 否定的評価が生 じてい た｡
言語的逸脱 に つ い て は ､ どの グル ー プ でもメ ッ セ ー ジ伝達に 関する逸脱が言語の形式に関
する逸脱より否定自勺に評価 される傾 向が強か っ たo メ ッ セ ー ジ伝達に関する逸脱は C グル
ー プ非母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン で最も多く留意され ､否 励勺評価も他の グル ー プ より
多かっ たo さらに ､ 既に 4 ･ 1 ･ で説明したように ､ c グル ー プ非母語話者のメ ッ セ ー ジ
伝達に関する逸脱がす べ て否定的に評価されたの に対して ､ A､ B グル ー プの メ ッセ ー ジの
聞き取り及 び非母語話者 の言語生成の 困難に関する逸脱は評価されなか っ た｡
言語の形式に関す る逸脱 に つ い て は ､ どの グル ー プでもイ ン トネ ー シ ョ ン に関する逸脱が
否定的に評価されたo また ､ 文法的誤用 ､ 発話の 速さ及び流暢さに関して 逸脱が留意された
場合､ 否定的評価が行 われたo だ が ､ 総合的日本語能力の逸脱 はB グル ー プにお い て の み ､
声の明快さに関す る逸脱 は C グ ル ー プにお い て の み ､ 否定的に評価された｡
社会言語的逸脱 に つ い ては ､ 点火ル ー ル に関する逸脱が最も多く否定的に評価された ｡ 但
し､ A グル ー プ (1 7件)､ c グル ー プ (24件) と比 べ ､ B グル ー プで は否定的に評価された
逸脱が少ない (8件)｡ こ れは ､ 点火ル ー ル に関する逸脱が A､ C グル ー プほ ど生 じなか っ た
ためと考えられ る｡ 沈黙及 び会話の維持に関する逸脱 は､ どの グル ー プにお い ても､ すべ
て否定的に評価され ､ 3グル ー プ間の 差異は ､ 逸脱の 発生頻度の違い に よる｡ また ､ 非母語
話者の会話参加 に関す る逸脱は ､ どの グル ー プにお い ても否定的 に評価される場合が あっ た ｡
さらに､ 話題変更､ フ ィ ラ ー ､ あるい は会話の盛り上がりに関 して逸脱が生 じた場合､ す べ
て 否定的に評価された. 非母語話者 が不理解の た 捌 こ話題を変更する場合 ､ 逸脱が否定
的に評価され る傾 向が 強い が ､ c グル ー プで はす べ て否定的に評価された｡ さらに 偽 りの
理解に関する逸脱 は ､ A グル ー プ にお い ての み否定的に評価された ｡
点火ル ー ル に つ い で 否定的評価 の多か っ たの は ､ 内容ル ー ル に関する逸脱である｡ こ こ
でも非母語話者3 グル ー プ間の 差異が見られる｡ A(14件)､ c グル ー プ (19件) に比 べ ､ B
グル ー プで は否定的に評価された逸脱が 少ない (9件)｡ この 結果も逸脱の発生 した頻度と
関係する｡ どの グル ー プで も ､ 話題及び発話の 文脈 に関する逸脱は否定的に評価された｡ 発
話の文脈に つ いて は ､ B､ C グル ー プで は ､ すべ て逸脱が否定自勺に評価されたが ､ A グル ー
プでは ､ 中立的に評価された逸脱が 一 件あ っ た｡ さらに 話の 焦点に関する逸脱が否定的に
評価されたが ､ これも A グル ー プで の み見られた｡
バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル に 関 して ､ 各非母語話者グル ー プの 結果は数字的には大きな違い は な
いが
､ 否定的に評価された 逸脱は 異な っ て い るo T寧語の逸脱は A､ C グル ー プのイ ン タ ー
アクシ ョ ン で しか留意されなか っ た｡ その ため､ 否定的に評価された逸脱もこ の 2 つ の グル
ー プに集中して い る｡ だが ､ A グル ー プ よりも C グル ー プで 否定的に評価された逸脱が多
かっ た｡ これ は ､ 既に 4. 1. で論 じたように ､ A グル ー プの 丁寧語に関する逸脱は 語嚢レ ベ ル
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のもの で あた っ たため ､ 評価されない傾向が強か っ たからだろう｡ 英語使用に関する逸脱は
各グル
ー プで留意され て い たが ､ A､ B グル ー プで の み､ 否定的に評価されて いた｡ A､ B グ
ル ー プの 英語 の逸脱は C グル ー プ より多く留意された ため ､ こ の結果は逸脱の 発生した頻度
と関係 して い るだろうo 日本語使用の 逸脱もA､ B グル ー プで否定的に評価されたが ､ 逸脱
もこの 2 つ の グル ー プ で しか発生 しなか っ たo また ､ ス タイル ･ シ フ トに対す る否定的評価
はBグル ー プに限られ るが ､ 逸脱 の発生もB グル ー プに限られて い た.
媒体ル ー ル の 逸脱 に つ い て は ､ 近接性 ､ あるい は感情の表現に関して逸脱が留意され る場
合､ 否定的に評価され る ことが ある . しか し､ この ような逸脱は A､ C グル ー プ に限られて
いるo 一 方 ､ 他の グル ー プで 同じような逸脱が留意されても､ B グル ー プの 身体動作､ 及び
Cグル ー プの笑 い の みが否定的に評価された｡
形ル ー ル及 び換作ル ー ル の逸脱 に関 して ､ C グル ー プ の 逸脱だけが否定的に評価 された ｡
Bグル ー プ の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て同じ種類の 逸脱が留意されたが ､ 肯定的に評価さ
れるか または評価され なか っ た｡
社会文化的逸脱に関 しても非母語話者3 グル ー プの 差異が見られる｡非母語話者の 人柄に
関する逸脱は どの グル ー プで も否定的に評価されることがあっ た｡ 但 し､ 非母語話者の 国や
文化に関 して は A グル ー プ の逸脱 だけ否定的に評価された｡非母語話者は日本に 関す る知識
がない場合 (A､ C グル ー プ)､ 逸脱 はす べ て否定的に評価された ｡ 非母語話者は 日本に 関す
る知識を持つ 場合で も否定的 に評価され るが ､それはA グル ー プ より ､Cグル ー プ にお いて ､
多少多か っ た o - 方 ､ 日本 に 関する意見の逸脱が発生 した湯合､ B グル ー プ の逸脱が 1件の
み否定的に評価され た. 最後に ､ 日本 との 関係の逸脱 は各グル ー プのイ ンタ ー ア ク シ ョ ンで
留意されたに もかかわらず ､ A､ C グル ー プに対 して の み否定的評価が なされて い た o
以上の 表で示 された通り ､ 本調査で非母語話者の逸脱 が否定的に評価される割合 は比 較
的高い と言える｡ こ こで は ､ 否定的評価が どの ような状況におい て行われるの か ､ 行われ る
原因は何で あるの か を例 に基づ き､ まとめていく｡
外来性 に関わる逸脱 の 否定的評価の場合にも ､ 規範の使い 分けが明らか にな っ た｡ 以下で
は否定的評価が行われ る状況 を内的規範によるもの と接触規範に よるもの に分ける ｡
4 ･ 2 . 2 . 内的規範によ る逸脱の否定的評価
内的場面と同 じメ カ ニ ズム で逸脱を評価する場合､ 内的規範が働い てい ると言 える｡ つ ま
り､ 接触場面で生 じた逸脱が 内的場面でも発生 したら､ 同様に否定的に評価されるだろうと
推測する ことが できる場合で ある ｡ 本調査の デ ー タ結果か ら､ 内的規範の 適用による評価を
次の 8カテ ゴリ ー に分けるこ とができた｡
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1) メ ッ セ - ジ伝達の 問題が引き起こす否定的評価
2) 談話上の 問題 が引き起 こす否定的評価
3) 相手の ｢強 い+ 外来性が引き起こす否定的評価
4) 不快感によ っ て引き起こされる否定的評価
5) 逸脱の累積が引き起こす否定的評価
6) 社会文化知識不足 が 引き起こ す否定的評価
7)相手の性格 の 問題が 引き起こ す否定的評価
8) 内的規範の 強化 によ る否定的評価
以下､ 具体例 を示 しなが ら ､ これ ら8 カテ ゴ リ ー の特徴を解祝する｡
1) メ ッセ ー ジ伝達の 問題が引き起 こす否定的評価 (69件)
本調査で最も多く否定的に評価された逸脱はメ ッセ ー ジ伝達に関す る問題で ある｡ メ ッ セ
ー ジ伝達の 逸脱 は ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ ブ レ ー クダウン に つ なが る危険性が あるた め ､ 比
較的否定的に評価されやすい ｡ 本調査で は ､ メ ッ セ ー ジ伝達に関する 6 9件の 逸脱が否定的
に評価された｡ 内訳は A グル ー プで 21件､ B グル ー プで 1 1件､ c グル ー プで 3 7件で ある ｡
メ ッセ ー ジ伝達の 問題 は様 々 で ある . 以下で ､ ｢母語話者のメ ッ セ ー ジ受信の 問題+､ ｢非母
語話者の 受倍 の 問題+､ 及 び ｢非母語話者の言語生成の 問題+ の 例を紹介する｡
① 母語話者の メ ッセ ー ジ受信の 困難
メ ッセ ー ジ伝達の 問題 は ､ 母語話者が 非母語話者の メ ッ セ ー ジを適切に受信 できず に起 こ
るケ ー ス が多い ｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の根本的な機能 の 一 つ は相手の メ ッ セ ー ジを受信する
ことで ある｡ 相手 の メ ッ セ ー ジを聞き取る､ あるい は理解できない場合 ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ･ ブレ ー ク ダウン の 危険性が起 こる｡ こ の ような場合 ､ 母語話者は､ 逸脱 を否定的に評
価する傾向が ある｡ つ まり ､ 母語話者はメ ッセ ー ジ受信の 困難を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題と
して捉える｡
母語話者は､ 非母語話者が 日本語と違う言語 コ ー ドを使用 した時 ､ そ のメ ッ セ
ー ジを聞
き取ることが でき ない 場合がある｡ 例えば､ 次の例で は､ JF4は英語の名前を聞き取 るこ と
ができない ｡
例90:BF3は元アメ リカ大統領ビ ル ･ クリン トン の セ ク ハ ラ裁判に つ いて話 して い る｡ [BF3
ⅩJF4 1 6行 - 1 7行]
BF3: アメ リ カ とか ､ 例 えばビ ル ･ ク リ ン ト ン と モ ニ カ
･ ルイ ン ス キ†とか - ､ あ､ あれはもう､ あの -
JF4: うん
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BF3: 弁護士がすごいね 例えば､ paula d5o:nd5 が､ 800†
JF4: うん
BF3 が元 ク リ ン トン 大 統領 の セ ク ハ ラ裁判に つ い て 話 し ､ ｢ポ ー ラ ･ ジ ョ ー ン ズ+
([po:rQd5o=nd5uJ])の代わり に ｢[pa uJa d5o:nd52]+ と発音したため ､ JF4はメ ッ セ ー ジを聞き
取る ことがで きず､ こ の 逸脱を否定的に評価した. 相手の話の 中の キ ー ワ ー ドを聞き取 るこ
とができない 場合 ､ 相 手 の 詰も理解する ことができないた め ､ こ の ような逸脱は否定的 に評
価されやすい と考えられ る｡
次の例で は ､ CF 3が漢語 を過剰使用 したた め､ ∬4 はメ ッ セ ー ジを聞き取る ことが できな
い｡
例91: CF 3は最近の 天気 に つ い て話し始める｡ [cF3ⅩJF 4 11行]
cF3: この 間里三_と塵重宝±､ め ずら しい
JF4: ( 領く‡( 身体を前に傾ける)
cF3 が中国語 の ｢好天+ をそ の まま借用 して ､ ｢ず っ と好天 です+ と発言 し､ 普通の 話 しの
流れとの相違が あ っ たた めか ､ JF4は何が珍 しい の か を聞き取る ことができなか っ た ｡ メ ッ
セ ー ジ受信 に問題が 生 じたた め ､ こ の 逸脱を否定的に評価 し､ 非言語的な行動 に見 られ るよ
うに､ 調整段階にまで 至 っ た｡
また ､特に C グル ー プ非母語話者の名前に関して母語話者はメ ッ セ ー ジ受信 の 問題を抱え
ていた ｡ 中国語 の名前 の場合､ 単音節の もの が多く短い ため､ メ ッ セ ー ジと して受信 しにく
いと考えられ る｡
例92: CF4は自己紹介を行 っ て い る｡ [cF 4ⅩJF7 1行 - 2行]
cF4: ハ ク と申 します 柏と い う字 千葉県の 柏市とい うと こ ろあり ますね
JF7: え† は い † (額く)
cF4は自分 の苗字を最初 に言うが ､ JF7 はこれを聞き取るこ とができなか っ たo イ ン タ
ー ア
クシ ョ ン促進の た め ､ 相 手の名前を聞き取るこ とは大切であり ､ 名前に 関する逸脱が発生す
る場合､ 否定的評価が行われ ､ 調整を行うために談話が中断される ことも多い ｡
グロ ー バ ル ･ レ ベ ル の逸脱も否定的に評価される場合がある. 例えば､ JF2 は CM2 の日本
語が 一 貫 して ｢聞きづ らい+ と評価した. また ､ JF7とJF8に とっ て CF 4 の日本語が聞きづ
らか っ たそうで ある｡ 相手の 発話が聞きづ らい 場合､ メ ッ セ
ー ジ伝達の 問題が起こ る危険性
あるため ､ 否定的 に評価され る｡ 同 じように ､ 非母語話者の声が明快で はない場合 (CM 2､
2 発音記号は Pull｡ m & Ladu s a w(1 986) の 表記方法から借札
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cF4)､ 話 し方が速い場合 (cF 4) でも逸脱が否定的に評価される傾向がある｡
聞き取り の 問題とは別 に ､ 相手の メ ッ セ ー ジが 聞き取れたと しても ､ メ ッ セ ー ジの意味が
理解できない場合が ある｡ 例えば ､ 文の 構造に関する誤用が母語話者の 不痩解を招く場合が
ある｡
例93:AF3 はJF4 に質問 しようとする｡ [AF3ⅩJF4 44行]
AF3: 日本､ 大好 きの 日本と ころは､ なん ､ どこで すか 九州とか
JF4: (頭を横 に傾ける)
｢日本で どこ か好きなとこ ろ はありますか+ の ような質問であれば ∬4 に通 じただ ろうが ､
AF3 の語順混乱及び助詞の 欠落に よ っ てJF4はAF3が言おうと してい るメ ッセ ー ジを理解す
ることができ なか っ た｡JF4 の非言語的行動に見られ るように ､ こ の 逸脱を否定的に評価 し､
調整段階に入る｡
JF5とのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン におい てもAF3 の発言が理解されなか っ た場合が あるo
例94:JF5はA F3 の将来 に つ い て尋ねて い る｡ [AF3ⅩJF 5 45行]
JF5: え､ 将来は 何になりた い ん ( 前に傾ける) *今
AF3: ん - ん - e r, 将来 ah, o o sh､ い ま_ヒ三_
U
_
～
_まit_A}(笑
い) あー ､ 全 地 今,
この例の 下線の と こ ろで は ､ A F3 は ｢知 っ て ませ ん+ と言おうと して い るが ､ 促音の 発音が
うまくできず ､ ｢して い ませ ん+ と言 っ て しまっ た｡ JF 5は AF3 の発言を聞き取 るこ とが で
きたが ､ ｢する+ の現状 の 状態 を表す否定丁寧体 ｢して いません+ を言 っ て い ると思い ､ 非
母語話者の メ ッ セ ー ジ を理解する こ とができなか っ た ｡本調査において 日本語能力が最も低
かっ た AF3 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て ､ さらに同じような逸脱が7件､ 否定的に評価さ
れた｡ こ の ことか ら､ 非母語話者の 言語能力は否定的評価の 頻度に影響を与えると考えられ
る｡
② 非母語話者のメ ッ セ ー ジ受信の 問題
非母語話者の メ ッ セ ー ジ受信 に関する逸脱では ､ 非母語話者が直接的に調整要求 マ - カ
ー
を出す場合､ あるい は非母語話者が直接的に調整要求マ ー カ ー を出さない場合がある｡ 非母
語話者の マ ー カ ー が直接的で あるか否か にかかわらず､ 本調査で は ､ すべ て の 留意された逸
脱が否定的 に評価された (2 3件) が ､ 調整 マ ー カ ー が留意されたケ ー ス が非常に多か っ た
ため(1 9件)､ 母語話者の注意がこれらの逸脱にひき つ けられるき っ かけの ほとん どは非母
語話者自身の 調整要求 マ ー カ ー で あると言える ｡
最初の例で は ､上昇イ ン トネ ー シ ョ ン によ っ て CF3が問題の語桑に つ い て直接JF5に調整
マ ー カ ー を出す｡
1 35
例95: JF5は大学の 寮に つ い て話 して い る3o [cF3ⅩJF5 44行 - 45行]
JF5: こ つ ち側 に ､ 何､ XX寮と か
-
､ 男子寮が ある じや ない んで すか -
cF3: うん あ ー ､ 男子 寮†
cF3は ｢男子寮+ とい う驚褒が 理解できなか っ たため ､ JF 5に ｢男子寮†+ と調整要求 マ ー
カ ー を出 して い るo JF5は こ の マ ー カ ー を留意 し､ CF3 のメ ッ セ ー ジ受信 に困難 があると意
識した｡ そ の 困難の原 因が 自分の 発言の 中の ｢男子寮+ であると意識 し､ 逸脱 を否定的に評
価し､ 調整段階に入 っ た｡
次の例でも ､ B グル ー プ非母語話者に対 して 同 じ傾向が見られる｡
例96:JFlは自己紹介を行 っ て い る｡ [BFlxJF1 8行 - 9行]
JFl: 私捷経学部の 法学科なん で すよ 法学* 科
BFl: うん ､ 膿且⊥ 逸窒塾ヱエユ
この例で は ､ JFl の発言 の 中の ｢法学科+ とい う語嚢が理解できなか っ たた め ､ BFlは調整
要求マ ー カ ー を2回出 して い る｡ BFl の調整 マ ー カ ー に よ っ てJFlは非母語話者の メ ッ セ ー
ジ受信の 問題 を留意する こ とができ ､ さらに､ 否定的評価によ っ て逸脱 をコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン問題として捉 え､ 問題 の 調整が可能になっ て い る｡
非母語話者の 調整 マ ー カ ー が否定的に評価され た例 は A グル ー プ (8件)､ C グル ー プ (9
件) のイ ン タ ー アク シ ョ ンで は多いが ､ B グル ー プ非母語話者 (2件) の イ ン タ ー ア ク シ ョ
ンでは ､ 最も少なか っ た ｡
但し､ 母語話者が非母語話者 の不 理解を留意するには ､ 非母語話者に よる調整 マ ー カ ー は
必ずしも必 要では ない ｡ 例えば､ 次の例で は､ JF3 の｢リボン とか フ ー プ+ は CF3に理解不
能であ っ ただろうと評価される ｡
例97:JF3は得意の ス ポ ー ツに つ いて話 してい る
4
｡ [cF3ⅩJF3 44行 - 4 6行]
JF3= 一 番長 く今まで続けてた の は 一 新体換† * うん と
-
､ なん て言えばい い の か な
CF3: あ ー ､ は い 新体換 体操 の
-
､
一 種
JF3: リボ ン とか ､ フ ー プ と か を使うん で す (笑い) * * * * ** * * *
CF3: あ ー あ - あ LIT_
cF3は ｢あ ー あ - + と相づ ちを打 つ が ､ JF 3は ｢通 じてい なか っ たと思い ます+ と否定的に
3 同 じ逸脱が例 8 でも見られ る ｡
4 同 じ逸脱が例 2 1 でも見られるD
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評価した (FU Iより)o またJF3 の笑い の あとの沈黙か らも､ JF3 の自分の メ ッセ ー ジがcF3
に通じて い ない の で は ない か不安 を感 じて い た こ とがわか る｡ CF3 の F UIによ ると､ こ の部
分は確か に理解できなか っ た ｡
③ 非母語話者の 言語生成の困難
非母語話者のメ ッ セ ー ジ受倍の 面だけで なく ､ 言語生成に関する逸脱も否定的に評価さ
れる (12 件). 非母語話者の メ ッ セ ー ジの 生成の 困難 によ っ て ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン . ブ
レ ー クダウン の危険が生 じる o そ して ､ 母語言緒 は これを回避するために ､ 非母語話者の 言
語生成を支援する場合が ある｡
言語生成の 困難を否定自勺に評価するの は､非母語話者か らの 直接的な調整要求マ ー カ ー が
ある場合 (6件) とない 場合 (6件) であるo 次の 例で 臥 非母語話者がジ ェ ス チ ャ ー によ
っ て調整を要求 した｡
例98:JFl の長野の 冬に つ い て尋ねて い る6｡ [cFlx JF1 63行 - 6 4行]
CFl: なんかあの - う ー ､ 冬 - の 時は 雪が(皇竺隆るをジ ェ ス チ ャ ー す る)
JFl: それは ん ､ 雪降 りますね
この例で CFl は ｢降ります+ とい う言葉を思い 出せ なか っ たため ､ ジ ェ ス チ ャ ー に よ っ て調
整を要求 した ｡ CFl の問題 を留意 して ､ JFlは これを否定的に評価 し､ 調整と して ｢雪が降
りますね+ と適切な言葉を提供 した｡ つ まり ､ JFlは CFl の言語生成の 困難を評価 したこ と
によ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問題を解決す るこ とが できた ｡
非母語話者の ジ ェ ス チ ャ ー だけで は なく ､ 言語上の 調整要求も行われる｡
例99: AFlは大学の落語サ ー クル に つ い て話 して い る ｡ [AFlxJF1 64行 - 6 5行]
AFl: たぶん ､ あの - * うん , 慮 じや なく ても大学 の 前に あの しば†
JFl: 芝生
AFlは ｢芝生+ とい う語嚢を完全 には思い 出せ なか っ たため､ ｢しば†+ と最初 の部分 を上
昇イン トネ ー シ ョ ン で発言 した｡ JFlが これをAFl の生成の 問題として留意 し､ 評価 した結
果､ 調整 を行 っ た ｡
また ､ BF3の 場合､ 調整要求と して英語の ス トラテ ジ ー が遂行された｡
5 同じ逸脱が例 23 でも見られ る .
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例100‥BF3はアメ リカ の元大統領クリン トン の セ ク ハ ラ裁判 につ い て説明しようと して い
る｡ [BF3ⅩJF4
BF3: 例え ば､ pa ula jo n e sが ､ 800⊥800* * *あ､ 迦 ⊥退 色 由 虹 地盤 吐L
JF4: &
BF3は 80万 を生成 しようとす るが ､ 日本語をうまく 生成できなか っ たた め ､ 上昇イ ン トネ
ー シ ョ ン の英語の ス トラテ ジ ー に よ っ て JF4 に調整を要求 した o
但し､ 非母語話者か ら明確 な調整要求 マ ー カ ー がなくても､ 母語話者が非母語話者の言語生
成の 困難を評価する場合があり ､ ため らいや､ ジ ェ ス チ ャ ー 以外の非言語的行動などによ
っ て 非母語話者の 困難を留意す るこ とができる｡
次の例で は ､ 非母語話者の 一 瞬の ためらいが言語生成の 困難として捉えられ る｡
例101: CFl は地球の 温暖化に つ い て話そうと してい るo [c FlxJF1 66行 - 67行]
CFl: なん か環境の 間 * のせ い で すよね 過度生起* 高くなっ て て
JFl: あ! それも 高くなる
｢温度がた *+ の と こ ろ で C Fl の一 瞬の ためらいが JFlに言語生成の 問題と して寧意され ､
調整が行われ た ｡ だが非母語話者の言語生成に関 して 問題 が生 じた場合 ､ ∬1 に よる評価が
他の母語話者 よりも多く見られ るため (7 件)､ 母語話者の管理 の 中でも､ 個人的な差異が
あると考えられ る｡
以上の例 で見られた ように ､ メ ッ セ ー ジ伝達の 問題 は様々 な形を取り ､ 母語話者及び非母
語話者のメ ッ セ ー ジ受信 の面 ､ あるい は非母語話者の 生成の面に関 して逸脱が否定的に評価
されて いた｡ メ ッ セ ー ジ伝達に関する逸脱が発生する場合 ､ イ ン タ ー アク シ ョ ン が止ま る怖
れがシ グナ ル と して表示 され るため ､ 参加者に否定的に評価される確率が高い ｡ よ っ て ､ メ
ッセ ー ジ伝達 の 問題 の 多く はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン 管理 の調整段階まで至 ると考えられる｡
2) 談話上 の 問題が引き起こす否定的評価 (44件)
母語話者は ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の ス ム ー ズさ､ 参加者の 十分な参加 ､ 合理的な進行など
に期待を持っ た め ､ こ れらに対 して 逸脱が発生する場合､ 否定的に評価する傾向が強い ｡ 本
調査では ､ 談話 のメ カ ニ ズム に関する逸脱 44件が否定的に評価され､ そ の 内訳は点火ル ー
ル (39件)､ 内容ル ー ル (3件) 及び操作ル ー ル (2件) ある｡ A グル ー プに対 して 1 6件､ B
グル ー プに対 して 9 件､ c グル ー プに対 して 19件であるo 以下で ､ 点火ル - ル ､ 内容ル ー
ル及び操作ル ー ル に違反 して い る逸脱の 否定的評価の 例を紹介する｡
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① 点火ル ー ル
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 促進を支配するの は社会言語学の 点火ル ー ルで あるため､否定的に
評価された談話上の 逸脱 の 多く (39件) は この ル ー ル に違反 して い た｡ 以下 ､ ｢沈黙+､ ｢非
母語吉緒 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン 参加+及び｢話題変更+ に対する否定的評価の例を提示する｡
<沈黙>
談話の 凍れ にお い て 沈黙が発生 すると ､談話の 問題 と して否定自勺に評価される場合が多
く見られるo イ ン タ ー ア ク シ ョ ン が始まると､ 参加者全員の力により ､ 会話を促進させ るこ
とが期待され る. 沈黙が発生する場合､ イ ンタ ー ア ク シ ョ ン がス ム ー ズに進ん でい ない こと
やインタ ー アク シ ョ ン が 終結する怖れを感じて しまう場合があるo 本研究では ､ A グル ー プ
非母語話者とのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン において 2件､ B グル ー プ非母語話者と 6件､ c グル ー
プ非母語話者と 5件6､ 計 13件の沈黙が否定的に評価された｡ 例えば､ JF3とCF3 のイ ン タ
ー アク シ ョ ン にお いて 次の ように沈黙が発生する｡
例102: CF3とJF 3は 国内旅行 につ いて話 して い る7｡
JF3: (笑い)
CF3:あ､ う(笑 い) あー あ､ 行 きた い と ころ い っ ぱい ､ なん ですけど
JF3:あと ､ 1年弱あれば ね - ､ 時間は
CF3: うん う ん * * * *
そ っ か -
[cF3ⅩJF3 34行 - 3 5行]
う ー ん ､ で も
なんで 日 本でお 仕事
* * * *
CF3はJF3 の発言に反応す るが ､ そ の 反応が単純な相づ ちだけ で あるため ､ 話題が拡大され
ず､ 沈黙が発生 した ｡ JF 3が話題を拡大 しようとす るもの の ､ CF3が積極的に参加 しなか っ
たため､ JF3は沈黙 の原因が CF3 の短 い反応だと認知 し､ CF3 の行動を否定的に評価 した｡
CF3 の相づ ちに より ､ JF 3はタ ー ン を取 らなければならず､ イ ン タ ー アク シ ョ ン促進の 責任
もJF3に残る ｡ 従 っ て ､ JF 3はプ レ シ ヤ ー を感 じ､ CF3 の行動を否定的に評価 したわけで あ
る｡
但し､ 沈黙の原因が非母語話者側に あるの では ない と母語話者が判断する場合もある｡ つ
まり ､ 沈黙の 原因を人間の せ い に し､ そ の人問の 行動を否定的に評価するの で はなく､ そ の
沈黙が発生 したこ と 自体を否定的に評価する傾向も見られた｡ イ ン タ ー アク シ ョ ン の維持 ､
促進は 一 人の 責任で はなく ､ 参加者2人の 協力により ､ 作り上げられるもの で あるため ､ こ
のような評価が行われ るだ ろう｡ 確か に内的場面の 初対面イ ンタ ー アク シ ョ ン にお い ても､
相手に慣れてお らず､共通点 ､ あるい は共通話題 を見つ けるまで沈黙が発生す る こともある ｡
6 c グル ー プ に 対 して 沈黙に関す る 1 2件 の 逸脱が否定的 に評価され た が ､ そ の うちの 7 件は累積に よ っ て 否定的 に評
価されたため､ 5番 目の カ テ ゴ リ ー に 分類され て い る｡
7 同じ逸脱が例 36 でも見られ る｡
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例えば､ BFlとの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお いて沈黙が発生 した場合､ JM 2はそ の沈黙を否定
的に評価 したo F UI では ｢黙 る のが なん か辛い じゃ ないんですか｡ で しやべ りたい な+ と報
告したo JM2はそ の 沈黙が ｢辛い+ と感じ､ 沈黙を否定的に評価するが ､ BFl のせ い に はせ
ず､ ｢しや べ りた い な+ と解釈 したため ､ 沈黙を解決するた めには自分の 責任も感 じて い た
ようだ｡
FUIが なくて も､ ビデ オ ･ デ ー タ にお い て ､ 否定的評価が行われ た証拠を見る ことが でき
る場合があるo 例 えば､ JM 2は BF lとのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン において沈黙が発生 した時､ 指
を神経質そうに い じり動 か し､ JF 8は B F4 とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン では微笑ん だo さらに ､
JF4はCF3との イ ンタ ー ア ク シ ョ ン では ､ 沈黙後の声が非常に小さくな っ た｡ JF4 の FUIに
よれば､ 沈黙が生 じたの で ､ 緊張 して い たそうである｡
非母語話者の 3 グル ー プの結果を比 べ ると､ A グル ー プ非母語話者との イン タ ー アク シ ョ
ンより､ B､ C グル ー プ の イ ン タ ー アク シ ョ ンにお い て 沈黙の否定的評価が多く行われた こ
とが明らか に なっ たo 前述 の通り ､ これは英語圏非母語話者の沈黙 に対する違和感 と関係 し
てい る｡ A グル ー プ非母語話者 と の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ 沈黙の 発生率は他の グル
ー プより低か っ たため､ 続い て評価される割合も低く なっ たと考えられる｡
沈黙はイ ン タ ー ア ク シ ョ ンがうまく進んで い ないとい うことを示す場合が あるため ､発生
した場合､ 参加者は不愉快に感 じる ことが ある｡ したが っ て ､ こ の カテ ゴリ ー の否定的評価
は以下の ｢不快感が 引き起 こす否定的評価+ と重なるとこ ろがある｡ 但 し､ 参加者は沈黙を
強く留意するため ､ 談話上 の 問題 が優先的に意識に入 っ て い ると言える｡
<非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン 参加>
参加者全員はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に十分参加するこ とが期待され てい るた め ､非母語話者
の参加が足りない ､ ある い は過剰で ある場合､ 否定的に評価される｡ 非母語話者の参加 が足
りない場合､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン促進の 責任が主に 母語話者に与えられ ､ イ ン タ ー ア ク シ
ョ ンを維持するプ レ ッ シ ャ ー を感 じる人は少なくない ｡ 一 方 ､ 非母語話者の参加 が過剰 であ
る場合､ 母語話者はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に十分参加 できない と感 じるため ､ 逸脱が否定的に
評価される｡
本調査では ､ 非母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン参加 に関する逸脱14件が否定的に評価さ
れた
｡ まず ､ 母語話者は非母語話者が真剣に話 を聞い て い ない と感 じる場合が ある｡
例103:JF5は A F3に自分 の風邪に つ い て話 して い る8. [AF3ⅩJF5 64行 - 65行]
JF5: ずっ ともう､ 1 0日 ぐらい 風邪ひ い ちゃ っ て て ､ 全然治らな い の
AF3: う ー ん
8 同 じ逸脱 が例 52 でも見られ るo
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今の 風邪はちょ っ と しつ こ い か ら､
JF5: 汲 姐 洩嘘
AF3:
JF5は自分の風邪に つ い て話 して い るが ､ A F3は あまり反応 しない ため ､ 真剣 に話を聞いて
いないと判断 し､ こ の逸脱 を強く否 創勺に評価 したo 直後､ AF3 が次の ような質問をしたた
め､ JF5 の否 定的評価は ますます強化された｡
[AF3ⅩJF5 65行 - 6 6行]
JF5: (鼻をすす る1 うん ､ そ､ 風邪 , う ー ん
AF3: お , 今 ､ 風 邪† あ ー 気をつ けて - あ ー ､ い ､ い っ - は じ めま したか †
JF5: * あ ー なん か ､ あ の 10 日間ぐらい ず っ と ､ 風邪ひ い て て､ うん 10日 前か ら
AF3: あ ー う気をつ けて -
JF5はこ こ で の AF3 の質問に よ っ て 以前の推測が立証されたと考えた｡ すなわち､ AF 3は JF5
の話を聞い て い なか っ た こ とを示すと解釈 したわけだ｡ 但 し､ AF 3 のF口Ⅰによると ､ AF3は
JF5 の話を聞 いて い なか っ たの では なく ､ メ ッ セ ー ジ を理解す ることができなか っ た｡ 本調
査の母語話者の うち､ JF 5 の話 し方は最も速く ､ 彼女とイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を行 っ た非母語
話者全員が ､ 聞きづ らい と こ ろが あっ たと報告して い る｡ また ､ AF3は非母語話者の うち､
最も日本語能力の レ ベ ル が低か っ た ため ､ 他の非母語話者よりメ ッ セ ー ジ伝達に関わる問題
を抱えてい たと言える｡ さらに ､ F口Ⅰに よると､ AF 3は他の セ ッ シ ョ ン と比 べ 疲れて い たよ
うであり ､ ある 一 定以上 日本語 を受信する ことが でき なくなっ て い た っ たと思われる｡ AF 3
がJF5 のメ ッ セ ー ジを聞 けなか っ たこ とは確かで あるが ､ 母語話者が解釈 したように ､ つ ま
らなか っ たた め ､ 故意に聞か なか っ たのとは異なるようで ある｡
CF3 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい ても ､ 相づ ちの うち方 によ っ て つ まらなそうに見えると
母語話者に解釈 された例 が ある｡
例104:JF4は雪につ い て話 して い る9｡ [cF3ⅩJF4 1 6行 - 19行]
JF4:降るとは 思うん で すけ どね - でも ､ あの 一 日本侮 っ て あの - こ っ ちの 方､ 太平洋 と反対の ､ 海 なん ですよ
CF3: あ ー ゝ そ う
JF4:h そっ ちの 方の 方だとす ごい たくさん降るん ですよね ? ?の 方だと 2 メー タ ー 3 メ ー タ ー ､ ? ? ?* * *
CF3:うん うん
9 同じ逸脱が例 33 でも見られ る｡
あ ー あ -
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あ､ ＼ そう
JF4: * でも､ こ つ ちの 方はあんまり降らない (笑い)あ､ 降っ て る の は何度か見られ る っ て い うん ですけど､ あん まり
cF3‥ (笑い) ぁ ー
JF4: 積もらない ん で す よね
cF3: あ + L生ぇ * * * * * * **
cF3が ｢あ - ､ ゝ そ う+ と 下 降イ ン トネ ー シ ョ ン で発言 したた め､ JF4に つ ま らなそうな印
象を与え､ FUIで は ｢私 の 話が つ まらない の か+ と報告 した｡ JF4は CF3がも っ と積極的に
インタ ー アク シ ョ ン に参加す べ きだと期待 して い たが ､ cF3 の相づちによりイ ン タ ー ア クシ
ョ ン参加が足り ない と感 じた｡ しか し､ たとえば日本語教育の 教材で 臥 ｢あ ー ､ そう+ ｢あ､
そう+ とい う相づ ちが よく とり上 げられてい る (例 えばsitu atio n alFu n ctio n alJapa n e s e
第1課 ､ For mal Expr e s sio n sfo rJapa n e s eInte r a ctio n ユ ニ ッ ト9､ 1 0) が ､ どの ような
イ ン トネ ー シ ョ ン で発言す べ きかと いう説明が加 えられ て い るもの は少ない ｡ CF3 の FUI に
よると ､ JF4 の話が つ まらな い と感 じて い たわけでは ない ことが判明 して お り ､ 未習得のイ
ントネ ー シ ョ ン の影響が親解の原因に なっ たと考えられる｡
さらに ､ 非言語的行動か らも ､ 非母語話者のイ ン タ ー アク シ ョ ン参加が足りない と判断さ
れる場合があるo JF4 はイ ン タ ー アク シ ョ ンの グロ ー バ ル . レ ベ ル におい て ､ 一 貫 して CF3
の視線につ い て 逸脱 を留意 して い た ｡語順の移行適切場(TRPtr a n sitio n- r ele v a n c epla c e､
Sacks et al 19 74: 703) で ､ CF3が よく視線を下に向けたために ､ 話順を回避 して い る印
象を受けたと い う｡ cF3は い っ も困っ てい るように見えたた め ､ JF4は ｢違和感を感 じまし
た+ と報告した｡
興味深 い こ とに ､ 上 の 3 例 は何 らか の 形で非母語話者の相づ ちに関わ っ て い る｡ 今石
(1993: 95) が指摘す るよ うに ､ 日本語 の イン タ ー ア ク シ ョ ン にお いて ､ 相づ ちは聞き手 の
会話参加にと っ て重要な役割を果たす｡ 日本語母語話者は相づ ちに関わる逸脱に関して は ､
談話の参加 レ ベ ル におい て 問題が発生 したと評価するようである｡ しか しながら､ F口Ⅰか ら
も明らか なように ､ こ のような逸脱を起 こ した非母語話者は全員中級 レ ベ ルで あり､ 社会言
語的なル ー ル の未習得が原因だと考えられる｡
非母語話者が 話題 を拡大 しない こ とも否定的に評価された ｡ 次の例では ､ 非母語話者は質
問されるが ､ 短 い 答え以外話題 を拡大 しない た め ､ タ ー ン が短すぎると母語話者に否定的に
評価された｡
例105: CF3は い っ 来 日 した の か とJF3が尋ねてい る10o [cF 3ⅩJF3 7行 - 10行]
JF3: じゃ あい っ か ら 日本 に え､ 今年 の † あ あ､
CF3: あの - 10月 の - 2日 †か ら､ 2 日､ は い ? ? ? あ ー 今年
10同 じ逸脱が例 32 でも見られ る｡
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JF3‥ じやあ向こうで
- ず っ と 日本 欝 の 勉強を して て -
cF3: うん , は い
で ､ あ ー ､ え､ じや あい つ まで い るん で すか †
あ ー は い
JF3: じや あまだまだこれ から (笑い1 -
-
､ そ うなん だ - * え､ もう慣れま した†こ っ ちで の
cF3: ラ - ん ､ 1年 間 (笑 い)
JF3: 生活 え ､ 別 に 青葉 に は ､ 督段 は
-
不 自由 しない です か†
cF3: 大体､ は い ､ は い う ー ん *
JF3は質問を出 し､ CF3に話題 を拡大す る機会を与えて い るが ､ cF3はタ ー ン を取 るもの の ､
短い答えばか りで タ ー ン を維持 しない ｡ JF3は 一 人でイ ン タ ー アク シ ョ ンを管理 しなけれ ば
ならない プ レ ッ シ ャ ー を感 じたようである (McLa ugh lin & Cody 1982: 315)0 F UIで は評価
を次の ように表現 した｡ ｢困 っ て い るよ本当に … 言 っ ても返 っ てくるだけで ､ 質問をして
も返っ てくるだけなんで ､ うまく広が っ て い か ない … すぐ終わ っ ちゃ っ たんで+0 CF3 の
日本語能力は中級 レ ベ ル で あ っ たため､発話交替をうまく運用するための社会言語的能力が
まだ足りなか っ た ようで ある｡ 自分の方か らイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を維持する能力がまだ十分
ではなか っ た｡
JF6も､BF4とのイ ン タ ー アク シ ョ ン の 主導権は 一 貫 して自分に属 して い たと感 じてい たo
BF4 の日本語は非常に流暢 で あっ たが ､ マ ク ロ ･ レ ベ ル にお い て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン点火に
逸脱があると留意して いた ｡ ｢私の 動作をすごい待 っ て る人だ っ たんで ､ こ っ ちか ら動かな
いとだめかな+ と JF 8は FUIで報告 した｡ 但 し､ JF8は こ の ような逸脱がB F4 の外来性と関
係がない と思 い ､ 内的場面の 初対面イ ン タ ー アク シ ョ ンにお い ても ､ 同様の 逸脱を起こす可
能性があると解釈 した｡
しか し､ これ まで の 参加不足の 場合とは逆に ､ 非母語話者が勝手にイ ン タ ー アク シ ョ ン の
主導権を 一 方的に握るた め ､ 参加 し過ぎて い ると母語話者に評価された例も報告された .
例106:JM3とCM 2はお互 い に名前を紹介して てか ら､ 属 して い る学部に つ い て紹介す る｡
[cM2ⅩJM3 2行 - 5行]
Cb(2: 文学部 の 学生です か†
JM3: 法経学部､ 法経の 法律の 方で す
あ ー 監 _ 地
位学科 * *
CM2: 皇国虹∈遥遠上Li
JM3: は い ､ は い
血 盟室生旦旦旦 土 地 量童
あ ー
11仮名となる｡
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c舵: 量監 飽 ､ ニ益虫包む
Jh43:
JM3は初対面の イ ンタ
ー ア ク シ ョ ン にお い て参加者は ｢ 一 緒に+ イ ン タ ー ア クシ ョ ン を成立
させるはずだと予測 して い たが ､ 下線の とこ ろで見られ るように ､ CM2は自己紹介の 後､ そ
のままイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 主導権を取り＼自分の属 して い る研究室と研究テ ー マ まで紹介
してしまう｡ JM3 にと っ て ､ CM2は話題を拡大 し過ぎたと感 じ､ FUIで不自然な展開として
否定的に評価 した｡ Gric eの 量の マ ク シ ム に よると､ 参加者 は必 要以上に情報を提出して は
いけない こ とか ら (Gric e198 9: 26)､ CM2 の過剰参加 は こ の原則に違反す る｡ 但 し､ CM 2
が話して い る間 ､ JM3が相づ ちをう つ ため ､ タ
ー ンを維持 して もよい と cM2に解釈された可
能性は十分ある｡
<話題変更>
急な話題変更は ､ 逸脱と して否定的に評価される場合が多い (11件)0
内訳は､ A グル ー プに対 して 7件､ C グル ー プに対 して 4件となる｡ 次の 例で は ､ JF 3は AF 3
の話題変更を否定的に評価す る｡
例107: AF3 は京都で 見た結婚式に つ いて話 して い る12｡ [AF 3ⅩJF3 48行 - 51行]
AF3: あ ー ､ み ､ 見 ま した きれ い ､ 女､ 女の 人 は - す ごい きれ い あ､ あ, し, し､ 白
JF3: - - うん､ なん か真 っ 白 の こう うん
AF3: あ ー 顔 は 白 - き れ い ､ 見 た こ と ない ､ そ うび っ く り - ち ょ ちょ っ と きれ い う ー ん
JF3: うん うん うん うん うん - - (笑い) あ
ー そ っ か - あ ー
AF3: うん うん
JF3: でもなん か今に ､ 日本 の 一 人 で も - ウ ェ デ ィ ン グドレ ス † ドレ ス着るほ うが多い か ら - ､ 結婚式で は うん
AF3: うん
JF3: そ っ か - * * * *( 笑い)
趣味､ あ - 趣 味は - あの - そ う
趣味† 趣味は - ､ えっ とね - ､ あの 舞台を
JF3はA F3が急 に話題を趣味に変えた ことを ｢話題変更が激 しい+ と否定的に評価 した｡ 確
かに､ 話題の 変更は急だが ､ 日本語中級 レ ベ ル の AF3 にと っ て 10分のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン
を維持するの は大変な ことで あり ､ イ ン タ ー アク シ ョ ン促進の ため に ､ 自分にと っ て話 しや
すい話題を提供 しようと したと考えられ る｡ 但 し､ こ の話題変更はJF3に否定的に評価され
12同 じ逸脱 が例 29 でも見 られ る｡
姿済
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たもの の ､ イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン の 促進が維持され ､ 参加者二人とも十分参加することができ
たことも事実で ある｡
他の例でも､ 中級 レ ベ ル非母語話者の 話題変更はほとん どが否定的に評価された (9件)
このような逸脱 の発生は非母語話者の 日本語能力と関係す ると言えるだろう｡
② 内容ル ー ル (3件)
相手の発話の 文脈が は っ きり しない 場合や話の 中心的な内容が不 明であるこ とは ､メ ッ セ
- ジの内容が 理解できない ために ､ 否定的に評価される｡ 本調査では ､ A グル ー プに対 して
1件､C グル ー プに対 して 2件 ､計 3件の 内容ル ー ル に違反す る逸脱が否定的に評価されたo
例えば､ JM3は CM2 の質問を否定的に評価 した｡
例108:JM3 は 日本 につ いて CM 2が ｢悪い+ と感じて い るとこ ろを尋ねて い る13. [cM2ⅩJM3
57行 - 6 0行]
JM3: 他に * なん か * 日本 の * なん か
C虻2:
悪 い とこ ろとい うか
他 に - こ この - んかな､ ここは な 赴
JM3:
ChI2: な - と思 っ た 時は よくあります
JM3: 乗らない です け ど
Ch42: そ うです か
う ー - ん
特に､ え､ え､ 新幹線 よく - - 二 重_車重且皇室む†
なん か ､ たま に乗 っ て い ます * *
で ､ 僕 は乗 っ た とき に -
し､ 新幹線あまり
JM3が CM2に ｢え､ 新幹線よく乗り ますか†+ と聞かれた 際､ 以前の 日本の ｢悪 い とこ ろ+
という話題と全く 関係が ない と思い 込み ､ 質問の文脈がわか らなか っ たため ､ 否定的に評価
した｡ CM 2 の話を しばらく聞い て か ら､ これは実際に 日本の ｢悪い とこ ろ+ の話題 と関係が
あると気が っ くが ､ CM2 の 質問の前置き表現 (山下他 2 001) に問題があ っ たため､ JM3 の誤
解を招い たと考えられる ｡
中級 レ ベ ル AFl の同じような逸脱に対しても否定的に評価 されたた め ､ 非母語話者の 日
本語能力も こ の ような逸脱の 発生に関係すると考えられる ｡
③ 換作ル ー ル (2件)
既に述 べ たように ､ 母語話者は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ ブ レ
ー クダウン を恐れて ､ 非母語話
者の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン操作に逸脱を留意する時､ 否定的に評価する場合が ある｡ 本調査で
否定的評価された逸脱 2件は CFl のイ ン タ ー アク シ ョ ン で見られたo CFlは自分の 専門を説
13 同 じ逸脱 が例 4 3でも見られ るc
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明しようと したが ､ 途中で説明するの を諦めた｡ 他 の操作ル ー ル に関する逸脱は肯定的､ あ
るいは中立的に評価されたため､ CFlが自分にと っ て重要で あるはず専門を説明する ことが
できなか っ たこ とが否定的評価の 大きな要因で あっ たと考えられる｡
3) 相手の ｢強い+ 外来性が引き起こす否定的評価 (40件)
メ ッセ ー ジ伝達 に関す る問題 がイ ン タ ー アク シ ョ ン で発生 しなくても､非母語話者の独特
な外来性を逸脱と して留意 し､ 否定的に評価する場合が ある｡ 母語話者は ､ 非母語話者の
行動が､ 自分の 普段取 る行動とは異なると強く感 じ､ 自分が期待 して い る行動とひ どく矛盾
するため､ 否定的に評価す るわけである｡ 既に3. 1. で論 じたように ､ 非母語話者の外来性
は､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン問題 を引き起 こさない場合 ､ 評価されない こ とが多い ｡ けれ ども､
非母語話者の外来性が否定的に評価された場合､母語話者は非母語話者との差異を強く感 じ
る｡ 非母語話者の 行動 は社会的な慣例を違反 したり ､ 非母語話者の 言語形式が許容でき る範
囲を超えたり ､ あるい は非 母語話者 の習慣 ､ 態度などが異なりすぎるた め､ 理解する こ とが
できない からで あるo イ ン タ ー アク シ ョ ン上で は､ 母語話者が逸脱を否定的に評価 した こ と
が表示されない場合が あり､ FUIの報告により問題 の存在が初めて 明らか になることも少な
くない ｡
本調査では ､ 非母語話者の ｢強い+ 外来性が引き起 こす否定的評価は 40件み られた ｡ A
グル ー プ に対 して 15件､ B グル ー プ に対 して 15件 ､ C グル ー プに対 して 10件である｡ 否定
的に評価された外来性は さらに ｢外見的+､ ｢言語的+､ ｢社会言語的+ お よび ｢社会文化的+
な逸脱に分けられ る｡
① 外見的外来性
1件では あるが ､非母語話者の 強い外見的外来性が否定的評価を引き起こ した場合が あっ
た｡ JF8とBF4 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ BF 4は ジ
ー ン ズとぶかぶかなT シャ ツ を着
ていたが ､ こ の格好はJF 8に と っ て 大学院生らしい格好で はなか っ たo ビデ か デ
ー タ では
逸脱が評価された証拠は見られ ない が ､ FUIでは ､ BF 4の 格好が ｢ラフ だな+ と JF 8は評価
した｡ BF 4 の格好がJF8にと っ て女子大学院生の 服装に関する社会的な慣例に違反 して いた
ため､ 否定的に評価されたと考えられる｡
② 言語的外来性
言語形式上の 強 い外来性が母語話者の許容範囲を超 えて い る場合､ あるい は非母語話者の
逸脱が全体的 に少 ない 場合 ､ 否定的に評価される ようで ある o 本調査では ､ こ の ような否定
的評価は A グル ー プに対 して ､ 4件､ B グル ー プに対 して 4件､ C グル
ー プに対 して 1件､
計9件で ある｡ 否定的に評価された逸脱は非母語話者のイ ン トネ
ー シ ョ ン ､ 文法及び流陽さ
に関するの で ある｡
まず ､ イン トネ ー シ ョ ン に 関する逸脱 6件が否定的に評価された o 各非母語話者グル
ー プ
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に対して評価が行 われ ､ Aグル
ー プに対 して 2件､ B グル ー プに対 して 3件､ c グル ー プに
対して 1件となる ｡ 例えば､ JMlとのイ ン タ ー ア ク シ ョ ンにおい て AFl の｢山伏+ のイ ン ト
ネ ー シ ョ ンが 中間言語と して 否定的に評価された. AFlは｢やゝ ま7 ぶゝ し+と発音 した が ､
JMl は日本語母語話者のイ ン トネ ー シ ョ ン (や7 まゝ ぶ し) とは大幅に異なっ て い たため､
｢ちょ っ と気にな っ た+ とF UIで報告 した｡
また､ JF 6は C F4 のイ ン トネ ー シ ョ ン が日本語母語話者 より上昇 ､ 下降の幅が広い ことを
否定的に評価 した ｡ F UIに よると ､ ｢中国人が話 して い る 日本語だなと強く思っ た+ と解釈
した｡ こ の 発言 からすると ､ JF6は 自分の 中で 中国人の イ ン トネ ー シ ョ ン に関する ス テ レ オ
タイプを持ち､ ｢日本人+ と ｢中国人+ の 差異を強く感 じて い た｡ そ して ､ CF 4が この よう
な外来性を示 した際､ 否定的に評価したと考えられる｡
BF4 のあい づちの 中のイ ン トネ ー シ ョ ンも否定的に評価された ｡ 相づちを打 っ た際 ､ 平板
なイン トネ ー シ ョ ン で ｢ん+､ ｢うん+ で はなく ､ ｢うゝ - ～ - ん+ と発音し､ そ のイ ン トネ
ー シ ョ ンは JF6が許容できる範囲を超えて いたため ､ 否定的に評価された｡
上の例か ら分か るように ､ 中級 レ ベ ル 非母語話者と共に ､ 上級非母語話者に対しても否定
的評価が行われ るた め､ 音声的中間言語 は日本語能力の低 い非母語話者に限らず ､ 否定的に
評価されるこ とが明らか にな っ た｡
非母語話者の 文法的逸脱 2件も否定的に評価された ｡ こ の逸脱 の場合 ､ 非母語話者 の言語
的メ ッセ ー ジは通 じても､ 言語 の形式は評価される ｡ 例 えば､ BM2と ∬2 のイ ン タ ー アク シ
ョ ンにおい て次の例が見られた｡
例109:BM2 はJF2と日本人の 外国語習得に つ いて話 して い る｡ [BM2ⅩJF2 38行]
B 舵: あの - 聞き取 る とか なか な垂 塊 皇±が ､ しや べ る の はね
文法的に ｢なかなか+ という表現は否定形の 動詞と結び つ くはずだが ､ こ こ で は BM 2は動詞
の肯定形を生成する｡ FUIに よると､ BM2の発言の意味は通 じたが ､ 誤用を留意 し､ 否定的
に評価した. Ne u stupnす(1985b:1 68)が指摘するように ､ 非母語話者が逸脱をほとん ど起 こ
さない場合 ､ 母語話者はまれ に生 じた逸脱を留意しやすい ｡ こ の ような傾何は否定的評価の
プロ セ ス にもある ようであるo BM 2 の日本語は特に正確で ､ JF2は BM2 のイ ン タ
ー ア ク シ ョ
ンにおい て言語 的逸脱を3件 しか留意 してい ない ｡ そ の ため ､ BM 2 の こ の文法的逸脱が目立
ち､ 否定的に評価されたと考えられ る｡
非母語話者の流陽さに関する逸脱 1 件も否定的に評価された｡ JF5はA F3 の逸脱を否定的
に評価したが､ A F3は非母語話者の うち､ 最も日本語能力が低い協力者で あっ た o
③ 社会言語的外来性
非母語話者の 強い社会言語的外来性が否定的に評価された ケ
ー ス は 24件見られ たo ほと
んどの場合 ､非母語話者の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行動が母語話者の許容できる範囲を超えて い
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たため､ 否定的に評価されたと考えられ る｡ 内訳は A グル
ー プに対 して 8件､ B グル ー プに
対して 10件､ C グル
ー プに対 して 6件で ある｡ 母語話者は非母語話者の ｢英語使用+､ ｢発
言の文脈+､ ｢身体の 動作+ 及 び ｢メ ッ セ
ー ジ の形+ に関 して否定的に評価 した｡
まず､ 非母語話者の英語使用の 逸脱6件が A､ B グル ー プのイ ン タ ー アク シ ョ ン におい て
否定的に評価された ｡ 母語話者 は基底規範である日本語を使用 した方が よい と思うた め ､ 英
語使用は否定的に評価され る. 例えば､ AF4がオ
ー ス トラリア の 大学講座を ｢コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン ([ko mju nike:/on])と かジ ャ ー ナリ ズム([d5a:na rizLu m u])+ と発音せず ､ 英語に近い
｢[komju nikeJond5]とか[d5a: n aliz m]+ と発音し､ JF8に否定的に評価されたo 例 を見 ると､
AF4の外来語 の発音は中間言語的なもので あり ､ 英語だとは言えないが ､ 多少日本語の外来
語の発音と異なるため ､ JF8は こ の 発音を英語と して認識 した｡ JF8にと っ て許容できる範
囲の発音ではなか っ たため ､ 否定的に評価された｡
また ､ JM2と のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で は ､ BFlは次の ように外来語の ｢コ ッ プ+ の 代わ り
に中間言語的に ｢カプ+ と発音す る｡
例110:BFlは自分の お ばあさんの 外来語使用に つ い て話 して い るo [BFlxJM2 3 5行
- 37
行]
肝1: お ばあちやんも全然知らない ですよ
JM2: あ ー -
BFl: こうなん 分か らない け ど
JH2: え ､ え
その言葉はなんか昔の例えば これ は (コ ッ プを手 に取 る)
そ れ でなん か今は カ プと言 っ て る ん だか ら
JM2はこ の逸脱をよく覚えてお り ､ ｢かなり気に した+ と FU I で報告 した . ｢コ ッ プ+ と いう
語嚢が BFl の逸話の キ ー ワ ー ドとなるた め､ こ こ で逸脱が発生する場合 ､ 否定的に評価され
やすいと考えられ る｡
意味が通 じて も､ 非母語話者 の発言が文脈に適切で は ない場合 ､ 否定的に評価され るoJF
5
とのイン タ ー アク シ ョ ン にお いて CF3 の表現の 強さが否定的に評価されるo
例111: CF3が 日本で ホ ー ム シ ッ ク にな っ て い るの か と JF 5が尋ねるo [CF3ⅩJF5 23行
-
24行]
JF5: じや これか ら､ で ､ もうち ょ っ と で ホ ー ム シ ッ ク
CF3:
ち ょ っ とお うちに帰り た い ､
うんうん ､ ち ょ ､ ち ょ っ と ( 笑い) うん ､ は い
JF5: でもお 正月とか に 帰れない ん ん -
cF3: * *か､ 爆旦 地 + ム三
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｢っ もりはない+ とい う表現 は話者の 強い意志と意図が 入 っ て い るため ､ 普段自分の意図を
強く主張した い 際に限 っ て使用される｡ よ っ て ､ JF5 は ､ メ ッ セ ー ジ伝達の面及び文法的に
は問題がない と意識するが､ この 文脈には ｢強すぎる+ と否定的に評価した｡ 中国語の ｢つ
もり+ に当たる こ とばには ､ ｢帰る予定はない+ に似た意味が入 っ て い るため ､ CF 3 の誤用
の母語からの転移による｡
外来性の 強い非言語的な逸脱も否定的に評価され る場合がある (1件)｡ 本調査 で 臥 JM 3
とのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ BM 2 のジ ェ ス チ ャ ー が否定的に評価された ｡ 話 して い る
最中､ BM2が 手 を大きく動か した｡ 母語話者が普段するようなジ ェ ス チ ャ ー ではなか っ たた
め､ JM3はBM2 の外来性 を強く感 じ､ そ の逸脱を否定的に評価 したo
cグル ー プ非母語話者の メ ッ セ ー ジ の 形に関す る逸脱 2件も否定的に評価 されたo これ ら
の例では ､ 母語話者は非母語話者の名前と苗字の順番 を把握する ことができなか っ たため､
逸脱を否定的に評価 した｡ 名前に関する違い を強く感 じたため ､ こ の ような評価が行われた
と考えられ る｡
④ 社会文化的外来性
母語話者は非母語話者の 生活 ､ ある い は態度など社会文化 に関 して自分との違 い を強く感
じ､ 相手を理解する ことがで きない とき ､ 否定的に評価す る｡ A グル ー プに対 して 3件､'c
グル ー プに対 して 3件 ､ 計 6件 の社会文化的逸脱が否定的に評価された ｡ こ れらは非卑語話
者の 日本での 生活 ､ 非母語話者の 人柄及び非母語話者 の習慣 に関す るもの である｡ 例 えば､
次の例では ､ JF2は AM2 の専攻 を否定的に評価 した.
例112:A M2は 自分の指導教官に つ い て話 してい る. [A姐2ⅩJF 2 14行]
A蛇: 僕は 田中先生知 っ て ます か j ム+ 乙土且旦塵適宜生産旦豊吐ど
JF2: あ ー ､ 知 っ てます
FUIでJF2が AM2 の専攻を逸脱 と して留意 し､ 否定的に評価 したo 留学生がなぜア メリカ経
済史を勉強するた めに 日本まで来るの か を理解するこ とができなか っ たそうで ある. AM 2 の
言葉を理解する こ とができた もの の ､ そ のメ ッ セ ー ジ の 裏の発想はJF2にと
L
っ て 理解不能で
あっ た. 但 し､ AM 2は こ こ で は自分の 指導教官の 専門分野 しか述 べ なか っ た｡ 実際は AM2
はアメ リカ経済史 を研究 して い ない ｡
もう1つ の 例で は ､ AM 2 の帰国に関する発想がJF 2に通 じてい ない ｡
例113:AM 2は夏休み の 予定に つ い て話 して い るo [AM2ⅩJF2 40行 - 43行]
AM2:
JF2:
当 りたか っ た､ だけど うん あ､ メ ル ボ ル ン なん です
あ ー - シ ドニ ー の 近く なん で すか †い ､ 家は あ -
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AM2: メ ル ボ ル ン知 っ て ますか 卜 者南 の 方で すね そうですね､ 束､ あ､ そ うです
JF2: - う
ー - ん あ ー - ､ み､ み ､ 右下 の (笑い)
AH2= ね､ - 番商 うん ､ そ うだ ね ､ 豊重 出 睦ヱ望三上;定こ出 過 ユ三
JF2: え
‾ ‾
はは は
JF2はAM2 の言語的メ ッ セ
ー ジを理解するこ とができ るが ､ 国 - 帰る ｢代わり に+ 旅行に行
くとい う発想 は理解できない とF UI で述 べ た｡JF2にと っ て帰ることと旅行する ことは交換
可能なもの で はない の で ､ A M2 の言 っ てい ることがよく分か らなか っ た｡ 特に留学中の 人は
無理をしてでも帰るの で はない か と予測してい たた め ､ AM 2 の発想が JF2 の予測 してい た土
とと強く矛盾 したようで ある. この 2 つ の例で AM2 の発想が通 じなか っ た原因は ､ JF2との
共通背景知識と して の ス キ ー マ (Roberts & Saye r s1 987‥ 11 5) が異なっ てい たと考えられ
る｡ 相手 の発言を理解するために は ､ 言語的なメ ッ セ ー ジ の みならず､ 相手がその イ ン タ ー
アク シ ョ ン に持 ち込む背景知識､ 先入観などを理解する努力も必 要になる｡
また､ 相手 の 一 般的な習慣 ､ 日常生活 ､ 好み などが自分と大幅に異なる場合 ､ そ の相違点
を否定的に評価する こ とが ある｡ 例 えば､ JF8は CF4が よく 一 人で夜遅く帰るが ､ 全く怖く
ない ことを否定的に評価した ｡ 自分の経験や気持ちと異なるた め ､ 相違点を強く感 じたと言
えるだろう｡ 同 じイ ンタ ー ア ク シ ョ ンにお い て ､ CF4が昼間ア ル バイ トをす るこ とも否定的
に評価された ｡ JF 8は大学院生は昼間研究 して い るはずだと思 っ て いたため ､ CF 4 の行動は
彼女の期待と矛盾 した｡ また ､ CF 3 の日本での好きな食べ 物も ∬3 に否定的に評価された｡
CF3が ｢そば+ と真剣 に返事 したが ､ JF3が予測 して い た ような答えではなか っ たた め､ 不
思議に思 っ て い たそう で ある ｡ さらに ､ AM2が毎朝 シリアル を食べ て い る ことが JF 2に否定
的に評価された ｡朝食 には足り ない だ ろうと ∬2 が判断 し､相違点を強く感 じたそう で ある｡
こ のような例で見られ る よう に､ 日常生活 では母語話者は相違点を強く感 じ､ 否定的評価を
行うと言えるだろう｡
以上の様々 な例 で見られ る ように ､ 実質的な問題が発生 しなくても ､ 非母語話者の 強い外
来生に対する逸脱 が否定的に評価され る傾向がある｡非母語話者の逸脱は社会的な慣例に違
反する場合､ 許容できる範囲を超える場合 ､ ある いは 母語話者との強 い相違を示す場合が あ
るからで ある ｡
4) 不快感 により引き起 こされ る否定的評価 (32件)
非母語話者の 外来性が母語話者に不快感を感じさせ る場合がある｡ 非母語話者の 逸脱は ､
母語話者との 間に社会的距離を作 っ た り ､ 母語話者 に物理 的な不快感 を与えたり ､ あるい は
人間関係の 構築に 障害になる場合があるため ､ 否定的に評価 され ると考 えられ る｡ A グル ー
プに対 して 8件､ B グル ー プに対 して 6件､ C グル ー プに対 して 18件､ 計32件の逸脱が母
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群緒 に不快感を引き起 こ した｡ 否定的に評価された逸脱 は主に社会言語的であるが ､ 外見
的及び社会文化的逸脱も 1件ずつ 見られた｡
① 外見的逸脱 (1件)
母語話者 の不 快感 を引き起 こ した外見的逸脱は B グル ー プ非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ
ョ ン で見られ た｡ BF 3は ∬5 より年上に見えたた め､ JF 5は距離を感 じ､ JF 5に知覚され た
BF3の年齢が参加者の密接な関係 づくりに支障をきた した｡ まず､ マ ク ロ ･ レ ベ ル にお い て
BF3と自分の 年齢の差がJF 5に強く留意され ､ 一 貫 してイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て距離感
を感じたそうで ある (FUIより)0
② 社会言語的逸脱 (30件)
本調査で は ､ 母語話者に不快感 を感 じさせた逸脱の 大部分は ､ 社会言語的逸脱で ある｡ こ
の逸脱は ハ イム ズ式モ デル の 内容 ル ー ル ､ バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル 及 び媒体ル ー ル に分類 できる｡
<内容ル ー ル >
本調査で､ 母語話者が最も頻繁に不愉快に感 じたの は ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の話題であ っ
た(21件)｡ 三牧 (1999:58) が指摘するように ､ ｢日本人と外国人との接触場面をは じめ ､
異文化接触場面にお ける円滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン にと っ て ､相手文化にお ける話題選択 ス
キ ー マ に関する知識 を有 し理解する ことは重要で ある o+ 非母語話者が選択する話題が不適
切な場合 ､ 母語話者に不快感 を感 じさせる ことが あるた め ､ 否定的に評価される｡
本調査で は ､ 話題に関す る逸脱 21件の うち､ 7件は 母語話者が法律専攻の 学生 で あっ た
時に問題にな っ て い た｡ 母語話者協力者の うち､ 4名は法律専攻 であり ､ 弁護士や法律に関
連する職業 につ いて の 話題 を不愉快に感 じて いた ｡ 法曹界の 現状か ら､ 弁護士 になれ る可能
性は非常に低く ､ その 職業を目指す学生も非常に少ない もの の ､ 法律専攻の 学生は弁護士 を
目指してい ると法律専攻以外 の 人がよく思い込んで しまう｡
本調査の 非母語話者も法律専攻の 学生に対 して同様なス テ レ オ タイプを持 っ て い たため ､
逸脱が比較的多く発生 した｡ 否定的に評価された逸脱は大きく 2 つ の種類に分けられ ､ 法律
専攻であるこ とに対する非 母語話者 の反応 と弁護士 に関する話題 で ある｡ まず ､ 母語話者が
法律専攻で あると打ち明けた場合 ､ 非母語話者が ｢す ご い !+ とい うように反応 した 4例が
ある｡ 簡単に弁護士 にはなれ ない ため ､ 法律を専攻と して い る の はすごい こ とで はないと母
語話者は 和Ⅰ にお い て主張 した ｡ 特 に注目 に値する の は BM 2 の反応である｡ BM2も法律専攻
の学生で あるの に ､ ｢すご い !+ と反応 して いるの は興味深 い ｡ 別に ｢すごい+ ことでもな
い場合にも ､ 会話促進の ス トラテ ジ ー と して 日本人学生がよく ｢すごい+ と反応する場合が
あり､ BM2は恐らく周 りの 母語話者の 行動を観察し､ こ のような反応 を学習したと思われる｡
蔭律専攻母語話者が否定的 に評価した逸脱の 2 つ 目 の種類は ､ 非母語話者が直接 に弁護士
の話題を取り上げた ケ ー ス で ある ｡ 例 えば､ 次の例で は ､ CM2はJM 3に 日本の弁護士 に つ い
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て尋ねて いる｡
例114‥ CM2とJM3は法律専攻の 学生に つ い て話 して い るo [cM2ⅩJM 3 12行 - 1 4行]
c旭2: で普通は ､ え､ 塑 造__坦､ ある い は *
Jhi3･
'
はい
cM2: あ､ そ うで すか は い あ ー -
JM 3: けど そ の - - ､ 弁護 士 に なるための 試験が * 非常に難 しい な -
ま - ､ す る人も い る
JM3 は CM2が弁護士 の話題 を出した こ とを逸脱と して留意 し､ 相手が母語話者であ っ て も､
非母語話者で あ っ ても､ JM3は こ の ような話題 には ｢慣れて い ない+ ため ､ 否定的評価の対
象となっ た. 例の 談話にも ､ JM3 の｢ま - ､+ ｢ひ ともい る - - +､ ｢その - - + など､ 音を伸
ばす傾向が見られる ｡ 山田 (1999: 33) が指摘するように ､ フ ィ ラ ー は椿蹄する気持ちを表
す機能を持つ が､ こ の例で は ､ JM3 の不愉快な気持 ちを表 して い ると考えられる｡
法律専攻以外 の 母語話者も将来の道に つ いて尋ねられる ことを否定的に評価した ｡初対面
のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で は母語話者 学生は自分の 将来に関す る話題を不愉快な話題 と して
いるようだ｡ 次の 例で は ､ JF 3は BF3 の質問に つ いて逸脱を留意する｡
例115:JF3は自分 の 専攻 に つ い て話 して い る. [BF3ⅩJF 3 21行 - 23行]
JF3 : ス ポ ー ツ科 学 うん ､ を専攻､ して い ます 将来何か､ う ー ん ､
BF3: あ､ ス ポ ー ツ ふ ー ん ､ あとで ､ 何や っ て
∬3: や りた い の は あ っ たん ですけど - ､ 今ん とこまた揺らぎ出 してて - ､ どう - しよ っ か な 一 つ て †笑 い)
BF3:
FロⅠによると ､ 将来につ い て聞かれた際､ JFlは不愉快に ､ わざと暖味な答えを したそうで
ある｡ 前述 の例と同様 に ､ JFlも発言 して から笑い 出す｡ これも不愉快の シ グナル として解
釈してよい だ ろう｡
また ､ AF 3とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい ても同様 の 逸脱が否定的に評価され る｡
例116: AF3 はJF 3 の卒業後の 予定に つ い て尋ねて い る
14
｡
AF3: 大学で る時 に - な､ あ ー 仕事､ あ ー あ - *何 が ほ しい ですか †
JF3:
14同じ逸脱 が例 37でも見 られ る｡
152
仕事†
[AF3ⅩJF3 8行 - 10行]
そう で る 一 大学 - で -
大学 で 終わ っ た後
AF3:赴鎚童娃
JF3:† 塵+ 盟主盈
何をした い か うん ぅ ー ん ( 笑い)
あ ー うん ､ あ ー まだ - あん ま り ､ 考 えて な い んだ け ど - そ うい う
この例では ､ A F3 の伝えるメ ッ セ ー ジ に つ いて意味交渉が行われ て い るが ､ AF 3 のメ ッセ ー
ジ､ つまり､ JF3 の卒業後の 進路に関する話題が逸脱と して否定的に評価された0 FUIによ
ると､ 質問された際 ｢困 っ た+ と報告 し､ まだ2年生で あり､ 就職につ いてはまだあまり考
えてい なか っ た ため ､ 何を言 えばよい の か がわからなか っ たそうであるム
他に否定的評価された話題 は社会的に望ま しくない (Ne u stupnす1987‥109) 金銭の 話(BF3
とJF4)､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が っ まらない こ とを暗示する天気の話(AF3とJF5､CF3と ∬5)､
あるい は ｢難 しい+ と判断された外国語 (CF 4とJF 7)､ 非母語話者の研究 (A M2とJM3)､ 言
語学(BF4とJF8) に関する話題で あっ た｡
<バラ エ ティ ･ ル ー ル >
バラ エ テ ィ ･ ル ー ル の 中で ､ 母語話者に不快感を感 じさせ た逸脱 は全て非母語話者の 丁寧
語使用に関 して い る｡ 丁寧語の使用は丁寧さと共 に社会的距離を表すた め､ こ の 距離間が母
語話者に不快感を感 じさせ る場合がある｡特に ､学生同士の イ ン タ ー アクシ ョ ン にお いて は ､
日本語の ス タイ ル に関す る逸脱は ､ 参加者間に距離を感 じさせ る｡ 例えば､ cF4と ∬7 のイ
ンタ ー アク シ ョ ン で は ､ 年上で あるCF4が 一 貫 して ｢ます形+ で話 しており ､ JF 7がそれを
逸脱として留意 したo JF 7 の FU Iに よると､ 先生と話 して い るように感じると報告 し､
'
否定
的に評価 した｡ JF6とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお いても CF4が会話中経持 した ｢ます形+ が
否定的に評価された｡
JF3とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン では CF3 の最初の発言でも否定的に評価され る｡
例11 7:JF 3とC F3は自己紹介を行 っ てい る15｡ [cF 3ⅩJF3 1行]
JF3: は めま して
CF3: は じめ ま して ､ シ ョ ウ と申 しま±
CF3は自己紹介を行う場合､ ｢と申します+ と敬語の表現を使用 した｡ JF3は FU Iに よれば､
｢すごい 丁寧すぎて ､ 緊張 してる の かな+ と感じて い た｡ Gu(1 990)が示唆する ように ､ CF3
は恐らく自己侮辱 マ ク シム (s elf- de nigratio n m a xim) の適用によ っ て社会的距離よりJF 3
に敬意を表そ うとして い ただろう｡
<媒体ル ー ル >
媒体ル ー ル に違反する逸脱 3件は近接学及び非母語話者の 笑い に 関するもの である｡近接
15同 じ逸脱が例 49 でも見られ る｡
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性16の逸脱によ り母語話者が身体的に不愉快に感 じる場合があ っ た｡ 例えば､ JF 5 の話に集
中してい る際 ､ AF 3が身体を前に傾 け､ JF5 の個人的ス ペ ー ス に入り込んだ｡ FUI で 臥 JF5
は｢脅威まで では ない けど - 圧迫感+ を感 じたた め ､ 否定的評価 を行 っ た｡ また逆に他の
蓉合には､ CF4が JF6から遠く離れた所に座 っ たこ とが否定的に評価されたa JF6は距離を
感じた とFUI で報告 してお り ､ こ の逸脱を否定的に評価 したと考えられる｡
一 方､ 笑い は会話参加者同士 の密接な関係の構築に重要な働きをするた め ､ 笑 い の欠乏
に関する逸脱は 母語話者に不快感 を感 じさせる場合が ある｡ 本調査で 臥 CF4 の笑顔の欠乏
がJF7に不快感 を与えた｡ 特 に女性 の場合､ 笑顔は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン促進に重要な働きを
果たすと指摘されて い る (R ichm o nd &McCr o skey 2000:2 44)｡ 笑顔の 欠芝 は母語話者の 否
定的評価を生む ｡
③ 社会文化的逸脱 (1件)
社会文化的逸脱も母語話者に不快感を与える場合が ある｡本調査 で見られた 1例で は ､B F3
の高校生に対す る態度が JF 5に否定的に評価された｡
例118: BF3は 日系ブラジ ル 人高校生に つ い て話 して い る｡ [BF3ⅩJF5 44行 - 45行]
BF3: たぶん ､ あの - ､ 学生の とき - ､ 自分 が あ の - ､ ブ ラ ン ドとか - ､ あの - ､ い ろ い ろ† ? ? ?きれ い に 見せ た い
JF5: うん
BF3: し - ､ うん ､ タ イ プ が ま だ
∬5: * うん
自分 の 性格がまだ決ま っ て ない か ら い ろ い ろ
うん うん
うん､ うん
若者は自分の性格がまだ決ま っ て い ないというB F3 の考え方はJF5に強く否定的に評価され
る｡ JF5は大学生で は あるが ､ 高校生と同世代だと感 じて いたため ､ BF 3 のコ メ ン トは自分
に対する侮辱と して捉え､ ｢そ ういうふうに言われたく ない+ とFUI で報告 して い る｡ こ の
逸脱によ っ て ｢ 一 番距離があ っ た+ とJF5は感 じ､ 自分とBF 3 の年齢の 差を強く意識 したそ
うである｡
5) 逸脱の 累積が引き起こす否定的評価 (14件)
フ ェ アブラザ ー (20 00) で 指摘 して い る ように ､ 逸脱は必ずしも単独で留意され るわけで
はない ｡ そ の場面で以前生 じた逸脱 ､ または ､ 全く異なる場面 ､ 全く異なる相手と の イ ン タ
ー アク シ ョ ン にお い て発生 した逸脱と関係付けて ､ 評価す る場合があるo 本調査で は ､ 同 じ
場面で生 じた逸脱との 累積12例 ､ 他の場面の逸脱との累積2例 ､ 計 14例が見られたo
16 近接学 (pr ox emic s) と はイ ン タ ー パ ー ソナ ル ･ ス ペ ー ス と距離の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン と して定義されて い る
(An der so n2 00:25 9)c
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① 同じ場面にお いて逸脱が累積された壕合
同場面にお い て 同様の 逸脱 が何度も繰り返される場合､ 逸脱が累積し､ 否定的評価が繰り
返され ､強化され る傾向が見られるo 本研究で見られた｢そ の場+で の 累積評価 12件は AM2､
cF3及び BF4 の逸脱に対 して行 われた｡ 否定的に評価された逸脱の すべ ては社会言語的逸脱
であり､ 非母語話者が提供す る ｢難 しい+ 話題 ､ 話の維持及び沈黙に関するもの で ある ｡ こ
のような逸脱が累積す るに した が っ て ､ イ ンタ ー ア ク シ ョ ン の促進に支障をきたす恐れが増
し､ 否定的評価が行われたと考えられる｡
例えば､ AM 2と JM 3 のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン では ､ 共通の 話題がなか なか見つ けられず､ ｢気
まずい+ 沈黙 (McLa ughlin 良 Cody 1984) が何度も発生 し､ JM3 に逸脱として留意された｡
例119:AM 2は自分の 研究に つ い て 話 して い る｡ [AM2Ⅹ JM3 14行 - 18行]
AM2: あまり研究 して な い ん です よ､ まだ旦 池 旦旦旦旦旦 う ー - ん 面白 い 授業もある し､ でも
JM3: 面白 い ですか†
AM2: 面白くない の あります し * う二 左旦結構今年 は授業で い っ ぱい なの で ､ あまり研究する時間が ､ な い ん
JM3: は は は
A蛇 : で すけ ど､ 来年 ､ ま - 修 論､ 論文書か なきや い けな い んで すけ どね旦旦旦
JM3: は い
そ うですね
そ うなん で すか
下線で示 されて い る ように ､ JM 3は 2 人の 会話が行き詰まっ たこ とを逸脱として留意
■し､ 否
定的に評価 した｡ 沈黙が再び発生すると､ JM 3の否定的評価は どん どん強く なっ てくる｡
例120:JM3は AM2 の出身に つ い て尋ねて い る. [AM2 ⅩJM3 25行
- 29行]
JM3: どちらからきた ん です か オ ー ス トラ リ ア オ
ー ス トラリア
AM2: あ､ オ ー ス トラリ ア * で す うん
JM3: メ ル ボ ル ン は い あ ー
メ ル ､ メ ル ボ ル ン
行 っ た こ とない です
AM2: つ て知 っ て ます か うん ､ 一 番南の 方ですね 行 っ た ことが あり ､ あり ますか† オ
ー ス トラリア
JhL3: オ ー ス トラリ ア
AM2:うん
あ ー *そうで すか
うん * * 最近日本人の 観光客す ご い で す よ, い っ ぱい * 多い ん です う
-
AM3が出身地オ ー ス トラリア に つ い ての 話題を拡大 しようと したが ､ JM4は ほとん ど反応 し
なか っ た｡ JM4はオ ー ス トラリア の話題選択を逸脱として留意 した｡ オ
ー ス トラリア に つ い
て知識を持 っ て い なか っ た の で ､ ｢難しい+ 話題と感 じ､ 話を進める ことが できない と判断
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した0 日本に関する 一 般的な話題を提供するつ もりだ っ たが ､ AM 3は既 に2年ぐらい 日本に
いたので ､ 難しい と感じた｡ 例 7 と同 じように話の行き詰まりが再び生じ､ 話題の 逸脱に敏
感になっ たと言え るだ ろう｡ こ の イ ン タ
ー アク シ ョ ンで は ､ JM 4は話題 に関する逸脱を再 び
留意したの で ､ 話 題の 逸脱 に対 して規範が特に顕在化されたと言えるだろうo B F4のイ ン タ
ー アク シ ョ ン でも ､ JF8は BF 4が 2回提供 した言語学に関す る ｢難しい+ 話題を否定的に評
価した｡
cF3の ケ ー ス はAM2と共通点があるが ､ 沈黙の原 因は話題選択で はなく ､ CF3 のイ ン タ ー
アクシ ョ ン参加 の もの で ある｡ CF3とのイ ン タ ー アク シ ョ ン にお い て ､ 沈黙が何度も発生 し､
∬3とJF 4は累積的な否定的評価を行 っ て いる ｡ 例えばJF3 の場合に どの ように評価が累積
されていくかを順次見てみ よう｡
例121: CF3 は 日本 で の 生活 につ い て話 して い る｡ [cF3Ⅹ ∬3 10行 - 12行]
JF3: - - え､ 1人､ で ､ それ とも
CF3: ない と思い ます が ､ は , 話す の は ち ょ っ と は い
∬3: 寮とか ふ ー ん
CF3: う ー ん ､ はい ､ あの 寮 に住 ん で い ますが は い * * * * *
最初の逸脱が生 じた とこ ろで ､ JF3は逸脱 を留意 し､ F UIで ｢因 っ て い る+ と評価を行 っ た｡
例122:JF 3と c F3は日本 で の 中国人の 多さに つ い て話 して い る. [cF 3ⅩJF3 1 5行 - 1 6行]
JF3: 結構 い ます よね
CF3: 中国語も､ あの 耳に入 りま した ､ ス ー パ ー でも､ ちゃん と うん , は い
JF3: う ー ん ､ 留学生もい る し
CF3: うん * * *
-
-
､ そ っ か､ え､ どっ か 日 本で
ここでも ∬3が CF3 の短 い沈黙を留意 し､ 否定的評価を行 っ て い る｡ 次の 沈黙も同 じように
否定的に評価された｡
[cF3ⅩJF3 41行 - 42行]
JF3: は い
CF3: あの - 上 下関係とか あの ､ 人 間関係 に よ っ て あの *使 い 分 けて い ます
JF3: そうですね､ あ ー そっ かそ う言われればそうかも(笑い) - 一 旦 旦そ っ か
CF3: は い (笑い)
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∬3:
CF3: * * ** * * * スポ
ー ツ
以上の例では沈黙が繰 り返 し発生 し､提供 した話題が拡大されなか っ た ことが JF 3に意識さ
れ､ 否定的評価が行われた ｡ 恐らく沈黙が 一 度であれば､ 否定的評価は行われ なか っ ただ ろ
う｡JF5とのイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン では ､ 同様の 逸脱が発生 したが ､ 1回に限られてお り ､ CF3
に対して否定的評価を行わなか っ た｡
② 過去の 経験に基づ い て逸脱が累積された場合
接触場面の 参加者はそ の イ ン タ ー ア ク シ ョ ンを認知す る際 ､その 場から得 る情報の み に基
づいて管理を行うだけで はなく ､ 以前の経験も評価の過程に影響 を与える｡ 本調査で は ､ A
グル ー プに対 して 1件､ c グル ー プに対 して 1件､ 計2件の逸脱が こ うした累積否定的評価
の対象となっ た ｡ 例えば､ JF 2は ､ CM2とのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン にお い て ｢聞きづ らい+ と
ころが多か っ た と感 じ､ そ の 逸脱を否定的に評価 した｡ しか しF口Ⅰに よれば ､ 評価を行 っ た
時､ JF2は CM2 の逸脱 を以前の 経験 と関係づけて いた ことが 明らか になっ た o ｢こ も っ てい
るから､ たぶんそれは中国人 の発音の しかただと思う+ とJF2が報告 した ｡ 以前に出会っ た
中国人留学生の 日本語も聞きづ らか っ たと評価を行 い ､ CM2 に対しても同様の 評価を行 っ た
と考えられる ｡ さらに､ 同じ逸脱が 2人の中国人留学生とのイン タ ー アク シ ョ ン にお い て発
生したため ､ JF2は こ の逸脱の 種類を中国系非母語話者 の特徴と して過剰般化 し､ ス テ レ オ
タイプ化 したようである (Sc ollo n& Sc ollo n19 95: 15 5)0
もう1 つ の ケ ー ス は AF 3 の言語生成上 の フ ィ ラ ー (Br o w n1977)に関わ るもの で ある . AF3
が日本語を生成 しようと した 際､ 英語 ､ も しくは中間言語的なフ ィ ラ ー を無意識的に使用 し
た｡
例123:JF5は AF3 の大学専鄭 こつ いて尋ねてい るo [AF 3ⅩJF5 44行 - 45行]
JF5: * * え､ い ま､ え､ あの ､ ア メ リカ の 大学で は な､ 何 を勉強され て るん で すか あ ー 国際関係論
AF3: 生垣 国際関係論† ん - ん
JF5: え ､ 将来は 何 にな りた い ん
AF3: - ん -
( 前に傾 け る) *今
旦 L 将来 如 堕吐 い ま して い ます ( 笑い) あ
ー
､ 今 して い ませ ん 今 ､
JF5が AF3 の フィ ラ ー を談話 の グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル にお い て留意 し､ 強く否定的に評価した
が､ FUIによれ ば､ A F3の逸脱を個別に評価 しては い なか っ たことがわか っ た｡ JF5は以前
アメリカで短期留学を したこ とが あり､そ の 際も同様の 逸脱 を否定的に評価 したそうである｡
この逸脱が生 じた 際に ∬5は ､ AF 3がア メリカ人で あると強く感 じた そうだ｡ 上 の CM2 の例
と同じように ､ AF 3 の言語生成の 問題 は単独で管理されず､ アメ リカ人の逸脱 と して評価さ
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れた｡ つまり ､ ∬5 がそ の 時の 逸脱と以前の逸脱に関する外来性 の共通点を認知 し､ アメリ
カ人の逸脱をス テ レオ タイ プ化 したと言 える｡ 中国人非母語話者に対 して 同 じような例 は
Fairbrother(1999: 76) で見 られ る｡
これらの 例で見られるように ､母語話者は必ずしも非母語話者の逸脱を単独で管理するわ
けではない ｡ そ の 場 ､ または全く異なる場面におい て以前留意した逸脱を累積させ ､ 否定的
評価を行う場合が ある｡ 累積される逸脱は母語話者の意識 に強く残るため､ 否定的評価の 強
化を引き起こす可 能性が高 い ｡ さらに ､ 本研究の 例は沈黙と話題 に対するもの で あり ､ こ の
ような逸脱は談話 の促進 と関係が あり ､ 不愉快な気持ちを引き起 こす可能性が あるた め､ 強
く否定的に評価 されるとも考えられる ｡ 但 し､ 同 じ場面で繰 り返されたとしても ､ 評価され
ない逸脱もある｡ 談話 の流れに 関係する沈黙､ 話題提供 の ような逸脱は留意､ 累積されやす
いようである ｡
その蓉の 累積と異なり ､ 他の場面の逸脱と累積す る場合､ その 非母語話者グル ー プに対す
るス テ レ オ タイプの発生 ､ 強化が見られる｡ 発生した逸脱以外に非母語話者の 他の外来性と
関係づけ､ 逸脱 を個人の もの と して は見ず､ その 非母語話者が属 して い るグル ー プ の もの と
して見る傾向がある ｡
6) 社会文化知識 の不足 が引き起 こす否定的評価 (5件)
相手が持 っ て い る社会文化知識 が足 りないと感 じる象合 ､そ の 知識不足の露呈 は逸脱と し
て否定的に評価される場合が ある (加藤 2002:32)｡ こ の ような逸脱は母語話者が持 っ て い
る ｢常識+ に違反するため ､ 否定的に評価されると考えられ る｡ 本調査で は 5件あり､ A グ
ル ー プに対 して 2件 ､ B グル ー プに対 して 1件､ C グル ー プに対 して 2件の 逸脱が評価され
た｡ 否定的に評価された逸脱 は非母語話者の 日本に関する知識がない こと ､ 非母語話者の 日
本に対する意見及び非母語話者の 教養 に関するもの で ある｡
最初の 例は A F 4 の教養に関する逸脱で あり ､JF 8は A F4の 歴史の知識が足りな い と留意 したo
例124:JF 8は今専攻して い る日本文化の難 しさにつ いて話 して い る｡ [AF 4ⅩJF 8 4行
- 8
行]
JF8: なん だか ､ 高校 の とき は ､ 世界 史を勉強 して たん で ､ 日本史の 知識 の があんまりなくて(笑い)
? ? ?
ÅF4: あ
ー ( 笑い)
JF8:i1?_て る こ とが 分 からな
い(笑い) そ う
- で すね
AF4: あ ー ､ じや あ､ 大学 一 生活は
- 想像 して た こと と ､ 違う * ち ゆうか
JF8: ( 笑い) ちょ っ と違うかな そうですね ､ 授業
- が - まず * *
AF4:( 笑い) と て もそ うです(笑い)そ っ か ぇ+ ど旦主_ラ_追星皇良三生む⊥
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JF8: ん
一 日 本文化科 の 中に ユ ー ラ シア - ､ 文化講座 っ て い う の が入 っ て るか ら､ 少 しはき っ と世界史の 事もでき る の
AF4: (領く)ん
-
JF8: かな
一 つ て 思 っ て たん ですけど - や っ ぱり ､ 日本語中心で
AF4:
こ の談話の 下線部分 ｢え､ どの ように違うんですか†+ とい う発話がJF8に逸脱と して留意
された｡ JF 8は AF 4が 日本史と世界史の 違い を知らない と思い ､ 否定的に評価 した｡ FロⅠで
は､ こ の違い は ｢皆常識 として頭に入 っ て い る+ と解釈 しており ､ AF4 のコ メ ン トは非常識
として捉 えて い た｡ しか し､ AF4はむ しろ講座の 内容と期待 して い た こ との違いに言及 して
いたので ､ こ の場合の 問題は AF4 の社会文化知識なの で はなく ､ JF8 の解釈の 問題 で あっ た
と考えられ る｡
日本に関す る社会文化知識が 足 りない と母語話者に感 じられたケ ー ス も3件 あっ た｡ ま
ず､ 次の 例では ､ JF 3は CF 3 の日本の ス ポ ー ツに関 して知識が足りないと感 じた｡
例125:JF3とC F3は ス ポ ー ツに つ い て話してい るo [cF3ⅩJF3 42行 - 44行]
CF3:ス ポ ー ツが 得意で すね†
JF3:
あ ー あ - ､ そう あ ー 野球も†
得意 で は ない けど､ 好きです ね う ん､ 色々 (笑い)
CF3: あ ー
∬3: 野 球はや っ てな い で すね ､ さす が に ､ 結構野球 っ て 男
野 球は - ､
あ ー そ うそ うそ う 結い
の ス ポ ー ツ ､ うん ､ だ か ら あん ま り
cF3が 日本では野球が男の ス ポ ー ツだとわか らなか っ た こ とが JF3に逸脱と して留意され､
否定的に評価された｡ JF3は CF 3に 日本の 現状を教えなければならないと思い ､ 調整を遂行
してい る｡
上の例と同 じように ､ CF4は 日本人の制服に つ い て知識不足 を示す｡
例126: CF 4は JF6 に 日本人女子生徒の 学校制服に つ い て 聞いて い ます｡ [CF4Ⅹ ∬6 43行
- 47行]
CF4:そうそ うそ う､ なんか 日 本小学生みんななんか なん て い うん です か
-
､ 短 パ ン は い て
JF6:
CFヰ: るん です よ ね 学校 に い くん で す よね - 中国 い る と動 けなくなる ? ?
∬6: うん ､ うん 行きます , 行きます
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cF4:( 笑い) うん うん ､ 小さい 時
∬6: ( 笑い) どうで し ょ う､ 冬で も
-
, 半袖半ズボン ､ とか い る ん ですよ
cF4:そうい うふ うにやらせま した† うん
JF6: あ
ー で も､ 私はや っ て ない 男 の 子 とか は - なんか - 午
cF4: で もス カ ー トで しょ
JF6: 中半袖半ズボ ン とか
だ い じ ょぶ で し ょ
ス カ ー トで ぜ っ うん ､ だ い じ ょぶ で す -
日本では女子 生徒は学校 で半ズボ ンをはかない た め ､ C F4が ｢小さい こ ろそうい うふうにや
らせま したか†+ と尋ねた際､ JF6 は こ の発言を逸脱と して留意し､ ｢不思議 な感 じ+ であ
つ たとFUIで否定的評価 を報告 した｡ こ の 時点で ､ JF6は 2人 の 文化差を強く感 じたそうで
ある｡
1件あっ たB グル ー プ の 例で は ､ 非母語話者が持 っ て い る知識 とい うより ､ 日本人 に対す
るス テ レオ タイ プが否定的に評価される ｡
例127: JF2は BM 2に自分 の フ ラン ス 語能力に つ い て話 して い る o [BM2ⅩJF 2 3 5行 - 4 0
行]
∬2: で もまだ全然 しや べ られない ん ですけど ‡笑)
BH2: そ うで すか
これ か らち ょ っ と頑破らなくちゃ (笑)
JF2: う, うん
BM2: あの なん か ､ 豊通j呈ね〕__あQ2､ 日本 人 はね ､ あ の
-
､ 読む と か ね
JF2: うん
長蛇: しますが しや べ る の は ね ､
JF2: 単語が浮か ん で来な い ん ですよ
B姐2:
それ はね,
あ の - ､ 聞き取 る とか なか なか上 達
あ ー - ､ でも
5'､ なか なか あの - なんと い 皇_紘__旦 馳 ち空_皇む旦遥
｢普通はね+､ ｢あの ､ 日本人はね+､ ｢皆が+ でわかる通り ､ B M2は 日本人全般の 言語能力に
つ いてス テ レオ タイ プを表明 して い る ｡ 日本人は読むの は 上手だが､ 話す際､ 皆恥ずか しが
るとBM2 は意見を述 べ るが ､ JF2にと っ て そうい っ た発想は誤解であり ､ 恥ずか しさとは関
係がない と思 っ て い たため ､ BM2 のス テ レ オ タイプを否定的に評価 した｡ JF2は 日本人に対
するス テ レオタイプに対 して ､ 自分の経験 ､ つ まり ｢単語 が浮かん で来ない+ と い う例に基
づき､ BM2 のコ メ ン トに反論 した｡
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この種欝の否定的評価に関 して非母語話者3 グル ー プ間に差は強く見られないもの の ､ 日
本欝能力の面で は差異が ある ようである｡ CF 3 の例以外 ､ こ のカ テ ゴ リ ー の評価は上級 レ ベ
ル非母語話者に対 して行われ たため､ 日本語の 能力が上達する につ れ ､ この ような否定的評
価が起こ りやすく なる傾向があるようだ｡ 非母語話者の 日本語能力が高い場合 ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に不自由が少ない た め ､ 話 の 内容が だんだ ん広く ､ 深く発展する可能性が あり ､ 根
本的なと ころ で の 相違点が現れ る こともあり得る｡ 母語話者が上級非母語話者と親近感が わ
き､非母語話者 と より心理 的に近づ こうと した時に ､非母語話者が急 に外来性を表 した場合 ､
中級レ ベ ル非 母語話者が
一 貫 して 示 して い る外来性 より相違を強く感 じると考えられ る｡ こ
の傾向はNe u stupnf(1985b: 168) の説を支持 して い るo つ まり､ 逸脱が全体的に少ない 場
合､ 生じた逸脱が目立つ とい う ことである｡ さらに ､ 中級 レベ ル 非母語話者とのイ ン タ ー ア
クシ ョ ン におい て ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン上の 問題がまだ残 っ て い る場合があるため､ 自己紹
介､ 日本での 経験などの 話題 から離れ られない こ とが多く ､ 非母語話者の 日本に関する知識
不足は表面化 しにく い ともい えるだろう｡
7) 相手の 性格 の 問題が引き起 こす否定的評価 (4件)
非母語話者の 逸脱が性格の 問題 と して解釈され るこ とが ある (Ga s s&Va r onis 19 91､ 熊
井1992)｡ 逸脱 の原因が言語的､ 社会言語的､ 社会文化的な能力不足 であるもの の ､ そ の よ
うな要素が留意されず ､ 非母語話者の性格 の欠点と して しか評価 されない場合である｡ 本調
査では この ような場合に 一 致した の は 4件あり ､ A グル ー プに対 して 3件､ c グル ー プに対
して1件となる｡ 内訳は社会言語的逸脱 2件 ､ 社会文化的逸脱 2件で ある｡ 否定的に評価さ
れた逸脱は具体的には感情表現 の仕方 ､ 非母語話者 の態度 で あっ た ｡
① 感情表現の 仕方
まず､ 非母語話者の 感情表現の仕方に対する評価が 2件 あり ､ AF3 とJF 5 のイ ン タ ー ア ク
シ ョ ンで見られた ｡ 最初の例 では ､ AF3 の気持ちの 表現が ∬5に逸脱と して留意される ｡
例128:JF5はかぜをひ い た こ とをAF 3に語 っ て い る
17
. [AF 3ⅩJF5 64行
- 65行]
JF5: 今の かぜ は ちょ っ と しつ こ い か ら､ 治 らない か な (鼻をすす る† うん､ そ ､ 風邪
AF3: お､ 今､ 風邪† あ ー 気 をつ けて
AF3ほこ｢気をつ けて+ と言 っ た が ､ JF5は これ を逸脱と して留意 し､ 否定的に評価した o AF3
が ｢気をつ けて+ と発言 した時､ 無表情で ､ イ ン トネ
ー シ ョ ンも下が っ てい た｡ ∬5 は ｢本
当に心配 して い る感じでは ない+ と FUI で報告 した｡ 内的場面におい て ､ 相手が ｢気をつ け
て+ と言う際 ､ 顔 の表情､ 声 の ト ー ン及びイ ン トネ ー シ ョ ン により誠実感 を示 すが ､ 非母語
17 同じ逸脱が例 10 3 でも見られるo
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話者は決り文句 の言葉以外 の 要素を運用できず､実際には運用する必要がある ことさえわか
っ ていなか っ た｡ 結果と して不誠実な人間と してJF5に見られて しまっ たわけである｡ さら
に､先の例で示 した ように ､ こ の前 の と こ ろでJF5はAF 3が話 を聞い て い ない と捉えたた め ､
この逸脱もAF 3 の性格のイメ ー ジ構築に影響を与えたと思われ る｡
同じイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て A F3 の不誠実に関す る逸脱がま た発生 し､JF 5は否定的
に評価した｡
例129: AF3とJF 5は大学院に つ いて話 して い る｡ [AF 3ⅩJF 5 61行 - 63行]
JF5:院に行くなんて うらや ま しい i 笑い) も､ 私ももうち ょ っ とちゃ ん と勉強 して院､
ÅF3: あ ー
∬5:院とかも行きた か っ た か な - ､ と か思う し､ うん
AF3:
JF5:( 笑い) え† おも しろい †
AF3: おも しろ い お も し ろ い あ ー
(笑 い) ちょ っ と ､ ちょ っ と後悔 して る
あ ー (笑 い)
JF5は大学院に行けない ため ､ 後悔 して い ると言 っ た あと ､ 下線 の と こ ろで の AF3 の｢おも
しろい+ とい う発言を逸脱と して 留意する ｡ ∬5 は AF 3 の発言を不誠実な発言と して捉 え ､
｢全く自分の 意見が入 っ て い ない+ と解釈 した｡ しか し､ FUIで明らかにな っ たこ とは ､ 実
はAF3が前の JF 5 の発言を理解する ことができなか っ たた め ､相づ ちの ように｢おも しろい+
と言 っ てい たとい うこ とで あ っ た ｡ 結局､ A F3 の日本語能力不足が性格上 の欠陥と して否定
的に評価され る要因とな っ て い た｡
② 非母語話者の 態度
非母語話者の態度に関する逸脱 2件が性格の問題と して否定的に評価された｡ 先と同 じイ
ンタ ー ア ク シ ョ ン の終盤で ､ JF5は AF3 のマ ナ ー - の 逸脱 を強く否定的に評価 した｡ セ ッ シ
ョ ンが終わ っ た時 ､ 調査者が調査協力者にお菓子とお茶 の缶を持 っ て帰るように勧めた｡ 他
の非母語話者が 2 つ か 3 つ の 飴を控えめに取っ た の に比 べ ､ A F3は最も大きい ク ッ キ ー をた
くさん取る行為を示 した ｡ FU Iで JF5は次の ように解釈 して い る｡
｢は - - - - ! と思 っ てた ｡ 持 っ てい っ て い い と言われて も､ 私は持 っ て ‥ い けなか っ たo
彼女いきなりで か い の ､ 男 っ ぽい み たい 2 つ ガ ッ シ ヤ ー と持 っ て … あ ー ､ こ うい うもんか
と思っ た+
お菓子を勧め られた場合 ､ 控 えめに取るか断るの がJF 8にと っ て礼儀正 しい行動で あるが ､
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AF3が積極的にお菓子 を取り､ さらに最も大き いもの を大量に取っ たため ､ 逸脱が留意され
た｡ JF8は FUIで ｢あ
ー
､ こ うい うもんか+ と言 っ たの は ､ 恐らく ｢ア メリカ人は こ の よう
な人なの だ｡ AF 3もこ うい う マ ナ
ー 知らずの 人なの だ+ とい う意味で言 っ たと考 えられるた
め､ AF3と共に アメリカ人 の性格を批判 してい たと言 える｡ もちろん英語圏非母語話者のう
ち､ 皆が全く 同じポ ライ トネ ス の 基準を持 つ と は考えがた い ｡ 礼儀正 しい者とそうでない者
がいるだろうが ､ AF 3は英語圏文化 の中で は マ ナ ー に問題が あるとは解釈 しがたい ｡ 大量に
取っ たの は確かで あるが ､ 勝手に取 っ たの では なく ､ たくさん持 っ て帰っ てもよいとは っ き
り勧められて か ら手 を出 した｡ さらに ､ お菓子を勧めた調査者も同じ英語圏出身で あるため ､
AF3にと っ ては 日本の 規範に応 じなくてもよ い状態だ っ た18｡
最後の ケ ー ス は CF3 の感謝 の 欠如と い う逸脱で ある. JF5とのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン におい
てCF3は住ん で い る留学生寮 に つ い て話 して い た｡ C F3 は部屋 の狭さにつ いて愚痴をこ ぼし
たが ､ JF5 は日本暮ら しの 幸運 に対 して感謝 を表すべ きだと判断 した ｡ 同 じ大学で 日本人学
生の寮はあるが ､ その 寮は非常に狭くて古いうえに 2人部屋 で ある ｡ こ の状態と比 べ ､ 留学
生寮はとても新しく ､ 一 人部屋で あり ､ 愚痴を言う立場で はない と考えたためで ある. 留学
生と日本人学生の 暮ら しの 差は非常に不平等で あると ∬8 は感 じ､ 留学生寮は ｢新 しい から
いい じやん+ と FUIで CF 3 の発想を批判 した｡
上の例で見られ るように ､逸脱 の原因を非母語話者の性格に帰したす べ ては JF 5が否定的
に評価 したも の であ っ た｡ 他 の 母語話者は この ように否定的評価を行わなか っ たため､ 母語
話者の管理 プ ロ セ ス には個人の バリ エ ー シ ョ ン がある と思われるo また ､ この否定的評価の
4件はす べ て 中級 レ ベ ル非 母語話者に対 して行われたため ､ 非母語話者の 日本語 ･ 文化能力
に関係が ある ようで ある ｡ 中級非母語話者は恐らくまだ日本語イ ン タ ー アクシ ョ ン の微妙な
点を習得 して い ない ｡ 逸脱 の原因 は彼 らの性格では なく ､ 未習得 の社会言語､ 社会文化 にあ
ると考えられる ｡
8) 内的規範 の強化による 強い否定的評価 (4件)
日本語母語話者は非 母語話者が自分の 内的規範に合わせ る はずだと強く感 じる場合であ
る｡ その際 ､ 非母語話者の イ ン トネ ー シ ョ ン ､ 総合的日本語能力及び 日本語の ス タイル ･ シ
フトが普段 より強く否定的 に評価される｡ 本調査では ､ こ の ような否定的評価は B グル ー プ
非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で しか見られなか っ たた め､日系人グル ー プの外来性と関
係すると考えられ る｡ 母語話者同士 の 内的場面にお い て同 じような逸脱が発生 した場合､ 否
定的に評価される可能性 は高い ｡ 評価を支配 してい る規範は内的規範だと言わなければなら
ないだろうo だが､ 評価の 程度は強く ､ 評価され るグル ー プも特定で あるため､ 非母語話
者の外来性が影響を与えて い ると考えられる｡ つ まり ､ こ の ような強い否定的評価の 場合､
逸脱の種類より非母語話者の 外来性が重要な要因に なっ てい るようである｡
18但し､ A F 3 が日 本の 規範 に つ い て 知識を持っ て い たか どうか は 不 明で あるo
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本調査で強く否定的に評価された逸脱 4件は言語的逸脱 3件､社会言語的逸脱 1件であっ
た｡
① 言語的逸脱
強く否定的 に評価 された 言語的逸脱は非母語話者 の イ ン トネ ー シ ョ ン及び総合的日本語
能力に関す るもの で ある｡ まず､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル にお い て ､ JF3
はBF3 の上が り下 が りの 激 しいイ ン トネ ー シ ョ ン の 逸脱を留意 し､ 強く.否定的に評価 した｡
BF3 は日系 2 世で あるた め ､ も っ と日本 の 内的規範に合わせ るはずだと感 じたようである｡
FUIでJF3 は自分の感 じた こ とを次の ように語る｡
｢純粋な日本人だとわか っ た 暁闇にす ごいその 日本譜が うまい んですけど､発音は違うん じ
やない んですか ｡それ にす ごい 違和感 を感 じて しま っ た . ‥ 同 じ日本人なの にそ の ことばが ､
イン トネ ー シ ョ ン が全然違う｡ も っ と外国人の 方 ､ 日本人 じや ない 方が しやべ る ようなしや
べ り方する こ とが なん かすごい不思議で+
JF3は､ 日系 2世は両親 が 日本語母語言古看で ある から ｢日本人+ であると考えて い た｡ さ
らに､ ｢日本人+ であると いうこ とは ､ BF3も母語話者と同様 の 日本語能力を持 つ はずだと
考えてい た｡ B F3 の中級 レ ベ ル の 日本語能力は JF3 の期待に応 えられず､ 逸脱は強く否定的
に評価された｡
日系2世 BF4 の総合的な 日本語能力 も否定的に評価された ｡ BF4の 日本語能力 は上級 レ ベ
ルであるが ､ 外来性が多す ぎる と ∬6 は感 じて い た｡ FU Iで は ､ B F4 の日本語能力につ いて
∬6 は自分が期待 した こ と を次の ように解釈す る｡ ｢外 国人が話すような日本語 じや ない
か. ‥ それは び っ く り した+0 ∬3 ほど自分の期待 を明確に発言 しなか っ たが､ 日系 2 世の
人はもっ と母語話者 の規範に添うはず だと感 じて い たの だ ろう｡
② 社会言語的逸脱
強く否定的に評価された社会言語的逸脱 1件は バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル の違反で あり ､ 本調査
で最も日本語能力が高い B M2 のス タイ ル ･ シ フ トに関するもの である｡ 丁寧なス タイル か ら
砕けた普通体 - の シ フ トがJF 2に強く否定的に評価される｡
例130:B M2とJF 2は自己紹介を行 っ て い るo [BM2ⅩJF 2 2行 - 4行]
BM2: よろ しくお 願 い します
JF2:
BM2: え ー ､ す ご い じやん
JF2:
よ ろ しくお願 い します
で ､ ま - ､ 学部生 ですか そ うですか 経済学科†
は い 経済学科
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BM2はかなりフ ォ
ー マ ル な自己紹介を行うもの の ､ JF2の 学科を聞い てか ら､ ｢え ー ､ すごい
じやん+ と普通形 よりくだけた ス タイル - とシ フ トする｡ こ こで表面上は ∬2 はただ笑うだ
けだが､ FUI で は､ ｢すごく気になる+ と強い否定的評価を行 っ た｡ BM2 の日本語能力が高か
ったため､ こ の ような逸脱が目立 っ たと言えるだろう｡
本調査では ､ 規範 が特別 に強化された例はB グル
ー プ非母語話者の 場合 しか見られ なか っ
たため､ 日系人に対す る特別 な扱い方だと解釈す るこ とができ るだろう｡ 特に言語的逸脱 に
対して非母語話者を非母語話者と して認めたく なく ､ 母語話者の 規範に合わせ る べ きだと判
断する傾向が あるようで ある｡
以上 ､ 例をあげて分析 したように ､ 非母語話者の 逸脱は様 々 な状況にお い て否定的に評価
されてい た｡ メ ッ セ ー ジ伝達 の 問題が発生する場合 ､ 否定的評価が最も多く行われたが ､ 非
母語話者の 逸脱は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ ブレ ー クダウン の 可能性 の シ グナル となるた め ､
母語話者にと っ て 見過 ごしにく い逸脱である ｡ よ っ て ､ 第5章で分析するように ､ メ ッ セ
ー
ジ伝達に関する逸脱の 多く は外来性 の管理 の調整段階に入り ､母語話者に よ っ て 問題解決が
試みられる傾 向が見られる ｡ また ､ 談話上の 問題が否定的評価を引き起 こす場合､ 非母語話
者の逸脱がイ ン タ ー ア ク シ ョ ン促進､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン - の 参加 ､ あるい は談話の合理性
に支障をきたす場合が ある｡ 特に 母語話者がイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を
一 人で維持 しなければな
らないプ レ ッ シ ャ ー を感 じる場合､ こ の ような評価が行われやすい ようで あるo 非母語話者
の強い外来性も否定的 に評価され るo 非母語話者 の行動が社会的慣例に違反す る場合 ､ 非母
語話者の 日本語の メ ッ セ ー ジ形式が許容 できる範囲を超える場合 ､非母語話者の 習慣や考え
方が自分の もの と異なりすぎて理解できない場合など､ 非母語話者の 強い外来性が否定的に
評価される｡
非母語話者の逸脱が母語話者に不快感を感じさせて ､ 否定的評価が行われる ｡ 特に母語話
者に非母語話者との 間の社会的距離を感 じさせる場合､ 身体的な不快感 を感 じさせる場合 ､
両者の親密な関係 の構築に 障る場合､ 否定的に評価され るo さらに ､ 逸脱の 累積に よ っ て 母
語話者の 否定的評価が 強化され る｡非母語話者の 逸脱が特 にイ ンタ
- アク シ ョ ン促進 に支障
をきたす場合 ､ 母語話者の ス テ レオ タイ プに適う場合 ､ 否定的評価が見られ るo また､ 非母
語話者が 日本的な ｢常識+ を持 っ て い ない場合､ 性格 の 問題が あるように捉える場合､ 社会
言語的及び社会文化的な逸脱が否定的に評価される｡ 最後に ､ B グル
ー プ非母語話者に対 し
て母語話者の否定的評価が 強化される場合がある｡ B グル
ー プ非母語話者は 日系人で あるた
め､ 内的規範に合わせ るはずだと強く感 じる母語話者がい るo こ の 場合､ 非母語話者の逸脱
ではなく ､ 非母語話者の 外来性が母語話者の 否定的評価を支配 してい ると考えられるo
なお ､ 内的場面にお い て ､ 母語話者が以上の ような逸脱 を引き起 こ した場合を想定す ると ､
否定的に評価される可敵性が高い だろう｡ その ため ､ こ の評価を支配 してい る の は内的規範
であると考えられるQ
本調査 で は ､ 否定的に評価された逸脱の 97% 以上 (212件) は内的規範の 適用によ っ て評
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価されたため ､ 否定的評価の 場合､ 内的規範が特に顕在化されるようで ある｡
4 . 2 . 3 . 接触規範 の適用 に基づ い て逸脱 を否定的に評価する場合 (6件)
母語話者は非母語話者 の 逸脱 を内的規範の適用に よ っ て評価する場合が多い もの の ､接触
規範の適用に よ る否定的評価の 場合も見られる ｡ つ まり ､ 内的場面において否定的に評価さ
れるはずの ない 逸脱が接触場面にお いて否定的に評価され る場合である｡ 母語話者は ､ 内的
蓉面での評価を支配する基準とは異なる基準で非母語話者の 逸脱を否定的に評価す る.そ の
ため､ 否定的評価 の 段階にお いて接触規範が顕在化され ることになる0
本調査で同定された 6例で は ､ 母語話者は ｢非母語話者が母語話者の領域に入 りす ぎる+
と捉え､ 否定的評価 を行 っ て いた ｡ Ja nicki (1985: 41) が論 じるように ､ 時折 ､ 日本語
母語話者から見 ると ､ 非母語話者が近づき過ぎて い ると感 じられる場合が ある｡ つ まり母語
話者はある領域､ 例えば ､ ス ラ ン グ､ くだけた表現などは母語話者に限定された領域で ある
と信じてお り ､ 非母語話者がそ の 領域に入り込 むと ､ 母語話者の領域を犯されたように感 じ
るわけである｡ 内訳は､ A グル ー プに対 して 1件､ B グル ー プに対 して 2件､ c グル ー プに
対して 3件となる ｡ 否定的 に評価された逸脱は社会言語的及び社会文化的な逸脱 に関す る｡
① 社会言語的逸脱 (2件)
母語話者 の み の 領域 に入 りすぎると捉えられた非母語話者の 社会言語的逸脱 は ､日本語 の
コ ー ドに関係す る｡ これは ハ イム ズ式 モ デル の バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル違反と して分類できる｡
例(2件) はす べ て B グル ー プ非母語話者の 日本語 の 苗字に関するもの で ある｡ 母語話者は
接触場面で非母語話者の 外来性を期待 して い るため ､ 同じ日本語の苗字に対 して否定的評価
をすると考えられる｡ 次の 例では ､ BF 4 の苗字に関する逸脱が JF6に否定的 に評価された｡
例131:JF6 と BF 4は自己紹介を行 っ て い る｡ [BF4ⅩJF6 1行]
JF6: お名前は† タチアナ
BF4: え っ と､ 田 中タ チ ア ナ 理恵 は い
JF6はBF 4が 日本語の 苗字と名前と同時に ､ 外国の名前を持つ ことを否定的に評価した｡ FUI
によれば､ こ の 逸脱 に対 して ｢ち ょ っ と変な感 じした+ とい う｡ 内的場面にお い て相手の 日
本語の名前に対 して は留意さえしない ため ､ JF6は非母語話者で ある BF4が外国の名前を持
つ はずだとい う先入観に基 づ い て評価を行っ たことに なる｡ つ まり ､ 逸脱の 留意及び評価の
段階で JF6は接触規範を適用 したと言える｡ B F3の 日本語の 苗字に つ いて も同 じような否定
的評価が行われた ｡
但し
､ こ の ような例 は母語話者 の B グル ー プ非母語話者に対す る否定的評価の矛盾を示 すo
つまり､ 上の 4. 2. 2. で論 じたように ､ 母語話者は B グル ー プ非母語話者が内的規範に合わ
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せるはずだと期待す るた め ､ 逸脱 を強く否定的に評価す る場合が ある｡ しか し､ 上 の 例の よ
うに､ 外来性を期待する場合もある ｡ こ の矛盾 は談話 の中で逸脱の 発生する位置に関係する
と考えられる｡ 非母語話者の 日本語 の苗字 に関す る逸脱 は ､ 母語話者が非母語話者を日系人
だと知る前に生 じて い た . B グル ー プ非母語話者を日系人と して認識 してい なか っ た ｡ 一 方､
4. 2. 2. で紹介した母語話者 の 内的規範が 強化された場面で は ､母語話者は B グル ー プ非母語
話者が日系人 で あるこ と を知 っ た後 で ､ 否定的に評価を行 っ て い た｡ つ まり ､ Bグ ル ー プが
日系人である こ とを知 るか否 か に よ っ て母語話者の 外来性管理 が異なるわ けで ある｡ 榊原
(2001) でも､ 日本語母語話者が帰国子女を日本人 ､ 米国人､ 帰国生など､ 場面ごとに見方
を変える場合があるため ､ 本研究の結果と関連が あると考えられる ｡
② 社会文化的逸脱 (4件)
母語話者の み の 領域 に入 りすぎると捉 えられた非母語話者 の社会文化的逸脱 4件は ､ 非母
語話者が持 っ て い る日本に関す る知識 である｡イン タ
ー ア ク シ ョ ン は 日本語で行われるため ､
母語話者は自分の 役割を接触場面の ホ ス トと して捉 える場合がある ｡ よ っ て ､ ゲ ス トで ある
はずの非母語話者が 母語話者 より 日本に関する知識 を持 っ て い る場合､母語話者の ホ ス トの
立場が脅され ､ 否定的評価を行う｡ 本調査では､ こ の ような評価は ､ A グル ー プ (1件) 及
びCグル ー プ (3件) の 社会文化的逸脱に対 して行われた ｡
最初の 例で は､ JF8は CF4 の持 っ て い る知識を否定的に評価する｡
例132: CF 4と JF8 は夜の帰 り道に つ い て話 して い る｡ [cF4ⅩJF8 5 7行
- 60行]
JF8: 夜はそ っ ち を通 っ た り しますね ､ あん ま り遅か っ た りす ると怖 い か ら< 省賂 >
CF4:
JF8:
cF4:から､ 赤門なら 1 0､ 赤門は早 い ね､ 1 1時ぐらい まで
で もなん か､ 裏道 じや ない
うん うん 詳 しい で すね ( 笑い†
あとがき大将とか は
JF8は近所に住んで い るCF4が 自分よりそ の 地域の 知識 を持 っ てい るこ とを否定的に評価 し
た
｡ 他の母語話者 が同 じような知識 を示 しても ､ JF5は逸脱 を留意 しなか っ たと考 えられる
が､ cF4 は非母語話者あるため ､ この ように評価したと考えられるo FUI では､ JF 8が自分
の管理を次の ように解釈 して い た｡ ｢偏見かも しれない ｡ よく考えてみれば､ 私 よりず っ と
長く千葉に い るんだか ら､ そ の こ とは多分当然なんですけど､ や っ ぱり外国の 方の ほうが私
よりすごく知 っ て ると い うの が び っ くり しちや つ て+｡ つ まり ､ JF8は､ CF 4が母語話者の み
の領域に入りすぎると感じ､ 自分の ホ ス ト役が脅か されたため､ 逸脱を否定的に評価したo
これと似たようなCF 4の 逸脱が､もう 一 度JF7とのイ ン タ
ー アク シ ョ ン におい て留意され
てい る｡
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例13‥JF7とCF4は新潟県の 冬の ための 家造りにつ いて話 して い る
19
o [cF4ⅩJF 7 28行 -
32行]
cF4: 玄関が 2 つ あ るん で す け どね ､ 家の 下と上と
JF7‥ 2階あるとね ､ その
-
､ 冬は そうい うとこ ろ出れない み た い で
cF4: なんか そ うい う､ その
-
､ ドア の す ぐ開けたらすぐ雪がす ごく積も っ て ､ だか ら雪の 下に郵便局が あります､
JF7: あ
cF4: 銀行ありま す そう い う看板もあ るそ うで す
JF7: あ _ あ+ _皇主査左豊 + 皇三豊竺蛙匁互生虻⊥製d
この例では､ CF4は新潟 に住ん だことがない が､ 新潟県出身の JF7より看板に つ い て詳 しい
ことが逸脱と して否定的に評価された ｡ こ の評価 はJF 7 の談話の 中の ｢あ､ そ うなん だ､ そ
こまでは知らない+ という発言及び神経質そうな笑 い で表現されてい ると言 える｡ さらに､
∬7 の FUIに よれ ば､ こ の 看板 の話が始ま っ た時 ､ ｢ちょ っ と焦 っ ちや つ た - なん で こん
なこと知 っ て い る の かな+ と感 じたそうで ある｡ 特に CF4は ∬7 の出身地につ い て JF7 より
詳しい知識を持 っ て いた ため ､ JF 7 のホ ス ト役が脅か された と思われる ｡
また､ AF l の日本に関する専門知識 も逸脱と して否定的に評価されたo AF lが狂言 を研究
してい ると初めて述 べ た時 ､ JMl は 日本の伝統芸能に つ い て知識を持 っ て いなか っ た ため.､
AFlが自分より詳 しい情報を持 っ て い る ことを否定的に評価 したo
接触規範の 適何に よ っ て行われ る否定的評価の 例は限られて い るもの の ､ 母語話者が接触
場面をどの ように 見て い るの かが部分的に明らかに なる｡自分のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン管理に
は偏見が入 っ て い ると意識 して も､ 非母語話者が母語話者 の領域に入 りすぎる と感 じる場合
がある｡ 接触場面 において 母語話者は外来性を期待するため ､ 非母語話者が 日本語 の苗字を
持っ場合､ 母語話者に近す ぎると感 じ､ 否定的評価を行う｡ 接触場面におい て母語話者は自
分の役割を言語自勺､ 文化的なホ ス トと して捉えるため ､ ホ ス トの 地位が ｢奪われる+ ことを
意識し､ この ような否定的評価を行うと考えられ る｡
4 . 2 . 4 . 非母語話者 3 グ/} - プ間の差異
全体的に否定的に評価され た逸脱は C グル ー プで最も多く見られた｡ A グル
ー プ非母語話
者の逸脱もC グル ー プほ どで はない に せよ多く否定的に評価された
一 方で､ B グル ー プ非母
寄託者の 逸脱 - の 評価は ､ 3 グル ー プの うちで最も少なか っ たo 但 し､ 逸脱の 種類 ､ 評価さ
れた状況に よ っ て 3 グル ー プ間で さらに差が 見られるため ､ こ こで は外見的､ 言語的､ 社会
19同 じ逸脱 が例 7 5 でも見られ る｡
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言翻勺､ 社会文化 的逸脱 の カテ ゴリ
ー に沿 っ て この結果と原因をまとめて いく｡
1) 外見的外来性
非母語話者3 グル
ー プ間で ､ B グル ー プ非母語話者の み外見的逸脱が否定的に評価された ｡
JF3はBF3が自分より年上だと思い ､ BF3の 外見か ら距離を感 じて い た｡ 他の 年齢に関する
逸脱は､ 評価されなか っ た ､ ある い は 中立的に ､ 肯定的に評価された 0 JF 3の みが距離を感
じたため ､ 評価に関 して母語話者の 間の 個人差が あっ たと考えられ る｡ また､ JF 8は BF 4 の
服装が大学院生 に相応 しくない と感 じ､ BF 4 の強い外来性 に対 して反応 した ｡ こ の ような逸
脱は､ 1例 しか報告されてお らず ､ B グル
ー プ非母語話者 の傾向と しては解釈できない ｡
2) 言語的外来性
全体的に C グル ー プ非母語話者の 言語的逸脱は他の グル ー プより否定的に評価されるこ
とが多か っ た(39件)｡ メ ッ セ ー ジ伝達に関する問題 が他 の グル ー プ より多く発生 したが､
この ような逸脱 はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に支障をきたすため ､母語話者 は この ような問題を強
く意識 したと考えられ る｡ 但 し､ どの 非母語話者グル ー プに対 してもメ ッ セ
ー ジ伝達の逸脱
はほぼ 100%否定的に評価されたため ､ 3グル ー プの 差異は逸脱の 種類 より逸脱が発生する
頻度と関係 した と結論づ けられる｡ 特に C グル ー プ の場合 ､ 母語話者は非母語話者の メ ッ セ
ー ジを聞き取る こ とが でき ない場合が多く (1 4件)､ 彼 らの発音と明快さの 問題 を反映 して
いたと考え られ るo また ､ A グル ー プ で 臥 母語話者 は非母語話者の メ ッ セ ー ジを理解する
ことができない 場合が他 の グル ー プより多く見られた こ と (8件) か ら､ 彼 らの 文法的困難
を反映して い るとい えるだろ う｡
否定的評価が最も少なか っ たB グル ー プの 場合で も､ 他 の グル
ー プとの 差異が見られた｡
特にメ ッセ ー ジの 形式 に関 して は ､ Bグル ー プのイ ン トネ ー シ ョ ン (4件) 及び総合的日本
語能力 (2件) が他 の グル ー プより否定的に評価された｡ B グル ー プ非母語話者は 日系人で
あるため ､ 日本語母語話者の 内的規範に近づい て い るはずだと感 じる母語話者が お り､ 母語
話者の規範が強化されて い た と推測され る｡
他の グル ー プと異なっ て ､ C グル ー プ非母語話者の メ ッ セ ー ジ の 明快さに関す る逸脱が否
定的に評価された ｡ 非母語話者の メ ッ セ ー ジが不明快で ある ことに よ っ て ､ メ ッ セ
ー ジ伝達
の問題が発生する恐れ を合図する ことになるため ､ 否定的評価されたと考えられ るo
3) 社会言語的外来性
社会言語的逸脱の 場合で も ､ Cグル ー プに対 して否定的評価が最も多く行われた(54件)o
次に多い の は A グル ー プ (39件) で ､ 最も少ない の はB グル ー プで ある (24件)0 C グル
ー
プの否定的に評価された社会言語的逸脱の うち､特に点火 ル ー ル 及び内容ル
ー ル に違反する
逸脱が多く否定的に評価された (43件)｡ しか し､ 点火 ル
ー ル と内容 ル ー ル に違反する逸脱
は
､ 談話上 の 問題を引き起こ したり ､ 母語言緒 の不快感を引き起こす ことがあるた め ､ どの
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グル ー プでも多く否定的に評価されて い る｡ つ まり､ 逸脱の 種類より逸脱が発生する頻度が
この3グル ー プ 間の 結果 を生み 出 したと思われる｡ 但 し､ 点火 ル ー ル に つ いて ､ A グル ー プ
のみ ､ 偽りの 理解に関す る逸脱が否定的に評価された｡ 既 に 4. 1. で論 じた ように B グル ー
プ非母語話者の 偽りの 理解に 関する逸脱は評価されなか っ た｡ A グル ー プ の逸脱 の場合 ､ AF3
はメ ッセ
ー ジを理解 して い なさそうなの に理解して い ると言 っ たが ､ B グル ー プの 場合､ 偽
りの理解の対象は母語話者の メ ッ セ
ー ジでは なく地名 で あっ たため ､逸脱の 違い が否定的評
価の相違を生み 出 したの で はない かと考えられる｡
バラ エ テ ィ ･ ル ー ル に 関 して C グル
ー プ非母語話者の 丁寧語使用が他 の グル ー プ より否定
的に評価された｡ 4. 1. で論 じた ように ､ A グル
ー プと同 じ数の逸脱が留意された と して も ､
Aグル ー プ の 逸脱 の ほとん どは否定的に評価されなか っ た ｡ c グ ル ー プ非母語話者が使用 し
た丁寧語は文 レ ベ ル で あ っ たため ､ 母語話者に距離を感 じさせ ､ 不 快感を引き起 こ し､ 否定
的に評価されたと考えられ るo 一 方 ､A グル ー プの場合､語嚢レ ベ ル の逸脱が多か っ たため ､
非母語話者の爵用と して認 めらやすく､ 許容され る傾向が 見られたo つ まり ､ 同 じ丁寧語の
逸脱であっ ても逸脱の 種類 に よ っ て母語話者 の評価が異なる ことが明らか になっ た ｡ さらに ､
Bグル ー プ非母語話者の 日本語の 名前及び ス タイ ル ･ シ フ トに関す る逸脱のみ が否定的に評
価された｡ 他の グル - プで は ､ 同 じような逸脱が留意 され なか っ た ことから､ 比較できない
が､ 接触規範の適用によ っ て否定的に評価された場合 ､ あるい は母語話者の 内的規範が強化
され否定的に評価された場合 などを考え合わせ ると､ 日系人の外来性が母語話者の評価メカ
ニ ズム に影響を与えて い た可能性があるだろう｡
媒体ル ー ル の逸脱に関 して も非母語話者3 グル ー プ間の差異が見 られる｡ まず､ B グル
ー
プのみ ､ 身体の 動作が否定的に評価さ れた｡ こ の逸脱は全体的に逸脱が少ない BM2の イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン で発生 したため ､ 目立 っ た からだと考え られ る｡ さらに ､ C グル
ー プ の み, 笑
いに関する逸脱 が否定的に評価された｡ CF 4 の笑い の ない ことが母語話者との 親癒関係の構
築に支障をきた したため ､ 否 定的に評価された ｡ また ､ A F3のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン におい て
感情の表現が否定的に評価されたが ､ グル ー プの傾向と しては解釈でき ない o
cグル ー プ の み ､ 形 ル ー ル 及び操作ル ー ル に違反す る逸脱が否定的に評価され たo 形ル
ー
ル の逸脱 2件は C グル ー プ非母語話者の名前と苗字の順番に関係 し､ 中国語の名前に 関して
母語話者は強 い外来性を感 じ､ 順番 を理解する ことが できなか っ たo B グル
ー プのイ ン タ ー
アク シ ョ ン にお い て も名前 の形 に関する逸脱が留意されたが ､ 非母語話者が母語話者を名前
で呼んだことに関係したため､ 逸脱の種類がC グル
ー プと異なるo 操作ル ー ル の 場合､ CFl
が自分の説明を途中で諦めた こ との み が否定的に評価されたo B グル
- プのイ ン タ ー アク シ
ョ ンにおい て も非母語話者の 言語管理に関する逸脱が留意され たが ､ 4･ 3･ で分析す るように ､
その場合､ 言語管理が上手に行われた こ とが肯定的に評価された o よ っ て ､ 操作ル
ー ル に違
反する逸脱の否定的評価の グル - プ の 差異は ､逸脱の 種類の 違い か ら生み出されたとい え るo
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4) 社会文化的外来性
社会文化的逸脱の 場合 ､ A グル
ー プ(7件)及び C グル ー プ (9件) の 逸脱が B グル ー プ (2
件)に比 べ て比較的多く否定的に評価された｡ 非母語話者の 人柄及び 日本に関する知識の 有
無につ い て逸脱が留意された 場合 ､ 否定的評価が行 われ る場合 があ っ た｡ 但 し､ B グル
ー プ
の人柄に関する逸脱はもと もと他の グル
ー プより留意されず､ 日本に関する知識 の逸脱も完
全に留意されなか っ たため､ 否定的評価の 頻度は他の グル ー プより低かっ た｡ 但 し､ B グル
ー プの 日本で の 生活に 関す る逸脱 は留意されたが ､ 否定的に評価されなか っ た. A､ C グル
ー プでは､ 1件ずつ が否定的 に評価されたが ､ グル ー プの 傾向だとは言い がたい o 一 方 ､ 非
母語話者の 日本に関する意見の逸脱は B グル ー プの イ ン タ ー アク シ ョ ン で しか否定的に評
価されなか っ た ｡ しか し､ こ れも 1件 しか見られない た め ､ グル
ー プ の傾向と して解釈でき
ない｡
4 . 2 . 5 . まと め
本節で指摘したように ､ 逸脱の 否定的評価は様々 な要因に よ っ て行われる｡ 全体的に接触
規範が適用され る場合より内的規範が適用される場合の 方が ､非母語話者の逸脱が否定的に
評価される結果となっ た｡ 非母語話者の外来性がただ強く意識 されるか らだけでは なく ､ 親
疎関係 (初対面だ っ たため)､ 人間関係 ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の促進に支障をきたす逸脱も
否定的に評価されやすい こ とも要因とな っ てい たと考 えられる ｡
内的規範が適用され る場合 ､主に非母語話者が引き起こす逸脱 の種類は否定的評価の プ ロ
セ ス を支配 して い るようだo 母語 ･ 母文化干渉などが原 因で ､ 各グル
- プ の根本的な外来性
が異なっ てい る｡ 各非母語話者グル ー プの非母語話者が引き起 こ して い る逸脱の 種類も異な
るため ､ 母語話者による評価の 差も現れる ことになる｡ 逸脱 の種類が違うこ とか ら､ メ ッ セ
ー ジ伝達の 逸脱が多い C グル ー プは よく否定的に評価され るとい う結果がでた ｡ 但 し､ 逸脱
の種類より非母語話者の 特定外来性 が母語話者の否定的評価の プ ロ セ ス に影響 を与えたケ
ー ス はB グル ー プ非母語話者のイ ン タ ー アク シ ョ ン で見られる0 日系人という背景を持つ た
め､B グル ー プに対 して 内的規範が強く適用された結果 ､ 否定的評価が行わjT,る場合もあるo
他の グル ー プより母語話者が B グル ー プ非母語話者 の逸脱を黙認 しようとい う気持ちは弱
いようだ｡
全体的に接触規範が適用され る場合で は ､非母語話者が母語話者の 領域に入 り込んで い る
ことが母語話者に意識され る｡ しか し､ こ の ような現象はすべ ての 非母語話者グル
ー プのイ
ンタ ー アク シ ョ ン で見られたため ､ある非母語話者グル
ー プの特定外来性に対 して適用され
る規範だとは言 えない ｡ 但 し､ Bグル ー プ非母語話者の 逸脱も否定的に評価されたため ､ 前
述の内的規範の 強化と矛盾す ると こ ろがある｡ B グル ー プ非母語話者の 逸脱が談話の どこ で
発生するかが こ の結果に影響を与えて い るようで ある ｡ 接触規範が適用された場合､ 母語話
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者はBグル
ー プ非母語話者が 日系人で あることを知 る前に否定的評価を行うが､ 内的規範が
強化された場合､非母語話者が 日系人で ある ことを知 っ た後に否定的評価を行うという相違
が見られる｡
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4 . 3 . 否定的評価以外 の評価
本節では ､ 否定的評価以外 の 評価を取り上げるo 非母語話者 の 3 つ の グル ー プそれ ぞれ
に対して ､ 母語話者は どの ような外来性 を評価す るの か ､ 評価は どの ような状況にお い て
行われるの かを中心に検討 して いく ｡
接触場面で行 われる否定的評価 以外の 評価は ､ こ れまで あまり分析対象と して 取り上 げ
られて こなか っ た o 肯定的評価 ､ 否定的評価以外の もの と して は､ Ne u stupnす(1996)で は ､
逸脱と逸脱の ない 肯定的評価の 存在が ､ Ma r riot t(19 90) とMiya z aki (1 997) では ､ 中立
的評価が主張されて い る｡ ま た ､ イ ン タ ー アク シ ョ ン の全体的結果が肯定的か否定的‾であ
るかによ っ て ､ 細かい 逸脱の 評価も変わるとい う指摘もある (Mu rie 1976).
Bu rgo o n(1995) は異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の観点か ら評価の プロ セ ス をさらに分析
し､ 期待違反理論 (e xpe cta n cy violatio nthe ory) により ､ 次の ような結論を出して い る｡
1) 相手に好意を持 つ と､ そ の 後 の相手の 行動を肯定的に評価 し､ 逸脱を見落とす傾向が
ある2) 相手を評価す る時 ､ 相手 に対 して持 っ て い る期待 に よ っ て評価の結果が変わる ｡
これらは興味深 い指摘ではあ るが ､ 異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の マ ク ロ ･ レ ベ ル の詣で あ
っ て､ いまだこ の 2点に つ い て ミク ロ ･ レ ベ ル か らの 裏付けは取れ てい ない ｡ また､ Bu rg,o o n
の研究で は ､ 母語話者 の 評価 の 過程が非母語話者の 出身に左 右され るか否かもまだ明らか
にされてお らず､ 否定的評価以外 の評価の機能もあまり対象 にされてい ない ｡ 接触場面の
インタ ー アク シ ョ ン をも っ と深く理解する ために､ 評価の複雑さを考える必要が あると思
われる｡
こ こでは ､ まず､ 否定的評癌以外 にどの ような評価 が行われるか を検討する ｡ 本調査で
は､ 逸脱に対す る中立的評価 ､ 肯定的評価､ または逸脱の ない肯定的評価の 3 つ に分類 で
きた｡ 次に ､ こ の 3 種類の評価 は どの ような状況にお いて行われるの か ､ 内的規範 ､ 接触
規範の適用 は この 評価の プ ロ セ ス にどの ような影響を与えるの か を分析す る｡ 最後に ､ 非
母語話者グル ー プごとの傾向をまとめる｡
本調査の 分析 の 結果 ､ 否定的評価以外 の評価 が遂行 され る場合 ､ 内的場面で問題に なり
そうな逸脱が許 容される ､ 相手との 差が認 められ る ､ 参加 して い るイ ンタ ー アク シ ョ ン 自
体を楽しむなどの効果の ある ことが確認 された ｡ 接触場面で 生 じる問題だけを取り上げる
のではなく ､ 中立的 ､ また は 肯定的に捉えられた行動 も分析対象に して い るの が ､ こ の研
究の特徴の 一 つ で あり ､ 母語話者の 外来性管理プ ロ セ ス の 現実を表 して い るとも言える｡
4 . 3 . 1 . 他 の 評価の特徴
否定的評価以外 の 評価を､ ｢逸脱の 肯定的評価+､ ｢逸脱 の ない 肯定的評価+､ ｢逸脱 の中
立的評価+ と いう 3 つ の 種類に分けた｡ こ こで は ､ 本調査で見られた評価の 数及びそ の特
徴をまと めて いく｡
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① 逸脱の 肯定的評価
相手との接触 を通 して新しい 経験を得る こ とは ､ 異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 特徴の
一 つ である (Burgo o n1 995､ Ne u stupny1 996)｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の中で生 じた問題 ､ す
なわち否定的評価だけで は なく ､ 逸脱の 肯定的評価にも注目する必 要がある｡ 表 4. 3. 1. で
見られるように､ 肯定的に評価された逸脱は 31件あり ､ その うち､ 社会文化的逸脱に対す
る評価が多か っ た｡
表4.3. 1. 逸脱 の肯定的評価1
A グ ル ー プ Bグ ル ー プ C グル ー プ 合計
外見的逸脱 0 0 0 0
言語的逸脱 0 0 0 0
社会言語的逸脱 3(4. 1%) 7 (14%) 2 (3. 2%) 1 2
社会文化的逸脱 4 (160/.) 8(4 7. 1%) 7 (21. 9%) 1 9
函計 7 (4. 7%) 15(13. 2Q/o) 9(6. 2%) 3 1(7. 6%)
どの グル ー プでも社会文化的 ､ 及び社会言語的逸脱が肯定的に評価されるケ ー ス が あ っ た
ことから､ これらは肯定的 に評価されやすい逸脱だと言 えるo
一 方 ､ 言語的逸脱 ､ 外見に
関する逸脱は ､ 比較的に肯定的に評価されにく い ようで ある｡ 非母語話者グル
ー プ の うち､
Bグル - プ非母語話者の 逸脱 に対す る肯定的評価が最も多か っ た. そ の うち､ 特 に Bグル ー
プ非母語話者の 社会言語的逸脱が 目立 っ た｡ 次に多か っ た のは Cグル
ー プ で ､ A グル ー プ の
逸脱は 一 番肯定的評価が少なか っ た｡
② 逸脱の ない 肯定的評価
Neu stupnテ (1 996) が指摘した ように ､ 接触場面にお い て非母語話者が逸脱 を起 こ さない
こと自体が肯定的に評価され る場合が ある ｡ 本調査で は ､ 予測 した以上に コ ミ ュ ニ ケ
ー シ
ョ ンが ス ム ー ズに進む場合 ､ 相手の 能力が予想以上 の 場合 ､ こ の ような評価が行われたo
表4.3. 2. 逸脱 の ない 肯定的評価
2
A グル ー プ Bグル ー プ c グル - プ 合計
外見 0 0 0 0
き ヨ己
I::コ PTコ 4 (9. 3%) 3 (8. 3%) 1 (2. 1%) 8
社会言語 5 (6. 8%) 7(14%) 2(3. 2%) 14
社会文化 0 0 0 0
総計 9(6%) 1 0(8. 8%) 3(2. 1%) 2 2(5. 4%)
表4. 3. 2. で明らか なように ､ 他 の逸脱に比 べ ､ 社会言語的逸脱がない こ とが肯定的に評価
1 この 表の パ ー セ ン トは 留意され た 各逸脱の タイ プ の 中で､ ど の ぐ ら い の 逸脱が 肯定的 に評価され た
の か を 示 して い るo
2 この 表の パ ー セ ン トは留意された各逸脱 の タイ プ の 中で ､ 逸脱 の な い こ とが どの ぐら
い 肯定的 に評価され た の か を示
してい る
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されたことが多か っ た｡ 次 に多か っ たの は言語的逸脱 であっ たが､ 社会文化的逸脱､ もし
くは外見的逸脱が ない こ とに対す る肯定的評価は見られなか っ たo グル ー プ ごとでは ､ Cグ
/レ
- プより､ A､ B グル
ー プで逸脱がなか っ たことが肯定的に評価された｡
③ 逸脱の 中立 的評価
フ ェ ア ブ ラザ ー (20 00: 6 2)で論 じた よう に ､ 中立的評価 とは肯定的評価と否定的評価の
間に位置するも の なの で分類は複雑で ､ 様 々 な要素が含ま れて い る ｡ 例えば､ 相手 の 逸脱
に対して驚く ､ 逸脱によ っ て相手との相違を強く感 じる ､ 弱い否定的評価と中立的評価の
境界の あたりで評価する ､ な どが中立的評価には含まれてい る｡
表4.3.3. 中立的 に評価された逸脱
3
A グル ー プ Bグ ル ー プ Cグル ー プ 合計
外見的逸脱 0 1 (9. 1%) 1 (25%) 2
言語的逸脱 1 (2. 3%) 0 0 1
社会言語 8 (1 0. 8%) 2(4%) 1(1. 6%) l l
社会文化 l l(44%) 7 (41. 2%) ll(3 4. 4%) 29
総計 20(13. 4Q/o) 10(8. 8%) 13(8. 9%) 4 3(1 0. 5%)
表4. 3. 3. を見て分か る ように ､ 外見的 ､ 言語的逸脱 よりも ､ 社会文化的逸脱 ､ 社会言語的
逸脱に対 して 中立的評価が行 われた｡ 外見的､ 言語的逸脱での 数値が低い の は ､ 中立 的に
評価されにく い からで は ない か と考 えられる｡ す べ て の グル ー プで中立的評価は行われた
が､ 特に A グル ー プの逸脱 に対する評価で多か っ た｡
逸脱が どの ように評価 され るかは ､ 母語話者の 規範の適用 に支配されて い るた め ､ 上記
の結果をさらに 内的規範､ 接触規範の 2 つ に分けて考 える必要がある｡ 以下 ､ 肯定的 ､ 中
立的評価が内的場面と同 じように行われる場合､ または接触場面の みで行われる場合を紹
介していく｡
4 . 3 . 2 . 内的規範 の適用による評価
内的場面 ､ 接触場面 の どちらでも否定的評価以外の 評価は行われ る. 接触場面にお い て
母語話者が 内的場面と同 じような評価を行う場合 ､ 内的規範が適用されたと言える｡ こ こ
では､ 本調査 の例 に基づ い て こ の 内的規範の適用によ っ て行われ る肯定的評価及び中立的
評価をまとめて いく｡
4 . 3 . 2 . 1 . 逸脱 の肯定的評価 (2 5件)
本調査では ､ 内的規範の適用に よ っ て 25件の逸脱が肯定的に評価されたo 表4･ 3･ 4 で分
3
この表の パ ー セ ン トは 留意された各逸脱 の タイ プ の 中で ､ どの ぐら い の 逸脱が 中立的に評価され た の か を示 して
い るo
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かるように ､ 社会文化的逸脱が 肯定的に評価される こ とが多か っ た｡ 次い で多い の は社会
言語的逸脱で あっ たが ､ 外見的 ､ 言語的逸脱に対 して肯定的評価は行われなか っ た ｡
表4.3.4. 肯定的評価された逸脱 の 数
A グル ー プ B グル ー プ C グル ー プ 合計
外見的逸脱 0 0 0 0
言語的逸脱 0 0 0 0-
社会言語的逸脱 1 4 1 6
社会文化的逸脱 4 8 7 1 9
給計 5 12 8 25
グル ー プの 比較か ら､ B グル ー プ非母語話者の 逸脱が肯定的に評価されるこ とが多か っ た
のがわかる｡ 特 に他の グル ー プより社会言語的逸脱が評価 され たた めであろう｡
肯定的に評価 され る逸脱をさらに ｢相手が自分より優れ て い ると感 じる場合+､ ｢日本､
日本文化に 関する新 しい見方に気 づ いた場合+､ ｢相手に関 して新しい情報を得た場合+､
｢相手との 共通点を発見 した場合+ 及び ｢相手の 逸脱を面白く感じる場合+ に分けられる｡
ここでは例を示 しながら､ 各特徴をまとめて いく｡
1) 相手 が自分 より優れて い ると感 じる場合 (l o件)
肯定的に評価された逸脱 の うち､ 非母語話者は自分 より優れて い ると母語話者が感 じる
場合がある｡ 本調査 で は こ の ような評価が 1 0件あり ､ 表 4. 3. 5. の ようにす べ て の 非母語
話者グル ー プのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で見られた｡ B グル ー プ非母語話者 に対 して こ の ような
場合の評価がやや多か っ た (5件)0
表4.3.5. 相手 が自分より優れ て い ると感 じる場合 の 肯定的評価
Aグル ー プ B グル ー プ cグル ー プ 合計
社会言語的逸脱 1 0 0 1
社会文化的逸脱 2 5 2 9
総計 3 5 2 10
表4. 3. 5. の 通 り ､ 社会言語的逸脱の 1件以外､ 評価された逸脱の す べ ては社会文化的な逸
脱に関係 して いた ｡ 本調査の 非母語話者の多くは大学院生で ､ 留学する前に様々 な経験を
しており､ 母語話者より優れ て い ると判断されたケ ー ス が多い ｡ 例えば､ 来日す る前に ､
BM2は 一 年間弁護士 と して仕事をして い た. JM3 はBM2 の経歴を聞い た時､ 予測 して い なか
っ たことだ っ たの でそ れを留意 し､ FUIで ｢すげ - な - + と肯定的に評価した｡ 内的場面に
おいても､ 相手が自分より優れて い ると思っ た時に は､ 肯定的評価を行うため､ この 例で
も同様に､ 母語話者が内的規範を適用 して肯定的評価を したと言える0
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次の例で は ､ JF2と のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ BM2 の進路に関する逸脱が留意され
た｡
例134:JF2 は BM 2 の卒業後 の 予定を尋ねて い る4｡ [BM2ⅩJF2 9行 - 10行]
JF2: 卒業 した ら､ どうす るん で すか † 去⊥旦杢王⊥ え=
BM2: で は､
一 応就職も汲めま した けど､ え 日 本で ､ は い
非母語話者で あるBM 2は 日本で就職する ことを決めたが ､ それに対 してJF2は肯定的評価
を行う｡ 談話 の中でも､ ｢え†日本で†+､ または ｢え ー + の とこ ろでJF2 の驚きが見られ
る｡ この驚きが 肯定的評価の 現れだ っ たことは FロⅠで 明らかに なっ て い る｡
BF3 の就職経験も肯定的に評価された｡
例135: BF3はブラ ジル で の 仕事に つ い て語 っ て い る｡ [BF3ⅩJF3 1 6行 - 20行]
BF3: あの ブラ ジ ル で - ､ あの 大学 の 先生､ や っ て - < 省略 >
JF3:
BF3:
JF3: お - す ご - い ( 笑い)
あ､ は い
え , じや あ向こうで 大学の 先生を して る ん です か †
BF3は大学で教えた こ とがあると知り ､JF3は逸脱と してそれを留意 し肯定的に評価 した｡
談話で はそれが ｢お - す ご - い+ と表面化 されてい る｡
非母語話者の 将来の 仕事 の 話でも肯定的に評価されるケ ー ス が あ っ た ｡
例136:JF3は CF 3 の将来の 仕事に つ い て尋ね てい るQ [cF3ⅩJF3 36行
- 38行]
JF3: 日本語勉強 して る の は - 将来そ うい う仕事に 就きた い ん です か†
CF3: あ ー あ - は い
JF3: うん
は い う ー ん , は い ､ あの
-
､ 卒業した後
は - ､ え､ 向 こうで †
CF3: 日 本語 の 先生になる か も しれない ですけど
二:ニ 血
あ､ は い ､ 中国で
cF3は中国で 日本語教師に なる こ とを希望 して い るが ､ JF3はそれ を留意し､ ｢-
-
､ す
ご - い+ の とこ ろで見られ る ように ､ こ の 逸脱を肯定的に評価 した ｡
仕事関係の も の が多い が ､ それ以外でも肯定的に評価されるo 次の例では､ AM2 の海外滞
在経験が肯定的に評価され た ｡
4 同 じ逸脱は例 7 7 でも見られ る｡
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例137:JF2はA M2 の海外旅行に つ い て 尋ねて い る｡ [AM2ⅩJF2 4 7行
- 56行]
JF2: 他には どこ の 外 国に行 っ たこ と が あ るん です か† お
-
AM2: あと
- は - ､ あん ､ ア メ リカ 一 年間 ぐらい 住ん だ こと
JF2: 皇 = ､ それ は留学†で あ
ー -
AM2: あります､ 高校 の 時 それ は留学 じや なくて ､ なんか うちの お 父 さん が仕事 で
JF2: うん あ
ー - あ ー -
Au2:
一 年､ なん とい う転勤† と言 い ます か ､ うん そ れで サ ン フ ラン シ ス コ
∬2: え ー -
Ahr2: * * 向 こうに 行 っ て 一 年 間ぐらい で すね
ヽ
ス. - - ‾
うん
うん ､ 高校 一 年生 の 時
うん
あ と､ 小 学校 の こ ろ に あ の - ､ パ ピ ュ ア ニ ュ ギ ニ ー
JF2: あ､ あ､ あ､ それ も転勤
姐2:知っ て ます か †オ ー ス トラリ ア の ち ょ っ とき ､ 北の 方､ うん に 4 年 ぐら い ､ 住ん だこ とが あります それ
JF2:
AM2: も, うん ､ う ちの まお父さ ん の 仕事 の 関係 で
∬2: - - - - す ごい ですね
AM2: ね
へ - - 一 国際 ふ ､ ふ ん
うん そ こ で ちっ ちや い 島 に住 ん で たん で す よ
AM2が数 ヶ国に滞在経験が あ る こ とが JF2に肯定的に評価されたo 談話の 中でも ､ こ の評価
はJF2の ｢へ - - - + ｢え ー - + の 繰り返 し､ 及び ｢す ごい ですね+ の 発言に反映されて い
る｡
非母語話者の非言語的行動も肯定的に評価される場合が あるo JF 6とのイ ン タ
ー アク シ ョ
ンでは､ AF4は話 しながら､ 身振り手振りを加えたo JF 6がこ の 行動を母語話者同士の イン
タ ー アク シ ョ ン とは異なる と意識 し､ 逸脱と して留意したが､ FUIで は ｢それの 方がい い+
とAF4 の身振り手振り を肯定的に評価 した ｡ 母語話者同士 のイ ン タ
- ア ク シ ョ ン にはない
が憧れの 行動だと ∬6は感 じて いたため､ 肯定的に評価したと考 えられる o
以上の例で示 したように ､ 相手が自分より優れて い るとこ ろが ある場合､ 母語話者はそ
の差異を肯定的に評価する｡ 特に例を見て分か るように ､ この 評価は ｢すごい+ と表現さ
れる ことが多い が ､ 評価され る対象 は ､ 非母語話者の 経歴 ､ 海外での 経験など､ 社会文化
的な逸脱が多 い ｡ グル ー プ ごと に比 較すると ､ B グル
ー プ非母語話者 に対 して 行われ る こと
が多か っ たが､ B グル - プ非母語話者は他の 非母語話者より自分の経験､ 経歴に つ い て話 し
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ていたからだと思われる｡
2) 相手 に関 して新 しい情報を得る場合 (7件)
母語話者が相手 につ い て の 新しい情報 を得る場合も ､ 肯定的評価を行うケ
ー ス がある｡ 表
4.3. 6. で表示 したように ､ 本調査 では こ の ような評価は社会言語的及び社会文化的逸脱に
対して行われた｡ そ して ､.B グル
ー プ (5件) 及び C グル ー プ (2件) の 逸脱に集中して い
た｡
表4. 3.6. 相手 に つ い て の 新 し い情報が肯定的に評価された数
A グル ー プ B グル ー プ c グル ー プ 合計
社会言語的逸脱 0 3 1 4
社套文化的逸脱 0 2 1 3
総計 0 5 2 7
Bグル ー プの 日系人に関する､ 肯定的に評価された エ ピソ ー ドは 3件あ っ た｡
例138‥ BFlは自分の お ばあさんの 日本語につ い て話 して い る｡ [BFlxJM2 29行
- 38行]
BFl‥ もうブラジル に行 っ たの は何年前 ､ 70年前 か な､ 70年前ぐらい で それ で もう昔の (笑い‡言葉使 っ て も私
J姐2‥ そうで すか (笑い) うん
BFl: も日本語をべ ん､ こ こ 勉強 して も､ そ ､ そ ん なに ( 笑い) 色 々 わ か らな い で
JM2: え､ じや
BFl: そう
JM2: (笑い)
そ うそうそ う
広島 べ んみ た い な
色々 なん か - ､ わか らな い ､ なん か小さ い 言葉､ 小さ い と こ ろだ っ た らなん か
｢や っ ぱ し+ とか ､ なん
BFl: とい う､ 色 々 違 うです よね , 色 々 の 言葉､ 昔 の 言葉も最近 は 日本で は ､ なん と い う英語
の 言葉入 っ て い るで し よ う
JH2:
BFl:
JM2: うん
色々 は英語なん と い うか ､ 似て い るで し よ う日本で は そ れならお ばちや ん も全然知らな
い で すよ
うん え
ー あ ー -
BFl:そ の 言葉は なん か 昔の 例 え ば､ こ れ は (手 で コ ッ プを取 る) こ うなん分からな い け ど それ
で なん か 今は
JM2: え ､ え
B Fl: カプ と言 っ て い る んだ か ら 茶碗 と か ､ そ うそ う
J旭2: あ､ 茶碗 とか 言う (笑い)
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この例では ､ BF lは エ ピソ
ー ドと して自分の ブラジル に移民した日本人の おばあさんの 日本
語使用につ い て話 して い る o お ばあさんは 日本語母語話者で あるが ､ 現代語はよくわから
ず､ コ ッ プの ような外来語 で も使 えない の で ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン しにく い とBFlは言 っ
た. こ の エ ビソ
- ドを聞 い たJM2はこの 新しい情報を ｢面白い 話題+ と して肯定的に評価
した｡
バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル に 関す る逸脱も肯定的に評価され る｡ 次の例 で は ､ CFl の名前が評価
された｡
例139:JMlは CFl の名前に つ い て尋ねて い るo [CFlxJM l ll行
- 13行]
JMl:3S前は† う ー - ん
cFl: 名前 は (紙 に書く)
JMl:うん
CFl:
中国語 の 発音は チ ン ･ Bu eなん です け ど､ でも Hue の 発音 は まず難 しくて
あの - 自 己紹介す る時は い つ も * チン ･ エ イ で ､ 言 い ます
JMl:
cFl:発音で読め ば
浴 - - (笑 い) そ うです よね ､ 日 本で
(笑い) - - 漢字の 漢字 の
cFlの名前に 2種類の発音が あるの は JMlに逸脱と して留意され る. 中国語 母語話者と あま
り接 した こ とが なか っ たた め ､ 名前の読み方がJMlにと っ て 新しい 情報とな っ たo しか し､
こ の逸脱が JMlにと っ て興味深 い発見であっ た ため ､ 肯定的に評価されたo F UI では ､
｢面
白い ね+ と報告 して い る｡
同様に ､ 社会文化的逸脱 も母語話者に肯定的に評価 され る場合が ある o
例140:BFlは 日本とブラジ ル の 地理的距離につ い て語 っ て い るo [BFlxJF1 62行
- 64行]
BFl: ブラ ジル で は ､ なん ､ 大学の 時は * かずと離れてたん ､ 両親から､ それ はち ょ っ と慣れて旦た 姓 塵三皇皇
JFl: う
ん
BFl:適呈娃(腕を両側 - 伸 ばす) (笑い) 本当にブラジル なら本当 に
そ う､ そ う､ 裏側
JFl: 本 当に ( 笑い) 全 鮎 )
JFlはあまりブラ ジル に つ い て考えたこ とが なか っ たため ､ 日本か らはちょ うど地球
の裏側
にあり ､ 非常に遠い とこ ろだと い うことは新しい発見に なっ た｡ そ して ､ JF lは こ
の 逸脱を
肯定的に評価 した｡
次の例では ､ JM3 は中国の 警察に つ いて新 し い情報を得て い た o
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例141: CM2とJM 3はア ダル ト
･ ビデオ に つ い て話 して い るo [CM 2ⅩJM3 53行 - 54行]
cM2:こ つ そりや らなければ
JM3:
CM2:
J姐3: 皇並進
厳 し い で すよ
警察が来ちゃ っ たら､ 困 っ ちゃ うん です ね
あ､ は い ､ 表だとやらな い あ !そ う､ え - ､ 厳 しい です
中国では､ ア ダル ト ･ ビデオ は違法 で あり ､ 気 をつ けなければ警察が来るこ とは JM3にと
っ て新 しい情報 で あ っ た ｡ ｢あ ! そう ､ え ー ､ 厳 し い です+ と談話 で 見られ る ようにJM3は
強く興味を示 した｡
以上の 例で 見られる ように ､ 相手の背景､ 国､ 文化な どに つ い て 新 しい 情報を得た場合､
母語話者は肯定的評価を行うケ ー ス がある｡ 異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン とは ､ 相手と情報
を交換し､ 互 い に理解を高め る ことができるもの と して捉えれば､ 肯定的評価が数多く行
われるの は当然で ある｡ 自分と異 なる者とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に よ っ て視野を広げ､ 有
益な経験を得る ことができ る｡ 特に BFlは 日系人 の エ ピ ソ
ー ドを紹介したため ､ 本調査で
はBグル ー プ非母語話者の 逸脱 に対 して評価が行われ たことが 多か っ た o･
一 方 A グル ー プ
非母語話者に対 して こ の ような評価が行われ た例は
一 つ もなか っ た. 既 に 3･ 2 で紹介 した
ように ､ こ の ような逸脱自体 ､ A グル ー プのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で あまり留意されなか っ た
ため､ こうした結果 になっ たと言える ｡
3) 日本 ･ 日本文化 に関す る新 しい 見方に気づ いた場合 (5件)
母語話者が 日本 ､ ある い は 日本文化に関する新 しい 見方に気づ い た時 ､ そ の 予測 しなか
っ た見方を肯定的に評価する場合が ある｡ この ような状況に当たる 5例の 逸脱は ､ す
べ て
社会文化的な逸脱で ､ A グル ー プ (2件) とC グル
ー プ (3件) の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン で見
られた ｡ 異文化間イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン 僻目手の 国 ･ 文化に 関して学ぶだけでは なく ､ 外の
立場から自分の 国と文化に つ い て考え直すこともできるの で ､ こ の ような逸脱は肯定的に
評価され ると考えられる｡
例えば､ cM2は 日本 の列車ダイ ヤ につ い て ､ 昼間は ほとんど誰も乗 っ て い ない の に ､ 1
0
分置きに新幹線が出発する の はお か しい ､ 特に省 エ ネの 面か ら考えれば､ 無駄が多く ､ 減
らした方がよ い の で はない かと意見を述 べ た｡ それ を聞いた JM3は ､ 新幹線の ことにつ い
ては今まであまり考 えた こ とが なか っ た と ､ CM2 の新幹線に関する考え方を肯定的に評価 し
た｡
次の 例で は ､ JM 3は納豆 に関する新しい 見方 に気づ いたo
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例142‥ AM2とJM3 は納豆 に つ い て話 して い る
5
｡ [AM2ⅩJM3 37行 - 38行]
JW3:納豆はだめですか†
AM2‥ あ､ や っ ぱり ､ うん ､ 納豆 は * ち ょ っ と * *1 回食 べ て み たんで すけ ど* もうあの 臭い
JM3: 真上ユ坐
Å出: だけで うん
このイ ンタ ー ア ク シ ョ ン の 前まで は ､ 納豆 の あの ねばね ばが問題なのだ と思 っ て いて ､ 臭
いが嫌い な人が い る ことに は気がつ かなか っ たo FU Iで ､ JM 3は こ の発見を ｢面 白い+ と肯
定的に評価 して い た｡
例143: JM3は CM2 に日本 と中国の相違に つ い て尋ねた と こ ろで ある
6
. [cM2ⅩJM 3 46行
- 49行]
cM2: 価値観がたぶ ん違うん で ､ うん ､ ず っ と え ー , 例 えばテ レ ビで あ
ー
､ い う* なんか *深夜番組
JM3: う ー ん うん
cM2: す ごく * *ぼ僕ら の 目か らみ , 見た ら あれ ､ 悪 い な 一 つ て 感 じが します よね え
ー
､
JM3:うん うん
C払2: で - ヌ ､ ヌ
ー ドが 出た り
JM3: は ､ は､ は い
あ ー - - なる ほ ど
国によ っ て深夜番組の 内容 が違うとは知らなか っ た の で ､ CM 2 の ヌー ドに対す る反応 を逸脱
として留意 したが ､ そ の 逸脱 に肯定的評価を行 っ て い る｡ 日本人以外の価値観に触れる こ
とができ､ ｢面白か っ た+ とFU Iで は報告してい た｡
以上の ように ､ 評価された逸脱は価値観ある い は習慣の相違に関係するため ､ 社会文化
的逸脱に集中 して い る｡ B グル ー プ非母語話者の場合､ こ の ような例が見られなか っ た原因
は話題の 内容にあるようだ｡ B グル ー プのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン では ､ 他の グル
ー プほ ど日本
に関する話題 が現れず､ ブラ ジル に 関す る話題が中心 で あっ た｡
4) 相手と の共通点を発見す る場合 (2件)
初対面で は ､ 相手 との 共通点を発見できるとはあま り期待 されて い ない た め ､ 実際に発
見されると ､ 逸脱と して留意される こ とがある｡ 内的場面にお い て同 じような逸脱が発生
さ 同じ逸脱が例 6 4 でも見られるo
6 同 じ逸脱 が例 6 2 でも見られる｡
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した場合､ やは り肯定的に評価する可能性が高い ｡ 本調査で は ､ こ の ような逸脱が肯定的
に評価された2 ケ
ー ス を確定する ことができた . そ の 内訳は､ B グル ー プに対 して 1件 ､ c
グル ー プに対 して 1件で ､ また､ 評価されたの はすべ て社会文化的逸脱で あっ た.
例えば､ B グル
ー プの場合､ JFlは建築に興味を持 っ て い るが ､ こ の話題 に興味を持 っ て
いる学生はい ない と思 っ て い た ｡ しか し､ BFl の専門は 日本の建築と関係が あっ たた め ､ 建
築の話題が展開され ､ JFlに肯定的に評価された ｡ また ､ c グル
ー プ の CF4とJF8が近所に
住んで い る こと が判明 し､ 肯定的に評価された｡
共通点が発見された の は B, C グル ー プに限られて い たが､ グル ー プ の特徴 とい うより偶
然の - 敦であると考えた方が よい だろうo
5) 相手の逸脱を面白く感 じる
非母語話者の逸脱が面白い と感 じられる場合でも､ 肯定的に評価されるケ ー ス がある｡
本調査の例では ､ B F3が JF 4とのイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン にお いて ｢殺人事件+ という語嚢を思
い出すことができず､ 人をナイフ で刺すようなジ ェ ス チ ャ ー を して JF4に理解してもらお
うとした｡ JF4 の F UI に よれ ば､ こ の ようなジ ェ ス チ ャ
ー は内的場面 で 見られるもの と異な
っ てい たた め､ 逸脱と して留意 したが ､ ジ ェ ス チ ャ ー 自体がわか りやすか っ た の と同時に
面白か っ たこ とか ら､ 肯定的に評価 した｡
この例の ように ､ 自分 と の相違も ｢面白い+ と肯定的に評価され る場合がある｡ こう し
た評価はMu r a oka(20 00: 302)で は､ dife r e n c e at tr a ction (相違に基づく惹き つ け) と呼
ばれてい る｡
こ の ように ､ 母語話者は 内的規範の 適用によ っ て様々 な逸脱を肯定的に評価す る｡ 本調
査で臥 相手が自分より優れ て い ると感じる場合､ 相手に関する新 しい 情報を得る場合 ､
日本に関する新 しい 見方 に気 づく場合､ 相手と の共通点を発見す る場合､ あるい は相手 の
逸脱を面白く感 じる場合 に母語話者は肯定的評価を行 っ た｡ 非母語話者 3 グル
ー プの比較
の結果､ B グル ー プ非母語話者の 逸脱で肯定的に評価されたもの が最も多か っ た｡ そ の 原因
はBFlによる エ ピソ ー ドの 中の逸脱の 数と関係す る｡
4 . 3 . 2 . 2 . 逸脱の な い 肯定的評価
Ne u stupnf(1996: 21 4) で指摘されてい るように ､ 接触場面におい て相手が逸脱を引き
起こさない こ と自体が 肯定的評価の 対象となる場合がある｡ 内的場面にお い ても予測 して
いた問題が起 こ らなければ､ そ の 出来事は肯定的に評価される｡ 例えば､ 相手と楽 しく話
ができる場合 ､ 相手との会話が うまく進む場合などは ､ 逸脱が生 じず､ それ が肯如勺に評
価される｡ しか し､ こ の場合 は ､ 逸脱が生 じて い ない ため ､ 直接的に外来性管理の メ カ
ニ
ズム に関係するとは言えな い ｡ よ っ て ､ 今回は こ の 現象に つ い て の詳 しい 分析は省くo
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4 . 3 . 2 . 3 . 中立評価 (35件)
非母語話者の 逸脱が 留意されて か ら､ 否定的でも肯定的でもなく ､ 中立的に評価され る
場合がある｡ 内的場面 ､ 接触場面 の どちらにもこ の ような評価過程が存在するが ､ こ こで
は､ 内的規範 の適用に よ っ て 中立評価が行われる場合 を紹介する ｡ 中立評価は ､ 母語話者
のFUIで の発言 内容か ら､ ｢相手 との 相違 を強く感 じた+､ ｢相手 の逸脱に驚い た+､ もしく
は ｢否定的 ､ 肯定的評価の カ テ ゴリ ー には当て はま らない+ 場合の 3種類 に分けられ る｡
中立的評価が生 じた状況を談話デ ー タか ら分析すると ､ この 評価はさらに ｢相手に関 して
予測しなか っ た情報を得る場合+ 及び ｢相手との違い を感じる場合+ の 2 つ に分けられる｡
本調査では ､ 内的規範の 適用 によ る中立評価は 35件あり ､ そ の 内訳は ､ Aグル ー プに対 し
て13件､ B グル ー プに対 して 10件､ c グル ー プに対 して 12件であっ た｡
表4.3.7. 内的規範の 適用によ っ て 中立的に評価された逸脱
Aグ ル ー プ B グル ー プ C グ ル ー プ 合計
外見的逸脱 0 1 1 2
言語的逸脱 0 0 0 0
社会言語逸脱 2 2 0 4
社会文化逸脱 l l 7 l l 29
総計 13 10 1 2 35
表4. 3. 7. で示 したように ､ 内的規範の 適用に よ っ て ､ 言語的逸脱以外の もの ､ つ まり ､ 外
見的､ 社会言語的及び社会文化的逸脱が 中立的に評価された ｡ その うち ､ 特に社会文化的
逸脱 (29件) が中立的に評価されて い た｡
1) 相手に関 して新 しい情報を得る場合 (27件)
内的場面にお いて も､ 相手に 関して予測 しなか っ た情報を得 る場合 ､ 驚きの ような中立
的評価を行うこ とがある｡ 本調査で は ､ こ のような評価に当たるもの は 27件あり ､ A グル
ー プに対 して 10件､B グル ー プに対 して 9件､c グル ー プに対 して 8件で あっ た｡ 表 4･ 3･ 8･
で分かるように ､ 外見的及び社会言語的逸脱が評価された時は ､ グ ル
ー プやその 逸脱の種
類によ っ て差が見られるが ､ 社会文化的逸脱はどの 非母語話者 グル ー プにお い ても評価さ
れた数は多か っ た｡
表4.3.8. 予測 しなか っ た情報 に対する中立的評価
A グル ー プ B グル ー プ cグル ー プ 合計
外見 0 1 1 2
社会言語 0 2 0 2
社会文化 10 6 7 2 3
総計 10 9 8 2 7
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まず､ 非母語話者 の外見に対 して行われる中立的評価 は 2例見られた 0 cFlは ∬1 には若
く見えたが､ 実際 の年齢は自分より年上である ことが判明し､ 予測と矛盾 したためか なり
驚い た｡ JF l の驚きの 程度が強か っ たため ､ 中立的評価を行 っ たと言える｡
もう 一 つ の例はBF3とJF3の イ ンタ ー アクシ ョ ン で発生したo BF 3 の顔つ きは JF 3が持 っ
ていた ｢外国人+ の顔 のイ メ ー ジとは
一 致 しなか っ た ため ､ どこ の 出身なの か推測できな
かっ た｡ ブラジル だと聞 い た時 ､ 自分の 持つ イメ ー ジとBF3が異なっ て い たた め ､ そ の違
いを強く感じ､ 中立的に評価 した｡
また ､ 社会言語的逸脱 の 2例は B Fl のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で 見られた ｡ 最初の 例で は ､
BFlは自分の 両親の 日本語能力に つ い て語 っ て い る｡
例144: BFl は両親の 日本語能力に つ い て語 っ て い る｡ [BFlxJF1 44行 - 47行]
BFl: 両親もブラ ジ ル で 生まれて * それで なん か - - 私 朋TJの 件 なん で すけど､ 迎 蔓*なん か本当に 日本 の 2世
∬1:
BFl: なん ですけ ど､ お じい ちゃ ん と お ばあちゃん は 日本人 だ っ た ん ですが ､ なん かに ､ 日本語 は全然
JFl:
BFl:
JFl: 全然
そ う､ そ う
ス_ ‾ ‾
あ!日 本語 は
BFl の祖母と祖父 は日本か らブラジ ル - 移民した 日本人だ っ た｡ しか しその 次の世代の BFl
の両親は日本語が全然わか らず､ 日本語 は自然に両親か ら習っ て い るだろうと予測 して い
たJFlに逸脱 と して留意された ｡
次の例では ､ BFl の話の 内容が中立 的に評価された｡
例145: BFl は来 日 した際の 日本語能力に つ い て話 して い る ｡
BFl= なん か 皆日本語わか るは ずだと思うん で すけ ど､ 私来た時 は全然何も
JFl:
BFl: 実際は
JFl: あ ー - そうなん ですか
[BFlxJF1 40行 - 42行]
もうゼ ロ から始め た
あ!全然わ か らない
下線の ところで見 られるように ､ こ の 例におい ても ､ JFlが BFl の話の 内容に対 して驚い て
いた｡ 調査時に 臥 BFl の日本語は 中級 レ ベ ル に上達 して い たが ､ 来日 した際 ､ 日本語が全
くわか らなか っ た こ とが ､ JFl の予測に矛盾 した ｡
社会文化的逸脱 の 場合 ､ 相手の 出身地 ､ 習慣などに対 して中立的評価を行う場合が あるo
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例えば､ 下の例 で は ､ 母語話者は オ
ー ス トラリア 人 の旅行につ い て 新しい情報を得てい る｡
例146:AF4 はオ
ー ス トラリア 人学生の 旅行につ い て話 して い るo [A F4ⅩJF8 7 0行 T71行]
AF4: オ ー ス トラリ ア の 場合､ 何も払わない か ら - ､ ん - 一 年間休校と っ て - ､ 旅行 - しに行く人が - と ても多 い
JF8:
AF4: んで
-
JF8:_二二二､ 旦吐 出
JF8にと っ て ､ 理 由はなん で あれ ､ 申請すれば 一 年間休学できるとは全く考えたこ ともなか
っ た｡ 肯定的､ ある い は否定的評価まで行わず､ 下線の とこ ろで見られるように､ JF8 はた
だ驚いて い た｡
cグル ー プ非母語話者の 場合にも似たような例が見られた｡
例147: CM2は 中国の 電車に つ い て話 して いるo [cM2ⅩJM3 68行 - 72行]
c班2: 中国で､ 例えば､ え､ 僕 の * とこ ろか ら* え ー ､ 北京まで 一 日 1 回 しか ない んで
JM3: うん
も し､ あ !
う ー - ん
cM2: え ー ､ 1 回と い うか 大体 ､ うん ､ そ の ぐらい で決ま っ た * *電車† 汽車 - - ､ 一 個 の 草 しか
JM3: うん * う
ー ん
cは2: ない ん で * え ー 間に 合わ なか っ た ら 一 旦 * *明日ま､ まで待 た なけれ ばい け ない の で
JM3:
こ の例では ､ 電車は 一 日 に
一 本 しかない ことがJM 3にとっ て予測 しなか っ た情報となる｡
談話では ､ 他 の相づ ちより長 い ｢う ー - ん+ 以外､ JM3 の反応は見られない が ､ 実際は こ の
新しい情報に対 して驚いて い たそうだ｡
相手の個人的特徴に関 して も新しい情報を得るケ ー ス がある ｡ 例えば､ BF 4がブラジル 出
身だとJF6が初めて知 っ た時驚い た｡ アジア系の 留学生だと思い こんで い たた め ､ 自分の
予測に矛盾 した ことを中立的 に評価 した｡
さらに ､ CM2 の名前に関す る逸脱も中立的に評価された ｡
例148:JF2は CM2 の名前に つ い て尋ねて い る. [cM 2ⅩJF 2 6行]
JF2: それ は 中国語 でどうい う意味なん です か †
CM2: い や､ 別に意味はない ん ですけど
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日本で 臥 名前に意味が含まれて い る ことが多いため ､ CM 2 の名前には意味が入 っ てい ない
ことはJF 2に逸脱 と して 留意され ､ 中立的に評価された｡
相手の 日本で の 生活 に つ い て新 しい情報を得る場合もある｡
例149: BF3は 自分が属 して い る研究室に つ い て話 して い る｡ [B F3ⅩJF3 43行 - 45行]
BF3= あの研究室で ､ 私 の 先生 は ちょ っ と厳 しい ね うん そ う､ 9 時か ら9時まで やらなき や､ 4年生
JF3: こ この † あ ー え ー
BF3: もそ うよ う - ん う ー ん ､
JF3: 皇吐逆ユ旦ヒ⊥ぷ塾ユ)
BF3 の研究室 の厳 しい ス ケジ ュ ー ル に つ い ての 逸脱がJF 3に中立的に評価された｡ 例の 下線
のとこ ろにJF3 の驚きが現れ て い る｡
国 - 帰る詰も母語話者に逸脱と して留意される場合がある｡
例150: BM2 はブ ラジル - 帰 る こ とに つ い て話 して い る ｡ [BM2ⅩJM3 42行 - 45行]
B旭2: なか なか遠 い で すよ i笑 い) 行きにく い ん です よ､ ニ+ 二:+2 0時 間もか か り ます ( 笑い)pえ ー ､ なんか 6 回
JM3: (笑い† あ ー -
BM2: ぐらい 食事 ( 笑いI うー - - す る よ - な
JM3: あ ー -
そ うです
6回も
そうですね
一 日 に それ はすごい
ブラジル - 帰る の に時間が非常に かかり ､ 機 内で 6回も食事が 出たりする ことも含め ､ JM3
に逸脱と して留意される . 例 の 下線の とこ ろでJM3は驚き ､ 中立的評価が行われた こ とが
分かる｡
そして ､ 相手の 経験に 関 して中立的評価が行われる場合もある o
例151:JF3とA F3はJF3の アメリカ旅行に つ い て話 して い る . [AF3ⅩJF 3 33行
- 34行]
AF3: 東 ､ な､ な､ ナイ ア ガラ fal ls† あ ー ､ そ う私も行きたい
JF3: うん ､ 行 っ た ( 笑い)
AF3: あん
JF3: へ -
ない ､ ない ､ そう､
あ､ 行 っ て なし1__† あ上_皇主査左だ､
アメリカ人は皆､ ナイア ガラ の滝に行 っ たこ とがあると推測 して い たにもか かわ らず ､ AF 3
は行 っ た こ とが なか っ たの で ､ JF3に逸脱と して留意され ､ 中立的評価が行われた ｡ こ の場
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合､ 逸脱は接触規範の 適用 に よ っ て留意された が ､ 評価の 段階で は内的規範が適用された
と言える｡
例152:JFlは自分の 出身長野県につ い て 話 して い る o [cFl xJF1 4 8行 - 49行]
JFl: オリン ピ ッ ク をや っ たとこ ろ､ そ う
CFl:
JFl: うん
cFl: 前に仕事の関係 で
え ー - ､ そ の 時は私ち ょ うど 日本に い た
え !なん､ え!
こ の ､ あ の - ､ こ の
cFlが今回の 来 日が初めて で はない ことが ､ JFl の予測と矛盾 した ため ､ 逸脱と して 留意さ
れた｡ 談話の 下線の とこ ろに驚きが 見られるが ､ JFlは中立的評価 を行 っ た｡ 例 15 2と同 じ
ように､ こ の 例で も逸脱が接触規範の適用によ っ て留意されたが ､ 内的場面と同 じような
評価が行われたた め ､ 評価は 内的規範の 適用によ っ て行われたと言 える｡ 同じような例は
AFlとJMl のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい ても見られる｡ A Fl の狂言に 関する専門的知識 の 逸
脱5件も中立 的に評価された｡
以上のように ､ 予期せ ぬ情報を得る場合は ､ 母語話者は否定的評価､ 肯定的評価では な
く､ その中間ぐらい の評価を行うケ ー ス がある ｡ 本調査で は ､ そ の評価が主に驚きの 形を
取っ てい て ､ 社会文化的 ､ 社会言語的逸脱に対 して行われる傾向が 見られた｡ 新しい情報
は言語的ル ー ル ､ 社会的規範の ような固定的な規範に違反 しな い た め､ 評価の段階で も黒
か白かには っ きりとは分けられず ､ 唆味な評価が行わ れやすい と考えられ る｡ また ､ 内的
啄面にお いて も同じように評価される と予想されるの で ､ こ の ような評価が行われる場合
は内的規範が適用されて い ると判断 した｡
2) 相手との 違い を感 じる場合 (8件)
相手との相違を強く感じ ､ 逸脱が中立的に評価され るケ ー ス がある｡ 母語話者の FUI の
報告には ､ ｢違うな - + とい うような反応が現れるの が特徴で ある ｡ つ まり ､ 留意された逸
脱は特に肯定的 ､ あるい は否定的に評価されるこ とはないが ､ 母語話者は相手との相違を
強く感 じて い る ｡ 本調査で は ､ こ の ような状況は ､ 社会言語的及び社会文化的逸脱 に対 し
て行われており ､ 内訳はA グル ー プに対 して 3件､ B グル
ー プ対 して 1件､ C グル ー プに対
して4件の計 9件で あっ た (表 4. 3. 9.)0
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表4.3･9･ 相手との 違 い を感 じる場合の中立的評価 の数
A グル ー プ B グル ー プ C グ ル ー プ 合計
社会言語的逸脱 2 0 0 2
社会文化的逸脱 1 1 4 6
終計 3 1 4 8
社会言語的逸脱 は相手 の メ ッ セ
ー ジ の 内容に ､ 社会文化的逸脱は相手 の経験 ､ 習慣 ､ 価
値観に関係 して い た｡
下の例では､ A F3 のメ ッ セ ー ジの 内容が中立的に評価された｡
例153:JF4 は自分の 海外経験に つ い て話 して い る｡
JF4: アメ リカも ､ 他 の 国も､ 日本 か ら出たことな い ん です
AF3: あ ー そ う
[AF3ⅩJF4 31行 - 35行]
まだどこにも い っ た こ とが ない ん です
あ ー そ う､
JF4: い や ､ 行 っ て み た い ん です け ど
AF3: *他 の 国 い きな い †あ､ 行か ない†
JF4: とか ､ お金とか ､ まだ, ない
AF3: あ､ そ うそ う､ 高 い uhum
あ ー
機会が ない ､ ま だ時間
行けたら行きた い なと思うん で すけ ど
う - ん そ う､ そ う､ ア メ リ カ
JF4: は い * *( 領く) 行っ てみ た い ん ですけどね
-
AF3: に来て くださ い (笑 い)
AF3 の｢そ うア メリカ来てください+ がJF4に逸脱と して留意され る｡ 日本人ならこ の よう
な反応は しないだ ろうと感 じ､ AF 3は FUIでは｢アメリカ人だな+ と報告 して い た｡ しか し､
この逸脱は肯定的 ､ あるい は否定的に は っ きりと評価はされず､ ただ自分との相違を際立
たせただけだ っ たため ､ 中立 的評価を行 っ たと言える ｡
社会文化的逸脱 では ､ 以下の ような BF3の ブラジ ル で の 経験などが当てはまる｡
例154: BF3はブ ラジル の弁護士 につ いて話 して い る ｡ [BF3ⅩJF4 46行
- 48行]
BF3: ブラジ ル で - い つ もみ ん な､ 何か ､ トラ ブル ､ あ､ トラブ ル † 起 こ つ た ら
- 弁護士 に 呼んで ､ な､ 私
JF4: は い は い
BF3: もい ろい ろあの ､ 弁護士 に頼 ん だ ことは ある うん
JF4: あ､ そう丘左三±迦 且 醜 エ貞盛
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BF3:
JF4‥ 迦
下線で示 したが ､ BF3 の弁護士 に仕事を依頼したと い う経験が逸脱 と して 留意された｡ しか
し､ JF4はその 逸脱を否定的に は評価せず ､ ただ日本 とブラジル の違 いで あると感 じた｡ そ
のため､ 中立的評価が行われたと考えられる｡
次の例で は ､ 価値観の 相違が中立的に評価された｡
例155:JF 2と CM2 はお正月 に つ い て 話 してい る
7
｡ [cM 2ⅩJF 2 65行 - 71行〕
∬2: お年玉 ､ み た い なある ん です か †
c岨2: あ !
JF2:
ありますよ
は は与まは は
そ れはお 金†ですか ぇ ー -
お金 です
あ､ は は は
え - 大体で すね ､ 僕
c岨2: 最近は もら っ て ない で す よね ももらえない なん か ､ 年
JF2: あ ー -
-
cM2: か な* *(息を吸う) え ー 一 大学まで はあ っ たん です
にな っ ちゃ っ たん で､ うん ､ 大体何才まで
大体それぐらい で す よね
そ うです よ
∬2:
c姐2:そうです *で ､ 大学院 * ふ ん ､ に入 ると * * どうもなん かもらうと こ っ ちは 逆に恥ずか しくな っ ちゃ うん で
JF2:
CM2: す ごく * * * *
;こ
‾ ‾
JF2にと っ てお 年玉をもらうこ とは恥ずか しい こ とで は ない の で ､ CM 2 の｢どうもなんかも
らうとこ っ ちは逆に恥ずか しく なっ ちやうんで+ を逸脱と して留意するo しか し､ CM 2 の逸
脱は特に否定的 に評価で きるようなもの で はない ため ､ ただ自分と相手との相違として捉
えられ､ 中立的 に評価 した ｡
同じペ アで は ､ 中国人 の習慣に つ い て の逸脱が中立的に評価された ｡
例156:JF 2とCM 2は 中国の 爆竹 に つ いて話 して い る
8
｡ [cM2ⅩJF 2 75行]
JF2: うる さ い と い う人 は い ない ん で すか
C旭2:
7 同 じ逸脱が例 5 9で も見られ る｡
8 同 じ逸脱が例 58 でも見られ るo
言わない ですね
あ ー - -
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∬2の規範に よれば ､ 爆竹は うるさいもの なの で ､ 日本でやれば､ 必 ずうるさい と文句を言
う人がい るだろうと想像で きるが ､ cM2 の説明によれば､ 中国では爆竹がうるさい と思う人
はい ない ようで あっ たため､ 中国と日本の相違を感じた (FUI による)o
上記の例の ように ､ 相手との 相違を感 じる時に ､ 中立的評価を行うケ ー ス がある｡ その
相違は ､ 主に社会文化的な逸脱 に関して感 じられて い るが ､ 社会言語的な逸脱の 評価も多
少見られる｡ 言語的な相違が 留意される場合は ､ 正 しい か正 しくない か ､ は っ きりと評価
されるケ ー ス が 多い ため ､ 中立的評価は見られない ｡ 内的場面にお い ても相手との相違 を
感じ､ 中立的に評価するケ ー ス があるため ､ こ の カテ ゴリ ー に当てはまる例にも ､ 内的規
範が適用されて い ると言える ｡ グル ー プ ごとの比較で は ､ こ の ように中立的に評価された
逸脱は ､ C グル ー プ非母語話者 の もの が最も多か っ た ｡ cグ ル ー プ非母語話者 のイ ン タ ー ア
クシ ョ ンでは ､ 出身の 中国の こ とが しば しば話題に上 っ たが ､ その 中で中国人の 習慣 ､ 価
値観に関する逸脱が現れた ことが要因の 一 つ と考えられる｡
内的場面､ 接触場面の どち らで も､ 相手に関して予測 しなか っ た新しい情報を得る場合､
自分と相手と の相違を強く感 じる場合に逸脱を中立的に評価す るケ ー ス がある｡ 本調査で
は､ 新しい情報に対 して母語話者の 評価は主に驚きの 形を取り ､ 相手非母語話者グル ー プ
による大きな差は見られなか っ た｡ 一 方 ､ 相手との違 い を感 じる場合には B グル ー プは A
とCグル ー プ の 逸脱 より中立的に評価されたもの が少なか っ た｡ 日系人で ある B グル ー プ
の生まれ育っ た環境がイ ン タ ー ア クシ ョ ン に影響を与え､ 母語話者が ｢違い+ をあまり感
じなか っ たの で はない かと考えられる｡
4 . 3 . 3 . 接触規範による評価
肯定的 ､ 中立的評価 は内的規範 ､ ある いは接触規範の適用により行われ て い る｡ 接触規
範の適用には まず､ 母語話者が 非母語話者の 外来性 を認知 した ことによるもの があるが､
そのほか に､ 予想される逸脱が 生 じない 場合の肯定的評価にも接触規範の 適用が見られ るo
以下､ その 特徴 をまとめて いく｡
4. 3 . 3 . 1 . 接触規範 の 適用による逸脱 の肯定的評価 (6件)
逸脱の肯定的評価の ほと ん どは内的場面と同 じように行われるが ､ 本調査で は接触場面
だけで行われるケ ー ス を6件確定す るこ とができた｡ この 6件の すべ ては非母語話者が使
用したことばが ｢きれい+ と母語話者に感 じられた場合で ､ 非母語話者が使用 した英語 5
件､ 砕けて い ない 日本語 1件で ある｡ よ っ て ､ 評価された逸脱 のすべ て は ハ イ ム ズ式モ デ
ルの バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル の カテ ゴリ ー に属して い るo A グル
ー プ に対 して 2件 ､ B グル - プ
に対して 3件 ､ c グル ー プ に対 して 1件の 逸脱 が肯定的に評価された｡
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英掛 こ関する例と して ､ CF 4がJF8とのイ ン タ
ー ア クシ ョ ン をあげられ る｡ 話の 中で出て
きた マ ク ドナ ル ドを ｢m akdo:n a:1 d+ と発音し､ JF 8は逸脱と留意 したが ､ ｢きれい な英語だ
な+と肯定的に評価 した｡ CF4 のマ ク ドナル ドの発音が 母語話者の もの とは異なると ∬8が
静知し､ これ を逸脱と して留意した｡ 内的場面にお い て相手の 母語話者が こ の よう-な発音
をした場合､ む しろ否定的に評価す るの で はない かと推測される｡ CF4とのイン タ ー アク シ
ョ ンが接触場面で あるため に ､ 母語話者の場合とは同 じ基準で判断 してい ない ようだ｡ 同
じ英語関係の 例も語嚢の 発音に関するもの で ､ 上記の ような評価過程が見られた｡ 非母語
話者3 グル ー プ間に差は特に 見られなか っ た｡
日本語の例は 1件だけで あっ たが ､ BF 4とJF6 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお いて生 じた ｡ B F4
は 一 貫して砕けて い ない 日本語で話 して い ため ､ 学生同士で使用す る普段の 日本語とは違
うと ∬6ほこ感 じ､ 逸脱と して留意する ｡ しか し､ ∬6 は この ような日本語を ｢きれ い+ と肯
定的に評価する｡ 但 し､ 相手 の 学生が母語話者であ っ た場合､ 同 じように評価が行われる
ことはない だろう｡ こ の場 面で の 非母語話者が使用す る ｢きれい+ な日本語と ｢不自然さ+
とは表裏 一 体で あると考 えられ る｡ 内的場面の 学生同士で は ､.相手に日本語の ｢きれい さ+
より ｢自然さ+ を求めると思われ るの で ､ 相手の こ とばが ｢きれい+ なの は ､ つ まり ｢不
自然+ だと捉えられ､ 肯定的評価が行われ るとは考えが たい ｡ こ の ため､ 非母語話者の ｢き
れい+ な日本語が肯定的に評価される こと は接触場面特有の 現象で あり ､ 接触規範が働い
てい る｡
きれい な日本語に関す る肯定的評価は ､ 母語話者が 恐らく非母語話者に理想的な言葉を
使っ てほ しい と望んで い る こ とが背景 にあるの で はないか と考 えられる ｡ 確 かに ､ Ja nicki
(1985:1 3) が論 じる ように ､ ある母語話者は ス ラ ン グ､ くだけた言い方などの ような言
葉遣いを母語話者の領域と して意識する場合があるため ､ 非母語話者が こ の ような領域に
入らないよう に ､ ｢きれ い+ な日本語を要求 して い るとい う見方もできる｡
内的場面にお い て上の例 の ような逸脱が発生 した場合､ 留意されるが ､ 不自然だと して
否定的に評価され る可能性が高い ｡ しか し､ 接触場面で は ､ 非母語話者が英語 を使用する
場合､ 丁寧な日本語を使用す る場合など､ 内的規範に対する逸脱として留意されるもの の ､
それが ｢きれ い+ と肯定的 に評価される傾向が見られるため､ 評価過程で は接触規範が働
いてい ると言 えるo 本調査 で 札 グル
ー プ間の差を見い だす ことはできない が ､ 接触規範
の適用による逸脱 の 肯定的評価は非母語話者が使用す る言葉の バ ラ エ テ ィ
ー に限られて い
るようである｡
4 . 3 , 3
.
2 . 接触規範による逸脱 のない 肯定的評価 (22件)
予測して いた逸脱が生 じない場合 ､ それを肯定的に評価する とい う現象があるo 接触場
面では内的場面と何か異なる ことが生 じるだろうと母語話者が予測するこ とがある が ､ こ
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れは､ 接触規範が適用 されて い ると言える｡ 内的場面におい て ､ 同 じように逸脱 を予測 し､
それが生じない こ とが肯定的 に評価されるとは考えが たいた め ､ こ の場合 ､ 接触規範が評
価の段階も支配 して いる ことがわかる｡ 表4･ 3･ 10に示 したように､ 本調査で は､ 逸脱の な
い肯定的評価の 対象は ､ 非母語話者の言語的及び社会言語的特徴に限られて い る｡
表4. 3. 10. 接触規範 に適用 に よる肯定的評価 の 数
A グル ー プ Bグル ー プ Cグル ー プ 合計
言語的醸徴 4 3 1 8
社会言語的特徴 5 7 2 14
総計 9 1 0 3 2 2
非母語話者3グル ー プ の 中で は ､ A､Bグル
ー プに対 して こ の ような評価が最も多く行われ､
cグル ー プ非母語話者に対する評価は他の グル ー プの より少ない ｡ こ の評価はさらに ｢自然
さを感じる場合+､ ｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が行い やすい 場合+ 及び ｢以前の逸脱と比較する
場合+ とい う3種類に分けられるQ 以下､ それぞれの 特徴をまとめていくo
① 自然さを感 じる場合 (7件)
非母語話者の 言葉遣い ､ 行動な どに関 して自然さを感 じ､ 逸脱が発生 しなか っ た こ と自
体を母語話者が肯定的に評価す る場合がある｡ 本研究の結果によれば､ この ような現象は A
グル ー プに対 して 4件､B グル ー プに対 して 5件､c グル ー プに対 して 1件の例が見られる｡
｢自然+ だと感 じられた の は言語的なもの 3件､ 社会言語的なもの 7件 であり､ す べ ての
例は上級非母語話者の イ ンタ ー アク シ ョ ン で現れた ｡
言語的な ｢自然さ+ に関 して は ､ 上級 レベ ル の BF4とAF4 の流暢さがそれぞれ ∬8とJF7
に評価され る｡ 相手が非母語話者で あるため､ 流陽に話せ ない だろうと母語話者は予測 し
てい たが ､ 流暢に話せ たの で ､ そ の ｢自然さ+ が肯定的に評価された｡ 内的場面で は ､ 相
手が ｢自然+ に話せ る ことが当然であるため､ こ のような評価は決 して行われない o 相手
の ｢自然さ+ を評価す るこ とは接触場面に限られた行為で あり､ 接触規範が働いて い る証
拠で ある｡
社会言語的な ｢自然さ+ の うち､ 5件は非母語話者の非言語的行動 ､ 2件は 日本語の ス タ
イルに関するもの である｡ 例 えば､ JF8とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン が始まっ た時 ､ cF4 のお辞
儀が ∬8 に ｢自然+ だ っ たと肯定的に評価された｡ ｢本当に外国人なの かな+ と迷 っ たぐら
いであっ た｡ 同 じように BM 2 のお辞儀もJF2 に肯定的に評価されたo 内的場面にお い て相
手が自然なお辞儀をした場合 ､ それを肯定的に評価することは考えがたい が､ 接触場面で
はむ しろ自然で は ない こ とが予測されてい るため ､ 逸脱が生 じなければ､ つ まり ｢自然+
であれ ばそれが肯定的に評価される｡ 他の例で は ､ B M2の 身体の動きが自然で ある ことも
JF2及び JM 3に肯定的に評価された ｡
また ､ AF 4が 日本語 の普通体を使用 した こ とも2回母語話者に肯定的に評価されるo 次
の
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例では､ AF 4 の丁 寧体 から普通体
- の ｢自然な+ 変化がJF 6 の評価 の対象となっ たo
例157‥JF 6はオ
ー ス トラリア で ワ ー キ ン グ ･ ホリデ ー 中の友達に つ いて語 っ て い るo [AF 4
ⅩJF6 4行
- 8行]
JF6:今年の 4月 の , 終 わり ご ろか ら行 っ て て ､ ワ
ー キ ン グ ･ ホリデ ー で
AF4: で､
一 年 あ ー
JF6‥ うらやま しい なと思 っ た の い ますか †
AF4: (笑い) 娃連出互生垂
で ､ 行 っ て る っ てゆ っ て て - ､ そう､
なん か､ ワ ー キ ン グ ･ ホリデ ー やっ てて - ､ オ ー ス トラリア
JF6‥ (笑い) あ
ー い い ですね - - - - オ ー ス トラリア で果物育つ んで すか †
AF4: でバイ トとか - ､ 畑仕 事とか - なん か果物畑とか
JF6: 果物っ てイ メ ー ジが な い ん だけ ど ( 笑い)
AF4: 去 + 皇皇 姐
羊がわ っ て
そ うです よ ね
あ ー 羊は そ うだよ垂 L あと牛†あ と は - う ー ん
下線の部分で示 した通り ､ AF 4は ｢結構い ますね+､ ｢そうです よね+ とマ
.ス 形丁 寧体を使用
していたが ､ ｢そ うなの !+､ ｢そ うだよね+ とい う普通体に変えて い る｡ JF6は これを非常
に ｢自然な+ 移行と して認知 し､ ｢い いな+ と肯定的に評価 した (FUIに よる)｡ この イ ン タ
ー アクシ ョ ンが 内的場面 にお い て行われたならば､JF6は この ような評価は行わない だろう
と推測され るが､ JF8とのイ ン タ ー ア クシ ョ ン にお い てもA F4の こ の ような自然さが肯定的
に評価されて いた ｡
非母語話者3 グル ー プを比較 して み ると､ C グル ー プ非母語話者 より A グル
ー プとB グル
ー プの非母語話者との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て こ の ような現象が多く見られたo 但 し､
さらに詳 しく分析す ると､ 本調査で最も日本語能力が高か っ たBM 2(3件) と AF4(4件)
のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン で多か っ たことがわか っ た｡ こ の ような結果か ら､ 日本語能力と自
然さの 肯定的評価は強く結び つ い て い ると考えられ るo さらに ､
一 社会言語的な要素の肯定
的評価が最も多か っ たため ､ 日本語の 自然さは社会言語的なル
ー ル ､ 特に身体の 動き ､ ス
タイル の選択などの要 因が関係 して い ることも明らかに なっ た ｡
② コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が行 いやす い場合 (8件)
接触場面では なん らか の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問題が発生すると予想する母語話者は少
なくないが ､ そ の 予想 に反 し､ 逸脱が 生じず､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン をス ム ー ズ に進め るこ
とができる場合は肯定的に評価される｡ 本調査で はこ の ような状況は ､ A グル
ー プに対 して
3件､ B グル ー プに対 して 4件 ､ C グル ー プに対 して 1件 ､ 計 8件あり ､ そ の うち ､ 言語的
要素が 5件､ 社会言語的要素が3件見られた ｡
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表4. 3. 1 1 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が 行 い やす い 状態に対す る肯定的評価 の 数
A グル ー プ B グル ー プ C グル ー プ 合計.
言語的特徴 3 1 1 5
社会言語的特徴 0 3 0 3
終計 3 4 1 8
逸脱の ない コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に関して は ､ メ ッ セ ー ジ の 聞きやすさ ･ わか りやすさ､ 非
母語話者が行う調整 ､ 冗談が評価の対象となっ た｡
まず､ 非母語話者の メ ッ セ ー ジの わかりやすさは どの 非母語話者グル ー プでも評価され
た｡ 例えば､ cF3と のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て JF 8は相手 の 非母語話者が わか りやすく
話せるとは予測 して い なか っ たため ､ 明快に話 して い る様子 を肯定的に評価 した｡ 内的場
面で は日本語を問題 なく話す こ とが当然の ことで あるた め ､ こ の ような評価が行われるの
は非常に考えが た い ｡ 接触場面 で は ､ 相手非母語話者が 日本語非母語話者 で ある ことが 強
く意識され ､ また､ 相手非母語話者の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 を判断するた めの基準が内
的場面より低 い た め ､ こ の ような評価が行われたと言 える｡
また､ AF4の名前に対 して評価が行われたケ ー ス が あ っ た｡ JF8とA F4 のイ ン タ ー アク シ
ョ ンの最初に 2 人は自己紹介を行 っ たが ､ その 時 ､ 予想に反 して A F4 の名前が は っ きりと
聞き取れたの で ､ AF4 の発音を肯定的に評価した｡ FU Iで は ｢ああ､ す ごい ｡ 名前がちやん
と聞き取れたん でよか っ た+ と報告 して いた｡ 内的場面において相手の名前が聞き取れる
ことは当然 で あるため ､ こ こ で も接触規範の適用に よ っ て 肯定的評価が行われた o
社会言語的特徴の うち､ 非母語話者の言語管理 も母語話者に肯定的に評価される場合が
ある｡ 本調査 の 2ケ ー ス は B グル ー プ非母語話者 に対 して行われ､ BF3とBF 4 のイ ン タ
ー ア
クシ ョ ン で見 られ た｡ 次 の例 で は ､ BF4の 自己調整 が ∬8 に肯定的に評価された ｡
例158:BF4とJF8はJF 8 の専攻であるアイヌ 語につ いて話 して い る
9
0 [BF4ⅩJF 8 17行 -
18行]
BF4: じや ､ ア ジア の ､ 言雷 とか の 方 が ､ 重量+ 盈睦重畳旦
JF8: (領く) そうですね ､ ち ょ っ と ､ 英語が - 苦手だ っ たん で
この下線の部分で ､ BF4は 自分の発言を調整 して い るo ｢好き+ をより フ ォ
ー マ ル な印象を
与えられる語嚢 ｢興味が ある+ に調整 したが､ それがJF8に留意され ､ ｢す ごく ことばを選
んでしや べ っ て い るなと思 い ま した+ と肯定的に評価された ｡ 内的場面にお い ても話 し手
は自分の 発言 をモ ニ タ ー す るが､ こ の ように誰か に評価されるこ とはない だろう｡ 接触場
面では､ 相手非母語話者の 外来性を認知するため ､ 自分の発言をモ ニ タ ー する能力は あま
りない だろうと予測する場合がある｡ 自己調整 は行 えない だろう､ 逸脱が発生するだろう
9 同じ逸脱が例 69 でも見られ る｡
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と予測するが ､ 逸脱が発生 しなか っ た場合 ､ 接触規範の適用に より ､ こ の ような肯定的評
価が行われる｡
非母語話者の 冗談に対 して も肯定的評価が遂行され る｡ JF2とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお
いてBM2は何度も冗談の ように言 っ た o しか し､ B M2 の最初の冗談は他と評価が違 っ た .
例159:JF2は卒業後の 予定 に つ い て 話 して い るo [BM2 ⅩJF2
∬2: ま､ 就職 し よ うか な あ ー ､ ま だ決 めて ない
BM2: そう です か ､ 何の
JF2: (笑い) まだ色々 あるか ら
B旭2: 言 っ てくれな い か (笑い1
決 め てない †
5行 - 7行]
今は (笑い)
艶めてない ､ 決め て ない か
この例の 下線部は こ のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て B M2が初めて冗談を言 っ たと こ ろを示
してい る｡ JF 2はそ の言葉を聞い た時に留意 し､ ｢余裕が あるな - + と接触規範に よる肯定
的評価を行う. BM 2は非母語話者 で あるため ､ 冗談を言う余裕はない だ ろうと JF 2が考えて
いたこ とから生 じた評価だ と思われる ｡
以上の ような逸脱の ない 肯定的評価は ､ B グル ー プ に対するもの が多か っ た｡ 自己調整の
発生､ メ ッ セ - ジ伝達に問題 がなか っ たことはB グル ー プだけで見られたため ､ こ の 2 つ
が母語話者の 肯定的評価と結び つ い て い ると考えられる . 一 方 ､ c グル ー プ非母語話者に対
するこ の ような評価は 一 度しか行 われなか っ た｡ メ ッ セ ー ジ伝達､ 流暢さな どに関 して逸
脱が ｢発生 しな い+ こ とは肯定的に評価されたが ､ 4 . 2 . で 示 したように ､ 他 グル ー プ
よりc グル ー プ非 母語話者の イ ン タ ー アク シ ョ ンで はメ ッ セ ー ジ伝達に関する問題 が多く
｢発生 した+ た め ､ こ の カ テ ゴリ ー の 結果と強く関係 して い ると考えられ る｡
③ 以前の 逸脱 との 比較に よる肯定的評価 (4件)
En o m oto (199 3: 11 0)で は､ それまで の経験との 比較か ら､ 逸脱が肯定的に評価される場
合があると指摘されて い る｡ 本調査にお い てもF口Ⅰデ ー タ の 分析の結果､ こ の ような比較
から生 じた肯定的評価がある こ とが分か っ た｡ A グル ー プに対 して 2例､ B グル ー プに対 し
て1例､ c グル ー プに対 して 1例見られ るが､ す べ て ､ 社会言語的要素に対する肯定的評価
であっ た
｡
Fairbr other (1999: 1 21) で は ､ こ の 比較に よる肯定的評価は ､ 比 較の 対象と
なる逸脱から 2種類に分けられ るこ とを指摘したo 一 つ は ､ 過去に体験 したこ との ある ､
参加者も場面も別 の接触場面で生 じた逸脱である. そ してもう 一 つ は ､ い ま自分が参加 し
てい るイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 中で ､ 目の 前の非母語話者が ごく近い過去 に起こ した逸脱で
ある｡ 本調査で も この 2種類 の逸脱が見られ ､ 他場面と比較した2例 ､ 同 じ場面で の 以前
の逸脱に関係 して い た 3例が あっ た ｡
例えば､ JF3は CF3が 一 貫 して マ ス 形丁寧体を維持したこ とを逸脱と して留意 し､ 学生同
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士の初対面会話に は丁寧過 ぎると感 じ､ 否定的に評価した｡ 一 方 ､ cF3より全体的に日本語
能力が低か っ た AF 3は普通体をよく使用 して い たが､JF3は AF3が丁寧体で はなく普通体を
使用したこと､ つ まり逸脱が生 じなか っ たことを肯定的に評価した｡ cF3 の逸脱が発生 して
いなければ､ A F 3 のス タイ ル が肯定的に評価され る可能性は低い ｡ こ の 背景には ､ 非母語話
者であるA F3 との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン では ､ CF3と同 じような逸脱が発生するだろうとい う
JF3の予想があ っ たと考えられ る. JF 3は CF3とA F3､ それ ぞれとの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を
比較し､ CF3と同 じ逸脱 を引き起こ さなか っ た AF3を肯定的に評価 した と言 える｡ 同 じよう
なケ - ス がJF4 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン でも見られ､ 逸脱が なか っ た ことを肯定的に評価 し
ていた｡ 内的場面で は相手が適切な日本語の ス タイ ル を選択す るの は当然の こ とで あるた
め､ こ の ような状況で 肯定的評価がなされるとは考えられず､ 母語話者の 肯定的評価の 過
程には接触規範が働い て い ると言える｡
以上の 例では ､ 接触規範の適用とともに ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の経験に基づ い て接触規
範が形成されて い るこ とも指摘でき る｡ ガ - フ ィ ン ケル (19 95: 41) の いう共通理解の構
成とは､ こ の接触規範の形成と同じこ とを意味すると考えられる｡ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン -
持ち込む先入観だけで はなく ､ イ ンタ ー アク シ ョ ン の 中で ､ ｢そ の 瞬間ごとに構成され る+
共通理解も存在す る｡ イ ンタ ー アク シ ョ ンの始めに ､ ある逸脱が発生 した場合 ､ また同 じ
ような逸脱が繰り返され るかも しれない と予測する母語話者が い る｡ しか し､ その 逸脱が
発生せず､ 逸脱 の ない状態が続くと ､ その 状態を母語話者 は肯定的に評価す る.' 本調査 で
は､ こ の ようなケ ー ス が B グル ー プに対 して1件､ c グル ー プに対 して 1件､ 計 2件観察さ
れた｡ 例えば､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ンの 後半まで CF3は新しい 話題をあまり提供せず ､ JF3が
出した話題にも積極的に は参加 しなか っ た ことがJF 3に否定的に評価された ｡ しか し､ イ
ンタ ー ア ク シ ョ ン開始か ら 7分3 0秒 ぐらい の とこ ろで沈黙が発生すると ､ CF3は ス ポ ー ツ
に関する新しい話題を提供 した ｡ JF 3はCF3 の行動 を肯定的に評価す るが ､ こ の場合は ､ 話
題の提供だけが 肯定的評価の 対象に なっ てい るの では なく ､ 以前生 じたイ ン タ ー ア ク シ ョ
ン促進に関する問題が影響して い ると推測される｡
上述の ように ､ 逸脱 の な い肯定的評価は ､ そ の 場面 ､ そ の 瞬間で 留意された逸脱だけが
対象になっ て い るの で は なく ､ 他 の場面で他の非母語話者が引き起 こ した逸脱 ､ ある い は
同じ場面で同 じ非母語話者が それ以前 に引き起 こ した逸脱との 比較に よ っ て ､ 逸脱が生 じ
ない ことが肯定的 に評価される こ とが明らかにな っ た｡
逸脱の ない 肯定的評価 は接触場面特有の 現象で ある｡ 内的場面にお い て相手 の 自然さ､
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力などを肯定的に評価す るとは 考えられない ため ､ 接触規範が適用
されたと言える｡ また､ 母語話者は非母語話者の逸脱をそれ以前の 逸脱と関連させて評価
することが明らか にな っ た｡ グル ー プ間の 比較では ､ C グル
ー プよりA､ B グル ー プが ､ 上
記の ような状況 で 肯定的に評価され る ことが多か っ た ｡ 4. 2. で指摘 した ように ､ C グル
ー プ
非母語話者のイ ンタ ー アク シ ョ ンで は ､ メ ッセ ー ジ伝達及び ､ 言語の ス タイ ル 及び談話上
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の問題が しばしば否定的に評価された ｡ つ まり コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上の 自然さより コ ミ ュ
ニケ ー シ ョ ン に支障をきたす逸脱が目立っ たた め ､ こ の結果と関係 して い ると考えられ る｡
4. 3 . 3 . 3 . 接触規範の適用による中立評価 (8件)
中立的評価 の場合 でも ､ 否定的評価などと同 じように ､ 接触規範 の適用 が見 られ る｡ あ
る逸脱は ､ 評価が 中立 的に なるか否定的になるかが ､ その 逸脱が発生 した場面に左 右され
る｡ 母語話者は非母語話者の総合的外来性に反応すると同時に ､ 接触場面におい て非母語
話者の 逸脱を否定的に評価 したくない 場合がある｡ 相手が非母語話者である と強く意識 し､
内的場面の時 より規範を緩 め ､ 逸脱を許容する気持ちが生 じる ので はないか と思われる ｡
表4.3.12 母語話者 は否定的評価を行 い た くない 場合 の 逸脱 の 数
A グル ー プ B グル ー プ Cグル ー プ 合計
言語的逸脱 1 0 0 1
社会言語的逸脱 6 0 1 7
総計 7 0 1 8
本調査では ､ こ の ような状況 に当た る例が 8件あり ､ 表 4. 3. 12で示 した ように ､ こ の よう
な評価は言語的逸脱 (1件)､ そ して 社会言語的逸脱 (7件) に対 して行われた ｡
はA グル ー プに対 して 7件､ c グル ー プに対 して 1件で あ っ た ｡
最初の 例では ､ AF3 のイ ン トネ ー シ ョ ンが ∬4 に中立 的に評価された｡
例160:AF3はJF4の 専攻を尋ねて い る｡ [AF3ⅩJF4 3行]
AF3: 専攻 は† 法律､ あ′ - !すゝ ご′ い
JF4: 専攻は今法律
そ の 内訳
AF3のイ ン トネ ー シ ョ ン は 共通語 のイ ン トネ ー シ ョ ン と違 っ て い たた め ､ ∬4 に逸脱と して
留意され る｡ 内的場面にお い て相手が この ようなイ ン トネ
ー シ ョ ン を行 っ た場合 ､ 逸脱が
否定的に評価され ると考え られ るが ､ JF4はこれを ｢アメ リカ人の イ ン トネ
ー シ ョ ン+ だと
解釈 し､ 中立的評価を行 っ た ｡
同 じペ アで は ､ AF 3
.
の 非言語的行動も中立的に評価される o AF 3は顔の表情が豊かで ､ JF 4
の話を聞い て い た時､ 目を見開き ､ 表情で驚きを表 した ｡ JF4は こ の行動を否定的に評価 し
なか っ たが ､ こ の AF 3の 表情を ｢アメリカ入っ ぽい+ と評価した ｡ J下4が持 っ て い たア メリ
カ人に対す る ス テ レオタイ プが強化されたようで ある｡
また ､ AF3 の姿勢に関す る逸脱も中立的に評価された｡ 母語話者の 女性同士 の初対面場面
で は､ フ ォ ー マ ル な姿勢で話 をするの が普通だとい う規範をJF 4は持 っ てい た｡ 母語話者
とは少し違うAF 3 の姿勢を見て ､ 否定的に評価は しなか っ たもの の ､ ｢ア メリカの 方 っ ぼい
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感じを受けま した+ とFU Iで 報告 して い る｡ 内的場面で 同じような逸脱が留意された場合 ､
同じような評価は行わない だろう｡
しか し､ 逸脱に対す る評価の規範を緩める ことは ､ 中級 レ ベ ル非母語話者に限らず ､ 上
級レ ベ ル 非母語話者の 逸脱に対しても同じような傾向が見られた｡
例161:AM2はオ
ー ス トラリア の食 べ 物 ｢べ ジ マ イ ト+ に つ い て 話･して い るo [AM2 ⅩJM3 46
行 - 47行]
AM2:これはく､ そ う､ ま っ 黒 * 黒くて * す ご い 臭い 発酵させ た
JM3:
AM2:できた や つ なん ですけど * *あれは結構塾堕
J班B: あ
ー -
は い , は い
塾壁(笑 い)
うん * いろ んな野菜 から
JM3 の FUIに よ ると ､ A M2の ｢独特+ とい う語嚢の使用 は母語話者の使用法とは違うと感
じたが､ 否定的 に評価せず､ 中立的に評価した｡ こ の 表現は日頃､ 食 べ 物につ いて はノあま
り使用され て い ないため ､ 本当に独特な味なの か疑 い ､ AM2 の誤用なの で はない か と考 えた o
内的湯面にお い て ､ こ の ような逸脱が生 じた場合 ､ も っ と厳 しく評価され ､ 調整豆で至 る
のではない か と推測される ｡
cグル ー プ非母語話者に対 しても評価 の規範が緩められるケ
ー ス がある｡ 次の 例では ､ CF3
の言語管理が逸脱と して留意 される｡
例162: CF 3は周恩来 の京都訪問に つ いて話 して い る1
0
｡ [cF 3ⅩJF3 23行 - 24行]
cF3: あの ､ 元 の ､ あの し ゆ､ 首相
JF3:
CF3: は い
JF3: ? ? ?
は い ､ 周 恩来 * *は い , あの 嵐山に あの * なんと い うか な､ あの (笑
い1
首相† ? ?
(笑い)
え( 笑い)
(笑い〉
日本語能力の 不足の ため ､ CF3は自分が言いたい ことをうまく説明する こ とができない o 嵐
山の現明の途 中､ 調整を諦めて しまう ｡ 内的場面にお い て相手が 自分の 説明を途中で諦め
てしまえば､ も っ と厳 しく評価されるだろうが ､ こ の 場合 ､ JF3 の評価 は中立的なも
の に と
どま っ た｡ FU Iでは､ ｢多分日本語見つ けられなか っ たの か な - 多分これ以上 聞いても多
分返っ て来ないか な+ とJF 3が報告 してい る｡
Bu rgo o n(19 95: 202) が論 じるように ､ 異文化の 相手 を自分の グル
- プと異なる基準で
10同 じ逸脱が例 55 でも見られ る｡
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判断する場合があるo 4 ･ 1 ･ で示 したように ､ 本研究におい て も同じような傾向が見ら
れるが､ 以上､ 例 を挙 げて説明 したように ､ 否定的評価の代わりに中立的に評価する､ あ
るい は評価する こ とをやめて しまう場合もある｡ 本調査では ､ こ の ような評価は主に総合
的外来性の 多い A グル
ー プ非母語話者の 逸脱に対 して 行われた｡ 他の非母語話者グル ー プ
に対して同 じような傾 向が 見られない ため ､ 母語話者が A グル
ー プ の総合的外来性に反応
してい ると考え られ る｡ 但 し､ A グル ー プ の 中でも ､ AF l の例が特に多く (4件)､ そ して C
グル ー プで の 1例も中級非 母語話者 のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン で評価されたため ､ 非母語話者
の日本語能力も関係 して い る ようで ある｡
接触規範の 適用によ っ て 中立的評価が行われる時､ 母語話者には非母語話者の 逸脱を否
定的に評価する の を嫌がる傾向が見られる ｡ グル ー プごとに比較すると､ A グル ー プの ケ ー
スが多い ことが明らか にな っ た｡ 他の グル ー プ より A グル ー プの 逸脱を否定的に評価せず､
母語話者が非母語話者グル ー プによ っ て評価に差をつ けて い ると考えられる例がいく つ か
あっ た｡ A グル ー プ非母語話者の総合的外来性が他の グル ー プより多いた め､ A グル ー プに
対して母語話者が規範を緩 め る傾向が強い ｡ 但 し､ 日本語能力が中級 レ ベ ル の非母語話者
に対して こ の ような評価が行われたため ､ 非母語話者の 日本語能力も母語話者の 外.来性管
理に影響を与えて い たと考えられ る｡
4 . 3 . 4 . 3 グル ー プ間の差異
肯定的評価及 び中立 的評価 の 場合にも､ グル ー プの 間に差が 見られ る｡ こ こ で は ､ 各評
価の種類ごとに非母語話者3グル ー プの外見的 ､ 言語的､ 社会言語的及び社会文化的外来
性をまとめて いく ｡
1) 逸脱 の肯定的評価
非母語話者3 グル ー プの うち､ B グル ー プ非母語話者の逸脱が肯定的に評価される ことが
多く (15件)､ c グル ー プ､ A グル ー プ非母語話者の場合は少なか っ たo こ の 差は主に社会
言語的､ 社会文化的逸脱 の 場合で見られた ため ､ こ の 点か ら説明する0
① 社会言語的逸脱
肯定的に評価された逸脱 の 場合､ 特に B グル ー プの社会言語自勺逸脱の数が多い o B グル
ー
プ非母語話者が 出 した話題 では ､ 日系人に関する エ ピソ
ー ドが あるの が特徴的であるo 本
調査の ほとん どす べ て の 母語話者にと っ て 日系人と話すの は初めてで ､ B グル
ー プ非母語話
者の話の 内容か ら ｢新しい+ 情報を得る ことが できた o 相手 に つ い て新 しい 情報 を得るの
は異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 楽 しみの 1 つ で あるた め ､ 肯定的に評価されやす い と考
えられる ｡ さらに ､ 冗談に対する肯定的評価もB グル
- プ非母語話者のイ ン タ ー アク シ ヨ
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ンのみで見られた｡
接触規範の適用に よ っ て 骨定的評価が行われる場合 ､ 非母語話者の ｢きれ い+一 な日本語
が肯定的に評価されたが ､ グル ー プによる差は特に見られなか っ た ｡
② 社会文化的逸脱
社会文化的逸脱 は主に C グル ー プと B グル ー プ の場合 に肯定的に評価され た｡ まず､ Bグ
ル ー プ非母語話者の ｢経歴+ が他 の グル ー プより評価されたことが多か っ た ｡ しか し､ Bグ
ル ー プ非母語話者が他の グル ー プよりたまたま経歴が多か っ たの ではなく ､ 他 の グル ー プ
より自分の 就職経験などに つ い て語る ことが多か っ たこ とが結果に影響して い ると考えら
れる｡ さらに ､ B グル ー プと C グル ー プの 場合､ 母語話者との 共通点も肯定的に評価された ｡
非母語話者の社会文化的逸脱が 母語話者に 日本の新 しい 見方を与える ことも調査デ ー タに
はあっ たが ､ B グル ー プの イ ン タ ー ア クシ ョ ン では ､ こ のような逸脱は見られず､ A グル ー
プ､ Cグル ー プの 場合に限られて い た｡
2) 逸脱のない 肯定的評価
逸脱の ない 肯定的評価の 場合 ､ C グル ⊥ プよりA､ B グル ー プ非母語話者 の特徴が評価さ
れる傾向があ っ た｡ こ の傾向は特に言語的及び社会言語的逸脱の場合 におい て強 い.0
① 言語的特徴
A､Bグル ー プのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン では ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン上で問題が生 じない こと ､
及び非母語話者 の 言語的自然 さが接触規範の適用に より ､ 肯定的に評価された ｡ 特 に非母
語話者のメ ッ セ ー ジが わか りやすい場合､ あるい は非母語話者が流陽な日本語が話せ る場
合､ 肯定的評価が行われて い たo 4. 2. の否定的評価の節で説明 したように､ C グル
ー プ非
母語話者のイ ン タ ー アク シ ョ ンで はメ ッセ ー ジ伝達に関する問題が数多く発生 したため､ A､
Bグル ー プの結果の ようには ならなか っ たの ではない かと推測される0
② 社会言語的特徴
社会言語的要素の 場合で も､ A､ B グル ー プが逸脱を起こ さなか っ 卑こ とが母語話者 に肯
定的に評価され るこ とが比較的多か っ た｡ 一 方､ c グル
ー プの 場合は社会言語的な肯定的評
価が少なか っ た｡ B グル ー プの イ ン タ ー アク シ ョ ン で は逸脱の ない肯定的評価が 最も多く ､
特に ｢自然さ+ に関する評価が多か っ た｡ B グル
ー プ非母語話者は子供の ころか ら日本人と
日系人 の風習 ･ 習慣に接す る機会があ っ たため ､ 日本語の 言語能力が他の グル
ー プと変わ
らない もの の ､ 他の グル ー プより コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン ･ ル
ー ル に 関して深く習得してい る
と考えられる｡ 母語話者は社会言語的な面にお い て ､ 他の グル
ー プより 日系人で ある B グ
ル ー プ非母語話者と最も近く感 じるの ではない かo
但し､ B グル ー プ非母語話者の うち､ ｢自然さ+ をも っ とも肯定的に評価 された の は最も
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日本語能力が高 い BM 2で あ っ た o また ､ Aグル ー プ の 中で最も日本語能力が高い AF4に対 し
ても肯定的評価が多く行われて い たの で ､ 日本語能力の 影響も考慮しなければならない ｡
社会言語的な面でも､ C グル ー プに対 して行われる肯定的評価が最も少なか っ た｡ 接触規
範が適用された場合に は ､ 社会言語的な ｢自然さ+ に対する肯定的評価は C グル ー プでは
少なか っ たo C グル
ー プ非母語話者が冗談をあまり言わなか っ た こと､ もしくは言語 ス タイ
ルの選択上の 誤りが反映されて い るの ではない かと考えられる｡
3) 中立的評価
他の非母語話者に比 べ ､ A グル ー プ非母語話者の逸脱が 中立的に評価され る傾向が 一 番強
かっ た｡ 次に多か っ たの は C グル ー プ非母語話者の逸脱 で ､ B グル ー プの 逸脱はあまり 中立
的に評価されなか っ た｡ しか し､ 逸脱の 種類によ っ て グル ー プ ごと に特徴が現れ て い るた
め､ 以下､ 3 グル ー プ の結果を逸脱の 種類 ごとにまとめて いく｡
① 外見的逸脱
非母語話者の 外見に関す る逸脱の中立的評価は ､ B､ C グル ー プ のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で
しか見られなか っ た. B グル ー プ非母語話者が南米出身だとわか っ た時､ また ､ CF 3 が年
齢より若く見えた ことも中立 的に評価された｡ また､ 一 般的に ｢外国人に会 っ て許をする+
ことを母語話者が想像す る時 ､ 欧米系の 白人が頭に浮かぶ場合が多い の で ､ A グル ー プは母
語話者の持つ ｢外国人+ の イメ ー ジに 一 番近いと思われる｡ その た め､ A グル ー プの 外見的
な相違点を逸脱と して 留意 しても ､ 外国人とはその ようなもの だと思い ､ 評価ま で至 らな
いようで ある｡
② 言語的逸脱
言語的逸脱 の 中立的評価 は ､ A グル ー プのイ ンタ ー アク シ ョ ンで見られ たが 1例だけで あ
っ た. 非母語話者の総合的外 来性を認識した上で ､ 評価の基準を緩め ､ 非母語話者のイ ン
トネ ー シ ョ ン の逸脱を厳 しく評価しなか っ たケ ー ス で ある｡ つ まり ､ 接触規範の適用に よ
っ て母語話者は非母語話者の 逸脱に対 して内的蕩面より軽い 評価を行 っ たo 本調査の結果
によれば､ 非母語話者の逸脱 を許容する傾向は A グル ー プ非母語話者に対 して最も強か っ
たため､ こ の結果に影響を与 えたと考えられる｡ 但 し､ こ の例は 日本語能力が最も低 い AF3
のインタ ー ア ク シ ョ ン で見られたため ､ 日本語能力の 影響も無視す ることができない ｡
③ 社会言語的逸脱
Aグル ー プ非母語話者の社会言語的逸脱に対する中立的な評価が最も多か っ た｡ 特に接触
規範が適用された場合には ､ C グル ー プの 一 例以外､ 社会言語的逸脱の 中立的評価 はす べ て
Aグル ー プに対 して行われ た o 特に母語話者がA グル ー プ非母語話者の 逸脱 を評価するの を
避ける傾向が強い ようだ｡ 言語的な逸脱と同じように ､ こ の 原因も､ A グル
ー プ非母語話者
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の日本語能力を含む総合的外来性 にあると考えられる｡ 特にA F3は他の 非母語話者より 日
本語能力が低く ､ 非言語行動 の 面では逸脱が多か っ たがそれが中立的に評価されてい た｡
この非言語行動が母語話者の アメリカ人ス テ レオ タイプを強化 し､ ｢アメリカ人 っ ぼい+ と
いう評価を生み出 して いた｡
④ 社会文化的逸脱
社会文化的逸脱が 中立的 に評価される ことが多く ､ そ の うち､ A､ Cグル ー プ の逸脱に対
するもの が最も多か っ た｡ 内的規範が適用され ､ 相手 に関して新しい情報を得る場合には
すべ ての グル ー プの逸脱 が 中立的に評価された が､ AFl の専門知識 に関する逸脱が 5件もあ
っ たため､ A グル ー プは他の グル ー プより数の 上で は結果的に多くな っ て い る｡ 但 し､ 相手
との違い を感 じる場合で は ､ C グル ー プ非母語話者に対する社会文化的逸脱が中立的に評価
されることが多か っ た｡ 特 に CM2が日本と中国の相違点に つ い て話 してい たた め､ 価値観
に関する逸脱が C グル ー プで は他の グル ー プより留意 され ､ こ の ような結果になっ たと言
える｡
接触規範が適用 された場合 には ､ A グル ー プに対 して行われ る中立的評価が多か っ た ｡ 母
語話者は他の グル ー プ より A グル ー プの 逸脱を否定的に評価 したくない傾向が あっ たため ､
中立的評価を多く行 っ たと思われ る｡ しか し､ 内訳を見ると 中級 レ ベ ルの AF3に対する評
価が多か っ たの で ､ 非母語話者の 日本語能力も影響を与えて い る ようで ある｡
4. 3 . 5 . まとめ
否定的評価以外の評価が行 われ る場合でも､ 非母語話者 の外来性 のイン タ ー アク シ ョ ン
管理 - の影響を見る こ とが できる o 否定的評価以外 の評価 には ､ 母語話者が相手との相違
を肯定的に評価する ､ 相違の ない こ とを肯定的に評価す る ､ 評価の基準を緩める ､ などの
特徴が含ま れ て い る｡ つ ま り､ 逸脱が留意されたと しても ､ それが 必ず問題化されるとは
限らない o 異文化接触自体は楽 しい もの で あり ､ 有益な経験となる場合が多い (Ne u stupnテ
1996‥ 21 3- 214) ため､ 肯定的評価が しばしば行われる . ル ー ルが は
■
っ きり して い る ことか
ら評価も決ま りやすい言語的逸脱 とは異なり､ 社会言語的 ､ 社会文化的逸脱は評価を黒か
白かは っ きりと分けられ ない場合があり ､ 中立的評価につ ながる｡
この ような評価の過程 にも内的規範及び接触規範が働い ており ､ また､ 非母語話者の外
来性に対 して母語話者が規範を使 い分 けてい るこ とも明らか になっ た ｡ 分析の 結果､ 内的
規範の適用に よ っ て ､ 相手との 共通点､ 相手に関する新しい情報 ､ 日本の 新しい 見方など
に関する逸脱が 肯定的に評価される ことが分か っ た ｡ また､ 新 しい 情報 ､ ある い は相手と
の相違は中立的に評価され て い た｡ 以上 は ､ 内的場面にお い て同 じ逸脱が発生 した場合 で
も､ 同 じような評価が行 われると考えられるもの で ある｡
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一 方､ 非母語話者の総合的外来性が顕著になり ､ 接触規範の適用によ っ て内的場面と異
なる評価が行われ るこ とがわか っ た ｡ 学生同士の 内的場面におい て肯定的に評価されると
は考えられない ､ 普通体の 使用 ､ 英語の発音などが接触場面で は肯定的に評価され た｡ ま
た､ 内的場面で は認識さえ しない だろうと思われる ｢自然さ+､ ｢流陽さ+ なども接触場面
では肯定的に評価された｡ こ の評価の裏には､ ｢非母語話者は自然さ､ 流暢さに欠けるだろ
う+ とい うス テ レオタイプが あると考えられる｡ 母語話者は接触場面に対 して様々 な外来
性を予測してお り ､ そ の外来性が現れなければ､ これを肯定的に評価する｡ そ して ､ い ま
参加して い る接触場面と以前の接触場面での経験とを比較し､ 現在の相手非母語話者に ､
他の非母語話者 が引き起こ した ような逸脱が生じなか っ た場合､ 肯定的に評価するとい う､
比較による肯定的評価もデ ー タ には見られた. また､ 非母語話者の外来性から､ 内的場面
で否定的に評価されるはずの 逸脱を､ 問題化 しない ように 中立的評価が行われる場合もあ
っ た｡ こ の傾 向は特に総合的外来性が強い Aグル ー プ中級 レ ベ ル 非母語話者のイ ン タ ー ア
クシ ョ ン で見られた｡
4 . 4 . 本章のまとめ
本章で述 べ た通り､ 逸脱の評価段階で ､ 留意された逸脱が問題 になるか否かが決定され
る｡ 母語話者に よる評価は様々 な形 を取るが､ こ こ で分析対象と した の は ､ 評価が行われ
ない場合 ､ 否定的評価 が行 われ る場合及び否定的評価以外の 評価が行われる場合 で ある｡
まず､ 本調査 にお い て評価が行わ れ なか っ た逸脱 の多く は ､ 外見的逸脱で あっ た｡ 他の
種類の逸脱 は評価され る傾向が 見られたが ､ そ の うち ､ 言語的逸脱は比較的許容されやす
い ｡ 逸脱が評価 され ない場合 でも ､ 内的規範及び接触規範の働きが見られたが ､ 非母 語話
者3グル ー プ間の 差異は規範の適用よりも逸脱の 種類によ っ て生み出されたと言える｡ Aグ
ル ー プの 逸脱は他の グル ー プより評価されない傾向があっ たが､ それは見過ごされやすい
逸脱がAグル ー プ のイ ン タ ー ア ク シ ョ ンで多く発生 した からで あると言える.
一 方 ､ C グル
ー プの 逸脱の中で は､ 比較的評価されやすいメ ッセ ー ジ伝達に関する逸脱が多か っ たため ､
評価されなか っ たケ ー ス が少 ない結果となっ た｡
逸脱が否定的に評価され た場合､ そ の 逸脱は問題 と して認識され るo 否定的 に評価 され
た逸脱は ､ 特に 非母語話者の 強 い外来性 ､ メ ッ セ ー ジ伝達 ､ 親疎関係 ､ イ ン タ
ー ア ク シ ョ
ンの促進 に関す るもの で あ っ た ｡ 各 グル - プの 非母語話者が引き起 こ してい る逸脱の 種類
が異なるため ､ 母語話者に よ る評価の 差も現れたが ､ 非母語話者の 特定外来性が母語話者
の否定的評価の 過程に影響を与えたケ ー ス があ っ たo 特に日系人で ある B グル
ー プに対 し
て内的規範が 強く適用され る傾向が見られた｡ 接触規範が適用された場合にお い ても否定
的評価が見られ た ｡ 特 に非 母語話者が母語話者の 領域に入り 込ん で い ると捉 えられた場合
にこの傾向が見られた ｡
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最後に否定的評価以外の 評価を分析した｡ こ の ような評価には ､ 相手 との 相違を肯定的
に評価する ､ 相違 の ない こ とを肯定的に評価する ､ 評価の基準を緩める ことなどの 種類が
含まれて い る ｡ こ の ような評価が働くと､ 留意され た逸脱は問題化 しない ｡ また ､ こ の よ
うな評価には ､ 内的規範及 び接触規範が適用され る ことが分か っ た｡ 特に接触規範の適用
によ っ て母語話者が非 母語話者の総合的外来性を認知 し､ 故意 に内的場面と異なる評価を
行う傾向が見られた｡ よ っ て ､ 接触規範が適用されると､ 内自勺券面にお い て否定的に評価
される逸脱が あ っ て も､ 肯定的 ､ 中立 的に評価され ､ 内的壕面で 留意されない 要素までも
が肯定的に評価される傾向が 生 じるわけで ある｡ 肯定的評価が行われる場合 ､ 逸脱の 種類
が評価の 引き金 になるが ､ 中立的評価の 場合､ 特に A グル ー プ非母語話者の逸脱を問題化
しないケ ー ス が他の グル ー プより多か っ たo 但 し､ こ の 結果は日本語能力の低い A F3に対
してよく見られ たため ､ 非 母語話者の エ ス ニ シ テ ィ より日本語能力が要因とな っ て い ると
思われ る｡
本調査の結果か ら､ 母語話者の 評価メ カ ニ ズ ム を主に支配 して い るの は非母語話者の逸
脱であることが分か っ た｡ 非母語話者グル ー プによ っ て発生する逸脱が異なるため ､ 評価
の差が現れる｡ 母語転移か ら生み出される場合もあるが ､ す べ てが母語の影響だとは言え
ない ｡ 非母語話者グル ー プ ､ あるい は非母語話者個人の 中間言語 ･ 中間文化が異なるため ､
逸脱の種類に差が見られる ｡ 但し､ 逸脱の 種類は主に母語話者の評価メカ ニ ズ ム を支配 し
てい ると言 っ て も､ 例外もある｡ 母語話者は非母語話者の総合的外来性に反応 し､ 非母語
話者グル ー プに よ っ て異なる評価を行う場合が ある｡ 例 えば､ B グル ー プの みに対 して母語
話者の規範が強化 され ､ 他 の グル ー プより A グル ー プ非母語話者の逸脱が許容 され るこ と
があるが ､ これは非母語話者 の総合的外来性が非母語話者の 評価メ カ ニ ズム に影響 を与え
たと考えなければならない ｡ また､ 母語話者の 個人差も無視するこ とはでき ない ｡ 母語話
者全員が逸脱 を同 じように評価す るとは限らず､ 同じ種類の 逸脱に対 して強い否定的評価
を行う母語話者とそうで は ない者が い たことも忘れる べきでは ない ｡
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第 5章 外来性の調整
本章で は ､ 外来性管理 モ デ ル の 最後の 段階となる外来性の 調整を分析対象にす る｡ 外来
性管理 モ デル で提案したように ､ 逸脱の調整の 有無も個別の 規範に支配されてい る｡ こ こ
では､ 事例を用い ､ 調整 に関わる規範のメ カ ニ ズム の特徴を紹介するo
イン タ ー ア ク シ ョ ン 問題 を解決す るた めの根本的な方法で ある調整は ､ 様々 な方向か ら
研究されてきた｡ 例 えば､ 会話分析の 分野にお いて は､ 修復を会話のメ カ ニ ズ ム の
一 部と
して扱 っ て い る(Schegloffet al1977)｡ さらに意味交渉(Ga ss &Varonis1985､ Pic a1991)､
接触場面の研究で は調整 ス トラテ ジ
ー の種類､ 機能 ､ 使用頻度な どが調査されてきた ｡ ま
た､ 参加者の役割は Miya z aki (1 998) とフ ア ン (199 8) によ っ て論じられて い るo さらに
相手によ っ て調整 ス トラテ ジ
ー が 変化す るとい う概念は フ ォ リナ ー ･ ト ー ク (F占rgu s o n
1975)､ 保護者ト ー ク (Rya n et al1 995､ 宇佐美 2001) などの研究で指摘されて い る｡ し
かし､ こ の ような先行研究は 主に遂行された調整 ス トラテ ジ
ー を中心 に取り上 げて お り ､
どの ような逸脱が調整され る の か ､ どの ような逸脱が調整されない の かは今ま で あまり議
論されて こ なか っ た｡ 調整が行われるか どうかの 要因を把握 しない と ､ 調整の メ カ ニ ズ ム
が解明された と は言えない だろう｡ さらに ､ 調整と非母語話者の 言語習得プ ロ セ ス が 結び
っ い て い ると論 じて い る研究者 (ネクス トプ ニ
ー 1999､ 宮崎 2002) も見られ るもの の ､ 実
際のイン タ ー ア ク シ ョ ン にお いて ､ どの ような逸脱が よく調整され ､ また調整されやすい
のか ､ どの ような逸脱があまり調整 されず､ また調整されにく い の かを調査 しない 限り ､
こ の関係を断言するこ とは難 しいだろう｡
本章で 臥 非母語話者の 3 つ の グル ー プに対 し､ 母語話者 がどの ような逸脱に対 して調
整を行うか ､ 逸脱が調整される要因は何かを検討す るo 調整の プ ロ セ ス を2 つ の カテ ゴリ
に分け､ イ ン タ ー アク シ ョ ン の 最中に発生 した準脱に対 して 遂行 され る事中開整 と ､ 逸脱
が留意され ､ 否定的に評価されて も ､ 調整が遂行されなか っ た場合のそれぞれの 特徴を分
析し､ ま とめ る ｡ さらに ､ 非母語話者3 グル
ー プ に対 して どの ような調整 ス トラテ ジ
ー が
遂行され ､ それは 3 グル ー プ間に差異が見られ るか ､ またなぜ差異が現れ るの かを把握 し､
その要因を明確にする ｡
以下､ 次の 3 点に つ い て論 じて いく ｡ まず ､ 非母語話者の外来性の ある特徴が他 の特徴
より調整されやすくな っ て い る こ とを明らかにするD また､ ある非母語話者グル
ー プの 逸
脱が他の グル ー プ より調整 されやすい傾向が見られるが ､ こ の 結果が各グル
ー プが起 こ し
てい る逸脱の 頻度､ ある い は母語話者の 内的､ 接触規範の 使い 分けか ら生み出されて
い る
と論じる｡ さらに ､ 特定 の逸脱 ､ 特定 の非母語話者グル
ー プに対 して どの ようなリ ソ ー ス
がス トラテ ジ ー 使用にお い て採用 され るの かも規範の 適用に よ っ て 変わる こ とを明らか に
する｡
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5 . 1 . 調整されない 外来性
本節で は ､ 否 定的に評価 された逸脱に対 して調整が行われない 場合を検討す るo 逸脱に
対して否定的評価 が行われた 場合 ､ 逸脱が問題化されたと言えるが ､ イ
ン タ ー ア ク シ ョ ン
管理の調整の 段階に は入 っ て い ない o Cha udr on(1977)､ Kato(1995)､ネウス トプ
ニ ー (19 97)､
村岡(1999) が指摘する ように ､ 母語話者 と非母語話者の イ ン タ
ー アク シ ョ ン に発生する
問題のす べ てが調整され る とは決 まっ て い ない ｡ 誤用が無視される (Chaudr o n197 7)､ 訂
正が延期される (Lo ng 1 977)､ 2 つ 以上の誤用が同時に発生する場合 (Eato 19 95)､ あるい
は時間的制約に よ っ て調整が行い にくい (村岡19 99‥1 06) ことなどが論 じられて い るo 調
整されない逸脱を分析す る こ と で ､ どの ような逸脱に対 して調整が 可能なのか ､ 母語話者
はどこまで 問題解決 に責任 を感 じて い るの か ､ 非母語話者
- のイ ンプッ トは どの ぐらい交
渉されるの か とい う こ とが明らか に なると考えられ るo 逸脱の調整と言語習得は結
び つ い
てい ると指摘され て い るが (Lo ng 198 3b､ ネウス トプ
ニ ー 19 97､ Miya zaki 2 002)､ 逸脱の
調整だけで はなく ､ 調整 され ない 外来性の性質が明確 になれば､
､
接触場面のイ ン タ ー アク
シ ョ ンと言語習得の 関係 を考 えて いく上 での糸 口が見つ けられると思われるo
こ こで 駄 本調査で否定的に評価された逸脱の うち､ 調整されなか っ たもの を分析 し､
どのような状況 におい て逸脱が調整されない の か ､ 調整され ない の は内的 ､ 接触規範
とど
のような関係があるの か を検討する ｡
5 . 1 . 1 . 調整されな か っ た逸脱の特徴
以下の 表 5. 1. 1. には ､ 非母語話者グル
ー プ及び逸脱の カテ ゴ リ - 別に､ 本調査で否定的
に評価されたにも関わらず､ 調整されなか っ た逸脱の 数をまと めたo
表5.1. 1. 調整されなか っ た 逸脱 の 分類
A 壬
A グル ー プ
Ⅹ
B グル ー C グ ル
ー
口 声
2 (10%) Ⅹ 2外見的逸脱
言語的逸脱 4 (4%) l l(6 1. 1%) 13(33. 3%)
28
社会言語的逸脱 24(6 3. 2%) 15(6 2. 5%) 3 8(70. 4%)
7 7
社会文化的逸脱 5(7 l. 4%) 1(5 0%) 5(83. 3%)
ll
総計 3 3(47. 1%) 29(63
0/o) 56(5 4. 9%) 1 18
上の表 5. 1 . 1. を見て分 か るように ､ 母語話者が否定的に評価した
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件(56. 7%)が 調整されなか っ た oA グル
ー プに対 して は 3 3件､B グル
ー プに対 して は 29件､
cグル ー プに対 して は 56件で あるo 数では C グル
ー プの逸脱が最も調整されなか っ たが ､
否定的評価された逸脱の割合か ら見れば､ B グル
ー プの方が多い (63%)o しか し､ 逸脱の
種類によ っ て 各非母語話者 グル
ー プの 結果は違 っ て い るo まず､ 外見的逸脱は B グル
ー プ
のインタ ー ア ク シ ョ ンで は否定的に評価され､ こ の 逸脱 2 件は調整さ
れなか っ たo 他の グ
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ル ー プで はこ の ような逸脱が 否定的に評価されなか っ たた め､ この表には含まれて い ない o
言語的逸脱の 中で ､ C グル
ー プ非母語話者の逸脱が 56件で最も調整されなか っ たが ､ 割令
では B グル ー プの逸脱 (61･ 1%)の方が多い ｡ 件数では社会言語的逸脱が最も調整されな
かつ た逸脱とい う ことにな るが ､ その うち､ c グル
ー プ の 逸脱は最も調整されなか ･3た (38
件)｡ 社会文化的逸脱の 場合 ､ A､ C グル
ー プ の逸脱が B グル ー プの逸脱より調整 されなか っ
た｡ また､ 3 グル
ー プで比較するとA グル ー プ非母語話者の調整されなか っ た逸脱が特に少
ない (4件)0
表5. 1. 2. で は ､ 調整 されなか っ た逸脱 をさらに細分化 した｡ まず､ 外見的な逸脱は年齢､
及び服装に関するもの で ある｡ 既に 3･ 2･ で論 じたように ､ 服装の逸脱はB グル
ー プのイ ン
タ ー アク シ ョ ン で しか留意 されなか っ た ｡
次は言語的逸脱で あるが ､ メ ッ セ ー ジ伝達､ 及びメ ッ セ ー ジの 形式に関する結果 に差が
見られる｡ メ ッ セ ー ジ伝達 の 場合 ､ 他の グル
ー プ より C グル ー プ非母語話者の 逸脱が調整
されない こと が多か っ た (9 件)｡ そ の うち特に､ 母語話者が非母語話者の メ ッ セ
ー ジを聞
き取ることができない場合に逸脱が調整されなか っ た (7 件).
一 方､ A グル ー プの場合 ､
同じような逸脱は否定的に評価されたが ､ 調整が行われなか っ た例は 1 つ もなか っ た o ま
た､ 非母語話者が母語話者の メ ッ セ ー ジを理解して い ない 場合､ B､ C グル
ー プで は逸脱が
調整されなか っ たが､ A グル
ー プではすべ ての逸脱が調整されたo さらに ､･非母語話者の 言
語生成に問題がある場合で は ､ B グル ー プでは逸脱が調整されなか っ た例が1例 あっ たがほ
かでは例が なか っ た ｡
言語メ ッ セ ー ジ の形式に 関 して は ､ どの グル
ー プでもイ ン トネ ー シ ョ ンに 関する逸脱 は
ま っ たく調整 されなか っ た ｡ 発話の 速さ､ 給合的な日本語能 九 流陽さ､ 声の 明快さに つ
いて逸脱が否定的に評価された場合､ 調整されない可能性 はあっ たが ､ A グル
ー プで否定的
に評価された同 じタイプの 逸脱は調整されてい たo ほか に ､ 文法的な逸脱が調整されなか
っ た逸脱は B グル ー プで しか 見られなか っ た (1件)0
調整されなか っ た社会言語的逸脱の うち､ 点火ル
ー ル に関する逸脱が最も多か っ た (34
件)o どの 非母語話者グル ー プに対 しても二 非母語話者の 会話参加 ､ 話の維持に 関する逸脱
は調整されなか っ た｡ また ､ 沈黙の逸脱もどの グル
ー プ でも調整されない 場合が あ っ たo
但し､ C グル ー プに対 して こ の 種類の 逸脱が他の グル
- プより否定的に評価されたため ､ 調
整されない例も他の グル ー プより多か っ た (l o件)o 話題変更､ フ ィ ラ
ー
､ 偽り の理解に対
して調整 しなか っ た例 は A グル ー プで しか見られない が ､ こ の ような逸脱は A グル
ー プで
しか否定的に評価されなか っ たo 一 方 ､ 非母語話者の 不理解の ため話題が変更される場合､
cグル ー プの 逸脱が A グル ー プと同程度､ 否定的に評価されたもの の ､ A グル
ー プの 逸脱だ
けが調整 され なか っ た｡ C グル ー プの 会話の盛り上がりに関する逸脱1例も調整されなか
っ
たが､ こ の ような逸脱はC グル ー プで しか否定的に評価されなか っ たo
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内容ル
ー ル の 逸脱に 関して どの 非母語話者グル ー プ でも ､ 話題及び発話の 文脈に関する
逸脱が調整されなか っ たo 但 し､ C グル ー プ の 逸脱は他の グル ー プ より否定的に評価された
ため､ 調整されなか っ た場合も他の グル ー プより多か っ た｡
バラ エ テ ィ ･ ル ー ル で は ､ 丁寧語の逸脱はす べ て調整され なか っ た ｡ 但し､ こ の ような逸
脱はA､ C グル
ー プ で しか否定的に評価 されなか っ た ｡ また ､ 英語の 逸脱も調整されない場
合があっ たが ､ A､ B グル ー プ の逸脱 しか否定的に評価され なか っ た ｡ さらに ､ 日本語及び
スタイル ･ シ フ トに関す る逸脱 も B グル ー プのもの しか評価されず ､ 調整もこの グル ー プ
だけでは行われなか っ た｡
媒体ル ー ル では ､ 各グル ー プに対 して 1件ず つ の 逸脱が調整されなか っ た｡ B グル ー プで
は身体の動作､ Aグル ー プで は感情の表現が調整されなか っ たが ､ こ の逸脱は こ の グル … プ
のみで否定的に評価 された ｡ 一 方 ､ 近接学に関する逸脱 は A､ C グル ー プ の イ ン タ ー ア ク シ
ョ ンにお い て否定的 に評価 されたが ､ c グル ー プの逸脱は調整されなか っ た. 換作ル ー ル の
逸脱もC グル ー プの 場合 ､ 調整 されなか っ たが ､ c グル ー プ の羊の逸脱の みが否定的に評価
された｡
最後は社会文化 的な逸脱で あるが ､ どの グル ー プでも非母語話者の 人柄に関する逸脱が
調整されない ことが多か っ た｡ そ の 中でも､ A グル ー プの 割合が他の グル ー プ より多少低 い ｡
非母語話者の 日本に関する知識の 有無を巡る逸脱はA､ C グル ー プで しか調整されなか っ た
が､ こ の ような逸脱 は こ の 2 グル ー プの イ ン タ ー アク シ ョ ン では否定的に評価された｡ ま
た､ A グル ー プの 文化や習慣 に関する逸脱はA グル ー プの 場合しか調整されず ､ そ して A グ
ル ー プで しか否定的に評価されなか っ た ｡
非母語話者の 逸脱が 内的場面 の 逸脱と同じように調整され ない ケ ー ス が あるが ､ そ れ と
は別に､ 接触場面で の 逸脱 で あるた めに調整されない と考 え られ るケ ー ス もある｡ 後者 の
場合は ､ 接触規範が適用されて い ると言える｡ こ こで は ､ 規範の 適用 によ っ て どの ような
逸脱が調整されない の か を例に基づ い てまとめて いく ｡
5 . 1 . 2 . 内的規範の適用によ っ て逸脱が調整されない場合
調整されなか っ た逸脱 11 8件の うちこ 1 06件では母語話者が 内的規範を適用 して いるo
つまり1 05件 の逸脱は 同じような内的場面1で否定的に評価された場合でも調整され なか っ
ただろうと推測され る｡ 本調査で設定 した場面は初対面で ､ ポライ トネス の制約な どか ら､
根本的に逸脱が調整され にく い 状態 だとは言えるが ､ 初対面と関係なく逸脱が調整され な
い場合もあるo 内訳 はA グル ー プに対 して 28件､ B グル ー プに対 して 26件､ C グル ー プに
対して 52件で ある｡ 内的規範の適用によ っ て逸脱が調整 され なか っ た場合は以下の 2 つ に
1
例えば ､ 同性 の学生同士 の 初対面場面
21 0
分けられる ｡
1) 調整が行 い にく い場合 (83件)
2) 調整を行うための リ ソ ー ス がない場合 (22件)
以下､ こ の 2 つ の 場合 の特徴をまとめるo
1) 調整が行 い にく い 場合 (83)
内的場面で あっ て もす べ て の逸脱を調整すると は限 らない ｡ 調整の遂行には ､ タイ ミ ン
グも重要で あり ､ また､ 相手 の 面子 をつ ぶす ､ 相手 の 話の 凍れを邪魔する可能性が あるた
め､ 行われない場合が多い o つ まり ､ もともと調整 され にく い逸脱の種類があるo 外見的 ､
言語的､ 社会言語的 ､ 及 び社会文化的な逸脱の どの 逸脱 でも､ 調整が適切だとは言え ない
場合があるため ､ 母語話者に と っ て ､ ある状況にお い て は調整が遂行 しにく い逸脱 がある
と考えられ る｡ その うち､ 自分の 問題ではなく､ 相手 の 問題と して考えられて い る逸脱が
あるため ､ 相手 が 自分で調整 した方が よい とこ ろもある｡ 特 に本調査は初対面で あり ､ 参
加者はほぼ同 じ社会的な地位を持 つ た め ､ 初めて会 っ た人の 逸脱を調整する の は難 しい よ
うであるo 本調査で は ､ A グル ー プに対 して 23件､ B グル ー プに対㌧て 22件 ､ c グル ー プ
に対して 38件の ､ 計 83件 の逸脱が調整 されなか っ た ｡ こ こ では ､ ポライ トネ ス 制約によ
つ て､ 外見 ､ 言語 ､ 社会言語 ､ 社会文化的逸脱かどの ように調整 され なか っ たの か をまと
めていく｡
① 外見的問題 (2件)
非母語話者の外 見に関す る逸脱 に対 して調整が行われなか っ た例が 2 つ あ っ た｡ JF8との
イ ンタ ー ア ク シ ョ ンで は ､ B F4がジ ー パ ン の上にT シャ ツを着て い たが ､ すそ を入れて い な
か っ た｡ JF8は FU Iで ､ BF 4 の格好が とてもラ フに感 じられ ､ 大学院生らしく なか っ たと報
告したが
､ 調整を行わなか っ た ｡ こ の ような逸脱に対 して調整を行うの は ､ BF 4 の面子をつ
ぶす可能性 が 高く ､ 面子 侵 害行為 (FTA､ fa c ethr e at ening a ct: Br o w a nd Le vins on
1987:1 0- ll) になる｡ よ っ て ､ この ような逸脱に対 して先生 ､ 親などの ような､ 権力関係
で上位にい る立場で なければ調整 は行い にくい と思われる ｡
また ､ JF5が BF 3 の年齢を逸脱と して 留意した｡ 年齢の 差によ っ て 距離を感 じ､ 否定的評
価も行 っ たが ､ 調整は行わなカ､ つ た｡ 距離感の 逸脱はもともと調整 しにく い逸脱の 種類で
あり ､ 年上 の 人に対 して調整は行うこ と自体も難 しい と思われ る｡
② 言語的問題 (20件)
言語的な逸脱も調整されにく い場合がある｡ 相手の メ ッ セ ー ジ の 形式に関す る逸脱を否
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定的に評価して も ､ 調整に よ っ て相手の 面子 をつ ぶす可能性が あるため ､ 避 けられ る場合
が多い . メ ッ セ ー ジ伝達に関する逸脱の 調整は談話 の流れ を 一 旦中断 して しまい ､ FTAにな
る可敵性はある こ とか ら､ 必要性が あまり感 じられ なか っ た場合､ 避 けられる ことが ある｡
調整されなか っ た言語的逸脱 20例の中で は ､メ ッ セ ー ジの 形に関係する逸脱が多か っ た(13
件)｡ 例えば､ 最初の 例で は ､ 非母語話者のイ ン トネ ー シ ョ ン に関する逸脱が調整されなか
っ た｡
例163: BF4とJF 8は海外旅行に つ い て話 してい る2｡ [36行 - 37行]
BF4: 色々 と - ､ 行 っ て 見た ら､ ソ ウル と か - (笑い) 近い し､ やすp いゝ し7 ねゝ -
JF8: (笑 い) ほ い
こ の例で は ､ BF 4 の｢やす′ いゝ し′ ねゝ - + のイ ン トネ ー シ ョ ンはJF8に留意され ､ 否
定的に評価され た｡ 共通語 で は ､ ｢や′ すゝ い し′ ね+ というイ ン トネ ー シ ョ ン が期待され
るが ､ BF4のイ ン トネ ー シ ョ ン は これと大幅に違っ て い たた め逸脱と して目立 っ て しま っ た｡
しか し､ こ の 逸脱は言語的で あっ て も､ メ ッ セ ー ジ伝達 - の影響は なく ､ メ ッ セ ー ジ の 形
の問題であるため ､ 調整され なか っ たと考えられる｡ 調整される こ とが想定され る状況 は､
教室で教師が学生の 言葉を直す､ あるい は親が子 どもの 言葉 を直す場合な どに限られて い
るため､ 学生同士 の初対面場面にお い て こ の ような逸脱 を調整すると､ 調整す る側 は先生 ､
又は親の役割を果たす こ とになる ｡ 先生､ あるい は親の役割を果たすの は相手の 面子 を脅
かす行動で ある た め､ ポライ トネス の違反として捉 えられる可能性 が高い ｡ その ため ､ 学
生同士の 場面にお いて こ の ような逸脱は調整 されにく い と思われ る｡
次の例でも ､ 同 じような傾向が見られる ｡
例164: AFlは京都の狂言 の 起渡に つ い て語 っ て い るo [AF lxJM1 68行 - 69行]
AFl:どうい う風に ､ あの その やゝ ま′ ぶ ゝ し* の 狂言は京都 の狂言 になりま した か ､ どうい う､ 風 に どう して
ここでは ､JMlは ｢や7 まゝ ぶ し+ とい うイ ン トネ ー シ ョ ンを期待 して い たため ､ AFl の｢や
＼ ま7 ぶゝ し+のイ ン トネ ー シ ョ ンがJMlに逸脱として 留意された.
と否定的に評価したもの の ､ 調整 は行われなか っ た｡
非母語話者の 文法的逸脱も調整 されない例がある｡
2
同じ逸脱が例 25 でも見られ る｡
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｢ちょ っ と気 になっ た+
例165‥BM2は 日本人の言語学習につ いて語 っ て い る3｡ [BM2ⅩJF2 3 7行 - 39行]
BM2: あの ､ 日本人 は ね ､ あの
-
､ 読 むとか ね あの - ､ 聞き取 りとか畳む生む土盛上皇土が ､ しや べ るの は
JF2: う, うん
B班2: ね 皆､ 産金 姐 あ の - なん と い うか な､ 塾 迦 起三豊全土か らさ
JF2: うん
｢なかなか+ とい う表現 を動詞と使用する場合 ､ 動詞 は通常否定形を取るが ､ こ の例で
は､ 2度とも動詞は肯定形で あっ た｡ JF 2が これを逸脱と して留意 し､ 軽く否定的に評価す
るが､ 調整を行わない ｡ 初対面では相手が文法的に誤 っ たと して も､ ポライ トネス 制約の
ため､ それを調整す るの は なか なか難 しい ｡ さらに ､ ∬2は FUIで報告 して い るが ､ BM2 の
伝えたい 内容がわか っ たため ､ それで十分だと感じて い た｡
さらに ､ 非母語話者の発言 の速度と明快さに関する逸脱も調整 されなか っ た｡ 例 えば､
JF7にと っ て CF4 の話 し方は 速すぎると感 じ､ 聞きづ らい とこ ろが あっ た｡ しか し､ 上述の
例と同じように こ の ような調整が相手の面子 をつ ぶ す可能性が高い ため ､ 調整 が行われな
かっ たと言える｡
メ ッセ ー ジ伝達 の逸脱も､ 調整されにくい こ とが ある｡ 逸脱 6 件のすべ て は母語話者が
非母語話者の メ ッ セ ー ジを聞き取ることができない場合で ､ これらは C グル ー プ非母語話
者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に限られて い た｡ こ の ような例の ほとん どで は ､ 母語話者は ロ ー
カ ル ･ レ ベ ル では なく ､ 談話の グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル にお い て非母語話者 のメ ッ セ
ー ジを聞
きづらい と感 じて い るため ､ ロ ー カ/レ ･ レ ベ ル の 逸脱 より調整されにく い と考えられ る｡
この ような逸脱 を調整す るため には ､ ｢も っ とは っ き り話 してくだ さい+､ ｢少 し聞きづ ら
いですよ+ の ような こと を言わなけれ ばならない ため ､ ポライ トネス ､ あるい は談話 の流
れの面か ら考えても ､ 調整 しにく い逸脱で あると思われる｡
③ 社会言語に関わる問題 (51件)
数の 上で は ､ 母語話者にと っ て最も調整 しにく い逸脱は社会言語的逸脱で ある ｡ 社会言
語的逸脱の 多く は非母語話者の表象的 ･ 運用的逸脱 (Ne u stupnテ 1985a: 5 0
- 51) で あるた
め､ 相手の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン点火 ､ 相手の話の 内容 ､ 相手 が選んだ言語的 コ
ー ド､ 相手
の非言語的行動 などに関係する｡ 自分の 問題ではなく ､ 相手の 問題で あるため､ 本人が調
整した方が よ い こ との 方が多 い ため ､ 母 語話者 にと っ て 非母語話者 の表象的 ､ 運用的逸脱
は調整しにく い と考えられ る｡ また ､ 調整計画が立て られてもFTA (fa c ethr e atening act
- 面子を脅かす行為 ‥Br o w n& Levins o n1987) になる可能性が高い ことか ら､ 避 けられ
る傾向は強 い ｡
3
同じ逸脱が例 109で も見 られ る｡
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本調査では ､ 社会言語的逸脱 5 0件が調整されなか っ た｡ 逸脱は点火ル ー ル ､ 内容ル ー
ル､ バ ラ エ テ ィ
･ ル ー ル ､ 及 び媒体ル ー ル に関するもの であり ､ 内訳は A グル ー プ に対 し
て15件､ B グル ー プに対 して 1 1件､ c グル ー プに対 して 24件で あっ た ｡ 調整され なか っ
た逸脱はどの 社会言語的なル ー ル の違反か によっ て 分類できるの で ､ 以下ル ー ル ごとに鋭
明する｡
(点火ル - ル〉
点火ル ー ル に違反 して い る逸脱 11件は母語話者に調整されなか っ た ｡ こ の逸脱は非母語
話者の会話参加 ､ フ ィ ラ
ー
､ 話題変更 に関す るもの である｡ 例えば､ 次の 例で は ､ JF 4は
cF3 の消極的な反応 を参加 の 逸脱 と して否定的に評価する ｡
例166:JF4は関東地方の 雪に つ いて CF3に話 して い る
4
o [c F3ⅩJF4 1 8行 - 1 9行]
JF4:でも､ こ っ ちの 方 は あん まり降らない (笑 い) あ､ 降っ て るの は 何度か見られ る っ て い うん ですけど､
cF3: ‡笑 い) あ ー
JF4:あんまり積もらない ん で すよね
cF3: あ､ ゝ そ う * * * * * * * *
JF4 のFUI に よれば ､ cF 3 の下降イ ン トネ
ー シ ョ ン の ｢あ ､ ゝ そう+ と い う相づ ちを聞き ､
｢私の話がつ ま らない の か な+ と いう印象を受けた ｡ CF3の相づ ちの 後には沈黙も発生する
ため､ JF4 の印象が強化されたとも考えられ る｡ しか し CF 3が参加 したすべ てのイ ンタ
ー ア
クシ ョ ンで 同 じような相づ ちをう っ て い るこ とか ら､ つ まらなか っ たの で はなく ､ 中間言
語的なもの と して解釈 した方が よ い と思われる ｡ さらに 日本語の 教材では ､ イ ン トネ
ー シ
ョ ンに関して指示せずに ｢あ ､ そ う+､ ｢あ ー ､ そう+ とい うような相づ ちが しばしば日本
語の教科書に現れ (Situ atio n alFu n ctio nal Japa n e s e第 1 課 ､ Fo r m al Expre s sio n sfo r
Japan es eI｡te r a ｡ti｡ ｡ ユ ニ ッ ト9)､ まわりに使用 して い る母語話者もい るた め ､ イ ン ト
ネ ー シ ョ ン に つ い て は何も意識せず ､ こ の ような相づ ちが適切だと
■CF3は思い 込んで い た
ようだ｡ この 逸脱も JF4に否定的に評価された にもか かわ らず ､ 相手の 参加 を調整するま
でには至らなか っ た｡ ｢も っ と積極的に話してく ださい+ の ような調整は相手
- の F TAにな
るため ､ 初対面で行われるとは考えがたい ｡ こ の 例の ほ か に ､ 非母語話者の 会話参加 に関
する逸脱6件が 同じように調整されなか っ た｡
非母語話者の フ ィ ラ ー の逸脱も調整されない 場合が ある ｡
4
同 じ逸脱 が例 33, 例 104で も見 られ る｡
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例167‥JF5は AF 3の 将来に つ い て尋ねて い る
5
｡ [AF 3ⅩJF 5 45行 - 47行]
JF5: え､ 将来は何にな りた
い ん (前に傾ける) *今
AF3: 望 + 将 来垂 + 空 地, い ま して い ませ ん ( 笑い)あニ ､ 今知 っ て い ませ ん 今､
∬5: 考 えて ない
AF3:今まだ考え て
JF5:
AF3: 考えて い る†
あ､ 院に
そ う､ そ う考え て る､ あ= + 空包= + あニ ､ い ま 一 大学院 ､ 行く - ､ 塵ニ ､ の は
｢e r+､ ｢ah+､ ｢あ ー +な ど､A F3 の言語生成上の ためらい がJF 5に強く否定的評価 された ｡
ためらい の 表現が合間に挟まり､ ｢ぶ つ ぶつ に+ 区切られて しま っ て い たた め､ 全体的な印
象として､ JF5は AF 3 の日本語能力 を否定的に評価 した｡ しか しいくらAF3 の日本語能力を
否定的に評価 して も ､ 調整 を行うの は難 しい ｡ 同 じ社会的な地位を持 つ 初対面の人 に対 し
て｢言葉を直せ+､ ｢も っ と流暢に話 してください+ などの調整を行うことは考えられない ｡
内的場面で相手 の フ ィ ラ ー に 問題 が あっ た と しても ､ 相手の 面子 をつ ぶ して しまうこ とに
なるため ､ こ の ような逸脱 は調整されない と思われ る｡
非母語話者に よ る急な話題変更も調整 されない場合 が ある ｡ そ の 変更が否定的に評価さ
れたとしても､ 最初の 話題 に戻る ､ 相手の 不適切さを指摘す るなどの調整 は行 い にく い o
不適切であ っ ても ､ 相手が提 出した新しい 話題に協力 し､ 新しい話題の 展開に貢献するケ
ー ス が多い ｡ 本調査では ､ こ の ような状況に当た るもの が ､ A グル
ー プで 3件が見られたo
例えば､ AF3が文脈 とは関係なく ､ 急に趣味の話題 を提供 した｡
例168:JF3と AF 3は 日本の 結婚式 につ いて話 してい る
6
o [cF3 ⅩJF3 5 0行 - 52行]
JF3:日本の 一 人で も - ウ ェ デ ィ ン グ ド レ ス ヤ ドレ ス 着 るほ うが 多 い か ら
-
､ 結婚 式で は うん
AF3: うん うん うん
JF3: そっ か - * * ** ( 笑い) 趣味† 趣味は
-
､ えっ とね - ､ あの 舞台を､ 見る
AF3: 趣味､ あ ー 趣味は - あの - そう
この例の 前の部分では ∬3 と AF 3が比較的長く日本 の 結婚式に つ い て話 してい た ため ､ か
なり充実 した話題だ っ たと考えられる｡ しか し AF3 が急に趣味の話 - 話題を変更 し､ それ
がJF3に否定的に評価された｡ しか し､ JF3は新 しく提供された話題に協力 し､ 調整を行わ
同じ逸脱が例 123で も見られ る｡
同じ逸脱が例 29､ 例 107で も見られ るo
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ず､ AF3の質問に答 える o 会話 が既 に次の 話題 - 進ん で しま っ たため ､ こ こで調整が遂行さ
れると､ 談言古の 流れが 中断され るこ とか ら､ 調整が行 い にくい と考えられる ｡
(内容ル ー ル〉
内容ル ー ル に違反する逸脱 も調整 され にくい 場合がある ｡ 特に話の 内容に関して 調整を
行う場合､ 談話の 流れが中断 され ､ 会話 に協力 して い ない と して捉 えられて しまう可能性
があるため､ 調整 が行い にく い ｡ 本調査で は ､ こ の ような逸脱は 26件あり ､ A グル ー プ に
対して7件､ B グル ー プに対 して 6件､ c グル ー プに対 して 1 4件で あっ たo 非母語話者の
発言の文脈 (11件)､ 及び話題 (16件) に関するもの である｡
最初の例で は ､ ･ C F3が使う語嚢の文脈はJF4 に否定的に評価された o
例169: CF3はJF 4 の出身地 に つ い て尋ねて い るo [cF3ⅩJF4 6行 - 7行]
cF3: 千葉県の 出身 は - ､ は - ､ 室生担(笑い)
JF4: そ うですね (笑い)生ぇ二空生麺 + で も - ､ あまり だか ら遠く の 方とか行 っ た
CF3:
JF4: こと ない です よ
JF4が千葉県に住ん で い る こ と に対 して CF3は ｢幸せ ね+ と反応する｡ 日本語で は ｢幸せ+
という表現の使用場面は 限られて い る (祝い事や願い 事､ あるい は幸せな状態を表現する､
皮肉として言う等)0 C F3 の使用に は問題が あり ､ 逸脱が否定的に評価されたが ､ それを調
整するの は CF 3 の語桑の選択 の 不適切さを指摘するこ と になり面子を脅かすため ､ ポライ
トネス制約に よ っ て調整され なか っ たの だと思われる｡
注釈 (杉戸19 89) の 欠如に よ っ て相手の発言の 文脈がわからない場合が ある｡ しか し､
調整を行わずにイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を続ける場合がある｡
例170‥ CM 2がJM 3に 日本の 変 なと こ ろにつ い て 聞かれ たと ころである
7
o [cM2ⅩJM 3 57行
- 63行]
CM2: こ こ の - ん か な､ こ こ は な ん か納得 い ､ い け ない な - と思 っ た 時は よく あ ります
JH3: う ー - ん
C旭2:え､ 鮎
JM3:
7
同じ逸脱が例 43､ 108 でも見られ る｡
特に ､ え､ え､
そ うですか
し､ 新幹線あま 馳 壬生吐ど なん か ､ たま に乗 っ て い ます
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c岨2: で ､ 僕は乗 っ た とき に
-
､ 5 ふ - - んと い うよ り 10分ごと に * *
JM3: * *
c姐2: そうです よね
JM3: うん *
そう､
う ー - ん * *っ てなんか ､ 出発
あ m､ え ､ 僕は 乗 っ て い た時に周 りが 全部なんか 人 が乗 っ て なか っ た､ こ れ は､ え ー
_5_& あああ
cH2: 無駄 じや ない ん です か
JW3: は い ､ は い ､
こ の例の最初の 方 で CM 2は ｢こ こ の - ん かな､ こ こ はなん か納得い ､ い けない な - と思 っ
た時はよく あります ‥ . 特に+ と言うもの の ､ 何が行けない の か を説明せず､ 急に ｢新幹
線よく - - 一 乗りますか †+ とJM 3に質問したo JM3は質問された理由 ､ あるい はそ の質問
の文脈がJM 3は理解できなか っ たた め､ 否定的に評価した o しか し､ JM3は調整 によ っ て そ
の逸脱の発生を C M2に知らせず ､ 文脈がわからないまま ､ 質問に答えて いた ｡ こ こ で調整
を行うと談話 の流れが中断され､ CM2 の質問に協力 しない ことになるた め､ 調整が行い にく
いと考えられ る｡ こ の 例の 最後の 方で CM2が ｢人が乗 っ て なか っ た ‥ . 無駄 じやないん で
すか+ と言っ た時に初めて ､ 最初の発言との 関連が明らかになり ､ JM3は納得するこ とが で
きた｡
c グル ー プ非母語話者 の 発言の 文脈に 関する逸脱は他の グル ー プ より多少調整されなか
っ た(5件)が ､ こ の 逸脱は C グル ー プで最も多く否定的に評価されたか らだと考えられ る｡
非母語話者が提供する話題 に関 しても調整が行われない場合が ある (16件)｡ 自分にと っ
て好ま しくない 話題 が提供 されたと しても ､ 自分の好み より会話 の維持が優尭されて い る
ため､ Gric eの協力原則 (1974) に関係 してい る｡ こ の 場合も､ C グル ー プ非母語話者が他
のグル ー プ より調整されなか
'
っ た が ､ これはもともと否定的に評価された逸脱 の数が他の
グル ー プより多か っ たか らで ある｡
最初の例では ､ JM3 にと っ て は難しい 言語に関する話題が提供された｡
例171:JM 3は夏休 み の予定に つ い て話 して い る. [AM2ⅩJM 3 59行
- 63行]
.rhi
J姐3: 今年 の夏休み は あの - ､ *ⅩX 大の 短期留学プロ グラム で フ ラ ン ス * は い
Au2: うん あ､ フ ラン ス
JM3: で きない です (笑い) 今授業でもや っ て る んです け ど
蛸2: あ ー - ､ あフ ラ ン ス 欝で きますか † あ､ 逆+ 蛙+ 壷
JM3: なか なか ､ 上達 しなく て
AM2: うん
ほ ん の ちょ っ と ですね (笑い)
あ ー , じや あ､ 少 し * でき るん ですか† うん
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Ju3:
AM2: 挨拶ぐらい と か
挨拶とか 簡単な
うん う ー - ん
AM2 は JM3の 短期留学の 話をも っ と詳 しくフ ラ ン ス語学の話 - 発展させ るが ､ こ の 展開が
JM3に否定的に評価 された o にもかか わらず､ JM 3は AM 2 の質問に答え､ 調整を行わず､ そ
のままフ ラ ン ス 語の 話題が続 い て しま っ た ｡ 質問は隣接 ペ ア の始まり で あるた め､ 質問に
対しては答える の が談話 の 自然な展 開である｡ よ っ て ､ こ の場合 ､ 話題を変更するの は好
ましくないため調整は行 い にくい ｡
また､ 中国に関す る話題 が JF 7に否定的に評価された が ､ 調整は行われなか っ た ｡
例172: CF4は自分の 出身に つ い て話 して い る｡ [cF4ⅩJF7 44行
- 47行]
cF4: 出身は 中国 の 北 の ほ うだから 冬は寒い ､ こ っ ちきたら､ 冬 は暖か い ､ と思うんだけ ど､ 南からの
JF7: あ ー でも あ 寒 い
cF4: 友達はみんな､ こん な寒 い ､ 寒 い の に耐えられない とか (笑い)
JF7: ほん とに (笑 い) そ っ か -
cF4: 亜熱帯か ら 南の 方 が 中国､ 亜 熱帯と い われて ､ 熱帯､ 亜 熱帯
JF7: そ っ か
- そ っ か - うん
そ うそう､
背景知識を全く持 っ て い ない ため ､ JF7にと っ て 中国に関する話題 は非常に ｢難 しい+｡ し
かし､ 話題を否定的に評価 しても､ JF7は話題変更などの調整ス トラテ ジ
ー を遂行せず ､ 適
当に相づ ちを打ち ､ 話題 を続 けてもよ いと CF4に シ グナ ル を出 したo つ まり好ま しくない
話題であっ て も､ JF7は会話に協力 し､
･
調整によ っ て談話の流れを中断しなか っ たo 母語話
者間でも相手が 提供する話題 を中断 しない傾向が強い ため ､ 好ま しくない話題 を調整する
のは難しい ようで ある ｡
(バラ エ テ ィ ･ ル ー ル 〉
バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル に違反する逸脱 11件も母語話者にと っ て調整 しにくか っ たo 言語の
バ ラ エ テ ィ は個人が選ぶもの で あるた め ､ 権力の差が は っ きり しない 場合は調整できる よ
うなもの で は ない o よ っ て ､ 非母語話者が使うバ ラ エ テ ィ の 逸脱 臥 母語話者に否定的に
評価されても ､ 調整されにくい 種類の 一 つ と言えるo
まず､ 非母語話者の 丁寧語使用に 関する逸脱 6 件が調整されなか っ たo こ のうち､ 5件
は c グル ー プ非母語話者の イ ン タ - アク シ ョ ン で見られたが､ グル
ー プとは関係 なく ､ こ
の種類のす べ て の 否定的に評価 された逸脱は調整され なか っ たため ､ グル
- プ の 総合的外
来性より逸脱 の 種類と強く関係 して い るの ではない か と思われる o 例えば､ JF7との イ ン タ
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ー アクシ ョ ン で は ､ CF4が
一 貫 して マ ス 形で話 してい た o 学生同士 の初対面会話で丁寧語を
使用し続けたの で ､ JF7 に逸脱と して留意されたo FUI に よれば､ JF7は先生と話 してい る
ように感 じ､ 終始緊張 して い た ｡ だが ､ やはり教師､ 親などの権力の ある立場でなければ､
相手の言語ス タイル を調整す るの は難 しい と思われ るo
次の例でもCF 3 の自己紹介で使用されて いる敬語がJF3 に否定的に評価された｡
例173‥JF3と CF 3は自己紹介を行 っ て い る
8
｡ [cF3ⅩJF 3 1行]
JF3: は じめま して CF3さん
cF3: は じめま して ､ 壁呈上卓上豊土 うん､ は い
母語話者の学生同士場面で は ､ ｢ - と申 します+ という敬語の表現より ､ ｢
- と言 います+､
｢ - です+ な ど､ 丁寧度の も っ と低い レ ベ ル が使用され る傾向が見られる｡ よ っ て ､ こ の
例での ｢CF3と申 します+ は丁寧過ぎるとJF3に否定的に評価されたが ､ 調整は行われなか
っ た｡ しか し､ 普段 ､ 初対面にお い て相手の言語 ス タイ ル を調整するの は行われない ため､
もともと調整 されにく い逸脱だと考えられる｡
非母語話者の ス タイ ル ･ シ フ トに関する問題も調整され なか っ た｡
例174:JF 2とB M2は自己紹介を行 っ て い る
9
｡ [BM2ⅩJF2 2行
- 4行]
B姐2: BM2 です､ よろ しくお願 い します (お辞儀)
JF2:
B岨2: そ うです か
JF2: は い 経済学科
で ､ ま
-
､ 学部生です か
よろ しくお願 い します (お辞儀)
経済学科†え ー ､ すごい じや ん
母語話者同士 の 場合､ 話者 の 使用する言語ス タイ ル は
一 貫 して い るか ､ 徐 々 に変わ っ て い
く傾向が見られる｡ しか し､ こ の例で 臥 BM2 は急にフ ォ
- マ ル な マ ス 形 ス タイ ル か ら非常
にくだけたイ ン フ ォ ー マ ル ス タイル の ｢すごい じやん+ に移 っ たo FロⅠに よれば､
｢す ごく
気になる+ と JF 2はこ の逸脱 を非常に否定的に評価 し､ 談話でも見られるように ､ 逸脱を
留意すると笑い 出した｡ しか し､ 否定的に評価したにもかかわらず､ 調整は行わな
か っ たo
母語話者にと っ て これは相手 の個人的な問題であるため ､ こ のような逸脱は調整され
にく
いと言える｡
不適切な言語 コ ー ドと して 非母語話者の 英語使用も調整 されない場合があ
っ た (3 件)o
例えば､ 次の例 では ､ BF 4 の国名の発音が日本語とは違っ て い たため､ 英語を使用
してい る
同じ逸脱が例 49､ 例 117 でも見られる｡
同じ逸脱が例 130 でも見られる｡
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としてJF8に留意 され た
10
｡
例175: BF4は海外旅行 につ い て話 して い る｡ [BF4ⅩJF 8 31行]
BF4: 旅行は
-
､ ま､ 日 本に 来て か ら は - と､ タイ と 地 に行きま したけど､ うん
JF8‥ お
-
- -
､ い い ですね
BF4が ｢マ レ
ー シ ア([m a r e:/ia])+ の代わり に ｢[m alet 9]+ と発音するため ､ こ の 逸脱が ∬8
に英語使用と して 留意された｡ それと同時に JF8が BF4 の発話の速度を否定的に評価す る
が､ 調整は遂行 されない ｡ メ ッ セ
ー ジ の意味が通 じ､ 表象的な問題は相手 の 問題で あるた
め､ 調整が行 い にくい と言 える｡
この ような逸脱 は A､ B グル ー プで しか否定的に評価されなか っ たた め､ 調整され なか っ
た例もこの 2 グル ー プに限られて い る｡
(媒体ル ー ル〉
媒体ル ー ル に違反 して い る 3 件の逸脱も調整されなか っ た (各非母語話者グル
ー プに対
して1件ずつ)｡ 非母語話者の 身体の 動き､ 近接及び感情の表情が母語話者に否定的に評価
されたが､ 調整され なか っ た｡ 非言語的行動の調整 桝目手の個人的な領域の もの と して考
えられてい るた め ､ 母語話者 にと っ て調整 しにくい逸脱の 種類で ある ｡･
④ 社会文化に 関わ る問題 (ll)
非母語話者 の社会文化的な逸脱 11件も調整されなか っ た｡ 内訳は A グル
- プ に対 して 5
件､ Bグル ー プ に対 して 1件 ､ C グル ー プに対 して 5件となるo 否定的に評価 された逸脱は
非母語話者に関する情報 ､ 日本に関する知識の有無に関係 し､ ほとん どの逸脱 は調整され
なかっ たため､ グル ー プによる差が出て い るが否定的評価の 数がその まま反映されたか ら
である｡ 調整 され なか っ た逸脱の 中で ､ 非母語話者の 態度､ 非母語話者の 知識に関係 し､
参加者の権力 の差 がない か ぎり ､ 個人が調整すべ き こ とと考えられてい るため , 母語話者
にとっ て調整 しにく い逸脱 で あると言える｡
最初の例 で は ､ BF 3 の若者に対する態度がJF5に否定的に評価されたo
例176: BF3は 日系ブ ラジル 人高校生に つ いて話 して い る
11
o [BF3ⅩJF 5 4行
- 45行]
BF3: たぶ ん ､ あ の 一 挙生の と き - ､ 自分が あ の
-
､ ブ ラン ドと か - ､ あの
-
､ い ろい ろ† ? ? ?きれ い に 見せ た い
JF5: うん うん うん
10
実際は この 例で 見られる発音 は中間言 翻勺なも の で ､ 英語 の ｢Malaysia ([m ale
i5o])+ の 発音で は なか っ たo
ll
同 じ逸脱が例 118 でも見られるo
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BF3: し
-
､ うん ､ タイ プがまだ 自分 の 性格まだ決まっ て ない か ら､ い ろい ろ
JF5‥
* うん うん ､ うん (笑い1
若者は自分の性格が まだ決ま っ て い ない とい う BF3 の考え方は JF 5に強く否定的に評価さ
れた｡ JF5は大学生で ､ 自分が 高校生と同世代の者だと感 じて い るため ､ BF3 のコ メ ン トは
自分に対する軽蔑 と して捉 えられ ､ ｢そうい うふうに言われたくない+ と FUI で報告 した｡
この逸脱によ っ て ｢
一 番距離が あ っ た+ と感 じたもの の ､ 一 瞬 の 笑い以外 ､ 談話 の 中で逸
脱が管理された こ とを証明するもの はない ｡ 相手の 態度の 逸脱に対 して調整 を行うと 口論
になる可能性もあるため､ 特に初対面で は調整 しにく い逸脱だと言 える｡ さらに ､ BF3との
関係は調査の ため の
一 時的なもの に限られて い たの で ､JF5はこ の 内容につ い て議論するほ
どまでは考えなか っ た｡
次の例でも､ CF3 の態度に 関す る逸脱が調整されなか っ た｡
例177:JF5と CF 3は大学の 寮に つ い て話 して い るo [CF3ⅩJF 5 47行
- 51行]
∬5: こ つ ちの方 (笑 い) 学生用の 寮 が ､ こ っ ち側がなんか結構きれ い な感 じ あれ
ー
､
cF3: は は は は あ - あ L 生ぇニ (笑い)
∬5: 差が あるよな - とか 思 っ て ､ い つ も見 るん ､ と､ 前寮に友達が い た 時に､ 遊び に行 っ た んで すけど､
cF3: (笑い) (笑い)
JF5: こっ ちがもうむ っ さ苦 し い し､ 汚 い し､ (笑 い)
CF3: あ ー ､ そ う
も - ､ 男だらけだから
あ ー ､ そ う､ あま_9_真壁 地 三三皇
JF5: 本当に ひ どい もの で (笑い) そ れ に比 べ た ら､ 全然､ あ あきれ い だ な
-
､ い い な､ い い な､ え､ 誰 , え, 誰
cF3: (笑い1 え†
JF5: が住 んで るの †とか 聞 い たら留学生だ (笑い) 狭 い †
cF3: (笑い)王も墾虻 狭い
cF3 の留学生寮は狭い とい う意見はJF 5に強く否定的に評価された o CF3の 逸脱 の前に JF5
は日本人学生 の寮生活の 状況 に つ い て話 してい たため､ JF5 にと っ て CF 3の 態度は
｢面白く
ない . ‥ 新 しい か らい い じやん+ と FUIで報告されたo 但 し､ ∬5が強い否定的評価を行 っ
たもの の ､ 調整 は行わなか っ た｡ 調整に よ っ て意見が衝突す る可能性があるため ､ 調整
さ
れにくい逸脱だとと言える｡
JF5はさらに AF3 の態度も強く否定的に評価 した ｡ 4章の 4･ 2･ で も説明 したが ､ J
F5との
インタ ー アク シ ョ ン が終了 した時､ お菓子を持 っ て帰っ てもよい と調査者が協力者に伝え
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た｡ ∬3がそれを聞き ､ 両手で数個のチ ョ コ レ ー トク ッ キ ー をと っ た｡ FロⅠでは ､ ∬5がAF3
の行動を非常に否定的に評価 した ｡ ｢彼女い きなりで かい の 男 っ ぽいみたい ､ 2 つ ガ ッ シ ヤ
- とも っ て - アメ リカ人か らか なと思っ て+ と報告した｡ さらに ､ ｢あ ー ､ こうい うもん
か ‥ . 残念だな+ とAF3 の性格まで評価した｡ JF5は持 っ て行 っ てい い と言われても ｢女性
のマ ナ ー と して遠慮 し､ 小さい飴
一 個しか取らなか っ た+o しか し､ AF3 の行動をアメリカ
人であるた めに マ ナ
ー を間違 っ た と解釈 し､ 強く否定的に評価 したもの の ､ 調整は何も行
わなかっ た｡ こ の 場合も ､ 母語話者は相手の マ ナ ー ､ 性格などを直す立場で あると は考え
ていない ため ､ こ の ような逸脱はもともと調整されにくい ｡
相手が持 っ て い る知識 ､ ある い は態度に関する逸脱 は ､ 大人 の初対面イ ン タ ー ア ク シ ョ
ンにおい て は調整 されにく い と考えられる｡ 人間の 態度は教養､ マ ナ ー 及び価値観を反映
すると見られて い るため ､ 異文化差より ､ む しろ相手 の性格上の欠陥と して見られる傾向
がある｡ 人格の 形成は家庭､ 学校内で行われるもの とされて い るため､ 教育､ ある い は家
庭の領域 (dom ain: Fishm a n198 9:235) 以外 ､ 調整が行われるこ とは考え繋い o 但 し､ 相
手の態度に関 して逸脱 を留意する ことは個人差がある｡ 以上の 例で見られるように ､ JF5は
どの非母語話者 グル ー プに対 して も自分の 態度との 相違を強く否定的に評価 したため ､ 母
語話者の 間で も規範の適用に 関して差異がある と言わざるを得ない ｡
以上の例で見 られる ように ､ 否定的に評価された逸脱 の うち､ もともと調整され にく い
ものがある ｡ まず ､ 権力の 差 がない 限り ､ 他人には調整 しにくい ものが ある｡ 例え ば､ 相
手の会話の 参加 ､ 相手 の使用す る言語の バ ラ エ テ ィ ､ 相手が示す態度などは本人が調整す
べきだと考えられて い るからで ある｡ このような逸脱 に対す る調整自体が FTAとなる こ と
から､ 避けられ て い るようで ある｡ また ､ 相手が話 して い る最中には逸脱が調整され にく
い場合がある｡ 好ま しくな い話題が提供された場合 ､ 発言 の文脈が わからない場合の よう
に､ 調整によっ て談話が中断され ､ 会話に協力 して い ないように捉えられる可能性が ある
ため､ 調整が行 い にく いと考えられ る｡ 同 じような逸脱が内的場面にお い て発生 して も同
様に調整され ない 可能性 が高い ため ､ 母語話者の調整メカ ニ ズ ム には内的規範が顕在化さ
れてい ると言える｡
2)調整を行うための リソ ー ス がない 場合 (22件)
調整を遂行するため には様々 なリ ソ ー ス が必要である｡ 自分の 言い たい こ とを相手に明
確に伝えるため ､ 自分 の発言 を繰り返 したり ､ 言い 換えたりする こ とは比較的行 いやすい
が､ 相手の 方が自分が言 い たい こ とをうまく表現できない場合､ 相手の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ
ン点火の 問題に よ っ てイ ン タ ー ア ク シ ョ ンが止まりそ うな場合､ 日本語以外 の言語 コ
ー ド
による調整が要求された場合などで は特別 なリソ ー ス が必要である o 例えば､ 相手の 表現
力を引き出す力 ､ 談話 を促進す るための コ ツ ､ あるい は外国語能力とい うリソ
ー ス が必 要
になる場合が あるが ､ この 時は母語話者は逸脱を調整 しようとす る気持ちがあ っ ても ､ リ
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ソ ー スが制限され て い るため調整 を行う ことができない o 本調査で は ､ こ の ように調整 さ
れない逸脱が､ A グル
ー プ に対 して 4件､ B グル ー プ に対 して 4件 ､ C グル ー プに対 して 14
件の ､ 計22件あ っ た｡ 逸脱の 種類 で分けると言語的及び社会言語的逸脱が調整され て い な
かつ たため､ 以下それぞれの 特徴をまとめる｡
① 言語的逸脱
非母語話者の 逸脱が接触場面で しか発生 しない ような逸脱で ある場合､ 母語話者は調整
を行うリソ ー ス が ない と感 じる場合がある｡ こ の ようなリ ソ ー ス の 欠如の ため調整 されな
かっ た言語的逸脱が 1件 あっ たが ､ それは B グル ー プ非母語話者の もの で ､ JF4が英語訳を
要求された時で ある｡
例178:B F3は クリン トン大統領の セク ハ ラ裁判につ いて話 して い る1 2o [BF 3ⅩJF4 1 7行 -
18行]
BF3: あの - 弁護 士 が す ごい ね
JF4: うん
例えば pa ulajo:n5 が ､ 8 0 0†8 0 0* * *あ､ ご めん なさ い ､ あの
BF3: eight hu ndr ed† tbou s a ndダ ラ ー
JF4: あ あ -
BF3は ｢80万 ドル+ を言お うと してい るが ､ 日本語でうまく生成す るこ とができない た め､
英語でJF4に 日本語訳を要求 した ｡ しか し､ 英語 の知識不足 の た
■め ､ JF 4は この 数字をすぐ
に日本語に訳す こ とが できない ｡ つ まり ､ JF 4にはリ ソ ー ス が ないた め､ 調整が行えなか っ
た
｡
② 社会言語的逸脱
母語話者は社会言語的逸脱を調整するための リソ ー ス を持 っ て い ない場合もある｡ そ の
うち､ 特に談話 の 促進 を脅かすような逸脱が調整され ない ようで ある｡ 談話がうまく進ま
ないと､ 沈黙を埋 めたり ､ 会話をリ ー ドしたり ､ 相手の参加を奨励 したりする必要が ある
が
､ 母語話者は その ようなリ ソ ー ス を持たない ､ あるい は使い 尽く して しま っ たため ､ 調
整を行うことが できない場合が ある｡ 本調査 で は ､ こ の ような調整 されなか っ た社会言語
的逸脱は 21件あり ､ その う ち1 4件が C グル ー プ非母語話者のイ ン タ
ー アク シ ョ ン で発生
した｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 点火ル ー ル ､ 及び操作ル ー ル に関係するため ､ 以下 ､ ル
ー ル
ごとに特徴をまとめる ｡
12
同じ逸脱 が例 100 でも見られ る｡
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<点火ル ー ル >
点火ル
ー ル に違反 して い るが調整されなか っ た逸脱 20件は ､ 主に沈黙､ 話の維持 ､ 及び
インタ
ー アク シ ョ ンの 盛り上 がりに関するもの である. こ の ような逸脱を調整するた めに､
積極的に談話 を引 っ 張 る 九 会話 をリ
ー ドす る能 九 あるい 桝目手の反応を引 っ 張り出す
コツが必要だが ､ 母語話者 に談話 を促進す るリ ソ ー ス がない場合が ある｡ こ の ような逸脱
はもともと C グ ル
ー プ で否定的に評価され る ことが多か っ たため ､ 調整されない 逸脱は他
のグル ー プより多い (13件)0
最初の例で は ､ JF3が数回も CF3に質問 し､ 話を拡大 させようとするが ､ 成功しない ため､ 沈
黙が発生した｡
例179:JF3は C F3 の日本で の 予定に つ い て 尋ね てい る｡ [cF3ⅩJF3 9行 - 12行]
JF3:い つ まで い る ん で すか † じや あまだまだこ れか ら ( 笑い) - - ､ そ うなん だ - * え､
cF3: う ー ん ､ 1 年間 ( 笑い)
JF3:もう慣れま した† こ っ ちで の 生 活 え､ 別に言葉に は ､ 普段は - 不 自由 しない です か†
cF3: 大体､ は い ､ は い う ー ん *
JF3: へ -
CF3:あの 聞く の は 一 大体 - あの 一 間題 ない と思 い ますが､ は ､ 許す の は ちょ っ と は い
JF3: で､ それ とも寮とか ふ ー ん * * * * *
CF3: う ー ん､ は い ､ あの 寮 に住ん で い ますが は い
え､ 1人､
この例では､ JF 3は 4度も様 々 な方面からCF3に質問するが ､ CF3の答えが非常に短く ､ な
かなか話題が拡大されなか っ た｡ CF 3の
■｢はい ､ あの 寮に住ん でい ます+ とい う反応に対 し
てJF3はもう コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を促進するためのリ ソ ー ス を使 い切 っ て しま っ たと感 じ､
｢ふ ー ん+ と相づ ちをうつ こ と しかできなか っ た ｡ しか しMcLa ughlin& Cody(198 2: 315)
が指摘するように ､ ｢は い+ と ｢い い え+ で しか答えられない 質問を出す参加者にも問題が
ある｡ 自由質問 (Ope n- e nded qu e stio n s) を出さない 限り ､ こ の 例の ように気まずい 沈黙
が発生する可能性 が高い ｡
次の例でも ∬3 が CF3より会話の主導権を 一 貫 して持たされてい るとい うプ レ ッ シ ャ
ー
を感じたが調整は行えなか っ た｡
例180:JF3は京都に つ い て話 して いる. [cF3ⅩJF3 2 9行
- 32行]
JF3: 京都の 一 言葉は好きなん で すよ す ご い やわらか い感 じが して - , 大阪の は
- なんか ､ す ､
CF3: あ ー そう あ
ー
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JF3: す ごい なん か ､ き
つ い っ て い うか う ん 大阪の は 一 大阪の 方言は - ち ょ っ と
cF3: き つ い あ
一 怖い † うん
JF3: 苦手 う
ー ん * なん か うちの ､ 私の 学科†
cF3: あ ー そう
課程にも ー 京都から来た子が 1人
うんうん うん
JF3: い て
- 全然標準語になんなく て - ず っ と 京都 の 言葉､ しや べ っ て るの (笑い) でもす ごい なんか ､
cF3: あっ あ ー (笑い1
∬3: やわらかくて う ん､ す ごく好きなん ですよ * *
cF3: あ ー う ん
こ の例でも見られ るように ､ JF 3が話 して い る間､ CF 3は相づちを打つ 以外､ イン タ ー ア ク
シ ョ ンの促進は完 全にJF 3に任 せて い る｡ JF3はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の主導権を持たなけれ
ばならない こと を否定的に評価す るが ､ cF 3 の参加 を増やすた めの リソ ー ス もないた め ､ 主
導権を放棄す る こ とができ ない ｡ ｢話題が続けられる限り しや べ っ てる+ とい う方針 を立 て
たが､ 逸脱を調整す る ことは できなか っ た｡
cF3とJF4 のイ ンタ
ー ア ク シ ョ ン におい て 同じような例が見られる｡
例181:JF4はC F3 の修士論文 につ い て尋ねて い る｡ [cF 3ⅩJF4 4 4行 - 48行]
JF4: 修士 の 2年て い う こ と は今年で ､ もう修士 論文とか善かれて い る んで すか †
cF3: あ
ー
､ テ ー マ は 一 応決め ま した( 笑い)
JF4: ? ? ? ?I
CF3:皇だや っ て ない ( 笑い)
あ ー (頗く)
う ー ん あの 一 日 本文､ 日本語 の 文法､ に つ い て * * * * * *( 笑い) *
* *
JF4: 難 し い の そうゆうの があるか ら英語と かや っ ぱり全然わか ん ない です? ? ?あ
の - 覚えるの 難 しい
cF3: *難 しい (笑 い) (笑い)
JF4:
CF3:(飲み物を飲む) * * * * * *(飲み 物を飲む) * * * * ** * * * * * *
( 飲み物を飲む1 日本語の 文法 っ て
JF4: どの 辺が 難 し い ん で す† (笑い)
cF3: ( 笑い) そう ( 笑い) あの
- * * *うん とうん と (首をやゝしげる) (笑い)
この例でもcF 3 の反応が短 い こ とから､JF 4は コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンを促進するための リソ ー
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スがなくなる｡ JF 4は CF3 の専門に つ い て聞きたい が ､ cF3はなか なか答えなか っ た｡ その
結果､ 話題があまり拡大されず､ 沈黙が 多く発生 し､ 2人の 緊張を表すような笑いも目立っ
たわけである｡
談話の促進に関す る逸脱 9件はす べ て CF3 のイン タ ー アク シ ョ ン で見られたため ､ CF3 の
インタ
ー アク シ ョ ン の 特徴だと考えられ る｡ 中級 レ ベ ル 非母語話者であるた め ､ 談話を コ
ントロ ー ルするた め の能力 はま だ発達 して い なか っ た と考えられる ｡
イ ンタ ー ア ク シ ョ ン が盛 り あがらない と母語話者 に評価されて も､調整が行われない例
も1つ あ っ た｡ CF4と のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン はJF7にと っ て非常に長く感 じられた｡ 特に こ
のインタ ー ア ク シ ョ ン にお いて JF 7は CF4 の丁寧語維持､ 中国に 関する話題 ､ 時 々 発生し
てしま っ た沈黙を否定的 に評価 したが ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル におい
てこれが ∬7 に ｢とて も長 か っ た+ 印象を与えた ようだ｡ JF 7は こ のイ ン タ ー ア クシ ョ ンを
楽しくするリ ソ
ー ス が なか っ たため ､ 調整を行うこ とが できなか っ たと言える｡
<操作の ル ー ル >
換作ル ー ル に対す る逸脱 1 件も母語話者の リソ ー ス 欠如の た め ､ 調整されなか っ た ｡ こ
の例はC グル ー プの イ ンタ ー ア ク シ ョ ン で見られ ､ CF lの 言語管理 に関係 して いた｡ CFlは
自分の言い た い こ とを管理す ることが できないた め JFlは支援 したか っ た が ､ 手助けする
ためのリソ ー ス がなか っ た ｡
例182:JF lは CFl の留学す る前の仕事に つ い て 尋ね て い る｡ [CFl xJF1 50行
- 51行]
JFl: 仕事は何や っ て たん です か † どんな仕事 あ､ 難 しい
cFl: へ - - ( 頭 を横に偉ける) え､ ちょ っ と説明､ 難 しい (笑 い)
この例では ､ CF lは以前や っ て い た仕事を日本語で説明する ことが できず､ ｢難 しい+ と言
っ て説明を諦めた｡ JF lは CFlを助けようとい う気持ちはあるもの の ､ 相手 の言語生成を支
援するリソ ー ス が ない た め ､ 調整が 行われなか っ た｡ こ の ような例で は ､ 逸脱が非母語話
者自身の言語管理 に関する もの で あるため ､ 母語話者が使用 できるリソ⊥ ス は限られて い
る｡ リソ ー ス の 面で は ､ 非 母語話者の 言語生成よりメ ッ セ
ー ジ理解の逸脱の 方が調整され
やすいと言え る｡
以上､ 紹介 したように ､ 母語話者が 常に逸脱 を調整す るリソ ー ス を持 っ て い るとは限ら
ない
｡ 非母語話者の調整要求に応 えるための外国語 の リソ ー ス が ない ､ 談話を促進させ る
ためにイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を楽しい もの に したり ､ 相手の参加を促 したり ､ 沈黙を埋める
ための リソ ー ス が ない ､ あるい は使い切 っ て しま っ た場合､ また ､ 相手の言語管理 を支援
するリ ソ ー ス を持 たない 場合 などに逸脱が調整されない ｡ 逸脱の うち､ 接触場面に特有な
逸脱もあるが ､ も しも こ の ような逸脱が内的場面で発生 したと しても､ リ ソ
ー ス の 制限に
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よつ て調整されな い可能性が あるため ､ 内的規範が顕在化されてい ると言える｡
以上の ように ､ 内的規範の 顕在化 によ っ て調整が行われない場合 は大きく 2 つ に分けら
れる｡ まず､ もともと調整 され にく い 逸脱があるo こ の ような逸脱の 多くは社会言語的で ､
相手の表象的な逸脱で あ るた め ､ 権力の 差がない 限り ､ 調整する責任は相手 にあると捉え
られてい る ｡ 学生同士 の初対 面で こ の ような逸脱を調整すると､ 相手の 面子をつ ぶす可能
性が高いため避 けられて い るようで ある｡ さらに ､ 調整を行うタイ ミ ン グが重要で あり ､
相手が話して い る最中に話題 を変更するなどの ような調整は会話 に協力に してい ない よう
に受け取られ る可能性が ある ため ､ 避 けられて い る｡ 内的規範が顕在化されたもう 1 つ の
場合は､ 母語話者 に調整 を行う気持ちが あ っ て も､ リ ソ
ー ス がな い た め実施 できない場合
である｡ 母語話者に英語 の り
■
ソ ー ス ､ 談話促進 のリ ソ ー ス ､ 言語管理に支援するための リ
ソ ー ス などがな い 限り ､ 調整 を行う ことが できない 場合が ある｡ 内的場面にお い て こ の 2
っと同じように逸脱 が発生 した場合 ､ 調整も行われ ない 可能性が高い ため ､ こ の 調整メカ
ニ ズムには内的規範が顕在化されて い ると考えられる｡
5, 1 . 3 . 接触規範の適用によ っ て逸脱が調整されな い場合
内的場面と異なり ､ 接触場面で あるた めに調整 が遂行され ない ケ ー ス がある_｡
これは調
整が回避されたと言 え る｡ 母語話者 が調整を行うの を回避す る場合 ､ 調整が非母語話者を
さらに混乱させ て しまうの で は ない かと恐れ るケ ー ス ､ ある い は調整を行うほ ど接触場面
に参加する責任 を感 じて い ない ケ ー ス が見られる｡ 内的場面では相手の言語能力に より ､
あるいは場面に参加す る責任 を感 じて い ない の で調整を行わ ない とい う可能性 は低 い ため ､
接触場面で ある ために調整 が 回避 された と考えられ る ｡ つ まり､ 母語話者の 調整メ カ ニ ズ
ムの部分で接触規範が顕在化され て い る｡
本調査におい て この ように調整 されない逸脱は 12件あり､ A グル
ー プに対 し
LT 5 件､ B
グル ー プ に対 して 3件､ C グル ー プに対 して 4件で あっ た ｡ 調整されなか っ た逸脱 はさらに
非母語話者が 母語話者の メ ッ セ ー ジ を誤解して い る場合 ､ そ して非母語話者の メ ッ セ
ー ジ
が理解不可能の 場合 に分けられる ｡
1) 非母語話者が母 語話者 の メ ッ セ ー ジを誤解 して い る場合 (7件)
非母語話者が母語話者の メ ッ セ ー ジ を理解 して い ない とい う逸脱 7 件に対す る調整が回
避されて い た ｡ こ の 場合 ､ 母語話者はそ れまで の非母語話者の 日本語の 理解度から判断し､
調整すると相手 を混乱させ る だろうと予想し､ 調整を行わなか っ たo また､ 調整 を行わな
くても､ 談話が自然に進む場合もあるため､ 回避されるケ
ー ス もあるo こ の ような状況に
当たる7例は A グル ー プに対 して 4件､ B グル ー プに対 して 1 件､ C グル
ー プ に対 して 1件
である｡ その うち､ 6件は中級非母語話者の逸脱で あっ たた め ､ 非母語言緒 の 日本語能力が
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母語話者の接触規範の 適用 に影響を与えて い る ようで ある｡
最初の例 では ､ AF3 の話題 変更に よ っ て JF 4 のメ ッ セ ー ジを敢解 して い ることが明らかに
なっ た｡
例183: AF3は ア メ リカで 下宿 して い るの か とJF4が 尋ね る｡ [AF 3ⅩJF4 13行 - 2 0行]
JF4: 今は､ だ､ あの ､ ア メ リカ の 方 でも､ 下宿生活 して い る†
AF3:
JF4: あの ､
一 人で 生活されて い るん ですか† か ､ 通 うの か
AYS: 生活†
一 人暮 らし して い るん ですか
* あ ー 人†
uh､ あ ー 生活､ あ､ 生活､ 生活 uh ? ?uh先週､
JF4: は い
AF3: わかりま した､ ヱ 虹 良迦ゑ､ 忘れま した､ あ ー ､ 皇造ゝ . 皇道ゝ ーi?_ む_b_*_ _V_)ユ _ _
ライ フ ､ ライ フ
oh､ 将来†
JF4: うん ､ なん て 言えばい い ( 笑い) * * * * * * *なんて 言えばい い ん で しょ う
AF3: しょ､ うん † うん,
JF4: もうす み ませ ん ､ 今 ､ あの ､ アメ リカ の 方 でも､ あの ､
AF3: 生塗 u r m､ 生乳 _ 生猛あ⊥ . urrn､ u r m､ も u r mも う 一 度言 っ てく ださ い
JF4: 大学､ 生で い ら っ しや るん で い るん で すよね
AF3:
大学生､ で ､ あの , 家が遠 い んです よね､ シ ア トル
うん あ ー
JF4: は い
AF3: 皇皇+ 皇ーう､ oh, あ ー * 飛 行機 で ､ あ ー , 6時 間ぐらい か か り 皇± よ *_g_qTu q本､+∃_奉 L 巨杢も 止
JF4: そ うで すね 4人
AF3: も っ と遠い と思 い ます 堂上 地 車あニ生ぇ､ 家族 は ､ 何人で すか†
｢下宿+ 及び ｢生活+ の意味に 関して複雑な意味交渉が行われて から､ JF4は再び下宿につ
いての質問を言 い 換えようと した ｡ JF4が ｢大学生で ､ あの ､ 家が遠い んですよね､ シ ア ト
ル+ と言い 直すが ､ AF3は ｢遠い+ の 語嚢に着目 し､ 実家と大学の 間の 距離と して捉え､ 話
を別の方向 - 導い て しま っ た｡ JF4は こ れを逸脱と して留意したが､ 以前の調整が何度も失
敗したため諦め ､ 調整を回避 した｡ FU Iで は ､ JF 4が 自分の行動 を次の ように語 る ｢傑 な気
分になるよりは 聞い て ､ そ れ に返そ うか なと … 私が も しか して こ う英語で話 した ら私もそ
んなふうに なる の か な ‥ . 私 は 一 番サポ ー ト､ サポ ー トとい うわけで はない けど話を聞か
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なきやかなと+｡ つ まり ､ 調整自体が AF3に余計なプ レ ッ シ ャ ー をかけるため ､ 調整を行わ
ない ことに よ っ て A F3 - の負担を少 し減らすこ とが できる｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ ブ レイ
クダウンが避けられ るた め ､ 調整 を行わない こと自体が JF4 の観点か らは支援の 1 つ と し
て解釈する こ と がで きる ｡ つ まり､ フ ア ン (1998) の ホ ス ト ･ ス トラテ ジ ー に当て はま る
と考えられる｡
同じインタ
ー ア ク シ ョ ン で は次の ような例も見られた｡
例184:JF4は A F 3 の属性 に つ い て話 して い る
13
｡ [AF 3ⅩJF 4 10行 - 11行]
JF4: あ (領く) ( 笑い) そ う､ あ､ 今は修士 課程† は い
AF3: あ, 着きま した 早 い ( 笑い) 大学の † 日本†
∬4: は い あ
AF3: あ ー ､ 千 葉､___王墓車娃塵立至吐蓋し__昼旦上基盤と_し 垣担e蔓!旦 退 塾ー虹皇±､ うん
修士課程にい るの か を質問された時 ､ AF3は自分の住ん で い る場所を答えた ｡ 自分の メ ッ セ
ー ジが理解されなか っ たため ､ JF4 は否定的に評価したが ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ ブ レイク
ダウンを避けるために調整は行われなか っ たと考えられるoJF4は ｢プ レ ッ シ ャ
ー を感 じた+
とFUIで報告 したもの の ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ンが続けられたため､ JF4が調整を回避 した｡
JF4はさらに ､ BF3とのイ ン タ ー アク シ ョ ン にお い ても調整 を回避 した｡
例185: BF3はJF 4 の将来に つ い て尋ねて い るc [BF3ⅩJF4 4行
- 7行]
BF3: 何になり たい†
JF4: まだ決ま っ て な い です け ど､ 具体的 には ､ ま あでも普通に就職 しちゃうのむも虫あ ( 笑い)
BF3:
JF4: とも思うん で すけど､ あの - 普 通の企業 の と こ ろとか会社員とか
BF3: (ジ ェ ス チ ャ ー ) 殺人†した人をそうい う
あの 銀行とか - それらあの -
そ う
JF4: 殺 人 あ､ 警察官とか ですか † あ
ー
BF3: とか い ろ い ろ - ある ん
JF4: あ ー
それは あの セ ク ハ ラの -
法律専攻の JF 4が ｢普通 に就職 しちや う + と言 っ て い るにもか かわらず ､ 警察 ､ セ ク ハ
13
同じ逸脱が例 30 でも見られ る｡
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ラなど法律関係 の 仕事 に就く だろうとBF3に捉 えられて しまう｡ JF4は BF 3 の誤解を否定的
に評価したが ､ 調整 を行わなか っ た｡ BF3 の誤解が生 じても ､ イ ン タ ー アク シ ョ ン を進める
ことができる からだと言える ｡ しか し ､ 内的場面におい て自分の メ ッ セ ー ジが誤解された
場合､ 調整を行 っ た方が 自然 で あるた め ､ こ の例 で は JF4は接触規範を適用 した と言える｡
cグル ー プ非母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい ても ､ 同じような例が見られ る｡
例186:JF3は ス ポ ー ツに つ い て話 して い る14｡ [cF 3ⅩJF 3 44行 - 46行]
JF3:
一 番長く今まで続けて た の は -
CF3:
JF3:
cF3: の - ､
- 檀
あ ー ､ は い
リボ ン とか ､ フ ー プとか
新体換†* うんと - ､ なん て言えば い い の か な
新体換 体操
を使うん で す ‡笑 い) * * * * * * * * *
あ ー あ - あ ー
この例では ､ 明確 なマ ー カ ー がない が ､ cF3は ｢リボ ン とか フ ー プとか+ を理解 して い ない
とJF3は留意 した｡ FUIに よれば､ cF3は確か に母語話者の メ ッ セ ー ジを理解する ことがで
きなか っ たが ､ 調整は全く遂行されなか っ た｡ cF3が最初の ｢新体操+ を完全には理解 して
おらず､ また､ 説 明するの も難しい ことか ら､ 混乱を避 けるために JF3が調整を回避 した
と考えられ る｡
以上 の例で見られ る よう に ､ 非母語話者の メ ッ セ ー ジ受信問題 が母語話者に留意されて
も､ 調整が回避される場合が ある o l つ の 原因は以前発生 した逸脱と関係する場合で ある .
同じイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て既に遂行 した調整 が失敗 して い ると､ 母語話者が調整を
諦める ､ あるい は非母語話者 の負担を増やさない ように ､ 調整 を回避する｡ もう 1 つ の原
因は談話の 流れと関係する場合で ある ｡ 調整 を行わなくても､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン が続く
場合があるため ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の維持を優先して調整 を回避する｡ 相手 の非母語話
者にどの ぐらい 自分の メ ッ セ ー ジを理解して欲 しい の かも こ の ような状況と関係 して い る｡
この ように相手 の 日本語能力 に基づ いて調整を回避す るの は主に接触場面に 限られて い る
ため ､ 調整を行わない メ カ ニ ズム には接触規範が働い てい ると考えられる ｡ 調整されなか
つ た逸脱の うち､ 6件は中級非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で見られ ､ そ の 中でも ､ 4件
は特に意味交渉で 問題 が生 じた A F3が参加 したイ ン タ ー ア ク シ ョ ンで の逸脱 である｡ つ ま
り､ 非母語話者 の 言語能力 が母語話者 の接触規範の潜在化 に強い 影響を与えて い た ｡ さら
に､ 7件の うち 6件は ∬3 とJF4 のイ ン タ ー アク シ ョ ン で見られたため ､ 母語話者個人の影
響も考えられ る｡
14
同 じ逸脱が例 21､ 例 97 で も見られ る｡
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2) 非母語話者の メ ッ セ
ー ジが理解不能の場合 (5件)
調整を行うリ ソ
ー ス を持 っ て い て も､ 母語話者にと っ て 非母語話者の メ ッ セ ー ジが理解
できない 場合､ 意図的 に調整 を行わない こ とが ある ｡ また ､ 接触場面で あり ､ 一 時的な調
査のためのイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン でもある ため ､ 母語話者は調整を行うほ ど責任を感 じてい
ないためにメ ッ セ
ー ジを正確に理解しようと努力 しない場合もある ｡ 本調査では ､ こ の よ
うな調整され なか っ た逸脱が 5件 あり ､A グル ー プ に対 して 2件､B グル ー プに対 して 1件 ､
cグル ー プに対 して 2件で あ っ た｡
最初の例では ､ JF 4は BF 3が繰り返すこ とばを聞き取 るこ とができなか っ たが ､ 調整を回
避した｡
例187:B F3は クリン トン 大統領の セ キ ハ ラ裁判に つ い て話 してい る15o [BF 3ⅩJF 4 20行 -
22行]
BF3: あの ､ あの pa ロIa jo:n5 の時 -
JF4: は い
あ の - 8 0 0､ あ､ 8 0†8 0 00 * *8 0 0 0
BF3: 8 0 万† * * * *す ごくお金だ っ たの ､ それ で - pao]a jo:n5 に は - 20 だけ
JF4: 8 0 万 かな あ ー
BF3:い っ て - ､ 6 0 は弁護士 に す っ ご い よね (笑い)
JF4: お -
クリン トン大統領 を訴 えた 人 で ある ｢ポ ー ラ ･ ジ ョ ー ン ズ+ を､ BF 3は発音 を誤 り ｢[pa ロIa
jo:n机 と発音 した ｡ こ の 逸脱 が繰り返 され ､ しかもこ れは話 の キ ー ワ ー ドで あ っ た が JF4
は調整を行わなか っ た｡ 文脈か らお金と何か関係が あるの だろうと推測 し､ 適当に参加 を
続けていた｡ 接触場面で あるため に ､ 相手の メ ッセ ー ジを完全に理解してい なく ても ､ 調
整を回避する こ とで自分の 参加を制限し､ 1 00%まで参加 しなくて も良い 状況 にな っ て い る
と言える｡
JF5とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい てもB F3 の逸脱が調整 されなか っ た｡
例188:BF3は自分の家族に つ い て話 して い る16｡ [B F3ⅩJF5 6行 - 12行]
BF3: 両親 はあの 日本 で 結婚 して ､ 兄も日 本人で 私 は ブ ラ ジル
JF5:
15
16
同じ逸脱が例 90 でも見られ るo
同じ逸脱が例 42 で も見られ る｡
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ブラ ジ ル で す
あ､ 国籍 は ブラ ジ ル に なるん で すか † あ
BF3: そう そうそうそう( 笑い) は い ､
JF5‥ じや家族だとお父さん お 母 さん お 兄ちゃ ん は 日本人で 日本国籍だ けど､
一 人だ け‡笑 い)
BF3: けどあのまだ兄弟† たくさん兄弟が い ます 私､ あの - ､ 6人い ます､ 兄弟 が
JF5: (笑い) え､ なん で 6人も い る ん ですか †
BF3:うん あ､ あ､ あの - ､ 兄 が 日本人 で 私5 番目 †
JF5: え, じや あ上 か ら2番目 っ て い うか 下に 4 人､ あと､
BF3: は い そ う
JF5: 5､ 5番目 で ､ 6 人兄弟 つ て こ とは (笑い)
それで - あの - 私 の 上 ､ 3人 が い て､ そ れで弟 が
BF3: い る ､ 子供 じや な い ､ もう (笑い)
JF5: もう大きくな っ ちゃ っ た ‡笑 い) - - ､ え､ つ て ことは - ､ うん と､ お 兄さん ､
BF3: うん
JF5: あ､ 上の 3人
は い は い
長男以外 の 3人の 方 はみ んなブラジル国籍､ あ ー ､ で
説明を聞い て も､ JF 5は BF3 の家族構造を理解する こ とが で きない ｡ FUIで は ｢わ からなか
つ た … 下か ら 2番目で上に 3人が い て (笑い)+ とJF5 は報告した｡ BF3 の話を理解でき
るまで調整を続 けるこ ともできたはずだが ､ 接触場面であ っ たため ､ JF5 が調整 を回避 した
のではないか と考えられる｡
Cグル ー プ非 母語話者とのイ ン タ ー アク シ ョ ン におい ても同じような傾向が 見られた｡
例189: CM2 は東京と大阪の 間の シ ャ トル ビン に つ い て話 したとこ ろで あるo[CM2ⅩJM 3 77
行 - 80行]
C姐2: なん か､ た く さん ､ 元 々 たく さん なん か往復 して い ますん で ､ こ の ぐら い で の ? ? か ら- 3 3
JM3: うん
CM2: 便までと増や した *新幹線､ う ん
JH3:
C姐2: わか りませ ん が ､ 本当に うん * *
Jh13:
ス_ - ‾ ‾
100†乗換えが * * *たぶ ん ､ なん か ? ?､ あ, こ れは
この例では ､ JM 3は CM 2が何を言おうとして い るの か理解できなか っ たた め､ 否定的評価が
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行われたo しか し､ CM 2 のメ ッ セ
ー ジを理解で きなくても､ JM 3は調整を行わず ､ わか っ て
いる振りを しなが らイ ン タ
ー ア ク シ ョ ンを続けた｡ FU Iで はJM3 は｢わか らなくても ､ま - ､
大丈夫( 笑い)+ とコ メ ン ト しており ､ JM3 は CM2 とのイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン にお いてす べ て
の問題を解決 しなければならない とい う責任は感 じて い なか っ たと言える｡ 調査だ っ た の
でこのような結果 にな っ た 可能性もあるが ､ 接触場面 で あ るか ら調整を行う責任 を感 じな
かつ たとも考えられる｡
非母語話者の メ ッ セ ー ジがわか らなく ても､ 以上 の ように ､ 調整 が回避 された場合が あ
る｡ ここで 分析 して い る接触場面は調査の ため の初対面で あ っ たた め ､ 母語話者は コ ミ ュ
ニ ケ - シ ョ ン問題 を解決す る責任 を感 じない 場合が ある. 調整を行うこ とがイ ン タ ー ア ク
シ ョ ンの流れを遮断 して しまう こ とが あるため､ 調整 を行わ なく てもイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン
が続きそうならば､ フ ロ ア を非母語話者に任せ る傾 向が こ の ような例で 見られ る･｡ 調整 よ
りインタ ー アク シ ョ ン の促進 が好まれるとも考え られ る｡ 相手は 非母語話者で あるた め ､
調整が回避されて い ると考えられる｡
以上の 例で見られ る ように ､ 接触規範が適用され る場合 ､ 調整 は可能だが回避 され る｡
調整の回避は主に非母語話者のメ ッ セ ー ジが理解不能の 場合､ あるい 舶巨母語話者が母語
話者のメ ッ セ ー ジを誤解 して い る場合に現れる｡ 調整が回避 され る主な原因は ､ 非母語話
者を混乱させ たくない 場合 ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン 問題 を解決する責任 を感 じない場合 ､ も
しくは逸脱 の種類 によ っ て調整 を行わなくてもイ ン タ
ー アク シ ョ ンが続く場合 であると考
えられ る｡ 但 し､ 調整が回避され た 12件の 中で ､ 9件 は中級非母語話者の イ ン タ
ー ア ク シ
ョ ンで見られたため ､ 非母語話者の 日本語能力に関す る外来性が 母語話者 の接触規範適用
に与える影響は大き い の で はない か と考える｡
5 . 1 . 4 . 非母語話者 3 グル ー プ間の 差異
分析の 結果を全体的に見 ると､ C グル ー プ の否定的に評価された逸脱が他の グル
ー プより
調整され て い ない こ とが 明らかに な っ た｡ こ の うち ､ 特に社会言語的な逸脱が 目立 つ ｡ し
かし､ 調整 され ない逸脱に つ い て非母語話者3 グル ー プ間の 差異は全体的な数字の 差だけ
ではない ｡ 以下に まと め る よう に ､ グル
ー プ ごと に多少異なる結果が見られ ､ そ の 結果 は
外見､ 言語的､ 社会言語的､ 社会文化的問題に分けられ る｡
1) 外見 の 問題が調整され ない壕合
外見に関係する 2件の調整されなか っ た逸脱は､ 2件ともB グル
ー プ非母語話者とのイ ン
タ ー アク シ ョ ン で 見られ た ｡ 非母語話者の 年齢及び服装に関する問題で あっ た た め ､ ポラ
イトネス の 制約 に より調整 されなか っ た｡ こ の 2 つ の 問題 は非母語話者の エ ス ニ シテ ィ
ー
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と関係があるとは考えられず､ さらに ､ 逸脱を調整 しなか っ た母語言緒 も別人であるため ､
母語話者の個人的な影響でも ない ｡
2) 言語的問題が調整され ない 場合
臥 Cグル ー プと比 べ ､ A グル
ー プ の調整され なか っ た言語的逸脱は少ない (4件)｡ 特に
｢母語話者が非母語話者 の メ ッ セ
ー ジを聞き取る こ とが できない+ 場合 ､ B､ C グル ー プで
は逸脱が調整され なか っ たが ､ A グル
ー プで は調整が行われない例はなか っ た｡ 但 し､ B､ C
グル ー プの こ の種類の 逸脱 は ､ A グル ー プより否定的に評価され ることが多か っ たた め､ 調
整の有無の 結果もそうなっ て い る ｡ さらに B グル ー プ非母語話者のイ ン タ ー アク シ ョ ンで
は､ イン トネ ー シ ョ ンや総合的日本語能力が他の グル ー プ より否定的に評価された た め ､
調整されなか っ た頻度も他の グル ー プより高い o A グル ー プのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン では こ の
ような逸脱も発生 したが､ 第 4章で指摘したように ､ 評価 されない場合があ っ た｡
3) 社会言語的問題が調整 され ない 場合
調整されなか っ た社会言語的逸脱で は ､ 他の グル ー プ より C グル ー プ非母語話者の 逸脱
が多い ｡ そ して ､ 他 の非母語話者グル ー プより､ 内的規範が顕在化された場合が多か っ た ｡
この原因は逸脱の 種類にあると考 えられ る｡ 点火ル ー ル に関 して他 の グル ー プより C グル
ー プでは､ 非母語話者の 沈黙､ 及び会話の参加 に関す る問題が多か っ たが ､ 母語話者に調
整を行うため の リ ソ ー ス がなか っ たため ､ 調整が行 われない逸脱が多くなると い う結果を
生んだ｡ しか し､ こ の結果は C グル ー プ非母語話者の 特徴的な結果であるとは考 えられな
い
. C グル ー プの逸脱の うち､ 9 件は CF 3 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ンで発生 したた め ､ C グル
ー
プの傾向より ､ CF 3 の個人的な傾向だと言 っ た方が よ い ｡
さらに ､ C グル ー プ の 話題 ､ 発言の 文脈､ 丁寧語に関す る逸脱が他の グル ー プより調整さ
れてい なか っ た｡ これ らの 逸脱も C グル ー プで否定的評価が多か っ たため ､ こ の結果を生
んだ｡ 他の非母語話者グル ー プのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン にお い ても ､ 話題の 逸脱が調整され
ないケ ー ス は あ っ たが ､ 頻度から見ると､ C グル ー プの 方が多い ｡ 文化 によ っ て ､ 初対面で
の話題選択に差が あるため､ こ の 結果は C グル ー プ非 母語話者の 母文化干渉､ あるい は中
間言語か ら出たもの だと考えられ る｡
他の グル ー プ に比 べ て ､ B グル ー プ非母語話者の社会言語的逸脱が調整 されない場合は少
ない ｡ つ まり調整され る こ とが多い ｡ 特に沈黙の 問題 ､ 話題 の 問題が現れなか っ たため ､
こ のような結果 となっ た ｡ 原 因は 日系人とい う文化的背景か ら得られた コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ
ン能力だと考えられる ｡
接触規範が適用 された場合 ､ A グル ー プ非母語話者の 逸脱が他の グル
ー プより多少調整さ
れなか っ た (5件) ように見 えるが､ すべ て の逸脱は AF3 のイン タ
ー アク シ ョ ンで見られ､
特に意味交渉で困難を抱い た AF 3 の不理解によ っ て話題が変更された場合(3件) があっ た
ため､ グル ー プ の 差と言う よりは非母語話者の 日本語能力が こ の 結果に影響を与えたと考
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えられる｡
4) 社会文化的問題が調整されない 場合
調整されない 社会文化的な逸脱は B グル ー プ (1 件) より ､ A､ C グル ー プ の ケ - ス が多
いo この 2 グル
ー プで は ､ 日本の 知識の 有無に関する逸脱が否定的に評価された た め､ こ
のような結果 にな っ た｡ B グル ー プの逸脱1件は どの グル ー プ で も調整され にく い ､ 非母語
話者の人柄に関する逸脱で あ っ た｡
5 . 1 . 5 . まとめ
本調査で は ､ 非母語話者の 逸脱 が調整されない 主な原因は ､ 初対面とい う場面性に よる
ものと､ 母語話者の リソ ー ス 不足 の 2 つ が挙げられ る｡ 内的場面と同 じような要因に基づ
いて調整が行われ ないた め ､ ほとん どの 場合､ 内的規範が適用されて い た｡ 接触規範の適
用によ っ て調整 が行われな い の は ､ 母語話者が故意 に調整 を回避す る時だけで あっ た ｡ 調
整のリ ソ ー ス を使 い 切る と ､ 調整は確か に遂行できない こともあるが ､ 調整に よ っ て非母
君話者を混乱させ るの を避けたい ､ また調査の ため の接触場面で あるため､ イ ン タ ー アク
シ ョ ン 問題を解決す るための 責任 を感 じない などもあり得る ｡ 特 に談話 の主要発話嘩鎖に
影響を与えない 限り ､ 相手 の メ ッ セ ー ジを理解しなく て も ､ 理解され なくてもよ い と いう
ような態度を取 る母語話者が い る｡ む しろ ､ それがホ ス ト ･ ス トラテ ジ ー (フ ア ン 1998)
のように1 つ の 支援だと考えて い る母語話者もい る ｡
また､ 本調査 のデ ー タ で明確 にな っ た通り ､ 調整 されない逸脱の うち､ 社会言語的逸
脱が他より調整 されない傾 向が ある ｡ その うち､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の形式に 関す る逸脱
が多く発生す るが ､ こ の ような問題 は しばしば非母語話者 の性格上の 欠陥と して 母語話者
に 醐牢されて しまう可能性 が ある (Gu mpe r z198 2､ Va r o nis & Ga s s1985b､ Robe rts et al
1992)｡ また ､ 普段調整されにく い言語の ス タイ ル ､ 非言語的行動などの 逸脱も多く見られ
る｡ しか し､ 調整が行われな い こ とに よ っ て非母語話者は フ ィ
ー ドバ ッ クを得 る こ とがで
きず､ 社会言語能力を習得する機会が奪われて しまう｡ 本調査の非母語話者の FロⅠ で ､ 社
会言語的逸脱が発生 したほ とん どの 場合､ 非母語話者はそ の ことを意琴して い なか っ たこ
とが分か っ た｡ 接触場面に お い て こ の ような逸脱に対 して調整が少 ない ために非母語話者
は逸脱に気づかず ､ 習得す る機会も当然少ない ｡ 特に丁寧なス タイル を維持 した C グル
ー
プ非母語話者は ､ 相手に敬意 を表すため に ､ 丁寧なス タイ ル を選択 して い たの だが､ 知ら
ないうちに ､ そ の ス タイ ル自体が相手の 母語話者に心 理的な距離を作 っ て い た こ とが明ら
かになっ た ｡ こ の結果は 日本 に滞在する C グル ー プ非母語話者 の 日本人との ネッ トワ
ー ク
が少ない こと (坂本2 001: 68) が影響を与えてい るとも考 えられる｡
2 35
5. 2 . 調整された外来性
本節では､ 否定的に評価 された外来性の うち ､ どの ような外来性が調整される の かを分析す
る｡ 否定的に評価 された外来性 ､ つ まり逸脱 は ､ どの ような状況におい て調整され るの か ､ 調
整されるの は内的 ､ 接触規範とどの ような関係があるの か ､ 非母語話者3 グル ー プ間に差異が
見られるのか を検討する ｡
5 . 2 . 1 . 調整された逸脱の特徴
全体的に ､ 否定的に評価された外来性 に関わる逸脱 の数に比 べ ､ 調整された逸脱の 数は少な
い｡ つまり､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン では､ 問題が生 じたと意識 してもそれを調整 しようと しない
ことの方が多い Q で は ､ 調整 された逸脱は どの ような逸脱なの で あろうか .
表5.2,1. 調整された逸脱
Aグル ー プ B グル ー プ c グル ー プ 総計
外見的逸脱 0 0 0 0
言語的逸脱 2 1(8 4%1) 7(3819%) 26 (66. 7%) 5 4
社会言語的逸脱 1 4(3 6. 8Q/D) 9 (37. 50/o) 16 (29. 6%) 3 9
社会文化的逸脱 2 (28. 6%) 1 (ll. 8%) 4(4 4. 4%) 7
合計 37(5 2. 9%) 17(37%) 46 (45. 1%) 1 00
表5. 2. 1. を見て 明らか なように ､ 非母語話者の 外見に関する逸脱はす べ て 調整されてい ない ｡
さらに､ 社会文化的な逸脱 との 比較 で は ､ 言語的､ 及 び社会言語的な逸脱 は調整されやすい こ
ともわかる｡ 要するに ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に関わる問題が最も調整 されやすい ことになる｡
また､ cグル ー プの 逸脱は数の 上で は他の グル ー プより調整されて い る (46件) が ､ 割合で見
るとA グル ー プ非母語話者の 逸脱 の値が他の グル ー プより高い (5 2. 9%)o
一 方で ､ B グル ー プ
の逸脱は最も調整 されない傾 向が 見られ ､ 社会言語的逸脱の カテ ゴリ ー を除き ､ 他の グル
ー プ
より逸脱が調整された割合は低か っ た ｡
調整された逸脱 の細か い 分類を表 5. 2. 2. に示 したが､ 本調査では言語的､ 社会言語的及び社
会文化的な逸脱が調整されたが､ 最も多く調整された逸脱は言語的逸脱であっ た (5 4件)｡ 非
母語話者がメ ッ セ ー ジ受信 に関す る ｢調整 マ ー カ ー + を出 した場合は ､ どの グル ー プでも逸脱
が完全に調整され て いた｡
1 括弧に表示 されて い る数字 は各 グ ル ー プ の 否 定的 に評価され た逸脱 の カテ ゴ リ
ー の うち調整され た逸脱の 割合を示 すo
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また､ どの グル
ー プ でも ｢母語話者は非母語話者の メ ッ セ ー ジを理解できない+､ ｢非母語話
者は母語話者のメ ッセ
ー ジ を理解できない+､ ｢非母語話者の言語生成に困発がある+ の ような
逸脱がよく調整 されて い た｡ つ まり ､ メ ッ セ ー ジ伝達に関する逸脱が否定的に評価されると調
整が行われる可能性が高 い o 但 し､ 母語話者が非母語話者の メ ッセ ー ジを聞き取るこ とができ
ない場合では ､ C グル ー プ の 調整 された逸脱の数 (7 件) は他の グル ー プより多いもの の ､ 割
合では他の グル ー プより低 い (50%)o メ ッ セ ー ジ伝達とは異なり ､ 否定的に評価されたメ ッ セ
ー ジの言語形式に関する逸脱 の うち､ 2件 しか調整されなか っ た｡
社会言 副勺逸脱で は ､ 点火 ル ー ル ､ 及び内容 ル ー ル に関する逸脱が最も調整された｡ 点火ル
ー ル に関係す るもの は 14 件あっ たが ､ 非母語話者の会話参加 ､ 沈黙､ 会話の盛 り上が りに関
する逸脱が調整 され て い た ｡ どの グル ー プでも沈黙に関する逸脱は調整された が ､ 会話参加に
対する調整は A グル ー プの み で見られた o c グル ー プ の 場合は ､ 会話の盛り上 がり に関する逸
脱だけ調整され ､ また ､ 非 母語話者の 不理解によ る話題変更も Åグル ー プ より多く調整されて
いた｡
内容ル ー ル の 中で ､ どの グル ー プで も発言の文脈､ 及び話題に関する逸脱が調整されたが ､
Aグル ー プ非母語話者の話題 に関する逸脱は他 の グル ー プ より調整されるこ とが多か っ た ｡ ま
た､ 話の中心 点､ 漢字の 文脈に関す る逸脱は A､ C グル ー プで しか調整されなか J3 た が ､ これ
らの逸脱はこ の グル ー プ で しか留意されて い なか っ た｡
バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル の 逸脱 (4件) の蕩合､ A､ B グル ー プ の英語使用に対 して調整が行われ
た｡ また､ 日本語使用の 調整 は B グル ー プの 1件に限られる｡
媒体ル ー ル で は A､ C グル ー プの 逸脱 3件が調整された｡ A グル ー プ では近接 ､ 及 び感情の表
現が ､ c グル ー プで は笑 い に関する逸脱が調整された ｡ 否定的に評価されたメ ッ セ ー ジ の形に
関する逸脱 2件は 2 つ とも調整されたが ､ 両方 とも C グル ー プの逸脱で あっ た｡ さらに ､ 言語
管理に関する逸脱 1件もC グル ー プのイ ン タ ー アク シ ョ ン で見られた0
ここでは どの ような外来性が どの ような状況にお い て調整されるの かを検討する｡ 分析の結
果､ 外来性管理 モ デル で紹介した ように規範の 適用が母語話者に使 い分けられ ､ 内的 ､ 接触規
範のそれぞれの 適用 により逸脱が調整されるこ とを明らかにする｡
5. 2
. 2 . 内的規範 の適用 に よ っ て遂行され る調整 (9 7件)
調整の段階にお ける内的規範の 適用とは ､ 内的場面で 同様な逸脱が発生 した場合､ そ の逸脱
が同じく調整されるとい うことを示す｡ 本調査の 結果 ､ 内的規範の 適用により調整が行われる
ケ ー ス は以下の 6 つ に分類できた｡
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1 . 調整を含むタ ー ンが母語話者に譲 られる場合
2. イン タ
ー ア ク シ ョ ン の 促進 を維持 しなければならないと感 じる場合
3 . 不愉快に感 じる場合
4 . 非母語話者を支援 しようとする場合
5 . 相手の名前に関わる逸脱 が生 じる場合
6 . 相手の ことに対 して驚き ､ も っ と深 ぐ情報を得た い場合
1) 調整を含むタ ー ン が母語話者に譲られる場合 (24件)
非母語話者か ら何らか の質問をされる ､ あるい は非母語話者か らの調整要求があ っ た場合 ､
タ ー ンが譲られ ると ､ そ の質問は母語話者にと っ て理解不能の 場合でも､ 母語話者は会話に協
力するためにその 要求 ･ 質問に反応 しなければならない ｡ こ の ようなケ ー ス は調整された逸脱
24件のうち､ A グル ー プは 9､ B グル ー プは 3､ C グル ー プは 1 2が該当する｡ 本研究の逸脱の
分類では ､ これ らの 逸脱はす べ て ､ ｢非母語話者がメ ッ セ ー ジ受信に関して調整 マ ー カ ー を出
す場合+､ ｢非母語話者の言語生成に関 して調整要求 マ ー カ ー を出す場合+ に当て はまるo 次の
例では､ 母語話者は非 母語話者に母語話者のメ ッ セ ー ジを理解不能だ と知され る｡
例190:B FlとJFlは母語話者の学科に つ い て話して い る2｡ [BF lxJF1 8行 - 9行]
JFl: 私法経学部の絵学科な んで す よ 法学 *科 うん法律
BF1: 且ム + 堕j_⊥ 豊豊艶ユ三ユ あ!なるほ ど
この例では ､ ｢法学科+ を対象 に意味交渉が行われ て い た｡ 母語話者は2 回直接的な明確化要
求を受けたた め ､ 母語話者は反応 しなけれ ばならない状態になっ た ｡ 普通の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ンでは､ 相手に質問され る場合､ タ ー ン が与えられ ､ 何 らか の 返事を しなければならない とい
う制約がある ｡ Sa cks & Schegloff(19 74: 704) が会話 の 話順交替シ ス テ ム (tu r n
-
taking
orga niz atio nfo r c o m munic atio n) に関 して論 じた通り､ 次の 話者が現在の 話者に選択されれ
ば､ 選択された者は次 の タ ー ン を取る権利及び義務がある｡ 接触場面におい ても非母語話者に
直接的にことばに関す るメ タ言語的な質問をされると ､ 返事 を しなければならない プ レ ッ シ ャ
ー が生じ､ そ の 返事の 中には調整が含まれる場合が多い の ではない か｡ さらに ､ Fa e r ch & Ka spe r
(1983:22 9) が 指摘す る ように ､ 接触場面にお い て ､ 母語話者の行動を支配す る原理 は ､ ｢非
母語話者が言語 の 生成面にお い て問題が ある とシ グナ ル を出 した時には ､ それを援助する+0
従っ て ､ 非母語話者が直接的に調整を要求す る場合､ 母語話者はそ の 要求に応 じる傾向が強い ｡
しかし､ タ ー ン が母語話者 に与えられ た場合 のす べ てが は っ きりと した質問によ っ て与えら
2 同じ逸脱が例96 でも見られ る｡
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れるとは限らない ｡ 次の例 では ､ CM2 の ｢え†+ によ っ てタ
ー ンがJF 2に譲られる｡
例191‥JF2は CM 2が どこ で 日本語 を勉強 したの か につ い て尋ねてい る｡ [cM2ⅩJF2 41行 - 43
行]
JF2: 自分の 国に い た時 か ら日本静を習 っ て たん ですか † 今 の 向 こうの 大学､ あの 自分の * 出身 * の大学
c肘2: 皇ム _ 左⊥ は い
JF2: でも日本語をや っ て たん です か†
cM2: あ､ そうです
ここでは ､ は っ き りと した質問でもない が ､ CM2は ｢そう ､ え†+ とい う聞き返 しによ っ て タ
ー ンをJF 2に譲 っ て い る｡ JF2は ､ CM2 の問題点が何で あるかが は っ きりとしない が ､ どこ か
で問題が生 じた と い うシ グナ ル を出した ため ､ 前の 発言 がわか らなか っ た のだろうと解釈 し､
言い換えの調整 ス トラテ ジ ー を遂行 して い る｡ JF 2に タ ー ンが譲られたため ､ 明確で はない 問
題でも調整 しなけれ ばならなか っ た｡
接触場面に限らず､ 内的場面 におい ても､ 相手か らタ ー ン が譲られると ､ 返事を しなけれ ば
ならない 制約 が 働 い て い る ｡ Goffm an(1981: 9)は こ の よう な制約 を儀式的制約 (ritu al
co nstr aints) と名 づ けて い る｡ 内的場面は接触場面ほ ど頻度が高くない とも言えるが ､ 接触
場面､ 内的場面の どちらにお い ても同様な制約が働いて い るため ､ 調整は内的規範の 適用に よ
っ て遂行されて い ると言える｡
この ような調整 は ､ B グル ー プ より A グル ー プ ､ c グル
ー プ非母語話者の逸脱に対 して 多く
遂行された こ とが 明らかに な っ た｡ B グル
ー プ の 逸脱が調整されなか っ たという こ とでは なく ､
単にBグル ー プ の 非母語話者が他の グル ー プほど調整 マ - カ ー を出さなか っ た ことを示 して い
る｡
2) イ ンタ ー ア ク シ ョ ン の 促進を維持 しなけれ ばならない と感 じる場合 (42件)
インタ ー ア ク シ ョ ン の 参加者はそのや り取りをス ム ー ズ に進めるように協力す るような傾
向が見られる ｡ 沈黙が発生 したり､ 相手の 反応が なか っ たり､ 相手の発言が聞き取れなか っ た
り､ また何か しなければ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン が進まないと感じたりする場合､ 調整が遂行さ
れる可能性が高く なる. A グル ー プに対 し15､ B グル ー プに対 し9､ C グル
ー プに対 し 14､ の
計38件の逸脱が調整された｡ さらに ､ 調整が遂行されるイ ン タ
ー アク シ ョ ン の促進に関わる
問題は大きく 3 つ の 種類 に分 けるこ とができる ｡
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① 母語話者が非母語話者に メ ッ セ
ー ジを理解されて い ないと認知する場合
② 母語話者にと っ て非母語話者のメ ッ セ
ー ジが理解不能の 場合
③ 沈黙が生 じる場合
ここでは ､ こ の 3 つ の 問題 の 特徴に つ いて述 べ る ｡
① 母語話者が非母語話者 にメ ッ セ
ー ジが理解されて い ない と蒸知す る場合 (8件)
非母語話者の 3 グル
ー プ に対 し､ 非母語話者がメ ッセ ー ジを理解 して い ない と母 語話者が認
知する ことに よ っ て調整が遂行される ｡ 調整を含むタ ー ンが母語話者に譲られる場合にも､ 非
母語話者がメ ッセ ー ジ を理解 して い ないケ ー ス が数多く含まれてい るが ､ それらの タ ー ン に関
わる例はす べ て ､ 非母語話者が 明確 に調整を求めて おり ､ また ､ 非母語話者の 言語受信面及び
言語生成面に関わる調整で ある o 一 方 ､ こ こで 取り上げる例は ､ 非母語話者か らの 顕在的で ､
言語的なシ グナ ル が ない ｡ 母 語話者 は非母語話者の反応 ､ 談話の 流れ ､ 非言語的行動 などに基
づき､ 非母語話者がメ ッ セ ー ジ を理解してい ない と母語話者が認知す る｡ Miyazaki(2001:47)
は､ こ の ような間接的調整 マ ー カ ー をフラ ッ グ (flag) と名づ けてい る｡
本調査では ､ 非母語話者の 不 理解に関する逸脱は言語的逸脱 1件､ 社会言語的逸脱 7件の 計
8件あり､ 調整が行われた｡
<言語的逸脱 >
調整された言語的逸脱 1件は AFlとJMlのイ ン タ ー アク シ ョ ンで 見られた . JMlが ｢遺伝子
の配列+ と言 っ た時､ AF lに理解されて い ない と感 じ､ イ ン タ ー アク シ ョ ンを維持す るた め､
説明するとい う調整を行 っ た｡
<社会言語的逸脱 >
社会言語的逸脱7件のうち､ 6 件は点火ル ー ル の違反に 関するもので ある ｡ 最初の例で は
非母語話者の不適切 な話題変更とい う逸脱に対 して調整が行われる｡
例192:JMlとの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ CFl は自分の 専門､ ｢環境デザイ ン+ をうまく
配明することが できない ｡ 以下 にあげる断片の前に ､ CFlは ､ 環境デザイ ン は製品の デザイ ン
とあまり 関係な い と説明す るが ､ JMlは特に ｢環境デザイ ン+ と ｢工業デザイ ン+ の 相違に つ
いて納得 しなか っ た . よ っ て ､ JM lは次の ように別の 方向か ら質問する. [CFlxJM1 59行
-
65行]
2 4 1
Jm: 今度 CFlさん
が 行く院 は 環境デザイ ン の とち ょ っ と変わる ん だけど も しそ の 工業デザイ ン の
cFl: うん そうですね
J旺1: 方で院とか に行 く と もう少 し ま た * 実際の 製品* とか実際の もの と かも * き基本だ け じや なくて
cFl: うん うん
JMl: 実際にデザイ ン してみ て とか が 増えてく る
cFl:うん
うん 学部で は 基本 とか をやりますよ ね
あ + 全盛⊥ 違且旦旦 うん うん
JWl: 幽
CFl:
珊1: 遡 遥⊥豊里 出星塞遜三望土立と か
CFl:
行 っ た と息上空ユ皇と 岨 _ 亘ヱ皇
うん､ うん うん
｢あ､ 今度､ 違う+ と聞い た際､ JMlは CFlがJMl の前 の発言 ｢も しその 工業デザイ ンの 方で
院とかに行くと … 基本だけ じや なくて … 実際にデザイ ン してみてとかが増えてくる+ を理
解できなか っ たと留意 した｡ 工業デザイ ンの 大学院生が実際に製品の デザイン に取 り組んで い
るかとい う話題か ら､ CFl が相手 の発言を理解しなか っ たた め､ JMl の疑問､ つ まり ､ も し工
業デザイ ン の 院に行 っ たらと い うこ とに反応せず､ ｢今度+ 自分が行く大学院の 方に話題 を変
更し､以前の 談話 の流れと矛盾する. こ の逸脱 の原因はJMlの最初の発言にあると考えられ るo
JMlが ｢今度 cFlさんが行く院は. . . 工業デザイ ンの とちょ っ と変わるんだけど - もしそ の 工
業デザイ ン の方で 院とか に+ と言うが ､ CFlは これを理解せず ｢CF lが今度大学院に行く時+
として解釈 して しま っ たようで ある｡ よ っ て ､ JMlが ｢実際にデザイ ン して みて とか が増えて
くる+ と発言する場合､ 工業デザイ ン の大学院生を示 してい るが ､ CFlは自分の これか らの こ
とを指してい ると誤解 して しまう｡ C Flの ｢あ､ 今度+ の 発言により､ JMl は非母語話者の メ
ッセ ー ジ理解に問題が生 じたと留意し､ 自分の発言を言 いか える ことにより､ 調整を行い始め
る. この例では ､ C Flの ｢あ､ 今度 ‥ . 違う+ とい う発言がなか っ た場合､ JMlはメ ッ セ
ー ジ理
解の面にお い て問題が発生 したとはわか らなか っ ただろう｡ 話題が変更されたた め ､ 逸脱の 留
意､ ある い は調整 を行うこ とが 可能にな っ た ｡
同じような例 の 4件の うち､ 3件はまた C グル ー プ非母語話者のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ンで見ら
れた｡ 一 方､ 5. 1. で紹介した ように A グル ー プの 同じような3件の 逸脱は調整されなか っ たo
これはメ ッセ ー ジ受信に問題 を抱えたAF3 の ことを考慮し､ 母語話者が調整 を回避 したためで
あるが ､ グル ー プごとに比較した際に はそれが差とな っ て現れて い る0
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非母語話者の 不適切 な話題変更の他に ､ 非母語話者の 会話参加の 状況か ら､ メ ッ セ ー ジを理
解してい ない と母語話者が静知する場合が ある. 次の例では ､ AM2 の反応の欠如か ら､ ｢ネギ+
という言葉がわか っ て い ない とJF2が認知するが ､ 実際はそうで はなか っ た o
例193:JF2は納豆 の食 べ 方に つ い て話 して い る｡ [AM2ⅩJF2 77行 - 78行]
JF2:納豆は食 べ られますけど､ 匙呈互生皇 蜘
A舵 : あ､ ネギ を
この例で は ､ JF 2がネ ギと最初に言 っ た際､ AM2は言語的にも ､ 非言語的にも反応 しなか っ た
ので､ 理解 して い ない だろうと推測し､ 調整として繰り返 しの ス トラテ ジ ー を選択 した｡ JF2
はこれを言 っ て か ら､ AM2 は反応 したの で ､ 遂行 した調整が成功 したと判断 した ｡ 但 し､ AM 2
のFUIによれば､ JF2 の最初の 発言 ｢私はネギを入れなきや+ には ､ AM2は不理解の 点は全然
なかっ たそうであ るo ビデオ ･ デ ー タによれば､ AM2 は確か に反応 しなか っ たが ､ それは不理
解と関係が なか っ たと思われ る｡ 非母語話者の 受信面 に関して逸脱が生じたと母語話者が留意
し､ 調整 しても､ 逸脱が実際に生 じてい たとは限らない ｡ 内的場面のイン タ ー ア ク シ ョ ンにお
いて ､JF2は恐 らく相手が自分のメ ッセ ー ジに集.申し､ 理解して い る ことを裏付けるため に(今
石1993､ 曹1994､ LoCa str o1 999) 相手からあいづ ちな どの シ グナ ル を期待 して いた ｡ こ の例
では､ JF2がAM2 の外来性を認知 した上で ､ 反応が足 り ない ことを非母語話者の不 理解と して
解釈し､ 調整を行 っ た｡ AM 2は確かに点火ル ー ル に関す る逸脱を起 こ したが ､ 逸脱 の原因は調
整まで導い たJF 2 の推測とは 一 致 しなか っ た｡
非母語話者側か らの 顕在的メ タ言語的マ ー カ ー がない ため､ 非母語話者の 不理解の確定は間
接的なフ ラ ッ グ､ つ まり非母語話者に よる話題の 変更､ 不適切なメ ッセ ー ジの 内容も しく は文
脈､ 不十分な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン点火などによりなされる ｡ 非母語話者は問題が発生 したこ と
を意識しない 場合もあり ､ 直接的に調整を要求 しないため ､ 母語話者が留意する こ とと現実は
必ずしも 一 致 しない . 但 し､ こ の ような調整が内的場面にお い ても遂行され る可能性は考えら
れるため ､ 非母語話者の外来性 の み に対 して行われるとは限らない ｡
② 母語話者に とっ て非母語話者の メ ッ セ ー ジが理解不能 の蓉合 (27件)
母語話者にと っ て非母語話者のメ ッセ - ジが理解不能の 場合､ 調整を行わなか っ たならば､
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ ブ レ イ クダウン (Clyn e1977) が起こ り得るため ､ こ の種類の逸脱が多
く調整された｡ 27件の逸脱の うち､ A グル ー プに対 して 15件､ B グル ー プ4件､ c グル ー プ 8
件が調整された｡
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<言語的逸脱>
｢非母語話者の メ ッ セ ー ジ が聞き取れ ない+､ ｢非母語話者の メ ッ セ ー ジを理解する ことが で
きない+､ ｢語秦+､ 及び ｢声 の 明快さ+ などの逸脱に対 して調整が行われた｡ これ らの逸脱 に
ょっ て母語話者は非母語話者の メ ッセ ー ジを理解す る ことが できず､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン . ブ
レイクダウン の危機 を感 じ､ 調整が行われ る｡ 例えば､ 次の例では ､ 文法の 誤用に より ､ 母語
話者にと っ て非母語話者 のメ ッ セ
ー ジが理解不可能で あ っ た ｡
例194: AF3はJF 4に 日本 に つ い て尋ねて い る3｡ [AF 3ⅩJF 4 44行]
AF3: 大好きの 日本と ころは､ なん ､ どこ です か 九 州とか 京都
JF4: ⊥題皇敵 組 +塵盈土星L あ ー 京都が い い です ね
この例で は､ ｢日本で どこが好き ですか+ という意味を伝えようと したもの の ､ A F3はその 質問
を ｢大好きの 日本 と こ ろは どこ ですか+ と して 生成 した ｡ 語順が乱れ助詞も抜けて い たた め ､
∬4は AF3 の言 い たい ことが 理解不可能で あっ た｡ 続 い て ､ JF4は頭を横に傾け､ 自分の 不 理
解を非言語的調整 マ ー カ ー と して AF 3に指摘する｡ A F3はそ の マ ー カ ー に気が つ き ､ ｢九州と
か+ の発言によ っ て調整を遂行 した｡
この例で は ､ 障害が発生 しない ように ､ A F3も調整プ ロ セ ス を始めて い る｡ AF 3が実際の調
整を行 っ たため､ この 種類の 調整 は他者マ ー ク自己調整 に当て はまる (Mi
▲
ya z aki2001: 44)0
但し､ 不理解の フ ラ ッ グに より ､ JF4は調整の過程を開始 して い るため ､ 本研究では母語話者
による調整 マ ー カ ー も母語話者の 調整行動の 1 つ と して数えて い る｡
母語話者は非母語話者の話 を理解する こと ができない 場合 では ､ 他 の グル ー プよ りA グル ー
プ非母語話者の 逸脱が調整 される こ とが多か っ た (l o件)｡ そ の うち､ 上の 例の ようなAF3 の
ケ ー ス が 6 件を占めて い る｡ C グル ー プの言語的逸脱も調整された (7件) が ､ B グル ー プ非
母語話者の逸脱が調整され る こ とは少なか っ た(2件)｡ Bグル ー プ の イ ン タ ⊥ ア ク シ ョ ン で は ､
上記のようなケ ー ス の逸脱がもともと少なか っ たか らで ある｡
<社会言語的逸脱 >
母語話者は非母語話者のメ ッセ ー ジを理解できない とい う､ 社会言語的逸脱 8件も調整され
た
｡ そのうち､ 6 件は内容ル ー ル ､ 2 件は バ ラ エ テ ィ ･ ル ー ル に関係 して い る｡ 点火 ル ー ル の
逸脱のうち､ 非母語話者の発言の 文脈に関わるもの は 4件見られた｡
3 同 じ逸脱が例 93 でも見られる｡
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例195: BM2は JF2 の通学 に つ い て 尋ねて い る. [BM 2ⅩJF 2 25行 - 29行]
B虹2:どの 辺 で しょ う あ､ 埼玉 県です か､ あ､ 実家 に住ん で い らっ しゃ るで すか す ご い ね､ え ー -
JF2: 埼玉県 は い
B舵: もう2時間ぐら い か か るで すね
∬2: は い ､ そ うで す
BM2: ね * あ の - 勉麹迷
JF2: 大変です 皇女⊥
え ー - - 一 往復 4時間
は ､ は , は い
あの - ､ 睡眠派､ どっ ちです か､ 電車の 中
B旭2:
JF2: は､ 本を読ん だり して た い ん です け ど､ 眠 い 時は寝ちゃ い ます
すごくな い †
あ ー - - ､ うん､.自分で
この例で は､ JF2は BM 2 の｢べ んき ょうは+ の語嚢を聞き取れ､ 日本語の音と して認識する こ
とができたそうだが ､ 前 の話 ､ つ まり埼玉県からの通学には どの ような関係が ある の かがわか
らなか っ たそうで ある｡ FUI によれば､ JF2 の中では､ ｢勉強+ ということは家でや るこ とであ
り､ 心理的に通学の 話と結び つ けるこ とができなか っ た ｡ JF2は形式上 BM 2 のメ ッ セ ー ジ を受
信するこ とが できたが ､ 談話 の 流れか ら考えると ､ B M2 の発言の 文脈が理解不 可能であっ た o
発言の 文脈の ほ か に英語使用 (2件)､ 及び話の 中心点が不明の た め､ 母語話者は非母語話者
のメ ッセ ー ジを理解する こ と が できず ､ 調整を行わ なか っ た ｡ こ の ような逸脱は A､ B グル ー
プでしか否定的に評価されなか っ たため､ 調整もこ の 2 グル ー プに 限られて い る｡
③ 沈黙が生 じる場合 (7件)
比較的長い沈黙が発生する と､ そのイ ン タ ー アク シ ョ ン の促進を維持するた めに ､ 母語話者
が調整を行う傾向が あるo 各非母語話者グル ー プ に対 して沈黙に関す る逸脱が留意され ､ 調整
が遂行されたoA グル ー プに対 して 1件､B グル ー プ4件､ Cグル ー プ2件の逸脱が調整された.
沈黙は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 点火 ル ー ル に関わるもの なの で ､ こ の カテ ゴリ ー の逸脱の すべ て
が社会言語的逸脱と して 分類された｡ 次の例では ､ CF3とJF4 のイ ンタ ー アク シ ョ ン で生じた
沈黙が調整され る｡
例197:JF4 はCF3 の属性 に つ い て尋ねて い る｡ [cF3ⅩJF4 10行 - 11行]
JF4‥ あの 学年 は何年† 修士† 2年生
CF3: あ ー ､ 私 は､ ね､ う ー ん ､ 今修士 は い ､ 2年生
2 4 5
* * ** ** *
先輩で すね
この ペ アのイ ンタ
ー ア ク シ ョ ンで は､ 沈黙が目立ち ､ cF3の反応はだんだん短くなっ て い る｡
こ の例で は ､ JF 4が ｢大学は何年生†+､ ｢修士†+ と 2 回 CF3に質問をしたが ､ cF3 は答えが
非常に短く ､ なかなか JF4 が提供 した話題を拡大 しなか っ た｡ JF4 が｢2年生+ と CF3 の発言
を繰り返すが ､ CF 3は タ
ー ン をと らなか っ た｡ 沈黙が発生 してから､ JF4が調整と して ｢お ､
先輩ですね+ と話題 を拡大 し､ 沈黙 を埋 めようと して い る｡ イ ンタ
ー ア クシ ョ ンの 促進を維持
するために､JF4は こ の ような調整 を遂行 したと言えるだろうQ 但 しMcLa ughlin & Cody(1 982:
315)が指摘す る通 り ､ 会話促進は参加者全員 の責任 になるた め ､ Yes/No 疑問文の ような質問
をしても､ あまり沈黙の 回復には効果がない ｡ この例 の長 い沈黙が発生する前の JF4の発 した
質問文は｢はい+ ｢い い え+ で答えられるようなもの で ､ きかれた質問に対して CF3は ｢はい+､
｢いい え+ も しくは単語で しか答えない o よ っ て ､ JF 4自身の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ ス トラテ
ジ ー が沈黙の 発生 を起 こ した 一 因にな っ て い たと考えられ るo
次の例では ､ JM 2と B Fl のイ ン タ ー アク シ ョ ン の 最中､ 沈黙が発生 して しまう0
例197:B Flは自分の 日本人お ばあさん につ い て話 して い る
4
｡ [BFlxJM 2 49行 - 5 2行]
BFl: おばあちや ん と話すなか っ たん で すけど､ それ は日本 に来て か ら､ 少 しできたん ですけど * * * * * *
J姐2: ( 緊張して 手 の 指を動かす)
BFl: うん あ ー うん
JM2: 僕も友達 に あの 一 束北 ､ 青森県 ､ 東北地方の方の 人が い て 一 番最初 に会 っ た時は もう､ び っ く り して
BFl: あ そ うですね (わら い)
JH2: もう この 人何首 っ て る ん (笑 い)
この例では ､ B Fl のお ばあさん に関する話題が終わ ると ､ 3 秒ぐら いの 沈黙が発生す る｡ ビデ
オ ･ デ ー タによれ ば､ こ の 3 秒の 間､ JM2は緊張の あまり ､ 手の指を動かす｡ FU Iに よれば､
この際 JM2 は 一 生懸命新 しい ｢ネタ+ を考えようと して い た｡ ｢だまa
■の が/Jん か つ らい L
l
や
か -ん ですづ )o で､ Lや ベ タ か -/TJと報告 した. JM2 の非言語的行動とFU I の報告 によれば､
この 3 秒ぐらい の 沈黙がまさに McLaughlin & Cody (19 82: 3 01) の 気まずい 沈黙 (awkw a rd
sile n c es)に当て はまるo 不愉快に感 じたた め5､ JM 2はで きるだけ早く沈黙を埋め ようと したo
そのため､ 調整 と して青森県 の友達に関する新 しい話題を提供 した ｡
4 同じ逸脱が例 35 でも見られ る｡
5 沈黙の 発生により ､ 不愉快に感じ る母語話者は少なくない ため ､ こ の 種類 の 逸脱を ｢不愉快に感 じる場合+ に入 れ る こ と
も考えられ るo ここ で扱 っ て い る沈黙と次の ｢不愉快に感 じる場合+ で 扱 っ て い る 沈黙 は 区別 して い るo こ こ で の 沈黙は ミ
クロ ･ レベ ル で 発生す る が ､ ｢不愉快 に感 じる場合+ で現れ る沈黙 に関す る逸脱 は沈黙が数回繰 り返され た イ ン タ
ー ア ク シ
ョ ン の マ ク ロ ･ レ ベ ル の 場合を示す｡
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沈黙はイ ン タ
ー アク シ ョ ン の促進 に関 して根本的な レ ベ ル にお いて障害を与える ため ､ 内的
場面､ 接触場面の どちらにお い て も､ 望ま しくなく ､ 逸脱と して留意される｡ まだ相手との 共
通点を知らず､ 相手とどの ようにうまく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ができ るの かがわからない状態な
ので､ 沈黙は特に初対面の イ ン タ ー アク シ ョ ン にお い て発生 しやすく ､ しかもそれは好ま しく
ないため､ 調整 されやす い と考えられる｡ 接触場面 ､ 内的場面でも､ 調整される可能性が ある
ため､ 内的規範が働い て い ると言えるだろう. McLa ughlin & Coヤ (上掲書300- 301) がさら
に指摘するように ､ 沈黙が 多く発生すると ､ 大体参加者の 一 人がプ レ ッ シャ ー を感 じ､ その 沈
黙を埋める責任を課せ られる ｡ 本調査では ､ 多くの 場合､ その プ レ ッ シ ャ ー を感 じたの は母語
話者であり ､ 言語能力 の面で 有利で あるためか ､ 調整の 責任もよく母語話者側に譲られる｡ 但
し､Aグル ー プ非母語話者と の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て沈黙の逸脱が 3グル ー プ の 中で は ､
最も少なく調整され なか っ たo 確かに McDa niel&Qu a sha (2000: 319) が指摘する通り ､ 日本
語母語話者より英語母語話者の 方が沈黙に耐えるこ とができないようである｡ その ため ､ A グ
ル ー プとのイ ン タ ー アク シ ョ ンに お いて母語話者はそれほど逸脱を感 じなか っ ただろう｡
但し､ 既に 5. 1. で論 じたように ､ 沈黙のすべ てが調整されるとは限らない ｡ 母語話者はイ
ンタ ー アク シ ョ ン促進を維持するため のリ ソ ー ス が ない場合 ､ ある いはリソ ー ス を使い切 っ て
しま っ た場合 ､ 以上の ような調整は行い にくい ｡
3) 不愉快に感 じる場合 (1 2件)
本調査では ､ 相 手の 外来性 の逸脱に より ､ 母語話者が不愉快に感 じたため､ 調整を行 っ た蓉
合が 12件あっ た ｡ ほとん どの場合 ､ 母語話者は不快感 を消すた めに調整を行 っ て い るようで
ある｡ 既に4. 2. で説 明した ように ､ 社会言語的逸脱 は母語話者に不快感を与 える こ とが ある｡
よっ て調整が行われたすべ て は ､ 社会言語的逸脱 - の調整で あっ た｡ 調整された逸脱は コ ミ ュ
ニケ ー シ ョ ン の 点火 ル - ル ､ 内容 ル ー ル ､ 及び媒体ル ー ル に関係 してい た｡
<点火ル ー ル >
母語話者に不快感 を与えた点火 ル ー ル に違反する逸脱1件は会話の盛り上が りに関するもの
である｡ CF3との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお いて ､ JF5は CF3が会話に積極的に参加 して い ない
と終始イン タ ー アク シ ョ ン の グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル で感 じて いた ｡ JF 5が話題 を提供する場合､
cF3は反応 したが ､L答えがとても短く ､ また
｢はい+､ ｢そうですね+ の 場合が多く ､ 自分の方
から話題を拡大 しようと しなか っ た｡ CF3の 短い答えにより､ タ ー ン が何度もJF5 に戻され ､
JF5 にと っ て会話維持の 責任 を押 し付けられたような状態にな っ てお り ､ その イ ン タ
ー アク シ
ョ ンに参加するだけで不愉快に なっ たそ うである｡ 上で示 したように､ イ ンタ
ー アク シ ョ ン を
促進するため に ､ イ ンタ ー ア ク シ ョ ン の ロ - カ ル ･ レ ベ ル で各沈黙の後に JF5が調整と して質
問､ 新話題の 提供 などを何度も繰り返 したが ､ CF 3 の参加 はまだ不十分だと感 じ､ 結局 グロ
ー
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パル ･ レ ベ ル で 時間をつ ぶすため に ､ ｢お茶を飲む+ とい う調整ス トラテ ジ ー を遂行 した｡
<内容ル ー ル >
内容ル
ー ル に関 して 母語話者を不愉快にさせ た逸脱 (8 件) はす べ て ｢話題+ で あ っ た｡ A
グル ー プに対 し 4件 ､ B グ ル
ー プ に対 し 2件 ､ c グル ー プ に対 し2件の 逸脱が調整され た｡ 本
調査では ､ 既に述 べ た よう に ､ 法学専門の 母語話者が多か っ た (4人)｡ 彼らの 特徴 の ひとつ と
して､ 将来の進路に 関わる話題 に対 しては敏感であり ､ 特に ｢弁護士になる ?+ とい うような
質問に対してすべ ての 法学専門の 母語話者が逸脱を留意 した｡ 現状の厳 しさと自分の 希望の た
め､ ほとんどの 法学専門の 学生は法律関係 の仕事を しないもの の ､ よく将来の こ とに つ い て聞
かれる場合が ある｡ 次の例 で は ､JF5は CF3が提供 した話題を逸脱と して 留意 し､ 調整 を行う｡
例198:CF3は JF 5 の専 鄭 こ つ い て尋ねて い る. [cF 3ⅩJF 5 26行
- 2 8行]
cF3:三 戯 ⊥ うん ほ うり､ あ､ 法経学部†
∬5: 専攻 で すか† 私杜法律です
cF3: うらやま しい 日 本欝
JF5: え ､ 但を専攻呈 出 )
そう､ 牡経学部です
お - ､ す ご い ､
この例では ､ CF 3 の専攻に関わる質問 ｢ご専攻は†+ と特にそ の答え ｢お - ､ す ごい ､ うらや
ましい+がJF5に逸脱と して留意された｡ ｢す ごい+､ ある い は ｢うらやま しい+ と言われる と､
JF5は恐らく ｢弁護士 になれ るか ら､ うらやま しい+ とい う ニ ュ ア ン ス が入 っ て い るだろうと
捉え､ 不愉快に感 じ､ 不適切 な話題だと否定的に評価 した ｡ さらにJF5は この まま何も調整 し
ないと､ こ の話題が拡大され ､ 今の 不愉快な気持ちが さらに増加す る恐れが あると判断 し､ 話
題の変更という調整 を行 っ た ｡ す ぐに専攻の話題を自分か らCF3に移し､ CF3 の専攻に つ い て
尋ね始める｡ ｢え､ 何 を専攻されて い るん ですか†+ とい う調整の 発言で ､ JF5が急 にです
･ ま
す形から敬語に変えてお り ､ こ の ス タイル ･ シ フ トと笑 い に より､ JF5 の緊張感を検出する こ
とができる｡ Sa ,ille -Tr ｡ike (19 89‥ 62) が論じる よう に､ 丁寧度の上
- の ス タイ ル ･ シ フ ト
によ っ て ､ 相手との 距離を置き ､ 自分の 不満を示すこ とが可能であるo さらに ､ ア ジア系参加
者のイ ンタ ー アク シ ョ ン にお いて は､ 笑い は問題や当惑 (Sc ollo n& Sc ollo n1995: 143)､ ま
たは悲しみ及び怒 り(McDa nie120 00‥ 275) を隠すこ とが できる｡ よ っ て ､ 上の 例の ス タイ ル
.
シ フ トと同様に発 生 した笑い もJF5 の緊張感を反映す ると考えられ る｡
内的場面にお い ても ､ 相手 が非法学専門の 人であれば､ 同様な逸脱が留意される可能性があ
るo JF5 の F UIに よれば､ 他 の 母語話者と のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ 同様な逸脱を留意
する場合がよく ある｡ そ の 際でも ､ 同様 な調整を遂行す る傾向があるた め ､ 内的規範が調整の
248
賢
iq
恨
- - -
-､り-L-
墨
過程を支配して い るようだ｡ 但 し､ 母語話者同士の 内的場面におい て ､ 相手が非法学専門の 人
であ っ た場合 ､ 専門知識を持 つ 者と持たない者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン になるた め､ 互い の相違
点を認識するこ とに より ､ ある種 の接触場面で あると解釈する ことができるだ ろう｡
本調査では ､ A グル
ー プ非 母語話者が提供 した話題 に関す る逸脱が最も調整 されて い た (4
件) が､ 他の グル
ー プで調整 された話題と重なるとこ ろが あるた め､ A グル ー プ の 特徴だとは
言い にくい o さ らに ､ グル
ー プ とは 関係 なく ､ 母語話者 の法律専攻､ 母語話者 の将来 ､ 言語学､
過去の経験､ 金銭 などに 関す る話題は調整され る場合もされない場合もあっ た ｡ よ っ て ､ 母語
話者の調整行動は 話題自体に 支配されて い るの では なく ､ 母語話者が持 っ て い るリ ソ ー ス に支
配されてい るようで ある｡
<媒体ル ー ル >
媒体ル ー ル の違反が母語話者に不快感 を与えた場合の 逸脱 3件が調整された ｡ まず､ A グル
ー プでは AF3 の逸脱 2件が調整 された｡ 例えば､ 相手 の 発言に集中するあまり ､ A F3は身体を
前に傾けて JF 8に近づく ケ ー ス が あ っ た｡ A F3は自分 の個人的なス ペ ー ス に入り込み過ぎた と
JF8が評価した ｡ とて も不愉快に感 じたた め､ すぐ身体を引い て しま っ た｡ 近接学の研究で 明
らかにな っ たように ､ 文化 に よ っ て相手との 間の 快適な距離は異なり(Ande r s o n200 0､ Sa m o v a r
& po rte r2001､ Sc ollo n& Sc ollo n1 995､ フ ア ン 2002)､ 相手が近過 ぎる ､ 遠退 ぎると物理
的に感 じる場合､ 逸脱 を留意 し､ 自分にとっ で択適なス ペ - ス を保 つ ために ､ 自分の 身体で調
整を行う傾向が ある｡ こ の ような逸脱は 内的場面より ､ 接触場面に生 じる可能性が高いもの の ､
場面の種類と関係 なく ､ 同様 な逸脱が発生すると､ 調整されるだろう｡ その た め ､ 調整を支配
する規範は接触規範では なく ､ 内的規範で ある｡
既に 5. 1. で紹介した ように ､ C グル ー プ非母語話者の 近接学に関する逸脱が調整され ない 場
合があっ たo しか し､ C グル ー プ非母語話者の 場合は近すぎたので はなく､ 遠すぎたか らに よ
る逸脱だっ た ため ､ こ の調整 の差異が現れたと考えられる｡ つ まり自分の個人的なス ペ
ー ス が
脅威された場合の方が調整されやすい と考えられる｡
また､ c グル ー プの 場合､ cF 4 の微笑に関する逸脱が調整された｡ Baye sの 1972調査に よれ
ば､微笑は親近感(inte rpe r s o n alw armth)の 知覚と関係があるとい う結果が出て い る(Cap pella
&palm er 198 9: 1 76)｡ また ､ Eno m oto (1 993: 10 2) が指摘する通り ､ 接触場面におい て も､
微笑が肯定的に評価される場合が.ある｡ し
か しJF7との イン タ ー アク シ ョ ン にお い て ､ CF 4は
ほとんど微笑まなか っ た ｡ 男性 のイ ン タ ー アク シ ョ ン より ､ 女性のイ ン タ
ー アク シ ョ ンで はお
互いに笑み を見せ るの が期待 されるため (Richm o nd & McCr oskey 2000: 2 44)､ CF 4 の笑 っ てい
ない ことがJF7に逸脱と して 留意され ､ 不愉快だと否定的に評価された｡ さらに調整として ∬7
もcF4に合わせ ､ 故意に笑わなか っ た｡ Cho vil(197) が指摘するように ､ 笑い は人間関係を
スム ー ズに促進させ るための 1 つ の 道具で あり､ 聞き手の 理解､ 集中､ 反応を表す機能が含ま
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れているo 特に 日本語母語話者 の 場合､ 自分が
一 貫 して笑 っ てい るの に ､ 相手が同 じような表
情を見せない と ､ 不愉快 に感 じる人が少 なく ない だろう｡ 相手に言語自勺､ 非言語的にも合わせ
ようとする気持ちか ら考えると ､ こ の ような現象はア コ モ デ ー シ ョ ン理論 (Gile s1980､ Be ebe
良Gile s1984: ac c o m m odatio nthe o ry) と重なる部分がある｡ JF7が意識 して調整と して自分
の行動を CF4と合わせ ようと した の で ､ こ の行動が収欽 (c o n ve rge n c e) の
一 種だと考えられ
る｡ 接触場面に限らず､ 内的場面にお い て も ､ 相手が笑わない と ､ 恐らく表情の調整が遂行さ
れるため ､ こ の ような調整過程 を支配するの は内的規範で ある｡
4) 非母語話者 を支援 しようとする場合 (7件)
内的場面､ 接触場面の どちらのイ ン タ ー アク シ ョ ン にお い ても､ 相手 を支援する場合が ある｡
確かに､ Miya z aki (2 001: 48) が論 じる通り ､ 接触場面にお い て調整要求マ ー カ ー が出されな
くても､ 母語話者に より調整 が遂行 され る場合が ある ｡ 例えば ､ 相手の 言語生成途中でためら
いが発生 した場合 ､ 母語話者はそれ を言語的な問題と して判断 し､ 語嚢を補っ た り ､ 相手 の文
を完成したりす る場合が ある ｡ 本調査では ､ こ の ような特徴の 見られたケ
ー ス は 7 件あり ､ A
グル ー プに対 して 1件､ B グル ー プに対 して 2件 ､ C グル ー プに対 して は 4件で あっ た ｡ 6 件
は非母語話者 の言語生成に 関わる言語的な逸脱で ､ 1件は非母語話者の言語管理 に関するもの
である｡
① 言語生成
母語話者は非母語話者が言語生成時に苦労 して い ると意識 した時 ､ 支援と して調整を行 っ て
いたのが 6例見られた ｡ 内訳 は
.
A グル ー プに対 して 1件､ B グル ー プに対 して 2件､ c グル -
プに対して 3件で ある o 最初 の例で は ､ CFl の言語生成 に関す るためらい が逸脱として留意さ
れ､ 調整が遂行された｡
例199:CFlとJFlは気候に つ い て話 して い る6｡ [cFlx ∬1 6 6行 - 67行]
JFl: や っ ぱり雪も少なくな っ たんだけれど
CFl:
JFl: あ! そ れも
CFl: です よね
う ー ん で もや っ ぱり冬は
ラ - - ん
直上生息
温度 が * た 高くな っ て
うん なん か環境の 関 * のせ い
この例で は ､ CF lが ｢温度が 高くなる+ と言い 始めるが ､ ｢温度が+ と発言 して から､ 0･ 5秒ぐ
6 同 じ逸脱が例 10 1 でも見られ るc
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らい のためらい が発生 し､ JF lが こ れを CF l の言語生成に関わ る逸脱と して留意 し､ ｢高くな
る+ と言い加 える調整 を遂行 した｡ CFlが困っ て い るとJFlが判断 し､ 支援しようとした｡ 内
的場面におい て も ､ 相手 が語桑を思い 出せ ない 場合､ 話の 途中で少 しため らうと､ 相手を支援
しようとし､ 調整 を行うこ とがあるだろう｡ この 面にお い ては ､ 共話 (峯川 20 01) と重なる部
分もある ｡
上の例で は ､ 非母語話者 の 沈黙と い うパ ラ言語的なシ グナ ル が母 語話者 に留意された の で ､
逸脱が調整された と言え るが ､ 必ず しもそ うとは限らない ｡ 次の例で は ､ 非母語話者の ジ ェ ス
チャ ー ､ つ まり完全に非言語的なシ グナ ル に より ､ 母語話者に逸脱の 留意と調整が行われた｡
例200: CM2は JM3と 日本 の ア ダル ト ･ ビデオに つ い て話 して い るo [CM2ⅩJM 3 55行 - 57行]
cM2: シ ョ ッ ク受 けたとい うか - - - で ､ レ ン タル ビデオ屋さん で ､ 並 旦313 ヱ
JM3: こ っ ちに来て か ら (笑い) あー -
c姐2: + 五 地 ユ_
JM3: あi 塵 逆皇±垂
この例では ､ CM 2は ｢並 びます+ という言葉が思 い 出せ なか っ た が ､ JM 3に助 けを求めず に､
ジ ェ ス チ ャ ー に より ､ 会話を進め ようと した ｡ JM3は CM2 のた めらい とジ ェ ス チャ
ー を言語生
成の問題と して羅識 し､ つ まり ､ 逸脱 と して留意 した の で ､ 支援的調整と して CM2が探して い
た動詞を提供 した｡ こ の例 と上述 の ｢3+ 不愉快に感 じる湯合で の例との大き い な違い は ､ 明
確な調整要求 マ ー カ ー の 有無と い う点にある｡ こ の カテ ゴリ ー の調整では ､ 非母語話者 は明確
に母語話者に調整要求 マ ー カ ー を出さない ため ､ 母語話者が非母語話者の 行動を読み取ろうと
し､ 調整の 必要性 を自分で予測しようとする ｡ よ っ て ､ 相手を支援しようとす.る行動 に当ては
まる｡
② 言語管理 の 失敗
非母語話者が 言語管理を行お うと した が ､ 途中で失敗 したことに対 して調整 が行われたケ
ー
スも1 つ 見られた｡ CFlは自分の 専門をうまく説明する こ とができず､ 途中で諦めて しま っ た｡
支援としてJMlは CFlに盤つ かの 質問をし､ CFlが も っ と説明でき るように調整 を行 っ た｡
-
般に参加者はイ ンタ ー ア ク シ ョ ンが ス ム ー ズに進むはずだと期待して い るの で ､ 言語 の生
成途中､ 相手が た めらえば､ それを逸脱と して留意する｡ 相手が苦労して いるの を見ると ､ 助
けてあげたい気持ちが 沸き ､ 調整に より､ 相手を支援する傾向が見られる｡ しか し､ 上の 例で
論じたように､ こ の ような場合には ､ 相手か らの 直接の 調整要求がなく､ 自分自身で相手の間
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摩を判断 し､ 適切 な調整 を遂行 しようとするo 内的場面 ､ 接触場面にお いて▲も
こ の ような傾向
が考えられるため ､ 内的規範が適用されたと言 えるだろうo しか し､ 5･ 1･ で明らかに したよう
に､ 支援する気持ちがあ っ て も､ 母語話者は必ず しも調整を行うための リソ
ー ス を持 っ てい る
とは限らない ｡
5) 相手 の名前に関わる逸脱が生 じる場合 (7件)
本調査の結果で は ､ 非母語話者 の名前 に関す る逸脱 の 場合 ､ 調整が行われ る可能性が高い ｡
インタ - アク シ ョ ン で の 人間関係 を構築す るた めに ､ 互 い に相手の名前を知る必要が あるだろ
う｡ 知らない場合､ イ ン タ ー アク シ ョ ン が進 めにくくなると考 えられるか らで ある｡ 非母語話
者の名前に関す る逸脱が調整 されたもの は 7件あり ､ B グル ー プ に対 して 1件 ､ c グル
ー プ に
対して 6件で あ っ た ｡ 加藤 (2000) の 研究にも ､ 母語話者 とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお いて 中
国語母語話者非 母語話者の名 前に関する逸脱が 目立 っ と い う結果が で て い るが ､ 本研究は加藤
の研究を支持する こ とにな っ た｡
本調査で は､ 名前に関する調整は言語的､ 社会言語的逸脱 に分けられる｡ そ れらの 特徴を以
下まとめる｡
①言語的逸脱
名前に関 して調整 された言語的な逸脱の 4件す べ て の場合 ､ 母語話者は非母語話者をメ ッ セ
ー ジを聞き取る こ とができなか っ た｡ 次の 例 で は､ JM 3は CM2 の逸脱に対 して調整を行う｡
例201:JM 3と C M2は自己紹介を して い るo [CM 2ⅩJM3 1行 - 2行]
JM3 : え ー と､ 木村で す ガ † ガ ン † ガ ン さん､ は い
cM2: はい ､ ガ ン タク トウ です､ ガ ガン ガン
この例では JM 3は CM 2 の名前を聞き取るこ とができなか っ たため､ イ ンタ
ー アク シ ョ ン が進め
られる前に ､ 母語話者が非母語話者の名前を確認 しようと した｡ .
他の 3例もこ の 例と似て いた が ､ す べ て C グル ー プ非母語話者のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン で生 じ
てい た｡ 但 し､ 既 に述べ たように ､ 母語話者は非母語話者の メ ッ セ
ー ジを聞き取 るこ とができ
ない場合での 逸脱が､ 他の グル ー プより C グル ー プは多か っ たか らで ある｡
②社会言著的逸脱
名前の 社会言語的逸脱は ､ 形 ､ 及び バラ エ ティ ･ ル ー ル に関するもの で あるo まず､ 形ル
ー
ルに関する逸脱 2件は C グル ー プ非母語話者のイン タ ー ア ク シ ョ ン で見られたo 例えば､ 次の
例では､ cFl の名前の形 に関する逸脱が調整される｡
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例202:JMl はCFl の名前の漢字に つ い て尋ねる
7
o [cFl xJM1 8行 - 13行]
JWl: チン さん の 字 は † これが ､ うん と名前 に
cFl: あの
- * *(紙 の上演字を書く) うん ､ 姦壷鼻､
JMl: なるん ですか ､ 苗字と各前†
cFl: 苗 字ですね
あ! こっ ちが苗字ですか†
うん
* あ!名前は†
名前 は * (書く)
JMl: う ー - ん うん
cFl: 中国語 の発音 は チ ン ･ rlu eなん ですけど､ で もtlue の発音はまず難しくて あの -
JMl: お
- -
cFl:自己紹介す る時は い つ も * チ ン ･ エ で ､ い い ます
この例では ､ JMlは CFl の名前 の漢字を逸脱と して留意 し､ 名前の 形を把握す るた めに ､ 複雑
な調整を行うo CFlが 書いた漢字を見た際､ どちらが名前 ､ どちらが苗字なの か は理解不可能
であっ たた め ､ JMlは調整と して確認を要求する｡ CFlが最初に書い た字は名前だとJMlは思
っ てい るが ､ 調整に よ っ て 実は苗字 であることが明らか になるo それか ら ､ JMlが CF l の名前
の漢字を要求 し､ 調整の 過程が続く ｡
母語話者にと っ て中国語 の名前が わかり にくくなる要因は いく つ か考えられる｡ もちろん上
述の言語的逸脱の 例と同様に非母語話者の発音 ･ 発声と発話の 速度に問題がある際､ 母語話者
は非母語話者の メ ッセ ー ジ を聞き取る ことができない場合がある｡ しか し母恵話者が 聞き取れ
ない原因の す べ て は非母語話者に あるとは限らない ｡ 中国語の名前の ほとん どは 日本語 の名前
より短く ､ しか も音が 異なり ､ 母語話者に認知されにくい ため ､ こ れも逸脱の 原因になる可 能
性がある｡ さらに ､ 漢字から生み 出され る問題もある｡ まず名前を聞く際 ､ そ の 発音はもと の
中国語の発音なの か ､ 漢字の 日本語読み なの かと迷う母語話者がい る｡ また ､ 漢字で書い て あ
った中国語の名前を見ても ､ どの 字が苗字を示すの か ､ どの字が名前を示すの か分か らない と
いう名前の形 に関わる問題 もある｡ C グル ー プの名前には こ の ような特徴があるの で ､ 他 の非
母語話者グル ー プより逸脱が 留意され ､ 調整される頻度が高い と考えられる｡
しか し､ 名前の 問題は C グル ー プだけ調整されたの で はない ｡ B グル
ー プの名前の バ ラ エ テ
ィ ー も逸脱と して留意され ､ 調整されたの も1例見られた｡ 次の例は名前に使用されて い る言
語の バ ラ エ テ ィ ー に関す るもの で ある ｡
7 同 じ逸脱が例 54でも見られ るo
253
例203:BF3 は自己紹介を行 っ て い る
8
o [BF 3ⅩJF3 1行]
BF3: は じめま して､ 旦 出 藍土
JF3:
BF3:
JF3: ハ
ー フか †
え, 田中†
シ ン チ ヤ は い
田 中シ ン チ ャさん † あ､ じや あ
この例で は､ BF 3は非母語話者で あるた め､ JF3は名前が 日本語の 名前と異なるだろうと予測
したo しか し､ B F3 の日本語 の苗字を聞い た瞬間､ 自分の 予測が現実と 一 致 しない こ とがわか
り､ 一 瞬混乱 して しま っ た｡ また､ 日本語 の苗字の 後､ 日本語 の名前が続いて こない た め､ BF3
の名前を静知する こ とができ なか っ た｡ 言語の バ ラ エ テ ィ ー が急 に変更されたた め ､ 逸脱を留
意し､ BF3 の名前 を理解す る ため に ､ 調整を行 っ たわけで ある ｡ FUI で JF 3が こ の 談話につ い
て次の通り語 っ た ｡
｢Gゃまで5 櫛
､
っ た ん で､ めjG分の 中で, あ あ 5本 の名厨が(atノ酌 一題 ん で虎ん で､
そこ でシンチャ ときたん
-
E?o 鼻分普薗l=AF3きんみ度(,府 こj5の名 励J<るとJglっ でいれば
普薗l=厨き凝れ虎A/です〆ナど+ ノ留 っ て磨い tこ ろl=きえん 7;.
''
jfI
''
J
この ような例 で ､ 母語話者 の 予測が逸脱の原因になる こ とが わか る｡ 相手が非母語話者 であ
る場合には ､ 名前に 日本語 の バ ラ エ テ ィ ー が使用され ると期待されてい ない ため､ 日本語の バ
ラ エ ティ ー が現れ ると ､ - 酵母語話者が 迷い ､ メ ッ セ
ー ジ の残りが認知できない 可能性があるo
本研究で は ､ こ の ような例は B グル ー プ の 非母語話者に対 して しか見られなか っ た が ､ B グル
ー プは日系人で あり､ 名前に言語の バラ エ テ ィ ー が混在する こ とが多い ためで あっ た｡ 例? ?
では､ 日本語の 苗字と外国の 名前を持 つ の で ､ ハ ー フ だろうと ∬3は誤解して しまうが ､ こ の
後BF3 の両親が2 人とも日本人だと明らか になり ､ 予測はさらに問題を起 こす｡
非母語話者の外来性 を強く感 じるため ､ 名前に関す る逸脱は様々 な原因によ っ て留意される
が､ 日本語の 内的場面と同様 に ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン をうまく促進するために ､ 相手の名前を
把挺しなければならない と感 じる母語話者は少 なくない ｡ こ の 逸脱は内的場面より接触場面に
おいて多く留意され るにも関わらず ､ 名前の 逸脱は 内的場面､ 接触場面と 関係なく ､ 調整され
る傾向が強い ようである｡ よ っ て ､ 非母語話者 の名前 の逸脱が調整される場合 ､ そ の調整過程
を支配するの は内的規範だと言えるだろう｡
しかし､ 非母語話者 の 名前に関す る逸脱 は調整され る可 能性が高い もの の ､ 4･ 1 と5･ 1･ で既
8 すべ て の 名前は仮名である｡
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に論じたように ､ い つ もそ うで あるとは限らない ｡ 接触規範の 適用 によ っ て留意された逸脱が
否定的に評価されない場合 ､ ある い は否定的にされたと しても､ 母語話者が相手 にもう 一 度聞
き返すの は央礼だと思う場合 などが ある｡ よ っ て母語話者間でも差があると考 えられる｡
6) 相手 の こ とに 対 して驚き ､ も っ と深 ぐ情報を得たい 場合 (5件)
特に社会文化的な逸脱 に関 して相手 の習慣 ､ 生活 パ タ ー ン な どに つ い て逸脱 を留意 し､ さら
に深く情報を得たい と思う場合がある｡ 相違点がき っ かけとなり ､ こ の状況は異文化間 コ ミ ュ
ニケ ー シ ョ ン の 典型的な例だろう｡ 相手の 外来性を逸脱と して留意し､ 詳 しく尋ねる必要性を
感じ､ 新情報を得るために ､ 調整が遂行され る｡ この ような場合は 5例 あり ､ A グル ー プに対
して2件､ C グル ー プ 3件の 逸脱が調整された｡ す べ ての 逸脱 は社会文化的な外来性に関係 し
ている｡ 最初の 例 では ､ C F4 の日本で の 生活 パ タ ー ンが ∬8 に逸脱と して留意され る｡
例204:JF5とCF4 は CF4 のア ル バ イ トに つ い て話 して い る｡ [cF 4ⅩJF8 78行 - 80行]
CF4: とり あえずは昼間 - ぐら い か ら､ そ れか ら昼､ 夜 はや っ て い ない ん ですね
JF8:
CF4: やっ てますア ､ ア ル バイ トは
JF8: あ ､ そ うで すか
あ !大学院は
土日 だ けで ､ 昼 1 2時くらい か ら 4時まで
ア ル バ イ トは 土日 だけ
この例で は､ JF8 は CF 4が昼間アル バ イ トをして い るとい うこ とに対 して驚き ､ なぜ勉強しな
いのかを知りた い と思 っ て い た(FUIに よる)｡JF 8に と っ て大学生は昼間､ 大学に い る はずで ､
CF4がその 時間帯 にア ル バ イ トをして い る の は納得す るこ とができなか っ たo 昼間ア ル バイ ト
をするなら､ 一 体い つ 勉強ができ るの かと疑い ､ 調整と して ｢大学院は†+とい う質問をするo
CF4 の生活パ タ ー ン がJF 8 の予測と矛盾 した ため ､ こ の ような逸脱が調整されたわけで ある ｡
次の例では ､ AM2 の日本で の 専門が ∬2に逸脱と して留意される ｡
例205: AM2 は自分の 指導教官 と専門に つ い て話 し始め る9｡ [AM2ⅩJF 2 14行 - 33行]
姐2: 僕は ⅩXX先生知 っ て い ますか † うん ､ ア メリ カ経済史になる んだ け ど
JF2: あ ー ､ 知 っ て ます
A”R: (省略†
JF2: 取っ てま したね ( 省略) なん で 日 本に 来ようと した んで すか
9 同じ逸脱が例 112 で も見られ るo
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あ ー - 去年
(ため息) う ー ん ､ なん で だろう ( 笑い)
ふ
A舶2:
JF2= &
う ー - ん ､ や っ ぱり 4 年 ぐ ら い べ ん ､ 日本語を勉強 して
AM2: よね､ 向こ う
∬2: う
ー
- ん
そ れ で * うん ちょ ､ それ を生かすために
うん 日本語を専攻 した ん です
う - - ん
皇二 b_､_で もや っ て い る ことっ て ア メ リカ
Au2: あ! 別 に ア メ リカ 経済の こ と をや っ て い る わ け じや ない ん です け ど * うん - 応
JF2:_ 塵汲史壬生よ虫⊥ あ ー -
AM2: あの 先生は なん か 国際なん だ ､ 国際比 較経済給 うん ､ ア メ リ カ の こ とだ け じや , ま - ､ 色ん な国 の
JF2: あ ー -
AM2: ことをや っ て る か ら * うん そうですね
JF2: 娃 い ア メリカ だっ た らなん で ア メリカ じや ない ん だろう
AM2: そうですね､ あま り意味ない ですね ( 笑い)
JF2: ( 笑い) か なと は は は は は は は は はは
JF2 は､ アメ リカ経済史を研究す るた め に､ AM2 の来 日を逸脱と して留意するc ア メリカ経済
史を研究するなら､ アメ リカ に行 っ た方が合理的だと JF 2は考えて い たの で ､ 自分の 留学に つ
いての期待とAM 2 の専門が矛盾 し､ も っ と深く知りたか っ た ｡ こ の ままでは納得できず ､ 調整
として ｢なん で 日本に来 よう と した んですか†+ と試み ､ 逸脱の 原因を調査 しようと した｡ し
かし､ AM2 の返事で は ､ 日本語 の勉強が中心 になり ､ JF2は まだ日本でア メリカ経済を研究 し
ている理由を聞き出せなか っ た｡ JF2は ｢でもや っ て い る こと っ て アメ リカ経済史ですよね†+
とさらに調整を行 い ､ AM 2 の専門の説明により､ 納得 した｡
接触場面に限らず､ 内的場面にお い ても ､ 前述の 例と同様に ､ 相手の 発言の 内容に 関して外
来性を感 じ､ 逸脱 を留意した 場合､ 納得するこ とができ るまで ､ も っ と深く説明 してもらうケ
ー ス があるo 調整 の 遂行に より ､ 相手の 話をもっ と深く聞き､ 新情報を得る ことができる｡ 内
的場面､ 接触場面の どちらにも起 こ り得る調整の 種類 なの で ､ 内的規範が働 い て い ると言える｡
以上の 分類か ら､ 内的規範の 適用に よる調整の遂行は ､ 様々 な種類が数多くある こ とが わか
る｡ 内的場面､ 接触場面にお い て発生する逸脱の 種類と発生す る頻度は異なる場合があるもの
の､ 調整では 内的規範が適用 された場合が多い ｡ 上の 1) で論 じたように ､ 母語話者に調整を
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含むタ
ー ンが譲 られる場合 は ほぼ 100%調整が遂行され る. 母語話者は質問などに答えられな
ければならない と感 じるた め にこ の ような結果にな っ て い ると考えられる ことか ら､ 調整は会
話の制約に支配される場合が ある と言える｡ また ､ 母語話者はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン促進を維持
しなければならない と感じる時にも､ 調整を行う傾向が見られる｡ 但 し､5. 1. で論じたように､
このような調整が行われ るこ と自体は母語話者 の持 っ て い るリソ ー ス の制約を受ける｡ つ ま り ､
母語話者は自分の メ ッ セ
ー ジ を相手 に伝えるた め ､ 相手の メ ッ セ ー ジを理解するた め ､ 気まず
い沈黙を埋 めるた め の リ ソ
ー ス を持 っ て いれ ば､ 調整が遂行される ｡
また､ 不快感を取り除くた めに調整が行われる場合が ある｡ 母語話者に不快感 を与 える逸脱
のほとん どは社会言語的逸脱 で あるた め､ 調整 されたもの も社会言語的逸脱に集中して い る｡
そのうち､ 好ま しくない話題 ､ 及び非言語的行動に対 して調整が行われたo 一 方､ 相手 を支援
するために調整が行われ る場合もある｡ 相手を支援すれば､ イ ン タ ー アク シ ョ ン の促進 を維持
することができ るた め ､ 相手 に言語生成や言語管理 で困難が生 じて い る時に調整が行われる場
合が見られる｡ また ､ 非母語話者の名前に関係する逸脱も調整 され る可能性が 高い ｡ 相 手の名
前を聞き取る ことができな い場合 ､ 相手の名前の形 を理解する ことができない 場合 ､ 相手の名
前に使用されて い る言語 の バ ラ エ テ ィが わか らない場合 などに調整 が行われた ｡ 最後に母語話
者が相手の こ と に対 して驚き ､ も っ と深く情報を得 た い 場合 にも調整を行う｡ 母語話者は相手
の背景､ 日本で の 生活などに対 しで情報を得たい とい う状況だ っ たため ､ 調整 されたもの はす
べて社会文化的な逸脱で あっ た｡
接触規範で生 じた逸脱に対 して調整が行われた場合の ほぼす べ てが ､ 内的場面と同 じように
内的規範が適用 されて い た｡ こ の 結果か ら､ ｢調整+ というもめ自体が主に内的規範に支配 され
ていると考えられる｡
5 . 2 . 3 . 接触規範の適用により調整された逸脱
内的場面で逸脱が発生 して も調整が行われない 同 じケ ー ス で接触蕩面で は 同様 な逸脱 に対
して調整が遂行される場合が ある｡ また接触易面で は ､ 内的場面とは異なる方向から調整を行
うこともある｡ 母語話者は 内的場面と異なる行動をと るの で ､ こ の ような場合 には ､ 接触規範
が適用されて い る と考えられる｡ 調査結果より ､ こ の ような場合はさらに ｢正確な日本語を提
供しなければならない と感 じる場合+､ ｢日本の 代表に ならなければならない と感 じる場合+ と
いう2種類が あっ たが ､ い ずれも数 は少ない ｡
1) 正確な日本語 を提供 し なけれ ばならない と感 じる場合 (1件)
言語的､ 社会言語的な逸脱が発生す る際 ､ 母語話者は 日本語母語話者 の代表と して非母語話
者の逸脱を訂正 しなければな らない と感 じる場合が ある｡ 本調査で は ､ C グル ー プに対 して 1
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例だけ見られたo こ の 例で は ､ ｢下宿+ の 意味が CF4に 間違 っ て捉えられるo
例206: CF4は JF8 の住ん で い るとこ ろに つ い て尋ね る｡ [C F4ⅩJF 8 36行 - 37行]
cF4: 家から通 っ て るん で すか†
JF8:
皇+セユ塞_も王盈塾旦_皇±か† と食事
い え ､ い え ､ 下宿で す
CF4:
JF8: 旭 丘
あ ー そ うです
JF8が自分の 住ん で い ると こ ろを鋭明する際､ ｢下宿+ とい う語嚢を使用するo CF 4は ､ 下宿と
は貸し主の家に間借りするような､ あるい は食事が付 い て い る寮の ような所とい う意味しか知
らず､ さらにそ の ような部屋は珍 しい の ではない か と感 じた ため､ ｢え､ 今も下宿 ありますか
†+と調整を始め る｡JF8はC F4 の質問を聞き､ CF 4 の誤解を留意 し､ ｢あ ー - ､ そうですよね､
下宿じやなくて ､ ア パ ー ト借りて住んで います+ と調整を行 っ たo ｢や っ ぱク言薯叡辞夢tか
5/L-て屠度磨か唐と感 C
l
夏 Lた+ とFUI でJFBが報告し､ 自分が使っ た ｢下宿+ の 用法を取り
消し､ 自分の 発言をCF 4が学習した用法に調整 した｡
相手が母語話者だっ た場合 ､ こ の ような逸脱は発生 しない だろう し､ 発生 したと しても この
通り調整される とは考えが たい ｡ 特 に ｢そうです よね ､ 下宿 じや なくて ､ ア パ ー ト借りて住ん
でいます+ とい うように ｢下宿+ の 日常的な意味を否定するまで は しない だろう｡ 相手が非母
語話者であるた め ､ 辞書 に載 っ て い る ｢正 しい+ 日本語 を維持 し､ 接触場面で あるがた めに ､
このような調整を遂行したと考えられる｡
日本語の代表にならなければならない という状況では ､ テ ィ ー チヤ ー ･ ト ー ク (He ath 1 978)
のように非母語話者の 誤用 を訂正する ような行動もあり得 る｡ 本調査で例はなか っ たが､ 内的
場面では この ような調整が あまり遂行され ない た め ､ 接触規範が働いて い ると言える｡
2) 日本の代表にならなけれ ばならない と感 じる場合 (2件)
特に社会文化的な逸脱の うち ､ 非母語話者 が日
.
本に関する知識が足 りない場合 ､ あるい は持
っ てい る知識が間違 っ て い る場合などに関 して ､ 母語話者はある点を明確化する必 要性を感 じ
たり､ ｢日本人+の 立場から反論 したりする ことがある｡ こ の ような例は本調査で 2件見られ ､
Bグル ー プ 1 件､ c グル ー プ 1 件の 逸脱が調整 された｡ 調整された逸脱のす べ て は日本の社会
文化に関係 し ､ ｢非母語話者の 日本に対する意見 ･ 観察+ 及び次の 例で紹介する ように ｢非母
語話者の 日本 に関する知識+ に関す るもの である｡
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qL1207‥CF3とJF3は ス ポ
ー ツ に つ い て話 して い る10o [cF3ⅩJF 3 42行 - 44行]
cF3:ス ポ
ー ツが得意ですね† あ ー あ - そう あ ー 里墜も⊥
JF3: 得意ではな い けど､ 好きですね うん ､ 色々 ( 笑い) 竪墾
cF3: あ
ー あ ー そ うそ うそう
JF3:+茎ニ + 竪塾豊里 ユニ 払 ±ヱ ､ i ム+ 定む_ら
cF3: はい
JF3: あんまり
この例では ､ JF3 は CF3 に自分 のや っ て い るス ポ ー ツ の うち､ ｢野球も†+ と固かれ た際､ 予測
に反する質問で あ っ たため ､ そ の 質問の 内容 を逸脱と して 留意する o 日本で は野球は
一 般的に
女性のス ポ
ー ツ で はない の で ､ こ の ような質問をされ るの は JF 3に と っ て驚きであ っ た｡ 日本
のス ポ ー ツ の 現状か ら考え る と ､ こ の ような質問は ｢常識+ とずれ てい る こ とを非母語話者に
教えなければならない と感 じ､ 調整を遂行 した わけで ある ｡ 下線の部分で は ､ ｢結構野球 っ て
男のス ポ ー ツ+ と して は っ き りと ､ CF 3に ｢日本人+ の持 つ 意識を教えようと して い る｡
内的場面で は ､ こ の ような文脈で逸脱が発生す る の は考えたくい o 相手の 母語話者が ｢野球
も†+ と発言 したならば､ 冗談で ､ 別の 意味があるの では ない かと推測するだろう｡.
しか し､
JF3は CF3 の質問が日本 の 女子 ス ポ ー ツ に対する誤解か ら生み 出されただろうと推測し､ 日本
人として相手の 誤り を直さなければならない と感 じて い た ｡ 内的場面におい て こ の ような逸脱
は発生しにく い し､ 発生 したと しても､ 調整されない の か ､ 全く異なる調整が遂行され るだろ
う｡ つ まり ､ こ の ような調整は接触場面特有の 調整で あるため ､ そ の調整過程を支配 して い る
のは接触規範だと言 っ て よ い だろう｡
他の例は BM2 の日本人に対す る意見に関するもの で ある .
例208:JF2は自分の フ ラ ン ス 語能力 につ い て話 して い る
11
｡ [BM2ⅩJF 2 35行
- 41行]
JF2‥でもまだ全然 しや べ られない ん で すけど‡笑 い) これか らちょ っ と頑張らなくちゃ (笑 い)
B舵: そうですか それ はね ､
JF2: う､ うん
BM2: あの なん か､ 普通 はね ､ あの ､_月杢左娃担+ あ
の - ､ 読む とか ね あの
-
､ 聞き取るとか なか なか 上達
10同じ逸脱が例 125で も見られる｡
11同じ逸脱が例 127 でも見られ る｡
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JF2:
うん
B姐2: しますが しや
べ る の はね 監 + 遜 地
JF2: 級
B 舵:
JF2: とか
B舵: はい ､ はい
あ ー - ､ で も
もう､ なんか 本当に諸賢 の 例 え ば英語だ っ た ら c ome と か go
そうです か う ー ん
そ うい うところ しか 浮かん で 来ない から
この例では ､ ｢普通 は ね+､ ｢あの ､ 日本人はね+､ ｢皆が+ で わか る通り ､ BM2が 日本人全般 の英
語能力につ い て の ス テ レオ タイプを発言するo 日本人は読む の が上 手だが ､ 話す際､ 皆は恥ず
かしがると BM2が意見を述 べ るが ､ JF2 にと っ てそ うい っ た発想 は誤解で あり ､ 恥ずか しさと
は関係がない と感 じたため ､ B M2の ス テ レ オ タイ プにつ い て調整を行 っ たo 自分の 経験† つ ま
り ｢単語が浮かん で来ない _l とい う例に基づき ､ 日本人 の代表と して BM2 のコ メ ン トに反論 し
たと考えられる ｡
先の例で述 べ たように ､ この ような逸脱も内的場面で は恐らく発生 しない だろうo 発生 した
としても､ 母語話者は こ の ような発言 を自らを含めて 日本人全員に対するス テ レ オタイプと し
て捉える可能性が低 い し､ 調整が遂行されたと しても ､ 日本代表と して遂行され るとは考えが
たい｡ よ っ て ､ こ の ような逸脱 と こ の ような調整過程は接触規範 に限られるもの で ある と言え
る｡
本調査の 結果で 臥 接触規範に より行 われる調整は少なか っ たo 確定できた 3件は日本語の
使用及び 日本に対す る ス テ レ オタイ プに関係す るため ､ 母語話者が 日本代表にならなけれ ばな
らないと感じて い る傾向が強い ｡ 内的場面にお いて母語話者が この ような気持ちになり､ この
ように調整を行うの は想像 しがた いため ､ 接触規範が働い て い ると言える｡
接触規範の適用 によ る調整があまり行われない の は興味深い 結果であ っ た｡ つ まり､
｢調整+
というもの 自体が非母語話者 を内的規範に合わせ ようとする機能が 強い ため ､ こ の ような結果
が出たと考えられる｡ 接触規範が適用され る場合 ､ 特 に母語話者が 日本人と して調整を行わな
ければならない と感 じると ､ 内的場面で行われそうな調整より ｢強い+ 調整が行 われると言え
る｡ つ まり ､ 日本 の代表に なる こ とに よ っ て ｢日本で は こう､ 日本 の規範は こうですよ+ と非
母語話者に伝えて いるため ､ 内的規範を知 らせ ､ そ れを強化 しようとして い ると考えられる｡
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5. 2 . 4 . 非母 語話者 3 グル ー プ間の差異
以上の ような分析の 結果 ､ 母語話者によ る逸脱の調整 に関して非母語話者 3グル ー プ 間に ､
差異を確定する こ とが できた ｡ 以下､ 言語的､ 社会言語的､ 及び社会文化的逸脱の カテ ゴリ ー
に沿っ てまとめて みる｡
1) 言語的逸脱に対する調整
まず､言語的逸脱 の 全体的な数で は ､C グル ー プ の 逸脱 が最も調整され ると い う結果が でた ｡
但し､ そのうち､ 12件は非母語話者の 調整 マ ー カ ー ( 言語生成時の マ ー カ ー も含む) に対 して
遂行されたため ､ 調整過程が 非母語話者自身に より始ま っ て い るこ とがわかり ､ C グル ー プに
対して調整が 多く遂行された原 因の 1 つ で あ っ た｡ Miyaz aki(2001) が指摘する通り ､ 調整の
プロ セ ス は学習者の 言語習得 に強く結び つ い て い る ｡ 特に非母語話者側から調整の 過程が始ま
る時には､ 非母語話者自身は積極的 に自分の 学習過程 を管理 しようと して い ると考えられる
(Rubin 2001)｡ 但 し､ C グル ー プで は ､ 母語話者 のメ ッ セ ー ジ受信に関す る問題が多い
.
ため ､
口頭能力と比 べ ､ 母語話者の メ ッ セ ー ジを理解す る能力が他 の グル ー プより低い とも考えられ
る｡
しかし､ 調整 された言語的逸脱 をパ ー セ ン トで見ると､ A グル ー プ非母語話者の 逸脱が最も
多かっ たことが分か る (83%)｡ つ まり ､ A グル ー プ の 言語的逸脱が否定的に評価された場合､
調整される可能性は高か っ た ｡ A グル ー プと C グル ー プの割合の相違はメ ッ セ ー ジ の 聞き取り
の逸脱にある ようだ｡ 聞き取 りに 関す る逸脱は B､ C グル ー プでは ､ 調整されない場合が あっ
たが､ A グル ー プ で は こ の よ うな逸脱自体がもともと少なか っ たた め ､ こ の ような結果に なっ
た｡ 全体的にメ ッ セ ー ジ の 聞き取り に関するC グル ー プの 逸脱は他 の グル ー プよ り 5倍程多く
留意されたため ､ C グル ー プでは声 の 明快さ､ 発音な どによる発話の 明快さの 問題 が原因にな
つてい たようだ｡ また ､ 聞き取 りに つ い て は内的場面にお い ても､ 比較的調整 しやす い ｡ 非母
語話者側が明確に言語的誤用 を犯 したの で はなく ､ 問題の 原因が母語話者側の 耳にあると解釈
することもでき るため ､ ｢え?+､ ｢ん ?+ とい う調整 マ ー カ ー は ､ FTAで あるもの の ､ 程度は低
いと考えられる｡ よ っ て ､ こ の こ とが調整遂行率の高さと関係があると考えられる ｡
一 方､ B グル ー プ非母語話者 の調整され た言語的逸脱は最も少なか っ た｡ これは ､ B グル ー
プ非母語話者の調整要求 マ ー カ ー が ほかの グル ー プより少 なか っ たからだと考えられる｡
尾崎(2001:88)の調査結果によれば､ ブラジル 人労働者は調整を回避する傾向が確かにあり ､
その原因は ｢社会的に弱い 立場に ある+ 彼らの ｢自己 の 日本語能力不足を表沙汰に したくない+
ことにあると指摘 して い るが ､ 日系人大学生にも同 じような傾向があるとも考えられる｡ B グ
ル ー プの FUI からこ の 推測を裏付ける証言がない が ､ ひとつ の 要因と して見落とす ことは でき
ないだろう｡
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2) 社会言語的逸脱に対する調整
社会言語的逸脱は ､ 3 グル
ー プ とも同じような割合 で調整されたが ､ 名前､ 及び非言語的行
動に関して差異が 見られた｡ 名前に 関する逸脱に つ い て は､ B､ Cグル ー プに対 して名前の 逸脱
が調整されたが､ A グル
ー プ に対 して 同じような結果は見られなか っ た ｡ さらに ､ C グル ー プ
の逸脱がほか の グル ー プより調整 されて い た｡ A グル ー プ の結果に つ い て考えると ､ 外国語教
育､ メディア等 の影響に よ り ､ 母語話者 は外国人の うち､ 英語圏の名前に最も慣れて い るはず
なので､ 外来性を強く感 じな い場合が多いだろうo また､ B グル ー プ の ポル トガル 語の名前も
英語圏の名前に似て い る ため ､ 母語話者に罷識されやすい ｡ さらに､ B グル ー プ非母語話者全
員は日本語の苗字をも っ て い るため ､ バ ラ エ テ ィ
ー に 関わ る逸脱が留意され る以外､ 母語話者
にとっ て認識 しやす い名前で あっ た｡
一 方､ 名前に関わる逸脱に対 して最も多く調整された の は C グル ー プ で ある o 本調査で は ､
中国と中国人に馴簸み の ある母語話者が少ない ことが原因なの かはは っ きり しないが ､ C グル
ー プ非母語話者の名前が 特に問題 になっ て い た. 日本語の 名前と比較L､ 非母語話者の名前が
非常に短く ､ 母語話者が期待す るような外国人の名前で はない場合が多い ｡ また ､ それは中国
の発音のままなの か ､ 日本 の漢字の読み方なの か に つ い て迷う母語話者が少なくない ｡ 他の 非
母語話者グル ー プより､ C グル ー プ非母語話者の名前は確認するための調整 の必要性を感じる
と言える｡
非母語話者 の 非言語的逸脱 が調整される場合にも､ 非母語話者グル ー プ の 間で ､ 差異が見ら
れる｡ A､ Cグル ー プと比 較すると､ B グル ー プの逸脱が留意されず､ 調整もされ ない傾向があ
る｡ 著者の推測 になるが ､ こ の傾向も B グル ー プ非母語話者の 日系人 とい う背景と関係がある
と考えられる｡ B グル ー プ の 非母語話者 は幼い 頃か らある程度日本の社会言語的ル ー ル が含ま
れてい る日系の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を経験 した ことが あり ､ そ の経験により ､ 無意識的に母語
話者にと っ て不愉快なこ と を引き起 こ さない行動をと っ て い るの で はない かと推測するこ と
ができる｡
3) 社会文化的逸脱に 対する調整
調整された逸脱の うち､ 社会文化的逸脱が最も調整されなか っ たが+ グル ー プ間で多少の 差
異が見られる｡ 非母語話者3グル ー プの うち､ C グル ー プの 逸脱が最も多く調整 され ､ 特に日
本に関する知識 の有無に対する調整は こ の グル
ー プ に限られて い る (3件)｡ 但 し､ こ の 逸脱は
ほかのグル ー プより C グル ー プで は否定的に評価されて い た ため ､ こ の ような結果にな っ た｡
つまり､ 逸脱 の種類に よ る差で あるo A､ B グル ー プでも社会文化的逸脱が調整されたが ､ C グ
ル ー プとは別の 種類の 逸脱で あ っ た｡
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5 . 2 . 5 . まと め
一 般的に ､ 言語的及 び社会言語的逸脱は社会文化的及び外見に関する逸脱より ､ 調整されや
すいことが本調査 の結果 により明らか にな っ た ｡ そ の うち ､ 特にメ ッ セ
ー ジ伝達 ､ 話題と沈黙
に関わる外来性が調整 される傾向がある｡ 非母語話者 3 グル
ー プ間で調整された逸脱には差異
が見られるが ､ 全体的にそ の 差異 の原因は各非母語話者グル ー プ の 特定的外来性 にある より ､
むしろ各非母語話者 グル
ー プ ､ あるい は各個人が引き起こ した逸脱の 種類 にある｡ 調整されや
すい ､ または調整 され る必要性の ある逸脱は どの 非母語話者グル ー プに対 しても調整されるた
め､ 逸脱の種類及び逸脱の 発生する頻度が重要な要因にな っ て い る ｡ ある非母轟話者グル ー プ
が他の グル ー プより多く ､ または少なく逸脱を引き起こす原因は非母語話者の 母語 ･ 母文化干
臥 育てられた環境､ ある い は個人的な要因に あると考えられる｡
また､ どの 逸脱が調整 され るか とい うイ ン タ ー ア ク シ ョ ン管理の段階では ､ 接触規範より内
的規範の影響の 方が強い ようで ある ｡ 接触規範が適用されたケ ー ス も多少あるが ､ 母語話者が
日本､ または日本語 の 代表に ならなければならない と強く感 じる場合 に限られて い る｡ 本調査
で調整された逸脱の 大部分 は内的規範に より調整され ､ つ まり ､ 内的場面にお い て 同様な逸脱
が発生したと して も ､ 同 じく調整 され るだろうと推測する ことができるもの である｡ こ の 分析
結果によれば､ 母語話者の 調整過程は内的規範に強く支配されて い ると言う ことができる｡ 要
するに､ 相手と自分の面子 を保護する必要性､ 相手 - の ポライ トネス の表示 ､ 自己主張の 遠慮
など､ 日本の 社会 的要因が母語話者の 調整過程に強い影響を与 えて い る｡ 日本に住む母語話者
は接触場面で あっ ても ､ 内的規範の 制限の 中で行動をとっ て い ると結論づけられ るだろう｡
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5. 3 . 調整 ス トラテ ジ ー の選択
本節では ､ 母語話者に よる調整 ス トラテ ジ ー の選択方法を検討す る｡ 調整行動はイ ン タ
ー アクシ ョ ン管理 の プ ロ セ ス にお いて 記録に残る場合 が多い た め ､ 最も客観的に分析でき
る部分で あると言 える ｡ よ っ て ､ 非母語話者 グル
ー プに対 して 母語話者の 外来性管理 に差
異があるならば､ 調整 ス トラテ ジ
ー の 遂行では明確に現れるはずである ｡
インタ ー アク シ ョ ン管理 に 関わる研究の 中で ､ 最も研 究されてきた段階は調整で あり ､
そのうち､ 特に調整 ス トラテ ジ
ー に関わる研究が 目立 っ (Oz aki 1985､ 1989､Miya z ak i 1 997､
2001､ Fa n1 9 2､ フ ア ン 1 99 8､ 山本 2002)｡ ス トラテ ジ ー の 形 ､ あ るい はス トラテ ジ ー の
機能に注目 しながら､ 接触場面の イ ンタ ー ア ク シ ョ ン ･ メ カ ニ ズ ム を理解するため に､ 非
常に貴重な成果が 出て い る｡
しか しなが ら､ 本研究の 目的 はイ ン タ ー アク シ ョ ン に対す る外来性の影響を探る こ とで
あるため ､ こ の 目的を達成す るため に ､ 今までの 分叛を再検討す る必要が ある ｡ つ まり ､
あるス トラテ ジ ー が ある非母語話者 の ある逸脱に対 して遂行され る原因､ ある い は トリ ッ
ガ - (trig ger: 引き金) を考えなければならない ｡ これ に加えて ､ どの ようなス トラテ ジ
ー が母語話者同士 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン におい て 見られ ､ どの ようなス トラテ ジ ー は非母
語話者に限定 して 遂行 される の か を区別する必要が ある. 対外国人言語行動甲観点か ら異
なる出身の 非母 語話者 に対 して 遂行 され る調整 ス トラテ ジ ー に つ い て はオ ス ト ハ イ ダ
(1999a､ 1999b) で扱われ ､ 非母語話者の文化的な背景 ･ エ ス ニ シテ ィ
一 に より母語話者
が遂行する調整 ス トラテ ジ ー が多少変わるとい う結論が指摘される ｡ しか し､ オ ス ト ハ イ
ダの研究はア ン ケ ー ト及 び小規模の 談話調査に基づ い て行われたため､ 自然デ ー タ に基づ
いた研究はまだ進 んで い ない ｡ さらに ､ 非母語話者の 出身 に よ っ て遂行される ス トラテ ジ
ー が異なると い う結論が 出され て も､ なぜ異なるの か という課題が残 っ て い る ｡ これか ら
論じるように ､ 母語話者は恐 らく相手非母語話者の 特定的な問題 ､ ある い は相手非母語話
者が持っ 特定的な特徴を認識 しなが ら､ 調整の ための 適切なl)ソ
ー ス を選択 しようと して
いると思われ る｡
調整ス トラテ ジ ー は 主と して 同 じ社会的属性を持 つ 母語話者同士 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン
l
におい て遂行され る ス トラテ ジ ー と ､ 非母語話者の み に対 して遂行される ス トラテ ジ
ー に
分ける ことができる｡ こ の ようなス トラテジ ー をそれぞれ ｢内的 ス トラテジ
ー +､ ｢接触 ス
トラテ ジ ー + と名 づ ける ｡ 接触 ス トラテ ジ ー の 中に は ､ フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の 研究でも挙
げられて い るもの も含まれて い る ｡ 但 し､ 遂行される ス トラテ ジ ー の うち､ ある ス トラテ
ジ ー が特定非母語話者グル ー プに対 して 遂行される傾向が 見られ るため ､ 特定ス トラテ ジ
ー の存在も考えなければならない ｡
1 本調査で は母 語話者 の 社会的属性は関束 の 大学生 となる｡
2 64
これから､ 本調査の デ
ー タ結果 に基づき ､ どの ような非母語話者の どの ような逸脱に対
し､ どのような目的 を達成するために ､ 内的ス トラテ ジ
ー 及び接触 ス トラテジ ー が遂行さ
れるのかをまとめ て いく ｡ 調整 ス トラテ ジ
ー がどの 非母語話者 グル ー プに対 しても等 しく
遂行されない こ とが 明らか に なるた め ､ 非母語話者 3 グル
ー プ間の 差異とそ の差異の 原因
も分析する｡
5. 3 . 1 . ス トラテ ジ ー の 種類
まず､ 本調査で どの ような調整 ス トラテ ジ ー が遂行されたの かをまと めて いく｡ 日本語
母語話者が調整の ために遂行 した リ ソ ー ス ､ つ まり調整 ス トラテ ジ ー を詳細に分類す ると､
18 種類の ス トラテ ジ ー に分けられる｡ こ こでは､ 本調査で主に現れたス トラテ ジ ー を ｢言
語的ス トラテ ジ
ー
.J 及び ｢非言語的 ス トラテジ ー + に分類す るo 各カテ ゴリ ー をさらに ｢調
整要求マ ー カ ー + (Miya z aki 2001: 4 6)､ ｢調整遂行 ス トラテ ジ ー + に分ける.
<言語的ス トラテ ジ ー >
言語的ス トラテ ジ ー が使用 された場合､ 逸脱の調整 が 口頭的に ､ ある い は筆談的に行わ
れる｡ この ようなス トラテ ジ ー はさらに調整要求 マ ー カ ー ､ ある い は調整遂行 ス トラテ ジ
ー に分けられ る｡
<調整要求マ ー カ ー >
母語話者が非母語話者の ある逸脱を留意し ､ 調整を要求する場合 ､ 調整要求 マ ー カ ー が
用いられ ､ Oz aki (1985) で は ､ 明確化要求と して分類され て い る｡ 調整要求 マ ー カ ー は
相手に調整の必 要性 を知 らせ る機能を持ち､ 本調査で は ､ 次の種類が 見られた｡
①(単語)†: 上昇イ ン トネ ー シ ョ ン で問題の 単語が繰 り返される (尾 崎1 992: 繰り返 し)
例: NNS: 他 に 日本 に い る 町 行きます ､ 私行きますか†
NS: うん 宣皇皇土⊥
② え† ･ うん† : 相手の 発言 が聞き取れない ､ ある い は理解できない 場合に使用 される
間投詞 (尾崎1 92)
例 :NNS: あの citiz e n shippu†
NS: うん †
し､ shitiz e nshippu とか
③ 相手の 発言の 繰り 返 し : 下降イン トネ ー シ ョ ン で相手 の発言が繰り返 され る
例:NNS: チ ョ ウ ･ ダク です
NS: チ ョ ウ
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④ 説明を要求す る : 質問を通 して相手 の話の 内容に つ い て説明を要求する
<調整遂行ス トラテ ジ
ー >
以上の調整要求 マ
ー カ ー が相手 に調整の 必要性 を知 らせ る 一 方 ､ 留意され た逸脱の 実際
の調整が調整遂行 ス トラテ ジ
ー によ っ て行われ る｡ つ まり ､ 母語話者は自分の メ ッ セ ー ジ
を相手に伝えるた め ､ 相手の 言語生成を支援す るために ､ 言い 換え､ 説明､ 例 などが含ま
れてい るス トラテ ジ
ー を遂行する｡ 本調査で は､ 次の 1 0種類が見られた｡
⑤ 言い換え : 日本語 ､ ある い は他の言語 コ ー ドで自分の 元の発言を別 の ように
言い換える
例: NNS: 雇用 っ て†
NS: 会社空企業 に勤 め る こと ､ e mplo ym e nt
⑥ 自分の発言 の繰り返 し : ゆ っ くりと､ あるい は大声で繰り 返す
例 :NS: 来年卒業す る 室墓
NNS: え†
⑦ 例を出す : 自分 の発言が相手 に伝わるように ､ 関連 の ある例 を言う
例 :NNS‥ 標織†
NS: あの - ､ 遺墜整数とむありますよ ね * あ, あの ､ 三呈=且旦旦_萱旦土む
⑧ 説明 : 自分 の発言が相手 に伝 わる ように ､ 説明す る (漢字･ 英語の 使用もあり)
例 : NNS:法経学部 の は † ほ う - -
NS: うん ､ ほ う､ ほ うに 整数型生L塵塵些塵
⑨ 補完: 相手の 発言を完成する
例: NNS:そん なに か わ､ うん か え* らない で すよね
NS: 塵 迦
⑩ 語嚢を埋 め草 ･ 提供す る ‥ 相手が言語生成で苦労 して い ると認知す る場合 ､ 語嚢を
提供する
例:NNS‥僕 は乗 っ た 時に 5分とい うより 10分 ごと に ( 手を動かす)
NS:
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そう､ そ う
う ー ん ､ * * 也 む塵畳
⑪ 相手に確認を与える
例 : NNS:日本に ､ え ー と実習†
NS: 之ム
実習､ うん ､ じ､ 実習 しに 来た
⑳ 非省略化 : 普段省略され て い る語嚢を省略せずに言う｡
例 : NS: 法学科なん ですよ
NNS: うん ､ ほ う†
ほ うがくか
⑬ 発言の 途中で はなく ､ タ ー ン の最後まで聞いて理解しようとす るQ
例 :NS: 15分 じや なか っ た ん です か †
NNS:
NS:
NNS: 遅くなりま したから､ 今私は
あ､ あ､ 私は後､ u rrn､ u r m私 は後､ e T､ に なりま したo でも他 の 人 ､ ur m､
待たされ た
⑭ 筆談 (オ ス ト ハ イ ダ19 99b: 93): 漢字を書く (祇の 上 ､ あるい は手の 平で書く)
<非言語的 ス トラテ ジ ー >
母語話者の調整 ス トラテ ジ ー は言語使用に限らず ､ 非言語的ス トラテ ジ
ー も用 い られ る.
本調査にお ける非言語的 ス トラテ ジ ー とは ､ ジ ェ ス チ ャ ー ､ 顔 の 表情な ど母語話者の体の
動きによ っ て遂行 され るもの とする2｡ 非言語的ス トラテ ジ
ー はさ らに調整要求 マ ー カ ー 及
び調整遂行 ス トラテ ジ ー に分けられ ､ 本調査では次の 種類が見られた 0
<調整要求 マ ー カ ー >
非言語的調整要求 マ - カ ー が使用され る場合 ､ 母語話者は非言語的な マ
ー カ ー で調整の
必要性を相手に知 らせ る｡ 本調査では ､ 次の 3 つ の マ
ー カ ー が見られた｡
⑮ 身体を前に向ける
⑯ 困っ た表情をす る
⑰ 困っ たように頭を横に 向ける
く調整遂行ス トラテ ジ ー >
逸脱が引き起 こ した問題 を解決 しようとするために ､ 非言語的な調整遂行 ス トラテ ジ
ー
2 イン トネ ー シ ョ ン の よ うなパ ラ言語的要素も非言語的行動に は含まれ て い る が ､ 本調査で 遂行された調整 ス トラ テ ジ
ー では､ イ ン トネ ー シ ョ ン で 表され た 調整 は い つ も言語と同時 に発生 した た め､ こ の ようなス ト ラテ ジ
ー を言語的ス ト
ラテジ ー の カ テ ゴ リ ー に入 れた ｡
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が用い られ る場合 が ある｡ 本調査 にお い て ､ 母語話者は自分の言 い たい こ とを相手 に理解
してもらうために ､ 次の ス トラテ ジ ー を遂行した｡
⑬ ジェ ス チャ
ー を使用する
以上の ように ､ 母語話者が逸脱 の調整 の た めに活用 した リ ソ ー ス は様々 で あるが ､ 言 い
換え､ ある い は説 明の ス トラテ ジ
ー と して の英語 - の コ ー ド切り替えの ように ､ 内的場面
のインタ ー アク シ ョ ン で は遂行されない ス トラテ ジ ー が接触場面で はみられた｡ よ っ て ､
母語話者の調整 ス トラテ ジ
ー は ､ 内的場面 にお い て も遂行 され る ｢内的調整 ス トラテ ジ ー +
と､ 接触場面の み に遂行され る ｢接触ス トラテ ジ ー + と に分 けられる｡ 接触場面にお い て
は内的場面と異な る種類の ス トラテ ジ ー が用い られ るため ､ 母語話者の調整 ス トラテ ジ ー
選択にも外来性管理が働い て い ると言える｡ 以下 ､ どの ようなス トラテ ジ ー が どの ような
逸脱に対 して遂行 され るの か を提示する｡
5 . 3 . 2 . 内的調整 ス トラテ ジ ー (116件)
前述の通り ､ 内的場面にお いて 問題解決の た めに遂行され るス トラテ ジ ー を内的調整 ス
トラテ ジ ー と名づ ける｡ 本調査で は ､ 1 16 の これに当たる ス トラテ ジ ー が遂行された｡ しか
し､ ス トラテ ジ ー が選択 され る目的は様々 で あるため ､ まず 内的調整 ス トラテ ジ ー を機能
別に分類す る｡ 次に ､ 各機能 に用 い られて い るリソ ー ス は具体的にどの ような逸脱に対 し
て遂行されたの か をまとめて いく ｡
分析の結果 ､ 内的調整 ス トラテ ジ ー が遂行され た機能別に次の ような 6 つ の種類に分類
した｡
1) 調整の 必要性 を相手に知らせ る
2) 自分の発言 ･ 意図 ･ 立場をわか りやすくする
3)相手を支援す る
4) イ ンタ ー アク シ ョ ン促進 を維持す る
5) 自分を守る
なお､ 以下では ､ これらの機能と して使用されたリ ソ ー ス を細分化する ｡
1)調整の必要性を相手に知 らせ る (52件)
相手の発言が 理解不能で ある場合 ､ 調整 の 必要性 を相手 に知 らせ るた めに ､ 調整依頼な
どを含む調整要求 マ ー カ ー を出すこ とがある (adjustm e nt m a rke r s､ Miya zaki 2001:46)0
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表5. 3･ 1･ に見られ るように ､ そ の マ
ー カ ー の うち､ 言語的及び非言語的なもの があり ､ 言
欝的､ 社会言語的及び社会文化的逸脱 に対 して遂行され る場合があるo
① 言語的マ
ー カ ー (41件)
本調査の デ - タ を見ると ､ 言語的 マ
ー カ - (41件) が 非言語的 マ ー カ ー (11件) より多
く遂行された こと がわ か る｡ 言語的 ､ 社会言語的及び社会文化的逸脱 に対 して遂行され ､ A
グル ー プ の逸脱に対 して 11､ B グル
ー プ6､ C グル ー プ 2 4の 計 41 のス トラテジ ー が 遂行さ
れた｡ 使用された ス トラテ ジ
ー の うち､ 明確 な確認 ･ 説明 ･ 例の要求 ､ などの ス トラテ ジ
ー とは別に､ 母語話者が何 を求 めて い るの かが 不明で ある ｢単語＋ †+､ ｢え†+､ ｢ん †+
などの間投詞が見 られ る｡
相手に調整を要求するた め に ､ 使用 された言語的リ ソ
ー ス の うち ､ 最も適用 され る ス ト
ラテジ ー は上昇イ ン トネ ー シ ョ ン で問題になる語嚢 ･ 単語を発言す る ｢単語＋†+ (13件)
及び ｢え† ･ ん†+ (1 2件) で ある ｡ 例 えば､ 次の例で は ､ JF2は BM2 のメ ッ セ
ー ジを理解
する ことができない ｡
例209:JF2とBM2は JF2 の通 学時間につ いて話 して い るo [BM2ⅩJF2 27行
- 28行]
BM2: え ー - - 一 往復 4 時間
JF2: は , は ､ は い
BM2: どっ ちで すか ､ 電車の 中
JF2:
すごくない † ね * あの - 勉強派 あの - ､ 睡眠 派､
大変で す 皇女⊥
BM2が ｢勉強派+ と発言 した 時 ､ JF2はメ ッ セ ー ジ を理解できず､ ｢うん†+ と い う調整要
求マ ー カ ー を出す o こ の マ ー カ ー を認識 した上で ､ BM2は調整を始め る.
次の例で は ､ JF3は AF 3が言 っ て い る言葉の 意味を理解する ことができない ｡
例210:AF3は京都に行 っ た時に つ いて話 してい る｡ [AF3･ⅩJF3 4 6行 - 47行]
AF3: 京都の - お 寺に - プ ッ ダの けっ こん し * け っ こん し† け､ け っ こ ん し､ けっ こん し､ 結婚す る
JF3: 吐三三 払 ⊥
この例では ､ AF3 は ｢結婚式+ を言お うと して い るが ､ ｢け っ こん し+ と発言 して しまう｡
自信がない た め ､ AF 3が調整 を要求するが ､ JF3 はAF 3の 発言を理解するこ とができず､ ｢け
つ こんし†+ と自分の 方か ら調整要求 マ ー カ ー を出す｡
次の例では ､ JF 2は CM2 の発言を聞き取る ことができない ｡
27 0
例21:JF2は自分の 学科を紹介して い るo [cM 2ⅩJF2 2行
- 3行]
JF2: 学科は鎮経学部
の 経済学科 主⊥ 文学部 じや ない
cu2: あ
ー 文 学部 じや ない ね 文学部 じや なく て
JF2はCM2 の｢文学部 じや ない ね+ を聞きとれず､ 調整要求 マ
ー カ ー と して ｢え†+ と言うo
この マ
ー カ - を認識 した上で ､ CM 2は調整として自分の発言を繰り返す｡
次の例で は ､ CM2が言う語嚢は JM 3に理解不能で あるた め ､ JM3が調整の 必要性を C姐2に
知らせる｡
例212: CM2は日本の 新幹線に つ い て語 っ てい る｡ [CM 2Ⅹ ∬3 72行 - 76行]
c旭2:ま - ､ 本当 にそ ん なに僕 は 一 乗 っ た こと は ない んで すけ どとく にそ の - * *前の あれ ､ 束宗か ら大阪ま で の
JhI3:
C班2:
JM3:うん
まで の あれ * * シヤ ル ト ビと としさ_うか
c岨2: シヤ ル トビ ン
JM3: と ヱ上坐盈⊥
シ ャ シ ャ ル トビ ン
(身体を前に傾ける1
シ ャ トル便あ!すみませ ん
シ ヤ ル ト ビ ン †
JM3は CM2 の発言 ｢シ ヤ ル ト ビン+ を聞き取れ たが ､ 語嚢の意味が理解できなか っ たた め ､
｢ん†+､ ｢シ ヤ ル トビ ン †+ と身体を前に動かすとい う ス トラテ ジ ー により､ 調整 の 必要
性を CM2に知 らせ る｡ こ の 例 で見られ るように ､ ひ とつ の 逸脱に対 して ひとつ の ス トラテ
ジ ー のみが遂行され るとは 限らない ｡ こ こで は ､ 3 つ の ス トラテ ジ - が同時に遂行されてお
り､ 複雑調整の ひ と つ の 例だと言 え るだ ろう｡ まず ､ 身体を前に傾 けなが ら ｢ん†+ と言
い､ JM3は語嚢に関 して逸脱が発生 した ことを知 らせ る シ グナ ル を出すo JM3 の調整要求 マ
ー カ ー により ､ C M2は自分の発言 を繰り返すが､ JM3 が再び調整の必要性 を知らせる. また
｢シヤル トビ ン+ が繰り返されたため ､ CM2が日本語を間違 っ て覚えて い るの で はないか と
JM3は推測し､ 上昇イ ン トネ ー シ ョ ン で ｢シ ャ トル 便†+ と提案するo 以前の ｢単語 ＋†+
の機能とは異なり ､ 今回の JM3 の発言は調整の 必要性 を相車に知らせるだけではなく ､ 代
わりの語嚢の 提案に より ､ 確認要求の 機能も入 っ て い る ｡ C姐2がJM3 の提案を聞き､ 自分が
言いたか っ た こ とだと ｢シ ャ トル 便 ､ あ!すみません+ で確認 し､ 逸脱の調整プ ロ セ ス が
終了される｡ CM 2 の 2つ の ポ ー ズか ら見ると､ 逸脱がJM3に留意され る前にも､ シ ャ トル便
の生成に関 してた めらい が生 じ､ 自分の 発言が逸脱に なる だろうとい うこともこ の 例でわ
かる｡
間投詞以外の ス トラテ ジ ー も選択 されて いる｡ 次の 例で 見られ るように ､ 調整 マ
ー カ ー
として下降イ ン トネ ー シ ョ ン で相手の 発言が繰り返 される場合がある ｡
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例213‥AF3は自分 の 出身に つ い て話 して い る o [AF3ⅩJF5 13行
- 14行]
AF3: 出身は
一 番西 ､ ah, Po rtland Or ego n知っ て い ますか †Po rtla nd Or egon†知 っ て い ますか †あ ー
JF5‥ うんうん うん ? ?? ん†
AF3: ポ
ー トラ ン ド
JF5: 風 連L ポ
ー トラ ン ド!
この例では ､ 間投詞の ス トラ テ ジ ー を使用 して か ら､JF5は逸脱で ある｢Po rtland Or ego n+
を下降イ ン トネ ー シ ョ ンで 問題発言を 一 部を繰り返そ うとす る｡ こ の行動が A F3 か らさら
に調整ス トラテ ジ ー を引き出 し､ 最後には問題が解決される｡
母語話者の 言語的な マ ー カ ー が ､ C グル ー プ非母語話者に対 して遂行される割合は他の 2
グル ー プより多い ｡ そ の うち ､ 特 に ｢単語＋†+､ ｢え† ･ うん†+ の使用率は目立 つ ｡ こ
の原因は恐らく C グル ー プ の 逸脱 の種類と関係が あるだろう｡ 前述の 通り ､ 他の グル ー プ
より､ C グル ー プ の ｢メ ッ セ ー ジが 聞き取れない+ とい う逸脱が多く発生 し､ さらに例 1で
見られるように ､ 聞き取りの 問題 に対 して複合調整 は起こ りやすくな っ て い る｡ こ の よう
な場合､ 遂行 され るス トラテ ジ ー の 数も増える傾向が ある ｡ しか し､ 間投詞が しば しば調
整要求マ ー カ ー と して 使用されて い るもの の ､ 調整要求 マ ー カ ー の うち､ かなり唆昧表現
の種類だと言 える｡ 母語話者が聞き取れなか っ たの か ､ 意味がわか らない の か が明確で は
ないため ､ 複雑調整 にまで 至 る可能性が高いだろう｡ より明確 なス トラテ ジ ー の 方が効果
的だと考えられ る｡
② 非言語的マ ー カ ー (1 1件)
相手に調整の 必要性 を知らせ る際 ､ 調整 のリ ソ ー ス は言語的なシ グナ ル と限られて い な
い
｡ 本調査では ､ 11件の 非言語的 マ ー カ ー を検出することが でき､ ｢身体を前に傾ける+､
｢困っ た表情をす る+､ ｢頭 を横に傾ける+ 及び ｢無表情で じ っ と相手を見る+ と いう 4 つ
のカテ ゴリ ー に細分化 した ｡ A グル
ー プに対 して 8件 ､ B グル ー プ 1件 ､ C グル
ー プ2件の
ス トラテジ ー が言語的逸脱及 び社会言語的逸脱に対 して遂行された ｡
次の例で は ､ JF 4は CF 3 の発言を聞き取れなか っ たた め ､ 非言語的なシ グナ ル に より ､ 調
整を要求する｡
例214: CF3は最近の 天気 に つ い て話そ うと してい る3o [cF 3ⅩJF4 11行 - - 12行]
CF3: この間ず っ と好天 で す､ めず ら しい * あの - ず っ とあの - 暖かく て
JF4: ( 領く) (困っ た表情で身軽を避妊包吐旦) あ､ そ うで すね
3同じ逸脱が例 91 でも見られ る.
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cF3 の発言 ｢好天 です+ は逸脱として 留意される｡ JF 4は CF3 の発言を聞き取れなか っ た
ものの ､ 理解 して い るような振 る舞いと して ゆっ く り領くが ､ cF3は ｢めずらしい+ と言う
際､ 何がめずら し い の か を言わ ない ため ､ 非言語的な シ グナ ル により調整の 必 要性を CF3
に知らせる｡ 困 っ た表情を出 しながら､ JF4は急 に身体を前 に向ける｡ CF3が こ の 非言語的
な行動を調整要求 の シ グナ ル と して受け止 め ､ ｢あの
-
､ ず っ と暖かくて+ と して言い換 え
ストラテ ジ ー を遂行す る｡
次の例で は ､ JF5 の非言語的 マ ー カ ー がさらに複雑な調整の 一 部にな っ て い る｡
例215:JF5は AF 3の 卒業後の 予 定につ いて尋ねて い る4｡ [A F3ⅩJF5 45行 - 46行]
JF5: 将来は何になりた い ん (旦三豊塵展望旦塵旦鹿追塵吐旦) *全
AF3: e r､ 将来 ah, o o sh､ い ま して い ませ ん ( 笑い〉 あ ー ､ 今､ してい ませ ん
JF5:(旦三豊象埋) 考 えて な い
AF3: 今､ まだ考えて
AF3 の｢して い ませ ん+ が こ の 例の 問題 になっ て い る｡ AF3はまだ予 定が決 ま っ て い ない と
いうメ ッセ ー ジ を JF5に伝達 しようとするが ､ その 意味で ｢知る+ の て形 ｢知 っ て い ま せ
ん+ を言おうと した ｡ しか し発音の 誤用 に より ､ 実際に生成する の は ｢する+ の テ形 ｢し
ていませ ん+ であっ た｡ JF5は ｢して いません+ としか 聞き取れず､ そ してそ の表現が JF5
の質問に対 して不適切 な答えになるため ､ AF3 のメ ッ セ ー ジを理解するこ とができない ｡ 困
っ た表情で身体を前に傾ける こ とにより ､ JF5は AF3に調整の 必要性を伝える｡ AF 3は こ の
シグナルを認識 し ､ 繰り返 しの ス トラテ ジ ー を遂行する o しか し､ 同 じ誤用が繰り返 され
るだけで ､ JF 5は再び ｢今+ という発言及び ｢困っ た表情+ に より､ 再び調整を要求す る｡
2回目の シ グナ ル により ､ A F3 は自分の 発言を言い換え､ JF5 の理解を得た｡
上の 2 つ の例で わか るように ､ 非言語的マ - カ ー は独立 して遂行されない傾向がある.
複合調整の 一 部 と して他の 非言語的 マ ー カ ー ､ も しくは言語的マ ー カ ー と同時に遂行 され
る場合が多い ｡ さらに ､ 非母語話者の 3 グル ー プ に注 目すれば､ こ の ようなス トラテ ジ
ー
はBグル ー プ (1件) より ､ A(6件) と C(4件) グル ー プに対 して遂行される割合が多い ｡
既に述べ たように ､ こ の 種類 の ス トラテ ジ
- はメ ッ セ ー ジ の伝達に対 して遂行され る場合
が多い が ､ 元 々B グル ー プの 非母語話者は こ のような逸脱 をあまり引き起こ さない ため､ こ
のような結果 にな っ たと言 える｡
母語話者の調整要求と して の 言語的 ･ 非言語的 マ ー カ ー は上級 レ ベ ル非母語話者より ､
中級レベ ル非母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て発生する場合が多い ｡ 上級非母語話
4同 じ逸脱が例 94 でも見られ るo
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者に対してももちろん 同様 の 調整が行われ るケ
ー ス が あるが ､ 顔度が低く ､ 言語的逸脱 よ
り社会言語的逸脱 に対 して 遂行 される傾 向が見られ る｡ 但 し､ 相手 の 日本語能力と関係 な
く､ この カテ ゴ リ
ー の ス トラテ ジ ー の す べ て は内的場面にお い ても遂行される可 能性が あ
る｡ 逸脱を留意 し ､ 相手に調整の 必 要性を知らせた い場合 ､ 同 じようなリ ソ
ー ス を使用す
るため､ 内的規範が働 いて い ると言 える｡
2) 自分の 発言 ｡ 意図 ･ 立場をわかりやすくする (35件)
母語話者が遂行す る ス トラテ ジ ー の うち､ 自分の発言 ､ またはそ の 発言の 意図､ 自分の
立場などを相手に わかりやすくす るた めの もの が ある｡ 本調査で は ､ A グル
ー プ に対 して
14､ B グル ー プ 3､ C グル
ー プ 18､ 計 3 5件の ス トラテ ジ ー を検出する ことができた ｡ ス ト
ラテジ ー をさらに ｢言語的 ス トラテ ジ
ー + 及び ｢非言語的 ス トラテ ジ ー + に細分化す るこ
とができる｡ 遂行 されたス トラテ ジ
ー は逸脱 ごとに示 した以下の 表5･ 3･ 2･ を参照された い ｡
表5.3.2. 自分 の 発言 ･ 意図 ･ 立 場 をわ か りやすくす るた め の ス トラテ ジ
ー
調整された逸脱
合計言静的逸脱 社会言語的逸脱
社会文化
NS姓NNS の
メ ッ セ ー ジ
が聞き取れ
NNSは NS の
メ ッセ ー ジ
を理解でき NNSが調整 マ ー
話題
N群Sに よる不
適切な話題
WNS の
会話参
英語
発言の 漢字の
ない ない カ ー を出す 変更 加 文脈 文脈 的逸脱
言語的ス トラテ ジ ー 言い 換え ^1 A3 BI C4
9
自分の 発 音を繰り返す A2 Cl Al
4
例 を出す Cl. Bl
2
鋭 明す る ･ しようとす る ^ 1 BI C2 1 C2 1
Cl Cl 1 0
漢 字を鋭明 しようとする ^l Cl
2
BIJ 方向か ら説明する
Cl i
書 い 換え により鋭明す る AI Cl
2
Fq
漢字を書く Cl Cl
CL 3
非雷欝ス トラテジ ー ジェ ス チャ ー を使 う 2
2
争計 2 1 20
ワ 4 I 1 i 2 1 3 5
① 言語的ス トラテ ジ ー (3 3件)
自分の 発言 をわか りやすくす るた めに ､ 母語話者に最も多く遂行されるの は言語自勺ス ト
ラテジ ー (33件) で ある ｡ 具体的に ｢言い換え+､ ｢繰り返 し+､ ｢説明+ とい う 3 種類の ス
トラテ ジ ー を本調査 で確定す るこ と ができた｡ その うち ､ ｢説明+ と
｢言 い換え+ が最も多
く遂行された｡ 次の 例で は ､ 母語話者は調整として 自分の 発言の 中で発生 した逸脱を言い
換える｡
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例216‥ BF3と JF 5は 日本の 国籍を持つ 日系ブラジ ル人の ブラジル で の権利 につ いて話 して
いる｡ [B F3ⅩJF5 1 9行
- 2 0行]
JF5:選挙権は どうで す か †
BF3: 選挙権 っ て †
あの - ､ 選挙す る こ とが で き る
あ! できない
直接にBF3に ｢選挙権+の 意味に 関 して税明を要求されるた め ､JF5はそ の意味を｢あの
-
､
選挙する ことが でき る+ と して言 い換える｡ この 言い 換え により ､ BF3 の理解 を得 る こと が
できるため､ イ ンタ
ー アク シ ョ ン が持続する｡
自分の発言をわかりやすくす るた めに ､ 常に 口頭的ス トラテ ジ ー を遂行す るとは限らな
い｡ 筆談ス トラテ ジ - 3件も見られ ､ そ のす べ ては漢字に関わ るもの で ､ C グル
ー プ の み に
対して遂行された ｡ 言 い換えれ ば､ 漢字圏非母語話者で ある C グル ー プの み に対 して特定
的な調整が遂行されたこ とが わ か る｡
次の例で は ､ 非 母語話者の 調整要求 マ
ー カ ー に対 して 母語話者は漢字を書き ､ 自分 の発
言をわか りやすく しようとする｡
例217:JFl はある学部の先生に つ いて話そうと して い る｡ [CF lxJF1 23行
- 25行]
JFl:私の 友達が * あ の - ､ 法経 学部 ､ の ⅩX先生 っ て
CFl:
JFl:塗室皇室ま上 幽 塵 *
cFl: 法 経
捷経学部
法経学部の
法経学部､ 法学 の j ム+ 藍J 遜旦±
法経学部の は†
の あの ⅩⅩ 先生 っ て い う先生
この例では ､ JFlが ｢法経学部+ とい う CFl の繰り返 しの フ ラ ッ グ (Miya zaki 20 01: 4 7)
により､ 非母語話者の メ ッ セ ー ジ受信面に関する逸脱が発生 した と留意す る｡ 調整 と して
問題の語嚢､ つ まり ｢法経学部+ を繰り返 し､ ｢法学 の+ と日本語で言い換えるが ､ CF lが
さらに ｢法経学部†+ の調整 マ ー カ ー を出すため ､ JFlに最初に遂行されたス トラテ ジ
- が
成功しなか っ た こ とが わか る｡ 続い て ∬1が祇を取り ､ 説明 しなが ら､ ｢法+､ ｢経+ の漢字
を書く｡ こ の ス トラテ ジ ー により ､ CFlは意味を理解す る ことができるため ､ 談話が調整 の
脇の発話連鎖(side s equ e n c e)か ら主要発話連鎖(m ain s equ e n c e)に戻る(Jeffer s o n1 972､
Miya z aki 20 01)0 JFl の最初の ス トラテ ジ ー が失敗 した ため ､ 漢字の ス トラテ ジ
ー を遂行 し
たが､ それは CFl の漢字圏背景を意識 し､ 持 っ てい るリソ
- ス か ら､ も っ とも効果的なス
トラテジ ー を選択 したか らだろう｡
2 つ 目の 例でも ､ 母語話者が最初に遂行するス トラテ ジ
ー が成功 しない ため ､ 筆談ス トラ
テジ ー が遂行される ｡
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例218‥JF7と CF4は 自己紹介を行 っ て い るo [cF4ⅩJF7 2行
- 6行]
JF7: 私はの り子 ､ の り 子 と 言
い ま す､ の り子 で す
cF4‥ のり っ て い う字の は 一 倍頼 の信 の字†
え ー と , 糸偏'*
糸偏に -
JF7: あの
-
､ なん て言うんだろ ､ ‾ 世 紀と か の 紀の 字 憧空地星土追選室生董土) 糸偏に ､ お の れと書 い て ､ 糸偏 に
CF4:
JF7: お の れ とい う字
cF4: * え
ー
紀子様 っ て 分ります†皇太子 あの 人と 同 じ､ 字で ､ の り子 っ て 読む
はい ､ あ ー あ - ､ は い
こ の例では ､ JF7が自分の 名前 の 漢字をCF 4に説明 しようと して い る｡ まず､ 自分の ｢の り
千+ の字は ｢糸偏+ の 字で ある と説明するが ､ CF4 には理解されて い なか っ たた め ､ 次の ス
トラテジ ー と して ｢1世紀と か の 紀の字だ+ と解釈す る同時にテ ー ブル の上に指で漢字を書
く｡ 例 21 7と同 じように ､ こ の場合の 筆談ス トラテ ジ
ー も単独で遂行された の では な い ｡
口頭の説明と同時に遂行された｡ こ の 例で は ､ 漢字の ス トラテ ジ
ー が成功 しないが ､ 例 217
と同じように最初の ス トラテ ジ ー が失敗したため ､ こ の ス トラテ ジ ー が選択されたと考え
られる｡
本調査の デ ー タ結果か ら､ ある母語話者は C グル
ー プ非母語話者の特定外来性 ､ つ まり
漢字圏非母語話者であ るこ とを強く意識 し､ 自分の 発言をわか りやすくす るために ､ 特定
のリソ ー ス を使用 して い ると言 える o 相手が漢字圏で あるため ､ 自分の 発言 をわかりやす
くするために ､ 漢字ス トラテ ジ ー を遂行するの は 当然だろう｡ 母語話者同士 の 内的場面に
おいてもある漢字 の意味が相手 に通 じなけれ ば､ 筆談 ス トラテ ジ
ー が遂行され る場合があ
るため､ 内的ス トラテ ジ ー の 一 つ と して考 えられ るo しか し､ 本調査の 結果で は ､ 内的 ス
トラテジ ー で あ っ て も ､ 特定の 非母語話者 (C グル
ー プ非母語話者) に対 して しか遂行され
なか っ た｡ その た め ､ 内的 ス トラテ ジ
ー の選択にも接触規範が適用され る場合が あると言
える｡ つ まり ､ 母語話者が内的 ス トラテ ジ ー を選択す る場合でも ､ 非母語話者グル
ー プそ
れぞれの特徴を意識 し､ ス トラテ ジ ー を使い分けることがあると考えられる｡
但し､ す べ て の ケ ー ス を検討 して み ると ､ 筆談 ス トラテ ジ
ー は ､ 例外なく非母語話者が
同じような調整を行 っ た後で遂行されてい る｡ つ まり ､ 本調査で は､ C グル
ー プ非母語話者
が自分の 特定の 特徴を強調 したた め ､ 母語話者 は漢字 のリ ソ
ー ス も使えるこ とに気 が つ く
とい う傾向が明らか にな っ た ｡
一 方 ､ 日系人と して 母国で漢字を使用してい た 可能性もあ
るBグル ー プに対 して は同 じような傾向が見られなか っ たo B グル
ー プ非母語話者は 一 度も
筆談ス トラテジ ー を遂行 しなか っ たた め ､ こ の ような結果に なっ た と考え られる o
この ような現象はガ - フ ィ ン ケル (1 95 : 41) の 共通理解の説を支持するようで あるo
っまり､ 規範と い うもの は ロ ー カ ル ･ レ ベ ル のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン その もの で作り上げら
れる場合が ある｡ 母語話者が C グル ー プ非母語話者の行動を認識するこ とにより､ 漢字
ス
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トラテジ
ー が こ の 特定非母語話者グル ー プに対 して効率よく使えるリ ソ ー ス だと判断 し､
自分の発言をわかりやすくするために ､ 遂行することになる｡
② 非言語的ス トラテジ
ー
自分の発言をわか りやすくするために ､ 非言語的なス トラテ ジ ー を遂行する母語話者も
いる｡ こ の ようなス トラテ ジ
ー は内的場面 にお い て も行われ る可能性はあるた め､ 内的 ス
トラテジ ー の 分類に入 るo 本調査で は ､ 2件を検出す る こ とができ ､ 2件の ス トラテ ジ ー と
もジ ェ スチ ャ
ー で あり､ A グル ー プ非母語話者が 出した調整要求 マ ー カ ー に対 して遂行され
た｡
次の例では､AF3はJF 4 の発言を理解する ことが できない と認知するた め､調整 を行なう｡
例219:JF3 はア メリカ に行 っ たこ とにつ い て語 っ て い る｡ [AF3ⅩJF3 26行
- 27行]
JF3: でも, 空港に
一 降りて - 外 出 した時すごい暑か っ た､ 畳生 地 塵旦)
AF3: (困 っ た表情をだす)
∬3: うん､ 夏 に
AF3: う ー ん､ な､ 夏 †
この例では ､ AF3が 一 瞬 ｢暑か っ た+ とい う発言を理解できなか っ たため ､ JF3に困 っ た
表情を見せ るo JF3が この 表情を調整要求 マ ー カ ー と して認識 し､ 問題の 発言と 同時に手を
顔の前で振るジ ェ ス チャ ー をす るo こ の ス トラテ ジ ー の 組み合わせ によ っ て AF3が ｢暑か
っ た+ を理解す る こ とがで きたため ､ JF3が遂行 したス トラテ ジ
ー が成功 した と言 えるo
次の例でも ､ 非母語話者 が調整要求 マ
- カ - を出 して か ら､ 母語話者が ジ ェ ス チ ャ
ー の
ス トラテジ ー を遂行す る｡
例220: AF3はJF 4の 余暇 の 活動 に つ い て尋ねて い る o [AF3ⅩJF4 27行
- 28行]
AF3:暇, 暇が ある時 に何を します か† * * * *
JF4:
AF3: そう､ そ う
JF4:
う ー rB, 本 † ･Oh! そ う､ そ う､
本 を読ん だり しますね (王立星空去且追艶≦_‡ ブッ ク
AF38ま一 瞬 ｢本+ の意味を理解でき ない ため ､ JF 4が手の 平を開き ､ 本をジ ェ ス チ ャ
ー で表
現すると同時にカ タカナ英語で ｢ブ ッ ク+ と発言す る｡ AF3は ジ ェ ス チ ャ
ー だけを見てすぐ
に問題の発言を理解する こ とが できたため ､JF4の選 んだス トラテ ジ
ー が成功 したと言えるo
但し､ AF3 と JF4 のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン にお い て何度も コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン 問題が発生 し､
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JF4 の言語的調整 ス トラテ ジ
ー が さらに AF 3 のメ ッ セ ー ジ受信 の 面 にお い て逸脱 となり ､ 複
雑意味交渉が続く傾 向が見 られた ｡ 例 221 の時点では ､ JF4がある程度 AF3との コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 問題に慣れ てお り ､ 言語的調整 ス トラテ ジ ー より非言語的調整 ス トラテ ジ ー の 方
が効果はあるだろうと新 しい接触規範を創り始めて い た｡ JF 4は結局内的湯面におい て遂行
される可能性の あるス トラテ ジ ー を遂行するが､ その選択を左右 したの は接触規範なの で
はないかと思われ る｡
非言語的ス トラテ ジ ー は A グル ー プ非母語話者に対 して しか遂行され なか っ た｡ 遂行さ
れたケ ー ス その も の の 数が少 ない の で 断定できない が ､ 特定非母語話者グル ー プに対 して
遂行されると いう可能性が 考え られ る｡ 外見上 の外来性の影響に より ､ A グル ー プ非母語話
者の日本語能力 は高く評価 されな い場合が あるた め ､ こ とばの誤解を防ぐため に ､ 非言語
的なジ ェ ス チャ ー を使うこ とにな っ た と考えられ る｡ 但 し､ 本調査の 2 例は日本語能力の
最も低い AF3 の逸脱に対 して の み遂行された ｡ この た め ､ 非母語話者の エ ス ニ シテ ィ - I
に関わる外来性の みならず､ 日本語能力も関係 して い たと考えられ る0
自分の発言 ､ 意図 ､ 立場 をわか りやすくするた め に ､ 母語話者が様々 なス トラテ ジ ー を
遂行するo 本調査 のデ ー タ結果 を見ると､ そ の ス トラテ ジ ー は言語的､ ある い は非言語的
な形を取るこ とが でき る｡ 但 し､ これまで の 例で紹介した ように ､ 内的ス トラテ ジ ー で あ
るとしても ､ 非 母語話者の 特定 の グル ー プに対 して遂行され る場合がある｡ 例えば ､ 本調
査の書くス トラテ ジ ー は漢字と結び つ かれて い たた め ､ 漢字圏となる C グル ー プ非母語話
者に対しての み遂行された ｡ また ､ 最も総合的外来性が高い A グル ー プ非母語話者にはジ
ェ ス チャ ー の ス トラテ ジ ー が遂行された ｡ この ような結果が非母語話者の 特定外来性 と関
係が強い とは言えるが ､ c グル ー プ非母語話者は漢字が使用されやすい状況を作り ､ さらに
ジェ ス チ ャ ー によ る調整 を受けた A グル ー プ非母語話者は最も日本語能力が低か っ たため､
非母語話者の エ ス ニ シテ ィ 一 に 関する外来性だけだとは言い にく い ｡
3) 相手を支援する (1 2件)
母語話者は自分 の役 を言語的ホ ス トと して考え る場合が あるた め ､･調整ス トラテ ジ ー の
うち､ 相手を支援す るため の機能を持 つ もの が ある (フ ア ン 1 998)｡ 相手が言語生成で苦労
してい る こと を認知する際 ､ も しく は ､ 相手 から直接 に確認が要求される際 ､ 相手 へ の 援
助の気持ちが沸き､ 支援的なス トラテ ジ ー を遂行する場合が ある｡
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表5.3･31 相手を支援する ス トラテ ジ
ー
調整された逸脱
合計言語的逸脱
NNSの 言語生成 に問題
がある
NSはNNSの メ ッ セ -
ジを理解できない
遂行され た ス トラ テ ジ
ー
相手 の 発言を補完す る BI Cl 2
語乗を埋 め る ･ 捷供する A2 B2 C4 Cl 9
相 手 に確罷 を与える Cl 1
総計 ll 1 1 2
表5. 3. 3. に見られる ように ､ 本調査で は ､ こ の ような ス トラテ ジ ー 12件が遂行 され ､ 対象
の逸脱の すべ て は言語的なも の で ある . A グル ー プ に対 して 2件 ､ B グル ー プ 3件､ C グル
ー プ 7 件の ス トラテ ジ ー が遂行され ､ さらに ｢発言 を補完する+､ ｢語嚢を提供する+ 及び
｢相手に確認 を与える+ と細分化す るこ とができ る｡
最初の例で は ､ 母語話者が 非母語話者の言語生成の 問題 を留意 し､ 支援的嗣整と して 語嚢
を提供するo
例221:BFlはブラジル と日本の 距離に つ い て語 っ て い る o [BFlxJF1 64行
- 66行]
BFl: い つ も言う の は ､ ブラ ジル は 日 本 の裏側 っ て感 じ 本当に時間 によっ て もなん か 12時間でそ れは
∬1: う
ー - ん
BFl: ち ょう ど反対 で
JFl1
-
う ー - ん
なん か ､ うん 季節も (手 を 交互 に前後 - 動か す) 逆です
あ !逆 です よね
BFlは明確に JF lに調整 を要求 して い ない もの の ､ B Flはジ ェ ス チ ャ
ー で会話を進 め ようと
したの で､ JFl が こ の 文脈 に合う ｢逆+ とい うこ とばを提供するo BFlは適切なこ とばを生
成することができ ない だろうとJFlが留意し､言語的な支援として適切な語嚢を提供 したo
｢相手と 一 緒に協力 しなが ら談話 を作り上げようとする話 し方+(峯川 2 001‥ 40) で あるた
め､ こ の ような調整行動は共話と似て い るとこ ろが あると言えるだろうo
しか し､ す べ て の 支援ス トラテ ジ ー は母語話者が自発的に遂行するもの とは 限らない ｡
非母語言緒 が直接的に 母語話者に支援的調整を要求す る場合 ､ 母語話者 は支援ス トラテ ジ
ー を使うケ ー ス が あるo 次 の 例で は ､ 非母語話者の 確認要求に対 して遂行され る支援ス ト
ラテジ ー を紹介するo
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例22‥ CFlは以前 日本 に来た時の こ とに つ い て話 して い る
5
. [cFlxJF1 49行 - 50行]
cFl: あの
-
､ こ の前 に仕事 の 関係 で あの 一 日本に * え ー と､ 実習† 実習 ､ うん じ実習 しに来た
JFl‥ うん 主立
調整として JFlは ｢うん+ と しか発言 しない が ､ こ れは C Fl の｢実習†+ とい う確認要求
に対して確認を与 えると して 解釈する ことが でき るo C Flは ｢実習+ という語嚢に関して 自
信がない ため､ JFlに調整を要求す る｡ JFlは こ の要求に応 じるた め ､ 既 に紹介したFa er｡h
&Kaspe r(1983 : 4 6) の ｢相手が因 っ て い るとい うシ グナ ル を出す場合､ 助けなければな
らない+ とい う原則を支持 して い ると言える｡ 相手の 発言を確認す るこ とも支援的な行動
だと考えられ るため ､ こ の ような調整 ス トラテ ジ ー も支援ス トラテ ジ ー の カテ ゴリ ー に入
れられるだろう｡
非母語話者3 グル ー プに対 して遂行されたス トラテ ジ ー の数を見ると ､ Aグル ー プ に対 し
ては最も少なく ､ B グル ー プと特に Cグル ー プに対 して支援ス トラテ ジ ー が多く遂行 された
ことがわか る｡ こ の相違は調整 された逸脱 の種類によ る｡ B グル ー プとC グル ー プ非母語話
者は言語生成に関わるためらい が A グル ー プより多く発生 したため､ 支援的調整が頻繁 に
遂行されやすくな っ て い た｡ 英語母語話者同士の イ ン タ ー ア ク シ ョ ンにお い て ､ ため らい
は不安､ 衝突､ ある い は社会的拒離を示す ことか ら (Richm ond& McCro skey2 0 0:1 10-111)
望ましくない とみ なされ る場合が ある｡ よ っ て ､ A グル ー プ の言語生成に逸脱が少ない こ と
の理由は ､ こ の ような傾 向が関係 して い ると考えられ る｡ さらに ､ 既 にス トラテ ジ
ー 1 の
ところで述 べ た通り ､ C グル ー プ非母語話者は他の グル ー プ より調整要求 マ ー カ ー を出す傾
向がある｡ よ っ て ､ 支援と して彼 らの 要求に答える場合が他 の グル ー プより多い ｡
イン タ ー アク シ ョ ン の 最中 ､ 相手を支援するために調整 ス トラテ ジ ー を遂行す るこ とは
接触場面のイ ン タ ー アク シ ョ ン に限らない ｡ 内的場面でも同じようなス トラテ ジ ー が遂行
される可能性が 高いた め ､ 内的 ス トラテ ジ ー だと言える｡ 但 し､ 内的 ス トラテ ジ ー である
とい っ て も､ 母語話者間で ､ 個人的な差もある ようで ある｡ 本調査で遂行された ス トラテ
ジ ー 11件のうち ､ 8件は JF lにより遂行 され ､ 残りの 3件はJM 3に より遂行された. 他の
母語話者 の調整行動 には こ の ようなス トラテ ジ ー を検出する こ とができなか っ た｡
4)イン タ ー ア ク シ ョ ン の 促進 を維持する (13件)
Gric e の 会話 の 協力の 原 理 (1 975) に よると ､ 参加者 は適切な量 と質を保 ちなが ら､ イ
ンタ ー アク シ ョ ン を進 めなければならない ｡ イ ンタ ー ア ク シ ョ ン が止まると ､ こ の 原則が
果されなか っ た こ とを示 すの で ､ この ような状態を防ぎ､ イ ン タ
ー アク シ ョ ン の促進を維
持するために調整 ス トラテ ジ ー が選択される｡ 本調査 の デ ー タでは ､ こ のようなス トラテ
5同 じ逸脱が例 22 で も見られる｡
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ジ- 13 件が遂行され ､ それらを ｢話題 に関する ス トラテ ジ ー +､ ｢答えに関するス トラテジ
ー+ 及び ｢非言語 的
ス トラテ ジ ー + に細分化 した . イ ン タ ー ア ク シ ョ ンの 促進 を維持す る
必要性が発生す るの は ､ 言語的問題 よりはむ しろ談話上 の逸脱が生 じた場合で あっ た た め､
本調査で選択さ れた ス トラテ ジ
ー のす べ て は社会言語的逸脱に対 して遂行された ｡
表5.3.4･ イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン の促 准を維持す る ス トラテ ジ ー
調整 された逸脱
合計社会言語的逸脱
話題 沈黙 全盲舌の盛り上がり
ストラテジ ー
話題 話題を変更する
新話題を探 そう とす る
意織的に新話題を提供す る
話題を拡大 しよ うとす る
AI Cl
Bl
AI B2 Cl
Cl
2
1
4
1
答え 唆味な答えを出す
考 えず ､ な ん とか 答える
Bl
AI Cl
1
2
非言語 お茶を飲む B l Cl 2
瓜 計 5 7 i 13
表5. 3. 4. に見られ る ように ､ A グル ー プに対 して 3件､ B グル - プ 5件､ c グル ー プ5件の
ス トラテジ ー が遂行された｡
遂行され た話題 に 関わ る ス トラテ ジ ー は ､ ｢話題 を変更す る+､ ｢新話題を探そ うとす
る ･ 提供する+ 及 び ｢話題 を拡大 しようとする+ で ある｡ 次の例は話題拡大 ス トラテ ジ
ー
である｡
例223: ∬4 は CF 3が自分 の こ とにつ いて少 し話 してもらえる ように会話 を進めて い る
6
o
[cF3ⅩJF4 9行 - 1 1行]
JF4:今､ あの 学年は 何年†
CF3: あ ー ､ 私は ､ ね ､ う ー ん ､ 今修士
JF4:丑整 地 旦(笑い)
CF3: ( 笑い) * *
修士 † 2年生
は い ､ 2年生 * * * * ** *
cF3が自分の こIi:につ い て 少 し紹介するこ とができ るように ､ JF 4は こ の 断片の最初の と こ
ろで非母語話者 の 学年に つ い て質問する ｡ CF3はJF 4 の質問に答えるが､ そ こ から話題を拡
大せず､ 2. 5秒 ぐらい の ポ ー ズが発生す るo この 沈黙が JF 4に逸脱と して留意され､ イ ン タ
ー アク シ ョ ン の促進を維持す るために調整を行う｡ ポ
ー ズを埋 めるた めに ､ JF 4は ｢先輩で
6同じ逸脱が例 19 6 でも見られ る｡
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すね+ とい う話題拡大
ス トラテ ジ ー をとり ､ 自分の 方か ら意識的にイ ン タ ー アク シ ョ ン を
促進しようとする o しか
し､ 結果と して CF 3か ら笑い しか得られず ､･気まず い沈黙 (3秒 ぐ
らい) が再び発生す るた め ､ 調整 は結局失敗する ことになる｡ McLa ughlin 良 Cody (198 2:
315) が指摘する ように ､ 沈黙 の す ぐ前の 発言 (こ こ で は ｢先輩 ですね+) に新 しい話題 を
生み出すような十分の 働きが ない と ､ 沈黙を導き出す可能性が高い ｡ こ の ような現象 はJF4
が遂行したス トラテ ジ
ー に も限られた ｡ つ まり ､ ∬4 は調整を遂行す るが ､ イ ン タ ー ア ク シ
ョ ン促進の問題に対 して選択 されたス トラテ ジ
ー の 効果が低い と言える｡
次に､ 相手の発言 を完全 に 理解する ことができない場合､ も しく は質問され る内容に 関
して因っ て い る場合 ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 促進を維持するため に ､ 母語話者は反応する
ものの ､ きちん と した答 えを出さない ケ
ー ス が ある｡ 次の 例では ､ 不適切な話題に 関する
逸脱に対して母語話者は調整 として 唆昧に答える｡
例224:BF3はJF 3 の卒業後 の進路に つ い て尋ね てい る
7
｡ [BF3ⅩJF3 21行 - 23行]
JF3:青学部､ で ､ ス ポ
ー ツ科 学 うん ､ を専攻､ して い ます
BF3: あ､ ス ポ
ー ツ ふ ー ん ､ あとで ､ 何やっ て
将来何か ､
JF3: 也
BF3:
自分の将来の 仕事に つ い てき かれ るこ とは不適切な話題 だと感 じるた め､ BF3の発言 ｢ふ
ー
ん､ あとで ､ 何や っ て い+ が JF3 に逸脱と して 留意された ○ こ の 話題にあま り触れたく な
かっ たが ､ イ ン タ ー アク シ ョ ン の 促進 を維持す るた め ､ 例の 下線部 で見られ るように ､ 暖
昧に答えた例で ある (FU Iに よる)0 JF3の発言の最後に笑 い は､ その話題に敏感にな っ て
いることを示 して い る (Sc ollo n & Sc ollo n1995: 143)｡ こ の 断片の 前に ､ BF3が大学で
教えた経験が あるという日本 に来る前の 仕事に つ い て語 っ て い るが ､ こ の ことも JF3が進
路につ い て話す控え目な態度に影響を与えたとも考えられる｡
Ne u stupnす(19 87‥ 7) が指摘する ように ､ 人間の イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン は必 ずしも コ ミ ュ
ニケ ー シ ョ ン ､ つ まり言語的なメ ッ セ ー ジの みに頼るとは限らない o 非言語的行動もイ ン
タ ー アク シ ョ ン の 一 部に な っ て い るため ､ 調整 ス トラテ ジ
ー と して非言語的行動を遂行す
る場合もある｡ 今 回の調査で は ､ デ ー タ収集を行 っ た部屋 に飲み物とお菓子 が用意され ､
これらを調整の 小道具と して 生か した 母語話者もい た ｡ 次の 例を含め ､ 逸脱 を留意､ 評価
してから､ 母語話者が調整と して お茶 を飲む ケ
ー ス は 2 つ あ っ たo
7 同じ逸脱が例 115 でも見られ る｡
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例225‥BF4は日本語 を覚えた 方法 につ い て語 っ て い る o [BF 4ⅩJF8 58行
- 5 9行]
BF4: 組 ん - ､ でも - 漢字とか - ､ 面白 い と思うね ん - - ､ 難 しい
JF8: は
い あ ー
BF4: けど､ 面白 い よ
JF8: うん ( 舘く) 漢字か
う ー ん * * * * * * * * * * (お茶を飲む)
(お茶を飲む1
BF4が漢字につ い て語 ると ､ ポ
ー ズが発生 し､ JF 8と共 に ､ BF4により逸脱と して 留意され
る(FUIによ る)｡ 実は BF 4とのイ ン タ ー ア クシ ョ ン では ､ 言語 と言語学に関す る話題が多
く現れ､JF8 にと っ て こ の ような話題が初対面には硬過ぎ､ 非常に難しく感じたそうで ある｡
この部分の前に ､ JF8は数回話題 を別 の方向 - 導こうとしたが ､ BF4に より話題が何度も言
語関係の話題に戻 された｡ また話題が漢字 に移り ､ 言語的テ
ー マ か ら離れ るこ とが できな
いため､JF8 は次の話題選択に 関 して ｢困 っ て いた+(FUI による)｡ ポ ー ズが発生す る場合､
2人とも共通話題 を探すこ とが できないもの の ､ なん らか の形でイ ン タ ー アク シ ョ ン を促進
しなければならな い と感 じて い る｡ 言語的リ ソ ー ス が使 い 果た された め､ 非言語的リ ソ
ー
ス ､ つまりお茶 を飲む行動 に頼る こ とにな っ たと思われ る｡
上の例で わか る通り ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の促進 を維持するた め に､ 母語話者 は言語的
及び社会言語的な ス トラテ ジ ー を遂行する o 支援ス トラテ ジ ー と異 なり､ こ の ようなス ト
ラテジ ー は相手を支え るた めで は なく ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン 自体を支え るため に遂行され
る｡ イン タ ー ア ク シ ョ ン そ の もの を促進 しようとす るため､ そ の 行動は相手 のた め の もの
だけではなく ､ 自分の ためにも な っ て い ると言える ｡ 同様の 調整 は内的場面で も見 られ る
ため､ こ の ような状況で は 内的規範が働い てい ると言 える｡ 但 し､ 例 224で明らか にな っ
たように ､ 遂行され る ス トラテ ジ
ー は必ず しも成功す るとは限らない ｡ 非母語話者 の 外来
性が強く影響を与 えて い る接触場 面で あるた め ､ 相手との 共通点が少ない場合があり ､ 内
的場面より適用可能なリ ソ ー ス をも っ と早く使い切 っ て しまう可能性が高い ｡
非母語話者 3 グル ー プ の 結果 に よれば､ A グル ー プ より ､ B と C グ)i,
- プ非母語話者の逸
脱に対して こ の よ うな ス トラテ ジ ー が多く遂行される傾向があるo こ の結果も既に何度も
述べた通り ､ ポ ー ズ に関わる逸脱 の発生率と関係 して い るようだ｡ イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン の
促進を維持する必要性を感 じる状況は しば しば沈黙が発生する際に感じられ るため ､ 沈黙
があまり発生 しな いイ ン タ ー アク シ ョ ン より ､ む しろ多く発生するイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン に
おい て検出す るこ とが でき ると考 えられ る. 本調査で は ､ A グル
ー プ非母語話者 との イ ン タ
ー アク シ ョ ン は ､ 沈黙が最も少 なか っ たため ､ こ の結果に結びつ いて い ると言える｡
さらに ､ こ の ようなス トラテ ジ ー は上級 レベ ル非母語話者 (3件) より ､ 中級非母語話
者(lo件) に対 して遂行 され る結果が出た｡ 調整された外来性の 目的は談話の 維持にある
ため､ 言語能力が 上達する に つ れ ､ 非母語話者の談話維持能力も上 達するとこ とを示唆し
ている｡
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5) 自分を守 る (4件)
相手の外来性 に関す る逸脱 を留意､ 評価 した結果 ､ 自分 を守 る必要性を感 じる場合が あ
る｡ よ っ て自分を守るため の ス トラテ ジ
ー が遂行され る｡ 表 5･ 3･ 5･ に見られるように ､ 本
調査では ､ こ の ようなス トラテ ジ
ー を4件確定す る ことができ ､ ｢身を守る+(1件) と｢自
分の立場 ･ 面子 を守る+ (3 件) に細分化 した ｡ 社会言語的逸脱 2 件及 び社会文化的逸脱 2
件のうち､ A グル
ー プに対 して 1件､ B に対 して 1 件､ c に対 して 2件を検出す る ことがで
きた｡
表5.3.5. 自分を守 る ス トラテジ
ー
逸脱 の種類
合計社会言語 社会文化
非言語的行動 日本に関す る知識 日本 に対す る意見
身を守る AI C l 2
自分の 立場 ･ 面子 を守 る Cl Bl 2
総計 2 1 1 4
まず､ 物理的に身 を守 る例 は近接性 の逸脱に対 して遂行 された ｡ JF5 の発言 に集中す るた
めに､ AF3が 身体を前に傾 け､ 相手の個人的 ス ペ ー ス に入 り込んで しま っ た ｡ ∬5 はすぐ自
分の身体を引い て しまい ､ 後ろ - よりかか る｡ FUIに よれば､ JF5 は ｢脅威までで は ない け
ど … 圧迫感+ を感 じたそ うである｡ Sc ollo n& Sc ollo n(19 5: 146) が論 じる通 り ､ 文
化によ っ て個人的 ス ペ ー ス に 関して規範が異なるの で ､ こ の ような現象､ つ まり
一 人が前
に動く ことに よ っ て ､ 片方が 引い て しまうことが起 こ りやす い o レか しなが ら､ Sc ollo n&
s｡｡11｡｡の説に よれば ､ 一 般的 にア ジア 系の 人はア メ リカ人 より個人的なス
ペ ー ス が狭い た
め､ アメ リカ人 の方が抵抗 を感 じるはず だが ､ 今回 の 結果 は これ と全く矛盾する ｡ 似 て い
るところが あると い っ て も､ ア ジア 人の 間でも文化に よ っ て バ リ エ
ー シ ョ ンが必然的に あ
るため､ Sc ollo n& Sc ollo nは研究対象である香港人と 日本人の 相違を考慮して い なか っ た
とみられる. 本調査にお けるアメ リカ人の 個人的 ス ペ ー ス 臥 他の ア ジア人 より狭い が ､
日本人よりは広 い ようで ある ｡
自分の 立場 ､ も しく は面子 を守 るため に ､ 調整が遂行されたもの も 3 例あっ たo 非母語
話者が母語話者より日本に つ い て知識 を持 つ 場合 ､ 母語話者が 自分の 立場及び 面子 を守 る
ために調整を遂行 したケ ー ス をこ こ で紹介する｡
例226:新潟 出身 の JF7と CF 4は新潟の 家の造りに つ いて話 して い る
8
o [cF4ⅩJF7 28行
-
34行]
CF4: 玄関が 2 つ ある ん ですけど､ 家の 下と上と
JF7: うん
8 同じ逸脱が例 75､ 例 133で も見られ る｡
2階 あるとね､ そ の - ､ 冬 はそ う い うところ出られない み た い で
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cF4:なんか そうい う､ そ の
-
､ ドア をすぐ開けたらすぐ雪がす ごく積も っ て ､ だか ら雪の 下 に郵便局があります ､
JF7: あ
cF4:銀行があります そう い う看板もあるそうです ( 笑い)
∬7: あ あ､ そうなん だ､ そ こまでは 知らない ( 笑い†
cF4: でもおも しろく て 見に行きた い で す (笑い)
JF7: (笑 い) そ うか
新潟市は大丈夫ですか
うん新潟市は そん なに降らない ね ､__丁昼
CF4:
JF7: & )
新潟の郵便局と銀行の 看板に つ い て ､ 自分より CF 4 の方が知識を持 っ てい るこ とが逸脱と
して留意され､ 否 定的に評価され た｡ ｢あ､ そうなん だ ､ そ こ まで は知 らない (笑い)+ と
いう発言に ､ JF7 の驚きが現れて い る｡ さらに FUI の報告に よれば､ ｢ち ょ っ と焦 っ ちや つ
た … なんで こ んな こ と知 っ て い るの か な+ と感 じた ｡ 自分の 新潟出身である立場 を守り
ながら､ 調整と して 山と都会の気候的相違 を説明しようとするo ｢うん新潟市はそん なに降
らないね ､ 一 応 一 番都会 の とこ ろ にあるから､ 新潟県の 中で+ と い う発言から こめ調整 の
意図が見られる ｡ 続い て起 こ る笑い も ∬7 の焦りを反映 して い ると言えるだろうo
母語話者は自分の身体あるい は立場がある程度脅か され る ことがあると､ 自分を守るた
めの ス トラテ ジ ー を遂行する こ とが 明らか にな っ た｡ そ の ス トラテ ジ
- は言語的及 び非言
語的な形が取 られ ､ い か なる非母語話者グル ー プに対 して も遂行され る可能性がある o 但
し､ 内的場面にお いて も同 じようなス トラテ ジ
ー を遂行す る場合が あるこ と か ら､ 内的ス
トラテジ ー と して分類する ｡
以上分類 した 5 つ の機能 の た めに遂行されたス トラテ ジ
ー は 内的場面 ､ 接触場面の いず
れでも遂行され ると考えられ るため ､ 内的ス トラテ ジ
ー と して名づ けたo しか し､ 内的場
面と接触場面 で発生す る逸脱 の 種類 と数が異なるた め ､ ス トラテ ジ
ー の遂行され る頻度に
は相違がある こ とは否定で きない ｡ また ､ 非母語話者の 日本語能力に よ っ て逸脱 の発生頻
度が異なり ､ 本調査で は上級 レ ベ ル 非母語話者より 中級 レ
ベ ル 非母語話者の 逸脱に対 して
調整ス トラテ ジ ー が よ り多く遂行される結果が見られ るo 中級 レ ベ ルで は ､ メ ッ セ
ー ジ伝
達の 問題が よく発生 し､ そ の 問題 を解決するために ､ 複数の ス トラテ ジ
ー が含まれて い る
複合調整が数多く行われ ､ こ の ような結果にな っ たと考えられる ｡ さらに ､ 内的
ス トラテ
ジ ー の うち ､ 特定の 非母語話者 グル
ー プ に対 しての み遂行され る傾向が 見られた o 本調査
では､ 筆談ス トラテ ジ - は Cグル ー プ､ ジ ェ ス チャ ー は A グル
ー プに対 して遂行されたが､
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ストラテジ
ー を選択する際 ､ 母語話者が接触規範の 適用 に よ っ て非母語話者の ある特定外
来性に反応 して い たこ とを示唆して い るo
5. 3 . 3 . 接触調整ス トラテ ジ
ー (12件)
前述の通り ､ 接触調整 ス トラテ ジ
ー は接触場面 に限定 して遂行 され るス トラテジ
ー で あ
る. これ まで よく研究されてきた フ ォ リナ
ー ･ ト ー ク の 一 種もこ の 接触調整ス トラテ ジ ー
に当てはまると考えられるo 接触調整ス トラテ ジ
ー は接触場面で しか遂行されない ため9､
それが遂行され る場合､ 接触規範が働い て いると言えるo こ こで はまず､ 本調査で 見られ
た接触調整ス トラテ ジ ー は どの ような機能を果たすために遂行 された の か を確定す る｡ 次
に､ 機能別にどの ようなリソ
ー ス が どの ような逸脱 に対 して用い られたのか を説明する o
本調査の分析 の結果 ､接触調整 ス トラテ ジ
ー が遂行される機能は次の 2 つ に分 けられ るo
1) 自分の発言をも っ と分かりやすくする
2)イン タ ー ア ク シ ョ ン促進 を維持する
以下､ 接触 ス トラテ ジ ー の 特徴を機能別にまとめて いく o
1) 自分の 発言 をも っ と分かりやすくする (8件)
5. 3. 2内的調整 ス トラテ ジ
ー 2)の ス トラテ ジ ー は内的場面にお い ても遂行され る可能性
があるため ､ 内的規範が働い て い ると結論づ けた｡
一 方､ 接触場面 にお いて ､ 自分 の発言
をわかりやすくす るた めに異 なる性質の ス トラテジ
ー が遂行され るケ ー ス が ある o つ まり
接触場面で あるために遂行 される ス トラテ ジ
ー があるo
表5.3.6. 自分の 発言をも っ と分か り やすくす る接触調整ス トラテ ジ
ー
調 された
合計言語的逸脱 社会言語的逸脱
NNS が調整要求 マ ー カ
ー
をだす 話題
コ ー ド切り替えス ト ラテ ジ ー 英語で 言 い 換える
カ タカ ナ英語で言 い換える
英語 で説明す る
A2
A2
A1
2
2
1
保護ス トラ テ ジ ー ゆ っ くりと大声で繰 り返す
Cl 1
非省略ス トラテ ジ ー 省略さずに言 い 直す BI
Cl 2
総計 7
1 8
9 本研究で は ､ 外来性 の 程度 が高 い 内的場面を接触場面と して 扱 っ て
い るo 例 え ば､ 保護者と 障害者､ 親と子 どもな
ど
の外来性の 高 いイ ン タ ー ア ク シ ョ ン は 今回の 内的場面 の 定義に は入 っ て
い ない o
28 6
表5.3･ 6･ で見られ るよう
に ､ こ の ようなス トラテ ジ ー の うち ､ A グル ー プ に対 して 5件､ B
グル ー プに対 して 1件､ C グル
ー プに対 して 2件､ 計 8件が本調査で遂行された o そ の ス ト
ラテジ
- を ｢コ ー ド切り替え ス トラテ ジ ー +､ ｢保護 ス トラテジ ー + 及び ｢非省略 ス トラテ
ジ-+ に細分化 した｡
本調査ではす べ て の コ
ー ド切 り替えの ス トラテ ジ ー に英語 の コ ー ドが使用され て い た o
この英語ス トラテ ジ
ー 5 件 の うち ､ ｢英語での言い 換え+､ ｢カタカナ英語での 言い換 え+ 及
び｢英語で説明す る+ と いう ス トラテ ジ
ー を検出する こ とが できた o 最初の 例で は ､ 非母
締 者が調整要求 マ
ー カ ー を出 して から､ 母語話者は英語 の調整 ス トラテ ジ ー を選択するo
例227:JF 4は AF3にア メリカ でも下宿生括をして い たかを尋ねてい る
10
o [AF3ⅩJF 4 1 3行
- 15行]
JF4: アメリカの 方で も､ 下宿生活 して い る†
AF3:
∬4: い るんで すか†
AF3:
- 人暮し して い るん で すか
* & - ^ T
あの ､ 一 人 で生活されて
か ､ 通う の か
生活† uh､ あ ー 生活､ あ､ 生活､ 生清 uh? ?ub先週､ わ か り ま した , で も､ 忘れ る､
JF4: は い
AF3: 忘れま した ､ あ ー ､ 生活 ､ 生活 ､ わか らない
ライフ ､ ライ フ
oh将 来†
AF3にと っ て ｢下宿生 軌 と い う表現は理解できなか っ たた め ､ ｢う
ー ん+ 及 びポ ー ズ によ
り､ 理解 して い ない こ とを JF4に伝 えた｡ JF4はすぐに ト 人暮ら し+ に言 い 換え ､ 調整を
行うが ､ こ の 表現も AF 3に 理解され なか っ たo ト 人で生活 されて い るんですか† -
か通
ぅのか+ に より ､ 必死 に説 明 しようとす るが ｢生 軌 の 問題が再び現れ るo
日本語に よる
調整は AF 3に通 じなL. ､だろうと予測 し､ 自信をも っ て い ない もの の ､ カタカナ英語で言 い
換える｡ ｢生活+ を ｢ライ フ+ に直すが ､ これは AF3に別 の意味 ､
｢将来+ と して捉 えられ､
結局選択された接触 ス トラテ ジ ー も失敗するo こ の例で は ､ 自分の 発言をわか りやすくす
るために ､ JF 4は まず言 い換えと い う内的ス トラテ ジ
ー を2回遂行す るが ､ 問題解決まで に
至らないため ､ 仕方なく A F3の 英語圏外来性に反応 し､ 英語の ス トラテ ジ
ー を選択する o
英語ス トラテ ジ ー が遂行され るケ ー ス の す べ ては こ の ような状況におい て選択されるとは
限らない が ､ 例 228で は ､ 内的調整リソ
ー ス は効果 を出さなか っ たため ､ 接触 ス トラテ ジ
ー が選択されたと言 える｡
表5. 3. 6. で見られる通り ､ 英語ス トラテ ジ
ー はA グル ー プ非母語話者の 逸脱の み に対 し
て遂行されたため ､ ある非母語話者グル ー プに対す る特定 ス トラテ ジ
ー で あると考えられ
10同 じ逸脱が例 18 3 でも見られ るo
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る. Aグル
ー プ上級 レ ベ ル非母語話者に対 しても遂行 され る場合が あっ た0 日本語が流暢で
ぁっ ても､ 非母語話者の外見的外来性の影響は大きく ､ 英語
ス トラテ ジ ー の選択に支配的
な関係があ っ た と言え る｡ 英語圏非 母語話者 に対 して ､
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題 を解決す
るための使用可能 なリ ソ
ー ス ･ レ パ ー トリ ー を増やそうと し､ 英語の リソ ー ス を生かそう
としてい たわけで ある｡
BとCグル ー プ非母語話者 に対 して ､ 自分の発言 をわか りやすくす るた めに ､ 母語話者は
保護者ス トラテ ジ
ー (1件) と非省略ス トラテ ジ ー (2件) を遂行するケ
ー ス が あ っ た o 保
護者 卜 ク 臥 Rya n 達 (1995) が指摘するような､ 大声で話す ､ ゆ っ くり話すなど､ 保護
者が子供 ､ 老人 ､ 障害者に対 して使用する ような単純化 レ ジス タ
ー の ひ とつ で あるo ほぼ
同じ年齢､ 健康状態 を持 つ 学生同士 の 内的場面にお い て ､ こ の ような
ス トラテ ジ ー が遂行
される ことは考えがたいため ､ 接触場面に限定して遂行 され るもの である
11
｡
また ､ 先行研究 には例が 見 られ ない が ､ 日本 語の 接触 ス トラテ ジ
- と して 非省略化 ス ト
ラテジ ー の 存在も確定す る こ とが できた o 非省略 ス トラテ ジ
ー とは ､ 日本語で 普段省略の
ままで通じる ことばが元の 形 に言 い換えられる こ とを示すo 調整される対象の こ とばは普
通の日常生活で使用されて い るもの で あるため ､ こ の ようなス トラテジ
ー は接触場面に限
っ て遂行されると考えられる
次の例で は ､ 非母語話者の 調整要求 マ
ー カ ー に対 して ､ 保護者ス トラテ ジ
ー 及び非省略
ス トラテジ - の 両方が遂行される o
例228:JM5は近所 の ス ー パ - の 場所 を CF3 に説明 しようとして
い る o [CF3ⅩJF5 67行
-
69行]
JF5: ケンタ ッ キ - フ ライ ドチ キ ン の
- 前 の 通り をち ょ っ と行くとなん か ､ ス
ー パ ー が ある んで す よ ､
cF3: うん うん
JF5: ア ベ ス トア っ て い う
_a_ =∠ミニ . ス
ー パ ー マ - ケ
cF3: あ､ そ う (困 っ た表情をす る)
うんうん (困っ た表情をす る‡
ッ トがある ん ですよ も
-
､ 超高級
あ ー あ
- あ ー
JF5: ですよ ( 笑い)
CF3: (笑い) え､ 知ら ない
醐 の最中､ CF3 は困 っ た表情をしたため ､ ｢ス
ー パ ー + と いう語桑に理解の 問題があると
JF5は解釈 した . 調整と して JF5はまず ｢ス
ー パ ー + を大声で ゆ っ くりと繰り返 したが ､ CF3
は ｢あ､ そう+ と言語的に反応する
一 方で ､ 困 っ た表情が消えない ため ､ 問題 はまだ解決
されて い ない と判断 して い るo JF5は調整を再び行い ､ 語桑を
｢ス ー パ - マ ー ケ ッ ト+ と非
11 もちろん内的場面 にお い て ､ こ の ようなス トラテ ジ
ー が老 人､ 子供 な どに 対 して遂行され る 齢 がある とは否
定でき
ない が､ そ の 場合､ 相手の 外来性 が強 い ため ､
一 種 の 接触場面だと考えれば よい o
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省略化したo これに対 して CF 3がうなずくた め､ 問題が解決された と J
F5が判断し､ 調整
の脇の発話連鎖が終わり ､ 歌語 の 主要発話連鎖
- 戻るo
こ のような複雑調整 が行 われたにもか かわらず ､ CF 3の FUI によれば､ ｢ス
ー パ ー + とい
ぅ語桑は問題の 原因では なか っ たo 話 の 対象になる
｢ア ベ ･ ス トア+ の 場所が問題で ､ そ
の近所に住み ､ ケンタ ッ キ
ー の と こ ろもわかるもの の ､ ス ー パ ー は どこ にあるの かが全く
ゎからなか っ たた め ､ 表情が変わ っ たようである｡ よ っ て ､ こ の 例で JF5が調整の段階ま
で導い た逸脱は実は留意 の段階で誤角牢して い た こ とがわか る｡
本調査で確定 した自分 の発言 をも っ と わかりやすくす るた めの接触
ス トラテ ジ ー のす べ
てはフォリナ
ー ｡ ト ー ク の 一 部に当て はまるo 同質の 内的場面にお い て ､ つ まり ほぼ同じ
年齢､ 同じ健康状態を持つ 学生同士 の初対面イ ン タ
ー アク シ ョ ン にお い て ､ こ の ようなス
トラテジ ー が遂行される可能性が非常に低い ため ､ 接触 ス トラテ ジ
ー である ほか は考 えら
れない ｡ 実際に ､ 英語 ス トラテ ジ
ー の 1例以外 ､ す べ て の ス トラテ ジ ー は中級 レ ベ ル非母
語話者の逸脱に対 して遂行されて い る｡
本調査のデ ー タ結果か ら､ 接触 ス トラテ ジ
ー は特定の 非母語話者 グル ー プ に対 して 遂行
される場合が ある ことが明らか にな っ たo オ ス ト ハ イダ (1 99) の 調査で 臥 英語 ス トラ
テジ ー が中国語圏非母語話者の逸脱 に対 して遂行されて い たが､ 本調査で は同 じような傾
向は見られ ない ｡ オ ス ト ハ イ ダの調査に協力 した非母語話者 の 日本語能力
の レ ベ ル がそ の
結果を導いたと考えられるだ ろうo こ こで は ､ 英語圏で ある A グル
ー プ非母語話者の み に
対して英語 ス トラテ ジ ー が遂行されたため ､ 彼らの外来性が意識 されるこ とに より ､
特定
接触ス トラテ ジ ー が選択され たと考えられるo イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン に問題が藤生す ると ､
母語話者はできるだけ効果的なリ ソ
ー ス を適用 しようとするため ､ 相手の外来性 に関す る
ことも生かそ うとする傾向が 見られ る｡ B及び C グル
ー プ非母語話者 は英語圏で はない と母
語話者が意識するため ､ 彼らの 逸脱 に対 して英語の リ ソ
- ス より ､ 保護ス トラテ ジ ー ､ 非
省略ス トラテ ジ ー とい う接触 ス トラテ ジ ー の 方が効果的で あると判断 したと考えら
れ るo
っまり､ B､ C グル ー プに は ､ 特定接触ス トラテ ジ
ー が遂行されなくても ､ 他 の
一 般的接触
ス トラテ ジ ー が 遂行され るため ､ 母語話者は相手が非母語話者で ある こ
･とを強く意識 し､
非母語話者の外来性 に反応 し､ 接触規範を適用 して い るこ とが分か っ たo
2) イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 促進を維持する (4件)
イ ンタ ー ア ク シ ョ ン の促進 を維持するス トラテ ジ
- と して ､ 本調査では ､ ｢非母語話者の
発言が理解不能 で あっ て も ､ 途中で調整を行わず､ 非母語話者
の タ ー ン の 最後まで聞い て
理解しようとす る+､ ｢非母語話者の 発言が 理解不能で あっ ても ､ 適当
にタ ー ン をと っ てみ
る+ とい う2 つ の ス トラテ ジ
- を確定す る ことができた o
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表5.3･7･ イ ン タ
ー ア ク シ ョ ン の 促進 を維持す る接触調整ス トラテ ジ ー
調整された逸脱
合計言語的逸脱 社会言語的逸脱
NS は NNS の メッセ
ー ジ を
理解す る ことが できない 発言の 文脈 英語
ス トラテ ジ ー
NNSの 発 言の 途中で調整を行 わず､
NNS のタ ー ン の 最 後まで聞 い て 理
解 しようとす る A2 2
NN S の発言がわか らなく ても適当
に答えを言 っ て み る Al Al 2
総計 2 2 4
表5.3. 7. に見られ るように ､ 計4例があり､ す べ て の ス トラテ ジ
ー は A グル ー プ の AF3に
対して遂行され た ｡ 最初の例 で は ､ 母語話者 舶巨母語話者 の タ
ー ン が終わるま で 聞い て 理
解しようと して い る｡
例229: BF3は調査 の 時間に間 に合 わなか っ たため､ JF 5は 1 0分 ほ ど待たされた ｡ 次の セ ッ
シ ョ ンに出るはずの AF3 が時 間通りに到着するが､ 彼女が遅れたと JF 5が思い込ん で しま
う12. [BF3ⅩJF5 2行 - 5行]
JF5: †腕時計を見る) え､ ち ょ っ と ど､ どう したん です か†なん か 遅くな っ ちや つ て
AF3: あ
ー え ー ､ 私 は - ､ 遅く
JF5: あ､ そ う ( 腕時計を見る) 15分に
AF3: - なりませ ん で した † あ あ ､ あ
ー
､___真二 + 塾娃盈+ ぷ望』+ 些些
JF5: (領く) 待たされて ( 笑
い)
AF3: 私は後､ e r､ に ､ な､ なり__皇上た + 王立迫追△†登遅 出
迅速 あ ー あ - あ ‾
自分が遅れた の で はなく ､ BF 3が遅れた ため ､ AF3が少 し早く来たとJF 5に説明 しようとす
るが､ 最初の発言 ｢あ ー ､ え ー ､ 私は後､ u rm､ u r m私 は後､ e r､ に ､ な､ なりま した+ は
JF5 にと っ て理解不可能で あ っ た ため､ 逸脱と して留意され るo しか しFUI の報告 で明らか
になるように ､ JF5はAF 3 の外来性を強く意識 したため ､ こ の 時点でわか らなくて も､ 後で
わかる可能性が あるため ､ す ぐに調整せず､ ｢頑張 っ て伝えよう+ とするAF3 のタ
ー ン の最
後まで待 つ (FUIによる)0
他の例で は ､ 相手の発言が 全くわか らなくても ､ 適当に答えを言 っ てみ る場合が ある o
12同じ逸脱が例 19 でも見られるo
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例230では ､ 非母語話者が英語の 語嚢を使用するため ､ 母語話者は理解できなか っ たが ､
インタ - アク シ ョ ン を促進するために ､ 適当な答えを言おうと して い る｡
例230: AF3はJF 3の 趣味に つ いて尋ねて い るo [AF3Ⅹ JF3 51行
- 54行]
JF3: 趣味は
-
､ えっ と ね - ､ あの 舞台を､ 見 る こと ミ ュ ー ジカ ル うん
AF3: 舞 台は † あ
ー あ､ う､ あ ー
JF3: あ
ー jニ 出
AF3: どの - どん な in str u ment† * どん なin stT u m e nt†あ
ー ん ､ どん なもの † できます
JF3‥ 皇ゴ≡遜旦旦旦旦 あ
ー あ - そうか ､ うん と
AF3: 歌い ます ､ か † o rギ タ ー あ ー とか - あ あ､ 何や っ て い ますか †
JF3: あた しが † あた しは ミ ュ
ー ジ カ ル は - え っ と見 るの が好き で -
AF3: そ う あ ー
JF3は AF3 の英語の 発言 ｢in str u m e nt+ を理解する ことが でき なか っ たが ､ ｢う
ー ん と - *
* *そ - だな* ** *あ ー + の ところで JF3はイ ン タ ー アク シ ョ ン を促進するた めに ､ 適
当に発言 した ｡ 相手の 発言 を理解するこ とが できない場合 ､ 明確化要求を行う方が普通だ
が､ ∬3はイ ンタ ー ア ク シ ョ ン の 促進を維持するために ､ 適当に自分の タ
ー ン を取ろうと し
た｡
この 2 例で 見られる よう に ､ イ ンタ ー ア ク シ ョ ン の促進 を維持す るた めの接触ス トラテ
ジ ー のす べ て は間接的なもの で あり ､ 調整回避的な特徴を持 つ ｡ 要するに ､ 相手 の非母語
話者に理解不可能 な逸脱が生 じたと知らせず ､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ンが止 ま らない ように談
話の促進を優先す る｡ さらに ､ 直接的な調整を行わない こ とにより ､ 調整 の 失敗 ､ ある い
は調整自体から生み出され る別 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問題 を避ける ことが可能である o 本
調査のすべ て の 例は 日本語能力の レ ベ ル が最も低 い AF 3に対 して行われたため ､ 調整自体
から生み 出され る問題 を回避するために こ の ス トラテ ジ ー が遂行された傾向の 方が強い だ
ろう｡ 1 つ のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン にお い て コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 問題 が何度も生 じると ､ 選
択される調整 ス トラテ ジ ー ､ 及び そ の選択を支配す る規範の 適用は変わるようで あるo 即
ち､ 内的ス トラ テ ジ ー の 効果 が なく なる場合､ 接触 ス トラテ ジ
ー の選釈 - と移る傾向が あ
ると考えられる｡
上で紹介したように ､ 接触ス トラテ ジ ー を ｢自分の 発言をわか りやすくする+ 及び
｢イ
ンタ ー ア ク シ ョ ン の 促進 を維持する+ とい う 2 つ の 種類に分けるこ とができる｡ こ の よう
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なリソ
- ス は接触場面に限 っ て 遂行 され るため ､ 接触調整 ス トラテジ ー と言えるo さらに ､
コ ー ド切り替えの ス トラテ ジ ー の ように ､ 特定の 非母語話者グル ー プに対 して遂行され る
ものと､ 非省略 ス トラテ ジ
ー の ように ､ どの非母語話者に対 しても遂行されるもの が あるo
その中には ､ フ ォ リナ
ー ･ ト ー ク と重なる部分も見られる｡
なお ､ ある ス トラテ ジ
ー を選択す る要因は様々 で あるが ､ 以前遂行され た ス トラテ ジ ー
が失敗した こと ､ そ の状況 に適切 だと思い こむ こ と､ または相手の 外来性を強く意識す る
ことが本調査で 見られた｡ 逸脱の種類も無視する ことはでき ない が､ 非母語話者に よ っ て
ストラテジ ー の選択 を支配す る規範が使 い分けられて い る こ とも否定する ことができない o
5 . 3 . 4 . 非母語話者 3 グル ー プ間の 差異
本調査の結果か ら､ 母 語話者の 調整ス トラテジ ー の 選択過程にお い て も非母語話者 3 グ
/レ - プ間の相違が見られ た ｡ そ の相違は いく つ か の 形で ､ 様々 な原 因により現れ るが ､ 以
下､ その結果をまと め る｡
1) メッセ ー ジ伝達の トラブル に対して遂行される ス トラテジ
ー
メ ッセ ー ジ伝達 の 問題 に対 して調整 ス トラテ ジ ー は最も多く遂行 されてい た｡ 非母語話
者のメ ッセ ー ジがわか らない 場合 ､ も しく は非母語話者に とっ て自分のメ ッ セ
ー ジが 理解
不能の場合 ､ 調整 を行う必要性が 生 じ､ 内的及 び接触 ス トラテ ジ
ー を遂行する場合が あ っ
た｡ さらに ､ 問題解決 に至 る まで に ､ 複雑な調整が行われ る場合 が多く ､ いく つ か の ス ト
ラテジ ー が連続的 に遂行され る複合調整も見られた ｡ 他 の 章で紹介 した通 り ､ メ ッ セ
ー ジ
伝達の問題は C グル ー プ非母語話者 に対 して最も多く留意 され ､ こ の ようなス トラテ ジ
ー
は､ 他の グル ー プ より C グル - プ非母語話者に対 して明らか に多く遂行された ｡
一 方で ､ Bグル ー プに対 して遂行された調整ス トラテ ジ ー は最も少なか っ た. 支援的 ス ト
ラテジ ー を除いて B グル ー プ に対 して遂行された ス トラテ ジ
ー は他 の グル ー プより 一 貫 し
て少なか っ た｡ その原 因は ､ 全体的に留意された逸脱が他 の グル
ー プより少ない こ と､ そ
のうち､ 比較的調整されやすい メ ッ セ - ジ伝達の 問題 が少 なか っ たこ とに あると考えられ
る. この ような結果は恐 らく B グル ー プの 育っ た環 掛 こ関嘩があると考えられ るo 他の 非
母語話者グル ー プと異なり ､ 幼い こ ろか ら､ 日本語及び日本 の 文化に触れる機会があるた
め､ 流暢さの面 で は他の グル ー プの 非母語話者とほ ぼ同 レ ベ ル で あ っ て も､ 問題が発生す
る率はも っ と低く なっ たと考えられる｡
2) 談話の流れに関する ス トラテジ ー
談話の 流れに関する ス トラテ ジ - は主に非母語話者を支援する こ と､ ある い はイ ン タ
ー
アク シ ョ ン の促進を維持するために遂行されるo 内的 ス トラテ ジ
ー は ､ Cグル
ー プに対して
最も多く遂行され て い た｡ こ の 相違は非母語話者自身の調整過程か ら生み出された結果だ
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と思われるo C グル
- プ非母語話者は他の グル ー プ より自らの言語生成に関 して 母語話者に
確謬を要求する場合 が多か っ たた め ､ 母語話者の方か ら支援的ス トラテ ジ
ー が遂行される
場合も当然多くな っ たと考えられる｡
さらに､ 内的調整 ス トラテ ジ
ー が遂行された場合､ A グル ー プに対 して遂行される支援ス
トラテジ
ー 及びイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン促進の ス トラテ ジ ー は ､ 他の グル ー プより少なか っ た o
この傾向の原因は A グル ー プの 沈黙､ または ､ ためらい に関わる逸脱が少ない ことにある
と言えるo A グル
ー プ非母語話者の 沈黙に対する許容の レ ベ ル は他の 非母語話者 ､ 母語話者
より時間的に短 い ため ､ こ の ような逸脱が発生 しにく か っ たと考えられる｡ 確か に ､ 母語
話者数名の FUIに よれば､ 最も談話の 流れを維持 しやすか っ たイン タ
ー アク シ ョ ン は A グ
ル ー プとのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン で あり ､ 自分が努力 してイ ン タ ー ア クシ ョ ン をリ ー ド しな
ければならない と感 じた場合 は他 の非母語話者グル
ー プと のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン より少な
かっ た｡ だが､ 反対に ､ A グル
ー プ非母語話者は母語話者の沈黙に関して逸脱を留意 し､ 母
語話者の 沈黙､ あるい はため らい により ､ イン タ ー ア ク シ ョ ン をリ
ー ドしなければならな
いと感じた調査協力者が多か っ た ｡
但し､ 談話の 流れに関する接触 ス トラテジ ー 臥 A グル
ー プの AF 3 のみに対 して遂行され
ていた｡ 非母語話者の うち､ 最も日本語能力が低 い の は AF3で あり ､ 続 いて言語的な問題
が数多く発生 したた め､ 内的 リ ソ ー ス だけに頼ると ､ 問題が解決 しない場合が あっ た ｡ 内
的ス トラテジ ー が失敗 した場合､ 母語話者は回避な どを含む接触 ス トラテ ジ
ー を遂行 して
いた｡
3) 特定非母語話者に対 して 遂行され る内的調整 ス トラテ ジ
ー
遂行された内的調整 ス トラテ ジ ー のうち､ 特定非母語話者グル
ー プ のみ に対 して遂行さ
れるもの があっ た｡ 筆談ス トラテ ジ ー ､ つ まり漢字 の ス トラテ ジ
ー は C グル ー プ非母語話
者とのイン タ ー ア ク シ ョ ン で しか見られなか っ た｡ 母語話者は漢字圏である C･グル
ー プ非
母語話者の 特定特徴を認知 した結果 ､ 内的リソ ー ス か ら適切 なス トラテ ジ
ー を選択 しよう
としたと思われ る ｡ しか し､ 漢字の ス トラテ ジ
ー が遂行されたイ ン タ
ー アク シ ョ ン の す べ
てにおい て ､ 非母語話者が既に同 じようなス トラテ ジ
ー を遂行 して い たケ ー ス が あ っ たた
め､ cグル ー プ非母語話者は漢字の 筆談 ス トラテ ジ
ー が使用されやすい状況を作 っ て い たと
考えられる｡ 母語話者は非母語話者の ス トラテ ジ
ー に反応 し､ 特定非母語話者グル
ー プ に
対して効果が ありそうなス トラテ ジ ー を選択 したと言 える ｡
一 方 ､ A､ B グル
- プ非母語話
者から筆談 ス トラテ ジ ー が 一 度も用 い られなか っ た こ とか ら､ 漢字リソ
ー ス が使用されや
すい状況が設定されなか っ たと考えられる｡
Aグル ー プ に対 して も内的ス トラテ ジ
ー が特定的に遂行される場合がある ようで あ一るo 自
分の発言をわかりやすくする ため に ､ 母語話者は A グル
ー プ非母語話者だけに非言語的ス
トラテ ジ ー を遂行 した｡ 外来性の 最も高い グル
ー プで あるため､ 典型的なフ ォ リナ
ー ･ ト
ー ク の ス トラテ ジ ー が遂行 されやすか っ た と言 えるが ､ す べ て の 例はメ ッ セ
- ジ伝達に間
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摩があっ た AF 3に対 して行 われたため ､ 非母語言緒 の 日本語能力も関係 して い る ようであ
る｡
特定の非母語話者 の み に対 して 内的調整 ス トラテ ジ
ー が遂行されるケ ー ス が あるた め ､
この場合 ､ 接触規範が働 いて い ると考えられる ｡ 接触場面におい て母語話者は どの ような
内的調整ス トラテ ジ
ー が どの ような非母語話者の どの ような逸脱に対 して効果があるの か
を計算し､ 相手に よりリ ソ
ー ス を使 い分けて い るようである｡
4) 特定非母語話者に対 して遂行される接触ス トラテ ジ ー
フォリナ ー ･ ト ー ク ､ フ ォ リナ ー ･ ライ テ ィ ン グなどが含 まれる接触ス トラテジ ー の 中
には､ ある特定非母語話者グル ー プに対 して 遂行され るもの が あっ た｡ 英語のリ ソ ー ス は
英語圏である A グル
ー プ非母語話者に限定 して遂行されて おり ､ 母語話者は英語母語話者
である A グル - プ の 特定的特徴を意識 して い たと言える｡ さらに ､ 日本語能力の レ ベ ル が
低い AF3 の逸脱に 対 して行 っ た内的 ス トラテ ジ ー が失敗 し､ 英語ス トラテ ジ ー が選択され
たケ ー ス も見られ た ｡ 内的リ ソ ー ス の 効果が ない 場合 ､ 最後 の 手段と して特定接触 ス トラ
テジ ー を遂行する場合もある と言う こともでき る｡
オス トハ イ ダ (1 999b:93) は ､ 英語 ス トラテ ジ ー が中国語圏非母語話者に対 して遂行さ
れたと報告 して い るが ､ 本研究で はその 例は 1 つ もなか っ た｡ 中級 レ ベ ル の B グル ー プ非
母語話者は しば しば英語を使用 してお り ､ 英語の リ ソ ー ス の 効果が あると母語話者に示 し
ていたもの の ､ 一 度も英語の調整 ス トラテ ジ ー は遂行されなか っ た ｡ Bと C グル
ー プに対 し
て保護者ト ー ク ､ 非省略な どより 一 般的な接触 ス トラテ ジ ー が遂行され ており ､ 少 なく と
も本調査で は ､ 英語ス トラテ ジ ー は特定非母語話者に対 して しか遂行され なか っ た ｡
5. 3 . 5 . ま とめ
調整とい う行動は主にイ ンタ ー アク シ ョ ンの デ ー タと して記録されてい るため ､ 検出し
やすく ､ 他 の イ ンタ ー ア ク シ ョ ン 管理より分析 しやす い ｡ その ため ､ 異なる出身の非母語
話者に対 して 異なる規範が適用され､ 調整 ス トラテ ジ ー が使 い分けられて い る様子が は っ
きりと見られ る｡ よ っ て ､ 非母語話者 3 グル ー プに対す る母語話者 によ る外来性管理 の 差
異が調整ス トラテ ジ ー の選択段階にお い て最も明確に確定する ことができた と思われる｡
本節で分析 した ように ､ 接触場面にお い て非母語話者 の外見的､ 言語的 ､ 社会言語的 ､
社会文化的外来性 が トリ ッ ガ 一 にな っ て い る問題が発生 し､ それ を解決するために ､ 母語
話者は様々 なリ ソ ー ス を生か そうとする｡ しか し､ 非母語話者の 外来性 は逸脱の管理に影
響を与えるだけで は なく ､ 母語話者が選択する調整 ス トラテ ジ ー にも影響を及ぼす こ とが
本研究で明らかにな っ た｡
発生した問題 を解決するために ､ 母語話者は しばしば内的場面と同様の内的調整 ス トラ
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テジ ー を遂行す る傾 向が ある o つ まり ､ 日頃他の 母語話者とのイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン で使用
している ス トラテ ジ
ー を接触場面の 問題解決にも遂行 して い る ｡ 但 し､ 内的ス トラテ ジ ー
が接触場面の 問題解決 に選択 された と して も ､ そ の選択を支配する規範は必ず しも内的規
範だとは限らない ｡ 内的 ス トラテ ジ
ー で あ っ ても､ ある ス トラテ ジ ー は特定非母語話者グ
ル ー プの みに対 して遂行 され る場合が ある こ とが わか っ たo つ まり､ 内的調整 ス トラテ ジ
ー の選択にお い て ､ 非母語話者の 総合的外来性を認知 した 上で ､ 規範を使 い 分 ける傾 向が
見られた｡ 漢字 の筆談 ス トラテ ジ
ー は C グル ー プ非母語話者に対 して ､ ジ ェ ス チ ャ ー とい
う非言語的ス トラテ ジ
ー は A グル ー プに対 して しか遂行 されなか っ た｡ 漢字の筆談 ス トラ
テジ - の ように ､ 非母語話者が 同じス トラテ ジ ー を使用 した ため ､ 特定的ス トラテ ジ ー の
選択が非母語話者の行動か ら影響を受けた場合と､ 外来性の 最も強い A グル ー プに対する
ジ ェ ス チ ャ ー ･ ス トラテ ジ ー の ように ､ 影響 を与えて い る要因を検出する ことができない
場合があっ た｡
さらに､ 同質13の 内的場面 におい て ､ 遂行されるこ とが考 え難い ス トラテ ジ
ー が接触場面
におい て遂行され る場合が あるo こ の 接触 ス トラテ ジ ー の 中に は ､ フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の
特徴を含んだも の が あり､ 相手が非母語話者で ある こ と､ つ まり相手 の 総合的外来性に反
応したこ とに より ､ 遂行され たと言 える｡
また ､ 接触 ス トラテ ジ ー の うち ､ 非母語話者 の総合 的外来性だ けではなく ､ ある特定非
母語話者グル ー プ に対 して しか遂行されない ス トラテ ジ ー が見られたo 本調査で は ､ A グル
ー プに対 しての み英語 ス トラテ ジ ー が遂行されて いた｡ 母語話者が英語圏で ある A グル
ー
プ非母語話者の特定外来性 を認識 した結果 ､ こ の ようなス トラテ ジ ー が遂行された と考え
られる｡ 但 し､ 特定接触 ス トラテ ジ ー が遂行された例 の うち ､ 以前内的ス トラテ ジ
ー が成
功せず､ も っ と効果 がある と予測され る特定接触 ス トラテ ジ
ー が遂行されたケ ー ス もあ っ
た｡
非母語話者の 出身地 ･ 母語 ･ 背景などに関する外来性が調整 ス トラテジ
ー の 選択 に影響
を与える とい っ ても ､ そ の よ うな外来性だけが影響を与 える､とは限らない ｡ 本調査 で は ､
上級非母語話者より中級 レ ベ ル 非母語話者の 逸脱に対 して調整ス トラテ ジ
ー が多く遂行さ
れたた め､ 日本語能力に関わ る外来性も重要な役割を果 して い たと考 えられ る｡ 中級非母
語話者との イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て メ ッ セ
ー ジ伝達に関する言語的及び社会言語的問
題が上級非母語話者より多く 発生する傾 向が あっ た こ と か ら､ 日本語能力の 上達 に つ れ ､
調整可能な問題 が減少する か ､ 調整可能で ある問題 に対 して複合調整を行わなく ても､ 解
決されたと考えられる｡
どの ようなス トラテ ジ ー が最終的に選択され るの か は別と して ､ 母語話者は調整 ス トラ
テジ ー を選択す る際､ 非母語話者の 出身地 ･ 母語 ･ 背景 ･ イ ンタ
ー ア ク シ ョ ン能力 など､
様々 な要素を認識 しなが ら､ 特定の相手に対 して効果の ある調整方法を適用 しようとす るo
13
っ まりほ ぼ同様 の 年齢 ､ 性別､ 健康状態を持 つ 母 語話者学生 とイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン に お い て o
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インタ
- アク シ ョ ンそ の もの を進 め るために ､ 問題を解決す るために ､ 母語話者は最も相
手に理解可能で あるス トラテ ジ
ー
､ 最も効果の あるス トラテ ジ ー を遂行しようとするo ま
た､ こ の行動の 裏には ､ 規範 の働きが あると考えられるo 内的規範の 適用 により ､
一 般的
な内的ス トラテ ジ
- が遂行され ､ 内的場面と似たように調整が遂行され るo 一 方 ､ 接触規
範が適用され る の は ､ 相手 との 問題 を解決する ため に は ､ 内的リ ソ
- ス だけで は不十分だ
と母語話者に判断され る場合 もある o 特定非母語話者に対 して ある内的ス トラテ ジ
ー が遂
行される場合 ､ また接触 ス トラテ ジ
ー
､ 特定非母語話者接触 ス トラテ ジ ー が遂行され る場
合がこの ような状況で見られ る｡
5 . 4 . 本章 のまとめ
本章で は ､ 母語話者 の 調整過程 を検討 した . 母語話者 が非母語話者の外来性 に関す る逸
脱を否定的に評価 した 後､ どの ような逸脱 に対 して調整を行うか ､′どの ような状況にお い
て調整を行うか ､ 調整を遂行するために ､ どの ようなス トラテ ジ
ー を使用するか を中心的
に分析 した｡
まず､ 調整が行われ ない場合､ その逸脱は社会言語的 なもの で ある傾向がある｡ そ の 中
で､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 形式に関す る逸脱 ､ 言語 の ス タイ ル ､ 非言語的行動 などの 逸脱
が多く見られた ｡ 逸脱 が調整され ない 主な原因は ､ 調整 がもともと行われにく い とい うこ
とである｡ 調整が行われない 理由は内的場面と同じ ような要因に基づい て い た傾 向が見ら
れたため ､ ほとん どの 場合 ､ 内的規範が適用されて い たと言 える ｡ 接触規範の適用 によ っ
て調整が行われ なか っ たの は ､ 母語話者が故意に調整 を回避 した時だけで あっ たo こ の 場
合の理由と して ､ 母語話者が調整 の リソ ー ス を使 い 切 っ た､ 調整によ っ て非母語話者を混
乱させ るの を避けたか っ た､ また調査の ための 接触場面で あるた め､ イ ン タ
ー アク シ ョ ン
問題を解決す るた め の 責任 を感 じなか っ たと いうケ
ー ス が 見られた ｡ 但 し､ 非母語話者の
逸脱が調整され ない こ とは言語習得論に重要な意味を持 つ と考えられ るo 調整と言語習得
は深く結びつ い て いると言われて い る(Long1983b､ ネウ ス トプ ニ ー 1 997､ Miya z aki2001)o
調整が行われな い と非母語話者はフ ィ ー ドバ ッ ク を得 る ことができず､ 特に社会言語能力
を習得する機会が奪われて しまうこ とに なる｡
次に ､ 調整が 行われた場合 ､ 社会文化的及び外見に 関す る逸脱 より ､ 言語的及び社会言
語的逸脱の 方が調整 されやす い こ とが明らかに な っ た｡ 調整 された逸脱には非母語話者3
グル ー プ の 間で差異が見られ たが ､ その 差異の 原因は 各非母語話者グル
ー プの 特定的外来
性にある より ､ む しろ各非母語話者グル ー プ､ ある い は各個人が引き起 こ した逸脱 の種類
にあっ た ｡ 逸脱の 差異に影響を与 えて い るもの は ､ 非母語話者の 母語
･ 母文化干渉､ 育て
られた環境､ あるい は個人的な要因で あると考えられる｡ どの 逸脱が調整されるか とい う
インタ ー アク シ ョ ン管理の 段階で は ､ 接触規範より内的規範の影響の 方が強い ようであるo
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この分析結果か ら考えると ､ 母語話者の調整過程は 内的規範
に強く支配 されて い ると言 え
る｡
しか し ､ 本調査 の デ
ー タで は ､ 同 じ種類 の逸脱が調整 され る場合 と調整され ない 場合が
ぁっ た｡ こ の ような場合 で は ､ 調整が行われ るか否
かは 母語話者が持 っ て い るリ ソ
ー ス ､
ぁるい は母語話者の個人差 に支配されて い るようで ある o 非母語話者
の総合的外来性が影
響を与えて い るとは考えがたい ｡
最後に ､ 母語話者の調整 ス トラテ ジ
ー の 選択に関 して は次の 特徴が指摘でき るo まず､
母語話者が遂行す る調整 ス トラテ ジ
ー は大きく内的 ス トラテ ジ ー ､ 接触 ス トラテ ジ
ー とい
ぅ2 種類にわ ける こと がで きるo 但 し､ 母語話者が調整 ス トラテジ
ー を選択する場合 ､ 逸
脱によっ て反応するだけで は なく ､ 非母語話者の特徴に よ っ て反応す る場合
が明らか にな
っ た｡ 内的ス トラテ ジ
ー で あ っ て も ､ ある ス トラテ ジ ー は特定非母語話者グル
ー プに対 し
てのみ遂行され る場合がある こ とが わか っ た o 例え ば､ 漢字の 筆談ス トラテ ジ
ー 及び非言
語ス トラテジ
ー の場合､ 内的調整ス トラテ ジ ー の 選択におい て ､ ある非母語話者グル
ー プ
の総合的外来性 を認知 した上で ､ 規範を使い分ける傾向が 見られたo また､ A グ
ル ー プに対
する英語ス トラテ ジ ー の ように ､ 接触調整 ス トラテ ジ
ー の うち ､ 非母語話者 の総合的外来
性だけで はなく ､ ある特定非母語話者グル
ー プに対 して しか遂行 されない ス トラテ ジ
ー が
あっ た｡
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第6章 結論
本研究で は ､ 母語話者が非母語話者3 グル
ー プの 外来性 をどの ように管理す るの か を分
析したo イン タ
ー アク シ ョ ン の 録画､ 録音及び参加者の FU I のデ ー タに基づ い て母語話者
が各グル ー プ の 非母語話者 の 外来性 に ど の よう に反応 し､ 相 手の 外来性によ っ て どの よう
にその反応が異なるの か を検討 してきた ｡ こ こで は ､ 本研究の主な調査結果､ 日本語教育 ･
異文化理解 - の 応用及 び残され た課題 をま とめてお く｡ まず ､ 本調査で発見 した外来性管
理の結果をまとめ る｡ 次 に ､ イ ンタ ー ア ク シ ョ ン管理 をグル ー プ ご とに概観 し､ 他 の グル
ー プとの相違点 をまとめ て提示す る ｡ こ の 結果に基づ い て母語話者が規範を使 い分 けて い
る原臥 及び そ の 規範の 形成に つ い て考察する｡ そ して ､ 本研究の 結果は 日本語教育､ 接
触場面の分野はもちろん ､ 他 の研究分野にどの ように応用でき るの かを指摘す るo 最後 に､
今後の課題を提 示する｡
6 . 1 . 接触場面にお ける外来性管理
本調査の結果 によれば､ 母 語話者の 外来性管理 に つ い て 主に次の ようなこ とが 明らか に
なっ た｡
① 接触場面にお いて 母語話者 は逸脱を内的場面と同 じように管理するか ､ 全く異なる
管理 を行う｡
母語話者が非母語話者の 逸脱を内的場面と同じように管理す る場合 ､ 内的規範が働い て
いると言える ｡ 一 方 ､ 内的場面とは異なる管理 を行う場合､ 接触規範を適用 して い ると考
えられる ｡
② 規範は逸脱 の留意段階だ けで はなく ､ 評価､ 調整及 び調整 ス トラテ ジ ー の選択の 段階に
おい て ､ 内的 ､ ある い は接触規範が外来性に よ っ て選ばれる ｡
③ 逸脱の種類､ ある い は総合的に認知された非母語話者の外来性に よ っ て内的規範と接触
規範は使 い分けられて い る ｡
つまり母語話者は非母語話者グル ー プによ っ て 異なるイ ン タ ー アク シ ョ ン管理 を行 っ て
いることが ある｡
④ 外来性は 一 般的外来性 ､ 及び特定外来性という 2 つ の 種類 に分ける ことができる.
どの ような非母語話者に対 して も等 しく認知され る外来性 は
一 般的外来性と名づ け､ 特
定非母語話者グル ー プの みに対 して認知される外来性は特定外来性と名づ けられる｡ 例え
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ば､ 非母語話者全員に日本語能力 ､ 日本
の 社会文化に 関 して非母語話者は足りない とこ ろ
があるだろうと母語話者
が推測する場合と ､ ある非母語話者グル ー プ の 特殊な特徴 に対 し
て反応する場合が あるo
6. 2 . 非母語話者 3グル
ー プ で見られた外来性管理
ここで は ､ 本調査 の 結果 に より ､ 非母 語話者 3 グル
ー プ に対 して 母語話者が どの ような
インタ ー アク シ ョ ン管理 を行 っ たの か をまとめて いく o 以下説明するように､ 非母語話者
3グル ー プ間の 差異は非母語話者が引き起 こす逸脱 の種類及び母語話者が認知す る非母語
話者の総合的外来性か ら生み 出されるもの で あるようだo
6 . 2 . 1 . A グル - プ
Aグル ー プの 結果を全体的に見 ると､ C グル - プ とほ ぼ同 じ程度 に逸脱が留意され るもの
の ､ 逸脱の 評価 ､ 調整 の段階で は ､ 母語話者が行うイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン管理は異なる o 管
理プロ セ ス の 各段階にお い て A グル ー プの逸脱 がどの ように扱われたの かを以下にまとめ
る｡
1) 逸脱の留意
cグル ー プとほぼ同 じように逸脱が 留意され るが ､ 母語話者 に留意 されない逸脱 は他
の グ
ル ー プより多か っ た. 特 に A グル ー プ非母語話者の ジ ェ ス チ ャ
ー
､ イ ン トネ
- シ ョ ン ､ メ
ッセ ー ジ の形に 関す る逸脱は他 の グル
ー プ より留意 されず ､ これ は恐らく非母 語話者の外
来性の影響で生み 出された結果と考えられ るo まず ､ A グル
ー プ非母語話者は外見的 ､ 言語
的､ 社会言語的 ､ 社会文化的外来性 が強い ため ､ 母語話者 にと っ てす
べ て の 外来性 を認知
するの は難しい と推測され る ｡ そ して ､ 最も外来性 の 強い A グル
- プに対 して母語話者の
内的規範は潜在化され ､ そ の 代わり に接触規範が適用され ､ イ ン タ
ー アク シ ョ ン 上の 問題
が引き起こされ ない限り ､ 他の グル - プより逸脱を留意しない傾向が見られ る｡
つ まり ､
接触規範の 顕在化 によ っ て特に A グル ー プの 逸脱 を留意しない場合があるo
留意された逸脱を見ると ､ C グル
- プとほ ぼ同数 の 外見的 ､ 言語的 ､ 社会言語的 ､ 社会文
化的逸脱が留意されたが., 逸脱 の質からす
れば､ 相違があるo まず､ 外見的な逸脱では ､
髪の毛が逸脱と して留意されたの は A グル
ー プだけだ っ た｡ 言語的逸脱に関 しては ､ 母語
話者は A グル ー プの メ ッ セ ー ジ を理解でき ない こ とが他 の グル
ー プ より多か っ たが ､ こ の
逸脱は AF3 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に集中 して いたため ､ グル
- プの傾向とい うよりはメ ッ
セ ー ジ伝達に困難を抱 い て い た AF 3 の特徴と して考えられる｡ さらに ､ 母語話者
の 接触規
範が顕在化された場合 ､ A グル ー プ非母語話者の 逸脱が他の グル
ー プより多少留意されたo
特に､ A グル ー プ非母語話者の 総合的日本語能力が過小評価されて い たため､ 母語話者
の 期
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待を上回つ た彼らの逸脱は他 の グル
ー プより多く留意されたo
非母語話者3 グル
- プの うち､ A グル ー プの社会言語的逸脱が留意されるこ とが最も多か
っ た｡ 特に ､ 非言語自勺逸脱が 多く留意されたが ､ 母 語の 非言語的行動パ タ
ー ン からの 転移
の場合が多い o さらに ､ A グル
ー プ の 激 しい 話題変更が他の グル ー プ より多く留意された が ､
この原因は A グル
ー プの沈黙に対する不寛容 から生み 出された結果だと考えられ る｡ A グル
- プ非母語話者は特 に沈黙に敏感で あり ､ 沈黙が発生 しない よう.に新
しい話題 を提供す る
場合があっ た ｡ したがっ て ､ A グル
ー プの 場合､ 沈黙に関する逸脱は 3グル ー プの うち､ 最
も少なか っ た｡
また､ 接触規範が適用され た場合を見 ると ､ 非母語話者が日本人の 領域に入りす ぎる場
合に関する逸脱が他の 非母語話者グル
ー プ より留意され て い るo 特に A Flは日本 の伝統文
化につ いて詳 しい知識 を持 っ て い たため､ 逸脱 の数が多か っ たo
2) 逸脱の 評価
逸脱の数を見る と､他の非母語話者グル
ー プよりA グル ー プの逸脱 は評価されなか っ たo
この結果は A グル ー プ非母語話者の逸脱の 種類に 関係 して い る ｡ 非言語的行動 ､ 外来語に
近い英語の使用な ど､ メ ッ セ ー ジ伝達に支障をきた さない逸脱が A グル
ー プの イ ン タ ー ア
クシ ョ ン にお いて 多く留意 されて いたが､ 見逃されやす い逸脱の 種類だと言えるo
･ また A
グル ー プの 丁寧語 の逸脱は C グル - プと同 じ程度留意されたが ､ A グル
ー プの み評価されな
かっ た｡ A グル ー プの丁寧語 の逸脱は語嚢 レ ベ ル で発生 したため ､ 母語話者にと っ て許容さ
れやすか っ た が ､ c グル ー プ の 逸脱は文 レ ベ ル で発生 したた め ､ 許容されにくか っ たと考え
られる｡ よ っ て ､ こ の結果も逸脱の 種類 と関係 して い ると言える｡
Aグル ー プ の 逸脱の 種類 は否 定的評価の 数にも影響を及ぼ したようで ある o A グル
ー プの
逸脱は否定的に評価され るこ とが多か っ た (70件) が ､ C グル
ー プほ どで はなか っ たo イ
ンタ ー アク シ ョ ン の 促進 に支障をきたす沈黙に関する逸脱は ､ A グル
ー プでは少なか っ たた
め､ 全体的に C グル ー プより逸脱が否定的に評価されなか っ たと言 えるo しか し､ 母語話
者が非母語話者の メ ッ セ ー ジを理解できなか っ た場合に は ､ A グル
ー プの 逸脱は他の グル ー
プより否定的に評価された ｡ もともとこ の ような逸脱自体が A グル
ー プで多か っ たか らで
ある｡
Aグル ー プ の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン では逸脱の肯定的評価は少なか っ た｡ 他の グル
ー プで は ､
外国､ あるい は非 母語話者の 背景に 関する新しい情報は肯定的に評価される ことが多か
っ
たが
､ A グル ー プ の 国､ 文化な どに関す る新 しい情報の 逸脱が あま り生 じなか っ たた め ､ こ
の結果になっ た の だろう｡ さ らに ､ 肯定的に評価されやすい 逸脱で ある ｢母語話者との 共
通点+ も A グル ー プのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン で は発見され なか っ たが ､ これは A グル
ー プに
特徴的なことで は ない と考えられるo 一 方 ､ 逸脱の ない肯定的評価の場合､ Bグル
ー プとほ
ぼ同程度､ 肯定的評価が 見られた｡ 特に A グル ー プの 自然さと コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン のやり
やすさが評価された｡
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中立した評価を見ると､ 他 の非 母語話者グル ー プより A グル ー プ に対 しては多く行われ
た｡ 特に否定的評価を避 けるため に 中立的評価が行われたた め ､ 他の グル ー プよ り接触規
範が適用された ことを示す . こ の 結果を引き出 した原因の
一
つ と して A グル ー プ の 総合的
外来性が考えられ る｡ A グル ー プ非母語話者の 外来性が強い た め ､ 母語話者は評価の 段階に
おいて接触場面で あるために 故意に規範を緩めたりす るこ とや ､ また ､ 非母語話者の 日本
雷能力の影響も関係が あるようだ｡ 本調査 では特に最も日本語能力の低い AF 3に対 して中
立的評価が行 われ たため ､ 総合的外来性 と共に強 い言語 的外来性の 影響を無視する こ とは
できない o
3) 逸脱の調整
Aグル ー プ の 逸脱 が調整され ない場合は ､ C グル ー プ より少ない が ､ B グル ー プ よりは多
少多い ｡ 他の グル ー プで は ､ メ ッ セ ー ジ伝達に 関する逸脱 ､ 特に母語話者の 聞き取りの 困
掛こ関する逸脱が調整されなか っ たが､ A グル ー プで は ､ こ の ような逸脱が他の グル ー プ ほ
ど否定的に評価 され なか っ た た め ､ 差異が現れた o 一 方 ､ 接触規範が顕在化され る場合 ､
母語話者は A グル ー プの逸脱 の調整を他の グル ー プより意図的に回避する場合が あ っ た｡
但し､ ほとん どの例 では ､ メ ッ セ ー ジ伝達 の 問題が 多く発生 した AF 3 のイン タ ー ア クシ ョ
ンであ っ たため､ こ の 結果は A グル ー プの 傾向で はなく ､ 非母語話者個人の 言語能力と関
係してい ると考えられ る｡
調整された逸脱 の数で は ､ A グル ー プ の逸脱は B グル ー プより調整されたが､ c グル ー プ
ほど調整されなか っ た ｡ しか し割合で見ると ､ A グル ー プの否定的に評価された逸脱は他 の
2つ の グル ー プ より調整され て い た｡ 特に A グル ー プの メ ッ セ ー ジ伝達に関する逸脱は ほぼ
完全に調整された｡
母語話者の調整 ス トラテ ジ ー 選択 の場合 ､ A グル ー プ の外来性が最も強く母語話者の 外来
性管理 に影響を及ぼ して い た ようで ある｡ 本調査で は ､ 接触規範の適用によ る英語の 調整
ス トラテ ジ ー 使用は A グル ー プに限定されて い た｡ 母語話者が非母寓話者の特定外来性､
つまり英語圏 で ある ことに反応 し､ こ の ようなス トラテ ジ
ー を選択 したの だろう｡ 上級非
母語話者に対 しても英語 ス トラテ ジ ー が遂行されたため､ 日本語能力の影響より､ 非母語
話者の総合的外来性が影響 を及 ぼ した の で はない か と思われ る｡ オ ス ト ハ イ ダ(1999a :85)
の調査で は ､ 英語 ス トラテ ジ ー は中国語圏非母語話者に対 しても遂行されたが ､ 本研 究で
は例は1つ もなか っ た｡Cグル ー プ非母語話者の 日本語能力も関係するからだと考えられる ｡
Cグル ー プの場合､ 初級非母語話者に対 して英語 の ス トラテ ジ ー が遂行され る可能性はある
が
､ 日本語能力が上達するに つ れ ､ こ の ようなス トラテ ジ ー が使用 されなくなると推測す
ることができる｡ さらに ､ B グル ー プ非母語話者はイ ン タ ー アク シ ョ ン にお いて A グル ー プ
と同じ程度に英語 を使用 した にもか かわらず､ 彼らに対 して も英語 の ス トラテ ジ ー は 一 度
も遂行されなか っ た｡
また ､ 内的調整ス トラテ ジ ー で は ､ 母語話者が自分の メ ッ セ ー ジを分か りやすく しよう
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とした場合､ A グル
ー プ非母 語話者だけに非言語的ス トラテ ジ ー が遂行された ことが 明らか
になっ たo 但 し､ こ の ス トラテ ジ
ー はメ ッ セ ー ジ伝達に関 して最も問題が あ っ た AF3に対
して遂行されたため ､ 非母語話者の 言語能力とも関係 がある ようだ｡
6 . 2 . 2 . B グル ー プ
全体的に B グル
ー プ非母語話者の逸脱は他 の グル ー プ ほ ど留意され なか っ た ｡ しか し､
日系人の背景が影響を与 える ため､ 特 に評価の 段階にお い て他の グル ー プと異なる傾向が
見られる｡ また ､ B グル ー プ非 母語話者の外来性に対 して母語話者の 反応に バ リ エ ー シ ョ ン
も見られた ｡ 接触規範の 適用 で見 られ る よう に ､ ある母語話者が 内的規範を緩 めて非母語
話者の外来性をある程度認 めようとする 一 方 ､ 他の ケ ー ス では日系人という背景を意識 し
た上で ､ 内的規範を強化 した場合 もある｡ 母語話者 の バ リ エ ー シ ョ ン の ある反応 は B グル
ー プ非母語話者に対 して行 われ る外来性管理 の特徴だと言えるの で はないか ｡
1) 逸脱の留意
Aグル ー プと は異なり､ B グル ー プの 引き起 こ した逸脱は ほとん ど留意された ｡ 逸脱7件
は B グル ー プ の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て 留意されなか っ たが ､ 内的規範､ 接触規範が
顕在化された場合でも A グル ー プ より例は少なか っ た ｡
留意された逸脱の 数を見 ると､ B グル ー プ が引き起 こ して い る逸脱 は他の グル ー プ と比 べ
て大幅に少ないが ､ 逸脱の 種類 に よ っ て結果が異なる ｡ まず ､ 外見的逸脱に関 して ､ B グル
ー プの逸脱が他 の グル ー プよ り留意される こ とが多か っ たo 逸脱の 種類が他の グル ー プよ
り多く､ 服装及び身体の 大きさに関す る逸脱は B グル ー プの イ ン タ ー アク シ ョ ンで しか留
意されなか っ た｡ また ､ 接触規範の顕在化に よる外見 に関す る逸脱 の留意は B グル ー プ に
おいて 1 件留意されたが他 の グル ー プで は例 はなか っ た｡ 母語話者は接触場面で は非母語
話者にある程度外見的な外来性を期待するため ､B グル ー プ非母語話者の 外見が日本人に似
ていた場合､ それが逸脱と して 留意された｡
言語的逸脱 の場合､ B グル ー プの メ ッセ ー ジ伝達に関す る逸脱 は他の グル ー プほ ど多くな
いが
､ 言語生成 の逸脱 だけが他 の グル ー プより留意されていたo また､ B グル ー プ非母語話
者のイ ン トネ ー シ ョ ン に 関す る逸脱も他 の グル ー プ より留意される ことが多か っ た｡ メ ッ
セ ー ジ伝達に直接的に関係す る逸脱 は他 の グル ー プより少なか っ たため ､ こ の ような逸脱
が目立っ た と考えられる｡
Bグル ー プ の社会言語的逸脱も他の グル ー プほ ど留意されなか っ たo 特に コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン の 点火 ル ー ル ､ 及び 内容ル ー ル に関する逸脱が少なか っ たため ､ 日本語の レ ベ ル が他
のグル ー プとほぼ同 じで あ っ ても ､ 談話 を運用する能力は他の グル ー プより高か っ たよう
である｡ 日系人社会で育て られたため ､ 日本語 の習得は なか っ たと しても ､ 日本語母語話
者に近い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ パタ ー ン にさらされ て い たと推測できる ｡ しか し､ バ ラ エ
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テイ ･ ル ー ル に関す る逸脱 は よく 留意され ､ そ の うち､ 英語使用は A グル ー プと同 じぐら
い多かっ た｡
また､ 母語話者の接触規範が顕在化された場合も B グル ー プの 逸脱が A グル ー プと同じ
ぐらい よく留意された ｡ 非母語話者が 母語話者の み の 領域に入 り込 んで い ると捉えられ､ B
グル ー プの 日本語 の名前 に関する逸脱が留意されたo 接触場面で ある ことか ら非母語話者
の外来性を期待 して い たため ､ こ の ような逸脱を留意 したLZ:.思われるo さらに ､ 非母語話
者の言語的 ､ 非言語的能力が 母語話者の 期待 を上回 っ た とき にも逸脱が留意された が他の
グル ー プより B グル ー プの 数 が多か っ た ｡ 母語話者は非母語話者 の能力を過小評価する場
合があるためと思われ る｡
2) 逸脱の評価
留意された逸脱 の うち､ 評価 され なか っ た逸脱が どの 程度 の割合を占めるか をみてみ る
と､ B グル ー プ の逸脱が他の 非 母語話者 グル ー プ より評価されなか っ た｡ そ の うち､ 非言語
的行動､ 外来語 に近 い英語 の使用 ､ など比較的見逃しやすい 逸脱 は評価されなか っ た｡ し
かし､ B グル ー プの社会文化的逸脱が評価されない 例は他 の グル ー プ より少なか っ た｡ B グ
ル ー プ の社会文化的逸脱で は ､ 日系人に関す る ことが多く ､ 比較的 ､ 肯定的に評価されや
すい種類の逸脱で あるためと考えられ る｡
否定的評価は頻度で も全体の逸脱の 割合 に しても ､ 他 の グル ー プより少なか っ た ｡ B グル
ー プ非母語話者が メ ッ セ ー ジ伝達 の 逸脱 の ように ､ 否定的に評価されやすい 逸脱 を他の グ
ル ー プほ ど引き起 こ さなか っ た こ とが要因の 一 つ だろうo 一 方 ､ 否定的評価の程度を見る
と､ B グル ー プの 逸脱 に対 して 強い否定的評価が行われ ､ 特に内的規範が B グル ー プ のイ ン
トネ ー シ ョ ン及 び ス タイ ル ･ シ フ トに対 して強化されて い た｡ また ､ 非母語話者 の服装及
び身体の大きさに関す る外見的逸脱の 否定的評価 は B グル ー プ に対 して の み行われた｡ 母
語話者の FU Iか らする と ､ 日系人で あるため ､ B グル ー プに対 して母語話者の期待が他 の非
母語話者グル ー プより高か っ た ようだ｡ 非母語話者で あ っ ても非母語話者の 外来性 が母語
話者に認め られ ない 場合が あり ､ 接触場面で ある こ とさえ認識されない こ ともあっ た｡ し
かし
､ 母語話者 の接触規範が顕在化 される場合､ B グル ー プ非母語話者の 日本語 の名前に関
する逸脱が母語話者の み の領域に入 り込ん で い る ように捉えられ ､ 否定的に評価されて い
た｡ 但 し､ こ の ような逸脱 の評価は ､ 母語話者は B グル ー プ非母語話者が日系人で あるこ
とを知る前に行われて い た｡
しか し肯定的評価は ､ B グル ー プが他の 非母語話者グル ー プより多く見られたo 他の グル
ー プより自分の 文化的な背景に 関する新 しい情報 の逸脱 ､ 特 に非母語話者が語 る エ ピソ ー
ドが肯定的に評価 された｡ また ､ 冗談､ 個人的業績も他の グル ー プ より肯定的に評価され
た｡ この 結果は B グル ー プ非母語話者の 話題提供を反映すると考えられる｡ 他の グル ー プ
より B グル ー プ非母語話者は 出身国の ブラジル ､ 自分の エ ス ニ シテ ィ - ､ 自分の 業績に つ
いて語 っ たため
､
こ の ような逸脱 が多く発生 したと言 える｡
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逸脱の ない場合 でも ､ B グル
ー プに対 して行われる肯定的評価が他 の グル ー プより多か っ
たo 特に B グル
ー プ非母語話者 の ｢自然 さ+ が他の グル ー プ より評価されたた め ､ 育て ら
れた環境の影響が反映されて い ると考えられ る｡ 言語的な外来性は強いもの の ､ B グル ー プ
非母語話者 は日系人の 環境で育て られたた め ､ 幼 い こ ろか ら日本語 の社会言語的 ､ 社会文
化的な影響を受 けて お り ､ 自然さに関係する言語外の 要素はもう既 に習得済み だと考 えら
れる｡ また ､ 環境の影響が 弱 か っ た場合でも ､ 日本 の エ ス ニ シ テ ィ - を持っ た め ､ 他 の非
母語話者グル ー プより社会言語的 ､ 社会文化的な知識を学ぶ動機が あるとも言え る｡ つ ま
りほかの グル
ー プ より総合的動機 (integrative m otiv atio n :Ga rdn e r& La mbe rt 1 972)
が高い と考えられ る｡
一 方､ 中立的評価は ､ 他の グル ー プより少なか っ た. 他の グル ー プと異なり B グル ー プ
非母語話者の 外来性が母語話者に 強く感 じられる場合､ 中立的評価は あまり行われ なか っ
た｡ む しろ､ 上で 指摘 した ように ､ B グル ー プに対 して強く感 じられた外来性が否定的に評
価される傾向が見 られた ｡ しか し､ B グル
ー プに対す る中立的評価の 中には ､ 他の グル ー プ
とは違い ､ 非母語話者の外見 に関す る逸脱が 1件あ っ た ｡ B グル ー プ非母語話者がブラジ ル
人で あるこ とが母語話者 を驚か せ る場合が あっ たからで ある｡
3) 逸脱の 調整
Bグル ー プの調整されなか っ た逸脱の数は他の グル ー プより少ない が､ 否定的に評価され
た逸脱におい て ､ 調整 されなか っ た逸脱が占め る割合を見て み ると､ 他の グル ー プ より多
かっ た (63%)｡ 外見的逸脱 は B グル ー プで しか調整 されなか っ たが ､ 否定的評価もB グル
ー プの逸脱 に限られて い た か らで ある. さらに ､ 言語的逸脱の割合を見ても ､ Bグル ー プ非
母語話者の 逸脱が他 の グル ー プより調整されてい なか っ たo 他の グル ー プより B グル ー プ
非母語話者は調整 マ ー カ ー を出さず､ これは言語的逸脱があまり調整されない結果 と結び
つ い て い る ようで ある ｡ 本調査 で は決定的証拠は ない が ､ 尾崎 (2001) で は ､ 調整 マ ー カ
ー を出さない こ とが ブラジ ル人 の 意図的調整回避 と関係すると指摘されて い る o 一 方 ､ B グ
ル ー プの社会言語的逸脱が調整されない ことは他の グル ー プより少なか っ た. 比較的､ 調
整されにく い 沈黙､ 話題な どに 関す る逸脱 はもともと他 の グル ー プほ ど留意されて い なか
っ たo さらに ､ 調整されな い社会文化的逸脱も他の グル ー プほ ど多く･なか っ たo 他の グル
ー プで調整されなか っ た日本 に関する知識 の有無などの逸脱 は B グル ー プで否定的に評価
されなか っ たため ､ こ の 結果も逸脱 の種類 と関係 して い る｡
逸脱が調整される場合で も､ 他の グル ー プほ ど B グル ー プの逸脱は調整されなか っ た｡
こ の傾向の 原因は B グル ー プの 逸脱 の種類にあると考えられる｡ 比較的調整 されやすい言
語的逸脱が他 の グル ー プ ほ ど発生 しなか っ たからで ある｡ その うち､ メ ッ セ
ー ジ受信 に関
する調整 マ ー カ ー も ､ もとも と他 の グル ー プほ ど出さなか っ たため ､ こ の 結果 に関係 して
いる｡
遂行されたス トラテ ジ ー に関 しても他の グル ー プとの相違が見られる ｡ まず､ BFlとBF 3
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がしばしば英語を使 っ たもの の ､ 母語話者が
一 度も B グル ー プに対 して英語の ス トラテ ジ
ー を遂行 しなか っ た0 日系人で あるため ､ 他 の 非母語話者グル
ー プほ ど外来生を認 め よう
としなか っ た からだと言 える｡ 母語話者 は B グル
ー プの 日系と いう背景を意識 して ､ 内的
規範を強化 し､ 接触 ス トラテ ジ
ー の 遂行を避けたの で はない か｡ B グル ー プ とのイ ン タ ー テ
クシ ョ ン を A グ ル
ー プ 及び C グル ー プほ ど接触場面 と して扱わ なか っ た とも言 い 換 えられ
る結果が 出た｡
6. 2 . 3 . C グル ー プ
非母語話者 3 グル ー プ の う ち､ c グル ー プ非母語話者 の逸脱が最も留意､ 評価 ､ 調整され
る結果となっ た｡ こ こ でまとめ る ように ､ こ の結果は主に C グル ー プ非母語話者 の逸脱 の
種類で現れて い る外来生か らできたと考えられ る｡
1) 逸脱の留意
c グル ー プの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン で発生する逸脱 の ほとん どは母語話者に留意されたた
め､ Cグル ー プの 逸脱 に対 して 母語話者の 規範が特に顕在化 されたと考えられる｡ 留意され
なか っ た言語的逸脱は あっ たが ､ A グル ー プと比 べ ると特に数が少 なか っ たこ と.が分か る｡
全体的に ､ C グル ー プの逸脱は A グル ー プと ほぼ同じ程度留意された が ､ 特 に言語的逸脱は
他のグル ー プより多く 見られた ｡ 言語的逸脱の うち ､ メ ッ セ ー ジ伝達に関する逸脱 ､ 特に
母語話者が非母語話者の メ ッ セ ー ジを聞き取る こ とができ ないときの逸脱が 目立 っ が ､ こ
れは コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の促進 に支障をきたすため ､ 比較的留意されやすい逸脱の 種類だ
と言える｡ さらに ､ 3グル ー プ の うち､ C グル ー プ非母語話者 は最も調整要求 マ ー カ ー を出
したため ､ 母語話者の 注目 を集めた｡ 加藤 (200) の 結果と同じように ､ 本研究でも C グ
ル ー プ非母語話者の名前に関する逸脱 が数多く留意された ｡ 名前の 長さ､ 発音､ 順位など
につ いて 母語話者が逸脱 を留意した ｡ しか し､ C グル ー プ の 逸脱の 留意は多か っ たもの の ､
他のグル ー プほ どイ ン トネ - シ ョ ン ､ 文法､ 及び語嚢の逸脱は少なか っ たo こ の 結果は､ C
グル ー プ の 日本語 が他の グル ー プより正確では あっ たが ､ 聞き取り にくか っ たとい う こと
を表して い る｡
社会言語的逸脱 に関 して ､ C グル ー プ非母語話者の 点火ル ー ル に関する逸脱は他の グル ー
プより留意される こ とが多か っ たが ､ cF 3 のイン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て最も発生 して い た
ため､ c グル ー プ全員の傾向と して は解釈できない ｡
3グル ー プ の うち､ C グル ー プ非母語話者の 社会文化的逸脱が最も留意された ｡ 特に ､ 母
語話者に外来性 を強く感 じさせ る 中国､ 中国文化に 関する逸脱 ､ あるい は 日本に関する知
識の欠如が留意された｡ c グル ー プの 日本に関する詳細な知識が接触規範の適用により留意
されたが
､ A グル ー プほ どで はなか っ た｡
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2) 逸脱の評価
まず､ 逸脱が評価され ない 場合 は他 の グル ー プと比 べ て C グル ー プは少ない o 以上の 結
果と同じように ､ これは留意された c グル ー プ の逸脱の種類と関係すると考 えられる｡ 他
のグル ー プより ､ メ ッ セ
ー ジ伝達 ､ 沈黙 ､ 丁寧語 など､ 比較的評価されやすい 逸脱が発生
したため ､ 評価されない逸脱が少ない 結果と結び つ いて い ると考えられる｡
評価され た逸脱 の場合 ､ c グル ー プ非母語話者 の逸脱 は他 の グル ー プよ り否定的に評価さ
れる傾向が見られ るo C グル ー プ非母語話者が他の 非母語話者グル ー プ より厳 しく管理され
たからなの で は なく ､ 引き起 こ して い る逸脱 は他の グル ー プ より評価されやすか っ た から
だと考えられ る｡ 既に述 べ た ように ､ C グル ー プ の逸脱の うち､ メ ッ セ ー ジ伝達 ､ イ ン タ ー
アクシ ョ ン参加 ､ な どに関す る逸脱 が多く ､ これ らは否定的評価だ けでは なく ､ イ ン タ ー
アクシ ョ ン管理 の調整段階にまで 至 りやす い もの で ある｡ こ れ らは ､ 母語話者 に不 快感を
与える場合､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン ･ ブレ ー ク ダウン が起こ る恐れの ある場合もあるため ､
否定的に評価され る傾向が見られ る｡ さらに ､ 逸脱が累積され る場合にも ､ Cグル ー プ非母
語話者の逸脱が他の グル ー プより否定的に評価され た. 但 し､ 特に沈黙に 関する逸脱が多
いため､ 非母語話者の 個人差もこ の 結果に影響して い るだろう｡
その反面､ 否定的評価以外 の もの は ､ 他の グル ー プ より少ない ｡ 中国に 関する情報 ､ あ
るい は日本 に関する新 しい見方 を与える社会文化的逸脱 は他の グル ー プ より多少肯定的に
評価されるこ とが 多か っ たが ､ cM 2 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に集中して い るため ､ C グル ー プ
の全体的な傾 向だ とは言 えない ｡ 母語話者を驚かせ る 中国に関す る新情報及 び習慣の 相違
を表す話題が発生する た め ､ 中立 的評価の場合､ 社会文化的逸脱が多く評価された が ､ 他
の逸脱の種類に 関 して は他 の グル ー プより少 ない ｡ さらに ､ 接触規範の 適用 に よ っ て母 語
話者が評価の基準 を緩める場合も少ない ｡
また ､ 逸脱 の ない 肯定的評価は ､ C グル ー プで は特に少なか っ た ｡ 他の グル ー プでは ､ 非
母語話者の 行動を自然に感 じる ､ ある い は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン がやりやすい と評価された
場合に肯定的評価が多か っ たが C グル ー プの場合 ､ 同 じような評価は少なか っ た｡ メ ッ セ
ー ジ伝達の 困難､ 丁寧語使用 ､ 沈黙などが C グル ー プで は否定的に評価された が ､ これら
がイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 全体的な印象 に悪影響を与えたの では ない かと考えられる｡ 否定
的に評価された逸脱が 肯定的に評価された逸脱の ない 行動 より強く罷知された こ とを この
結果は示唆 して い ると思われ る｡
3) 逸脱の調整
非母語話者の逸脱数の 比較で は ､ C グル ー プは他の グル ー プ より調整が行われなか っ た｡
但し､ c グル ー プの 逸脱 は他の グル ー プより否定的に評価されたため､ 調整 された､ あるい
右3:調整されなか っ た逸脱の 数も他の グル ー プより多く なるo 調整されなか っ た逸脱の うち､
特に社会言語的逸脱が調整されず､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 点火 ル ー ル ､ 内容ル ー ル ､ 及び
バ ラ エ テ ィ ･ /レ ー ル に関する逸脱が 目立 つ ｡ こ の ような逸脱の 中で は､ 内的場面の 初対面
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でも調整されにく い 表象的逸脱 (Neu stupnす 19 85a :50- 51) が 多い ため ､ 接触場面で も調
整されない傾向が 見られた ｡ しか し､ 第 5 章で論 じたように､ 非母語話者自身は逸脱を引
き起こ したこ と を意識 して い ない 場合が 多い ため ､ 母語話者か らの フ ィ ー ドバ ッ クが なけ
れば､ 社会言語的能力を習得する ため の 大事な機会 が奪われて い るともとれ る の では ない
かo
調整が遂行 された 場合 ､ C グル
ー プ非母語話者 の言語的逸脱が最も調整された ｡ メ ッ セ ー
ジ伝達などに関す る逸脱 は多か っ たが ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン促逸に影響を与え るた め ､ 比
較的調整されやす い 逸脱だと言 える｡ C グル ー プの 非母語話者は他 の グル ー プより調整マ ー
カ ー を出して い たの で ､ 問題 に対 して母語話者の 注目を集めて い たようだ｡ つ まり､ 母語
話者は独立して調整 を遂行 した の で はなく ､ 非母語話者が調整 マ ー カ ー を出 したことによ
っ てタ ー ン が母語話者に譲 られ ､ 母語話者は調整を行 わざる を得ない状態にな っ て い たこ
とも多か っ た｡ また ､ C グル ー プ非母語話者の名前､ 特に名前の 発音 ､ 形､ 漢字に関する.近
脱もしばしば調整 された ｡ 相手 の名前が わか らなけれ ば､ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン が進ま ない
と感じる母語話者が い るため ､ こ の ような結果に なっ たと考えられる ｡ さらに ､ 社会文化
的逸脱のうち､ 他 の グル ー プ より C グル ー プ非母語話者 の 日本 に関する知識の 有無が母語
話者に否定的に評価 されたた め ､ 調整も他の グル ー プより多か っ た ｡
遂行された調整 ス トラテ ジ ー で は ､ 漢字 ス トラテ ジ ー が C グル ー プ に対 して0)み遂行さ
れた｡ 内的場面 にお い ても漢字 ス トラテ ジ ー が遂行され る場合があるた め ､ 内的ス トラテ
ジ ー として分類 したが ､ 他の非母語話者とのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン におい て遂行されなか っ
たことから､ 母語話者が c グル ー プの特定外来性 ､ つ まり漢字圏の人で ある こ とに反応 し､
接触規範の適用 に よ っ て こ の ような内的 ス トラテ ジ ー を遂行 した と言える ｡ 但 し､ ス トラ
テジ ー 選択は母語話者の 独自の判断か らで あるとは言 えない ｡ 母語話者が漢字ス トラテ ジ
ー を使用する時は 常に ､ そ れ以前に非母語話者自身が漢字ス トラテ ジ ー を遂行 して い たた
め､ 非母語話者は そ の ような ス トラテ ジ ー が使 いやすくなる環境を作 っ たと言 える｡
6 . 2 . 4 . ま とめ
全体的に ､ 外来性が最も強い A グル ー プ非母語話者に対 して逸脱の 留意､ 評価､ 及び調
整が他の グル ー プ より頻繁に行われると推測する人が少なくない が ､ C グル ー プ非母語話者
に対してもほぼ同 じ程度の外 来性管理が行われて い た ｡ まず､ 発生する逸脱 の種類が母語
話者の管理プ ロ セ ス に強い影響を与えたことがある ｡ 管理 しやすい 逸脱､ ある い は管理 し
にくい逸脱が あり ､ ま た､ 非 母語話者の 母語 ･ 母文化 に よ っ て発生する逸脱が異なるた め ､
母語話者の 管理 も異なる ようだ｡ そ して ､ 管理プ ロ セ ス の 各長那皆にお い て母語話者が適用
する規範の 使 い 分けによ っ て も非母語話者に対 して行われる管理に差異が見られる｡ こ の
ため､ 他の グル ー プより ､ A グル ー プ非母語話者の 逸脱は留意されない ､ ある い は評価され
ない傾向が見られた｡ B グル ー プ非母語話者に対 しては ､ 母語話者は内的規範を特 に強化す
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る彦合があり ､ 全 体的に逸脱が少 ない もの の ､ 母語話者に よる管理の 特徴は他 の グル ー プ
と異なっ てい る｡
しか し非母語話者 の個人的特徴も見逃 しては い けない ｡ 本調査で は ､ AF3及び CF 3は同種
類の逸脱を何度も繰り返 したため､ この 2 人の 協力者の 逸脱が グル
ー プ全体の 結果に影響
を与えた場合が あ っ た ｡ さらに ､ 母語話者の管理 プ ロ セ ス の す べ て の側面にお い て非母語
話者3 グル ー プ間 の 差異が 見られたわけでは ない ｡ 上述 の よう に､ 留意 ､ 評価 ､ 調整 の さ
れやすい 逸脱が あるた め ､ どの グル ー プ の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て発生 しても ､ 管理
される傾向が 見られ る｡ 管理 されやす い逸脱の 場合 ､ 3 グル ー プの 間に差異が 現れたと し
ても､ そ の差異は逸脱の 質で は なく ､ 頻度に関する こ とが多い ｡ 調整 の段階を見ると ､ ど
のグル ー プに対 しても ､ 外見に 関す る逸脱 は調整され にく い が ､ メ ッ セ ー ジ伝達に関する
逸脱は最も調整されやす い ｡
さらに ､ 母語話者間で の 差異も無視 して はい けない ｡ 母語話者全員が 同 じ外来性に対 し
て同じような管理 を行 っ たとは限らない ｡ 母語話者が持 っ て い る規範は必ずしも他の母語
話者の規範と同 じだとは言えない か らである｡
6 . 3 . 外来性管理 で適用される規範
以上の 結果を踏まえ､ こ こ で は母語話者に よ る規範の使 い分けお よび接触規範の 形成に
つ いて考察す る｡
6. 3 . 1 . 母語話者による規範の使い分け
非母語話者3 グル ー プに対 して母語話者 は規範を使 い分 けて い る場合が見られた｡ 逸脱
によっ て ､ ある い は母語話者が認知す る非母語話者の 特徴に よ っ て 内的規範か接触規範が
適用されて い る｡ 内的規範が 適用 され て い る場合 ､ 非母語話者の 逸脱 は母琴話者同士 の 内
的場面と同 じように管理 され る｡ 本研究で は ､ メ ッ セ ー ジ伝達の 問題が生 じる場合､ メ ッ
セ ー ジ の周辺 的逸脱が生 じる場合 ､ ある い はポライ トネス 違反 の ような社会的規範に対 し
て逸脱が発生す る場合 ､ 逸脱 は内的規範 の適用に よ っ て 管理 され る傾 向が見られた｡ さら
に､ 日系人と いう背景 を持 つ B グル ー プの ように ､ 非 母語話者に対する期待が高い場合 ､
内的規範を適用す る傾向が見 られ る｡
- 方 ､ 接触規範とい うの は ､ 同質の 内的場面にお い て は適用が考えられない もの で ある.
接触規範の適用によ っ て おこ る現象には次の ようなもの がある｡
I) 内的場面で留意され るは ずの 逸脱が留意されない ､ あるい は 内的場面で 留意されない
はずの ことが留意 され る｡
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2)内的場面で評価されるはずの ない逸脱が評価される ､ あるい は ､ 評価されるはずの 逸
脱が評価されない o
3)留意された逸脱が内的場面 より軽く評価 され る､ または厳 しく評価される場合もあるQ
4)内的場面で調整 され るはず の逸脱が調整され ない ､ あ る い は ､ 調整され るはずが ない
逸脱が調整される場合が ある｡
5) 接触規範の適用に よ っ て調整の た めに選択され るス トラテジ ー は内的場面 で選択され
るものと異なる ス トラテ ジ ー が選 ばれ ることがある｡
但し､ 本研究の 結果で明確に な っ た の は ､ 内的規範及 び接触規範は各非母語話者 グル
ー
プに対して同 じようには遂行され ない こ とである｡ 非母語話者グル ー プ によ っ て母語話者
が適用する規範が違 い ､ 特 に接触規範の 適用状況が異 なる場合が あるようだ｡ つ まり ､ 同
じような逸脱に対 して相手に よ っ て規範を使 い分 ける現象 が見られる ｡ 例えば､ 言語能力
に関して A グル ー プに期待 されて い る基準は しばしば B グル
ー プ非母語話者より低い こ と
がある｡ そ の結果 ､ A グ ル ー プ非母語話者の逸脱が他の グル ー プより許容されるケ
ー ス があ
り､ そ して B グル ー プ非母語話者の逸脱が他の グル ー プより厳 しく扱われる こ とがある｡
母語話者が規範を使 い 分け る原因に関 して は､ いく つ か 考える ことができる｡ まず､ 非
母語話者の 外来性 の 強さの程度が関係すると考えられる o 例えば､ A グル ー プ非母語話者の
外見的外来性は他の グル ー プより強く認知される場合があり ､ 英語圏で ある こ とも顕著で
あるため ､ 母語話者の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン管理 に影響を与えると言える｡ 特に ､ こ の よう
な外来性が 中級 レ ベ ル非母語話者の 言語的外来性と組 み合 わせ られ て い る場合 ､ 母語話者
の規範の使 い 分けが最も目立 つ ｡ 相手非母語話者にと っ て 日本語で のイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン
は難しいだろう ､ 相手 が苦労して い るだ ろうと母語話者が 推測するた め ､ イ ン タ
ー ア ク シ
ョ ン に参加でき る ように相手に合わ せ ､ 内的規範を緩め ､ 接触規範を適用する行動が生み
出される｡ 非母 語話者に相手 を配慮 して い る こ とを示すため ､ 相手によ っ て規範を使 い分
ける場合が あるが ､ こ の 裏に は差別も反映されて い るだろうo
次に考えられ る原因はメディ ア ､ 社会 的ス テ レ オタイプなどか らできた非母語話者に対
する先入観であ るo 例えば ､ 本調査 で 駄 目系ブラ ジル 人は 日本語が母語話者の ように話
せるはずだとい う先入観を持 っ た母語話者は少なく ない ｡ さらに ､ 最も外来性の 強い A グ
ル ー プ非母語話者に対 して 日本語は それほ どできない だろうと推測 した母語話者も いた｡
接触場面の 経験 に よ っ て ある非母語話者､ ある い は非母語話者グル ー プに対 して新 しい接
触規範が形成され る場合が あると Fairbr othe r(1 999: 103- 104) で論 じてい るが ､ 本研究
で は母語話者の 接触経験は調査の 変数と しては扱わなか っ た｡ む しろ本調査で は ､ 調整ス
トラテ ジ ー の選択 の場合､ 遂行 した内的ス トラテ ジ ー が成功 しなか っ た時に ､ 非母語話者
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の特定外来性 に合 わせ て非母語話者特定ス トラテ ジ
ー を選択する場合が ある ｡ つ まり母語
話者がイ ンタ
ー ア ク シ ョ ン の 場 の 要素に反応 し､ 問題解決の 1つ の 方法として接触規範を
適用してい る場合が ある｡
但し､ 接触規範が使 い分けられて い ると言 っ ても ､ あるグル ー プの す べ て のイ ン タ ー ア
クシ ョ ン にお い て ､ すべ て の逸脱 に対 して
一 貫 して使 い分けてい るわけで はない ｡ 逸脱 の
種類､ あるい は逸脱の 重 さに よ っ て規範の 適用が変わ るた め ､ 母語話者が必ず しも非母語
話者の特定外来性 ､ 文化的な背景に反応 して い ると は限らない ｡
6 . 3 . 2 . 接触規範の形成
以上で述 べ た ように ､ 接触場面で逸脱を管理す る場合 ､ 母語話者は内的規範､ あるい は
接触規範を適用 して い る｡ しか し､ こ の ような規範は何か ら成り立 っ て い る の か ､ 母語話
者はなぜ2種類 の 規範を持 つ の かを考える必要が ある ｡ Fairbr other (-1999) で 出 した例に
よると ､ 同 じような逸脱が繰り返され る場合 ､ 母語話者が そ の 種類の 逸脱 に慣れ ､ 後で こ
の非母語話者と のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て同様な逸脱が発生す るだろうと予測 し､ そ
の非母語話者､ あるい は同 じような外来性を持 つ 非母語話者とのイ ンタ ー ア ク シ ョ ン に つ
いて新しい 規範が形成され る こ とが わか る｡ こ の 新しい 接触規範の 適用に よ っ て 以前否定
的に評価した逸脱が評価されなく なり ､ 逸脱自体が留意されない場合さえある｡
しか しながら ､ 本調査 に協力 した母語話者 の ほ とん どは接触経験が少なか っ たた め ､ 以
上の ように非母語話者の 行動 に慣れたた めに ､ 接触規範を形成す る機会は なか っ た｡ こ の
ような場合では ､ 非母語話者は どの ような行動 をとる の か と い う予測は恐らくメディ アか
らのイメ ー ジ､ または社会的 ス テ レ オ タイ プか ら生み出されて い ると思われ る｡ 但 し､ 母
語話者が適用する規範の す べ て は接触場面に入 る前に既 にで きて い るもの だとは限らない ｡
ガ - フ ィ ン ケル (1 995: 41) が論 じるように ､ 共通理解はイ ン タ ー アク シ ョ ン の 場で形成
されることもある. 本研究 で は調整ス トラテ ジ ー 選択 の と こ ろで ､ 遂行 したス トラテ ジ ー
が失敗 した結果 ､ 接触規範の 適用 によ っ て接触場面の た めの ス トラテ ジ ー が選択された｡
つまり､ 内的規範に基づ い た行動 が成功 しなか っ た場合､ 接触 ス トラテ ジ ー を遂行するた
めに新しい規範が形成された ケ ー ス が あ っ た ｡
また､ 本稿の 例で見られたように母語話者が独自に非母語話者を認知するとは限らない .
非母語話者自身が自分 の 特徴 を強調 し､ 母語話者が そ の特徴に反応 しやす い 状況 を作る場
合がある｡ 例えば､ c グル ー プ非母語話者はよく自らの漢字圏の特徴を強調 し､ イ ン タ
ー ア
クシ ョ ン の初期段階か ら漢字 ス トラテ ジ ー を遂行 して いた｡ 母語話者が この 特徴 に反応 し､
漢字ス トラテ ジ ー を調整 の リ ソ ー ス として意識 した. また､ A グル ー プ非母語話者が日本語
の言葉を思い 出せ なか っ た場合､ よく英語 の ス トラテ ジ ー を遂行 して い たため ､ 母語話者
がこの行動 に反応 し､ 英語 の リ ソ ー ス の価値を認知 した場合もあ っ たa
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6. 4 . 本研究の応用
ここでは ､ 本研 究の今後 の 発展の 可能性 に つ い てま とめ るQ 本調査の結果は接触場面 ､
日本語教育の研究分野 と共 に ､ 異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ､ 人種差別 の研究に貢献する
ことができると考えられ るた め ､ そ の 関係をこ こで説 明するo さらに ､ 本研究で はまだ普
及してい ない 研究方法も適用 して い るため､ 研究方法論の 発展にも関連が あると思われる｡
6. 4 . 1 . 接触場面 の 研究
接触場面の 研究の 出発点 は ｢間屠+ で ある｡ 本調査 の結果では ､ 問題とい う概念は独立
したもの では なく ､ イ ン タ ー アク シ ョ ン の参加者に よ っ て作り上 げられ るもの で ある｡ つ
まり ､ 逸脱が発生 しても ､ そ の 逸脱 の 留意､ 評価 ､ または調整が 行われない 限り ､ 問題で
あるとは言えず､ その 場に い る人間がその逸脱を管理 しは じめる こ とに より ､ 特に否定的
評価が行われるまで は問題 にならない (フ ェ アブラザ ー 2002a)｡ また ､ 逸脱が どの ように､
どこまで ､ 管理 され るの か を支配するの は規範で ある｡ この 規範が 問題の認知 ､ 問題の 管
理及び問題の 回避 を支配す るため ､ こ の現象 を無視す るこ とはできない ｡ 規範の 適用 に よ
っ て問題になる可能性の ある逸脱が 留意されない ｡ 逸脱が留意されても ､ 規範の 適用に よ
っ て見逃され る こ とが あり ､ 問題 にな っ て も調整まで至 らない 場合もある ｡ こ こ では 母語
話者は中心的な役割を果た して い る ｡ 母語話者の イ ン タ ー アク シ ョ ン 管理 に よ っ て逸脱が
問題になる､ ある い はならな いため ､ 問題 を第 3 着で ある調査者の判断だけに基づ いて い
る研究の分析結果 の信頼性 は低い だろう｡
さらに ､ 母語話者の規範適用によ っ て接触場面のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン の 特徴が多少異な
ることが明らかに な っ た ｡ 以上 の 6 . 2 . 4 . で論 じたように ､ 非母語話者の 背景的な特
徴に応 じて母語話者は内的規範及び接触規範を使 い分け､ 非母語話者グル ー プごとに違う
反応をする場合が ある. 例 えば､ ある非母語話者グル ー プの逸脱を見逃すことがある
一 方､
他の グル ー プの 非母語話者に 対 して同 じような逸脱を厳 しく評価する こ とがある｡ または ､
調整ス トラテ ジ ー を逸脱別 の みならず､ 非母語話者別 でも遂行 し分ける場合が あるた め ､
非母語話者グル ー プに よ っ て イ ン タ ー アク シ ョ ン 自体に相違が生 じるとい える｡
上の ようなバ リ エ ー シ ョ ン が存在す るため ､ 接触場面の 種類に もバリ エ
ー シ ョ ンが ある
と本調査の結果 は示唆して い る｡ 今まで の研究で は ､ 接触場面が使用言語 に よ っ て分けら
れてい る｡ Fa n(1 994) の現 に よると ､ 接触場面は共通言語接触場面 ､ 相手言語接触場面 ､
第三者言語接触場面と いう 3 つ に分けられる｡ しか し ､ 本研究の 結果か らすると ､ この 3
つ の場面をさらに参加者の 属性に よ っ て分ける必要がある｡ 相手の 特徴が異なると ､ その
相手 に対 して行 われる行動 にお い て相違が 見られるため ､ 今後の 研究は参加者の 使用言語
の ほか に ､ 参加者の外来性も重視する必要があると思われる｡
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6 . 4 . 2 . 日本語教育 - の 提案
既に指摘 したように ､ 非母 語話者グル
ー プによ っ て よく発生する逸脱 に多少相違が見ら
れるため ､ 様々 な背景を持 つ 非母語話者を同 じク ラ ス にする際､ 教師はそれぞれの 弱点､
実際のイ ンタ ー ア ク シ ョ ン で 困 っ て い る点を意識す る必要が ある ｡ その 意識に基づ い て教
師がそれぞれ の 非母語話者の ニ
ー ズ に合わ せて コ ー ス ･ デザイ ン を考えればよい ｡
日本語の語嚢､ 文法 ､ 発音などに加 え､ 日本語教育の 理想的な役割は学習者 に目標言語
で自分の措く自己イ メ ー ジが 出せ る ような技能を与える こ とだと考えられるo 例えば､ 母
語話者に対 して好意的な､ 丁寧な ､ 学問的な自己イ メ
ー ジなどを表出 したい場合､ 目標言
語でそのイメ
ー ジが出せ る ように知識を得るこ とが 重要だろう｡ こ の ような知識 を習得す
るために､ 十分なイ ン プ ッ トが 必要だとされて い る (Lo ng1 983a､ Krashe n1985
1)o 適切な
インプッ トを受 け入れ るた め に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上の 調整 が重要な働きを果たすと論 じ
られてい る (Lo ng 1983 b､ Miya z aki 2001) が ､ 本調査で 母語話者 が留意 した逸脱の 過半
数､ その うち特 に社会言語的逸脱 は調整されなか っ た｡ 調整が行われなか っ たからこそ､
非母語話者は自分が逸脱 を引き起 こ したことに さえ気が つ か なか っ た場合が多か っ た｡ 要
するに､ 実際の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン にお い て ､ 非母語話者 は自分 の逸脱に対するイ ン プ ッ
トを十分受けて い ない ｡ 非母語話者が よい自己イメ ー ジ を出そ うと して も､ 失敗 して い る
ことさえもわか らない傾向が見られ る｡ 言語習得は実際にイ ン プ ッ トの 交渉に よ っ て促進
されるならば ､ 社会言語的イ ン プ ッ トは どの ように習得 されるだろうか｡ も しイ ンプ ッ ト
の交渉が必要なければ､ 言語習得と調整過程の 関係 を考え直す必要があるの では ない か ｡
こ のような流れ を見直すため に ､ 日本語教育は重要な役割を果たせ ると考 えられ る｡ 教
師は非母語話者を支援し､ 母語話者に否定的に評価されやすい要素に つ い て非母語革者の
意識を高め るこ と ができ る と思われ る｡ その 要素の うち､ これまで に挙げた ､ ス タイ ル ､
話題､ 発話交替制度に関す る問題 を取り 上げる こ とが でき るだろう｡ 最終的にそ の 要素を
自分のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に取 り入れ るの は もちろん非母語話者の 自由で あるた め ､ 強制
的に調整させる べ きだと い う意味で はな い ｡ 但し､ 昨今の 論調におい て ､ 非母語話者のア
イデンテ ィテ ィ を保護するため に ､ ある い は母語話者 に つ い て の ス テ レオタイ プを普及さ
せない ために ､ 日本の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を指導 しな い ような議論が現れてきた (河野
2001)｡ しか し､ そうす ると ､ 非母語話者が エ ン パ ワ
ー メ ン ト (e mpo w e r m e nt) を得るため
の選択肢を与えない こ とに より ､ こ う した教育の 問題は非母語話者に対する差別の 1 つ に
過ぎない と考えざるを得な い ｡ さらに ､ 指導が ない 限り ､ 非母語話者は自分の世界観から
日本臥 日本の 文化に つ い て ス テ レ オタイ プを作り ､ ｢日本人は 自分の 意見が言 えない+､
1 Kra she n と Longは主 に言語的知識を研究対象に して い るが､ 彼らの イ ン プ ッ ト仮説 は社会言語的､ 社会文化的な知
識にも適用でき ると思われ る｡
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｢日本人は信用できない+､
｢日本人は嘘 つ き+ の ような偏見的なス テ レ オタイ プができて
しまう場合が多い ｡ また､ ある こ とに関 して意識 を持 っ て も､ 非母語話者が その ことを自
分のインタ
ー アク シ ョ ン ･ レ パ ー トリ ー に入れるとは 限らない o 十分な知識を提供 してか
ら､ 本人の選択に任 せ る
べ き で あるo 人間の アイデ ン テ ィ テ ィ は絶えず構築され ､ 再構築
されるもの で あるため (Coll ie r 200 3: 421)､ そ の 構築の各段階にお い て非母語話者にで
きるだけ幅広い範囲か ら意識 を高めさせ る情報を与え る必要があると思われ るo
以上の こと を踏まえ ､ 本調査 の 結果は具体的に 日本語教育にどの ように寄与する こ とが
できるの か を簡単にまとめて いく ｡ まず､ 非母語話者の 日本語能力の レベ ル に よ っ て言語
的な問題が異なるが ､ どの非母語話者グル
ー プで も､ 能力が上達するにつ れ ､ メ ッ セ ー ジ
伝達に関する問題 が減少する傾向が見られたo 但 し ､ メ ッ セ
ー ジ の 形に関する逸脱に つ い
て臥 非母語話者の 背景に よ っ て 文法 ､ 語嚢､ 発音､ またはイ ン トネ
ー シ ョ ン の 問題が頻
繁に生じたため ､ 非母語話者 グル
ー プ によ っ てそれぞれ の ニ ー ズ に合わせ た､ 特別 な指導
が必要なようで ある｡
言語的逸脱と共 に ､ 本調査で 目立 っ た の は社会言語的な逸脱 で あるo 日本語教科書で あ
まり対象にな っ て い ない相づ ちの選択と韻律､ 発話交替な どは どの レ ベ ル の非母語話者の
インタ - アク シ ョ ン におい て も問題 とな っ て い る｡ さらに言語 コ
ー ドの 選択 ､ 発話の 文脈
化､ 非言語的行動 などが問題 にな っ て い た｡ よ っ て ､ 日本語を教える際 ､ 語嚢､ 文法や発
音などの指導と共 に ､ 非母語話者の 日本語会話 シ ス テ ム に対 して の 意識を高めさせ る必 要
があるようだ｡
社会言語的逸脱の うち ､ 特 に問題 にな っ たの は非母語話者 の 日本語の ス タイ ル で あるo
初級レ ベ ル か ら､ ほとん どの 日本語の教科書は 日本語 での ｢丁寧さ+ を強調 し､ 目上の人 ､
及び初対面の 際 ､ 丁寧に話す の が良い と指導されて い るo しか し､ 本調査の 場面は学生の
初対面場面で あり ､ 母語話者学生の うち､ 非母語話者 の 丁寧語使用 を不愉快に感 じて い た
場合があっ た｡ ほとん どの ペ アで 臥 非母語話者は母語話者 より多少年上だ っ たため ､ 丁
寧語が使用された場合､ ｢心理的な距離+ が母語話者に感 じられてい るケ
ー ス が あ っ たo よ
っ て ､ 学生同士 の 初対面場面 にはふ さわ しくない と判断 した母語話者が 比較的多く現れた o
この ような ｢心 理的な距離+ は友だち作りに強い影響を与え､ 日本の 大学の研究室に入 る
留学生にと っ て は重要な問題 で ある. 研究室で 友だちが作れない ､ 仲即こ入れてもらえな
い ､ い っ も別扱い され ると い う話 を留学生か ら聞く こ とが多い が ､ こ の ような問題の 原因
のひとつ はス タイ ル の 問題なの で はない か と考えられ るo 非母語話者が初対面で 丁寧さを
表すっ もりで マ ス 形 を維持するが ､ それが誤解 ､ 批判 される場合が あるた め ､ 特別な指導
が必要なようで ある｡
さらに問題に な っ たの は話題 の選択で ある ｡ 三牧 (1 9 9) が指摘するように､ 学生同
士
の初対面壕面で は ､ 参加者で ある 日本語母語話者は危 ない話題 を回避する傾向があるo
牧の調査で 乳 母語話者は ｢非常に私的な話題+､ ｢立場や意見の 不
一 致を露呈する可能性
をはらん だ政治､ 宗教の 話題+､ ｢受験失敗経験+､ ｢親の 職業や地位+ などを回避する こと
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を指摘してい る (同書 5 6
- 5 7)｡ 本調査 の結果 によると､ 接触場面では ｢将来の 進路+､ ｢研
究+､ ｢言語+､ ｢天気+ に関す る話題 が好まれなか っ た が ､ 恐らく年齢､ 社会的な属性など
によ っ ても望ま しい 話題 は違うだ ろう｡ さらに ､ 非母語話者が提供す る将来 ､ 天気 ､ 言語
の話題に関して は ､ 他 の性質 の 接触場面か ら転移 した とは考えられる｡ 本調査の 母語話者
学生が好まない話題 は ､ 日頃非母語話者に と っ て は 日本語教師 ､ 年上の 母語話者 などと の
インタ ー アク シ ョ ン に よく 出 る話題だと言 える ｡ 非母語話者は母語話者全員にと っ て望ま
しい話題だと カテ ゴリ ー 化 して しま っ たの では ない か ｡ よ っ て ､ … 般的に どの ような母語
話者とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に おい て ､ どの ような話題が望ま しい の か を非母語話者 に意
識させるの も日本語教育の ひ と つ の 課題だろう｡ 話題選択 の背景に ある社会文化知識 の重
要性を反映して い るとも言 える ｡
本調査は日本語非母語話者 を対象に したが ､ 日本語教育だけで は なく ､ 他言語の 第二言
語教育にも似たような問題が あるの で は ない か｡ 英語 の 接触場面でも非母語話者の 社会言
語的問題に対する母語話者の 厳 しい評価が提示されて い るが (Gumpe r z19 82a､ Varo nis &
Gas s1985b､ Robe rts & Saye r s1 987､ Robe rts et al 1 992)､ まだ この ような問題を社会
言語的､ 社会文化 的知識の 習得に結び付けようとす る研究は少ない ｡ 本研究で 明らかにな
っ た根本的な問題 はお そ らく どの ような第二言語イ ン タ ー ア ク シ ョ ン 場面にも発生す ると
考えられる｡
6 . 4 . 3 . 他 の 研究分野との関連
相手の 属性に よ っ て接触場面 の特徴が異なる ことが明らか に なっ た本研究は ､ フ ォ リナ
ー ･ ト ー ク の分 野 で出された 成果 を支持 して い ると言 えるo しか し､ フ ォ リナ ー ･ ト ー ク
の研究は母語話者の 談話上 の 反応 しか対象に しなか っ た が ､ 本研究は母語話者 の談話上の
反応と同時に内面的に行 われ た管理 プ ロ セ ス を検討 したた め ､ フ ォ リナ ー ･ ト ー ク の研究
成果をさらに発展させた と言 える ｡ フ ォ リナ ー ･ ト
ー ク は母語話者の 管理プ ロ セ ス め ごく
一 部に過ぎない た め (Neu stupnす 1985a: 58)､ 今後の 研究にもこ の ような総合 的な研究ア
プロ ー チを取り入れる意味が ある と思われ る｡
本調査で指摘 した よう に ､ 非母語話者の 逸脱だけでは なく ､ 非母語話者の 背景だけが母
語話者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン 管理 の引き金とな っ て い る場合がある ｡ 英語圏非母語話者に
対して母語話者 は英語を使うL､ 日系ブラ ジル 人は母語話者 に ｢日本人+ と して扱われ る､
母語話者は 中国語圏非母語話者に厳 しい態度 を示 すな ど､ よく耳にする逸話が ある程度本
調査で証明された ｡ 母語話者が無意識で無意図的に非母語話者を区別する場合があるが ､
本研究に協力 した非母語話者の うち､ 背景別 に母語話者に 区別 され る ことを日常的に強く
意識してい る非母語話者が数人 い た ｡
また､ 本研究は異なる背景を持 つ 人 のイ ンタ ー アク シ ョ ン問題を対象に して い るため､
異文化コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ､ 文化内の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(intr a- c ultu r alc o m m u nic atio n)､
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人種差別などの研 究にも関連 が ある と言 えるo 人間の行動は どの ように形成され ､ 何に対
して反応 して い るの かが明らか になれば ､ そ の 行動か ら生み出される権力問題 ､ 轟別問題
などの解決 に近づく こ とができ ると考えられる ｡ 本研 究で 示 したように､ 実際のイ ン タ ー
アクシ ョ ン
･ デ ー タ の 分析に 基づ き ､ 非母語話者の 背景によ っ て母語話者の 内面的及びイ
ンタ ー アク シ ョ ン 上の 反応に 現れ る相違を明らか にすることが可能であるため ､ 異文化間
イ ンタ ー ア ク シ ョ ン の 問題 の 原因を探るために ､ ある い は参加者の意識を高めさせ るため
には研究の 出発点として役立 つ 有意義な点だと考える ｡
本調査で は ､ 母語話者が適用 した規範を中心 に分析 を行 っ たが ､ 母語話者側の 規範適用
にも時折問題が ある こ と は否定でき ない ｡ 非母語話者 の外来性 から生 み出され る実際の 問
題に反応す るだ けで はなく ､ 母語話者が非母語話者に 関 してもつ 先入観に基づ い て反応す
る場合があるか らだろう｡ つ まり非母語話者の外来性 の みが接触場面の 問題を引き起 こす
とは言えず､ 母語話者の 規範適用とそ の適用に よ っ て 行 われる行動 が異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン ､ 異人種間イ ンタ ー ア クシ ョ ン などの面から問題 の原因となる場合がある｡ よ っ て ､
接触場面のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 問題 を改善するた めに は ､ 非母語話者の教育の みならず ､
母語話者側の 教育も考えなければならない ｡
最後に､ 本研究は今ま で研究され てきた 内省 的方法論 の 成果 を強化する と思わ れ る｡ 本
調査で内省的方法の 一 つ と して使用 したフ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ ー な しで はノ､ 本
研究
の結果は得られ なか っ た ため ､ ビデオ ･ デ ー タ の 禰助的デ ー タと してイン タ ー アク シ ョ ン参
加者の 内省的デ ー タの 重要性 が証明されたと言 える｡ 内省的デ ー タなしで は ､ 母語話者が
どの ような逸脱を留意 した の か ､ その 逸脱 をどのように管理 したの か ､ 管理 の 時､ どの よ
うな規範を適用 したの か は分 らなか っ た だろう｡ デ ー タ は ビデオで 記録された言語的､■非
言語的な行動 に限られて しまうため ､ ビデオだけで は調査者､ ある い は第 3者 の推測にと
どま っ て しまう ｡ 特に上級 レ ベ ル 非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ンで は､ イ ン タ
ー ア ク シ
ョ ン の表面で現れたイ ン タ ー アク シ ョ ン管理が少 なく ､ 内省的デ ー タな しでは ､ 母語話者
がどれほど管理 を行 っ たの か分からなか っ た｡ イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の表面に現れない 規範
の適用､ 評価 の過程 ､ 内面的調整 ､ などはこ の ような研究方法に よ っ て明らかになるた め ､
今後の研究にも取り入れる価値の ある方法論だと考えられる ｡
6 . 5 . 今後 の課題
以上の ように本研究か らの 発展 の 可能性や教育 - の 応用を提示 したが､ 課題はまだ数多
く残 っ て い る｡ 同 じテ ー マ を扱 っ て い る研究は少ない た め ､ 本研究で挙げられた モ デル は
別のデ ー タ で再検証される必要があるo 本研究の 結果に調査協力者の個人的な差異がどこ
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まで影響を与えて い る の か も検討す る必要がある｡ さらに ､ 本研究は内的規範､ 接細規範
の使い 分けとい う 中心的 な前提に基づ い て分析が行 われ て い たが ､ 内的場面で の 内的規範
の適用がまだ調査 され て い な い た め ､ 証明ももちろ んされて い ない ｡ 本研究で取 り上げた
内的規範の 例は
一 般的な推測 に基 づ い た もの で あるた め､ 本調査の結果を確認するた めに ､
同様の調査を母語話者同士 の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン で行わなければならない だろう｡ さらに ､
規範の研究を進 め るため に ､ 内的規範､ 接触規範は どの ように形成されるの か ､ どの よう
に適用され るの か をさらに調 査する必要が ある o 本調査 はまだこ の テ ー マ - の 一 歩を踏み
出したばかりで ､ 本調査の 結果 を証明するためにさらに研究が必要となる｡
本研究で は ､ 非 母語話者 の 外来性が母語話者 のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン 管理 に どの ように影
響を与える の か を検討 したが ､ さらに普遍的な分析を目指すため に ､ 管理だけで はなく ､
母語話者の 生成面も扱わなければならない o こ こ で は､ 非母語話者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン
の ロ ー カ ル ･ レ ベ ル に現れ る逸脱 に対す る母語話者 の反応を中心 に見たが ､ イ ン タ ー ア ク
シ ョ ン の グ ロ ー バ ル ･ レ ベ ル の外来性 が母語話者の 言語､ 社会言語生成にも影響 を及ぼす
ようだ｡ 例えば､ 非母語話者 の特徴によ っ て 話題生成､ 和製英語 などの 使用が異 なると考
えられ ､ また ､ 逸脱 を留意 して か らの調整だけでは なく ､ 逸脱が発生する前の事前調整も
行われてい るの で ､ それも参考にする必要が ある｡ イ ン タ ー アク シ ョ ン管理以外 に外来性
の認知の働きを検討する調査 はまだない の が現状で ある｡
そ して本 モ デル の発展 を目指 してイ ンタ ー ア ク シ ョ ン管理と第二言語 ､ 第二 文化習得の
関係を 一 層深く追求す る必要 がある ｡ 特 に非母語話者 - のイ ンプ ッ トの調整は実際に言語
習得とつ なが るか どうか は今後 の 大きな課題で ある｡ そ の 関係 を証明できれば､ 教育の 改
善のため､ 非母語話者の逸脱 は どの ように調整で きる の か ､ どの ような調整が最適 なの か
を探り､ 成果 を提供する こ と が で きる｡
調査方法にもまだ課題 は残 されて い る｡ 本調査で は ､ 自然に近 いデ ー タ をでき るだけ収
集しようと したが ､ 調査者が設定 した初対面を対象に した た め､ まだ実験的な要素が残 っ
ていた
｡ 本研究 の 成果 を深 め るため には ､ より自然な場面を対象にする必要が ある｡ 場面
と参加者の 特徴に よ っ て 調査 の 結果も異なる可能性が あるた め ､ 学生同士 のイ ンタ ー ア ク
シ ョ ン のみならず ､ 職場 ､ コ ミ ュ ニ テ ィ ー な どで行われて い るイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を対象
にしなければならな い ｡ また ､ 本研 究の 非母語話者全員 は相手の 母語話者より年上だ っ た
が
､ 母語話者が年上の 場合は調査 の結果が異なる可能性が ある｡ さらに､ 本研 究は非母語
話者の 3 グル ー プ をしか対象 に しなか っ たが ､ 日本の 社会の 中には様々 な非母語話者がお
り､ 他の非母語話者グル ー プに対 して結果が異なる こ とが 予測される｡ 特に黒人 ､ イラン
人の ような場合､ つ まり ある非母語話者グル ー プに対 して社会的なス テ レオ タイプが強く
働いて い るケ ー ス を調査す る ことは必要だ. 接触規範を適用する際 ､ 母語話者は非母語話
者の特定外来性 に反応す る場合があるた め､ どの ような非母語話者グル ー プに対 して母語
話者が特定外来性 を認知する こ とが でき るの か はまだ不明で あるo また､ 本研 究は非母語
話者の エ ス ニ シテ ィ - を中心的な要因として扱 っ たが ､ 非母語話者の 日本語能力 に関する
3
分析がまだ足 りない と言え る o 中級 ､ 上級 レ
ベ ル の 非母語話者 を調査対象者に設定 したが､
言語的に外来性が最も強い 初級 レ ベ ル ､ ある い は言語的外来性が最も低 い超上級 レ ベ ル非
母語話者を調査すれば ､ さらなる研究成果が期待でき る｡
異なる背景を持 つ 人間が
一 緒にイ ンタ ー アク シ ョ ン を行う場合､ 問題が発生するの は予
測できる事で ある｡ そ の 間題 の 最終的解決に本研究が少 しでも貢献でき る こと を望んで い
る｡
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A F IxJFI
A 甘1ⅩJFl
1J Fl : こ ん に ちは
I A Fl:
2く】下1: ⅩⅩI
2 A F l: け ど
こん にちは
* *あ!ⅩⅩ っ て い い ま す ⅩⅩ っ て
え､
え !彼 女も (ⅩⅩ) (Ⅹ)
は い は い
3 J F l: ち ょ っ と違う
3A F l: ん です け どう - - ん J Flさん と して
4 J F l: で
4 A F l: あ ー -
は たちで - す
(*J 1 7･ 8 7
わたく しは ⅩⅩ で すi
Ⅹ あ !あ!
ⅩⅩⅩ ちょ っ と違う
ⅩⅩ で す い ま 3年生
うんあの - 何年生で すか †
わた しで今年に じ ゆうい ちに じ ゆう い ちに
あそうなんです か
5 J Fl: なります 専門 は法学部ほう法経学部の法学科 で法律
5 A F l: あ ー あの - ､ 匝匪3]
6JFl: 一 応 * 専門で す
6 A F l:
あ ー - は い は い は い
あ ､ そ うな んで すか ､ あの - べ んき ょ､ べ ん ､ べ ん ､ べ ん ､
7 J F l: や - や - i笑 い)弁護士 に はならない け ど
7 A F l:匡亘亘垂∃
8J下1: は い -
8 A F l: あそ うなん で すか
あ ー あ - -
弁護 士
匪∃
うんでも * うん法律 - 応勉強 して ます
でも弁護士 め ざして い る友達とかも結構 ま わ り に
あ ー 面白い です
9 JF l: い ます は い
9 A F l: あそ うです か
え弁護 士 に
あ ー - どう して弁護士 に なりた くない ですか ( 笑い)
10 JF l: なりたくな い (笑い) え､ う ー 一 法学部出てもい ろん な道 * あ っ て
10 A F l: は い は い
弁護 士 だけ
llJ F l: じや なくて ほ か に もい ろ い ろ な仕事が あ る か ら なん か なん か あまり弁護 士 に
ll A F l: うん は い
A F lxJF1
1 2J甘1: に なる こ とは 考えたことがなくて (笑 い)
1 2A F l:
13J下1:
13 A F l: い ん です * * うん
14 J F l: 文学部の
14 A F l: で す
あ ー -
は い そうなん です
あ - - そ う した
うん ､ で 聞 い て ない ､ 何学部で すか
わた しは文学部
あ !そうなん です か えい ま何才ですか
あの 一 文部省の研究生です
15J F l: は い
15A Fl : わた く し† わ た し は 36才です
16J 甘1: 見 え見え た ( 笑い)
16 A 甘1:
17J F l: 勉強 して る ん です か
17 A F l:
18 J 甘1: 演劇†
18 A Fl .･
19 J F l: 狂言
19 A F l:
え本当です 【笑 い) - -なん か 2 0代 に
は い は い は い
や なん か え ー じゃ - え ー とい ま * は * 何を
あそうなん ですか あそう
あの 一 日本 の 民俗芸 の と伝統演劇
伝綻演劇 じやか 歌舞伎とか
は い は い伝 統演劇
う ー - ん
20 J F l: な い ん で す
あ ー - そ うなん です か
う
あ !そう
を勉強 して い ます
も っ と
う ー - ん も っ と 古い きょ う げん
わた しみ た こ とが
うん見たことが ありますか ( 集いI 見 た ことが
うん で も - うん あの - * 演劇 * はあの - *今 の
20 A F l: な い †笑 い)や っ ぱり ( 笑い)
2 1J Fl : 現代演劇 は すごく好き で
21 A F l: うん
うん うん
あ - あそ うで すか 例え ば
例 えばう ー - ん と
22 JFl : 例えばなんだろう * え ー と最近の 有名な人 だと - え ー と の 野 田ひ ひ で き
22 A F l:
2 3J 甘1:
あ､ は い
聞い た こと が あります†あ の 人の 劇とか あとは誰
2 3 A F l: 聞 い た ことが あり ます う ん
A F IxJF 1
2 4J下1: えと 三谷幸亭 わ からない か なうんそ 野田ひ で き とか あと鴻上
2 4A F l: うん わか らない うん
25 JFl : 庄 司 っ て 知 っ て ます か
2 5 A Fl : わか り ま せ ん
え とで も有名なの は 野 田秀樹かも しれ ない
26J 甘1: です そ の 人達 の 演劇が *好きで *
2 6A Fl: あ そ うで すか
27 J F l:
27 A F l: ますか ､ どうい うとこ ろ
28 J F l: 池袋とか
28 A F l:
2 9J F l: 文化村
2 9 A F l:
た例え ばどどう い う上演 が , 上演が ? ? われ
どうい うと こ ろ, あ､ 場所は ､ え ー と 渋谷とか
し あああ
ち ょ っ と大き い で すね ､ す ごく渋谷の
小さ い 劇場 です か大き い で すか
うん す ご い 大 き い と こ ろ でや りま
文化村で あ!そうでだから有名
30 JF l:す よ 結構
30 A Fl: お - - す ごい
31J 甘1 : つ ちゃ う ぐら い
3 1 AF l:
う ー - んす ごく人気 があっ て チ ケ ッ トももう本当 一 日 で売れきれ
あ ー
す ごい 人気 が あ る劇団で
あそうです か
32J F l: 高校生 の 時とか演劇や っ てた り して
32 A F l:
33J 甘1: に 見 るだけなん で すけど
3 3A 甘1:
34 J Fl:
うんで 自分でも -
あ ー -
うん で自分で はやらず
やりま した か ､ あ ー - -
興味
あ ー まだ興味があります か 自分で できますかやや り
自分で は あ ー - どうなん だろう ‡笑 い〉 う - - ん *う ん
3 4A F l: ます かや り たい ん です か う
ー ん
35J 甘1: や まだや っ て もい い な っ て い う感 じが しますね最近 い まは 見る ほうを
35 A F l: あ ー あ
- そう
A F lxJF l
3 6J F l‥ 楽 しん で い る ん だけ ど うん わた しでもうんち ょ っ とや っ て み た い かも しれ な い
3 6 A F l: うん
3 7J F l:t笑い) ? ? ?
37A F l: あそ う､ で も蒸 し い で す よ
8 8J甘1 :
3 8A F l: あ ー - う ー ん
3 9J F l:
3 9 A F l: 大体東京
楽 しい -
やや るの は
や るの は 楽 しい - です
じゃ 狂育 と か っ て * え､ どこ で み み 見れますか
東京 あJ
国立 の 能楽堂で うん ､ よく見ます
40J F l: 見に行 っ て い ますか 結構なん ども見に行き ますか
40 A F l:
41J F l: え ー - 落語とか っ て *
41 A Fl : 行きます ううん
う ん ､ 東京､ うん
そ うそ う時間 があれば見に
落語たぶ ん ビデ オだ け見 た こ とが あ ります
42 J F l: あそ うで す か あ ー -
42A Fl : でも - あ の - 劇場 に入 っ た こ と が ない ん で すけど で もあ .) ぜ ひあ の 一 見に
4 3 JFl:
4 3 A F l:行 きた い ん で す け ど
あ ! そうです か
44J F l: 落籍研究会入 っ て るん で すけ ど
44 AF l:
45 JF l:
友達が わ た しの 友達が ⅩⅩ 大で
うううん
あは い 聞い たこ と が ありますす ごく えら い *
あ!う ー ん
45 A F l: あの - 研究会そ の 落語 の 研究会は み なはす - ごく上手だと居 い ます
46J F l: 上手で す よ うん な ん か わ た しも高校 の 時美妓ち ょ っ と落語研究会 で
46 A F l.･ 聞 い た こ とが あります
4 7J F l: は (笑い) あ､ 高校 に *部活で * 落語研究会があ っ て で ちょ っ と とも女 の 千
47 A F l: 本当†
A F IxJF 1
48J F l: とか い っ ぱい なか まが い っ て は い ろ とい っ て ､ 入 っ て ち ょ っ と自分でもや っ た こと
48 A F l: は は い
49 JFl: が あり ます
49 A F l= どう * す ご い 例えば何を しま したか †自分で *創造 しま した か †不 明
50J 甘1: あ! あ!
5 0 A Fl : * あ の - そ の 演目 を創造 しま した か †
演目は * え ー とプ ロ の 落語家の 人た ちが
51J Fl : や っ た * や セ リ フ と い うか を あの * カセ ッ トテ - プ に * とっ て
5 1A 甘1: は い セ リ フ は い
52 J Fl : そ れ を聞 い て 覚え て * や やる とい う *
52 A 甘1: は い
53J F l:
5 8 A F l: あ ー
あす ご い
そ うい う こ と をやや っ て て
で落語 の 本も何冊 か出て て でそ れ を読ん で 覚え た りと か そ うい う感 じで
は は い は い
54J Fl : 自分で 作 る っ て こ とは しなか っ た けれ ど
54 A F l: は は は い で も - 般的に あの 落語 * * の
55 JF l: うん
55A F l: 役者は 自分で 作っ て * 演 目は 自分作っ て そ れ で * 上演 しますか で しょ う†
56 J Fl: あ ! そうです よ ね プ ロ の プ ロ テ レ ビで 出て く る ようなプ ロ の 落語家の 人 た ちは
5 6 A Fl: ニ れ は 普通 ですか プ ロ は い
5 7J F l: き っ とそ うなん じゃ な い で すか
57 A F l: あ ー - - - -
58J 下1: そ の 一 緒 だ っ た 男の 子 が
58 A Fl : は い
5 9JFl : とが ん ば っ て 活躍 して ます
5 9 A Fl:
は い で そ の そ の そ の 落語研 究会で
あ ー - - うん
ⅩⅩ 大に 来て ⅩⅩ 大の 落語研究会で い ま(笑)ち ょ っ
は い
だ か ら あの 時 々 落語 公 演や
あ - - - す ごい うん
A F IxJF 1
6 0J Fl: 学校 の 中でも や っ て るみ た い ですか ら
6 0 A F l:
6 1 JFl: 思 い ます
61A Fl :
は い はい
き っ とう ー ん 見た ら楽 しい と
大学餐 と か * あと - * 時々 あ の - 一 月 に
例え ば祭の さ い あ の 大学祭 の
62J F l: 1回とか 時 々 や っ て るみ た い ですよ
62 A F l:
63 JF l: に *
63 A F l: は い
貼 っ て ある か ら
あそうです か
あ ー - - -
は い 時 々 こう掲示板
あ じゃ -
う ー ､ うん うん そ れお すす め
それ じや 見に行きます
64J F l: で す ( 笑い) その 友達もすごく上手 な人だ っ たか ら は い
64A Fl : あ ､ す ご い
65 ∬ 1:
65A Fl : * うん ､ 庭 じゃ なくて も大学の 前に
芝生
糾 IJ
(J
あ の しば Ti
､.
G5J 甘1: よね ( 笑い)
6 5A Fl : あ ､ そ う､ そ れ を見 た こと が あ り ます
n
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留意された逸脱 :｢わたく し+
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 評価なし
評価に適用された規範 : 接触規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された 規範
評価
評価に適用された規範
調整
あ ー -
芝 生に すわ っ て て
たぶ ん ､ あの -
あ! や っ て ます
( 内的場面の場合､ 場面に不適切な語嚢は否定的に評価され ると
推測できるため)
｢ご専門+
内的規範
評価なし
接触規範 (内的場面の場合､ 場面に不適切な語嚢は否定的に評価されると
推測できるため)
弁護士になるかと聞かれた こと
内的規範
否定的｡ 汝学専攻の 学生の ほとん どは弁護士にならないた め, 聞かれ て
｢困 っ た+ と F Ulで報告
内的規範
法学科の学生の 事情を説明しようとする
A FIxJF 1
i､′ 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された 規範
調整
A 別 は ｢しば+ を上昇イン トネ ー シ ョ ン で言うため ､ 言語生成に関して 問題が
あると推測するo AFl の イ ン トネ ー シ ョ ンを調整要求として捉えるo
内的規範
否定的o AFl は言語生成の 問題を抱えて い るため ､ 援助しなければならないと
感 じる
内的規範
J Flは AFl の調整要求に応え､ ｢芝生+ とい う語桑を提供する｡
A FIxJM1
A FlxJ Ml
1 A F l: こん に ちは わた しは A F l です
1 J M l:
2 A F l:
2J Ml : ⅩⅩ ⅩⅩ
は じめ ま して
A F lさん です か
は い は い
ぼく は ⅩⅩ で す
ⅩⅩ *
は じめ ま して - * **A Fl さ ん名前 い っ しょ
3A F l: です ね､ あ､ ご め ん なさい ､ ⅩⅩ そ うそ う 間違えま した｡ は い ､ Ⅹ そ うそ う､ 同 じ
3 J M l:
4 A Fl : そ うあの - A Fl と い う の 名前 はす ごく 人気が あるあの - 西 洋で
4J M l:
5 A F l: が 同 じ名前 * *
たくさん人
う ー ん う ー ん
な - い 全然 ない , な い
5 J M l: A Fl さん の お 一 名前に は 意味 っ て あ るん で すか う ー ん
6 A 甘1: 娃蛙娃な - 小 で も､ あの - ､ 匪三ヨの生まれた時に有名な俳優が テ レ ビで 出て
6 J M l: あ!
7 A F l:彼 女の 名前は A Fl *だ か らみ な は い
7 J Ml : す ごく 人気 が あ る ん で すあ ー - -
8 A Fl : そ うで すね * *と * ご専門はなん です か
8J M l: あ あ あ!ぼく - は 理 学部で生物 * *
9 A F l: あ! い きい き 生き る
9 J M l: あ生き る もの biology
10A F l: は い は い あそうもう何年生です
10 J M l:
は は そ う (笑)* *
せ い と い うの は
あ !わ か りますは い は い わ か り ま した
あ ー - お - す ごい
あい ま - 修士 の 一 年生で す
llA Fl : (笑)
llJ Ml: や - (笑)なん か な んか う ー - ん 実験 は * いっ ぱ い や る ん ですけど*
1 0
あ - -
A F IxJ M i
12 A F l:
12J M l: なか なか い い 結 果は 出なく て
18 A F l:
あそう例 えばなん の 実験です か
いまや っ て る の は *
ひ と わ ー わか らない (笑)
13J M l: ヒ トゲノ ム計画 っ て 知 っ て ますか ゲノ ム計画 あの -
14 A F l: 専門的な言葉 ですか
14 J M l: う ー - - ん 専門☆ 最近ちょ っ と ニ ュ ー ス で も*あり ま した けど
15A F l: お 一 例 え ば は い
1 5J Ml: 遺伝 子 の 配列 * *遺伝子 の *
16 A F l: は い
(笑) は い
* * *うん と 一 連伝子 に情報が
は い は - は い
16 J M l: 入 っ て る ん です よ それ の 一 博報が *A C GP と い う四 つ か ら な っ て て
17AF l: あ ー
17J M l: そ の なら べ み たい ☆ ならどうい う順番でならん で い るとか は ☆決め る の と まだ
18 A F l: は は はは は い あ ー -
18J M l: タ ン パ ク質 * が なん か どん な働きを して るか どうか を *や るん ですけど
19 A Fl : だ い た い わ か り ますあの 一 夕 ン パ タ と い う の は なん です か た と え肉を食 べ * た ら
19J M l: あ
20A Fl : これは タ ン パ ク† あ 紘 - い
20J M l: タ ン パ クで す よね で も☆ぼくた ち の ☆扱う の は細胞 の 中の * タ ン パ ク
21 A F l: あ ー は い
21J Ml :
違い ま す
に な っ て 食 べ る タ ン パ ク とは また も物は い っ し よで す け ど見る
22 A F l:
22 J M l: 大きさが *
違 います あ､ なる ほ ど､ あ ー - は い あの どう してそ の 興味を持 つ よう
違 い ます
2 3A 甘1: に なりま した か ､ 生物 い き生物 の
2 3J M l:
うん うん
生き物 * 最初は * 中学 生 の 時に * 中学 一 年で
ll
A F IxJ M l
2 4 A F l: うん わか り ませ ん
2 4 J M l: 理科で 理 科 っ て わか り ます†あの -
2 5 A F l:
2 5J M l: が理 科
2 6 A F l:
あ､ は い は い は い
で
☆
そ の 理科 の 時 に動物
は い
す算数国語英語とか で *サイ エ ン ス
は い
を勉強 したんで すね
うん うん
2 6J M l‥ で そ れ * い いな - と思 っ て でそ の あと高校 に入 っ て で 一 生物 * の授業 の 先生
27 A F l: あ ー -
2 73 M l: が *す ごく生物が * *あの - ただ教える だ け じや なくてす ごく好きな人で - *
28 A F l:
28 J M l: で☆ い い な - と思 っ て †笑) 大学に来た んで す け ど でも実際 そ の こ ろ い い な - と
29 A F l:
29J M l: 思 っ た の と今や っ て る の はだ い ぶ違 い ます (笑)*
あま りたの し - くな い ん です か
30 A F l: あ ー -
30J M l: うん * とた の しい - なん かた の しさが別な気が します *
31 A F l:
31J Ml : とか *
なん か どうぶ つ - -
うん うん
* 植物 とか が * 好き で 生物 と い う風 に 高校生の 頃思 っ て た ん ですけど
32 A F l: は い は い
32J M l:
33 A F l: ううう ん
33J M 1:
* でも実際 * 今は なん か *好 きと い うよ りか は これ が わか っ たら *面白 い *
う ー - - ん ､ ま微妙なこ とで すけ ど (笑)
と い う楽 しさ *
34 A 甘1:
34J M l: 違うそ うで す ね違 い はあ りま すね -
35A Fl :
35J M l:や っ て るん で すか
まだう ー ん なん か ち ょ っ と
あ､ す ごい あ ー -
う ー ん A F lさん は どん なこ と
L?J T .I
あ､ わたく しは あの 一 日 本の 民俗芸能と伝統演劇 ､ を勉強 して い
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36 A F l:
36 J M l:
ます 例えば､ 狂言ii
* *どん な†
3 7 A F l: ううん 日本語で ､ うん
37J Ml: 英語で え !
88 A F l: えん も * く
38J Ml : あります よねあの * *
39 A 甘1: は い
* をや っ て い ます､ 自分でや っ て い ます 英語で
うん ､ は い あ!
は -
英語 でや るの で も *そ れ * は あ の 狂言 の * な ん と い う
は い そ う
こうい う 狂言と い う * スト ー リ ー が あります よ
翻訳 して うん * わ たく しじや なくて わ た く しの
39 J M l: ね そ れを じや英語 に直 して で
40 A Fl: 先生 は ア メ リ カ 人 です ､ 彼 は *長い 間に * 日本に 住ん で い ま した か ら彼 は全部翻訳
40J M l:
4 1 A F l: して
4 1J M l: あ じや難 し い 言葉なん か も
実はあまり難しくない 狂言
Eまい
でもええは い
あ､ そ うなんで すか (笑)
42 A Fl : 能と狂言 をく らと比 べ る と * 狂言 は本当に * *わ か りや す い ん です け ど
42 J M l:
4 3 A F 1:
4 3 J Ml: 狂言 っ て じや * 随分違うんで すか
44 A F l:( 笑) 随分違い が娃追提
44 J M l: ス_ ゝ ‾ - -
え!能 と
( 笑‡は い は い
あ ､ そ ん なこ と知 らない (笑)娃追越
は い
え !そ したらそれを英語 に して
4 5 A F l:
4 5 J M l: こ う しや べ り か たと か は
☆ *
* でも英語でや るけど
ちょ * つ と *変化 しま した 少 し
え､ します よね や っ ぱ り
4 6 A F l‥ だけ で すけ ど * 少 しだ けうん曹通 の あの 一 重町 時代 の 話 し方は * 現代の 日本語 の
46 J M l:
4 7A F l: 話 し方 しや べ か たり か たし や べ り か たとだ い た い お な じですあま り *お ､ あ､ あまり
4 7 J M l:
13
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48 A F l:違 い は べ を聞い て は ない ん で すけど☆ だか ら☆あの - その 英語 * *の よ う､ あ､ 英語
4 8J M l:
49 AF l: 話 して るの は あま り * *違 い ます * * *
49 J Ml :
50 A F l: リズ ム * *こ う
50J M l:
5 1 A F l: 同 じ
51J M l:
英語 で 話す†
そうあの あな ん と い い ます か *
だい たい だ い じや なくてだい おな じだ い た い
う どう してもそうですよね
あ!同 じにで き るん です か i 笑) すご い ですね
52 AFl: うう
62JM l: じや それ で * *舞台とか *
5 3 A F l: 楽 し い で す
53J Ml:
54 A F l: は い
54 J Ml : 中心 で
55A Fl : で す か比 較
5 5J Ml :
そ う面白い ううう
は い は い
に 出て * * * *
はl･まは は い
す ご い楽しそ うです よね i笑I
ス. - ‾
うん､ 楽 しか っ たです
う ん
え ー - * * *そ したら狂言が
は い
や っ て そ れを比較 した りする ん ですか なに か と い う
い ろ い ろ な - * 芸
う ー ん とく ら べ て
5 6 A F l: は い
5 6 J M l: ほ か の - 一 文化 民俗の伝統とかと
たとどうい う意味
と か * う んほ か の * *うん と - 狂言と
今あの - い ろい ろな* 狂言 の 種類あります
57 A 甘1: 例 えば * 岩手 県で 山伏 は 狂言をや っ て い ます し､ あの - 福岡で * ま あ､ の 小 さい 町 で * *
57J M l: 狂言
58 A Fl : 狂 言 をや っ て られ る し､ そ れで 東京 と京都の 狂 言 あ り ます
*今そ う い う * *か 関係 が
58J M l: お ( 笑)
5 9 AF l: ち ょ っ と興 味を持 っ て い ます
5 9J M l: え
- - や っ ぱり ちょ っ とずつ 違い そ うなん です か
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60 A F l: う ー - ん 違い ます
60 J M l:
60 A F l:
60 J M l: か ら*
あ ー - -
は い * はは は い
で もよくわか り ませ ん まだ* わ か り ませ ん
え ‾ -
あ! これ
そ れ はわた しに と っ て * あ の 一 日本で * 日本は ち ょ っ と *
6 1A F l: せ 狭 い 小 さ い ちい 狭 い 国だ け ど * あ の 町 の 伝統 * 町 の 文化 * ′J､さ い 町 の 文化 と東京 と
61 J M l:
62 A Fl : 京都 の 文化 かなり違うで し よ う こ れ は す ごく面 白い わた しに と っ て
62J M l: は い
63 A F l: は い
あ! そう つ く
だい ぶ 違 い
63 J M l: 日本 は - * じっ たい がそんなに大きくな い の に そ の 中で まただ い ぶ
64 A Fl : うん そ れ で あ の - あの 演劇 でそ の 違うを 表現 す るの がす ご く 面白 い わた しに
64 J M l: 違う
6 5A F l: と っ て
65 J M l:
66 A F 1:
そう† どう思い ます か
そ れは すごい で すね え!
うううん
66 J M l: 全然狂言 わ か らない じやな い で すか
6 7 A F l: あ あ - -
6 7J Ml: もち ょ っ と面白い ん です
6 8 A F l:
6 8 J M l: よね
は は は は い
はい は い は い
う - ん * * * *そ * うん ぼ くは
そうす ると違 い が あ ると い う の
うん
で そ の 違 い を * こ使 い 分け* られ たらっ て ことで す
そう†そう､ どうい う風に ､
刑 1 6 1
あ の そ の 山伏i占* の
そ れ はなん かすごい ですね
6 9 A F l: 狂言 は京都 の 狂言になりま した か ､ どう い う､ どうい う風 に ど う して どう して い つ どうい う風に
6 9 J M l:
7 0 A Fl: と ､ と い う質問が持っ て い ます,
7 0 J M l: うん
▲
■
I .I
例 L
わた く
1 5
て い ます * 個人的 には * *
そ うす ると じや *
A F IxJ Ml
7 1A F l:
7 1J Ml : そ の 歴 史とか
う ー ん
7 2A 甘1: は は は は い は い
7 2J M l:
73 A F l: は い
73J M l: ると *
74 A F 1:
伝統
なん か 伝統 *
あ ー - -
う ー - ん 学習学習方法とか *
そ れ は 面 白い * * *う ー - ん * * * * *
あ!そ う伝 えて い く
なん か 生物を* *勉強 して
それだけ です か
* *実験 で忙しい 時は* なん か それば っ かりや っ て る んで すね
は は は - あ ー - うん
74 J M l: あの 実験ば っ か り そ うす る となん か * * * *あの 一 研 究塞の 一 人 た ちと
75A F l:
7 5J M l: 話す時間はす ごく長 い ん です け ど
76 A F 1:
76 J M l: じや な い ん で すか
は い は い
ほ か の 人 た ちと *話 す機会 はす ごく - つ ちゃう
あ ー - - - だか ら世界 はちょ っ と
うん 狭くなっ て * で普通 の ニ ュ ー ス と か は *
77 A F l: うん うん
77 J M l: こ う * のまテ レ ビ とか はで もわか り ます古ナど - *そ うい うほ か の 人 の 専門と か
7 8 A F l: そ うでもわた しに と っ て わた しでもそれ は あの
-
78J Ml : の 詰 っ て * す ご い 機会 が減 っ て て -
79 A F l: い がくう医学をや っ て る人と * 生物 * をや っ て る 人す ごく面白 い です ､ そうい う
79 J Ml :
8 0 AF l:ii
8 0 J Ml :
あ - 一 生物
うん そうね で も趣味* ありますか
うん ぼくは そ う い うを聞く の が (笑)大好きで
81A F l: ご - 趣味 あり ます か
8 1JM l: 趣 味* う ー
- ん * *なん か これ特別 こ れとい うの は ない で すね
82 A F l: う ー - - - - サ ー ク ル に *活動 しませ ん は い
8 2 J M l: い まは さ ! は * * *あの 学部の 時は
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82 A F l:
82JMl : して たん です けど今は して ない ん ですけ ど
83 A F l: なん の サ ー クル に入りま したか
83J M l: そ うです ね
84 A F l: E S S わ か らな い
84 J Ml: E S Sっ て ES S
85A Fl:
あ ー - - - - - 忙し い 時はね
ぼく E S S に入っ たんで すけ どわか り ます†
は い は い
は * ち ょっ と英語 の * *英 欝 を作 っ て 何か を
は は は い
8 5 J M l: す る っ て サ ー ク ル なん で すけ ど
8 6A F l:
8 6J M l: は * あわなく て *
8 7 A F l:
あ､ は い は い は い
あ ー - -
8 7J Ml : あわ なくて
8 8 A 甘1 :
8 8J M l: ア シ ス タ ン トっ て *
ぽく最初入 っ た ん だけど * なん となくそ こ
う ー - ん そ の *英語 は好きなん です け ど ‡笑l なん か
そ の あとは 留学生の 人と直接 はな しt *あの - テ ィ ー チ ン グ
は い うん
あるん じや ない で すか あの 一 日 本に 来た ばっ か の 留学生の
8 9 A F l:
89 J Ml: 人とお - ひ る い っ し ょ に食 べ た り
90 A F l:
90J M l: に い っ て は な した りとか *
あ ー - - !
で 話すあれを友達がや っ てたんで い っ し ょ
あ ー そ うですね に 日 本語 で
そ う い うの は した ん で すけど
9 1AF l: なん なん なに 何語† あ
ー -
9 1J M l:
92 A Fl: うん
あ ー * *日 本語と英語半分ず つ ぐらい でそ の 人 * そ の 時に 話 した
う ー - - ん フ ラ ン ス
9 2J M l: 人は * カ メ ル ー ン の 出身の *人 でで カメ ル
ー ン つ て フ ラ ン ス 語 ですか
9 3 A F l: 語とす ごう母 国は * いろ い ろア フ リカ とフ ラ ン ス 語
9 3J Ml :
17
A F IxJ M l
ii
iii
1V
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
留意された逸脱
留意に適用 され た規範
評価
:｢わたく し+
: 内的規範
‥否定晩 学生同士の初対面会話では不適切な表現で あるた め, ｢ちょ っ と琴に
なりましたね+ と Ft 汀で報告
: 内的規範 (内的場面にお い て も同 じような評価を行うと推測で きるため)
: AFl は狂言をは じめ日本の民俗芸能と伝統演劇 を勉強 して い る
: 接触規範 (内的場面 で は､ 日本 の伝統文化を専攻と して い る こ とを逸脱と し
て留意しないと推測できるため)
: 否定軌 J Mlは日本の伝統演劇に つ い て知識を持 っ て いな いもの の ､ 外国人
が これを専攻にして い る こ とを不愉快に感 じた｡
留意された逸脱 :｢山伏+ のイ ン トネ ー シ ョ ン
留意に適用され た規範 :内的規範
ため)
評価 :否定的｡
評価に適用され た規範 : 内的規範
調整 :調整なし
調整に適用され た規範 : 内的規範
(内的場面にお い て も同 じような逸脱が留意され ると推測できる
｢ち ょ っ と気にな っ た+ と.F tTI で報告
(内的場面 でも同 じような評価が行われ ると推測できるため)
(内的場面 でも調整されない と推測できるた め)
逸脱 : A Flが ｢わたく し+ を繰り返すがJ Mlは留意しない o
留意に適用された規範 :接触規範 (相手が非母語話者であるため ､ 留意しない ように したと推測
できるため)
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01J F l‥ は じめま して - - - えこ こすわ っ て い い ん ですか ( 笑)
0 1 B F l: は じめま して - -
02J F l: は は は ああの J F l(フ ル ネ ー ム) っ て い い ます
0 2 B F l:
0 3J 甘1: 呼 ん でください (笑)
0 3 B F l: は ー い わ た しブラ ジ ル の B FlI
04 J F l:
04 B F l: う ー - B F lともう します
05J F l:
よ ろ しく - (笑)
へ へ へ
BF l
あ あ や だい じょ うぶ
J F l(名前)っ て
BF l
う ー - ん
ともう します
えなにを話せば い い か
よろ しく - (笑)
へ へ へ
05B F l: そ う で す ね ほお わからない ( 笑い〉 けわ た しも よくわ か ら な い . な ななん で なに を
0 6J F l:
06 B F l: しや べ る の か あ - い い え べ つ に
なん で も い い ( 笑い)
07J 甘1 :
07 B F l: い っ て あ ー 一 つ て 感 じわたしもわ か らない
0 8J 下1: 工 学部†
0 8 B F l:
09 JF l: なん ですよ
09 B F l:
例 6 6
の 建築の 都 市計
法学 *科
うん ､ ほ う†
10 J F l: 法律 の 勉強をや っ て い ます
10 B F l:
llJ F l:
は い
そうそ うなん でも い い と
なに学部なん ですか
あ ー 一 連 築 の 人
匙¥由h
9
ぞ†ii
けん ､ 研 究室 でi
うん法律
私工学部
( 笑い)
私汝経学部 の 法学科
あ!なる ほ ど
あで も建築もちょ っ と興味あります私
は い お 父 さん が 建築や っ て る 人だか ら
ll B F l: あ そうなん で すか ( 笑)
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12J F l: ちょ っ と興味が少 しあ ります う ー - ん
12 B F l‥ あ ー - - そ うあ ー - そ うなん だ わた しも
13J F l:
13B F l: なん か 日本 に* '来 てか らや っ ぱり 建築勉強 して る 人 と話すでき る の は 面 白い
14J Fl: あ
1 4B Fl : なん と い う 日本 の 建 築は や っ ば り世 界中は☆ うん 有名 だか ら
15J F l: うん
15 B F l: あ結構有名ブ ラ ジ ル はなん か タ ダオ ア ン ドゥとか
あ! 有名です か
あい ろ い ろ
16J F l: うん
16 B F l: キ シ ュ ウ ク ル カ ワとか 結構有名 じや ない ん です か､ 実際はそ れ か ら
17J F l: あ ー - え ー - え日 本の 建築わ た し古 い
17 B Fl : 日 本に ( 笑) - - - - きれた んで すけど
18J F l: 古い もの がすきお寺とか うんその 好き好き ですか .
18 B F 1: あ ー - - ! 実際 わ た しも (笑)
19 J F l: うん
19 B Fl : それで なん か 友達はあま り好き じやな い で
2 0J F l: は は は
うん
そ れで わ た し壮 行きたい と
わた しもお - て ら好き
2 0 B F l: 言 っ た ら あまた - (笑)” なん かお - て らが
'
(笑)と か
2 1J F l: で す ( 笑) うん 奈良と か京都 っ て行きま した†
2 1B F l: そ う わた しも好き あ ー うん は い も ちろん
22J F l: う ー ん す ご い わた し☆親も ー わ た しの 両親もすごく奈良とか京都とか が好き で
22 B F l:
23 J F l: う ー - ん で 最近あまり行かない けれど うん好きで昔よく行 っ て ま した
23 B F l: あ ー - うん
2 0
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?4J F l:
24B F l: あ ー - わ た しも * なん か 3回 か ない っ て
うん う
う 一 行 っ た ん で すい い え を
25J F l: うん
2 5 B Fl: か え っ て 京都や っ ぱ りそ うで しょ うなん か い い え か え っ て なん か全然た り なく
26JFl: うん
2 6 B F l: 今 まで 何回行 っ て もや っ ばり足 りない
2 7J F l: い っ ぱい ある
うん きれない??? でし ょう (笑)
そうそう (笑〉 そうそうそう
うん ( 笑)
27 B F l: もうさん か い 行 っ た ん ですけどなん か は - - まだ ( 集) まだある
28J甘1:
2 8 B F l: よね
う ー - ん
29J F l:
29 B F l: わた しはすごく
行きた い と ころ
奈良は ど こに行きま したか
* あの - - は名前
法隆寺 牡隆寺うん
そうもちろ ん うん は い は い 奈良結構行 っ た
30J F l:
80 B F l: で す よね ､ 全部 じや ない け ど行 っ た - - ん で す け どそ れ で京都はなん か
3 iJ F l:
3 1 B F l: ち ょ っ と行 っ て わ た し名前ととこ ろは 絶対 ‡笑I - た の で
3 2J F l: ふ は は
32 B F l: お ぼえ覚えられない
33JF l:
(大笑)- - へ -
と東 寺と か京都
そうです､ そ うで すね､ そ っ ちはや っ ばり
は はは はで も
33 B Fl : 行 っ た､ わ た しなん か ､ うん ､ 覚 えられない と い うか (笑) 行っ た また行 っ た
-
34J 下1: は は は は
34 B F l: どこ 行 っ た の や ち ょ っ と ( 笑) 考えなきゃ
や っ ぱり (笑)
それ でなんか い ろ い ろ
3 5J 下1: うん
3 5 B F l: も * なん か * なん か ､ もらえる で し よ う､ なん か ､ い ろ い ろ ツア
ー と か ､ あ ー ､ こ うい う
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36J F l:
36 B F l: と こ ろとか ☆ わた しなん なん とい うもうあの - もう読 めない か ら
3 7J F l: ( 笑) っ - -
う ー - ん
3 7 B Fl: なん か 名前があ っ て も * ( 笑)か い っ て あ っ てもうん た ま に読 めない から
38 J Fl : え ー こ っ ちに来て 何年ぐらい にな るん
38 B F l: 難 し い で すけど 2年 です よ
たまに
うん
2年†です か
39 J F l: う ー ん
39 B F l‥ うん ち ょ う ど 2 年に な っ て そ れは さき話 した ん です け どわ た しな んか 実際
40J F l: あ! そ うなん ですか うん
40 B F lI. 日系人 ですよ ブラ ジ ル の
41J F l:
4 1 B F l: 日 本語わか るはずだと患うん で すけど､
4 2J F l: わか らな い
4 2 B F l:
4 3J F l:
もうゼ ロ か
日系人で
私岩鼻時は全然何も
それでなん か皆
あ!全然
あ ー - そ うなん で すか
そうそうなん か 日 系
あ!そうなん ですか
4 3 B F l: の 三 世で すもうお じ っ ちや ん とおばっ ちゃ ん は日 本人だっ た.
一 緒ね
44 J F 1:
44 B F l: そ れ で ､ お ､ うん *
4 5JF l:
45 B F l:
46J F l:
46 B F l:
47J F l:
4 7B F l:
例 1 .i
* 両親も
LIブ ラ ジル で 生まれ て * そ れで なん か - - 私は別 の
件なん で すけど､ 娃娃超 ☆なん か本当に 日本 の 2世なん ですけど､ お.じ い ちゃん と
あ!日 本語は全然
お ばちゃ ん は 日本人 だ っ た ん で すが ､ なん か に､ 日
ス. - ､ ‾
そう､ そ う そ れ でうちをは 父 は 分か る ､ ま､ 話せ る け ど母 は 分か らない の でi､･
22
B F IxJFl
4 8J 甘1: あ ー
4 8即 1 : や っ ぱ りうちで は ポ ー ト ウガ ル 簿 だけで子 どもももちろ んわ た しと弟は
4 9J F 1:
49 B F l: ポ ー トウ ガ ル 籍だ け で そ れで なん か普通の 日 系人 ならなん と い う* 話すときは *
50 J F l:
50 B Fl : 三世ま で は ちょ っ と 日本語 の 言葉い れ る - - - で すよね で も - うちで は全然
51J F l: ゼ ロ か ら
5 1 B F l: そ ん な こ とが なか た の で そ れ か らわ た しも本当 にゼ ロ か ら
52 JF l:
52 B F l: わた しは 日本 に 来て ､ 来 る前 に少 し勉強 して たん ですけど
53 J Fl :
53 B F l: 足 り なくて
5 4J F l:
わ た しほ
う ー - ん
や っ ぱり全然
や っ ぱり 日常的会話使えませ ん か (笑)
あ ー - - そ うそうそうそうそうそれで 日本 にきれぱ
へ へ へ
54 B F l: な - - ん か か こ こ で ☆到着 したや っ ぱりなん か 全教何も わか らなくて
55 J F l: う ー ん
55 BF l:
ス. ､ - - ‾
そ れ は うん来 て か ら☆勉 強とか は - - い
56J F l:
56 B F l: あ !き ょ うねんまで は寮 一 年半だけ
5 7J下1: 一 人暮 ら し
5 7 B F l: 自分うん の ア パ ー ト
58J F 1:
い ま寮に 入 っ てますか 留学生
あ､ 寮に い て
そうそうそう
ええ､ い て るか らそ うそ の あと
あ !今 どこ に い ます か
い まち ょ うど
み どり台 あ ー そ うなんで すか
58 B F l: なん か み どり だい - の す ぐ近く
59J F l:
うん
4ぷ ん か 5分 (笑) うん
う ー ん わ た しも ー 人 暮ら し して て あの -
5 9 B F l: あそ こか らうん うん ､ 大学の うん
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60 J F l: 出身長野分か り ます 長野が出身で で こ っ ちに 一 人 で 来て 一 人暮 ら しで
60 B F l: あ､ はい え
61J F l: 今年 3年 目 です
6 1B Fl :
3年生なん で い ま
あ - そ う あ ー - あわ た しもなん か 日本に あ
62J 下1:
62 B F l‥ 実際 は ブラ ジ ル で は , なん､ 大学の 時は☆ かずと離れ て たん ､ 両親か ら ､ それ は ちょ っ と
6 3J 下1: うん
6 3 B F l:慣れてまた 日本 に来 てまた本当に
6 4J F l: 全然裏側 ( 笑い〉 地球 は
64B F l:
本当に (笑 い)
( 笑い〉纂態l淀ブラ ジ ル なら本当に
そ うそ う寡側ちよ つ とい っ も言うの は ブラ ジル は 日本の 裏側 っ て感 じv
65JFl: う ー - ん
65 B F l: 本 当に 時間に よ っ て もなん か 12 時間で それ は ちょ うど反対で
66J F l: う ー - ん
66 B F 1: なん か ､
67J F l: は * うん , ふ
67 B F l:
68JFl :
あ!逆で すよね 今 じや ブラジ ル
刑 2 2 1
うん 季節も(ジ ェ ス チ ャ ー ‡ ､･i
入 る ぐらい
ふ ゆ 一 に は い * そ うそ う
へ へ へ
逆で す
あ ､ 入 る ぐ らい で すよね . そ う
6 8 B Fl : そうま - 寒 い * ‡笑 い) あっ ちか ら寒 い で も い つ も反対語す暗も例えば両親と話す
6 9J F 1:
6 9 B F l: 暗も こ こは なん か夜だ っ た らもちろ ん あっ ちは
あは ううん 逆(笑)
朝とか ( 笑1 い つ も
70 J甘1: うん
70 B F l: そ うそ うそう ( 笑)今もう慣れてきたん で す け ど 最初の 時は なん か話す時
7 1J Fl : ( 笑) (笑〉こ れか ら
71 B F l: は あ!今も * 寝 る の が い い † ( 笑) ちょ ､ 起きたばか り ですけど
2 4
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72J 甘1: 学校
72 B Fl: そ うそ うそ う､ そ の 感 じでそ れは その 時､ あ､ 今 もや っ ばり ､ うん ､ もう慣れ て
73J Fl :
73 B F l: き た ん です け ど
ううう ー ん
最初 の 時 い っ もそうだっ た そ れは なん か は 一 時間 の
74J Fl:
7 4 B F l: 間違 い はなん か 結構あ っ た ん で すよね
7 6J F l:
あ ー そ うですよね
本当あ! あさ - ､ 朝とか お 父 さん
うん
75 B F l: は なん か 6 時ぐらい ､ 朝の 6時 5時半ぐら い なん か 電話 して わた しが まだ 5時半 !
76J 甘1‥ ( 笑) 朝 i笑) - - - - - は は は
7 6 BF l: だ ( 笑) 朝の あ, そうそうそう (笑) そ の時 はす ごか っ た ( 笑I
7 7J 甘1:
77 B F l: 最初 の時
はう - - - うん
なんか 電話 して なん かすそ の ☆時間とか間違 っ てち ょ うど
78J 甘1:
78 B Fl : 反 対だ か らあ * そ れは うん * *あ､ うちに結構 ､ あ ー お ､ うちに結構帰る ん両親に会え ると
7 9J Fl : え ー と夏休み と か あと春休み と か そう い うち ょ っ と長 い 休み に 桔 必ず帰 っ て
7 9 B F l:
80 J F l:
80 B F l: あ ー -
あ ー - -
う ー ん 結構長 い 間た い む こ うに長野 の 方に うん ､ い て
あ ー - あ ー ､ そうで すか
8 1 J F l: 結構 ま め に か え ､ うん ､ の 友達 にくら べ ると結構前 に帰 っ て い るほ う (笑)だと思う
8 1 B F l:
82 J下1: 帰 らない 人と本当に帰らない み た い だから
82 B F l: あ ー - - * *そうわた しなん か結構 *
83J 甘1 : うん
83 B F l: 離れ て たん ですけどブラ ジ ル に い た時 7時間† う､ あん か 大学の ところと
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84J 甘1:
84 B F l: 両親毎月 か ら かえぜ っ た い (笑)
うん
そうそれからなんか ここ に
8 5J 甘1:
85 B F l: 来て み なほ とん どそ うで す･ そ ん なにか わ っ て うん か え *
86 J F l: う ー ん
86 B F l: ね なん か さ - なん で (笑)
毎回とい うか
帰らない
らない です よ
へ へ へ へ へ
なんか 長野と かと☆結療そんなに遠く
87J下1: うん そうです
87BF l: な い けど あまり か わ ら帰らない わた しの 思う今も日本 にい る けどなん か
8 8J F l: う ー ん
8 8B F l: で きれ ばなん か * 1ね - ん 1 回☆帰りたい ですけどでもうん遠 い か ら * なん か なん か
89 J Fl : うん そ うです ねせ っ か く時間
89 B F l: 帰る時 は ､ 本 当に何週間がない とや っ ぱり
90 J F l: か けて 帰 るか ら
90B F l:
91 J Fl:
そ う､ そ う､ そう､ そ う､ 行 っ て くる の 時 間だけでなんか 実際 は匹 壷∃
あ､ そ んなに か か っ ちゃ うん だ
9 1 B F l: 以上か か っ ち ゃうで す よ なん か飛行機の 中では
92J F l: うん
9 2 B F l: う､ あん か 片道は 24時間ひ飛行機だけのなか でそれで ､ なん か ､ い つ もある で
9 3【】甘1:
9 3 B F l: し ょ う ロ ス で ち ょ っ と止ま っ て なんか その い ろい ろの☆ い く時間とか
94 J F l: 三 日 ぐらい
94 B F l: するとや っ ぱり 3ま､ 三 日間 (笑) おそうそうそう
ううん * *
で ブ ラ ジ ル まで は､ こ
95J Fl : 直接は 行 けれな い ､ なく て 乗り換 え しなき ゃ
95 B F l: そうい つ も
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そう､ ア メリカ - ､
B FIxJFl
96 J F l: うん
96 B Fl: なん か
(EI) 2
ロ ス ア
8
ン ジ ェ Iizviiiとか
97 J Fl : あ ー 1回 じゃ 降 りて 乗 り換え っ て
9 7 B F l:
9 8J Fl: 時間か か っ ちゃ うん で すね
98BF 1:
99 J F l:
99 B Fl : そ の あとそ の * ち ょ っ と
なん か ニ ュ ー ヨ ー ク もまわ る とか * 1回
あ ー ､ だ から じゃ
うん
乗り換えっ て また ブラジ ル
そうそ うそ う飛行機 の 中で だけ は 24時間ですね
乗 り換える の に
そうそう､ 乗り換える とか 時間､ うん ､ したら
100 J F1 :
10 B Fl‥ や っ ぱり もううん * 三 日 間だ * そ れだ けで ､ 三 日 間かか るか らそれで あっ ちに
101J F l:
1 01 B F l: い っ たらや っ ぱり *逆だから
1 留意された逸脱 : BFlも建築に興味がある
ll
iii
lV
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
調整
調整 ス トラテ ジ ー
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
内的規範 (内的場面でも相手 と自分の共通点を留意する場合があるため)
肯定的｡ 周り の 日本人 はあまり建築に興味を持 っ て い ないた め､ B Flと の
共通点を見 つ け て ｢うれしか っ た+ と n乃 で報告
内的規範
B F lにと っ て ｢法学科+ は理解不可能
内的規範
否定的o B Fl は日本語の問題を抱えて い るため ､ 問題を解決する必要が
あると感じる
内的規範
｢法学科+ を説明しようとする
①接触 ス トラテジ ー : 漢語を非省略する ｢ほうがくか+
②内的 ス トラテジ ー : 日本語で言い換える ｢法律+
: B Fl は来日 した時､ 日本語が全然わからなか っ た
内的規範
中立的o B Fl の話を聞い て驚 いたo
内的規範
BFl の両親も日本語 があまりわからない
内的規範
中立的o B Fl の話を聞い て驚くo ｢意外だ っ た+ と Ft汀 で報告
内的規範
留意された逸脱 : ブラジル は本当に日本から見ると､ 地球の裏側にある
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V l
vii
viii
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 :否定的o B Fl は問題を抱え て い るた め､ 問題を解決する必要があると
感 じる
評価に適用された規範 :内的規範
調整 : B Fl の言語生成の 問題を解決しようとする
調整 ス トラテジ ー : ｢あ !逆 ですね+ と適切な語嚢を操供する
: 内的規範
:肯定的o こ の こ とに つ い て は考えたことがなか っ た ため, ∬ 1 にと っ て新
しい発見とな っ た
: 内的規範
: B Flは言寄生成に関して困難を抱えて い る
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用 された規範
rさんにち+
内的規範
評価なしo ｢違和感を感じなか っ た+ とF UI で報告
接触規範 ( 内的場面 では ､ 同 じような逸脱を否定的に評価すると推測
できるため)
留意された逸脱 :｢ロ ス ア ン ジ ェ 1iz+ の発音
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 評価なし
評価に適用された規範 : 接触規範 (内的場面 では ､ 同 じような逸脱を否定的に評価すると推測
できるため)
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B FlxJ M 2
1 B F l: O Kとりあえず , 名 前とか は
1J M 2:
2 B F l:
え ー ､ なまえ ー - を じゃや りますよ ､ では ぼくか ら
あ ー
2J M 2: え ー と紹介 しますと､ ぼく は , あの - X Xさん の ま､ 後輩 です よね あの - ぶ 大学院 の
3 B F l: うん あ ー -
3J M2: 文学 研 究科 で え ､ の 2 年生 の J M 2 とい い ます
(” 1 5
あ ー ､ ⅩⅩ(名前)あ､ は いj
4 B F l: うん そ うそうそう わた しは なん か留学生で
4J M 2: え ー そうで すね ま名前と それだけですね (笑) 乙
5 B Fl : ブ ラジ ル か ら 来 たん です け ど､ あの - , 2 ね - - ん前 ぐら い 来て ､ なんか と し
5J M 2: あ !
6 B F l: あの 建築工 学部ぶ の 建築 の 都市計画 の †笑)
6JM2 : あ! ス_ - - - - -
研 究室で ⅩⅩ なん で すけ ど
7B F l‥ 修 士 二年 生 なん で す け ど､ どう どうだ ろ う､ 実 は見た目 は †笑) に 日本人
7J M 2: あは は い ふ ふ ふ ふ
8BFl : だ けどなん か ブ ラ ジ ル の 日 系三 世
8J M 2:
9 B Fl : お ばちゃ ん が 日 本人 で
9 J M 2:
10 B F l: も三 世
10 J M 2: あ ー
あ､ そうなん で すか
そうなん で すか
で す よね
で す よね ､ お じい ちゃ ん と
うん ､ それ こ うブラ ジ ル で生まれ て わた し
うん
あ!実際全然
そ した らあれ言葉なん かは 全然だめ ですか †
ll B F l:( 笑1 来たとき は ようわた し普通 の 日 系人 よ り うん 下手 だ っ た ん で
11J M 2: うん
1 2 B F l:
. 全無何も知らなか っ た
12 J M 2: か
全然 だ め
あ､ そ うなん で す
あ､ じや 一 緒 にお じい ちゃ ん とか と - 緒に住 ん で い た とか
29
B F lxJ M 2
13 B F l:
1 3J M 2: そうい うふ うで はなくて
あ ー - - じや なくて それは本当に遠 い と ころ - 一 に住ん
14 B F l: で たの で ､ そ れ で なん か詰も全然できなか っ た ですよね ､ ま､ 来た時は わ 全然 わ か
14 J M 2:
15B Fl : らな ､ 何も
(EIJ (
わ か らなく か っ
1 8J M 2: うん
なんか 状態 で な ん かそ うそ う､ あ の 一 三 ヶ 月 * 来 る
16BFl: 前 なん か ち ょ っ と * ちゃん と勉強 して た ん です け どや っ ばり * 足りなか っ た ( 笑)
16 J M 2: うん
1 7 B F l: 来たとき は何も しや べ れ なく て そ れで なん か来 てか ら勉強 して たん で
17 JM2: あ ー - うん
18 B F l: す け ど
18J M 2:
はは はで も難 しい です よ なんか み な見 ると 日系人だ
あ ー そ うすごい ね - あ
19 B F l: k な なん とい う日 本人分か る はずだ とか思 っ ちゃ うん で ‡笑) それからなん か -
19 J M 2: あああ( 質)
2 0 B Fl ‥ あ ー 難 しか っ た や っ ぱ り最初､ 今ま で ま だ †笑) 難しい で す よね ､ い ろ い ろ まだ
2 0J M 2: あ
2 1 B F l:
21 J M 2: あれで すか ､ そ したらあの 方言とかはで話され ると分からない とか
22 B F l:
うん ､ そうそ う
うん あ - あ あ -
2 2J M 2: ぼく は * あ の 親が あの ､ こ こ関東なん です け ど､ 親は 関西 出身で 関西なま り で
2 3 B F l: な る ほ ど
23 J M2: 家で は も の す ご い しや べ るん です よ
う ー - ん
だか らぼくも *あ の - 普段は楽な こ うい う感 じがら
24 BF l: あ あ!
2 4J M 2‥ く なん で あの - 普通の 言葉で しや べ っ て るん ですけど 一 旦 そうい う関西人ば っ か り の集団に
30
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2 5 B Fl : あ ー - そ うです ね
由 J M 2: 入 る と なん と か て なん とか の静が でき るん ですよ なまりとか は､ で も どこ
2 6 B F l:
2 6 J M 2: で もなま り っ て あるん で すよね * *
2 7 B Fl: い ま
27 J M 2:
rFULI O
* 去年 だ っ たか な､
そ うで すね, で は なん か 実際
ブラ ジ ル に帰 っ て ､ さ､ なん か 初 めて お ばあちやん と話 して
28 B Fl : 嘩 (笑Ⅰ 話して でもお ばちゃ ん もうなん か広島か ら - 来 れ たで は ね
28 J M 2: ほは は
29BFl : そ れ で 来た †もうブ ラ ジ ル に行 っ た の は もう何年前, 70年 前か な､ 7 0年前
2 9J M 2: うん そう
3 0 B F l: ぐら い で それ でもう昔 の (英) 言葉使 っ ても私 も日 本静を べ ん ､ こ こ 勉強 して
30 J M 2: で すか (笑〉 うん
81B F l: も､ そ ､ そ ん な に (笑〉
31J M 2:
32 B F l: そ う
32 J M 2: (笑)
え ､ じや
色々 わ か ら ない で そ うそ うそ う
広島弁み た い な
色 々 なん か - ､ わか らない ､ な ん か 小 さ い 言葉 ､ 小 さい と こ ろだ っ た ら
83 B F l: なん か ｢や っ ぱ し+ とか ､ な んと い う色々 逢うです よね ､ 色 々 の 言葉､ 菅の
33 J M 2:
34B F l: 言葉も
34J M 2:
3 5 BF l:
3 5J M 2:
36B F l:
86 J M 2:
例 1 3 8
最近 は 日 本で は ､ なん と い う英驚 の 言葉入 っ て る で し ょ う 色々 は
うん
英語なん と い うか ､ 似 て い る で しょ う日 本で は それならお ばちゃ ん も
うん え ー
全然知らな い で す よiv
あ ー -
37B Fl : 分か らない け ど
37J M 2: 冗. ､ ス_
そ の 言葉 は なんか 昔の 例えば これは (コ ッ プを取 る) こうなん
笈ソ妄言 っ て るんv
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だ か ら 茶碗 と か
あ､ 茶碗とか言う(笑)
B FIxJ M 2
38BFl: そ うそ うそ う､ それ で なん か い ろ い ろ ( 笑)わ た しなん か - い ま使 っ て る言葉を
88 J M 2:
39 B F l:
39 J M 2: 敢 えて
そ う敢えてなん か全然分からなくて それ は なん か 面白か っ たん で す よね
お
40 B F l: わ た しちゃ ん と しゃ ベ られた と 思 っ た の に ､ なん か ､ 実際は そん なに ( 笑)しや ベ れ な
4 0J M 2:
41B F l: か っ た なん か い ろ い ろ知らなく て . うん * 面白か っ たけ ど
4 1 J M 2:
42 B F l:
42 J M 2: なまり つ よ い - - か ら
う ー - ん
へ へ
広島の あたりだともの す ごく
そうで すね､ なん か
なん か適うと思うが か も しれない ですね
43 B F l: そ れ で * で も結構面白か っ た なん か そ の 何年 *20何年で よ､ わ た しお ばあちゃ ん と
43J M 2:
44 B F l: は 全然話 せなか っ た ‡笑)それで 日本 に来て か ら少 し勉強 して て ､ 実際お じちや ん は
4 4J M 2: - - あ ー -
4 5 B F l: ポ ー トウ ガル 語 うん ちゃ ん とわか っ た の で い つ も通訳 みたい で ( 笑)お じい
45J M 2: あ ! あ う ん
46 B F l: ちゃ ん は な s h話す時 はお じい ちゃ ん 一 緒に い て それ で なん か つ やくみ たい
46 J M 2: あ ー
47 B F l:(笑‡ して た ん そ ん何年で
47JM 2: あああ うん
して たん ですけ ど､ わた し* 日 本に 来る前 * 1ね -
48 B F l: - - ん 前なん か * あなん か お じい ちゃ ん 亡くなっ てそ れで もうそ そ うそれもでき
48 J M 2:
4 9 B F l: なく て おばあちゃ ん おばあちやん と話すなか っ たん で すけど､ それは 日 本 に
49 J M2 : うん
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?O B F l: 来て か ら少 しできたんですけどvi
50 J M 2:
51 B F l:
(PJ 3 5 I I 9
* * * ** * うん
僕も友だちに あの 一 束北､
あ ー うん
5 1J M 2: 青森県､ 東北地方北の 方 の 人 が い て 一 番 最初 に会 っ た時は もう､ び っ くり
52 B Fl: そうで すね (突い) 日本なん か結構なん か テ レ ビわ た し
52J M 2: して もう この 人何首 っ て る ん ( 笑い)
5 3 B F l: もみ 見 る時 は なん とい う * あの 一 九 州 の * なん とい う番組 *番組 じゃ ない な どう
53 J M 2:
54 B F l: だ っ た ドラ マ だ っ たか ななん か 全然逢うですよね
54 J M 2: そうです
なん か (笑)聞くと
(笑)
55 B F l:
"
あ!
”
っ て感 じ あ ぁ - †
55 J M 2: で もそ の人 は もうぽぽぼくとおな じ世代だから 督通
6 6 B Fl:
56J M 2: の言葉を しゃ べ るん で すけど
お ! (笑)
それ でも * そうい うイ ン トネ ー シ ョ ン で
57 B F l: あ ー - あ ー なる ほ どね あ ー -
5 7J M 2‥ しや べ る か ら
"
ええ違う違う' ' †笑) だから全然本格的な
5 8 B F l: あ ー -
58 J M 2: 方言 じや ない ん ですけどそれ でもなんだろう(笑)と思っ て大変 *すぐ慣れ ま した け
5 9 B F l: あ ー - -
5 9 J M 2: ど(笑) 結構こうそうい うことはありますよね
あ ー そ うね * *も 日本 の 中
60 B F l‥ で も *結 構小さ い ですよねなん か 国に よ っ て で も * いろ い ろなん か 表現とか
6 0J M 2: うん
6 1B F l: なん か あ るで すよね ､ なん か - 一 連うで すよね
6 1J M 2‥ あ ー - あの - ブラ ジ ル とか の方言とかと い うか
6 2 B F 1:
6 2 J M 2: な ま っ た り しない ん ですか
なん か なん 七 い う * ほ - とん どは 分か る なん か
33
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6 3 B F l: ア クセ ン トと い うか 発音とちょ っ と変わるけど話すと分かるよね ､ なん か -
6 3J M 2: うん あ ー -
64B Fl : 言 葉 は そ ん な に か わ らな い の で * それ で なん か うん 帯す と分 か る なん か に 日本
6 4 J M2 :
6 5 B F l: ご - - の 場合は なん か ち ょ っ と* わ か 分か り にく い っ て か ん 本当に分か り にく い
6 5J M 2:
66 B F l: 場合 に は なん か
6 6J M 2: そ うで すね あの 本当に九 州の 一 方の 人に 本当に方言 で許され るとぼくも
6 7 BF l:
67 J M 2: 分 か らない ん で すね
あ ー そ うで すよね､ 実際 * 母 の お 父 さん とお 母 さお じお じ
6 8 B Fl : ち ゃ ん は * 熊本 か な熊本 よ り と思うん で すが * ブ ラ ジ ル に 行 っ て か らもポ ー トウ
6 8 J M 2: うん
69 B F l: ガ ル 緊 なれ てそれ､ あ､ 日 本も全然 しや べ れ なか っ たん で ､ わ た しも日本 こ の お じちゃ
69 J M 2:
70 B F l‥ ん とお ばあちゃ ん 日本静も全然聞い た こ と が な い ん で †笑) それ で分からな い です
70 JM2 : (笑)
7 1BF l‥ けど､ 日本 に 来て か ら い まテ レ ビと か 見て る とや っ ぱり違うだ と思うけ どそ の お じ
71J M 2:
7 2 B F l: い ちゃ ん とお ばあちゃん は * も うブ ラ ジ ル に 行 っ て か ら全然なん かもうポ ー ト ウ
72 J M 2:
73 B Fl : ガ ル 語 に な っ ち ゃ っ て そ れで もう日本語もう全然 * そ れか らわた しは全然
73J M 2: うん
74B F l; なん か うちでなん か 日本語の 言葉使 っ て なか っ たの か ､ お か あさ母 は 日本語を
74J M 2:
75B F l‥ 知 らない の で ､ そ れもちろん お 父さ んは 分か るけ どなん か 話すときは全部 ポ ー トウ
7 5 JM 2:
34
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76 B F l: ガ ル 欝 とか で それ は子供もちろんもうポ ー トウガ ル 静でそれはうちでは 日 本 * 語の
76 J M 2: あ
7 7 B F l: 言葉全然入れなくて ､ 日 系人 で ､ サン パ ウ ロ の に私は サ ン パ ウ ロ の 日系人はわ か る けど
77 J M 2: あ ー
うん
78 B Fl : なん か ､ サ ン パ ウ ロ の 日系人 だっ た ら､ 少 しの 言葉 *入 れ る っ て感 じ､ なん か 話す時､ ポ ー ト
7 8 J M 2:
79 B F l: ウ ガ ル 簿 で 許す時も少 しい れ っ ちゃ う け どうちに でそ ん なこ と もなか っ た の で そ れか らわた し
79 J M 2:
8 0 B F l: ゼ ロ か ら ( 笑)始 めた､ 知 っ て た言葉なん と い う "便所, ･ と か そ んな言葉で そ れで 日本 に
8 0J M 2: は ほは ぁ - -
81 B F l: 来 た とき "便所
''
と か使 わ ない で と言 っ て もう つ か うん使 わ な い 方が い い と い っ て そ れ か らは 私
80J M 2:
82 B F l: 分か る 言葉だけなん か もう使 えない の でそ れ で本当にゼ ロ か ら * 始め たん で すよね. うん何も知ら
82J M 2:
88 B F l: なか っ たん で
8 3J M 2: え､ リサさん とは どうい うお知り合 い なん ですか ( 笑)
8 4 B F l: い っ し ょ ､ あ ー 同 じ研究室の 人の 友 だ ち
84 J M 2:
リサさん は ､ あの - ､ わた しの
そう友だちの 友だ ちで それ で
あ * そ う い う友だちの 友だち (･笑)
85 B F l: なん か * *なん か最近 はリサさん とは 会 っ た ん で すけど, ま最近
85J M 2:
l 逸脱 ‥ 即 1 は J M2 を下 の名前で 呼ぶが ､ JM2 は逸脱を留意しない ｡
留意に適用され た規範 :接触規範 (内的場面 では ､ こ の ような逸脱を留意すると推測できるため)
ii 逸脱 ･･ B Fl は文法的な誤用を起こすが ､ JM 2は逸脱を留意しない o
留意に適用 された規範 : 内的規範
iii 留意され た逸脱 ‥ BFl は去年まで自分の祖母と日本語 で話した ことがなか っ た と いう
エ ピ ソ ー ド
留意に適用された規範 : 内的規範
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評価 :肯 創勺o ｢話題が面白か っ た+ と F Ⅵ で報告
評価に適用された規範: 内的規範
iv 留意された逸脱 : BFl の祖母はカタカナ の 言葉が得意ではない と いう エ ピ ソ ー ド
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 肯定的o ｢話題が面白か っ た+ とFtJIで報告
評価に適用された規範 : 内的規範
V 1
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
B Fl の ｢英語+ 使用
内的規範
否 創勺｡ ｢気に した+ と F UIで 報告
内的規範
沈黙が生じる
内的規範
否定札 会話を進めなければならないと感じる
内的規範
新しい話題を探そうとする
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CFIxJF 1
C FlxJ Fl
1J F l: あ は じめま - して -
1C F l: は じ めま して -
2J 甘1: C F 1
2C Fl:
3J F l: うん
あJ F l
例 1 8
C F l､ C F l です †笑 い)
な､ え†c F l
私の 名称 C F l
うん
あ の 北京 静 の 一 名前 発音 は ㍊ なん で す け ど あの ㍊ は発 音 はす ごく難 しく て
C F l じゃ C FI C F l
3 C F l‥ う ー - ん * じ自 己紹介の 時 は い っ も C F l うん漢字 の 発音で
4J F l: さん
4 C F l: うん ､ い い です
わ た しは うん番 い ちゃ っ て い い で すか
うん ､ は い
* *†審く‡
5J Tl :JFl でこ っ ちは * ( 番く)ⅩⅩ ( 苗字) そ ､ の は あ の - カ タ カナ の の で JF l(7ルネー ム)
5 C F l: ⅩⅩ
6J F l: * *で い く つ ､ で - 何 才です か C F lさん え†わた しよ り年上
6C F l: え ( 笑‡ 何才何才だと思う †笑)
7J F l: 年上か な
7C F l.
･ う ー - ん そ う
に に じ ゆう * * *よ - ん
8JFl: ん よん ごと? ? ?(笑) ちが い ます†
8 C F l:
9J F l: な!
9 C F l: うん ､ そう
あ !すごい 若く見える
ふ ん ふ ん ふ ん ふ ん ふ ん
に じ ゆ う * * *さ
ス . ､ 一 へ
うれ しい に じ ゆうなな
あ!に じ ゆうな
え､ わた し､ わた し何才だと思う
え､ そ うで すか ､ うれ し い え
10J甘1: 学部法経学部 の 法学科です
10 C F l: い ま * 学部
あ ! ピγボン (笑)
です よね､ じゃ * は た ちか な †笑)
llJFl: そうは たちで今年 の 8月 に に じゆ うい ちで す
ll C F l:
うん ､ 誕 生日
は ちが ち 8 月誕生 日† わた しも
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12J F l: 8月 * の
12 C F l: 8月 8月 に なん と - * もうに じゆ うは ち
13J 甘1: に じゆ うい ち
あ! わ た し8月 の に じゆうさん に ちに
え! (笑)うれ しい
13 CF l: え !はちが * つ に じゆ うさ ん†わた しも ! i笑〉
14J F l: 初 め て ､ ほん と うい ままで - わた しと同 じ誕生日 の 人 じや なく て - 初 め て - あ､ 初 め
14 C F l: あ､ ほん とう
16 J F l: て - や うれ し い
15 C F l: に じゆ うさん で すよね
16J F l:( 輿) ニ十年日に して初め て
16 C F l:(笑)
に じゆ うさん に ちあうれ しい 初 め て あ っ た
うれ しい
で あえた
ははは は
17J F l: うん なん か に じ ゆう ー よん とか *
1 7 C F l: 少な い で 同 じ日
18 J甘1:
18 C F l: と か うん
え､ わた しもなん か 少ない で す結構
あ に じゆ うにと か
そうそう
に じゆ う ご
で もに じ ゆうさんと い なくて あうれ しい ‡笑I あ､ そ う ､ え い っ 頃 こ っ ち
は は は
19 J F l: 来た ん です か
19 C F l:
例 7 2
え､ 今年 - 3月ii
20J 下1: 生 の 寮 ､ 寮 ､ え
20 C F l:
あ!今年 3月 じや - まだ来たば っ か り で じや , 留学
そ うですね
あ! 一 人暮ら し
え寮 じ やなうて あ* ぱ - * うん 一 人暮 ら し
2 1J F l: あ ー そ うなん で すか - ､ え じや 来た とた ん に なん か 日本すごい 上手ですね
21CF1: う ー - ん
22 J F l: うん
22 C F l: で * ち ょ っ と勉強 した
そうなん で すか
うん そ う
え ー と あむ こう
え､ あ､ わた しの ともだちの あ､ C F l
23J Fl .･ さん 学部 は † 工 学部 私 の 友達が * あの - ､ 法経学部 , の ⅩⅩ 先 生 っ て
23 C F l: 工 学部 う ん
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24JF l: 法経学部､ 法学科の
24 CF l: 綾経学部
25 J F l: の 経 *
25 C F l: 経 法経学部の
26J F l: ゼ ミ をや っ て い て
26 C F l:
2 7J F l: は ま - 知らな い
2 7 C F l:
駄鮎 部の は†
うん ､ 法､ (普く) 故に 法律の法 ､ 経済
iii
の あの ⅩⅩ 先生 っ て い う先生
うん
紘
があ の 結構留学生と の 交流をす る
で 友だちが そ の ゼ ミ に 入 っ て る だけ ど
うん
知らない ですね
う ー ん
でも ⅩⅩ 先生
あ! じや学部はちがうとや っ ぱり そ うで すね
うん
28J F l: あそう綾経あの 一 法律と経済が - 緒に な っ た 学部 で
28 C F l:
29 J F l:(英)
29 C F l: 法律です か
う ー ん う ー ん
で わた しは汝律 の ほ う
は い そ うで す､ え､ ぜん ぜん 分らな い けど
え ー す ご い なん か 絵律で難 しい そうですね
30 J F l: あ ー 難 しく て わた しぜんぜん つ い て い けな い ( 笑)憲法とか 3年生
30 C F l:
31 J F l: で す は い
31 C F l:8年 生
32J F l: か
は はは は い ま2 年生 3年生
ほう が っ か は ほうが くか ほ うがく
なうん * ほ う - が っ か は†
うん
32 C F l: え ー - わた し の - チ ュ ー タ ー は あの - い ま 1年生 *
33J F l: ほ うが
33 C Fl:
え! そうなん で すか
法学科 の 1年生
34 J Fl: しり あ い な い け ど †笑)
3 4 C F l:
う ー - ん 名 前は †
ほ うがく か
うん
そ うほ うが k 汰
名前､ わた し ( 笑) あまり
あ ー そ うなん だえ 工 学部 の なに か で すか
あ そ う (笑)あ ､ そ うですね
3 5d 下1 : こ工 学部 で何勉強 して る ん
35C F l:
うん †
環境デザイ ン あ､ じや ､ あの
あ い ま - * 環境デザイ ン う ん
39
C F lxJF l
36J F l: 一 睡輿と か とは まだぜんぜん ちがう†
86 C F l:
そうちが い ますか なん
ちょ っ とちが い ますね うん
3 7JF l: か先 週わた し こ こで あ の - 留学生とはな し して そ の 時は 建築の * え､ 建築 の 方 の 勉強
8 7 C F l: うん ぅ ー - ん
38J F l: を して る人 は な し した ん です なえ!中国の どの どの へ ん に住ん で
88 C F l: う ー - ん う ー - ん ぁ､ 台湾
39 J F l: た い あ !台湾
39 C F 1:
台湾 ほ 一 台湾 あそうですか
台湾 です 僕1) ふ ふ ふ う ー ん 台湾 の 高雄知 っ てます†
4 0J F l: た台湾の 中っ て よくわからな い あま り
4 0 C F 1:
41 J F l: あ る と こ ろえ ー
4 1 C F l: ああります
う ー - ん
あの - す ぐ梅 です
4 2J F l: うみ わた しは - あの - 長 野わか り ますか
42 C F l:
4 3J Fl : 長 い と い う字 に
43 C F l:
台湾の南の方
へ - え海 が
うん
え ー - そうなん で すか
うん
長野 え ー と
長 野
あ ー なか の * あの - ちょ っ と 西 の ほ う
そ う *
あ､ うみ
そう!
なが - * (書く)の
え っ と なん と い うか え ー と
44J F l: * * *て 日本の地図が か けたら * * (笑) え ー と こ こん 日本 の 地図わかりますか
44 C F 1:
4 5J F l:
4 5 C Fl: は い
うう - - ん
え ー と こ こ この - ん に ニ ー 千葉 千葉 * 干葉があっ て * *
千葉あ ー ん
46 JF l: 長野 こ こ なん で す そうほ ん とうに真ん 中に
4 6 C F l: あ ー -
4 7J F l: ぜ んぶ 山で す で海がない か ら見えな い
47 C F l: は は は は
やま * まわり
まんなか じゃ 山 の ほ うで すよね
あ!ま - こ の 吏えなんと い うか
40
CF lxJF l
48 J F l:
4 8 C F l: お り
オリ ン ピ ッ ク をや っ た とこ ろ､ そう
lfq 1 5 2
冗. - ■ - その 時 は私ち ょ うど日本に い たiv
49 J F l: え! なん ､ え!
49 C F l:
うん
こ の ､ あ の - ､ こ の 前 に仕事 の 関係 で あの 一 日本に
5 0J F l: うん
50 CF l: 軌 実習､ うん じ簸習 しに 来た
51J 甘1: 何や っ て たん で す か †
6 1 C F l: へ - -
どん な仕事
あ !そうなん ですか ､ え ー 仕事 は
芝､
l
ち3
例 2 2･ 2 2 望
* え ー と
あ､ 難 しい †笑)
よ つ と脱明､ 難 しい (笑‡vi
52 JF l:
52 C F l: なん と い うか ､ あ の * ちょ っ と* * え ー と * パ ソ コ ン に まで ん * 電子 *髄子 技術
5 3J Fl : うん ぅん
53 C F l‥ 関係 の ことなん ですけどなん か パ ソ コ ン の 中に ケ ー ブ ル が * ある で し ょ -
5 4J 甘1: はい あ､ そ うなん ですか ､ じゃ パ ソ コ
5 4 CF l: そ の け - b うす い の ケ ー ブル を作っ て る会社 *で す
55 J Fl : ン とか もう結構 でき ますか
55C F 1:
そ れとは ま た か ん ちが う†
え ー - や あの - そ 使 うの は大丈夫
5 6JF 1:
56C F l: なん で すけども っ と詳 しくなんと い うか あの - プ ロ グ ラム の ことぜん ぜん だ め で す
5 7J F l: あ ー - とい うか や っ ぱり
5 7 C F l:
58 ∬1 :
つ か うだけは はは
つ か うだけ ( 笑) も し何か 問厚が お きたら
うん ‡笑) わた しも パ ソ コ ン を友だちみな
58 C F l‥ ヘ えわか らな い むずか しくて だれ にみ て み て (笑)
59J F l: こ うや り始 め た か らわた しもや ろうと思 っ て い ま挑戦 して る ん だ け ど ぜん ぜ
59 CF l: うん うん うん
4 1
C F Ix JFl
6 0J F l: ん で きなく て †笑) もうこ こ わくて これ故障 したらどう し よう っ て感 じ (笑)
6 0 CF l‥ †笑) ( 笑1
6 1J甘1: イ ン タ ー ネ ッ トみ た い とか それぐらい しか できなくて
61 C F l: そう こわ い ですね (笑)
6 2J F l: う ー ん
そ う
そうそう
ふ - - ん わたしも
62C Fl : わた しも っ か うだけ* も しなに か あ っ たらぜん ぜ ん だ め は は
68 J F l:(笑) なにもできない †英)
63 C F l: は
6 4J F l:
6 4 C F l:
そ うですよね それは
できない ､ う ー - ん そうですね * なん か あの - ･
ん ､ 晋ふ りますね
reiJ
つ
2 3 ･ ti 8
一 冬 - の 時は 雪が ‡ジ ェ ス チ ャ ー ) vij
65 J F l: む か しに わた し の ちっ ちゃ い ころにくらべ て
65 C F l:
6 6J F l:や っ ぱり雪もすくなくな っ たん だけれど
66 C F 1:
67J F 1:
うん
う ー ん
あ､ で も最近 は -
うん ､ あまりふ らなくなっ たそれ
あ､ そう
う ー - ん で もや っ ぱり冬は
う - - ん
あ! それも 高くな る
うんなん か
う ー - ん
67C Fl : 環境 の 間 * のせ い です よ ね ipkl崖あ主指 高くなっ て てviii
6 8J F l: だか らわ た しが ち っ こ どもの こ ろよ りも ー なん か あ っ たあっ た かくなっ て
6 8 C Fl :
69 J F l: きたか な - と い う* 感 じが します ス キ ー * は
69CF1:
う ー ん
あまり で きな い
う ー - - ん すきは † 上手 で すか (笑)
70J T l: ふ ふ ふ ふ ー ん そ う い っ か い 高校生 の 時 に何才ぐらい 16才ぐらい
70 C Fl : そ う - う ん
7 1J F l: 時に - * *3 泊 4 日 で- ス キ ー 合 宿と い うの は 学校で あっ た
71 C F l: う ー - ん
42
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72J F l: それ に い っ て *4 日 間ず っ ともうす べ り続けて †笑) それ以来一 度もや っ て ない
72 C F l: は は は は え - そうで すか
7 3J F l: う ー - ん ､ そ れ が最初で最後 の ス キ ー で す f 笑) - ､ だ けど 4 日 間
73 C F l‥ ? ? ?地 主提 うん
74J F l‥ す ごい もう特訓され た か ら うん い ちおう 一 人で い まの 力 で なん とか
74 C F l: うん ぅん
7 5J F l: こ う下まです べ っ て い く ことが で きる ん だけど うん ､ で もなん かす ご い
7 5 CF l: う ー - ん うん
76J 甘1: ス ピ ー ド出 して す べ るとか そうい うことは ぜん ぜ ん できなく て
76 C F l: う ー - ん え ー - - そ う この
7 7J F l: うん
77 CF l‥ 前 は - テ レ ビ で あの - オリ ン ピ ッ ク の * の ､ な い ろ い ろの ことを見てや -
7 8J F l:
7 8 C F l: い い な -
そ うス キ ー で もお も しろい うん
そうそ うおも しろ い で すね うらやま し い で 台湾は *
79J Fl:
79 C F l‥ あの - * *山 の 方 は雪が あるけどでも山は結構な - ん とい うか * なん こ う
8 0J F 1:
8 0 C F l: い う (ジ ェ ス チ ャ ー ) 形
8 1 J F l:
8 1C F l: は で きな い
あ ! うう - - ん そ ､ 急な
こう じや なくて こ うい う形で 急そうそうス キ
あ ー - - ( 笑) あぶ ない です (笑) うん
(笑)あぶない です ね
82JFl:
82 C F l: 普 通もあ の - 雪 もあまり ふ らな い し
だ か ら - あの - ､ うん
うん あ, そ うか
うん ､ 雪が ふ る く国はなん か い い な -
8 3J 甘1: うん 冬 に なっ たら是非 じや 長野 に (笑) い っ ぱ い す べ れ るとお もう から
8 3 C Fl : (笑) ( 笑)
43
うん ､ そ うそう
C FIxJ F1
8 4J F l: 長野も､ これ 長野の こ - 北 か ら南に長くて
8 4 C F l: そ う ､ う ー - ん
l 留意された逸脱 : C Fl の名前を聞き取ることが できない
留意に適用され た規範 ‥ 内的規範
評価 :
評価に適用された規範 :
嗣整 :
n 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
u 留意された逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整 ス トラテジ ー :
iv 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用 された規範
' 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価に適用された規範
調整
Ⅵ 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
Ⅷ 留意された逸脱
留意に適用され た規範
評価･
評価に適用され た規範
調整
Ⅷ 留意され た逸脱
留意に適用され た規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
否定粗 相手 のメ ッ セ ー ジ を受信することが できず ､ 会話が進まな い と感じる内的規範
｢え†+ によっ て､ C Fl にメ ッ セ ー ジを聞き取る ことができなか っ た の を
知らせる
C Fl は日本に来たばかりなの に日本静能力が高い
接触規範
中立的｡ (奮い た)
内的規範
C Flは r牡経学部+ は理解不能だと調整要求 マ ー カ ー を出 して い る
内的規範
否定的o c Fl が抱えて い る問題を解決しなければならない と感 じる
内的規範
｢放線学部+ を鋭明しようとする
①内的 ス トラテジ ー : 紙 に漢字を書く
②内的 ス トラテジ ー : 漢字を説明しようとする
C F l は以前､ 来日したことがある
接触規範
中立的｡ (驚い た)
内的規範
C Flは ｢実習+ の生成に関して確認を要求して い る
内的規範
評価 :否定的o c Flが抱えて い る問題を解決 しなければならない と感じる
内的規範
｢うん+ と C Flに確認を提供する
■C Flは以前や っ て い た仕事を説明する こ とが できない
内的規範
否定軌 C Fl が抱えて い る問題を解決 しなければならない と感 じる
内的規範
リ ソ ー ス がないた め､ 調整が行われない
‥ C Fl はジ ェ ス チ ャ ー で言語生成に問題を抱えて い る こ とを示 して い る
内的規範
否定的o c Fl が抱え て い る問題を解決 しなければならない と感 じる
内的規範
｢降ります+ と いう言葉を提供する
: C Flは言語生成に問題を抱えて い る
内的規範
否定的o C Fl が抱えて い る問題を解決 しなければならない と感 じる
内的規範
C Fl の文を完成する
4 4
C FIxJ M l
C FIxJ M l
1J M l‥ え† * あ† 僕 は生物学科の 理学部の 生物学科の
1 C F l: うん
2 J M l:
2 C F l: え名前† どう審きます か†
3J Ml : わか り ます か
3 C F l:
4J M l: とか
4 C F l:
う ー - ん
JM l(フルトム)で
え ー と え ー と ( 紙の音) たが やす っ て字
へ へ へ
う ー * 三本 審い て * あり ます† えんぴ つ
たがやすわかりませ ん
あ ! (テ ー ブ ル の 上に 見つ けて ､ 番く)
えん ぴつ - か (バ ッ グ見 る)
5 J M l:
5 C F l: う ー - ん
こ うで す あ なん か これ た がやす あの -
へ !初 めて 見た 挽 い‡ ぅ ー ん
6 J Ml : お ､ *畑 をたがやす の たが やす で
6C F l: た がやす
7 J M l: これ は * 児童† てわか り ます†
7 C F l: じ†
8 J M l: は い
8 C Fl: ⅩⅩ さ ん
9J M l: あの - * *
9 C F l:
10J Ml:
10 C F l:
う ー - ん * は い *
* で これ が * ‡番く‡ ⅩⅩ と訳ん で
児童 の じで す
ううううん う ー - ん
じや ､ C F lさん の * C F lさん の 字は †
これが ,
何 5 ･l I 2 O こZ
うん と名前に
(奮い て る) うん * *壷連立
なる ん で すか ､ 苗字 と名前†i
苗字で すね
あ ! こっ ちが 苗字 ですか† * あ!
う ん
llJ M l: 名前は †
ll C F l: 名前 は ( 書く)
う ー - ん
例 1 3 t)
中国語 の 発音は Ⅹ な んで すけど
4 5
C F IxJM l
12 J M l:
12 C F l:
1 3 J M l:
1 3 C Fl:
うん
で も ⅩⅩ の 濁音 はまず難 しくて あ の - 自 己紹介す る時 は い っ も *
お - - (笑) そうですよね､ 日 本で あ!
ⅩⅩ で ､ い い ます (笑)- へ 漢字 の 漢字の 発音で読 めぼj
14J M l‥ 日本 人もでき る ちゅ う､ そ うですよね中国 の･発音は難 しい
14 C F l: 簡単 うん そ うそ う
15J M l: うん 僕 の苗字 は ⅩⅩ で ‡審く) こうです (番く) うん
15 C Fl : うん
16 J M l: C F lさん は工学部で何を して るん で すか
16 C F l:
そ うそ うですね -
ⅩⅩ う ー - ん * * *
うん ､ 今研究生なんで すけど* え ー と *
17 J M l: お
17 CF l: こと し - * *え､ 院鮮を受けて来年* 大学院 マ ス タ コ ー ス に 入 り た い ん ですけど､ うん
18 J M l:
18 C F l: あの - * 分野 は 環費デザイ ン * *
お - 一 新し い 新 しくない ん で
は は は は * や新 しい
19J Ml : すか
19 C F l: わ か らない ん で すけど､ で もなん 台湾で も 一 緒構新し い 分野ですね
2 0J M l: な ことやるん です か
2 0 C F l:
うん † どん
う ー - ん ､ うちの 研究室 は - * う ー - ん ､ なん と い うか * * *せ
2 1 J M l:
2 1 C Fl : あの - * * *製品 * *しゆ う､ うん なん とい う製 品 と関係､ あと人間 の * なん と い う関わ り
2 2JMl: は は
2 2 C F l: * *う ー - ん * ち ょ っ と * 説明 は難 し い (笑み) け ど * うん ､ そ うい う * あの - * なん とい
2 3J M l:
23 C F l: う * * 人間と敷晶 ､ あと環境の み ､ ふ た､ え ､ み つ の * 関係 に つ い て い ろい ろ研究す る こ とが
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24 J M l: あ
ぇ4 C F l: あります うん
じや何かを作っ て とか は 直接は しな い†
2 5J M l: お - -
2 5 C F l: 人 間の 行動とか観察す る *
26J M 1:
しな い ん で すね､ あの -
あとは * え - と * 環境の * う ー ん *環境 の 計画†
お - その 関係 っ て なん じや *
2 6 C F l: どうすれば * * *う ー ん ､ 使 い やす い ようになる ん と か うん * * *
27 J Ml : 見た 目 とか も * 見 た 目 - に こ こ に * こん な色 の が あ っ た らお か しい とか *
2 7 C F l:
28 J M l:
28 C F l: あ ー で も
うう - ん ☆
そう い うわけ
製品中心 じや なくて * あ の - や っ ぱり韓境デザイ ン の 分野なの で * あ
2 9J M l:
29 C Fl : の - * *あの 全体的 に * こ の か ん こ の 空間の 平に こ の 製品 が あるか どう か * ま た､ あ
3 0 J M l:
3 0 C F l: の - 人間 の 使 い 方 とか そうい う *全体的な関係
うん 結構
に つ い て研 究す る(集)
8 1 J M l: 難 し い あ!
3 1 C F l: うん わた しまだわ うん研究生 * なの で よくわからない * うん あの 一 大学で は - *
32JM l:
32 C F l: あの - 工 業† こ うき ょ うデ ィ ザイ ン indu strial de sign *
33J M l: * *それは今と同 じような
3 3 C Fl:
工 業デ ィザイ ン
違うそ っ ちはデザイ ン する †
ちょ っ と違い ます そ っ ちは
3 4JMl: あ ー
3 4 C F l: あ の ､ せ 製 品中心 で デザイ ン す る けど今 は環境 の 方も うん ､ も っ と * へ へ へ へ
3 5J M l: う ー う ー ん あ､ 工 業デザイ ン と い う時は ､ あれ です か ､ 標識 とか デザイ ン ､
35 C F l: ふ ん ふ ん * *
4 7
C F IxJ M1
3 6J M l: そう あの - ､ 道路標織とかありますよね * あ､ あの ス ピ ー ド40 キロ とか
8 6 C F l: %
37 J M l: あれ の と は 関係な い ん です か * *ま え に 製品 デザイ ン なん と い う授業を受け た こ と
3 7 C F l: うん うん
38 J M l: が あ り ますよね あれ が青く てす ご い 大き い じやな い ん です か
38 C F l: うん うん あります ぅんうん
うん
89 J M l‥ で * *ま - * 正 面 か ら見て あ､ 蘭くて ぱっ と見て 青 い の が きた っ て わか りやす い
39 C F l: うん
40J M l: の は い い ん ですけど轟から見 ると
40 C F 1: うん うん うん
ただ の 錬だけですよね‡笑 い‡ そ う
うん そうで す
4 1J M l: い うの は すごく * デザイ ン と して は 格好がわ る い か ら
4 1 C F l:
4 2J M l: い い デ ザイ ン が *
4 2 C F l:
43J M l: み た と い う
4 3 C F l:
うん うん
で き るん じや な い か と い っ て
う ー ん うん
なん かも っ と
こ ん なも んを作っ て
授業 はあ っ て それ の は とまた違うん です か
うん うん え ー それ
44J Ml :
44 C F l: たぶ - - ん ひ と つ い ちぶ - だと思う､ あの - か ん ､ あの なん と い うか *製品デザイ ン と
4 5 J M l:
4 5 C F l: い う の は あの - - なん か こ う* う ー ん う ー ん * * * *あの - * *た だ人間 の 手で 使うもの
46 J M l:
46 C F l: * * * *じや な い * うん な んと い うか * こ工 場で 生産 でき るも の はほ とん ど* 製品デザイ
4 7 J M l: あ ! なん で も
4 7 C F l: ン の 範 囲だとお もうん 例えば机とか い すとか なん で も､ うん机 と か
48
C FIxJ M l
4 8J M l: あ ー ぜん ぶ
4 8 C F l: あと家具とか - あの - 電気製品とか い ろい ろ ぜん ぶ そ う い う
4 9 J M l:
4 9 C Fl : なん か の 一 部 * で すね
そうそ の
じや どれを* あテ ー マ に す るか は 人 それぞ れ
うん うん
50 J M l:
50 C F l: 人そ れぞ れ ､ で も学校 で は * うんや っ ぱ * う ー ん * *あ の - き ょ - い く - が 中心 です
51J M l: うん
61C Fl : よね た だ あお - * * どの 製品 *せ ､ デザイ ン す る の は 決 ま っ て ない ん で す なん か
5 2J M l:
52C F l: * せ ､ う - - - ん 基本的 * な要素､ 例えば､ あの 製品 と い うか 逢う製品 でも - お な じ - *
53 J M l:
58 C Fl ‥ なん ､ う - - ん * デザイ ン の * う ー - ん なん とい うか 考えとい う必要な点があります
54 J M l:
54 C F l: よね ､ 逢 う製品で もき ょ う つ う ー なこと *なん と い う基本 の - *
55 J Ml : で すか
55CFl:
56 JM l:
例 えば､ 色と か
うん ､ 色 とか * あの -‡息 を吸う‡う ー - ん * *う ー - ん * ** * *うん ､ 色 とか - と
あ ! は い
56 C F l: 人間 こうが く の こと をうんその 一 部で そう い う基本を *基本 の * う ー ん 知 識 *
57J Ml : あ
5 7 CF l: の 勉強たて て 学校 で は * うん あ､ うん , あと卒業 したらどの 国あの 会社に 入 っ て
58J M l:
58 C F l: また も っ とふ か く 一 に
本 当に 作る お -
そうそ う そ うで すうん
じや あ * * *で も
59 JM l: そ うか * *今度 C F lさ ん が行く院 は 環境デザイ ン の とち ょ っ と 変わる ん
59 C F l: うん
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60 J M l: だ けど
6 0 C F l: そ うです ね
も しその 工業デザイ ン の方 で院とか に 行くと
うん
61J M l: も う少しまた *実際 の製品 * とか実際のもの とか も *き基本だけ じや なくて
6 1 C F l:
62J M l: 実際に デザイ ン してみ てとか が 増えてく る
62 C F l:
6 3J M l: 基本 とか
63 C F l:
64 JM l:
うん ぅん
うん 学部で は
臥 D4度†iv
り
違う * *
をや り ます よ ね で ､ そ の まま､ も しそ こ の 研究室の 大学院 とか に
うん う ん
も し行 っ た と した､ 行く人が
6 4 C F l: うん ､ うん ぅん
65 J M l: か の も しますです か
6 5 C Fl: あ !で も
n
iii
1V
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
調整
調整 ス トラテ ジ ー
行 っ たとすれば､ そ の 人 は実際デザイ ン と
留意された逸脱 : C Flが番い た漢字は下 の名前なの か ､ 苗字なのかが不明
:内的規範
: 否定自勺｡ 相手 の名前を知る必要があると感 じる
: 内的規範
: 下の名前か苗字かを尋ねる
: C Fl の名前に 2種類の発音がある
: 内的規範
:肯定的｡ ｢面白い ね+ と感 じたとF u で報告
:内的規範
:C Fl は｢標識+ が理解不能であると調整要求マ ー カ ー を出す
: 内的規範
‥ 否定的｡ c Fl が抱え て い る問題を解決 しなければならない と感 じる
: 内的規範
: ｢標織+ を訊明しようとする
:①内的ス トラテ ジ ー : 説明 しようとする
②内的 ス トラテ ジ ー : 例を出す
.
' C Fl が不適切に話題を変更する
: 内的規範
･ 否定的o c Fl がJ Ml の直前の発言を理解しなか っ たと推測する
内的規範
C Fl の理解の 問題を解決しようとする
①内的 ス トラテ ジ ー : 自分 の発言を言い換える
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留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整 ス トラテジ ー
A M 2ⅩJF2
A M2Ⅹ JF2
1 A M 2: は - * *
lJ F 2:
2A M2: うん
2J F 2: あ!
は じめ ま して へ へ
は じめ ま して は は は は何から話 しま しょう
あ､ オ ー ス トラリ アで す
ど こ の 国で すか ( 笑) へ へ へ へ
何か ら話そうか な
うん
あ ー - ､ か - ス トラリア
3 A M 2: オ ー ス トラ リア ､ オ ー ス ト ラ リア 行 っ た ことありますか† う ー ん
3J F 2‥ な い で す
4 AM2: あ ー そ うです か ､ あ､ すみ ませ んお 名前なん なん
4J F 2: は ま だい っ たこ とな い ぁ!
5 A M 2: で した っ け
5J 甘2: 地 産 二 重)です
6 A M 2:
6J 甘2: お なまえは†
7 A M 2:
ⅩⅩ よう ⅩⅩ､ ⅩⅩ で すか ､ は い
ⅩⅩ(名前)
あ A M 2A M 2
A M 2 あ - - - * け
け経済です
経済です か†
海外
け経済､ は い
あそ うなん で すか ､ え ー ､ な何年生です か† 3年生う ー - ん
7J F 2: わ た しも経済 3年生
8 A M 2: も大学院 一 年生 です うん
8 J F2: あ ー - もう授業は と っ て ない ん で すか†あの - * そ うい
9 A M 2: 授菓 は と っ て な い ですね
9 JF 2: う
10 A M 2: うん
10J F 2: あ ー -
は - - -
何もと っ て ない ん です
うん去年と っ て たん ですけど 一 応今年は *
あ､ 院 の 方
もう建物違うん で すか使う建物† 院棟
11 A M 2: うん そ うで すね､ うん ､ え ー 何先 生で すかゼ ミ
11J F 2: あ ー - - - -
12 A M 2:
12 JF 2: うん と 一 層用と か
こ よ うと か こ ようっ て†
ⅩⅩ 先生
ⅩⅩ 先生知らない です
あ! そう い う
え ー と * *e m e mployee
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A M 2ⅩJ F2
1 3 A M 2: う ー - ん そ う い うこ とあ ー なる ほ ど
13 JF2: ふ ふ ん あ ー
1 2 1 2 0 3
それ も先生 ですね
う ー - ん
14 A M 2L
14 JF 2:
つ て ますか † うん ､ ア メリ カ経済史になるだけ どi
あ ー ､ 知 っ て ます
1 5 A M 2: う ー - ん
1 5J F 2= あ ー - 去年取 っ て ま したね ､ 娃娃逆接あれだけど
16 A M 2: うん * そ うそう
16JF 2: こわそ
17 A M 2: む
17 J F2:
恐 い です
恐 い で すか †
あの 先生厳 し い で すよ (笑)
厳 しい で すね
う ー - ん す ご い ゼ ミで すごい っ っ こ
す ごい っ っ こむ
う - - ん なん か 授瀬や っ て た も恐 そうだからゼミ はやらなか っ た
18 A M 2:
18 J F2: (笑)
そうそうそ うそう本当は優 しい ん だ け ど ち ょ っ と恐 い 面 も
あ ー う ー - ん
19 A M 2: あ っ た ね, う - - んそ うよね ま 一 年
19J F2: え､ 日本に 来て どれぐら い に なる ん です か
20 A M 2: ぐら い に な ります ､ ち ょ うど うん * あ!去年 四月 に来て で 一 年研 究生
20 J F2:
2 1A M 2: や っ て たん だけどうん
2 1J F2 :
22 A M 2:
22 J甘2: で す か †
あ ー 院か ら
て 今年大学院に 入 っ て *
しな い (笑)
う ー - ん
* う ー ん * なん か 基本的に何も *
23 A M 2: 由に
23J F2: うん
研究生 っ て何をす るん
ま､ 何も しな い ( 笑) とい うか 自
自分 の 好きな こと研究できる制度なんだけど * うん だか ら好きな授業
う ー - ん
24A M 2: と っ た り うん ､ ま - 好 きな ことや っ たり でき る けど単位ももら
24 J F2: ううん う ー - ん
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2 5 A M 2: えな い ん で すよね うん ちょ っ と変な制度 うん
25JF 2: あ ー - - は は は はは
26 A M 2:
26 J F 2: なん で 日 本に 来ようと したん で すか †
見 - - * *え
(ため息) うー ん ､ なん で だろう (笑)
ふ ふ ふ ふ ふ
27 A M 2‥ う ー - ん , や っ ぱ り 4 年ぐ ら い ベ ん ､ 日本籍を勉強 して うん 日 本籍を専攻
27J F 2: う ー - ん
28 A M 2: した ん で すよね , 向こ う
2 8J F2:
それで * うん ち ょ ､ そ れ を生かすた め に
う ー - ん ぅ ー ん ､
29AM 2:
2 9J 甘2: で もや っ て る こ と っ て ア メ リカ 経済史ですよね†
80 AM2 : や っ て る わけ じや な い んで す け ど* うん
3 0J F 2: あ ー -
あ !別 にア メ リカ 経済の ことを
一 応あの 先生はなん か 国際
31A M 2･･ なん だ､ 国際比較経済給 うん ､ ア メリカ の ことだけ じや , ま - ､ 色ん な国の
3 1J F 2: あ ー -
8 2 A M 2: こ とをや っ て るか ら * うん そうですね
3 2J F 2:
33 A M 2:
は い ア メ リ カ だ っ た らなん で ア メ リ カ じや
そ う ですね ､ あまり意味な い ですね (笑) うん
38J F 2: な い ん だ ろう ( 笑)かなと は は は は は
34 A M 2:
34 J F2: なん で す か
そうです ね
う ー - ん * *
35 A M 2:
35JT 2: と か には 真 に帰 る ん です か
3 6 A M 2: ね ､ 春休 み に
36J F2 :
は はGまは は あ - -
う ー んそうだね *
オ ー ス トラ リア
え ー 今年もう帰 りま した､ うん 三月 に
うん
そ う
そうです
そうなんで すね 夏は 帰ろうと思 っ た んで すけど今年オリン
夏は 帰らな い ん で すか †
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A M 2Ⅹ JF 2
3 7A M 2: ピ ッ ク はあ るん じゃ な い で すか ､ シ ドニ ー ､ そ れチ ケ ッ ト - は とれな い で すね
3 7J F 2: ああは い
38AM 2: うん ､ す ご い もう い っ ぱい * で とれ ると して もす ごい 高い し うん
38J 甘2:
39 A M 2: そ うそ うそ う です
39 J F 2: だ
40 A M 2:
4 0J 甘2: すね ( 失)
あ ー - あ ー -
じや ちょ っ と残念
じや 帰りと っ て は
本当に帰りたか っ た ､ だ けど
41A M 2: あ､ メ ル ボ ル ン なん です
4 1J F 2: は
4 2 A M 2: す ね､
4 2J F 2:
4 3 AM 2: そ う
4 3J F 2:
あ ー -
? -
そ - なん
は は は 帰れない ん で
うん
あ ー - シ ドニ ー の 近く なんで すか †い ､ 家
メ ル ボ ル ン 知 っ て ます か † 一 番 南 の 方で
う ー - ん
そうだ ね､ 兼､ あ､ そ う ですね ､ 一 番南
あ ー - ､ み ､ み ､ 右 下 の (笑い)
鮎 ､16
3
1{ わり に東南 ア ジ ア に行 こ うと思 っ てii
44 A M2 : ち ょ っ とオ ー ス トラリア 行 け な い か ら
4 4J F 2:
4 5 AM 2:
4 5J F 2: 行く ん で すか
ス. - - ー
うん ､
ふ ふ
娃娃娃なんで かわり なん です か ( 笑)
うん ､ り ょ ､ ち ょ っ と旅行 で
あ ー - う ー - ん ､ どこ に
あ ー 一 応 シ ン ガポ ー ル に 行 っ て それか ら電車で マ レイ ジア は､ ん ､ うん マ レ イ
4 6 A M 2: 半島と い うと で ても し時間があればタイ にも行 こうかな - と思 っ て ます
46 JF2 : あ ー -
47 A M 2: 初め て で す うん
47くJ甘2: で すか †
4 8 A M 2: は - ､ あん
48 JF 2:
東南ア ジア っ て 初め て
あと -
え ー - 他に は どこ の 外 国に い っ た こ と あ るん で すか †
PJ I :3 T
ア メ リ カ - 年 間ぐらい 住 ん だこと あります ､ 高校の F
浴 -
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冗. - -
A M 2ⅩJ F2
49 A M 2:
49 J F 2: そ れ は 留学†で
50 A M 2:
5 0J F 2:
51 A M 2:
51J F 2:
52 A M 2:
52J F2:
5 3 AM 2:
5 3J F 2:
54 A M 2:
5 4J 下2:
55 AM 2:
一 年 なん と い う
そ れは留学 じゃ なく て､ なん か うちの お 父さん が 仕事で
転勤† と言 い ますか ､ うん
あ ー -
そ れで サン フ ラ
うん (うなづく†
うん ､ン シ ス コ
あ ー -
高校 - 年生 の 時 * * 向 こうに行 っ て - 年間
あ ー -
ぐら い で すね
うん ス. - - -
あと ､ 小学校 の こ ろにあの - , パ ピ エ ア ニ ュ ギ ニ ー
ス. - - -
知 っ て ます か †
うん
オ ー ス トラリ ア の ちょ っ と き ､ 北 の 方 ､ うん に 4年ぐ
あ､ あ､ あ
らい ､ 住ん だ
こ と あります それも､ うん ､ うちの まお 父 さん の 仕事の 関係で
それも転勤
うん そ こで ち っ ちゃ い鼻 に住ん で たん で すよ
55J F2: 国際
56 A M 2:
ふ ､ ふ ん へ - - - す ごい で す
結構そ うです ね ､ あと フ ラ ン ス 三 ヶ月 ぐ らいii
56∬ 2: ね､ い ろん なと ころ に引 っ 越 し (集) うん
57 AM 2: ち ょ っ と留学
5 7J F 2: あ ー -
ま短期留学み た い な 感 じで 高校 の 時
つ
‾
- フ ラ ン ス の どこ い っ た
58 A M 2: え ー - と , す ごい ち っ ちゃ い 町 田舎の 方なんだけどモ ン テリ マ - と い う
58J 甘2: ん で す か †
5 9 A M 2: 南の 方
5 9J下2:
え ー と マ - セ - とリ ヨ ン
あ ー え ー -
60 AM2: り 有名な町 じゃ なくち っ ちゃ い と こ ろ
60J F 2: ふ ふ ふ ふ
の 間 ぐら い に な るん ､ あま
あは あ - - - - -
面白 か っ た です
面白か っ たです か†
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ス. - ～ -
A M 2Ⅹ JF 2
6 1AM2 : う ー - ん ､ そ の 時け っ こう フ ラ ン ス 落 しゃ べ れたん で す け どい ま はもう全然
6 1J F2:
62 AM2: や っ ぱり使わない と忘れ っ ちゃ うん で す よね
6 2J F 2:
6 3A M 2: 行 っ た こ と * あり ます か†
63 J F 2:
64 A M 2: と が な い で す
64J F 2: な い ん で す
6 5 A M 2: か
6 5J F 2: あ ー ない です
ふ ふ ふ ふ ん
あ - - そ うですよね
あ!ない ん で すか
まだない ん ですよ
どっ か外国
あ ー -
あ ､ 日本 出た こ
ふ ふふ ふ ふ
あ ー - 沖縄 と
日本国内もあま り い ろ い ろ行 っ た こ とな い
あ! ない です か ､ 北海 道は あ - 北海道い い で
北海道は* - 固あり ます
66 A M 2: すね うん
66J F 2: ラ - - ん ･食 べ 物 がお い し い
6 7 A M 2: た ベ - - そ うです食 べ られ ます
6 7J下2: か
68 A M 2: 食べ れな い ん で すけど
68く】甘2 : あ ー -
69 A M 2:
あ ー - そ うです ね
は は は 海 の も の 食 べ られます
あうに は だ め
うに とか は
刺身とか は 大丈夫 で す
う ー ん
69J 甘2: うに ず っ と食 べ られなか っ た ん で す よ
ふ ん ふ ふ ふ
ま､ う には
う ん
あ ー - わた しも
うん
だけ ど北海道 に行 っ て そ れを
70 AM 2:
70J F 2: 食 べ た ら食 べ れ る ように なっ た ん です よ ( 笑)
7 1A M 2: な る､ お - す ご い です ね
7 1J F 2:
あそ うなん です か ､ 食 べ れ る よう に な
う ー - ん ､ 生臭 い ですね
最初もすごい な生臭くて で なんで
72A M 2: うん
72J 下2 : こん なの が お い しい と 思うんだろう (笑) と思 っ て たら * なん か * 生臭くな い ん で
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73 A M 2: あ ー -
73J F 2: すよ
74 A M 2: ん です か
7 4J F 2:
7 5 A M 2:
75 JF 2: よ (笑)
北海道のは
あ､ 北海道の はお い し い ん ですか
お い し い ですよ
味がち違う
うん あ ー 一
連 い ます､ こ っ ちと かで 食 べ る より は い ち ど食 べ て み てく だ さい
あ ､ 一 度 じや が ん ば っ て †英) 食べ てみます
壷姦主立 あ､ じや それがあわなか っ たらあわな い か
76 A M 2: うん そ うで すね ､ うん
76J 下2: も しれない
7 7A M2 : な納豆は全然
77J F 2: だ め!
7 8 A M 2:
7 8J F 2
い くらは 大丈夫ですと
いくらとか は 大丈夫なん です か
だ めで すね ､ 納豆 食 べ れ ま すか †
え
あ､ ネギ を
:匙ギギをいれなき や * ネギ i､･
79 AM 2: あ ー - なる ほ ど
79 JF 2 : し減 らす †笑)
80 A M 2: そうで すね
80J F2: 方が
81 A M2:
81J F2: な い で すか
すき ですね
納豆 は食 べ れますけど､ 私
うん
ネギとか しそそか で なんか ね ばね ばを少
うん
だ か ら何か 入 れな い で あ る より はや っ ばり入 れた
あれなん か見 るだけで隆垂旦虹 空室+
娃ー蛙蛙蛙娃はでも豆 じや
うん ､ なん か ね ばねば して る し
あ ー - -
82 A M 2: だ め なん で す
82J F2:
8 3 AM2 :
あ ー - - そう
そう ですね
うん ､ あの 匂 い もち ょ っ と
う - - ん
でも あた しも食器洗う時とか好き じゃ な
あ､ 気持 ち悪 い
8 3J F 2: い ん で すよ､ こう手に つ い て る とか (笑) そうですね ( 笑) だから自分からは
8 4 A M 2: う ー ん
8 4J 陀 : 食 べ ､ あまり食 べ た くな い ん で すけど でも食 べ なさ い と言われ るか ら (質)
5 7
A M2 ⅩJ F2
8 5 AM2: あ､ 食ニミ払豊生むう ー - ん
8 5 JF 2:
8 6 AM 2:
豆腐はうん全然平気です
豆腐とか食べ られますか†
食 べ れな い で す か† (笑1
8 6J F 2: あ m わた しが 食 べ られない ん で す
8 7A M 2: あ - - , え ､ まず い ん じゃ なくて た だ あ
87 J F2: い
なん か 味が なくて食 べ られな
なはなん ま ずい ､ まずく は ない ん だ け ど味
88 A M 2: うん
88 JF 2: がま っ たく感 じられなん か な い じや ない ん で すか
8 9 A M 2: ね
あ､ そ うで す ､ あま り 味ない ん で す
あ､ でも珍 し - じや ない ん で すか
8 9J F 2: だか らあま り好き じや な い (笑)
9 0 AM2 :
9 0J F 2: れ ない
9 1A M 2: - え ー
9 1J F2:
豆 腐食 べ ない 人 は あま り
あ､ そ うかも､ し
初 めて * *
う ー ん あ､ そうで すか は は は は は
あ - 一 食 べ てみ ます
もう納豆食 べ て み て くださ い よ､ ね ぎで (笑) たくさん入 れ
92 A M 2:
92J F2: た方が い い ん ですよ
93 A M 2:
あ ー -
例 t)
* や っ ぱ
O
り ､ 朝食 べ ます か†納 豆vi
あ ー - で もそ うとは
うん あ - -
98J F 2: 決 ま っ て な い ､ 私は 大体 あ､ 食 べ る時間が か か るん で す よ ご飯を
94A M 2: あ ー - そ うで すね うん
94J 甘2: 取 るの は ､ だ か ら朝 は 急が なくちや遅刻 しち ゃ うん で ‡笑) パ ン とか 食 べ ますけどね
9 5 A M 2: あ ー - じや
9 5J 甘2: 特に 決ま っ て ない ん で すね
うん なん か朝納豆食 べ る の は * 信 じられな
9 6 A M 2: い * と い う か (笑) うー - ん う ん 朝で
96 J F 2: あ､ は は は あ ー - - い つ も何食 べ て る んで すか †家で
5 8
A M 2ⅩJ F 2
97 A M 2: す か †朝はや っ ば り シ ー リア ル とか パ ン
9 7J F 2:
1 留意された逸脱
留意に適用され た規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整 ス トラテ ジ ー
鼓 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
n l 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
iv 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
' 逸脱 :
留意に適用され た規範
Ⅵ 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価.
だね う ー - ん
あ ー - おなか すきませ ん†
: A M2 は日本に留学 して い るの に ､ 専攻は ア メリカ経済史
‥ 接触規範 ( 内的場面 で は ､ ア メ リ カ経済史の 専熟 ま逸脱と して留意され ないと
推測できるた め)
: 否定軌 A M 2はなぜ日本に来たの かがわからない
: 内的規範
:A M2 の鋭明を要求する
:①内的 ス トラテジ ー : 鋭明要求
:A M2は春休みオ ー ス トラリア - 帰る ｢代わりに+ 東南ア ジアに行く
: 内的規範
･ 否定軌 旅行は実家に帰る代わりにはならない と感 じる
: 内的規範
: 鋭明を要求する
: A M2 は海外滞在経験が多い
: 内的規範
:肯定的o 咽際的だな+ とF UI で報告
:A M2 は反応 しない ため ､ ネギという膏薬がわか らない と推測する
: 内的規範
･否 創勺｡ A M 2 に自分の メ ッ セ ー ジを伝えなければならないと感じる
:内的規範
: 自分の発雷を繰り返す
AM2 の発音が逸脱と して留意されない
接触規範 ( 内的場面 でも同 じような逸脱が留意され ると推測 できるため)
: AM2は 日本人が朝食で納豆 を食 べ るとい う印象を持 っ て い る
内的規範
評価なし
評価に適用された規範 :接触規範( 内的場面 で は ス テ レ オ タイプ を否定的に評価すると推測できるため)
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A M 2Ⅹ J M 3
A M2ⅩJ M 3
1A M 2:(頒く)
1 J M 3: こ ん に ちは
こ ん に ちは
うす
2 A M 2: は い
2 J M 3: A M 2さん J M3 (フ ル ネ ー ム)
3 A M 2:
3J M 3: よ ろ しくお願 い します
あ ､ は じめ ま して
は じめ ま して
は い ､ あ ー A M 2 です
あ､ は い よろ しくお 願 い します ( 集)
J M 3(名前)です
え､ そ うです か ､ ちょ っ と どう始 めれば い い で し ょ う
4A M2 : ニニ○ うん なに 学部 ですか
4J M 8: 法経学部
法経学部
5 A M 2: で す か うん ､ ぼくは け い ざい 一 挙科
5J M8 : は い
6 A M 2: 大学院
6J M 3:
7 A M 2:
壮挙科 です
あ､ 絵単科 の 方
ヽ
ス. へ へ
です ね, うん 大学 一 年
あ ー 一 大学 - 年†
うん ､ 大学院 一 年生で す､ う ー ん * * *え, な何年生 ですか
い ん†
い ま3 年で すか T * * *3年 * ** あと 1年
7J M 3: い ま 3年 です は い
8 A M 2: か * *う ー ん * *え､ 何 を勉強 して る ん です か ､ 接律で
8J M 3:
9 A M 2:
ま､ 牡律
あと 1年です ね
い ろ い ろ
あ､ だ い
そうで す
い ろい ろ あり
うん う ー - ん
9J M 3: ます * ね､ で もと り あえず い まは * * あの 授業を * うん 自分で選ん で
1 0 A M 2: あ ー -
1 0J M 3: う けて 授業を聞 い て * て い る で 専門 * で * *深く勉強 して る ん わけ じや
11 A M 2: う ー - ん うん
11 J M 3: ない ん で すけど* いま の と こ ろは * *あ何を *研究 して るん で すか†
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うん ､ ぼく
A M 2Ⅹ J M3
12 A M 2‥ は ま - 応ゼ ミは あの - ア メ リカ潅済史なん で すけど* 別に ア メ リカ 経済史の こ
12 J M 3: 血
1 8A M 2: とや っ て るわけ じや ない で すけど (笑) うん ､
1 3J M 3:
14 A M 2:
14 J M 3:
15 A M 2:
15J M 3:
エ点畠藤経済貿哀とか うん *
あ ー - -
うん * ま東南ア ジア の経済 * ち ょ っ と研究の方はあまり ( 笑)*あまり研究
ははい
して ない ん で すよ､ まだ * うん * * * * *i
面白い で すか †
はは
(た 軌 臥) うー - ん 面白い 授
16 A M 2: 楽 もあ る し､ で も 面 白くない の あり ます し * う ー ん * 結構今年 は授業で
16 J M 3: は はは
17 A M 2: い っ ぱ い な の で ､ あまり研究す る時間が ､ な い ん で すけど､ 来年､ ま - 修験
17 J M 3:
18 A M 2: 翰 文番かなき や い けない ん ですけ どね * **
18 J M 3: は い
19A M 2:
19 J M 3: 日本 * に 来られて長 い ん です か †
そうですね
そうなん で すか もう
日本に来て 一 年 ちょ っ とに * き ょ 去 年 の 四 月 に *
20AM 2: * 日 本 に来て * うん * で - 年ぐら い 研究生 * や っ て で､ 今年大学院に * は入
20 J M3:
2 1 A M 2: り ま した * うん *
21J M 8:
は い あ ー -
い い え､ まだ まだです (笑)がそ の 前
ま､ 日本語 が 上手 です よね へ へ
2 2 A M 2: あの - む こう の大学†でず っ と 日本語をめ - 四年 ぐらい 日本語を勉強 して､ うん
22J M 3: あ ー - そうなん で すか
23AM2: で ､ ま､ え ー 回来 た ことは あ るん ､ 短期留学 で うん ､ 三 年前 に埼玉 大学
2 3J M 3: は い は い あ ー
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A M 2Ⅹ JM3
24 A M2 :
2 4J M8: は - い
うん * *ち ょ っ と短期留学 して * うん 日本語 の勉強 して た *
2 5 A M 2: うん や っ ぱ り難 し い で すよね日本静､ 難 しい で す *
2 5 J M 3:
刑 1 2
カ
ー
- ス
難 しい です か †
O
トラ リ ア * で す
そ - で すか -
あ! どちらからきたん ですか
26 A M 2: あ
26 J M 8:
27 A M 2:
27J M 3:
2 8 A M 2:
うん メ ル ､ メ ル ボ ル ン て知 っ て
オ ー ス トラ リア オ ー ス トラ リア メ ル ボル ン
ますか う ん ､ - 番 南の方ですね 行 っ た こ とが あり ､ ありますか† オ ー ス ト
は い あ ー 行 っ た こと
ラリ ア うん うん * *最近 日本人 の観光客すごい ですよ い っ ぱし＼ij
2 8J M 3: ない です オ ー ス トラリ ア
2 9 A M 2: *
2 9J M 3: あ -
多い です う - ん 特 に ま - ､ ゴ ー ル ドコ ー ス トの
*そ - です か ､ あ ー なる ほ ど(領く)
3 0A M 2: 方と か クイ ー ン ズ ラ ン ド州 ､ す ご い 日 本人 い っ ぱ い
3 0 J M 3:
81A M 2: 日本人
3 1J M 3:
32 A M 2:
32 J M 3: は い
刑 7 8
か ん き ょ うきゃ くにiii
お - - -
うん ､ そう､ あと
* む け - の ま - お 店 と か い っ ぱ い あ り ま す し
は い は い は い
う ー - ん * *そ うです ね
そうですか * *じゃ もう 一 年 * *もう住んで た
33 A M 2:
33 J M 3: 日本 で どうです か† ( 笑) 日本は
34 AM 2: 好きなと こ ろ い っ ぱ い
34J M 3: そ うで すか
うん ､ 結構 * もうなれ ま した うん
慣れた (笑)
い っ ぱい * あり ますうん
食 べ 物 と か は
3 5A M 2: 食 べ 物は 全然大丈夫です うん 結構なん で も食 べ れ ます
35 J M 8: 大丈夫 寿司とか は
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あ ー - -
A M 2Ⅹ J M 3
86 AM 2:納 豆以外はなん で も うん も寿司が好き
36 J M 3: ふ ふ ふ そうです か (笑) 納豆
37 A M 2: * うん
37J M 3: 納豆はだめです か†
38 A M 2:
38 J M 3:
あ､ や っ ぱり ､ うん
で すけど* もうあの臭 い だ けでiv
39 A M 2: そ うですね､ きつ い
89 J M 8: か
うん
で す､ そうですよね
お - - -
糾鼓主J*2 ち よ つ と * * 一 回食 べ てみ たん
臭いが あ ー - - *臭 い がや っ ぱだめ なん です
う ー - ん * * * *あれは * ま､ ち っ ちゃ い 頃か ら
き つ い (笑I
4 0 A M 2: * 食 べ て な い ち ょ っ と きつ い か も 知 り ま せ ん う ー - ん 食 べ
4 0J M 3: うん そ - で すね 確か に * ぼくはま
4 1 A M 2: れ ます か† 納豆好きです か† うん､ なん か 関西の方はあま り食べ ない っ て 聞 い た
4 1J M 3: 食 べ ますあ ー - うん うん そう
4 2 A M 2: ん で す が ､ うん
4 2JM3 : で すね
43 A M 2:
4 3 J M 3: きで すね (笑)
よく聞きますけど
う ー - ん * *そうで すね
あ ー - うん * *なる ほど * * *
な っ と - * *結構好
なん か オ ー ス トラリア に はベ ジ マ イ ト
4 4 A M 2: とい う食べ 物が あるん ですけど で それ は オ ー ス トラリア の 納豆だと *
44J M 3: は い
45 AM2: 言 われ る ぐら い なんか黒 パ ン に つ けて た食 べ るや つ なん で すけど
45J M 3: そ れ は は い
46 A M 2: これ はく､ そう ､ ま っ 黒 * 黒くて * す ごい臭い 発酵させた
46 J M 3: は い ､ は い
あ ー -
うん * いろ
47A M 2: ん な野菜から できた やつ なん で すけど * *l畏れ
6
d結構独掛J っ - -
47 J M 3: あ ー - 独特(笑い)
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48AM 2: んで しょ うね､ うん * *
48 J M 3:
49 A M 2: 待 っ た ことあります か†
4 9J M 3:
5 0AM 2: うん
5 0J M 3: ン ジ ェ ル ス
51A M 2: ま した†
51 J M 3:
そうで すか
* * * * *ど っ か外 国に行 っ たこ と外国に
- 回あり ます､ 中学生の 時に
- 週ニ 週間ぐら い
うん あ ー
ア メ リカ に ロ ス ア
一 週間ぐらい です か ､ うん , デ ィ ズ ニ ー ラ ン ドい き
お - う ー - ん * ぽくほ 商校の 時 に 1 年
や !デ ィ ズ ニ ー ラ ン ドは * 行 っ て ない
52 A M 2: サ ン フ ラ ン シ ス コ に 住ん だ こと
52J M 3: あ ー -
うん ､ あります * そ の 時 ロ ス ア ン ジ ェ リ ー ズ
53 A M 2: ロ ス ア ン ジ ェ リズ に行 っ たん だけど* *なん か あまり *
53J M 8:
5 4 A M 2: 空気 が悪 い しこう * 危な い し
5 4J M 3: あ ー - - そ - で すね
†笑)
ラ - - ん ､ ちょ っ と
漢 - い い ､ い い と ころもあると
55A M2 : 思うん ですけどね * うん * * *ロ ス ア ン ジ ェ リ ズ の どこに行きま した
55J M 3: ロ ス ア ン ジ ェ ル ス
56 A M 2:
56 J M 3: の * どこに 行 っ たん だ ろう ( 息を吸う〉 * や詳 しくはもう忘れちゃ っ た ん です
57 A M 2: 昔は (笑) うー - ん *
57 J M 3: けど は は は は
あ ー - -
で も ロC L Aとか を見学 * した
58 A M 2: よね うん * うん
58 J M 3: は
- 有 名で す ( 笑)
U C L A かうん
気 が します
あ -
有名 で す
う ー - ん
あと - は * * * * *う ー - ん 忘れま した ､ - - - へ
59 AM2: う ー ん * で 今年 の 夏休 みど っ か - 行き ます か†
5 9 J M3: 今年 の 夏休み は あ の - ､ *ⅩⅩ 大の
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AM2ⅩJM 3
60 A M 2:
60J M 3: 短期留学プ ロ グラム で
61 A M 2:
61JM8 :
6 2A M 2:
ますか †
うん あ､ フ ラ ン ス あ ー - ､ 地 産壷
フ ラ ン ス * はい
あ､ は ふ うん
で きな い で す (笑 い) 今授薬でもや っ て るん で すけ ど なか なか ､
あ ー ､ じや あ､ 少 し * で きるん です か† うん
62 J M 3: 上達 しなくて ほ ん の ち ょ っ とですね (集い)
63 A M 2:陸艶£生じと生+ うん う ー - ん , え､ フ ラ ン ス の どこに 行きます か†
63 J M 3: 挨拶とか 簡単な
64 AM 2:
フ ラ ン ス の
うん え ー フ ラ ン ス の どの - ん です か †
64 J M 8: ブザ ン ソン と い う しっ て 知 っ て いますブザ ン ソ ン フ ラ
6 5 A M 2: あ - -
6 5J M 3: ン ス の - * なん南東 の 方ですね でもス イス と国境なん ですけど
6 6 A M 2: なん です か * うん *
6 6J M a:
6 7 A M 2: い い で すね
6 7J M 3: - ケ月
あ ー - そう
どの ぐら い * います か †
ブザ ン ソ ン * * * え ー ケ 月
- ケ月 あ
う ー - ん * *
なん か * (息を吸う) * なん と難 し い * で す よや っ ぱ
68 A M 2: 難 しい ですね､ うん ､ ぽくも ー 回 フ ラ ン ス 行 っ た こ とが ある ん で すけど
68 J M8: 語 学
69 A M 2:
69 J M 3: そ うで すか
高校 の 時 に なん か 短期留学で
あ ー -
70 A M 2: - - ん マ ル セ イ -
70J M3: マ ル セ イ
行 っ た ん で すけ ど､ 南の 方う ー -
の 方で すね ､ ち ょ っ と田 舎 の 方だ っ た ん ですけど､ うん
1 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
共通話題がないた め ､ 沈黙が発生した
内的規範
否定的o 大学院の話題が難し い と感 じ､ 避 けた い と思 っ た と FtJI で 報告
内的規範
6 5
A M2 Ⅹ J M 3
u 留意された逸脱 ‥ オ ー ス トラリア の話題が A M 2 に選択されたため､ 会話が行き詰ま っ た
留意に適用された規範 :内的規範
評価 : 否定的｡ ｢話が難 しい+ とF UI で報告
評価に適用された規範 : 内的規範
m 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
iv 留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
v 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
Ⅵ 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
｢観光客+ の発音
内的規範
評価されない
内的規範 (内的場面 にお い て も同じような逸脱が無視されると推観できるた め)
A M 2は納豆 の臭 い が苦手
内的規範
骨定軌 納豆が苦手な人はそ のねばねばが嫌いだと思 っ て いたため ､ A M2 の発
想は ｢面白い+ と F UIで報告
内的規範
｢独特+ の 使用文脈
内的規範
申立軌 静褒の 使い 方が自分の と適うと思 っ た
接触規範 (内的場面では同じような逸脱が否 創勺に評価されると推測できる
ため)
嘗哲学に関する話題
内的規範
否定的o ｢弟任し い+ と感 じた と FU Iで報告
内的規範
A M2 の質問に協力 しなければならないと感 じるため ､ 逸脱が調整されない
内的規範
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B M 2ⅩJF 2
BM2Ⅹ JF 2
1 B M 2: えお - なま えは なん とい い て ま しただけ
1J F 2:
2 B M 2: BM2 です ､ よ ろ しくお 願 い します
2J F 2:
3 B M 2: 学部生 です か
3 J F2:
4 B M 2:
4J 下2: ニ:ニニ○
5 B M 2:
5J F2:(失)
6王‡M 2: 何 の
6J 甘2:
7 B M 2:
7J F2:
J F2(苗字) さん で すか †あ
J F 2(フ ル ネ ー ム) は い
で ､ ま -
よろ しくお願 い します
そうです か
は い 経済学科
そうか ､ え ー 何 年生 です か †
卒業ですね
(額く)
経済学科†
(FIJI 3 O. I 7 .I
え ー ､ す ごい じや んi
三 年生 じやそ ろそ ろ
い ま三 年生 です
卒業して か ら何をや っ て
例 1 8 u
決 めて ない †
そうです か
ま, 就職 しようかな
決め てな い ､ 決 めて ない か
あ ー ､ まだ決 め て ない
言 っ て くれな い か †笑 い)
今は ( 笑い)
(笑い) ま だ 色々 ある か ら
8 B M 2:
8J F2: な にや っ て る ん です か †
ぼくは い ま しゆ し課程 の 二 年生です
あ ー そ うです か､ あ ー - -
う ー - ん
9 B M 2: え ー ､ ま - ､ わた しもそろそ ろ卒業 に で は､
9J F 2:
10 B M 2:
10J F 2:
例 7 7
一 応就職も決 めま したけ
あ ー - 卒業 したらどうすん で すか †
ど､ え 日本で ､ は いiii え ー
え†日本 で † え ー ど この 国の 人なん です か †
11 BM2: わた しは あの ブ ラ ジル - から参 り ま した
11JF2 : あ ー - - 帰らな い ん です か †
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ま ､ しば
BM2 Ⅹ JF 2
12 B M 2: らく ( 失)
1 2J F 2:
は い , ね､ うん
ヽ
冗. - ● - - - 何や っ て る ん です か専攻
13 B M 2: え ー と､ ま * *国際放ですが *
13J F 2: あ ー -
あそ うですね､ あ の -
え ー - - * なん とい うん か な* *国際法と ま
14 B M 2: 哲学どうもわた しもわからな い ん ですけど ( 英) え ー *
14 J F 2:
15 B M 2: 蕊 - 一 応 * あの 一 市 場とか 自由すぎと
15J F 2:
16 B M 2:
16J 甘2: あ ー
患 っ て い ます
17 B M 2:
17J F 2: う ー - ん
18 B M 2: わか -
18J 甘2:
え ー - - 一笑) あ ー -
え ー 国際 シ ス テ ム の☆帯 しようと *
う ー ん まね
あ ー -
え ー そ う い う関係 の仕軒 こ つ い たん です か †
う ー ん え ー - あの - い まなん さ - い
へ -･･･ -･
わた し 2 5
い ま2 1歳
2 1歳 21歳†
えなん で で すか † 何歳ですか† かわらな い じやな い ん で すか
19 B M 2: い え - か わる ん じや な い ､ 4年 間ま, も全然 かわ るで しょ う
1 9J F 2:(笑)
20 B M 2:
あ 20代 は み ん な
だ っ て 78年で すね 生まれ､ う ー - ん , 何 があ っ たん の か な
20 J F2: 一 緒です †笑) あ ー は い
21 B M 2:
2 1J 甘2: は は は
2 2B M 2:
そ して ぽくはねあの - 一 応妹 はね * あの - は たちで すが え*
あ ー
そ だか ら子 ども的 に ( 笑)
22 JF 2 : 妹 ぐらい で すね †笑) 笑) うー - ん
そ ん な こと
23B M 2: な い ん で すけど､ そ うか ､ あの - なん とか ク ラ ブ活動とか ? ? ?
23J F2:
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ク ラ ブ活動
B M 2Ⅹ JF2
2 4 B M 2:
2 4く〕甘2 : は して な い ん ですよ
そうですか 見 ‾ は い
は い ち ょ っ とい えが 遠く て時間か か る
2 5 B M2 : あそ うです か ､ どの 辺 で しょ う
2 5J F2: ん で 埼 玉 県
あ､ 埼 玉 県です か ､
26 B M2 : あ､ 実家に住ん で い ら っ しや る で すか すご い ね､ え ー - もう 2時間ぐら い か か る
26J 下2: は い
2 7 B M 2: で すね
2 7J F 2:
28 BM2: ね *
は い ､ そ うです
%lあL舶晶派iv
28J F2: うん†
え ー - - 一 往復 4 時間 すごくな い †
は､ は ､ は い 大変です
あの - ､ 睡眠派 ､ どっ ちです か ､ 喝車の中
あ ー - - ､ うん
29 B M 2:
29J F2: 自分 では , 本所んだ り して た い ん ですけど､ 眠 い 時 は寝ちゃ い ます
80 B M 2: そうで すか ､ え ー 埼 玉 です か †
30J F 2:
寝ちゃ い ます (笑い)
(笑い)
わた しはまだ行 っ て ませ ん が
は い あ ー
31 B M 2: とこ ろだ し え ー
31J F 2: は ー い わた しの 地元 はお - せ ん べ い っ て 知 っ て ますか T
32 B M 2: あ ー 有名で すか
32J F 2: お - せ ん べ い は は い
33 B M 2: い い ね (笑)
33J F 2: あ､ 好きで すか !
名物 ､ そ うで すか
結構面白い
は いは い
せ ん べ い は
うううん (笑)
ま､ せ ん べ い に よ っ て (笑)好きだけど (笑)
(笑)
34 B M 2: う ー - ん ､ そうか ､ で､ あの 海外とか†
34JF 2:
3 5 B M 2: え ー -
3 5J F2 : で も今年 の 夏 に フ ラ ン ス に
あ､ ま だ行 っ た こと な い で す
ね -
は - - い
あそう なん です か
あそ うで す か ､ で すか らフ ラン ス 語
69
うん ､ で も
B M 2Ⅹ JF 2
3 6 B M 2:
36J F 2: まだ全然 し や ベ れ な い ん で すけどね †箕)
8 7 B M 2: それ は ね､ あの な んカ
3 7J F 2: く ちゃ (英‡
38 B M 2: あの 一 関き取 ると
88 JF 2: う, うん
39 B M 2:
89J F 2:
そ うで す か
瞥嵐j:弘ミ
これからち ょ っ と頑張らな
あの ､ 日本人 はね, あの - ､ 読むと かね
あ,
6
土壌します がv しゃ ペ る のは ね
なか あ の - なん とい うか な､ 恥ずか しが っ ちゃう か らさ､･i
4 0 B M 2:
40 J F 2: 浮 か ん で 来ない で すよ
4 1 B M 2:
うん
獣
T'
i2
0
晶､
あ ー - ､ で も蝉階が
そうですか う ー ん
もう､ なん か 本当 に緒静 の 例えば英静
は い ､ は い
4 1J F2: だ っ たら c o m eとか go と か
42 B M 2: あそうですか
42J F 2:
そう い うと ころ しか 浮 か ん で こな い か ら
読む時は なん となくあ ー こ ん な単語だなと分か るん で すけど
43BM2: 難 し難 し い で すね フ ラ ン ス 簿 は
43 J F2:
44B M 2: す ごくに っ て ます の で
44 J F2: あ あ
うん ま さ にポ ル トガ ル にす る ポ トガル 常に
- ↑ - (笑)
結構 * ね * なん か難 し い で すう - - んで す ね
45 B M 2: あの - ま女性動詞 と か ､ 男性動詞とか ね ､ そ の い ろ ん な区 別が あるん で すが ､
45J 甘2: は い
4 6 B M 2: 複数とかね､ うん う ー - - あそうです か､ え､ フ ラ ン ス ま留学とか
4 6J F 2: 難 しい で すね
難しい
4 7 B M 2: す るとも ー - 観 光だけ あそうですか ､ 語学研修 ､ - ､ い い ね
4 7J F2 : 1 ケ 月 だ け の 語学研修
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4 8BM 2: へ へ へ
48 J甘2 : ふふ ふ ふ
49 B M 2:
49 JF 2:
それは パリ† あ ー
い や ､ あの - ブザ ン ソ ン
うらやま しい あ ー 行き たいvii
は は は は
刑 3 I
あ ー ､
8 1
い い ね
え ー ､ 行 っ た こ とありますか†
50 B M 2: や､ わた しは フ ラ ン ス は まだ * 行 っ て ませ ん
5 0J F 2:
51 BM 2: あの 行 っ た こ とがありますけど
51J F2 :
あ ー
え ー ､ イ タリア は 一 回
しや ペ れる ん で すか †
あ -
わたしは - 応理解できます
52 B M 2: けれ ども､ ま ､ しや べ るふ りも できます ね ふ ふ ふ ふ ふ ふ
52 J F2:
53 B M 2:
63J F 2: しや ペ れ る ん で すか †
は は は う ー - - - - 何 カ国静を
い ､ は
一 応 ま､ ポ トウガ ル 静 - - は ね ､ まブラ ジル 人
54 B M 2: です の で 母国緊 ですね､ あの ス ペ イ ン 語 とポトウガル語はすごくに っ て ます
54J F 2: あ
55 B M 2: の で * あと英語 日本 はもう どうか な
55J F 2:
56 B M 2: い い え､ い い え
56J 下2: そ れ は普通 です か†
o o二○え､ だ っ てす ご い ですね
うん普通 じや ない け ど
57 B M 2: もとなんか ､ あの - - 外交官 にな りた くて
57J 甘2:
5 8 B M 2: の方 に ち ょ っ と力入 れ よ うと
5 8J F 2: あ ー - -
あ ー あ -
い い え､ い い え
ま､ もと
へ -･- I -
多い ですか†
で
- 応 ま *言語 の 勉強
ははと思 っ て い ま した え ー
あ ー - - そうで すか
5 9 B M 2: で も た い した もん じや ない ん で すよ え, あの 一 間い て る とお り
5 9J F 2: え はは は
7 1
へ へ へ
B M 2ⅩJF 2
60 B M 2: べ つ 日本静の
60J F 2: や も全然
6 1 B M 2:
61J F 2: 年で す か 日本 に
で も足りない と こ ろが多い で すよ､ あ､ ふ んふ んふ ん
え ー と *2年前 ほ ん ､ え ー と､ ま参 りま した
62 B M 2:
62 J F 2: 日本静 っ て勉強 したん ですよね
い い え､ 全然あの -
で もなん
で もあの それまで は
う ー - ん
して なか っ たで すか†
63 B M 2: ま 6 か月 ぐらい ね え - * うん でも ほ ん ､ た い したもん に は なり ませ ん
63J F 2: え ー -
6 4 B M2 : ふ ふ ふ ふ
64 J F2:
まね - う ー - ん
で も 2年 で 日本静 しや べ れ っ ちゃ うで すね ぇ ー - -
65 B M 2: まどうかな
65J 甘2 :
66 B M 2:
66 J F2: ん です よね
へ へ へ へ
○ニごごニ で もみな留学生の人達と話 して て も全然不自由感 じない
そうですか†
なん か ほ か の 人達 で も っ と 短 い * いとか 自分 は日本落
6 7B M 2:
6 7JF 2 : あま り しゃ べ れ ない と言 っ て る 人で も
68 B M 2:
68J 甘2: で す ね
うん そ うで すか
別に そ ん なに気 に ならない
へ へ へ へ
そ うです か ､ ま､ うん ､ なん か ､ うん 日本語 の 文法はね * *う ー - ん なん と
69 B M 2: い う｡ うん 簡単で は ない - ん です けれども
69J 下2:
7 0 B M 2: な い ん ですね
70 J F2: ふん ふ ん ふ ん ふ ん
う ー - ん
ま * *非常に 難 しくも
ただわた しの 場合 はね ､ ま､ 西洋人 の 場合
71 B M 2: は ね * ラ テ ン 語の き ょ うつ てん が あり ます の で それはま言葉すごくに っ て
71J F 2: うん
7 2
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72 B M 2: ます し
72JF 2 : う ー - ん
それほ * >ほ - らく(策)
ふ ふ ふ ふ ん
ヽ - 一 一 一■一 - ■ - ～ - . - 一 - ■ 一 - ■ w
7 3 B M 2‥ 単緊を覚え る時 にね全然関係ない姦壷(笑)
7 3J F 2.I
です ね､ 日本 語の 場合はね
ちょ っ と
は はは は あ - -
74 B M 2: む ずか しい - ね あと､ 考 え方は適う - ん ですね
74J 甘2 : あ ー え ー -
え ､ 例 えばあの - * *
75 B M 2: ぼくもそうですけれど､ しゃ ペ て る時に 日 本静です けれども､ 考 え､ 考 えて る の ほ
75J F 2:
76 B M 2: 英静とかポトウ ガ ル 階で すの で直訳 になっ て * *す ごい 変に 聞 こえる か も しれない
7 6J F 2: あ ー -
77 BM 2:( 英)
77 J F2: あ ー -
え ､ そ れ もなれ るまなかなか大変
78 BM2: フ ラ ン ス 静の 場合 は ‡笑)
78J F 2:
79 B M 2:
79JF 2:
うん と思 い ませ ん か
う ー ん あ ー
プこ
あ ー - - で も日本驚で考え っ ちゃ うで すね､ や っ ぱり
ね ､ で も､ ま､ 同 じよ うに フ ラ ン ス 静も し や べ て るん の に直訳 です から結構不自然
80 B M 2: に聞 こ える か も しれません ､ ま､ わた しの 日 本語 の場合は そ れだけ
80 J F2: あ ー -
8 1 B M 2: うん え ー - そ うで すか ､ で も い い ね フ ラ ン ス は
8 1J F 2: は あ - - ひ ひ ひ
82 B M 2:
82J 甘2: あ - -
お い し い で す か †
あ､ わた しは あま り飲めない で すけど
は は はは い
ワイ ン とか それは
あそうですか
83 B M 2: あ ー - そ うか ､ それ は も っ た い ない んで すね フ ラ ン ス に 行く の に
8 3J F 2: ス_ ‾ ■.､ -
7 3
B M 2Ⅹ JF 2
84B M2 :
84 J F 2: へ へ へ へ
へ へ へ へ お ー い しい ですよ
わ ､ ワイ ン お い しい ん です か † は は は
85 B M 2: は､ あの - ､ ま､ わ た しま - * * *わた しの 方がイ タリア
85J 甘2:
1 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
嗣整
調整に適用された規範
u 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
ia 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
iv 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整ス トラテジ ー
' 留意された逸脱 :
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
Ⅵ 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価 .
評価に適用された規範 :
調整 二
調整に適用された規範 :
Ⅷ 留意された逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
フ ラ ン ス
: 普通体 - の ス タ イ ル ･ シ フ ト
内的規範
否定的｡ ｢すごく気になる+ と F U I で報告
接触規範 (日系人に対する JF2 の内的規範が強化されたと嘗えるた 桝
調整なし
内的規範
BM2 は日本静で冗駅が嘗 えた
接触規範 (内的場面では ､ 同 じようなことが逸脱として 留意されないと推測
できるため)
骨別勺｡ ｢余裕があるな+ と感 じたとF Ⅶ で報督
接触規範 (内的場面にお い て 同 じような評価を行わない と推測できるた め)
B M2 は 日本で就職する
接触規範 ( 内的場面で は同じようなことが逸脱として留意されない と推測
できるため)
肯定的
接触規範 ( 内的場面では同 じような評価を行わない と推測できるため)
文脈から ｢勉強派+ の意味を理解することができない
内的規範
否定的｡ B M2 のメ ッ セ ー ジを理解しなければ会話が進ま ない と感 じる
内的規範
祝明を要求す る
①内的ス トラテジ ー : ｢うん†+
｢なかなか上達 します+ という文法的な熟用
内的規範
否定的
内的規範
調整なし
内的規範
B M2 の ｢日本人は外国語を話すの が恥ずか しい の だ+ と い う意見
内的規範
否定的o B M2 の意見は間違 っ て い ると感 じる.
内的規範
日本人の 代表として B M2 のコ メ ン トに反論する
接触規範 ( 内的壕面では日本の 代表として の 調整を行わない と推測できるため)
B M2 は ｢い い ね+､ ｢うらやましい+ と言うが ､ ｢ブザン ソ ン+ を理解 して い
ない と留意する
内的規範
評価なし
内的規範 (内的場面でも同じような偽りの反応が評価されない と推測できる
た め)
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B M 2Ⅹ JM 3
B M 2ⅩJM 3
1】∋M 2: じゃ ､ こん に ちは ､ は じめま して
1J M 3:
2 B M 2:
2 J M 3:J M 3と申 します
3 B M 2:
3J M 3: すわ ります､ は い
4】∋M 2: そ う何年生です か†
4J M 3:
5 B M 2:
5J M 3: 茨城県
は じめ ま して
B M 2(苗字) と申します
B M 2さん
J M 3さん ､ は い ､ よろ しくお 願 い します すわ り･ますか†
よろ しくお願 い します
* * * *え, J M 3さん い ま学部生 です か†
は い
い ま 3年生です
い ま学部生です
そうですか 出身 は†
は い 出身は
茨城県､ で も大学のま学部の方 は
6 B M 2: 何 を勉強 して い ら っ しや る ん で すか †
6J M 8:
汝経学部
ほう り つ - -
経絡学部†そうですか
汝律 お - - - - - - -
です ､ 法学科なん です
7 B M 2: す ご い で す よ ､ - - -
7J M 3: 追越娃､ 何を勉強なさ っ て るん で すか †
私も牡律 ですけど
8 B M 2: そうで す､ う ー ん * *す み ま せ ん ､ え ー と * ま､ 修 士 課程2年生です けど
8 J M 3: 法律ですか
9 B M 2:
9 J M 3: あそうです か
10 B M 2:
国際法 (咲) と っ て ますか † ⅩⅩ 先生の
あ ー こくさ い - ｢ 法､ は と っ て
(息を吸う)い い で すよ (笑) ぜひ と っ て くだ さ い ､ へ へ
10J M 3: な い で すね (笑) ははは
11 B M 2:
11 J M 3: そ う です か
ま､ お も しろい ､ お も しろい で す 3年生と あの
あ ー - は い
75
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12 BM2 : そそろそろ卒菓ですね
12 J M 3: * *や ､ あと1 年(笑)
1 3 B M 2:
13 J M 3: そ うで すね､ 卒莱後 の こと
14 B M 2: え ー
14J M 3: と思 っ て るん で すけど
1 5 B M 2: ああ
15J M 3: か
あ ー
そうで す, ま ､ 短 い です よ へ へ へ
卒業
これ か ら考えて
そうですね は い
い か ない と ( 息を吸う)
どうですか就職活動そ の へ ん に
そ うで すね､ 就職す る
司法解散とか
それ か ま､ ほ か の しかく - の 勉強 資格を目指すか
1 6 B M 2:
16 JM 3: 司法拭験とか ､ ま
え ‾ えら い 人 に なる ん じゃ ない ん で すか ､ す ご い
ま だ汲 めて ない
1 7 B M 2: な - ､ え ー - - ､ そ うで すか ､ え ー - - 茨城 県で す か
17J M 8:
18 B M 2: 行 っ て ない ん ですけど
18 JM 3:
1 9 B M 2: 年 半前かな
19 JM 3:
も うどのぐらい 日本 に
茨城県です
わ た しは まだ
わた しは ま､ 2年前か な
あの - ま､ 来ま した け ど
あ､ そ うです か ぉ - -
2 0 B M 2‥ * *うん なk なか * *旅 行とか をう､ い う機会がな か っ た
20J M 3:
2 1 B M 2‥ 一 応 干葉 の 方 は ち ょ っ と知 っ て る けど 懐)
2 1J M 3:
え ー - それ で (咳)
の で ､
そう ですね
あ ー - そ う で す か
え､ 修 士 の 大学院ですか†
22 B M 2: は い ぅん
22 J M3 ･
･
じや 大学院 の 勉強と い うの は や っ ぱり忙 しか っ た り気 がす る
忙 しい です
2 3 BM2: ね ､ わた しの 場合はま､ あの - 二 倍忙 しい ですね なぜ かと い う日本語勉強 (笑)
23J M 3: ★
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2 4 B M 2: と研究の勉強の両方をやらなければならない の で
2 4J M 3:(英)
25 B M 2:( 笑)た り な い と こ ろが なか なか
2 5J M 3:
26 B M 2:
26 J M 8: ス 静 を
あ､ そ うで すか
2 7 B M 2: あ ー - そうで すか
2 7J M 3: ん で すけど
28 B M 2:
28 J M 3: は おも しろ い ですけどね
29 B M 2: 特に
29J M 3:
3 0 B M 2:
30 J M 3:
遥､
8
7
7
ラ
あ､ す ごい で すよ
- 応勉強 は して て
日本衝上手 です よね
い い え､ い い え
あそ う ですか
見 - - うん
うん ､ や っ ぱり あの -
や ､ 全然
ぽ くもフ ラ ン
彼女と知り合っ た
こ とばを勉強す ると い うの
あ､ お も しろい で すね ､ 私は結構好きですね
ン ス 羅 の 場合 は ね､ 結構 い い ん で すね ､ あの - 辞 とか ね ､ あ の -
あ ー 持と か､ あ ー -
ま , シ ャ ン ソ ン も聞 い て い る ん ですけどもですね , フ
31B M2 : こ と ばです ね
31 J M 3:
ラ ン ス 静は ね､ ま, きれ い な
ねね ね ､ 海外 と か それも フ ラ ン ス の 方は
あ､ きれ い こ とば †笑)
32 BM 2: もう行 かれたことござい ますか†
32 J M 3:
あそ うで すか ､ そ う
や ､ まだい っ たこ とが な い ん で すけど
33 BM 2: です か あ ー - あ - - そうです か あ ー - は い は い は い 行 くね
3 3 J M 3: こ の 夏に そ の ⅩⅩ 大 の ブ ロ ー グラ ム が
34 B M 2:
34J M 3: ます
そうです か ､ お - - す ご い で すね
1 ケ月間なん で すけど
行く ことになっ て い
い い で すね､ あ ー -
85 B M 2: あの - * * なん か ね ､ あの - フ ラ ン ス に い っ て お い しい ワ イ ン飲ん で
3 5 JM 3:
7 7
お い しい ワイ ン 飲
B M 2Ⅹ J M 3
36 B M 2:
36J M 3: ん で (笑)
へ へ へ へ へ
お い し い チ ー ズを食 べ て ( 笑)ね ､ ま ､ フ ラ ン ス
お い しい フ ラ ン ス チ ー ズ を食べ て
3 7 B M 2: 料理 と か い い です ね､ フ ラ ン ス 人の 女 ごと知 り合 っ て (笑I
3 7J M 8: は い
38 B M 2:
38J M 3: で すけどね (英)
ね - - い い ですね､ 娃娃
そう ですか ､ で きればい い
わた しはプラ ジ ー ル
出身はどちらです か†
39 B M 2: 人で すけど は い あの - ､ ペ ロ オ リ ゾ ン とい うと こ ろ です が
39J M 3: ブ ラジ ル ベ ロ リ ベ ロ オ リ
4 0 B M 2: そ う有名 で は な い ん ですね ( 矧 ま､ あの - 一 応 サ ン パ ウ ロ とリオデ
4 0J M 3: ゾン っ て (笑)
4 1BM 2: ジ ャ ニ
ー ロ とブ ラ ジ ル と同 じとこ ろぐらい です
41 J M 3: は い
4 2 B M 2: そうですね
42J M 3: 秦 , 日本 の そ れ は
は い は い
あ ー あ - そ うです か ､ じや ､ ち ょ う ど婁 ､
そ うで すね ､ なか なか遠 い で す よ ( 笑)行きにく
(笑)
43 BM 2: い ん です よ ､ m 20時間もか か り ます (笑 い)
4 3J M 3: あ ー -
4 4 B M 2: う ー - - す る よ うな
44 JM 3: -
45 B M 2:
45JM 3: そ れ はす ご い
そ うで す
6 回も - 日 に
匙
I
AJ
5
b
O
,6回 ぐらい食事 ( 笑い) ii
あ ー
そ うですね
え ー - ､ うん ､ な かな か快適 じや ない ん で すね (笑I
は は そうですか
4 6 BM 2: 本当 に なん か *も う早く着きたい と い う
46 JM 3:
4 7 B M 2: *到着 は い つ 到着は い つ
4 7J M 3:
早く着きたい
- - -
､ え ー - 何 回も
戚こ3え っ ちゃ うん で すよiii
あ ー -
7 8
あ ー - そ う
ス
.
-
冗. - -
B M 2Ⅹ J M 3
48BM 2: ね - ､ ね - - そう です
48 J M 3:
49 B M 2: ま､ 日 本人の ハ ー フ
49J M 3:
- 応 日本 に
あ ー は い
うん (息を吸う) - 応 ぼくは ね
来るき っ か けとい うかそ う日本 に
ですよね､ ま､ に けい 3世 です け ど あの - 漢
は い
50 B M2 : お じい さん とおばあさん の 肝を聞い て
503 M 8:
5 1 B M 2: 絶対覚える ペ きと か
5 1J M 3: はは い
日本 はすぱら しい 国とか 日本籍
は い あ ー
そう い う誰何回もきま した の で
62 B M 2: それ で - - ､ ま ､ 一 応行 っ て み ようかなと
52J M 3:
53 B M 2: プブ ラ ジル で 弁穣 士 で すけどiv
53J M 3: 吐 い
あ､ そうなんで すか
思 っ て､ ま､ そ の へ ん に
う ー - ん
(PJ 5 7
ま ､ 一 応
え ー - なん か ､ あの 一 日本 の 牡律と
は い
64 B M 2: 日本静を しや ベれ る - ベ ん ごう しで ね
54J M 8:
55 B M 2: で 2 か 3番目大き い な街ですけど
65J M 3:
はい
わた しの まちの ぐらいブ ラジル の 中
一 人も い ない ん で すよ
は い あ ー
56 B M 2: 本簿を しゃ べ れ る ほ う､ 日本盲賢放律分 か る あの - ま､ べ ん ごう し
56J M 8:
57 B M 2: あの - これ 自分の ア イデ ン テ ィテ ィ を
5 7J M3 : は い
5 8 B M 2: - ､ え ー - * *こ う い う仕事
5 8 J M3 : は い
しや べ , . 日
です か ら*
は い
あの 一 見 つ か る た め に ､ それ とも. -
をめで見 ると､ え ー - * ま､ なか なか い い じゃ ない
5 9 B M 2: と ( 笑)で ､ そ の 上に あの - なん か も文部省 の 奨学金を もらえま した の で､ *
5 9JM 3: あ ー
79
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60 B M 2: * *それ は ま - それで へ へ へ へ
6 0 J M 3:
61 B M 2: ぜ んぜ ん
い い え, い い え､ い い え､ や
あ ー - そうで すか ､ すばら しい
は い え ー そ うなんで すね
6 1 J M 8: じや､ む こ うの 法律の * *や っ ぱり勉強 して
62 B M 2: なん か 学部を卒楽 して うん うん
62 J M 3:
6 3 B M 2: 験と貰える の か な､ ペ ん ごう し会
6 3J M 3:
そ うです か
そ の ぐらい ブ ラジ ル の ま ､ 司捷鮮
しか 資格耗験があ ります よ ア メ
は い ぅん
64 B M 2: リ カみ たい な あ の - ま ､ うけて ､ も し合格だ っ たらそ れで 弁壌士 で
64J M8 : あ ー
6 5 B M 2: です ね
65J M 3: す ばら し い
66 B M 2:
6 6JM 8: あそうなん で すか
あ ー
* です か ら､ ま､ そ の - ん 日本 に くら べ るとぜんぜんとりやす い です
は い ､ あの 一 に んず がか ぎ､ 限 られ て い な い で すよね
は い ､ や
67】∋M 2: うん
67 J M 3: や っ ぱりそ の * *そ の - ア メリ カ なん か や っ ぱり訴訟 が多い 感 じが す る か ら
68 B M 2: そ うですね
68JM 8: ね それなん か に くら ペ ると 日本の 方 は * ず い ぶん 少な い ん で す
6 9 B M 2:
69J M 3: ブラ ジ ル の 方 は †
そ うです
ブラ ジ ル の 方は ､ ま､ ど っ ちか と い うとア メ リ カに に っ て い る よう
70 B M2 .･ な 日 常問題 があ るとき にま *
70 J M3 : じや
訴訟で解決 しよ うとい う ま ､ アメ
訴訟で解決 しよう じや -
7 1 BM 2‥ リカ に くら べ ると * そん なに ひ どくはな い ん で す が ､ もちろん なん か , あの - 訴訟
7 1J M 3:
80
B M 2Ⅹ J M3
72 B M 2: せず に ね､ あの 一 個人的に ちゃ ん と帯はする､ 首5L合わせ て それ
72J M 3: はい はい は い
73 B M 2: で解決す ると い う姿勢もあ ります けれども､ あの - ま､ 日本 にく ら べ ると絶対訴訟に
73J M 3:
74 B M 2: ならない と い う - 姿勢 ね と い うま * あの - 習慣 に くら ベ ると どっ ち
74J M 3: あああ ぁぁぁ
75 B M 2: か と い うと ア メリ カ の 方で す､ ま､ ア メ リカ に近 い んで すが え -
75 J M3: そうです か ､ じゃ -
76 B M 2:
76J M 3: この 日本の 訴松 がま
う ー ん まね い い え
あま りない と い う の どう考えてます か†
7 7 B M 2: なん か ､ う ー - ん ､ あ る膏味で い い だ と思 い ますね ､ あ の - - * * ま ､ なぜか とい うと
7 7 J M 3:
78 B M 2: あ の - * *ア メリ カみた い なシ ス テ ムで * す べ て 訴訟に なると い うこ とは
78 J M 8: うん
79 B M 2: あの - *す べ て の 紛争とか す べ て の 提訴 か 法律上 に解決す るということは
79 J M 3: は い
80 BM 2: ね * *なか なか * *な ん と い うん の か な * * 自由は だん だ ん だん だ ん狭くなっ て
8 0 J M 3:
8 1 B M 2: く ると い う気 が します よね
81 J M 3: 自 由が狭く
そうは い , 例 えば - * *も ､ も しわた したち
82B M 2: なん か に なん か 問題 が出てく る時に 話 は絶対 * *ま､ ちゃ ん と解放でき
82J M 3: は い は い
8 3 B M 2: れば * あの - ま､ そう訴訟ま慣例 よ り *お 互 い に あう じゃ ない ん の か な
8 3 J M3:
81
あ ー そ うです
BM 2ⅩJ M 3
8 4 B M2 :
84JM 3: か
とい う気 が しますけど､ 逆 に すぐ* 許せ ずに 訴訟にな っ ちゃ っ て
うん
それ は わた
8 5 B M 2: したち の 許はぜ んぜ ん無意味 にな っ て 法律上で *解決 しなければならない で
85J M 3: うん
86 B M 2: し ょ う ､ そ れで ､ わ た した ち の は貫舌の 合わ せ る機会 はなく な る し あの 一 本 当に
8 6J M 3: うん
8 7BM 2: あの - 裁判 官の 意見だけ * *ま､ もちろん , あ の - あ の - ちゃん と訴訟の * い ろ
87J M8: うん
88 B M 2: い ろな保障とか それ は ありますけれども *結局 * *解決と して わた した ちの
88 J M3: うん は い
89 B M 2: * え ー * なん と い うの か な意思 の 証首で は ない
89J M 3:
90B M 2: うん
は い は は は い
ような ことになる
は い は い ううん
9 0 J M 3: は い そ うぽくま､ あそ ､ ア メ リカ の 方に 極端 なまで に で何 か
9 1 B M 2:
9 1 J M 3: い っ て 訴訟となる の は
ううん は い
1 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
n 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
ま､ や っ ぱ､ まず い と思 い ます
フ ラ ン ス 語の 詩とシ ャ ン ソ ン を楽 しむ人が い るとは じめて気が つく
内的規範
肯定的o ｢や っ ぱり い い だろうな+ と感 じたとF UI で報告
内的規範 (内的場面でも同じような評価を行うと推測できるため)
ブラジ ル行きの飛行機では 6回も機内食が出ること
内的規範
中立的 (驚いた)
内的規範
iii 逸脱 : 文法的な誤用が留意され ない
留意に適用され た規範 : 内的規範 (内的場面 でも意味が通 じる場合はメ ッ セ ー ジの 形式の観りに気が つ
かない場合があるため)
1V 留意された逸脱 : B M2 はブラ ジル で弁護士を して い た こと
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 肯定的｡ ｢すげ - な+ とFU I で報告
評価に適用された規範 : 内的規範
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C M 2ⅩJF 2
C M 2ⅩJF 2
1CM 2: え ー と え
1J F B: は じめま して
2 C M 2: です か * *学科 は
は じめまして え ー うん * 大学は *
大学 3年生です
rPJ 2 I I
あ ー 文学部 じや ない ねi
2 JF 2: 学 科は 法経学部 の 経済学科 え†
あそう
文学部 じや
文学部
3 C M 2: なくて え ー どこ え去年十月 日本 に研究* ゆ学生と して 千葉大に束ま した
3J F 2: じや ない
4 C M 2: あ C M 2(フ ル ネ - A)と 申します .
4J F 2:
5 C M 2: あは い
5J F2: で ふ ふ ふ
6 C M 2:
ⅩⅩ､ ⅩⅩ†
ⅩⅩ､ 陳述 じゆ ん で * *
あ ー -
C M2 は い
え ー † え ー JF 2(フ ル ネ ー ム)
え ⅩⅩⅩⅩ の ⅩⅩ
あああ
糾 l -l
い や､
あ ー - -
8
別に 奮味 はない ん ですけど､
6J F 2: それ は中国語で どうい う意味なん で すか †
7 C M 2: そ うで すね
7J F2: 名前どっ か に意味 * をなん か な い ん で す か
*
ス . ､ ー
え ､ ちょ うどぽくは生まれ の
8 C M 2: 時代 は ちゅ う ごく - - * *で * え ー と 人工衛 星 を* 打ち上げた ん の で
8J F 2: あ ー - -
9 C M 2: なん か ､ うまくたぶ ん たぶ ん ぽくの 親もそう い うふ うに ぽくを育て て
9J F 2: ふ ふ ふ
10 C M2 : い きた い と い うきもちと つ なが っ て るん だと 思い ます
10J 下2:
11 C M 2:
11J F 2: 中国 で * そう い うその名前は *
え ー - - * 珍 しい で すか
ま - い まの どころまで同 じ名前 の 人は まだ聞い
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12 C M 2: た こともない で すえ -
12J 下2: うん なん か中国の 人の 塙字 っ て結構似て る じや ない で す
1 3 C M2 :
13J F 2: そう い う○さんと い う人とか多くな い ですか †
14 C M 2:
14J 下2: が 同 じ人 どうするんです かそ の とき
そうですね
だ からそ の 下の 名前
えぼく の えク ラ ス で の 中に でわた しと同 じの
1 5C M2 : 名 鰍 こ名前 の 人 は い ま した け ど - え - 先生 は そ の なん か 若 い 者 い の 方 * **若 い
1 5J F 2: う ー - ん
16 C M 2: 方†* を番 い て くだ い *
16J F2: う ー - ん
と首 い ま した､ それ は不思親 で は なく てえ ー
17 C M 2‥ 北海道北海道とは そ なよ の なか に えなん か * して れ い る じや ない です
17J 下2:
18 C M 2: まそれ から
1 8J F 2:
19 C M2 :
19 J F 2: う ー ん
ふ ふ ふ ふ
揺
? ? ? ? ?? すごく不便 でな い , 例 え ばえめ い * とは
え ー * *質問をくれ るときになん か先生え名前を呼ぶで し ょ う､ うん *
20 C M 2: そ の不便あとは * うん 成葎をとるとき
20 J F 2:
2 1 C M 2:
21 JF 2: そうで すよね - -
あ あります
う ー - - ん
冗. - ､ ‾
ま ､ 迷 っ ちゃ うん で *
あ ー い う現象 は あります ね
あ ー - -
ス_ ‾ - -
2 2C M 2: や
22J 甘2: じや もう珍 しい 名前だ か らそ うい うこ とは * ない 自分 下の 名前 でもわか っ
2 3 CM2 :(息を吸う) そ- で す ね * * と思わない です - 応う ー ん は い
2 3JF 2: ちゃ い ま す ああ は ぇ - -
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C M 2ⅩJ F2
24 C M 2:
2 4J 下2: は 何や っ て るん で す か
対照首静学をや っ てます対照言落学
あ ー - -
2 5 C M 2: い まうん い まも主 になん か * *でね ､ ぶ んぽ - - * の こと を* ** うん と り あ げて
25J F 2:
26 C M 2‥ で 中国と日本静 の * 対照比 較と い うか え ー と
26J F 2‥ うん ぁ ー - - * 似て ますか
2 7 C M 2: に て - い る * * *と い うより * * *で * * *そ れぞれ * それぞれ の速い を * *
2 7J F 2:
28C M 2: 集中 して や っ て い こ うと思いますね
28 J F2: うん * *え ー * *日本静は難 しい ですか †
29 C M 2: そ うです ね ､ 日 本欝 は * え * * *て 勉強するす る ほ ど * 難 しくな るとい う
2 9 J F2:
30C M2: 気 がす ると思 い ますな っ て く る と思 い ますけどそれ
30J F 2:
あ ー
は ー い 漢字っ て似て る の
3 1C M 2: 漢字 はう 一 大丈夫 です けど､ え欧米 の人 にと っ て * え ー 漢字 をす ごく * 大変 み た い
3 1J F 2:
32 CM 2: ん * で すが､ でぽくらは中国人にと っ て は あまり難 し い ? ?
32 JF 2:
33 C M 2:
33 J F2 : して ますよね
でもなん か 違 っ た り
あそうです ､ そ うで すけど え * *
で もなん となく似て るか ら
34C M 2: た まに迷 っ ちゃ うの 場合場合 はありますけど､ 例えば*
.
* え ー 連絡 え ー
34J F 2: ぇ
3 5 C M 2: 中国 の 時は たぶ ん違 い ま して た だぱ * 中国 の 時に よく * *読ん で に *
3 5J F 2: う ー - ん
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36 CM2:
36 J F 2: うん
で て - で 連絡は どう い う膏薬日本静 の 漢字で え* は えぼく の 時は ばくも タ ラ
37 C M 2: ス メ
- ト* *は * の 中 にほ とん どの 人 は え*中国静をか い っ ちゃ う
37 J F2:
88 C M 2: とうん 骨 い ま した
38J F 2:
3 9 CM 2: * * *あ適う
3 9J F 2:
40CM 2: そう ですね
40J F 2: ます ね
41 C M 2: 思 い ます†
41J F2:
42C M 2:
42J F 2:
例 1 9 1
そ う - え†iij
見 - - -
ううううん
あ ー -
お - - -
だか らうん * *逆に こ う こう い う場合は欧氷の人は
とい う可 能性 はすごく *
に て るか ら逆に聞達 っ ちゃ い
* 日本静 * あと - は * 聴音は それ ほど* うん 難 しくない * と
え ー - - * *自分 の 国に い た時か ら 日本静を習 っ て た ん ですか †
はい
今 の 向 こ うの 大学､ あの
43 C M 2:
4 8J F 2: や っ て たん で す か †
自分 の * 出身 * の 大草でも日本評を
あ ､ そ うです ､ 大学 で * え ー で 日本静 を *や っ 七て *
で 日本 に
4 4 C M 2: そうで す､ 日本 に来 て大体慣れて い る状態と い うか うん そ うで す
4 4J F 2: 来たん で す あ ー -
4 5C M 2:
4 5JF 2: え ー -
うん ､ もう日 本 に来たとき * *うんそうですね * * *日 本に 来たときに交流
46 CM 2: は あま り * ** うん 交流†混乱 じや なくて です そうですね * *
46 J F 2.･
47 C M 2:
え ー - 一 日本と
そうです､ あ!すみ ませ ん 中国から
47J 甘2: 中国† の か た だ っ たん * で すね や い い えい い え じや近 い か
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48CM 2:
48 ∬2: ら い っ も * しょ っ ち ゅ うに帰っ た りす るん で すか †
4 9 C M 2: ん ですけど､ で 一 応 夏休み八月 の 中旬頃実は中国
49 J F 2:
50CM 2:
50J 甘2: つたで すか †
やう ー まだ帰 っ たこ とが * ない
あ ー - - * 帰り た い と思わなか
やそ の こと は何 か - え ー - 今年とい うか 去年 の * * *え!今年 です よ
6 1 C M 2: ね､ 今年 の 正 月 の ときに中国は 旧暦 * で 正月をすす る ん です よ春節と い う
51J F 2: うん
52 C M 2: ん で
52J甘2 : う ー - ん
え正月 の 時に す ごく * * *え ー 帰り た か っ た ん で
53 C M 2: で もの すご く帰り た か っ た かも
5 3J 甘2:
しれま せ ん ､ でやむ こ うは ほ とん ど*
は は は は は は
54 C M 2: 普通 の ばあい - * *えどん な ことが あ っ て も正 月 - とい うは家族で *
54J甘2 :
5 5 C M 2: 一 緒 に過 ごす の は 大切なの で *
5 5J F 2: ふ
56 C M 2:
5 6J F 2: ん の 含めた家族なん で す か †
うん
家族 っ て あの - * お じ い ちゃ ん お ばあちゃ
あそうです よ､ ぼくは お じい ちや ん もううん * え
57 CM 2: し死 ん じや つ たん ですけれど､ え ー - * お ばあさ んとえ ー 母 の †母 の えは
57J F2:
5 8 CM 2: のお ばあさんとえ両親と妹. 5人家族なん で す
58 3 F2:
59 C M 2:
59 J F2: 来な い ん で すか †
あ ー - - ほ か の 親戚とか は
え†あれ は年始回 り の の 時 に年始 まわ り分 か り ます か†
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6 0CM 2:
60 J F 2: え､ は い
6 1 C M 2:
6 1J F 2:
が は じまた時挨拶しにいく
帆 7 こl
あ､ しなレ
に は行くけれ ども集ま りは しな い
＼です 一 緒に * えなん か *過 ご して ､ - 緒に過 ごす の は
あ ー - -
62C M 2:匪塑墜塾草生を出で例えば * え ー - - * *きゅ 旧 暦正月 の え ー 日
62J F2:
6 3 C M 2: か ら 1 5 日ま での 間親戚の家に遊び に行 っ たり します
63J F 2: う ー - ん
あ ー - -
う ー - ん
冗. ‾ ､ - -
6 4C M 2‥ す ごくうん ､ 子供に と っ て は * *k 春節とは 一 番 大事な * なん か * ** *
64 J F 2:
6SCM 2: しきと い うか
65J F2: あ ー -
6 6 C M 2: ありますよ
66 J F 2:
時 間なん ですね あ !
お年 玉 ､ み た い なあ るん で すか †
お金です
それはお金† です か ス. - - I -
え ー 大体で す
67 C M 2: ね ､ 僕最近 は もら っ て ない です よ ね ももらえない な ん か ､ 年
6 7J F 2‥ 退廷娃蛙蛙 あ は
68 C M 2: に なっ ちゃ っ たん で ､ うん , 大体何才までかな * *(息を吸う) え ー 一 大学まで は
68 J F 2: は は
6 9C M 2: あ っ たん です そ う です よ
69J F2 : あ ー - 一 大 休それぐら い です よ ね
70 C M2 : 大学院 * ふ ん ､ に 入 る と * *
70くJ下2:
例 S 9 I I 5 5
どうもなん かもらう
そうです *で
と こ っ ちは 逆 に恥ずか しくな っ ちゃ
71C M 2:巨頭 すごく * * **
71J F 2: 7L- - あ ー - - * で 日本 の お 正 月 の 過 ご し方も *もう
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72 C M 2: ま 一 日 本､ あ､ ぼく ほ 日本人 の ご家庭で過ごした ん で た い ､ 過 ご しは 体験 しま した
72 J F 2: わか る ん
73 C M 2:
73J F2 : で もや っ ぱり違い ます か
適 い ますずい ぶ ん ､ 中国､ 日 本､ で あまり 爆竹
74 C M 2: や らな い で すね ､ 中 国は い た る とこ ろ て ボ ン ボ ン
74J F 2: な い で す
76 C M 2:
76J 甘2: あ ー - - う るさ い とい う人は い な い ん で すか†
76 C M 2: どの 時え人が好きだから
76JF 2:
あ ー でも
翫ろなlし
特 に い なか の 人 *
あ ー - あ ー -
あ!や ら
す る と なん か に ぎや か に
ほ と ほ とん
あ ー - -
い ま北東上 海なか で
77 C M 2: す ごく大き い な都市は北東きん ､ 禁止 に なっ て い ますけどほ か の * 小さ い とこ ろ に
77J F 2:
78 C M 2: い く と中国はす ごく広 い で す よ
78J 甘2:
地図で 見 れ ば日本 の 何十伴 うん
う ー - ん え
79 C M 2: に なっ て る で し ょ う､ え ー と特に ふ つ う 一 骨段 田舎 に行 く と す ごく静か で
7 9J F 2:
8 0 C M 2: え ー - - * *寂 し い 感 じが す るか ら正月 に なるとみ んな
8 0 JF 2: * はは は い
8 1 C M 2: な っ て ､ い く と * え ー * 田舎の 人は 本当 * お 金が ない ん です け ど
8 1J 下2:
8 2 C M 2: 正月 の ため に * *うん どう して も爆竹を買 っ て きて
8 2J 甘2:
1 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
う ー - ん
特に 田 舎に
うん
C M 2の 発言を聞き取ること ができなか っ た
内的規範
否定的｡ 相手 のメ ッ セ ー ジ を聞きとれなければ会話を進められない と感 じる
内的規範
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調整 :｢え†+ と調整を要求する
n 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
m 留意され た逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整に適用された規範 :
調整 ス トラテ ジ ー :
iv 留音された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範:
' 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
Ⅵ 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
C M2 の名前には意味がない こと
内的規範
中立軌 ｢面白い ､ 不思議+ とF Ⅵ で報告
内的規範
CM 2は ｢え†+ によ っ て JF 2 の直前の発 音が理解不能である こと
内的規範
否定的o 自分の メ ッ セ ー ジ 郎日宇に伝えなければならないと感じる
内的規範
自分の発音を青い換える
内的規範
内的ス トラテ ジ ー
正 月 の 時､ C M2 の親戚が集まらない こ と
接触規範 ( 中国で は正月 になると ､ 大勢の親戚が集まると期待して い た)
中立軌 ｢面白い な+ と感 じたとF UIで報告
内的規範
C M2 はお年玉 をもらうのが恥ずか しい こ と
内的規範
中立的o r日本人と違うな+ と感 じたとF UI で報告
内的規範
中国人は爆竹がうるさい と言わない こと
内的規範
中立的｡ 中国と 日本の相違を感 じた
内的規範
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CM 2ⅩJ M 3
C M2 xJ M 3
1 J M 3: こん に ちは
1 C M2 :
2JM3: ⅩⅩ†
2C M2: ⅩⅩ
は い どうも
え ー と､ JM3 です
は い ､
ⅩⅩ さ ん , は い *
3J M 3: の 汝律の 方で す
3 C M 2:
4J M 3:
4C M 2:
5 J M 3:
5 C M 2:
来ま した
あ ー
は い , は い
ⅩⅩ†
刑 2 く1 I
こⅩです ､ ⅩⅩ ⅩⅩi
鋲経学部､ 披経
え ー 文学部の学生ですか†
牡学科 * *
農本臥
8
去年 の 10月 に ､ ちゅう ご､ 中国か ら
A -
で ､ 今 * え , ⅩⅩ研 究室､ で 研 究生 * * * うん ､ え ー と
今日本静の若者青菜､ 若 者と言 っ たら ､ 変ですけど､ 一 応 なんカ
6J M 8: は い
6 C M 2: 法律を* 勉強す る人を * *
*
えい ま - † え† そう
日本 抵律 と か * 汝経学部
7J M 3: です ぼ うり つ - * いま * が くぶ で * に んき * *で は * あな い わ か らない 換)
7 C M 2: に ん き
8J M3 ‥ うん * * * *どうなん だ ろうに人気な の か な､ わからな い そ っ ちは
8 C M 2: あそうですか
9J M 3‥ 中国で あ ー
9 C M 2: 中国で だい た い * ** *法律 は い ます ごくなん か 人気があ る うん
10J M3: そ う なん です か
10 C M 2: け っ こ う弁護 士 に なる人 がす ご く *
あ ー - * * ** そ うあ ー
11 J M3: でもそうい っ た意味だ っ たら * 日本 で も * その こ う､ い ま日 本で 弁護士 の数が
11 CM 2:
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12 J M8:
■
足 りな い か ら * *う ー ん
12 C M 2:
1 8J M 3:
13 C M 2:
例 1 1 .1
で 督通は ､
はい
え､ 法経 学部 の ほ う捷律学科卒菓 した後で ､
冗. ､ 弁護 士 に な っ た り､ ijある い は *
14くJ M 3: 弁穣士 にな る た め の 耗 験が *
14C M 2:
15J M 3: は ど - なん です か†
15 C M 2:
16J M 3:
16 C M 2: ん けど
は はは い
蕊 - ､ す る 人も い る - - けど その - -
あ ､ そうです か
非常に撤 しい な - 中国 の
は い あ ー - 中国は 速 い ますよね
い まは えた ぶ ん 免許とる た め に 鮮験 が * *あるか も しれま せ
え ー む か しはだ い たい 法律学科を卒業 した､ した ら* うん牡律
1 7J M3:
17 C M 2: 関係 の 仕事にうん * 推薦 しちゃう
18 J M 3:
18 C M 2: したね * *
あそうなん です か
そう い う感 じで
日本 の 場合 は そ の ､ 拭験 が め ちゃ め ちゃ 難 しい (笑)から * * う ー -
19 J M 3.･ ん 日本 で 一 番難 しい
19C M 2:
の 試験 で
は い は い す ご い
20 J M 3:
2 0 CM 2: を選択 した * き っ か けと い うか
とお て る
き っ か け
なんで しょ うか
と言われ る､ で法律
は - - う ー - * * **
21J M 8: とくに な い ん で すよね､ ぼく の場合 * †笑) じゃ なん * なん となく選 ん じや つ たと
2 1C M 2:
2 2J M 3: い う の は ‡笑) あっ て う ー - ん ､ 文学部か * * * *ななに ぶ * 文系と理系に
2 2 C M 2: は は
23 J M 3: わか れ て て で 文系に 入 っ て た か ら 文系になると * *文学部か *
2 3 C M 2: は い は は い
9 2
C M 2Ⅹ J M 3
2 4 J M 3: 法律か経済 か * で あ っ て､ で文 学部 * もう経済は * *なにやら *すうがく - -
24 C M2 :
25J M 8: なん か い っ ぱ い 使 っ て * * いろ い ろ組み 立て て ななん か ち ょ っ となとい うは ( 笑)
2 5 C M 2:
26 JM 3: あ っ た か ら
26 C M 2: あ - -
じ や文学部と - * こ う睦学部を受けてたん です け ど* *たまた
27JM 3: ま､ うか っ たら放学部だ * * いっ て - - まや っ て み た ら入 っ て や っ て み たらあなかな
2 7 C M 2:
28 J M 3: か 面白 い な
28 C M 2: 選 ん だとときの将来 の こ と考えて い なか っ たん で すか †
う ー - ん 将来の
29 J M 8: こと ち ょ っ とは 考えて た､ よ し法律関係だ と - * なに か と - * *しか く 一 統験 を
2 9 C M 2:
30J M 3: 受 ければ* まほ うり つ 一 挙 ん で い れ ば *
3 0 C M 2:
3 1J M 3:
うん で 有利 か
将来の仕事も なんか ぐ
う ー - - ん たぷ ん う ー ん うう
3 1 C M 2: ぐ具体的 に言えば給料もすごく めちゃ め ちゃ た かく に な りうん で すよよ ね
82 J M 3: ううう
82 C M 2: たぶ ん
うん それ で 文学部だ っ た らや っ ぱ * うん 就職も しに
しに くい ですね
38J M 3: く い * * *で も ⅩⅩ 大 の 場合は * なん か 汝律 の 法も * そ れ ほ ど就職率が よくない
33 C M 2:
34 J M 3: ら しくて ( 笑)* うん う ー - ん
34 CM2 : た ぶ ん まだ * え簡単 て い どまだえ ー 社会の 人に *
85 J M 3:
35 C M 2: し - ん ら い で きな い と い うか
う ー - ん あまり あそ う * ま 一 束大と か * 京大とか に
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36J M 3: く らべ る とや っ ぱ *
3 6CM2 :
3 7J M 3: ほ ん とうですか†
37 C M 2:
うん
あ ー - ね * *中国も * そ ん な こ とが よくあり ます よ.
た とえば､ ぽく の 先輩 の なか の 一 人 * 上海 に しゆ つ しょくに - - -
38 J M 8:
38 C M 2: * し ゆ つ そくと い うか ハ 仕事 を *さ が しに い っ たときに - *会 社の 人 に履歴書を
39 J M 3: うん
39 C M 2: だ * したら え ー あ! *ⅩⅩ だ い がく - 一 間 い た ことか どう聞 い た こ とが ない
40 J M 3:
4 0 C M 2: ん で す * * *と青 い ま した
4 1 J M 3: あ ー -
4 1 C M 2: とき
う ー - ん
たぶ んそ の *支店とい うか履歴番を番 い た
なんか学校とよく関係がある
42 J M 3: * *ありますね - * ** *そうなん で すよ
42C M2 :
43 J M 3: か ら
43 C M 2: そ - -
44J M 3:
44 C M 2: か げ っ
まだ 一 年
あもう少 し
えええ ありますね､ うん
出身地と
日本にまだ半年ぐらい †来 て
は は は *
もうす こ しで - 午
もう - 年 に なり たん で すね､ あと 3
あ ー - - * * *どうで すか 日本 は
45J M 3: あ
4 5 C M 2: も い っ ばい あり ま すけど 悪 い と ころ も
4 6 J M 3: ば どん なと こ ろ です か †
4 6 C M 2:
ス.
一
日本 は * ま い い と * い いと こ ろ
悪 い と ころあ ー - - 悪 い と ころ っ て例 え
あ ります
悪 い と ころは で すねや っ ぱ - * 価値観が たぶ ん 違うん で ､
47J M 3: う ー ん うん
47 CM2 : うん ､ ず - と え ー ､ 例 えばテ レ ビで あ ー ､ い う *
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例 6 2 ･ 1,I 3なん か * 深夜番
C M 2ⅩJ M 3
4 8 JM3:
4 8 C M 2:
49 J M 3:
49 CM 2:
うん う ん
級 すごく * *ぼ僕らの 日か らみ ､ 見たら あれ､ 穿 い な 一 つ て感 じが
あ ー - - なる ほ ど は, は､ は い
しますよね え ー ､ で - ヌ ､ ヌ ー ドが 出た りiii
5 0JM3:
50 C M2: い ま ビデオを つ く っ て る i笑)
5 1J M 3:
51 C M 2: で すね
やだい じょうぶ ( 英)だ い じ ょ うぶ
あ 中国 で はそ う い うヌ ー ドと か 性の 描 写 とか と い うの は
52JM 3:
52 C M 2: い ま あれ の だ んか い は
53J M 3:
58 C M 2: メ
ー トも い ま したけど
5 4JM a
I
.
5 4 C M 2:
あ!
すごくうん * *そう
ない - - ん です
あ ー - - まえ - - * * * *
す ごく夢中になっ て い るク ラス
う ー ん あ､ は い ､ 表だとや らな
桐 I L1 1
こ っ すり や なければ 瞥察が
あ !そう, え ー ､ 厳 しい で すそれ は
来ちゃ っ た ら､ 困 っ ちゃ うん で すねiv
55 J M 3:
55 C M 2: だ か ら * * シ ョ ッ ク 受け た と い うか
こ っ ちに きて か ら (笑)
56 J M 3:
56 C M 2: レ ン タ ル ビデ オ屋さん で ､ う ん * ? ? ? ?
57J M 3: ね
57C M 2: そうか
他 に * なん か * 日 本の * なん か
厳 し い です よ
あ ー -
へ へ - で ､
あ､ 並び ます
pt鎚 具チ ャ ー ) v
悪 い と ころと い うか
他に - こ この
5 8J M 3･.
5 8 C M 2: - ん か な､ こ こ は な ん か納得い ､ い けない な - と 思 っ た 時ほ よく あ りま す
5 9J M 3: う ー - ん し､ 新幹線あま り乗ら
59 C M 2:
仲= 3
I i 0 8I I I 0
特 に､ え､ え､ 新幹線 よく * * 乗り ますかTvi
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60 J M 8:
,
ない です けど
60 C M 2:
なん か､ たまに乗っ て い ます * *
そ うで す か
6 1J M 3:
6 1 C M2 :5 ふ - - ん と い うよ り 10 ぷ ん ごと に * *
62 J M 3: うん *
62 C M2 : で すよね
63 J M 3:
63 C M 2:
P1 6
あ m ､
で ､ 僕は 乗 っ たとき に -
う ー - ん * *っ て なん か ､ 出発
.5.良
そう､ そ う
:I
え､ 僕 は乗 っ て い っ た 時に周 りが 全部なん か 人が乗 っ て
あああ は い ､ は い ､ は い あ ー -
なか っ た､ これ は ､ え - 無駄 じや な い ん で すか､･ii
64 J M 3: それはある か も
64 C M2 :
65 J M 3:
と特に 簡単です よね
あ ー う ー ん
も っ ともえぶ ん すごく便利ですけ どなん か 出か けるとき に もう
は い 確 か に †笑) そん に なります
65 C M 2: や っ ぱ * え * *節約 の め ん か ら考えれば っ - - え ー -
66J M 3: よね
6 6 C M 2: そ の人なん か * 減 ら したら * え ー - * * * *
う ー ん省 エ ネ 一 に ふ ふ ま 一 つ なが ります
6 7J M 8:
6 7 C M 2: う ー これ は た ぶ ん * 日 本 * の立 場 にた て る た ぶ ん * 節約 え * *えなん か 考え方とい うか と
68 J M 3: うん う ー - ん
68 C M 2: い う - ありますあるあるか も しれませ ん け どうん どっ ちも 中国で ､ 例 え ば､
69J M 3: うん う ー - ん
69 C M 2: え､ 僕 の * と ころか ら * え ー , 北京まで 一 日 一 回 しか な い ん で も し､ あ!
7 0 J M 3:
7 0 C M 2･. え ー ､ 1回と い うか
7 1 J M 3:
7 1 C M 2:
うん * う ー ん
大体 ､ うん ､ そ の ぐら い で 決ま っ た * * 電車†
県立 - - ､ 一 個の 車 しか ない んで * え ー 間に 合わ なか っ た ら 一 旦 * *
.1 7
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72J M 3:
72 C M 2: 明日 ま､ ま で待たなければ い けな い の で viij* *例えば - え東京か ら- - * え ー 九州 *ま
7 3J M 8:
7 3 C M 2: で の新幹線を乗 っ たら * で * 全然 2 0 ぷ んまち
う ー - ん
そうす ると * *ま - ､ 本 当に
7 4 J M 3:
7 4 CM2: そ ん なに 僕は 一 乗 っ た ことは ない んで すけどとく にそ の - * *前 の あれ ､
7 5J M 3: うん ん †
7 5 C M 2: 東京 か ら大阪まで の まで のあれ *
7 6 J M 3:
7 6 C M 2: トビ ン
7 7JM 3:
77C M2: ん
7 8J M 3:
78 C M 2:
79 J M 3:
79 C M 2:
80 J M 3:
80 C M 2:
シ ヤ ル ト ビ ン†
シ ヤ ル トビ ン
い えい えあ ー わか らな い けども
刷 2 1 望
ンヤ ル トビ ン と* シ い うかis
シャ トル便†
シ ャ シ ヤ ル
シ ャ トル 便あ!すみませ
で *還L ポ,
む
たくさん ､ 元 々 たくさんなん
うん
か往復 して い ます ん で ､ こ の ぐら い で の ? ? から - 3 3便 まで と
ス_ ､ ‾ -
増や した *新幹線､ うん 1 0 0†乗り換えが * * *たぶ ん ､ なん か ? ?､ あ､ これ
あ ー そうです ね ､ だか ら多い と
は わ か り ませ ん が , 本当
81J M 3: い うた ぷ ん 多 い と思う
81CM2 :
うん * *
う ー - - うん
う ー - ん ､ あ じや じや 一 日本 人 * のなん か *
8 2J M 3: 悪 い と こ ろ とか とい うの はなん か ない ん です そ うで す､ 日 本人の 性格
8 2 C M 2:
8 3 J M 3: とか
8 3 C M 2: そ - で すね
日 本人 の †
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CM2ⅩJ M 3
1 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
u 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
m 留意された逸脱 :
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
iv 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
' 留意された逸脱 :
留意に適用された規範
評価
評価 に適用された規範
調整.
調整に適用された規範 二
調整 ス トラテ ジ ー :
Ⅵ 留意された逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用 された規範 :
調整 :
調整に適用された規範 :
va 留意された逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
m 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
Ⅸ 留意され た逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整に適用された規範 :
調整ス トラテ ジ ー :
: C M2 の名前を聞き取る ことができない
: 内的規範
:否 創勺｡ 相手の メ ッ セ ー ジを理解 しなければならない と感 じる
: 内的規範
.確認を要求する
内的規範
内的 ス トラテジ ー (確認要求を2回行う)
弁護士の言古題
内的規範
否定的
内的規範
C M 2 はヌ ー ドが出たりする深夜番組が悪いと思うこと
内的規範
骨定的｡ ｢面白か っ た+ と笑い ながら報告 した
内的規範
中国で ア ダル ト ･ ビ デオを見ると督察に捕まる可能性があるこ と
内的規範
骨定的｡
内的規範
C M2は言語生成に問題を抱えて い るためにジ ェ ス チ ャ ー を使 っ たこと
内的規範
C M2が抱えてい る問題を解決 しなければならない と感 じる
内的規範
適切な言葉を提供する
内的規範
内的 ス トラテジ ー
C M2 の質問の文脈が わか らない
内的規範
否定的｡ 相手 のメ ッ セ ー ジ を理解 しない と い けない と感 じる
内的規範
調整されない
内的規範 (談話の流れを中断したくないため)
新幹線の運行には無駄があるこ と
内的規範
肯定的o ｢面白い話題+ とFtJI で報告
内的規範
北京まで の電車は 一 日 に 一 本 しか ない こ と
内的規範
中立的｡ (驚い た)
内的規範
｢シ ヤ ル トビ ン+ の意味がわからない
内的規範
否 創勺o 相手の メ ッ セ ー ジを理解しなければならないと感 じる
内的規範
調整の必 要性をC M 2 に知らせる
内的規範
①内的ス トラテジ ー ｢ん†+
②内的 ス トラテジ ー : 身体を前に傾ける
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C M 2xJ M 3
x 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
③内的ス トラテジ - .A ｢シ ヤ ル トビン †J
C M2 のメ ッ セ ー ジを理解することができない
内的規範
否定的｡ 相手 の メ ッ セ ー ジ は全部わかるはずだ
内的規範
調整されない
調整に適用された規範 :接触規範o ｢わか らなくて も､ ま - ､ 大丈夫 ( 笑い)+ と FUIで報告
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A F3x JF 3
AF3ⅩJF 3
olJ甘3:初めて です か †
olA F8: は い
02JF 3:
o2A F 3: め ま して よろ しく
お - お - * *あ あ
初め て ですよね†
ああは い‡笑 い‡ は じめ ま して - -
へ - は じ めま しょう -i笑 い) は じ
よ ろ しくお 願 い しま - す ⅩⅩ† ⅩⅩ
濃o3衷如は - ⅩⅩ です ⅩⅩ
え っ と - ⅩⅩ で す､ ⅩⅩ
圏
03J F 3: ⅩⅩ､ お 願 い しま - す え っ と - はたち, 2 0 うん あっ ほ
o3 A F3:匡コ うん う ー ん * *あ ー そ - あの - あ ー * *何 歳で すか †
04JF 3: ん と じや あ 2年生† 3年生† 3年生
04A F 3: うん あ3 ､ 3年 おんな､ お ん な じ†
05J F 3: う ー ん と - 教 育学部の - * うん とス ポ ー ツ科学
05A F 8: 専故は †何です か
06J下3:
06 A F 3: り †o rス ポ ー ツ the r apy†
07J F3: ス ポ ー ツ -
07 A F 3:
あ ー う ー んと -
J
8ic altbe r a iij
うん うん 私も
あ ー 私 は - う ー ん と今2年生 うん
あ ー そ - そ -
あ､ あ ー ス ポ , ス ポ ー ツさ - あ ー * *あ ー *く す
ス ポ ー ツ サイ エ ン ス うん
う ー ん 日本語 で わか ん な い
栄養学とか - 医学 うん 心理学と か
あ ー - そ - そ
-
あ ー - そ - そ - * * *
‡笑 い)
あ ー わか り ま した - あ ー そ -
08JF 3: 仕事† 大学で
08 A F8: あ ー あ - * 大学で る時 に - な､ あ ー 仕 事､ あ ー あ - * 何ほ し い で すか † そ う
刑 3 7 1I 8
で る 一 大学 - で -
09JF 3= 終わ っ た後† あ､ 出た後 あ ー うん ､ あ ー まだ - あん まり ､ 考 えて な い ん だ け ど - そ
09A F 3: 出る時 に 何を した い かi∀ うん う ー ん‡笑
10J F 3: い う方向にも快 い‡い きた い と思う し - * *え､ 何 を専攻 して る ん ですか†
10AF 3: い)私も ‡笑 い‡ 私 の 専攻は こくさ ､ 国際関係論†
11JF 3: -
11 AF 3: そ - ､ え っ と - あ ー す こ し - 私 の マ イナ - は ､ 日本語†ア メ リカ の 大学 は - あ ー あ - 専攻 ､ メ ジ ャ ー ､ と マ
10
A F 3ⅩJF3
12JF 3: うん うん うん うん
12A F 3:イ ナ - が あ り ます､ あ ー マ イ ナ ー は小 さ い 専敵 うん , うん ､ T hat･syo ukno w* う ん勉絶する
13JF 3:
- ん * え､ 日本 に は - 1年 間だ け†
13 A F 3:
14JF3: -
14A F 3:
倒 2 8
まち､ 8月は に じ ゆうに
つ
来月† は -
あ ー 一 に ほ､ あん ､ に ほ ､ あん ､ 来月 ア メ リ カ に帰り ます そう ､ そ う
え､ 今年 の†
日本 に ､ 来 ま した
す ごく短 い ん だ - ‡笑 い)
はい ､ 今年､ そう そう､ ね - ､
15JF 8: ふ ー ん ⅩⅩⅩ† x x xT
15 A F 3: 私 は り ゆ う, 留学 生†あ ー ⅩX X､ カ ン ダ大学､ に 勉強 して い る､ い る ⅩXX､ ⅩX X大学 幕張に
16JF 3: あ - ､ あ - あ ー あ - ､ あ ー そ っ ち､ あ､ じゃ あ
16A F 3: - あり ます して ､ 知 っ て い ます†
ヘ -
ー･ そ う･なんだ -
新し い新し い 大学 そう * う ー ん ア メ リ
17J F 3: 喚 い〉 そ っ か - , え､ じゃ あもうず っ ともう後 は ア メ リ カ に †
17 A F 3: カ に帰 る 時i笑 い〉寂 しくなり ます
18JF 3: え ､ どん な仕事に就きた い ん で す か† うん
18A F 3: う ー ん ､ 大学出 る ときに †
19J F 3: う ー - ､ ん そ っ か - ‡突 い‡
うん､ そ う
そ っ か - ､
1珂 9
あ ー 国 際､ 仕事 が ほ しい け だ考えて
ア メ リカ は - う ん と､- ラス ベ ガ ス だけ
19A F3: い ます して ます挽 い〉ア メリカ 行 っ た こ とが あ り ます か†
20J F3: あ の グラ ン ドキ ャ ニ オ ン †
20A F3: - -
うん ､ を見に 行 っ て -
あ､ あ ー 私も大好き - す ごい 緒寓
うんす ご い , す ごか っ た
21JF 8:(笑 い‡ あ ー
21A F3: 私の ､ 私の 出身は - あ ー エ ル ゾナ † ェ ル ゾ ナ ､ そ う､ あ ー あ - けど､ あ ー ､ は ち､ は ､ あの 8才､ とき
22JF 3ニ どの 辺 † ア メリ カ の
22 AF3: に､ オ リ ガ ン ､ オ リ ガ ン 州 ､ 家族に あ ー ､ 行きま した そう､ あ ー * あ ー 難 しい , あ ー エ ル ゾナ は - ､
23JF3: うん うん うん う ん
23A F3: 南､ あ ー ､ 西 † け ど - オ レ ガ ン は - ､ あ ー * あ ー 北 ､ う ー * 西
10 1
うん うんうん
Se attle､ Se attle
A F 3xJF3
24JF 3: あ ー あ - あ ー あ 一 旗 い〉 ぁ ー
24J F 3: 知 っ て い ます か †イ チ ロ ー ､ イ チ ロ ー 鈴木 そ う､ あん ､ あん ､ あ ー ､ シ ア トル か ら - ､ あ ー 車で -
25JF 3: - - ふ ー ん うん
25 AF 3: あ ー ポ ー ? ラン ド私の - あ ー 町 ､ ????さん さん ､ 3 時間ぐら い か か ります 掛 ､
26J F 3: うん
26A F 3: す ごい
プ
ラス ベ ガス す ごい
す ご い きれ い だ っ た ､ なん か ､ で も､ 空港 に 一 降 り て - 外 出た時す ご い 暑か っ た , 暑 か っ た (ジ ュ ス
刑
摘
t 9
つ た表情) viュ
27JF 3:チ ャ
ー ) うん , 貫に に行 っ たか ら､ カ ナ ダに まず行 っ て - カナ ダか ら - お り てきた う
27 AF 3: う ー ん ､ な､ 夏† ふ ー ん
28J F 3: うん そう行 っ た
28 A F 3: あ ー ななん ､ な､ カナ ダに何衝 ､ 行きま した か †
カ ナ ダまわ っ て
うん とね - ､ カ ナ ダは なん だ っ けか な､ な
29J甘8: ん だ っ たん だろ あん ま快 い‡覚えてな い ん だけど - なん か ､ 氷 河が ある所､ 分 か り ますか ､
29 AF 3: 快 い‡
30J 甘2: ろ､ 氷 山っ て ､
SOAP S: 酉 ､ う ー ん 西､ 束
なん か 都市名言 っ てみ て , カ ナ ダ
う ー ん
なん だ
なん か す ごい ､ なん だ ろ ､ けっ こ う
あ ー ‡集 い‡
31J F3: 有名な､ メ ジ ャ ー な と こ に行 っ た ん だ け ど * *な ん か ､ なん だ っ た っ け ､ ナイ ア ガ ラ の 滝 と か は - ? ?? 側か
31A F3:
32JF3: ら見た
32A F 3: あ - そう
33J F 3: ふ ー ん
33A F 3:＋ 東
ナイ ア ガ ラ うん うん
ナ イ ア ガラ､ ナイア ガ ラ fans 行きま した† う ー ん ､ 東､ 東と思 い ま
うん､ 行 っ た (笑 い〉 あ行 っ て な い † あ､ そうなん
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な､ な､ ナ イ ア ガ ラ 血us† あ ー ､ そ う私も行きたし な い ､ ない ､ そ
34JF3: だ ､ - - ふ ー ん
34 A F3: う､ あん , 私､ 私 の - 私の 一 大 学は , ワ シ ン トン D C に､ に 今 あ ー あり ます あ､ けど - ､ ワ シ ン トン D C
35JF 3: うん うん あ そうなんだ - - ､ え､ 日 本で - どこか 千葉以外で行きま した†
35A F 3: か ら北, 行 っ た こ とが な い そ う うん あ ー ､ 日
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36JF 3:
うん
36 AF 3: 本､ 日本 で い ろ い ろ所行き ま した ､ あ ー ､ 千葉､ 干兼 ､ 私 の し､ あ､ 私 は あ 一 千菓で す､ あ ー 住ん で い る†
37JF 3: うん うんうん
37 AF 3: ホ ス ト家族と
38d下8:
38 A F3: 私､ 行きますか† * *
うん
住 ん で い る けど - あ ー *他 に *未見 あ ー 他に , 日本､ 日 本町†
行きます あた しが †
あ､ した ､ あ､ あ､ あ､ ごめ ん ､ あ ー あ -
39J F 3: うん と ､ どこか 他 の と こ ろに行きま したか†
39A F 3: 間 ､ 少 し､ お - わか り ます, もう 一 度 は い
40J甘3: お - 遠い う ー ん
40A F 3:熊本 うん ､ そう､ うん うん ､ あ ー 飛行機で ? ?
に行きます､
あ ー ､ ? ?の 最後 の 質
そう､ うん ､ あ ー ､ 九 州､
私 九州行 っ たこ とないi夷い‡ へ -
あ ー きれ い ､ す ご い きれ
41JF 3: ､ そうなん だ -
41 A F3: - ､ きれ - ､ きれ - ､ あ ー - 緒 に - 私 の 一 宮学生 の名前は X X です ､ x x ア メ リ カ人 ､ あ ー 一 緒 ､ あ ー ､ 九 州
42J F 3: ･ ふ ー ん ふ ー ん ふ ー ん
42A F 3: の 小さ い 町 ､ あ ー ､ 行 きま した 名前 は - *X X でした ､ 小さい ､ とて も小さい 山､ 山の ､ 部
43J甘3: ふ ー ん
43A F 3: 屋
挽 い‡ ぁ ー , うん うん うん うん
そう静か で ､ 夜静か - そ - ､ あ ー ん ､ 他 に 京都と奈良 そう､ 今､ 今か らさ
44J F 3: ふ ー ん 京都 か - 京都は ､ うん京都 は行 っ た こ と
44A F 3: ん ､ あ ー ､ 3週 3週前に * ホ ス ト家族と - 一 緒に京都と奈良に行きま した * 行 っ た† う ー
45JF 8: ある ､ 何回か
45 AF 3: ん
うん ､ きれ い * もうお 寺とかもい ろ い ろ回 っ て * お 寺†金閣寺と か うん
すごい きれ い ぅん
46J F3:
46A F 3: あ ー ､ う ー 私 の大好き 札 あ ー 京都 は私 の 大好きです､ あ ー ん ､ 京都の - お 寺 に - ブ ッ ダの
47JF 8: け っ こ ん し†
47A F3: こん し† け､ け っ こ ん し､ け っ こ ん し､ 結婚す る
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あ ー あ - あ ー あ -
あ ー あ - お 寺､
刑 2 1 0
けっ こん し * け っ
うん うん うん
あ ー ､ して い る †
A F 3ⅩJF 3
48J F 3: うん へ -
48 AF 3: うん ､ の ､ あ ー , み ､ 見 ま した き れ い ､ 女､ 女 の 人 は - す ご い きれ い
うん ､ なん か真 っ 白の こ う
あ､ あ､
49JF 3: うん うん うん うん うん うん - - ( 笑い) あ ー
49A F 3: し､ し､ 白 あ ー 顔 は 白 - きれ い ､ 見た ことない ､ そ うび っ く り - ち ょ ちょ っ と きれ い
そ っ か -
う
50JF 3: あ ー で もな ん か今 に ､ 日 本 の 一 人 で も - ウ ェ デ ィ ン グ ドレ ス T ドレ ス 着 るほ うが 多い か ら - ､ 結婚式で
50 AF 8: - ん うん
51J F 3: は うん そ っ か - * * * *扱 い‡ 趣味T 趣味は - ､ え っ とね - ､ あの 舞台を､ 見
51 A F 3: うん うん
52JF 3: る こと
52A F 8: 舞台 は †
53J F 3:
53 A F 3:
鮎鼠
”
&
T
⊥盛観は 一 茶
ミ ュ ー ジ カ ル うん
あ ー あ､ う､ あ ー
あ の - そ う
例 2 3 O
どの - どん なins七ru m e nt† * どんなin s七ru m e nt
あ ー う ー ん と - * ** そ - だ な* ** *
どん なも の † で きます･1i
54JF 3: んと
あ ー あ - そ うか ､ う
歌い ます､ か † o r'ギタ ー あ ー とか - あ
あた しが† あた しは ミ ュ ー ジカ ル は - えっ と見 るの が 好きで - うん ､ 自 分は
54 A F3: ､ あ､ 何や っ て い ます か † そ う ぁ ー
55J F 3: - や っ て な い ､ うん
55AF 3: - あ ー あ - そ う､ そう､ 見た い
うん､ 見る の が 好き で - うん i笑い‡
あ ー そう * * * * * * * * ** *どん な -
56J F3:
56 A F 3: あ ー * *あ ー あなた の 大好き ミ ュ ー ジ カ ル はな ん ､ 何で すか †
57JF 3: か - うん ､ す ご い 好き
57A F 3: あ ー 行き たい
私が 好きなの は - ､ えっ と - ､ レ ･ ミ ゼ ラブ ル と
あ､ 見た見た見た (笑い)
あ , pha nto m , pha nto m of the ope r a見た こ と が
58J F 3:
58A F 3: - ､ そ､ 私は * 言葉はわか ん な い けど､ う
59A F3: ､ 見た こ とある 一 緒構 い ろ い ろ
59JF 3: う ー ん
うん †笑 い)
例 8
日か ら * *
う ー ん ､ 見た -
水 (笑い) は ､ は ､ あ りま した･di
東京 どこ †見ま した
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60JF3: うん * 東京 の 劇場† ぅん ､
60AF 3: そう あ ー * *あ ー 他 に は ど こに行 っ た ことが ありますかT そ う､ げき､ げき じょ う†
61JF 3‥ う ー ん と 一 都市†それとも ミ ュ ー ジカ ル を見た場所†
61A F 3: う ー ん ､ あ ー ､ あ ー ん ､ ミ ュ ー ジカ ル ､ Aれ あ ー ､ ちが
62J F 3: あ ー あ -
62AF 3: うを､ あ､ ちが う?? あ ー ､ あ ー * *あ､ 他 に の ､ の 国､ 行 っ た , 行 っ た ことが あり ますか†
63J F 3: ? ? 日 本 じゃ なく て あ ー ､ え っ と -
63A F 3･･ う ､ あと､ あと国 そうそう ア メ リカとか -
64JF 3･･ - イ ギ リス と - イ タ リ ア † とス イ ス * と - あと * * ハ ワイ とか -
64A F 3: あ ー あ -
65JF 3: シ ア † うん あ ー 今年 - * 行 っ て き た､ バ リ は､ 夏 に､ パ リ
65 A F 3: あ ー す ごい
66J F 3: (笑 い‡
66A F 3: い ､
うん うんう ん , うん と
? ? ?
あ､ す ご い
パ パ リ†
あの 一 国†
フ ラ ン ス と
グア ム と - あと バ リ ーイ ン ドネ
ふ ー ん
えっ とイ ン ドネ シ アの ､ 町
あ ー あ - すご
す ご い ､ す ご い ね なん か ､ きれ い だ っ た し - ､ 楽 しか っ た う ー ん
行きた - い 快 い) ふ ー ん 楽 しそ う､ あ ー ､
67 ∬3: あ ー 大好きなと こ ろ､ イ タ リア の - ､ うんとね ､ ベ ニ ス † ベ ニ ス
67A F3: あと国の 大好きのと ころ は†な んで したか T ぁ ー
68J F 3: が ね､ す ごい きれ い で - ､ び っ くり した喚 い〉 うん 焼 い‡そ っ か * * *? ? ? ?､ 日本以
68A F 3= ? ? - - あ ー 行 きたい 私も行きた い 簸 い‡
69JF3: 外で は†
69A F3: うん †
うんと､ どこか他 の 国に あ､ そうなん だ
日本だけ うん そう､ あ ー ん * で も - ､ あ ー ん ､ 去年私 の 友達
70J F3: うん うん ぅ ー ん
70 A F8: は パ リ † パ リ に - あ ー 勉強 - ､ あ ー す る ､ つ もり か ら､ 私 と､ 他 に友達 ､ 一 緒 に - パ リ行 きた い う
71JF 8: そ っ か - (笑 い)ふ ー ん * パ リ､ パ リも ー 回だ け行 っ た うん ､ す ごい 短 い 時間だっ た けど うん ､
71A F3: ん 遊 び たい 喚 い) ぅ ー ん う ー ん
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72JF 3: なん か ほ ん と､ み ん なの希望 で
72A F3:
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用 され た規範
a
1n
iy
A F 3の苗字を聞き取るこ とができなか っ た
内的規範
評価されない
接触規範 (内的場面 で は ､ 相 手 の 苗字が分か らな い こ とは否定糾羊評価され ると描
測でき るた め)
逸脱 :A F3がJF3 の名前を間違えるが留意されない
留意に適用された規範 : 内的規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
Ⅴ 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
Ⅵ 逸脱
留意に適用された規範
vii 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
Ⅷ 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
Ⅸ 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整に適用され た規範 :
調整 ス トラテ ジ ー :
冗 留意された逸脱 :
: AF 8 は英語の 簿嚢を言う
内的規範
評価されない
接触規範 (内的場面 では ､ 否定的に評価されると推測できるため)
卒業後の進路を聞かれる こと
内的規範
否 創勺o ｢困 っ た+ と F UI で報告
内的規範
｢ハ ツ カ+ の代わりに A F3が ｢サン ジ ュ ウ ニ チ+ と言う
内的規範
評価され な っ た
接触規範 ( 内的場面 で は同 じような逸脱が否 創勺に評価され る と推測で きるた め)
AF 3の文法的な散用が留意されない
接触規範 (内的場面 で は同じような逸脱が否定的に評価されると推測できるた め)
:A F 3 は｢暑か っ た+ を理解して い ない
内的規範
否定的｡ 相手に自分のメ ッ セ ー ジ を伝えなければならない と感じる
内的規範
メ ッ セ ー ジ をAF3 に伝えようとする
内的規範
①内的 ス トラテジ ー : 語嚢の繰り返 し
②内的 ス トラテジ ー : ジ ェ ス チ ャ ー を使う
ア メ リカ 人であ るA F3がナイ ア ガラ の 滝に行 っ た こ とがない
接触規範
中立的o ｢意外で した+ とF UI で報告
内的規範
A F3 の発言を理解することが できない
内的規範
否定的｡ 相手が抱えてい る問題を解決 しなければならないと感じる
内的規範
調整の 必要性を相手 に知らせ る
内的規範
①内的 ス トラテ ジ ー : 上昇イ ン トネ ー シ ョ ン で語嚢を繰り返す
A F 3による急な話題変更
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 :否定的o ｢変化が激 しい+ とF ロⅠで報告
評価に適用された規範 : 内的規範
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Xl
Xn
調整 ‥ 調整されない (新しい話題に参加 しなければならない と感 じた)
調整に適用された規範: 内的規範
留意された逸脱 : A F3 の発音を理解する ことが できない
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範:
調整 :
調整に適用された規範:
内的規範
否定的
内的規範
会話の促進を維持しようとする
内的規範
調整 ス トラテジ ー : ①接触 ス トラテジ ー : 相手 のメ ッ セ ー ジを理解せず､ 適当に発言する
逸脱 :A F3 は｢泣く+ と い う欝嚢を生成する ことが できない ことが留意され ない
留意に適用された規範 : 内的規範
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A F3ⅩJF 4
ol A F 3: 始め ま して
olJF4: 始め ま して
よろ しく じや あ､ 始 め ま し ょ う† え ー ､ 私の 名前は A F 3､ A F3†
お願 い します
02 A F3:
o2J F4:: あの ､ 私 は ⅩⅩⅩ J 甘4､ J F4
03A F 3: あ ー そ う､ 専攻は†
o3J F 4:: 学生 です
J F4､ 始めま して
専攻は今法律
04 A F 3: - の 名前 は ? ? ?医者さん o r
O4J F4:
o5 A F 3: す ご い
05J F4: い え, い え､ い え
は じめ ま して
法律､
* そう
は い AF.3_ ､
* あ ー - *今仕事 があ りますか†大学生ですか†
例 1 6 O
あ ー !す ご いi
い え ､ い え
牡律 ､ 抵律は * あ * さん †ah綾律あ
あ ー あ,
あ ー 弁護 士 とか ､ あの - (領く) 裁判官､ 裁判官とかそ う い う 勉強す る
すご い ( 笑い) (笑い)
なりませ ん †笑 い) なりませ ん けど
06A F 3: はち ょ っ と疲れた はい ､ そ う､ 遅く 一 語 したらごめんなさ い
06J F 4:
0 7A F3: うん †
0 7J F 4: すか †く る前 に
あ ー ､ い やすみ ませ ん ､ 今日 ､ 私
い え､ い え､ い え ( 領く) 今日 は何 か あ っ たんで
* え､ 今､ 何 を し､ 1ike､ uh 私何を して い る† あ ー ､
*今 ､ 何､ あの お 疲れ ですか
08 A F3: 私 は ⅩⅩ, ah X X大学生 ⅩⅩ 知 っ て い ます か † Xj(､ ⅩⅩ 大学あ ー ､ 幕張
08J F 4･.
09 A F 3: う ー ん
09J F 4: 留学生 です か†
10 AF 3: あ､ 着き ま した
10JF 4:
11 A F 3:
11J F 4:
12 A F8:
12JF 4:
あ はい
そ う､ そ うそ う､
Ⅹ あ､ 外国語大学
そう, 留学生 ､ あ､ 来月 あ ー ､ あ ー ､ じゆ うい ､ 十六 日 に 帰 ります * あ - o あ ー ､ 八 月
早 い (笑い) 大学の †
あ､ (領く) †笑い) そ う､ あ､ 今 は修士 課程†
に住 ん で い る ホ ス ト家族とij
あ
Or e o n Se attleiii
日本 † 匹⊥ 如
は い は い
bo m e stay が あり ます､ うん で も A m e ric a 私 の ア メリ カ
例 l ヱ
Portla n
か ら近 い で も私 の 大学 は Wa shingto nD .C.に ､ うん ､ 遠 い ､ 日本 より遠 い 辿
は い
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13A F 3: _ 産土 * あ
13J F4:(笑 い) * *え ､ 今は ､ だ､ あの ､ ア メ リ カ の 方で も､ 下宿生活 して い る† 一 人暮ら しして い るん で すか
14A F 3:
一 人†
14JF 4:
16A F 8:
箪落†
あ の ､ - 人 で 生倍され て い るん で す か † か､ 通うの か
ub､ あ ー 生活 ､ あ､ 生括､ 生活 uh? ?uh 先
週 ､ わ か り ま した , で も 忘 れ る 忘れ ま した ､ ＼i∇
15JF 4: は い
oh､ 将来† し よ ､ う
ライ フ ､ ライ フ
16A F 3: ん † ぅん､ 皇藩､ u r m､ 豊漁ゝ _ 崖活
16 ∬4: うん ､ なん て言えば い い ‡笑 い) * * * * * * *なん て言 え ばい い ん で しょ う
17A F 3: あ, u r n, u r m､ も､ u r mもう 一 度言 っ てく ださい
17J 別: もうすみ ま せ ん ､ 今､ あ の , ア メ リカ の 方 で も､ あの ､ 大 学, 生で い らっ
18A F 3: うん
例 1 8 3
あ ー そう､ そう, oh,あ ー *
18JF4: しや る ん で い る ん で す よね 大学生 ､ で ､ あの ､ 家が 遠 い ん ですよね ､ シ ア トル
19AF 3: *
19J F4:
飛行機 で あ ー ､ 6時 間ぐら い か か ります よv
ほ い
20A F 3:
20JF 4: そうで すね
* ロm ､ 日本 , 日本 ､ 日本 も っ と ､ も っ と遠 い と思 い ます
少 しだけ * *あ ー そ う､ 家族は , 何人で すか† 4 ね ん､ あ ー あ -
4人 あた し - ､ も入 れて ､ 4 人 お
21 A F3:
21JF 4: 父 さん ､ とお 母さんと , あと､ あた しと弟
22A F 3: 私も､ 弟 い る ､ 1 6歳
22JF 4: あ ー
弟 ､ 弟 は何歳† あ ー あ - ､ そ う､
弟は今に じ ゆう､ です に じゆ つ さい
私 よ り､ す ご い 背が 高 い｡ i笑 い〉* あ ー ､ 高校､ . 高校ほ - ､ 2年
1 6歳 ､ 若 い ですね
23 AF3: 生､ 2年生†3 ､ 3年 生T､ 2 ､ 2年生 そう､ *うん ､ 将来､ あ ー 今､ 大学､ 院生ですか†大学
23JF 4
･
･
2､ 2年 生 生､
24A F3: 大学生 ､ あ ー ､ あ ー 大学で ､ どこに 行きた い ､ 大学､ 院 行きた い † uhu m､
24JF4: 大学生です 多分行かない と思 い ます
109
A F3ⅩJF 4
25 A F3: u m* 将 丸 あ ー ､ な､ なに - ､ あ ー を､ したい ですか† 快 い‡ 私も
25JF 4: まだ決ま っ て ない‡笑 い〉 は い ､ まだ､ ま だ､
26AF 3: うん､ そ う､ そうそう
26 ∬4: え､ あ､ い ろ､ 色々 やりた い こ とは ある ん で すけど､
う ー ん そ う､ そ う､
ま だ､ - つ には放 め られな い で すね
27A F 3: う ー ん , それ で ､ 千葉†､ 千葉 に住 ん で い ます か† あ ー そ う､ ? ? 暇､ 暇が 時が ある時 に何を しま すか †
27J F4: は い
28A F 3: * * * *
28J F4: 本 を統んだ り しますね
29 AF 3: す か†
29JF 4: ミス テ リ ー
(PJ 望 2 O
う ー m ､ 本†vi O b!そう､ そ う､ そ う､ そう､ 大好き の 本 は 何で
(手を本の ように 開く1 ブッ ク
あ ー ､ う ー ん , * *頭 が い い‡笑い‡
い えい えi笑 い〉
*今､ なん さ ､ あ ー ､ 3 ､ え ー ､ 3年生
2年 2 年生
30A F 3: あ - * *そ * * *出身 ､ 出身は 千葉､ 今 そ っ * 家族 と住 ん で る ､ ア パ ー トに † * *そう､ あ ｢ ､
30J F4: です は い
31A F 3: あ ー , ア メ リ カ に 行 っ た ことが あります か†
31J F4:
32 AF 3:
32JF 4: 国も､ 日 本か ら出た こ とな い ん です
あ ー そ う
33A F 3: か ない † あ ー
千葉 は い ､ 住ん で い ます､ は い
あ ー
海 外は な い ､ 行 っ た ことない で すね ア メリカ も､ 他 の
あ ー そ う * 他の 囲い きな い †あ､ 行
まだ どこに も い っ た こ とが ない んで す
あ, そ うそう, 高い ､
83JF4: い や ､ 行 っ てみ たい ん で すけど 機会がな い ､ まだ 時間とか ､ お金 とか ､ まだ､ ない
34A F 3: uhu m
343F 4:
う ー ん
何】 l -o 3
そう､ そ う､ ア メ リカ に 来て くださし
* 行 けた ら行きた い なと思うん です けど
35 A F3:
35JF 4: てみ た い で すけどね -
･〉
は い * *‡館く‡行 っ
アメ リ カ は､ あ ー ､ 法律大学院たくさ ん そう
あ､ そうで すか や っ ぱり ､ 法律関係だとア
36A F3: う ー ん ､ そうそ う
36JF4: メリカ の方 が進 ん で い ます か らね 日本は遅い です か ら‡笑 い‡
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37AF 3: う
- ん
37JF4: つと ロ
ー ス ク ー ル が で きる , そ うで すよ 日本にも､ ロ ー ス ク ー ル が でき る ､ か も しれない ､ つ て い う話
38 AF 3: ああ
- そ う
38JF 4: で
39AF 3: u mそう
39JF 4:
ア メリ カ の 方ほ ロ - ス ク ー ル ､ たくさん あ ります よ ね
u 千葉
千葉大学 に
40 AF 3:Aj
40JF 4: 捷律の 学校 が で き る
oh,oh,ok,は い u -
日本も､ つ く る､ そ うで すよ
* * *う -
千葉大学 に ､ あの ロ ー ス タ - ル が で き る っ て い う許 しが , あ るん で す よ
あ ー で も - ､ あ ー ん ､ 珍 しい † 日 本に †
そ うで すね
うん､ そ う * * *
は い ､ あの - は い ､ そ う ですね
41A F 3: ア メ リカ は ､ * *えと - ､ 難 し い ことは 分か らな い で も､ ア メ リ カ ､ ア メ リ カ人 ､ い つ も､ あ ー ､ ア メリ
41JF 4: あ ー
42A F3: カ けん ぽう､ けん ぽう ､ あ ー ､ けん ､ けん ぽう けんぽう､ あ - 憲法か ら､ アメ ､ あ ー ､ ア メ リカ 人
42く押4: は い あ
43AF3: い つ も､ あ ー ､ あ ー ､ 喧嘩､ す る か ら､ あ 牡律さん ､ い つ も､ い りますi笑 い‡ 難 しい うん
43JF 4: あ うん は い
44 AF 3: * * *
44J下4:
告
g
*
3
､
'
夫
9
#iきの 日 本 と こ ろほ､ なん ,大好 どこ ですか vii
(頭を横に傾ける)
い り ます‡笑い‡ う ー ん
九 州 と か 京都 う - ん ､
あ ー 京都 は い い で すね
45AF3.･ 私も､ で すね - * * - ケ 月 ､ - ケ月 前に行きま した
45dF 4:
留意され た逸脱 :A F3 のイ ン トネ ー シ ョ ン
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 中立的o ｢アメ リカ人のイ ン トネ ー シ ョ ン+ だと感 じた
評価に適用された規範 : 接触規範 (内的場面では同 じような逸脱が否定的に評価され ると推測できるため)
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
話題が急に変更されるため ､ A F3 が以前の質問を理解して いなか っ た こ とに気が
つ く
内的規範
否定的o 自分のメ ッ セ ー ジ が通 じなか っ た ため ､ ｢プレ ッ シ ャ - を感 じた+ とFUI
で戟告
内的規範
調整されない
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調整に適用された規範 :接触規範 (内的場面で は ､ 調整が行われると推測できるため)
i五
1 V
V l
V n
Ⅵ 11
逸脱
留意に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された逸脱
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
留意された逸脱
留意に適用された逸脱
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された逸脱
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
留意され た逸脱
留意に適用された逸脱
評価
評価に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された逸脱
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテジ ー
地轟を英語で発音した ことが留意されない
接触規範 (内的場面で は ､ 同 じような逸脱が留意され ると推測できるため)
｢生活+ は A F3 にと っ て理解不能
内的規範
否定的｡ 相手に自分の メ ッ セ ー ジ を伝えなけれ ばな らない と感 じる
内的規範
青い換えようとする
内的規範
①接触ス トラテジ - : 英語 で言 い換える
: 話題が急に変更されるため､ A 甘3 が以前の 質問を理解して い なか っ た こと に気が
つ く
: 内的規範
:否定的
: 内的規範
: 調整されない
: 接触規範｡ ｢私がもしか して こう英語で話 したら､ 私もそんなふうになる
の かな ‥ 私は 一 番サボ - ト､ サ ボ - トと い うわけ ではない ん ですけど､ 話を聞か
なきやな+ とFtJIで報告
: A 甘3が調整要求 マ ー カ ー を出し､ ｢本+ が理解不能である こと
: 内的規範
: 否定的o 相手 に自分のメ ッ セ - ジ を伝えなければならない と感 じる
: 内的規範
: 説明しようとする
: 内的規範
:①内的 ス トラテジ ー : ジ ェ ス チャ ー
②接触 ス トラテジ ー : 英語を使う
: ｢ア メ リカ に来て ください+ と AF 3に誘われた こ と
: 内的規範
: 中立的o ｢ア メ リカ人だ な+ と感 じたと F U Iで報告
: 内的規範
:A F3 の発言を理解する ことが できない
: 内的規範
:否定的｡ 相手 のメ ッ セ ー ジ を理解 しなければならない と感 じる
: 内的規範
:調整の必要性を相手に知らせ る
: 内的規範
:①内的 ス トラテ ジ ー : 非言語行動
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AF3xJF6
olJF5: は じめま して (笑い) よろ しくお願 い します
olAF3: は じめま して ､ よろ しくお願 い しま - す
o2JF5: 私の 名前は X X､ ⅩⅩ で す よ ろ しくお 願 い い た しま - す
o2 AF3: あ､ は い
o3 JF5: た ん で すか †なん か 遅くな っ ちゃ っ て
03 AF3:
04JF5:
04 AF3:
鼠Loえ1:
X X､ は ー い ､
私の 名前は ⅩⅩ†X X です
え､ ちょ っ 七 ど､ どう し
あ, そ う, 15 分に
よろ しくお願 い い た します
9
私は - ､ 遅 く - なり ませ ん で した† あ､ あ､
あ ー ､ え ー ､ 私は 後 ､ ur m､ u r m､ 私 は後 ､ i r に ､ な､ なり ま した ､ で も他 に 人†が遅く
05 JF5: ( 領く† 待たされて (笑 い) 分かりま した
05 A F3: - なり ま した か ら ､ でも私 ほ ､ あ ー あ - あ ー ､ ? ?, そ - ん - ん - ん - ､ ふ - ? ?､ い
06 JF5: 走っ て きた (笑い) 意外 と遠 い で
06AF3 : 蕊 , あ､ つ か れ た ､ あ ､ あ ー 千束 ､ 西千葉 か い り ん から こ こに ､ 走り ま した †笑 い)
07JF5: すも んね ､ あそ こ (笑い)
07AF3: (笑い) は､ あ ー は ､ 走 る - †ときに 遠 い
* * * *走 る ( 笑い) ん - あそ こ遠 い で すね
ん - †笑 い)
08 JF5: え､ 日 本に 来て どれくらい なん です か † 8 月
08AF3: - あ ー ん ､ どの ぐらい ､ 娃 ち､ 8月 ､ が つ - ､ に - ､ 25日 に 来ま した
09JF5:25 日 あ ー 4 ケ月 † じや , 今､ 初め て 日 本で 冬を過 ご して る 一 つ
09 AF3: うん , そ う ご､ ご､ あ ー ､ よ ､ 4 ケ 月 ぐら い † そ う
10JF5: て こと † 冬 ､ 日本 の冬 は初 め て
10 AF3: S T あは い ､ あ ー , い っ も 一 日本 †日 本の 冬は - - ､ あ ー , あ ー ､ あん ま り ､ 寒
11 JF5‥ * あ､ え っ と､ お国 は あめ り､ ア メ リカ ､ どこ†の , 出身
11 AF3 :く ない ､ と患い ます ob,
12 JF5: 寒 い です か
12AF3:
.C
.
例 1
† あ､ ん ､ え､ あ ー あ - ､ wa shin,do n.D.C､ 私の 大学は Washingto n.D.C.に ある†で も私 の 出身 は - ､
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13 JF5: うん うん うん ? ? ?
13 AF3: あ ー ､ あ ー 反 対†あ ー washingto n.D･C･ は束 †出身 は 一 番西 ､ れ
14JF5: ポ ､ ポ ､ ポ ー トラ ン ド!
14AF3: 知っ て い ます か †あ ー ポ ー トラ ン ド
15JF5: オ レ ゴ ン †
15 A F3: なさ - い
16 JF5: 0.K.? ? ?
16 AF3: right, 地 + 三度ム
17JF5: は あ っ た か い†
17 AF3:
そ っ ち､ 寒 い †
刑 2 1 3
o rtland Ore
ん †
て い ますか †PortlandOregon
オ レ ゴ ン 姐 ( 笑い)
Oregon そ う､ そ う､ ご旦左 し す い ま ､ ごめ ん
(領くⅠ反対側 です よ ね 東側 うん
そ う, あ ー ､ あ ー ､ se ale か ら､ じや - ､ 近 い * あ､ あ - あ? ? そう そう all
え ー ､ 寒 い ん です か ､ 冬 は じや､ す ー つ ご い 日本
あ ー ､ あ - ま り寒くない の か な､ あ ー
あん ま晋降らない し､ こ こ ら - ん は あ っ たか い † (笑い)
そう､ そう日 本 が - ､ え､ 日本 の ､ あ､ 方が あ っ たか い そう ､ そ う今 日､ 今 日は
18 JF5 : ん - ､ ぽ か ぽ か ぼ か ぽか あ っ たか くて い い で す よね ､ うん ､ うん ､ で も千莱
18AF3: - ､ あ､ ざ* *夏 †気持ちある† ん -
19JF5: は あ っ たか い け ど､ も っ と北 の ほう に行くと 日本も寒 い ん† 北海道† 雪 ､ 初
19 AF3: 寒 い ､ 北海道 分 か り ま したか † 北海道
20JF5: 雪†あ､ び っ くり した (笑 い)
20AF 3: そ う､ そ うす ご い ､ あ ､ あ ､ 昨日 ､ 昨日 は - ､ あ ー ､ あ - ､ あ ー ､ 地震† あ りま した 私も 懐 い)
21JF5‥ 急に 揺れ出 した か ら(笑 い) 地震はちょ っ と怖い で すね - ､ う ー ん ん ､ ち っ ちゃ い ､ なん
21 AF3‥ (笑い) すごい , 日本 ､ 日本 たくさんある
22 JF5: て ､ 狭 い 所 に い ろん ､ 建物 が密集してるから, ? ? ?? ? ? , もう､ 全部ダダダっ て ､ ? ? ? ? ?っ て ダ ダダ
22AF3: う - ん
23JF5‥ つ て あ ー な っ ちゃ う の が 怖 い
23∬3: あ ー
火事 とか 起きたら大変なこ と に な っ ちゃ う (館く) (笑い)
あの 怖 い - お - 火事 た ら - ､ たい へ ん
24JF5: え､ なに 日本語 8月 から習い 始め て ん のT え ー じゃ あ ん †
24AF3: ん - そ う､ そ う い ま ､ ん - ､ 今か ら ､ に ､ 週 間前, あ ー ､ 2週間に
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25JF5:
25AF3:Am eric a帰ります
あ､ え､ もう帰っ ちゃ う† じや 短期留学､ とか†ど? うん
そう ぅ ー ん ､ たん､ 短期 留学が - ､ 分か
26JF5: と - ､ 短 い 間 の - ､ 留学､ だ っ た の
26 AF3: り? ?
27 JF5: え
ー
あ､ じゃ ､ も う帰ん なくちゃ い けない んで すか †
そう､ そうそうそうそうそうそう, そ う､ だか ら - は
ね - また来れば い い †笑い‡ ね､ 飛行機 に乗ればすぐだから､ う ー
27 AF3: - 小 †笑 い) さみ しくなる - †笑 い) (笑い) ありが と ぅ -
28JF5: ん ､ で もア メ リカ も い い で すよね ､ 私も昔ア メリ カ に ちょ っ と行 っ たこ とが ある､ ? ? 1 カ月 しか い なか っ た
2SAF3 : ん あ, どこ †
29JF5: ん で すけど､ ア メ リカ の カ ル フ ォ ル ニ ア の ､ あっ たか く て ぽか ぽか 一 つ て したかん じの
29AF3: どこ† あ ー
30 JF5:サ ン フ ラ ン シ ス コ よ りず っ と上 の - , セ ン トラ ル バ レ ー つ て所 なん で すけど､ うん
30 A F3: ? ?† あ ー あ -
31JF5: み しく て もう､ ボ ロ ボ ロ ボ ロ ボ ロ 泣 い ちゃ っ て ､ う ん
31 AF3: あ ー
え､ あ､ califbmia､
1 ケ月 ､ す ごい さ
そうですか
そ う､ ホ ー ム ス テ イ､ 1 ケ 月
host､ ho m estayT あ ー ､ す
32JF5: で , 1 ケ月 間､ あの ハ イ ス ク - ル に ず っ とい て､ 体育と かも普通 に受けるん だけど､ み ん な大きい か
32 AF3: ご い す ごい あ ー
33JF5: ら ( 笑い) 班 (集い1 で も, もう負けてらんない と思 っ て 一 緒に な っ てや
33 A F3: ( 笑い) 皇且む ‡笑 い) ぁ､ そうか
34 JF5: つ て 楽 しか っ た
34 AF3:
35 JF5:
ん† サ ン フ ラ ン シ ス コ ､ うん
は - ､ 私 の 大好き所も 私の 大好き所もSanFran cis c o､ Sa nFra ncis co† そう ､ え､
うん うん
35 AF3:私 の - ､ あ ー ､ あ, お じさん と - ､ あ ー ､ お ばさん SanFra n cis c oに 住ん で い るか ら - ､ あ､ い っ も - ､ あ､ sam
36JF5: 行く サ ン フ ラ ン シ ス コ い い 所で すね､ また行きた い ､ うん ‡笑)
36AF3:Fr an cis c oT 行きます､ そう ぁ ー ､ お - ､ 一 緒に 来てくださ い (笑)
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37JF5: 行きた い な, あそ こは ほん と に よか っ たなと思うん で - ､ そ - ､ 食 べ 物もおい しか っ た､ フ ル ー ツもお い
37 AF3:
38 JF5: しか っ た し
-
､ なん ､ なん なん だ ろう
38 AF 3: あ ー Icecre a m? ?な食 べ 物 は †
大好き､ 大好き
あ､ あ､ あ､
なに ､ 何が 好きか†
39JF5‥ アメ リカ っ て ､ 食 べ 物†なん だろう†なん で もお い しか っ た ( 笑い) 盈 地 主 †笑 い) うー ん ､
39 AF3: ( 笑い) 払 三息⊥ (笑い)
40 JF5: で もり ん ごが ､ り ん ごが 一 番思 い 出す り ん ご､ ま る か じり で ､ カ グ っ て い つ も自分でサン ドイ ッ チ
40 AF3: う ､ そ - † あ ー
41 JF5: 作 っ て - ､ りん ご持 っ て ､ い つ も学校通 っ て ､ 楽 しか っ た ですね - ､ も ー ､ 高校 2年生の ときだから - ､ もう
41 AF3: あ ー あ -
42JF5: け っ こ う前の こ となん ですけど
42 A F3: あ ー あ -
もう大学 4 年 にな っ ちゃ っ た ん で †集 い)
43 JF5: 専攻は ､ あ ､ 法律 * 法経学部
43 AF3: - ､ 専攻は なん で すか ､ 専攻は すご - い ､ す ご - い頭 い -
よ ､ よ ､ 4年生†
今 4 年生です
( 笑い)
ん ､ ん､ ん ､ ん ､ ん ､ す ご
44 JF5: * *え､ い ま､ え ､ あ の ､ ア メ リカ の 大学で は な､ 何 を勉強されて るん で す か あ ー 国際 関係論
44 AF3.･ - い
45JF5 : え､ 将来 は何 に なりた い ん
45 AF3:ん - ん -
刑1 2 a･ 1 6 T
e r､ 将 来ah, o o shi
uhm 国際関係論† ん -
(前 に傾 け る〉 * 今
刑 9 .i
I
2 I 5
い ま して い ませ ん､†笑い) あー ､ 今 して い ませ ん
46JF5: 考えてな い
46 AF3: 今まだ 考えて そう､ そ う考えて る ､ あ ー ､ でも - ､ あ ー ､ い ま - 大学院､ 行く - ､ あ ー ､ の は 考 えて
47 JF5: あ､ 院 に
47 ∬3: い る †
も っ と勉強 した い ん で すね
ん - ん - ん -
48JF5:
48AF3: 済は - *悪 い か ら†
あ､ イ ン フ レ
今､
ん - ､ そ う､ い ま - am ericaは - ､ a m eri,a m eric aの - ､ あ ー ､ 経
テ ロ と か †
そう ､ あ ー ､ ん - ､ え､ そ う ､ え､ そう ､ あ ー ､
,
あ ー * *大学院､ 方
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49JF5: (笑 い)
49 AF3: が い い か も (笑 い)
出会 に るよ り ? ､ ちょ っ と ､ も うちょ っ と景気が良くなる の 待 っ て - (笑 いI
豊+と豊丘 そう そうそう
50JF5‥ うん ( 笑い) 学生が一 番だよね - ､ う ー ん ､ そう､ あ ー やっ ぱ学生が 一 番､ なん
50 AF3: そう * で ､ ちょ っ と - ､ 遊びた い (笑 い) うん ､ そう
51JF5‥ か ､ い い 身分と い うか , ね ､ だ っ て ､ なん て い う の か な､ う ー ん ､ そ うで すね､ え† 私です か†
51AF3: う ー ん あなた は †え ー ､ 将来紘 - ､ あ､ なに †何を し,
52JF5: 私は - ､ 今4 年生で もう卒菓す る じや な い です か - ､ なんで すけど､ 私､ 個人 的に ､ ちょ っ と､ 人 よ り遅 い ん
52 AF3: した い
53 JF5: だけど - ､ 今 か ら､ 今､ 今勉強 して て､ あの公務員 になりた い ん です 公務員､ ん 一 法律､ A r
53AF3: 公務員†公務員† 汝律 一 大学†
54JF5: じゃ なく て - ､ あの - ､ 国とか 一 に 対 して はたら､ 国とか で働く†
54 AF3:
大使館ではない ん だけど､
た い し､ 大使館†大使館
55 JF5‥ うん と､ なん て い うん だ ろう そ , 国の 仕事 ､ 園 - で の 仕事†国とか ､ そ う､ 県 とか † 栃木県とか ､
55AF3: あと こ に 一 仕事 ､ あ､ あ､ ああ､ あ ー ､ す ご い あ ー
56JF5:東京都と か､ そ うい うとこ ろ で働きた い † そ う､ そ う い う の をす るに は ､ 資格 ､ 資格､ 鮮 験を受けない
56AF3: あ ー い ろ い ろな ? ? ? ?
57 JF5: と い けな い の 試験を通らない とい けない か ら そ の 試験をまた ､ うん 6月 に 受けようかな 一 つ て
57 AF3: 資格､ あ ー あ - ､ あ ー ､ あ ー
58 JF5 : うん わた し - は そ ､ 試験の 勉強を今 して い る､ で ､ そ の 後試験 * うん ､ そ う
58AF3: * *試験 ､ 試験 ､ 試験 の 後､ と ころ して い る あ ー
59JF5: い ろ い ろ､ ほ ん ､ ね､ 本当は もう働 かない と 雌 払込遥吐ど､ 卒業 したら､ 普通 は､ でもち ょ っ とそれ が受
59AF3: あ ー う ん
60JF5 = け た い か ら､ うん ね ､ で ももう学生 じや なくな っ ちゃ うか らち ょ っ と , う ー ん ､ ね､ 不安な部分もあ
60AF3: あ ー そう ぅん
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A F3x JF5
61 JF5: るん だけれど うん (笑 い) 院 に行くなんてうらやま し い (笑 い) も､ 私ももうちょ っ とちや ん と勉強 し
61ÅF3: う
ー ん ､ うん そう あ ー
62JF5: て 院､ 院と か も行きた か っ たか な - ､ とか 思う し､ うん ( 笑い) ちょ っ と後悔 して る(笑 い) え
62 A F3: あ ー ( 笑い)
63JF5: † お も しろ い †
63 AF3: お も しろ い
&J 12 9
お も し ろい､
■
す ごい ､ 今風邪気味で ､ なん か 乾燥 しちゃ っ て ? ? ? ね そ う､
あ ー ､ お - ? ?い ま, う ー うん うん ､ あ
64 JF5:ず っ ともう､ 10日 ぐらい 風邪 ひ い ちや つ てて ､ 全然治らな い の 今 の 風 邪 はち ょ っ と しつ こ い か ら､ 漁色
64 AF3:
65JF5: 産土エむ虫(鼻をすす る) うん ､ そ ､ 風邪､
65 A F3:
66JF5:
66 AF3: か †
お , 今 ､ 風 邪† あ ー
'写!1んyii
う ー ん
農k
2
′芸け て - ､うii あ ー ､ い ､ い つ - は じめ ま した
* あ ー なん か ､ あの 10 日間ぐらい ず っ と､ 風邪 をひ い て て ､ 10日 前か ら うん
あ ー
例 5
う ー ､ 気 をつ けて - い ､ あ ー ､ ん ､ え ー
67JF5:
67 AF3: 病院に い きま したか†
*但立 地
あ ー ､ 薬飲ん だ†
薬は ､ とりあえず家でね てて ､ ず っ と, 今はもうだい
68JF5: た い 落着 い た か ら､ もう特に 飲 ん で な い で す､ うん 虹 + え ､ 風邪の とき っ て い つ も どう して ま す†
68 AF3:
ii
例 5 2 I
あ ー ､
I 0 3
気 を付けて - ix ( 笑い)
留意され た逸脱 : A F 3 の メッ セ - ジ を 理解す る こ とが できない
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 :否定的｡ ｢わかりにく いなと思 っ た+ とF U Iで報告
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
内的規範
理解 しようとする
内的
①接触ス トラテジ ー ‥ 相手 の タ ー ン が終わるまで聞いて理解しようとする｡
英語 の ままの発音
内的規範
評価されない ｡ ｢それは自分の 国の ね､ 青 い方で言えばい いと思う+ と F U Iで報告
接触規範( 内的場面で は ､ 同じような逸脱が否定的に評価されると推測できるた め)
AF3 のメ ッ セ ー ジ は理解不能
内的規範
評価 : 否定的｡ 相手の メ ッ セ ー ジを理解 しなければならないと感じる
評価に適用された規範 ‥ 内的規範
調整 : 調整の必要性を相手に知らせ る
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A F 3x JF 5
調整に適用された規範 : 内的規範
調整 ス トラテジ ー :①内的ス トラテ ジ ー : 間投詞
②内的ス トラテ ジ ー : 繰 り返 し
1V
Vl
vii
viii
lX
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用 され た規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範 : 内的規範
調整 :相手に調整の 必要性を知らせ る
調整に適用された規範
調整 ス トラテジ ー
留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
7 J( 9 -
内的規範
否定的
内的規範
調整されない
内的規範 (内的場面 でも同 じような逸脱が調整され ないと推測できるため)
A F3 の 発言を理解するこ とが できない
内的規範
否定 札 相手の メ ッ セ ー ジを 理解 しなければならないと感 じる
内的規範
①内的 ス トラテジ ー : 非言語行動
②内的 ス トラテジ ー : 繰 り返 し
AF3 の ｢おもしろ い+ と いう反応
内的規範
否 創勺｡ ｢全く自分の 意見が入 っ て い ない です ‥ 流された+ と FUI で 報告
内的規範
相手が言 っ た ことを確認しようとする
内的規範
①内的ス トラテジ ー : 間投詞
A F 3 は真剣に聞い て い ない
内的規範
否定的｡ ｢また流された+ と F U I で報告
内的規範
調整されない
内的規範
AF3は感情を表さず､ ｢気を つ けて+ と言う
内的規範
否定的
評価に適用された規範 : 内的規範
調整
調整に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整されない
内的規範
AF3 は感情を表さず､ ｢気をつ けて+ と言う
内的規範
否定的｡ ｢本当に心配 して い る感 じではない+ と F U I で報告
内的規範
調整されない
内的規範
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B F 3xJF 3
BF3ⅩJF 3
olJF 3:あ､ は じめ ま して -
01BF 3: は じめま してl､ 敗払 申 しますi
o2JF 3: ⅩⅩ っ て あ ー
o2B F3 : ⅩⅩ､ あ ､ 両 親は 日本人 で -
03JF 3:
o3BF 3:本語 ､ 日本静 の 名前 じや ない の で? ?
え､ ⅩⅩ† ⅩⅩ さん †あ､ じや あ ハ ー フ か † * *え､ X X､
ⅩⅩ は い
あ､ そ うなん ですか ､ - -
私 は ブ ラ ジ ル で 生 ま れ た
あ ー ､ えっ と､ 私は ⅩⅩ で す お願 い します
o4JF 3: ず っ と向 こ う､ に住 ん で ら した ん です か†
04 BF 3:
ⅩⅩ っ て い う の は ､ 日
え､ じゃ あ
‡笑 い‡よろ しく
うん .
は い ､ あそ こ､ 向 こうで - 生まれて ､ あの - 兄も日 本人ね 日本
05JF 3:
05B F 3: に 生まれて , そ れ か らあ の - * あ ー ､ 両親 とあ､ 兄 が あの ､ ブ ラ ジ ル に 引越 しま した
06J F 3: か こ う､ ブラ ジ ル で 一 家庭の 中で も日 本哲で しや べ っ て ら した ん で すか T
O6B F 3: うん
あ ー ､ え, じや あ､ なん
う ー ん ､ う ー ん ､ 子供 の 時は も
07J F3: うん ,s
O7B F 3: う ー あ､ 日 本語だけな あ の 一 挙校 - 入 っ たらもう - あ の - * あ ー あ の - ､ ポ ル トガル 語 と あ の 日 本語が
08J F3: - AJ & - jL,
08B F 3: 母 は あの - あま り､ ポ ル トガ ル 語わからな い の そ れで ､ あの - 父 は ､ あの - そ とで 働 い て い るか ら -
09JF 3:
09BF 3: あの - で き､ よくで きた けど､ うん ､ 母親は ちょ っ と - ､ ポル トガル 語を使 い なが ら､ ちょ っ と､ う ー ん * *
10JF 3: i笑 い〉 へ - ､ え､ じや あ今
10即 3: うん , あの - ､ 怒 っ て るときは日本語で言 っ て ､ 怒っ て る の はす ぐ分るなの に , 怒 っ てるね
11J F3: ご家族 は ブラ ジ ル に * *住ん で で ､ 今 * * お 一 人 で 来た ､ あ､ 日本 に ふ - ん
11B F3: うん ､ そ う
12JF3: ふ ー ん
12BF 3: ま した * あ の - 留学生 ､ あの 一 文部省で研究生で 来ま した * *
120
あ､ そ う､ あの - 勉強† の ため に来
- -
､ え ､ どの くら い ､ 期間
あ､ 私､
B F3x JF 3
13JF 3: ふ ー ん
13B F3: 前に ､ あの - ､ あ ー 二 年間†行 っ て - 私 ､ 今 年の 4月 に あの ブ ラ ジ ル - 帰っ た† それから 6 ケ 月 はもう､
14J F3: あ へ -
ふ ー ん
14即
､
3:先月来ま した ､ ま ､ ま た戻 っ て き ま した が * *あの - 今は ､ 2月 ま で , 4 ケ月 だ け ど 研究を終 わ る †
15JF 3: え､ 何 の 研究され て い るん ですか †
15B F 3: ために だけ､ 来ま した
＋ - I
)
-
あの - ､ 薬学 ?､ リ ュ ウ マ チ 関係 の 研究を して る ん
16J F3: い 挽 い) え､ そ れブ ラ ジ ル で も して るん で すか † それとも
16B F 3‥ です醜 い‡す ごくな い うん して ま す､ 晶あ夕貴ジ ル で - ､ あの 大
17JF 8:
17B F 3:匝頭蛋三三至ヨ､ それ で研究は - , もう､ ち ょ っ と､ こ こ の 日本よ り - ､ 進ん で ない ､ それ で - あ の ､ し
18JF 8:
へ ､ - -
18B F3･･ をこ こ で ち ょ っ と､ で きにく い とか ､ こう､ あの - も っ と高 い †方法を学び に来た うん ､ そ う日本 は､
19J F8: 簸 い‡ ふ ー ん あ ー そ っ か - す ご - い ､ え､ じや あ向 こうで大学 の 先生を して る
19BF 3: たくさんお金も っ て る‡笑 い‡それ で うん
20JF 3: ん で すか † お - す ご - い‡笑 い‡
20B F 3: あ､ は い
へ
-
け ど､ う､ う ー ん ､ そ ん なに じや な い
21 ∬3: は い ､ え っ と今大学2年生† で ､ ちょ っ と - 教育学部､ で ､ ス ポ ー ツ 科学
21B F 3: ふ ー ん
うん ､ あの ､ Ⅹ さん は 学生†
うん ､ を専 攻､ し
あ､ ス ポ ー ツ
22J F3‥ て い ます 将来何か ､ う ー ん ､ や り たい の は あっ たん で すけど - ､.今んとこまた揺
22 B F3:
例1 1 5I 2 2 1
ふ ー ん ､ あとで , 何 をや っ てiji
28JF8: らぎ出 して て - ､ ど - しよ っ か な 一 つ て(笑 い‡
23B F3‥ で ､ per s o n alな ト レ ー ナ ー †
うん †トレ ー ナ ー †
pe r so n al､ ト､
24JF 3: あ ー はい
24B F3: ト レ ー ナ ー ､ あ の - ､ 例 えば､ あの - 私は リ ュ ウ マ チ 一 に ､ あの - * * *研 究 して るね ､ そ れ で あ の - ､
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B F3x JF3
25JF3: うん
25B F 3: ス ポ
ー ツ の 方も､ あ の - そ の 患者に大事な それ で - ちゃ ん とあの - ス ポ ー ツ†専門家の 人が ､ ちゃ ん と
26 ∬3: うん
26B F 3: どの 運動 をや っ た ら関節に い い ､ い い か ､ そ れ､ ただ薬で は だ め 薬だけ で - ､ あの 病気 は治らな い * *
27JF 3: (笑 い〉
27B F3 ‥ ほ ん とは 治らない け ど快 い)あ の - ､ ど うい う† この 痛み とか , こうならない よ うに､ ま あス ポ ー ツ と か - ､
28JF 3:
28B F 8: あの - リ ハ ビリテ ー シ ョ ン †の ､ その * 専門家が い て - ､ すん ご い あの - ､ 最近は * お金も ー あ の - * お金も
29J F3: ふ ー ん
29 B F8: - あの - * たく さん も ら っ て る し - そ れ か らあ の - ､ 患者さん の す ごく大事､ な, そ れか ら医者は - た だ薬
30JF 8: う ー ん ふ ー ん(笑 い‡そ っ か
30B F 8: †とか ､ 治療､ で ､ け どそ の - ス ポ ー ツ の 専門家が ､ あの ､ ? ? になる 大事なこ と
81J F 3: - は い う - ん と - * * いろい ろ あっ て - * * *そ - だ な
81 B F 3: それで 教育､ 学部で ス ポ ー ツ の 方† どんなス ポ ー ツ†
32JF 3: ‾ ､ う ー ん と - ､ ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン トと か - ､ あと 一 級営論､ とか - ､ で - ､ 理系に なると ス ポ ー ツ 栄養学､
82 B F3･.
33JF3: とか ､ 栄養､ うん ､ 栄養 の 一 例 え ば なん か こう､ 何 を食 べ た ら - うん ､ い い とか - そ う * そ - ゆ - の と
33B F 3: あ ー は い うん うん
34J F 3: か あとは * *う ー ん ､ ス ポ ー ツ 医学 * *うん ､ ? ? の仕方とか
34BF 3: うん うん
35JF3: ､ サ ッ カ ー とかや っ た り テ ニ ス や っ た りとか‡笑い‡い ろ い ろi笑い‡
とか - ､ あと は - まあ自分がや りたい
今､ 入 っ てま
35B F 3: あ ー サ ッ カ ー ふ ー ん ､ 何か ク ラブ に入 っ て ます か †
36JF 3: す え っ と体操† うん､ に 入 っ て る
36B F3: うん 体操 * *う ー ん ､ 私は ､ 昨日 ､ 卓球､ の ､ 卓球セ ン タ ー †千葉卓球セ ン
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B F 3xJF 3
37JF 8: ふ
ー ん
37B F3: タ -
ふ ー ん
うん ､ あの看板見て - 私あそ こ に 見に行 っ た の そ れで 私､ あの 子供 の とき卓球 ､ 選手だっ
38JF 3: へ
‾
あ ー あ -
38BF 3: た の ､ ブ ラ ジ ル で ､ そ れで ､ 昨 日 見 た の ､ あ ､ も う1回 や りた い っ て 観 い‡多分あの 始まる * *来週 か ら日曜
39JF 3‥ へ
-
そ うなん だ､ なん か ､ えっ 学校とか で は ､ こ こで は やらない † あ
39B F 3: 日 うん ぅ ー ん うん ､ ち ょ っ と時間が ない ね ､ あ
40JF3: - 卓球 † う - ん ､ 卓球だけや
40B F 3: の - ､ わ か らな い , こ こ の , あ の - サ ー ク ル で 日 曜日や っ て ます か † うん ､ わか らない ね
41∬ 3: つて るサ ー ク ル は ない かも しれ ､ なん か い ろ い ろや るサ ー ク ル の 中で､ 卓球や る の は あるか も しれ ない ､ あ と
41B F 3:
42J F3: は 部活とか , あとなん か昼休み に遊 ん で る人もい る し(笑 い‡卓球や っ て あ ー す
42 B F3: うん うん うん ､ そう､ そ こは もうす ごか っ た､ 皆プ ロ で
43JF 3: ごい うまい‡笑 い) ふ ー ん
43B F 3: 快 い‡でき るか な 一 つ て ､ そ う 私､ あの - 来 た と き - や り たか っ た の ね ､ け ど 一隊 高 言
44JF 3: こ こ の † あ ー え ー それ
44 BF 3: 私 の 先生 は ち ょ っ と厳 し い ね うん そう､ 9 暗か ら 9暗まで や らなきや ､ 4年生もそうよi､･
45JF3: は つ らい(笑 い‡ それは大学の中でも - 厳 し い 方だ と思うi集い〉
45B F 3: - ん う - ん ､ そ れか らあの - 土曜 日も､ 行 か なき ゃ
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
嗣整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
つ
B F3 の名前に日本語と他の言語の バ ラ エ テ ィ が入 っ て い たため ､ 理解する ことがで
きなか っ た
接触規範 (相手が 日本語と他の バ ラ エ テ ィ の名前を持 つ とは考えなか っ た)
否定的｡ ｢ⅩⅩ ま で 日本語の 名前だ っ た んで ､ もう自分の 中で ､ あ日本 の 名前が来る
んと思い 込んでたんで ､ そ こ で ⅩⅩ と来たんで ､ 多分普通に ⅩⅩさんみたく ､ 向こ
う の名前が来ると思 っ て い れ ば､ 普通に聞き取れん ですけど､ 思 っ て ない と ころに
来たんで ､
"
え !
' '
+ と感 じたと FUI で 報告
内的規範
名前の繰り返 しを要求する
内的規範
①内的 ス トラテジ ー : 上昇イ ン トネ ー シ ョ ン で繰 り返す
n 留意された逸脱 : B F 3 はブラジル で大学の先生だ っ た
留意に適用された規範 :内的規範
評価 :肯定的
1 23
B F 3xJF 3
評価に適用された規範: 内的規範
Ⅱl
iv
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された逸脱
調整 ス トラテ ジ ー
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
: 卒菓後の進路に つ い て聞かれた こ と
内的規範
否定的
内的規範
唆昧に答える
内的規範
①内的 ス トラテジ ー : 唆味な答え
こ BF3 の研究室の 厳しさ
内的規範
中立的 (驚い た)
内的規範
1 2 4
BF 3xJF 4
BF3ⅩJF 4
o1∬4: は じめま して X Xと申 します あ､ 名 前は ⅩⅩ です は い X Xさん ､
olB F 3: は じめま して ⅩⅩ と 申 します ⅩⅩ†
o2JF4: あ - ､ よろ しく お願 い します
02B F 3:
o3JF 4: 学部 の 牡学科 です
o3B F 3: は ､ す ごい
‡飲み 物を用意す る) * ** * *
い え い え は い
法律の 何年生†
ⅩⅩ† あ､ 私は Ⅹ､ ⅩⅩ
は い .え ー あの 一 法経
也
ん は - あの - 専 門は †i
今2年生です､ は い ､ まだまだ､ う - ん､ 新人で す ( 笑
(笑
o4J F 4: い) 新人です､ 下 の ､ 下 の 方 です
04BF 3: い) う ー ん * * * *何 の - ､ 何に なり た い †
ま だ決まっ て な い です け ど､ 具体 的に
05d甘4: は､ ま あで も普通に就職しちや うの劫血生あ( 笑い) とも思うん で すけど､ あの - 普通の 企業の と こ ろと か会
05B F8: う ー ん､ う ー ん
06 ∬4: 社員とか
06B F 3:
07JF 4:
07B F 3:
08J F 4:
08B F 3:
農d)姦存
殺人 あ ､ 警 察官とか ですか † あ -
とか - それ か らあの - (ジ ェ ス チ ャ ー ) 殺人† した人をそう い う そ う
あ ー うん
そ れは あの セ ク ハ ラ の - とか い ろ い ろ - あ るんii
柄 .1 6･ 8 6
o a n､ 1oa nii
09J F 4: い)
あの - は ､ 払 わ ない ､ あの ､ と い うの は､ 家を - 買 っ て - ､
うん ､ そ うい うような絵律をや っ て ますね
払わない 人と か
あ ー あります ね
09B F 3: い) うー ん ､ 医者 の ミ ス とか
10J F4: ? ? ? そうですね
うん * * * * * *まだ迷 っ て る
10B F3: 的 に は､ 全部勉強す る - の ､ あと で - あの - マ ス タ†
* うんまあ人それぞれ こ う (笑
ふ ー ん (質
ウ ? ? ? ? ?
でも､ う ー ん ､ 基本
あ ー マ ス タ - の 方に 行く人はあんまり い ない
で ? ? ? ?
11JF 4: ん ですよ 日本だとや っ ぱりまあ ロ ー ス ク ー ル っ て い うか 法律の専門の あの 勉強す る場所みた い なの
11BF 3: ふ ー ん あ ー
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12JF 4: が まだない の で -
1男BF3:
大学､ 出たらもう､ 普通に ､ 就職 しちゃ っ たりとか, そう い う試験を
あ ー ､ そうな ん です か
13JF4 :勉強す る人 が や っ ぱり ? ?人ぐらい しか受 か ん ない の で ､ 勉強 した り とか い う感 じに な っ ちゃ うん ですよね
13B F 3: ふ ー ん
14JF 4: あとは 大学院以外にあの - そ の 法律の 専門を敢えて る あの 学校がある ん で
14B F 3: 体み ん な､ そ の , 4 年生†で ? ? ?
15J F4‥ す けど､ 専門学校が ､ そ っ ちの 方 と大学両方行 っ て､ 勉強す る人も い るん で すよ
15B F3: う ー ん う ー ん う ー ん､ きょ ､ 日 本は - あの
16JF 4:
16B F 3: - そん な 一 間鰭 は ､ なん か そん なに ない ､ ア メ リカ とか ､ 例 えば ビル ･ ク リ ン トンと
17J F4: うん
17B F 3: †とか - ､ あ､ あれ はもう, あの - 弁護 士 がす ご い ね 例えさ
18JF 4:
18B F 3: あ､ ごめん なさ い ､ あの
例 L (1 O･ I l B
eight hu ndr edT
例 g 0
a tlla
うん
モ ニ カ ･ ル ビン ス キ
8 0 0†8 00 * * *
あ ー 何か音して る ん です
tho u sa nd ダラ ー あ ー 何か 音 して る ね
19J F4: か† あ は い あ ー (笑 い)
19B F8 : 機械 ち ょ っ と 呼 び ます ( 来客)そう､ 先週 は あ の - 一 度 だ け して や っ て ､ もう (笑い) (莱
20JF 4: は い
20B F 3: 客Ⅰ あ の ､ あ の
21JF 4:
21B F 3: * * **
22JF 4:
22B F8:
例1 8 7
a tlla
rf
I
J 3 9
す ごくお 金だ っ た の ､
8 0 万 かな
あの - 8 0 0､ あ､ 8 0†8 0 0 0* *8 0 00 8 0 万†
あ ー お -
それ で - pa ulajo nes に は - 2 0 だけ い っ て - ､ 6 0 は弁護 士 に す っ ご い
よね (笑い) お金もらおうvij
弁護 士 っ て い う と､ そ うで す よね､ や っ ぱり * * ア メ リカ の 方 はや っ ばり弁護士
( 笑い〉 そ う
28JF 4: の 人い っ ぱい い る じや ない です か ､ で ､ 日 本の 方は まだあんまり､ ね, - 応 ､ で ､ で ､ そう い う あの - モ ニ カ
28B F3: うん う ー ん
1 2 6
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24J F 4: ? ? ?さ んみ たい の も､ い わゆ る民事､ 民事裁判の時とか は 結構 ､ 民事裁判 ? ? ? ?人は ､ そ う結構お金儲け
24B F 3; う ー ん う ー ん
25J F4: て る ( 笑い) あの 殺人とか の 弁護 士さ んとか は あんま りお金もらわない はい
25B F 3: ‡笑 い) ぅ ー ん そ う､ それで 銀行 に働い て ると か､
26JF 4: は い
26B F3: 会社､ 大き い 会社 に働 い て る 人 は - お金も
そう､ そうで すね
27JF4: あ､ は い そ うです ね
27B F8‥ ラ ジ ル か ら ? ?? 絹 士 は い っ も 匹 ヨで
もらう､ そう､ 私 - ､ ブラジ ル で - ､ あ､ プ
そ うですね ､ あの ､
日本で はそ うで もない†
28J下4‥ どっ ちらか っ て い うと弁護士 にな っ て か らお金 入 っ て く る感 じですね 日本はや っ ばり ､ どっ ちか
28 即
'
3: (突 い) ふ ー ん
29 ∬4: つて い うと結構､ す ご い ､ 耗験が 厳 しい ん です よ､ 今は もう少 し､ あの ゆるくす る っ て い うか ､ もう少 し人を
皇9B F 3: うん うん
30J F4: たくさん 取 ろうみ た い な 国家試験 え ー ､ あの 一 国家試験で最近もうち ょ っ と､ 人数が 少な い か
SO肝
-
3: は い 国家群験† うん
31JF4 ･･ ら増や そ う っ て い う感 じに な っ て ､ だ か ら逆に だ か らあ の - 受か っ て - こ う弁護士 に な っ た りす るとや っ ぱり
81B F 3: う ー ん
32J F4: エ リ ー ト ､ なります よね う - ん *倍率が 1 00人受けて 3人受か る ぐらい ですね で 少ない で
32BF 3: ふ ー ん ふ ー ん そ ん なに
83JF4: す ね 1 0 0人 ､ 3% しか ない ん で - (笑い) 受か る確率､ 1年で , しか も 1年に 1 蹄 験があっ て - 受 か る
33BF 3: - - (笑い) ぅん
34 押4: 人は 3 人､ 1 0 0人 中､ 3 %､ で ､ 大体今 の と こ ろは 5 0 0 人くら い ､ あ､ ? ? ? ? ? 8 0 0 人くらい い る
84BF 3: ふ ー ん
85JF4: かな､ 受か るん で , まあそ れ の 3 % なんで す ､ だか らもうたくさ ん受けにきてます けどあんまり受か ん な い
85B F3:
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36JF 4: ( 集い)
36 B F3: * ふ
ー んす ごい ‡笑 い) 難しそう
37JF4: た くさん は い ます
37BF 3: さん い る
38JF4: しち や う ん です よ
38B F 3: 他も†
難 し い ですね､ だ か ら千葉大学からなる人もほとんどい な い
うん うん けど学生はたく
え ー ､ 大体企業とか に就職
けど､ それ ､ け ど､ それ を - 受 けなか っ た らどうな る†
結 い ､ あ の
こ と - ､ で働き†
そう で すね ､ あの ､ 大体普通 の
ア シ ス タ ン トじや ない†
89JF 4: そ うですね､ ア シ ス タ ン ト っ ぼ い の に な る方もい ますけど､ そ れ もや っ ばり あん ま り人数い らない ん で , そ う
39B F 3: ふ ー ん
40JF 4: で すね ､ だか ら法学､ 捷律 の 学 科に入 っ た か らっ て い っ て ､ そ っ ちの 道 に進む 人 っ て いう の.は ほ とん ど い な い
40B F8:
41J F 4‥ です よ ､ あの 千葉大学とか 東大 とか あっ ちの 頭 い い 人た ちは もうそう い うと こ に ､ 逆 に､ 頭 の い い 人達が
41BF8: ふ ー ん うん うん
42JF 4: もうどん どん行 っ ちゃ うん で う ー ん ､ どっ ちか っ て い うと こ うあんまり蓮 馳 (笑い)ム童埜垂､
42B F 3: ふ ー ん
43 ∬4: い や いや いや い や い や っ て ､ 頭書くない で す よ､ そ う い う､ そ う､ そ うや っ ぱり､.逆に
- や っ ぱり 受け
48B F 3: き っ と †笑 い)
44 ∬4‥ ても何年もか か っ ちゃ うん で ､ 何 年もか か っ て 勉強す るより は ､ や っ ぱり あの 普通 の 民間の 金融とか に就職 し
44 B F3: うん
45JF 4: ちゃ っ た方が ､ い い か な っ て い う､ 思う人が い っ ぱい い る､ 私 なん か もあんまり試験を
,塾エ 辿 墨
45B F3: うん ぁ ー
46J F4: つ て る ん ですけど(笑 い) ああ -
46B F 3: そ ん なこ とはない ､ 絶対受ける っ て (ガ ッ ツポ ー ズ) あの - ､ う ー ん ､ ブ ラ ジル で - い つ もみ ん な､ 何か ､ ト
47J F4: は い は い
47BF3‥ ラブ ル ､ あ, トラ ブル † 起 こ っ た ら - 弁護 士 に 呼ん で､ な ､
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B F 3x JF 4
48JF4: あ､ そうなん です か 日本だとあんまり弁護士 の人 っ て 身近 じや ない ん で すよ､ 結構､ 頼む っ て い うか相
48BF 3:回 うん
49∬4: 談 しに行くの に も結構ためら っ ちゃ う
49B F 3:
50JF 4: (笑い)
50B F 3
･
.
ン トされ る† (笑 い) (飲み物を用意)
51JF 4: ね
ふ ー ん ､ あ の 時計が †ス ト ッ プ ウオ ッ チ を押す し ぐさ) 何時間†で カ ウ
結構あの - ､ あんま り こ う､ 気軽 に こ う相釈､ あの ､ で きな い ん ですよ
うんうん
相駄科とかもか か り ますからね
51B F 3: う ー ん ､ そう払わなきゃ - ､ あの -
52J F4: ? ? ? ?
そう､ あの - 何か *ち ょ っ と名前†有名
チ ヤ (ス トッ プ ウオ ッ チ を押す し
52B F 8: な弁護 士 は ちゃ ん と 時計あ っ て ､ そ の は い どうぞ ､ 座 っ て ､ 何 の こ と､ チ ヤ (ス ト ッ プ ウオ ッ チ を 押す しぐさ)
53JF 4: ぐさ‡ 時間､ 時間きたら は い 終わ りで すみたい な (笑い)
53B F 3: ちゃん と (笑い) そ れ か - あの ､ 何分で何円払う
1 留意された逸脱 : 下の名前で呼ばれた こと
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 :評価され ない
評価に適用 され た規範 :接触規範o ｢そう い う知識があるん で ､ 嫌な気が しなか っ た です+ と FUIで報告
n 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
n l 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
iv 留意された逸脱
留意に適用された規範
BF3 は J F4 の ｢普通に就職しちゃ う+ と い うメ ッ セ ー ジが理解できなか っ た
内的規範
否定的
内的規範
調整されなか っ た
接触規範 (内的場面で は､ 調整が行われると推測できるため)
英語の まま の発音
内的規範
評価なし｡ ｢外国の方なんでそういう英語的な発音があ っ て も別にお か しいと思わ
ない+ とF UIで報告
接触規範
B F3 の発言を聞き取ることができない
内的規範
評価 :否定的
評価に適用された規範
調整
調整に適用され た規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
内的規範
調整されない
接触規範
英語の 日本語訳が要求された
内的規範
否定軌 相手が言語生成で問題を抱 えて い るため､ 助 けなければならないと感じる
内的規範
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調整 :リ ソ ー ス が ないため ､ 調整されない
調整に適用された規範 : 内的規範
Ⅵ 留意された逸脱 ･
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整に適用された規範 :
Ⅷ 留意された逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整に適用された規範 :
Ⅷ 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
Ⅸ 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用され た規範 :
B F3 の 発言を再び聞き取る ことが で きない
内的規範
否定的
内的規範
調整な し
接触規範
金銭の話題
内的規範
否定的
内的規範
調整なし
内的規範
文法的な釈用
内的規範
評価なし
接触規範
B F3 が弁護士に仕事を依樹 した経験がある
内的規範
中立的 (違いを感 じた)
内的規範
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B F3AJF 5
01JF 5: は じめ ま して ､ ⅩⅩ で す †お じ ぎ) (座る)
ol B F 3: は い ､ こん に ちは は い (お じぎ) 寸座る) * * *す ご い * ** *今日 は? ?
ず っ と操っ て るん で す
o2J F5: か ね †撮り っ ばな しで ‡笑 い) 臥
8
x
a
xっ て い い ます は ヘ ⅩⅩ です ､ よ ろ しくお 願 い します ､ お 名
o2B F3: あ
o3J F5: 前もう 一 度
03B F 3:
04J F 5:
鼠.
6
kx
名前は† ⅩⅩ†
ⅩⅩ ⅩⅩ さん え ､ ⅩⅩ っ て こ と は 日本
ⅩⅩi は い
人 ､ の 方と結婚され て え
は い ､ そうで す あ じや
あ ー あ - あ ー ､ それ でも う､ で ､ 留
o4B F 3: なく て ､ あの ､ 両親 が 日本人 で ､ 私､ ブ ラ ジ ル で 生まれま した､ ね ニ 世†
05JF5: 学の か た ちで 今 こ ちらに来て ､ あ ー
05B F 3: そ う そ う､ 研 究､ 研 究生と して ､ 日本 に 来ま した
え､ 日本 人 っ て い う言い 方をすれば
06J甘5: 日本人なん ですよね†
o6BF 3: う ー ん ､ あの - ､ そ うね - ､ 両親はあの 日 本で 結婚 して ､ 兄 も日 本人で私 は ブ ラ ジ ル
07 ∬5: 国籍はブ ラ ジ ル に な る ん です か † あ
07B F 3: ブラ ジル で す
あ､
じや家族 だとお父さんお母さん お 兄ちゃ ん は 日本人 で 日本国籍だけ
そう
08∬5: ど､ 一 人 だ け (笑い) i笑い) え､ なん で
08 BF 3‥ そ うそ うそう ( 笑いI は い ､ け どあの まだ 兄弟† たくさん 兄弟 が い ます 禾
09J F 5: 6人も い る ん で すか †
09B F 3:
10JF 5:
10B F3:
11J甘5:
11B F 3:
兄 弟が うん
え､ じやあ上か ら 2番目 っ て い うか 下 に 4 人､ あと
刑 1 2 I l ∃ 出
あの - ､ (6 人い ます ､
あ､ あ､ あの - ､ 兄が 日 本人で
5､ 5番目 で ､ 6人見弟 っ て こ とは †笑 い)
私 5番 目† は い そう それで - あの - 私 の 上 ､ 3人が い て ､ そ れ で弟
が い る ､
もう大きくなっ ちゃ っ た (笑 い〉 - - ､ え ､ つ て こ とは - ､ うん と､ お 兄さ
じゃ ない ､ も う †笑い)
12JF 5: ん ､ あ､ 上の 3 人 長男以外 の 3 人の 方 はみ ん なブラ ジ ル 国籍､ あ ー ､ で ､ は たち とか で運 べ る ん です よね
12B F3: うん は い は い
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13JF 5: †ど っ ちに ､ した い か っ て い うん で
13 B F 3: そ うで すね うん ､ そう､ け どあの 一 見は それも 日本に生まれて るか らその ま ま†
14JF5: それ は自分に ? ? ? ? ??
うん
14B F 3: の … ブ ラ ジ ル に ､ い る ね ､ そ れで も家族もい る し結婚 して 子 どもも､ ? ? ? ? ?あ､ あ､ そ う, 何も 変わら
16J 甘5: うん
15 B F 3: な い ね
16JF 5: か っ た り
16B F8:
う ー ん､ まあ国籍とか関係ない ､
あの - , に ､ あ の 一 国籍が 日本人 で ブ ラジ ル に い る の ､ そ れ は何も ? ?
う ー ん 就職の と きと か に †
そ う､ ね ､ ? ??会社とか - あの -
17J下5: うん うん うん
17B F 3: あ の 一 事務とか そん なあの
例 2
国立なii
18J F5: うん うん
うん
そう､ あの - * *例 え ば､ あ の - 政府 の
日 本人 っ て こ とで うん
事務 に働く こ と は多分だめ そ う あの
うん ､ 国家公務員みたい
18B F3: - ブラ ジ ル の 国籍 ､ ある 人 だけ† あの 一 大丈 夫､ あの - ､ そ こ に 働 い て い て そ う､
19J F5 : ( 館く) え ､ 選 挙権 は どうです か†
19B F 3: そ う い う､ うん
例2 1 6
あ の - ､ 選 挙す る こ とが で きる
選挙権 っ て†i､
-
あ ! でき
20J F 5‥ 日 本人 っ て こ とで で きな い ､ ブ ラ ジル に住 ん でて も､ でき ない え ､ どっ か の 何､ 地 方 の
20BF 8: ない うん うん は い は い あ､ で
21JF5: う ん うん うん うん
21BF3: も地方 の チ ョ イ ス† もあるね､ あ の - ､ もう何年も ー ブ ラ ジ ル に 住ん で ､ い るか ら､ あ の citiz e n shippu
22J F 5: うん † しつ
22B F3‥ T し､ shitize n shippu とか あ の - shitize n† あ､ ち ょ っ と英語 の 言葉 です けど､ そ こに あ の - - え ー ブ
23JF 5: うん うん ( 笑
23B F3: ラ ジ ル 人 と同 じに ､ あの - 一 法律T とか全部同 じに なるよう に ､ それ紙出さなき ゃ ね､ 兄は 全然何も出 して な
24JF 5‥ い) うん うん ､ じや あと り あえず生活す る に あた っ て
24BF 3: い か ら､ そ の まま あ の ､ 会社 は うん ､ どれ でもあの 問題な い ね ､ あ の -
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25JF 5: は閉居 がない か ら､ 日本 人 の ままで い い の
25】∋F 3: そう そう
うん
そうそう､ 国立 は ､ あ､ ofrl Ceとか ､ そ れだっ たらちょ っ とだめ ね
26J F 5: うん ､ 逆 にで も日 本 人 だか ら日本 に来ればねえ†笑 い) もうこ っ ちに お 兄 ちゃ ん は 戻 っ て く る こ とは 考え
26 B F 3: ‡笑 い) ぁ ー
27J F 5: て ない †ブラ ジ ル が い い † ない うん う
27B F 3: な い と思う もうあの 4年 生､ 4 ､ あ - 4歳† ぐ らい にブ ラ ジ ル に 行 っ た ､ そ
28J F 5: ん うん うん ､ ち ょ っ と怖い ､ 逆に わか らな い (笑い) うん
28 B F 3: れ で 日本はどんな固か (失い) ぅん ､ あの ､ 2年ぐらい こ こ に ､ い ま し
29J 甘5: うん うん うん ブラ ジ ル が い い え､
29B F 3: たね 彼 は好きな い い と こ ろと思 っ たね､ け ど､ 家族が ブラ ジル そ う､ み ん ながもう 日本語できな い
30JF 5: 奥さん とか み ん なも､ 奥さ ん が もう 日系 ､ ああ､ の ブ ラ ジ ル 人で ( 笑いI
30B F 3: 日 系人† うん は い 三世 で †笑 い) もう､ ち ょ っ となん ､
31J F 5: ブ ラ ジ ル ､ の ､ ほ うに で も多 い で す よね ､ そ うい うき っ と 日系 の 方 とか み ん なそ う うん
31 B F 3: うん ､ そ う今は - 4年､ 4世†
32J F5: もうそん なになっ ち ゃ うの† い な い ､ 移 住 した の はず い ぶん
32B F 3‥ と 5世､ にな っ て る そ う､ 2 世紘 一 ､ あま り い ない うん
83J F5: 昔です よ ね､ 移住
33B F 3: うん ､ 3世 とか ､ 4世は - もうみ ん な､ い まもう ､ 高校生†ぐらい †に なっ て る
うん ､ あ ー ､ そ う
34JF5: なん だ - ( 笑い) うん うん
34B F 3: お も し ろ い ､ あの そ の - ､ ちゅうが ､ くせ い と 一 高校生､ の とき - ､ み ん なあの - ､ 日 系
35JF 5: うん 去+ 息女壬生三辻遥虹望
35B F 3: 人は - ､ も う日本 の こ とをす ごく器用にや っ て - あの フ ァ ッ シ ョ ン も同 じに した り して
86J F 5: に ど
36B F 3:
うや っ て I ( 笑い‡ ん †
あの - ､ †笑 い) テ レ ビ とか - ､ い ､ あの - ､ お も しろい ､ す ごく pl･O ud､ pllO ud† pro ud
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37JF 5: ブラ ン ド†
37B F 3: T
? ?あ､ プラ イ ド†
あ､ pr o ud適うな
38J 耶: ちは もう自分は 日本人だ (笑い)
うん うん うんうんうん ､ 気 持
あ､ プ ライ ド､ が - .
.
あの 日本､ 日系人だ､ と -
うん うん まとま
38B F 3: そ うそ うそう､ お も しろい 生ぇ､ 友達も ー ､ み ん なも ー ､ 日系 人T だけ ､ で - あの
39JF 5: つ ちゃ う
39 BF3 :
うん うん
そ う､ そ れ ､ す ごく も ー ､ 日本 の フ ァ ッ シ ョ ン と か - ､ い まも ー ､ 例 えば - あの 携帯に - あの -
40J甘5: ス トラ ッ プ†
40B F 3: チ ャ ー )
例
‡ジュ ス
ス トラ ッ プ うん
人 形 とか - うん うん うん ､ あ る､ それ もす ごく ､ あの - ､ 稚か 日 本にき た ら - ､ 持 っ てき てく
41JF 5: i 笑い) ぅん 向 こ
41B F 3: くだ さい と い う､ そ れ 臥 そ れ はで も､ 日 本に流行 っ て る こ と を､ が - ､ あ の 高校生† ブラジル の ､ ? ?
42JF 5: うで も流行 っ て ､ これが
42B F3:
43J F 5:
43BF3: 大学 に入 っ ても う就職
44J F 5: 昧をも っ て
44BF 3:
(笑い‡ うん
そ う､ それ を使 い た い ､ 同 じに - ､ や り た い お も しろ い ､ けど､ 大学は､ あの
うん うん うん うん , そ う､ ち ょ っ と思春期 の 頃とか が ､ そう興
した後も､ そ ん なに興味 あ り ま
うん うん ､
そ う､ た ぶ ん ､ あ の - , 学生の と き - ､ 自分が あ の - ､ ブ ラ ン ドと か - ､ あの - ､ い ろ い ろ T? ? ?
45JF 5.･ うん
45B F 3: きれ い に 見せ た い し - ､ うん ､ タイ プが まだ
* うん うん ､ うん ( 笑い)
告
1
タ描漣描まだ決ま っ て ない か い ろい ろ ､ う ー ん ､ そ
46J甘5: そうい う 日本 の まねを したくな っ ちゃ う え､ でもそ うゆうのは - ､ な
46B F 3: れ ､ それ で 日系人 は ､ ちょ っ と (額くI そう そう
47JF5: ん かテ レ ビとか で - ､ ブラ ジ ル に 行く じや な い です か, そ の とき っ て ､ い ま現在日本で淀行 っ て る もの よ り は
47B F 3:
は い
48JF5: ち ょ っ とずれて - や っ ぱり く るん で すか T い まセ ー ラ ー ム ー ン が 流行 っ ちゃ っ てた りと か * どん な ､ ど
48BF 3: あ う - ん ､ ふ
49JF 5: んな か ん じ
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49JF5: ん なか ん じ
49 B F 3: の ､ ぜ ん ､ 全部､ ち ょ っ と例 え ば､ あの ギ ャ ン ブル ー の ときT あの - (ノ ッ クI ギ ャ ン ブ ル の ときは それ は ､
50JF 5:
50 BF 3: 早 い
･ 留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
皿 留意された逸脱
留意に適用きれた規範
評価
B F 3は日本語の名前を持 っ て い る
接触規範
評価されない
内的規範
B F3 の兄弟の 鋭明には - 貫性がないた め ､ 完全に理解することが で きない
内的規範
否定的
評価に適用された規範 : 内的規範
調整 :調整されない
調整に適用された規範 :接触規範
ii 逸脱 : 文法的な鋲用が留意されなか っ た
留意に適用された規範 : 内的規範
iv 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
調整
調整に適用された規範
開整ス トラテジ ー
' 留意された逸脱
｢選挙権+ は理解不能で ある こと に B F3 の調整要求 マ ー カ ー に よ り気が つ く
内的規範
否定的｡ 相手に鋭明しなければならない と感 じる
内的規範
言い換えようとする
内的規範
①内的 ス トラテ ジ ー : 言 い換え
B F 3 は言語生成で問題を抱えて い る
留意に適用された規範 : 内的規範
評価
評価に適用され た規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテジ ー
Ⅶ 留意された逸脱
留意に適用され た規範
評価
評価に適用された規範
調整
詞整に適用され た規範
:否定的｡ 相手を支援 しなければならない と感じる
: 内的規範
:適切な言葉を提供する
: 内的規範
:①内的 ス トラテジ ー : 語嚢を提供する
: 大学生は自分の性格がまだ決ま っ て い ない という意見
: 内的規範
:否定的 (強)o ｢ 一 番距離があ っ た んと思 っ た ‥ . こ こ で意見が合わなか っ た ‥ . そ
う いう風に言われたくない+ とかなり強い 否定的評価があ っ た こ とを FUl で報告
: 内的規範
:調整されない
: 内的規範
1 3 5
C F3x JF3
CF3ⅩJF 3
olJF 3: は じめま して
olC F 3: は じめまして､
ⅩⅩ さん
賢i
'
Ui
l
L
3
ますi
ち ゅうご､ く
うん ､ は い
02JF 3: あ * * え っ と - ⅩⅩ で す､ X X は い
o2C F 3: 短 期留学生ですが
o3J F 3: えっ と大学 2年生 は い
03 C F 3:
04J下3:
04C F 3: ス ポ ー ツ科学
05J F3: あ ー
あ ー 2年 生 あの 専門は†
うん ､ は い 中国の こなん 大学か ら来た
i笑 い‡? ? ?
ⅩⅩ あ ー , あ ､ は いi笑 い‡
専門はえ っ と､ 教育学部の -
は い い や､
学部 生で すか † 院生
の - ス ポ ー ツ 科学
お 一 散青学部 お ､
うん ､ 科 て の が ､ あ るん ですよ ､ そ こ に〈笑 い‡ - - ､ え, 何 を専攻
あ ー iまい
え ー で もすご い お上手 ､
05C F8: * 日本言語学と - い っ て も い い 喚 い‡は い 簸 い〉あ ー そ う じややくて
06J F 3: - - ､ え ､ 何年 生で お -
06C F 3: あ ー 今年 披修士 ､ ､ 3年 に ､ なりますが
07∬3: え､ じ やあい つ か ら日本 に
07C F3: か らず っ と勉強 して - きま した
08J F8: あ
08CF 3: - 今年
09JF 3: か †
09 CF 3:
10JF3:
10C F3:
う ー ん ､ 日本 ､ 日本語 の 文法
すご い 発 音が わか りやすい†笑 い〉
そ っ そ う
すご - い ､ 結構長 い んで すか
あ ー は い ､ あの 大単時代
え､ 今 年の †
あ の - 10月 の - 2 日 †か ら､ 2 日､ は い ? ? ?
あ､ じや あ向こ うで - ず っ と日本語 の 勉強を して て - で ､ あ ー ､ え ､ じや あい つ まで い る んで す
うん､ は い
(f
)
=i 2
I
I 0 5
あ ー は い
じや あま だま だ こ れ か ら‡笑 い)- - ､ そ うなん だ - * え､ もう慣 れ ま した † こ っ ちで の 生活
う ー ん ､ 1年間 ‡笑 い〉 大体､
え､ 別 に言葉には ､ 普段 は - 不 自由 し ない です か †
は い ､ は いii う ー ん * あ の 聞く の は 一 大体 - あの 一 問題 ない と思 い ます
11JF 3: - - え, 1人､ で ､ それとも寮とか ふ -
11C F8: が ､ は ､ 許すの は ち ょ っ と は い う ー ん ､ は い ､ あの 寮に住 ん で い ますが
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12J F 3: ん
12 C F 3:は い
例l こ: I･ I T S)
* * * * * ご - い ､ 何か私 , 絶対 , 絶対 1 人で なんて い けない簸 い)よ
ウ ウ ? ? とん で もない で も､ あの ､ 一 緒に来た - ､ う ー ん ､
18J F 3: と - ふ ー ん * *そ っ か
13 C F 3‥ う ー ん ､ あの - ､ 友達は 7人 い ますけど は い あの - う ー ん ､ また あの ､ ち､ 千葉大学に は
14J F 3: うん 結構 い ますよね
14 C F 8‥ あの - 中国 の 留学生連､ あ の 結構多 いと い う感 じ 感 じが お - は い
15J F 3: うん ? ? ? ? ?
なん か普通に歩い て ても うん
うん 食
結構 いますよね う ー ん ､
15CF3= 堂で も 時々 あ の 中国静も､ あ の 耳に 入 り ま した ､ ス ー パ ー でも ､ ちゃん と うん ､ は い
16JF3 : 留学生も い る し
16C F 3:
17J F 3: あ ー
ー写岩
へ ‾
､ そ っ か ､ え､ ど っ か 日 本で行 っ て み た い と こ っ て あります†
* * *iv う ー ん ､ は い ､ 末
そ っ か ､ 京都 あ ー
17 C F3:都 - 行 きた い ん ですけど 一 旗 い〉 あ ー は い ､ あの 毎日 あの - ､ う ー ん ､ コ マ ー シ ャ ル で ､ あ の 京都
18J F 3: は い ､ や っ て ます よね(笑 い‡
18C F 3: に つ い て の
う ー ん ､ きれ い です よ うん うん * *夏は行
あ ー は い あ､ 行きた い ね､ でも ､ 今 あの - 暇が ない ん ､ で すけど
19JF3 : かな い 方 が い い で す 暑 い
19 C F3: お 一 夏† あ っ そ うそ う
20J F3: 節† 行くの に †
RO O F S: あ ー は い
す っ ご い 暑 い観 い‡ い い 季
あの - ､ - 番季節は､ い つ で すか †あの -
桜の 時が きれ い ､ あ､ 春 う ん､ 桜が す ご い い っ ぱい 咲くか ら -
あ､ は い 春､ 春 あ ー そう､ あ､ あの
21JF3: うん ､ 私冬も ー *行 っ た こ とあ る ん です け ど - なん か ち ょ うど､ 寒 い け ど -
21C F 3･. - * う ー ん * 冬休み の 時は どう 寒 い † あ ー か
22J F 3: あの 嵐 山 っ てわ か ります†京都に -
22C F 3: あら し､ あら し
京都 に嵐山 っ て い うと ころ が ある ん で すよ あの す ご い 大き い
あ ー あ - は い あ ー
23JF 3: ? ? 中国 の †
23C F 3: 知 っ て ますけど､ あの ､ し､ し ゆうお ん らい * あの - * 中国 の * * * あの ､ 元 の ､ あ の しゆ､ 首相
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24J F 3:首相†
24C F 3:
? ?
はい ､ 周恩来 * *は い ､
挽 い‡ ? ? ? え(笑 い‡ なん か
鼠
5
b)
s
鹿
I
d㌔こあの * なんと い うか な､ あの‡笑 いト は い ‡笑い‡
25JF 3‥ そ こ に
一 家族 で行 っ たときに - ち ょ う ど､ す ごい 雪が降っ て きて - す ごい きれい で した うん､
25C F 3: うん うん うん うん あ ー そう
26JF 3: 冬もな ん か ､ 静か で - い い かも しれない う ー ん * * 東都 は きれ い だ し - お い しい も の い っ ば い あ る
26C F 3: うん あ - は い うん
27 ∬ 3‥ し 喚 い〉 ぁ ー ､ うん､ だ っ て * 日 本人同士 だ
27C F 3: そ う換 い‡で もあの 一 関暫 弁は あ ま り､ あ の ､ ち ょ っ とわ か り にく い か な あ ー
28JF3: つ て ‾ うん †て い うときが 快 い‡なか に あ り ます よ そ れ は なに ､ なん の 意 味か な, み た い な快 い‡でもなん
28C F 3‥ ‡笑 い‡ そう 扱 い)
29J F8‥ か *私京都の 一 言実は 好きなん です よ す ご い やわ らか い 感 じが して - ､ 大阪 の は - なん か ､ す ､ す ご い
29 C F3:
刑 1 8 (I
あ ー そう あ ー
30J F8: なん か ､ き つ い っ て い うか ､ うん 大阪 の は 一 大阪 の 方 言は - ち ょ っ と苦手 う ー ん * なん か
30 C F 3: き つ い あ ー 怖い † うん あ ー そ う
31J F3: うちの
､ 私 の 学科† 課程 にも ー 京都 か ら来た子が 1人 い て - 全 紡標準静 になんなくて - ず っ と東都 の
81 C F 3: うん うん うん あ っ あ ー
32JF 3: 言葉､ しや べ っ て る の 快 い〉でもす ご い な んか ､ やわ らか く て うん ､ す ごく好きなん で す よ * * *京都 は い い
32CF 3: ‡笑 い) あ ー うん
33JF3: と患 い ます〈笑 い〉 あ ー あ 一 日 光T 私 日 光近 い です よ とち､ 栃木県出身なん で すよ
33 CF 3: あの ､ 箱根も うん ､ 日光 も う ん日 光 あ ー そう
34J F 8: 日光 っ て栃木 の 上 の 方 だから､ う ー ん ､ 日光もお すす め (琴い‡
34C F 3: あ ー あ - あ､ う(笑 い〉あ ー あ､ 行き た い と ころ い っ ぱ
35JF3: う ー ん ､ で もあと､ 1年弱あれぱ ね 一 時間は そ っ か - 何 で 日本 でお 仕事
35CF 8: い ､ なん で すけ ど うん うん
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36JF 3: しよう と思 っ て るん で すか †日本語専攻 で 日本語勉強 して るの は - 将来そ うい う仕事 に 就きた
36 C F 3: う ー ん†
37JF 3: い ん で すか† うん
37C F 3: う ー ん ､ は い ､
38J F 3: で †
峯k
'
'
L
8
た 後
あ ー あ - は い はい
は - ､ え､ 向こう
日本語
”)1 I
S ∂ nse :
viiiこな るか も しれな い です け どi王
- -
､ す ご - い 換 い〉大変ですか†日本 語 っ て ､ 難 しい †
38C F3 : あ ､ は い ､ 中興で i笑 い) う ー ん ､ そ うですね , あの - ､ 初
39JF 3:
39C F 3: め の 頃は､ あ の - ､ そ んな に難 しく ない と思 い ますが ､ で も､ 勉強､ する ほ ど難 し( なっ てき ま した * 特に あ
40JF 8: あ ー あ､ なん か状況に よ っ て 違い ます よね
40C F3: の - あの 敬落と か うん ､ は い * あの - * * * *挨拶 の 言葉もやや こ しい うん うん そ うそ う
41J F3: は い そ うで すね ､ あ ー そ っ かそう言われ
41 CF 3‥ あの - 上下関係と か あの ､ 人 間関係 に よ っ て あの * 使 い 分 けて い ます は い
42JF 3:れ ばそ うかも(笑 い〉へ - * *そ っ か
42C F 3: †笑 い‡
43く肝3: うん ､ 色々 ‡笑 い〉
43C F3: そう あ ー
例I S2 r) ･ 2 O 7
野 球 も †Ⅹi
例 l
* * ** * * *
得意 で はな い け ど､ 好きで すね
ス ポ ー ツが得意 ですか† あ ー あ -
野球 は - ､ 野 球は や っ て な い で すね ､ さすが に ､ 結構野 球 っ て 男
あ ー あ -
44JF 3: の ス ポ ー ツ , う ん ､ だか ら あ ん ま り ､ 遊び でや る ぐら い - 番 長く今まで続
44 CF 3: そうそうそう
45J F3: けて た の は -
45C F3:
46JF 8
.
I
46 CF 8:
あ ー ､ は い
は い あ ー ､ 何が - 番好き､ ですか†
新体換† * うん と - ､ なん て言えば言 い の か な
新体換 体換 の - ､ 一 種
を使うん で す‡笑 い)* * * * ** * * *何か や っ て た ん で すか †
嘗
l
二三T基
Rご
47JF 3: お -
I _.yjl あ ー
リボ ン とか ､ フ ー プとか
う ー ん ､ あの - ､ 卓球とか バ ドミ ン ト ン
†笑 いiえ､ 大学 で何 か ､ そ うい うサ ー ク ル とか入 りま した †
47C F 3: も うん ､ で きますね､ で も快 い}あんま り快 い) ぅ ー
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48JF 3: ふ ー ん 快 い‡
48CF 3‥ ん * *は い
- り ませ ん で した が ､ で も - あの 興味と して は い 時 々 や りま す挽 い‡* * * * * * * * * *
49JF 3: う ー ん ､ え､ 日本 で 一 番 なん か ､ お い しい と思 っ た 食 べ 物 っ て あ り ます†
49 CF 3: * * * * * * う ー ん ､ お い しい 食 べ 物とい
50J F 3: うん うん うん あ ー うん うん * *
50C F 3: えば､ あの - * * * * * * * *そ ば うん ､ や きそ ば うどん ラ ー メ ンも 好き ､ なん で
51JF 3: へ - ､ 結 構 * *逢い ます かや っ ば､ 味付けとか
51C F 3: すが - * * * ぅん ､ は い ､ 中国に は あの ラ ー メ ン も売 っ て い ます
52JF3: うん ふ ー ん え , 慣れ ま した† 味の 方は そ っ か
52 CF 3･･ が で も - ､ だ い ぶ ちが ､ 違 っ て い ます はい え うん うんうん は い * *
53J F 3: 一 旗 い‡ や っ ぱ納 豆 だめ換 い〉 私好きなん です よ で も､ 納豆 は 一 日本人 でも だめ
53C F3: で も納豆 は あん まり‡笑 い) は い あ ー そ う
54JF3: つ て い う人結構 い るか ら - い ます よ､ 納 豆 絶対嫌 い っ て い う人 ､ 結構 結構 い ます換 い‡* え ー や っ ぱあ の
64C F 3: あ､ そうです か あ ー あ､ そ う (笑 い‡
55JF 3: ね ばねばが あ ー か も しれ な い‡笑い‡う ー ん
55 CF8 ･･ ちょ っ とおか しな､ 味 が します 快いi あ､ 鍋 もお い しい よ
56J F 3: * * * ** * * * *え, 梅干と か は† 梅 梅干, 食 べ た ことない
56C F3: ん † うめ †
57JF 3: うん ､ 絶対 なん か納豆か梅干がダメ み たい な快 い〉
57C F3: とが ありますけど そう i笑 い‡
ふ ー ん･･ そ っ か - *
うん * * * *
まだ
梅干､ あ ー ､ まだi笑い‡ 聞 い た こ
留意された逸脱 : C F3 の 丁寧さ
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 否 創勺o ｢丁寧と しても
"
だ れだれとい い ます
”
J と F UI で報告
評価に適用された規範 : 内的規範
調整 ∴
調整に適用され た規範 :
立
留意され た逸脱 :
留意に適用された規範 :
調整なし
内的規範
C F3 の タ ー ン が 短く ､ 話題も拡大しようと しない
内的規範
1 4 0
C F3xJF3
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
Ⅱl
1V
Ⅵ .
V n
Ⅵ 】ユ
ix
否定的｡ ｢因 っ て い るよ本当に､ 次はな､ なに . . . 質問をして も返 っ てく
く るだけなんで ､ うまく広が っ て い かない+
内的規範
調整なし
内的規範
留意された逸脱 :沈黙
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 否定的B ｢因 っ て い る+ と F UIで報告
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
とF ロⅠで報告
内的規範
リソ ー ス を使 い切 っ て しま っ たため ､ 調整されない
内的規範
再度の 沈黙
内的規範
否定的o ｢プ レ ッ シ ャ ー を感 じた+ と FU Iで報告
内的規範
調整なし
内的規範
C F3 が自分の 鋭明をあきらめて しまう こと
内的規範
中立的o ｢多分日本語見 つ けられ なか っ た の か な. . . 多分 こ れ以上聞い て も返 っ て
こ ない かな+ とF UI で報告
評価に適用された規範 : 接触規範
留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整に適用された規範 :
留意された逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整に適用された規範 :
逸脱 :
留意に適用された規範 :
留意され た逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
留意された逸脱
留意に適用され た規範
評価
評価に適用され た規範
調整
調整に適用された規範
会話の 主導権をず っ と持たされたこ と
内的規範
否定的o ｢困 っ てます+ とF U I で報告
内的規範
調整なし
内的規範
沈黙
内的規範
否定的
内的規範
調整なし
内的規範
発普の 誤用が留意されない
接触規範
CF 3は 日本語の先生 を目指して い る こ と
内的規範
肯定的o ｢すご い+ とF UI で報告
内的規範
沈黙
内的規範
否定的｡ ｢困 っ てます｡ どうや っ て発展しよう+ と FⅦ で 報告
内的規範
調整なし
内的規範
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氾
xii
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
野球をや っ て い るかと聞かれたこと
内的規範
否定的o ｢ち ょ っ と意外なとこ ろがきたなと思いました+ とF U Iで報告
内的規範
日本の ス ポ ー ツ 事情を説明しようとする
調整に適用された規範 :接触規範 (日本の代表にならなければならない と感じて い たため)
調整 ス トラテ ジ ー : ①内的 ス トラテジ ー ‥ 説明
留意された逸脱 : C F3 は ｢リボ ンとか ､ フ ー プ+ を理解 して いない ことに気が つ く
留意に適用された規範 :内的規範
評価 : 否定 軌 ｢通 じなか っ た+ と F UIで報告
評価に適用された規範 : 内的規範
調整 : 相手を振乱させない ように調整 しない
調整に適用された規範 :接触規範
1 4 2
C F 3xJF 4
CF3ⅩJF 4
olJF 4: は じめ ま して
olC F3 .
A は じめま して ､ ⅩⅩ と申 しますが
02 JF 4:
o2 C F 8: お - あの - 湖南大学から来 た
03 J F4: や るん です か †
03 C F3: う ー ん ､ 文学部
あ､ は い
あ､ 文学 部
あ､ ⅩⅩ と申 します
あ ー X Xさん
は い * * * *え ー ､ 今 は †
短期留学 今はどの 単軌 千葉大の ど の学部に い ら っ し
短期留学生です は い
は い ､ ご ､ ご専攻は †
04 J F 4: は い
04C F 3‥部 あの ､ 汝経 学部 の 授業を取 っ て い ます が
05 J 甘4:
05 C F 3: あの ､ 異文化間 コ ミ ニ ュ ケ - シ ョ ン
06 JF 4: そ うで すね
あ､ 私は 今文学部でなくて ､ あの 法経学部の方 で
あ､ 法経学
あ､ そ うで すか
ⅩⅩ 先生 の 授業
あ､ ち ょ っ と 取っ て ない で すね
あの 授業名とか は わ か ります か†
う ー ん ､
あ ー そう､ 何年生†
今 2年生です
2年生 †償
‡笑 い) 皇ま二⊆生麺､ で も - ､ あま りだか ら遠く の 方 と か
o6 C F 3‥ く) 千葉県 の 出身 は - ､ は -E葺蔓表(笑い)
o7 JF4: 行 っ た ことない で す よ 海外 と かも行 っ た こ とない です は い *
o7 C F3: は - あ､ そ う あ ー ､ 私は ね ､ 今度初め て ( 笑い)
o8 J F4: * * * * ** * * *う ー ん ､ 飛 行機も 1回くらい しか乗 っ た ことない で す あ､ 私 今 ､ 北海道 ､
08C F 3: あ ー ､ 私 あ ー そ う
o9 J下4: とか しか行 っ たこ となくて - だか ら * *結構飛行機とか乗る､ 乗られます†
09C F 3: あ ー
10 JF 4: あの 学年は 何年†
10 C F 3:
あ ー * * * *今 ､
あ ー は い ( 笑い)
修 士† 2年生
あ ー ､ 私は ､ ね ､ う ー ん ､ 今修 士 は い ､ 2年生
11JF 4: です ね ( 笑い)
11 C F3‥ (笑い) * *(館く)
(領く)(身体を前に向ける)
例 9 I ･ 2 1 .L
こ の 間ず っ と
14 3
先輩
刑1 9 8･ エ コ a
* * * * * * *ii
あ､ そ うで
め ずら しい >巨あの - ず っ とあの - 暖かく て
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12 J F4 : すね
12 C F3:
今 日 はだ い ぶ ち ょ っ と曇 っ てき て るか な､ つ て気もす るけどね * *昨日 なんか は - ､ 雲もなん か なか
うん ぅん
13J F 4: つたで すよね
13 C F 3: うん ､ そう
14J F4 : く 寒 い で すね , は い
14 C F 3: あ ー そ う
あ っ た か い で すね
1 月ぐら い †
あ ー †笑い) こ っ ちの 冬 は､ あん まり寒く､ 寒くない †
寒 い 日 はす ご
2月 か 1 月 の 方が 一 番寒 い ですね * * こっ ちの 方は で もあ の - 塗
え､ 2､ 2 月 あ ー
15 J F 4: 気が 乾燥 して る ん で ? ?
15 CF 8:
16 J F4: (笑 い‡
うん 雪と か は あん まり降らない で す よ
あ ー そ う､ うん あの - ､ ふ る さとより､ そう感 じま す ぁ ー
い や､ 降る とは思うん ですけどね -
16 CF 3‥ そ う (笑い) 雪見た い ん で す け ど†笑 い) ぁ ー そう
でも､ あの 一 日 本侮 っ て
17 J F 4: あの - こ っ ちの 方 ､ 太平洋 と反対の ､ 海 なん です よね そ っ ち の 方の 方だ とす ご い たく さん降 る ん です よね
17 C F 3:
18 J甘4:
18 C F 3: あ ー
うん うん ぁ ー
? ?の 方だ と2 メ ー タ ー 3 メ ー タ ー ､ ? ? ?* * * *で も ､ こ っ ちの 方 は あん ま り降らな い 1集 い) あ､
削
岩
●
-
,
o 'L '
婆
6
つ (笑い†
19J F 4‥ 降っ て る の は何度か見られ る っ て い うん で すけ ど､ あん まり 積もらない ん で すよね なん
19 C F3: あ ー あ､ そうi､･ * * * * * ** *
20 J F4: か 食 べ て い い で すか † †笑 い‡ (飲み物を飲む1 最近､ 雨降らない です よね * ** * * *何週間か
20 CF 3‥ (笑い) あ､ 蜘 ､ ‡飲み物を飲む) うん
21JF 4: 前 に い つ も 雨降 っ て る時期 がち ょ っ とやだ っ た ん です け ど
21 C F 3:
22J F4: 知 っ て ますか† 大学祭
22C F 3: あ ー
い っ しゆ
あ､ 大学祭と か っ て あっ た ん で すが ､ し,
お 祭 りがあっ たん ですけど､ 大学で
あ ー は い
そうで す
千葉大学､ あ ー は い ､ あの - 屋台 を†
23押4: あ､ 出 したん です か † ぁ ー
23 CF 3: 出 しま した あの - ､ し ゆ ､ し ゆふ ､ あの - ､ う ー ん ､ 中国の 水鮫子 食 べ たT ( 笑い)
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24 JF 4: 今日 食 べ た よ うな気が
24 C F 3:
25 J F4:
25C F 3:
- i)
あ ー そ う
* * * * * *あの 一 辺 り の 時は ､ 大体結構雨とかよく降っ て ませ ん で した †
3 日 目ぐら い が す ごい ､ 1 1月 3 日 ぐ らい がす ごく降 っ て た 気が * * * * * 4 日 は晴れだ っ た ん
うん
26 JF4‥ です け どね , 確 か 日 曜 日 が最後 の 日 が ､ す ごく 晴れて た ん で
26 C F 3:
27 J 下4:
27 C F 3: つて - ､ ほ ､ あの - ､ 具体的に ほ
(飲み物を飲む) (硬く)
あニ生え‡飲 み物を飲む) ‡領く) 法経学部
あ の 法律 の ､ あ の 専攻 の 人と､ 経済
法律 経済､ あ
例えばそ の ､ 法律と経済の ?
28 J 甘4: ? です け ど､ ま ､ 大体 半々 ぐら い で 法学や る人 と経済学や る 人 で ､ 私 は 汝律 の 方なん で すけ ど
28 C F 3: うん あ ー 経 済学 睦律の 方 お - , 娃空
29 JF 4: (領く) ‡領く) * * * * *最近の なん か あの ､ あの - バ イ トとか して る んです け ど､ ? ? ?
29 CF 3: 之三出鼻 (笑い) 全i笑い)
30 J F 4: 結構高校生 の 人とか ､ とふ れ あう っ て い うか ､ は ､ 話す機会があ るん で すけ ど､ 最近 牲律 目指す子とか多 い で
30 C F 8:
81J F4: すね
31 C F 3: うん * * * * *将東の勤ま†
(笑い) まだ まだない ですね -
( 笑い) まだ †笑 い) そう * *弁護士と かv ( 笑い)
32 JF 4: 難 し い で す よ * *自分 じゃ なれない と か 思 い ます * * * * * * * *経済とか をや っ て る 人は ､ 今 は もう簿
a乏C F3: お - †笑い)
33JF 4:記検定とか が ある ん ですけど､ もう試換とか受 け て る人も い るん で す け ど､ さすが に 一 法律 の 方 だ と ､ あまり
33 Cf
1
3: うん
84 JF4: 試験は - ､ うん 4年生ぐら い か ら? ? ? ?､ 公務員試験とか 就職 に * * * * * *? ?もなん か あ
34C F 3: うん あ ー お - 公 務 員
35JF4‥ の 勉強とか して る ん で すよね ､ こう 私も勉強 しなき やなとは 思うん ですけど
35C F 3･･ うん
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(笑 い)
C F 3xJF 4
36 ∬4: す けど (飲み物を飲む) あ､ そうですね ､ や っ ぱり 2､ まだ2年生なん で なん か 結
36C F 3: * * * * * * * * * *(額く)今授業忙 しい † ぁ ー
37 JF 4: 棉 ? ?, 逆に あの - 卒業論文とかな い ん で すよ､ うちの 学科
37 C F 3:
だか ら 3 年ぐ らい に なる
あ ー そう †笑 い) ? ??
38 J F 4: と 結構 暇 にな っ ちゃ う人 が 多い ､ 暇と い う か ､ ま あ､ 暇 っ て い う より は ま あ そ の 時期に な っ た ら また 試験 勉
38 C F 3: あ
39J F4: 強 み た い な
39 C F 3:
感 じですよね ､ ま あ忙 しい 人 は忙 しい ､ ん です け ど､ あん ま り こう勉強 地 主i 笑い† 忙
うん , うん (笑いl
40 JF4: しく ない っ て い う 両極端 に分かれちゃう､ そ うする とね ､ や っ ぱり ? ? ? そう､ 4 年生の 先輩と
40 C F 8: そ う
41 JF4: か で は こ う夏休み か ら最近くらい ま でず っ と旅行に行っ て たん です け ど
41 C F8:
42 JF4: て卒業 でき る し - 就職活動
42 C F3: あ ー あ -
うん へ -
( 笑い) あ の 一 校業終わ っ
あ ー そ う ( 笑い)
み た い な感 じなんで す ね ､ で ､ 就職活 動 も終わ っ て - や る こ と
そ ､ 卒業旅行† あ ー あ -
43 J甘4: が なくなっ た か ら ? ?する み た い な * *卒論が ある と 地 上二空すけどね †笑 い) * * *･* ** *
43 C F3 : あ ー あ - ( 笑い) そ う
44 JF 4:(J5士 の 2年 て いう ことは今年で ､ もう修士 論文とか書かれ て い る ん です か T
44C F8 :
45 J下4:
45 CF 3:
46 JF4:
46 C F 3:
? ? ? ?T
榊 1 トl )
あ ー ､ テ ー マ は 一 応決 めま した †笑
あ ー (領く)
い) まだ や っ て な い i 笑い) う ー ん あの 一 日本文､ 日本語 の 文 法､ に つ い て * * * * * *‡笑 い)
難 し い そ うゆう の が あ るか ら英語とか や っ ぱり全然わか ん ない です? ? ? あの - 鷲
* * * *難 し い ( 笑い) (笑い) (飲
47J F 4: える の 難 しい
47 C F 3: み 物 を飲む) * * * * * *( 飲み 物を飲む) ､,i* * * * * ** * * * *
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f 飲み物を飲む) 日本語の 文法 っ
C F3x JF 4
48JF 4: つて どの 辺 が難しい ん です† (笑 い)
48C F 3:
4 9J F4 : ま せ ん なん か
49 C F 3:
(笑い) そう ( 笑い) あの - * * *うん とうんと †首をか しげる†i笑い†
す い
うん あ ー あ - あ の
( 笑い) * * * *あの 中国籍 の 文法と あの - 全然違 っ て * * * *構造とか うん
50 JF 4
･
･
- うち - ､ とい うか 日本 に は漢文 っ て い う授業がありま して ､ そ れだと中国語 の生 の 文章を
50C F3: うん うん
51 J F 4: で 読み なお して こう っ て あ るん で すけど､ 中国の 場合は そ れをそ の ま ま読ん で るわけだ から
51 C F 3: &
あの 一 日本流
や っ ぱ り読む
う ん
52 ∬4 :順番とか は ま っ たく違うなとか思うん ですが ? ? ? ? ?返 り点とか つ い て たり して ､ ? 逆に した り して
52 C F 3: あ､ そ うで すか ､ うん
53 JF4: ? ? * ** *で もや っ ぱ り ､ あの まん ま､ 読め る ように ( 館く)い い ん だ ろ うな っ て 思い ますけど * * *
53 C F 3: うん (領く)
54 J F 4: 来年くらい ､ 中国寮､ や ､ あの 未修外国語
54 C F 3:
1 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
n 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
岨 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテジ ー
｢幸せ+ の使用方法
: 内的規範
: 否定的
: 内的規範
:調整なし
: 内的規範
二沈黙
: 内的規範
:否定的. ｢プ レ シ ヤ ー を感 じた+ と F U Iで報告
: 内的規範
:話題を拡大 しようとする
: 内的規範
: ①内的 ス トラテ ジ ー : 話題拡大
: C F3の メ ッ セ ー ジ を聞き取ること が できない
: 内的規範
: 否定的
: 内的規範
:調整の必要性を相手に知らせ る
･内的規範
①内的 ス トラテジ ー : 非言語行動
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Ⅵ .
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
調整
調整に適用され た規範
留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
下降イ ン トネ ー シ ョ ン , あい づちがあ っ たため､ C F 3の参加は積極的ではない
こ と
内的規範
否定的o ｢私 の話が つ ま らない の かな+ と F UI で報告
内的規範
調整なし
内的規範
将来弁護士になるかと聞かれた こと
内的規範
評価なし. ｢それは絶対に言われる こと ‥ . 気 に しない+ と F UIで報告
内的規範
CF 3は積極的に会話に参加 して い ない
内的規範
否定的
内的規範
調整なし
内的規範
1 48
C F 3x JF 5
CF3ⅩJF 5
olJF 5: こ ん に ちは
ol CF8: こ ん に ちは ､ X Xと申 します
02J甘5: は い ､ は じめ ま して ､ よろ しく
o2C F 3: X Xさ ん†
ⅩⅩ さん は い ､ は じめ ま して ､ X X､ X X と申 します ⅩⅩ
うん ､ は い は じめま して お ,
は い
03JF 5: い や ー ､ まだぜん ､ が ､ 3 人
03 C F 3: らい お - そ う
ほ んと になん か忙 しく立て続け に (笑 い) ? ? ?
そう 何人くら､ く
ね - ､ 3人だ け だ っ て なん か ､ よく分か ん ない ん で す け ど ( 笑い)
あ ー (笑い)
04JF 5: あれ ー まだ 許 し途中なの に ､ とか 思 い なが ら､ は い , と か い っ て ( 笑い)
04C F3:
05J F 5:10分 よ りもか か ､ あ､ そ うだ よね -
05C F 3:
06J F 5: み 物を飲む) え､ 留学 - 坐
06 C F 3: み 物 を飲む〉
07J F 5: ろ 一 束 られて
07 C F 3:
お - そ う ( 笑い) 一 人10 分ぐらい ､ 10分 ぐら い †
うん うん だ い じ ょ ぶ
え ー ､ 時計と か持 っ て ない か らわか ん ない ( 笑い) あー (飲
(笑い)
え† あ ー
うん は い ､ あの - ､ 湖南大学 から来た短期留学生です
え､ つ て い う ことは ､ い つ ご
1 年間です か†短期留学あ ー ､ もう､ 慣れ ま した†日本は (笑い)
例 8 3
お - ､ い ち､ 1年脚
08J F 5: え､ 何月 か ら†
08 C F3: 10月 の 始め こ ろ
あ, じや全然プロ で､ †笑 い) 日本も
09J F5: て こ とは - ､ 今 12月だから - ､ あ､ まだ2 ケ月 †
09 C F3:
だ
■
い た い ( 笑い1
10月 ､ え､ でも ､ 一 年 っ
( 笑い)
あ* もう2 ケ月 で 慣れちゃ っ たん だ､ 早 い で すね
あ ー は い
10JF 5:(笑い) え､ けっ こう戸惑 っ たり しない ん ､ も ー ､ ある程度 日 本語 * 母 国で なら､ なら､ 習 っ て -
10C F 3:( 笑い)
11JF 5: ? ?
あ ー は い ､
あ､ で もぜ んぜ ん ぺ ら ぺ らで (笑い) や - じや あもう? ?実践の 場と しても
11 C F 3: は い ､ あの 大学時代から ( 笑い)主星= i 笑い)
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C F3Ⅹ JF5
12JF 5:
- 楽 しい ん じや ない です か , 電 車乗 る の も､ なにす るの も ー ､ も ー ある程度言葉が分か っ てれ ば 分
12C F 8: あ ー そう､ そうで すね - うん ､ は い
18J F5: か ん ない と不 安で すも んね ､ あれ 私 ､ 日 本人で もちゃ ん と乗れ なか っ たん ですよ ､ 電車∴ うん う
13 C F3: うん ､ そ ううん ぅそ - (笑 い)
14J F6: ん ､ 分か らなくて - ､ こ っ ちに 出て きた とき に､ あの ､ け ､ 京成､ の 電 車､ ある じや ない ですか - , そ うそ う
14 CF 3: あ ー あ - あ ー 京成†
15JF 5: そ う あの ､ むこ うの ､ 総武線 じや な い ほ うの
15 C F8: あ ー
あれ に 乗ろうと した ときに - ､ なん か , ひ や ､ 一 駅
あ ー 総武線
16JF 5:分買い たか っ たん で すよ - , で ､ - 駅分 は 1 3 0円 っ て ゆうの は分 か っ て て - ､ 1 3 0円だけど, どの ボ タ ン
16 C F 3:
刑 7
うん うん うん うん
17JF5 : 押 して い い か 分か ん なくて †笑 い) で ､ どれか な っ て思 っ て ､ で ､ 入 場料ユ 工じ 地 主里:2_ヱ †笑 い) ポ
17 C F3: ‡笑 い) うん (集 い)
18 J F 5: ツ と押 して ､ 乗 っ たら - ､ 降 り る と きに ､ 皇女む吐ヱむむユ三 ( 笑い) 入場料 じや 乗れ 入場料 っ て 130円
18CF3: うん (笑 い) うん
19 J F5: の 券 じや ん ､ 電車に は乗 っ ちゃ い けな い ん だ よ っ て 言われて , あ､ すみ ませ ん っ て い っ て ､ もーう_1 回 130 円払
19 C F3: うん うん うん (笑い)
20JF 5: 地 三 ､ 2 6 0円でや っ と こ こまで きて ､ ん - そ - で す､ こ っ ち じや ない ん
20 C F 3‥ あ ー お ､ 千束県の 出身､ 出身 じゃ ない ですか
21J F5‥ です け ど - , で ､ もと もと電車 とか 乗 り なれてな い ん ､･ですよ - ､ ほん と日 本人なの に乗れ な い i 笑い) 今は
21C F3‥ あ ー うん ( 笑い)
22 JF5:乗れます けどね - ‡笑 い) ん - ､ ち ょ っ となん か ですね - や - で も
.
Cや ､ 楽 しい で すね ､ まだまだ､ 2 ケ
22 C F 3: うん うん
23 JF5:月 じや これか ら､ で ､ もうち ょ っ とで ホ ー ムシ ッ ク ち ょ っ とお うちに帰り た い ､
28 C F3‥ うん うん ､ ち ょ ､ ち ょ っ と ‡笑 い)
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うん ､ はい
C F3xJF 5
24 J F5: でもお 正月とか に帰れない ん
24C F 3:
ん -
* * か ､ 鮎 l･,1も
帰ん な い の
り はな い ､ ん で すii
なん か さみ しい
うん､ は い ､ あ の -
25 JF5 : で すね ､ ホ ー ム シ ッ ク に なっ ちゃ い そ う * でも こ っ ちで ､ ま ､ い ろ い ら ? ?遊ん だ り とか すれば ､ お も しろい
25 C F3:( 笑い)
26J F 5: と思う し * *そ - か - ( 飲み 物を飲む)
皇6 C F 8: うん
27 JF6:
27 C F 3:
そう､ 法経学部です
* * * * *せ ､ ご､ 専攻 は †
法経学部† お - す ご い ､ うらやま しいiv
28 J F5: *旦杢 (笑い)
28 C F 3: 日本 籍 ( 笑い)
わか り やすし＼で すね
専攻 です か† 私は法律です
うん
うんうんうん
刑 1 9 8
ほ うり､ あ､
え､ 何を 専攻され て るん ですか † (笑 い)
( 笑い) 日本語難 しい - く ない で すか †でももうこれだ け し
29 J F 5: や ペ っ て ､ し ゃ べ れて れば十分 です か† ね - ､ け っ こうわ か っ ? ? 懐 い) 助詞
29 C F 3: あ ー ( 笑い) でもあの , ほん とに 難 し い
30 J甘5: とか 助動詞 と か, 細か い使 い 分けが
30 C F3: うん あ､ そうそ う 発音 ､ け､ 敬語とか
うん ､ で も私自身日本 人 で よか っ た な - ､ そ の ､ い き
31J F5 : なり私 が も っ と別 の 国の 人 間で ､ い きな り日 本語 しや ペ れ る よ うに勉強す る っ て い っ た ら､ 絶対無理 で す よ
31C F 3:
32 JF 5:
32C F 3: 笑 い)
難 しすぎる う ん ､ も ー ､ 人に合 わせ て発音て考えな い とい けない し､ も ー ､ なにす る にも
(笑い) そ うですね､ うん
38 J F 5: ま､ 伝 わらな い か ら､ この 言葉を､ うん ､ 単語並 べ て もどうに か は なる けれ ど - ､ う.ん ､ そう､ 細か い 所が ち
38C F 3: うん
34 ∬5: よ つ と､ は をつ か っ て い い の か ､ が を使 っ て い い のか ( 笑い) わか ん な い ､ う ー ん * そ､ そ うだ よね,
34 C F 3: あ ー そう (笑い)(首を振 る1 ? ?
35 JF5: で も漢字なん か は 全然 ､ ね -
35 C F3: あ - ､ だ い た い 問題な い で すけど､ うん
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* * *そ うですよね - (鼻をすする) す い ませ ん
C F3x JF5
36J F 5: ね､ ちょ っ と風邪気味なん で ､ そ - 相 を つ けたほ うが い い で すよ､ また､ 長引くらしい ですか らね､ 冬の は
36C F 8: 風邪
37 J F5:(鼻をすす る)う ー ん , と
37 C F 3: でも こ ､
例 J 0
この あ い だず っ と
うん
う - ん そ う､ ぽか ぽか
あの ､ い い 天 気ね - あたた かく てv
38 J F 5: ぽ か ぽ か して , ね ､ 布 団もで も干 した い ん で す け ど､ で も､ 昼 間と か に なん て い う の か な - ､ こ こ に ､ 学校 と
38C F 3: う ー ん (頗く) ぅん
39 J F 5: か に 出て くる ときにもうどたばた して て 軌 ニ ‡笑い† 全然布団とか
39 C F 3: ( 笑い) そ - (笑い)
40 J F 5: も干 せ な い ん で す よね - ､ 洗濯物とかもなん か部屋干 しだ し で ､ 外に 干 したくて も､ 私1 階に住 ん です よ
40 C F 3: う ー ん ぁ ー
41 JF 5:
41CF3: お う､ 1階 あ ー
ちょ っ と､ 不 安 じゃ ない で すか ､ 拙 ニ 撰 い)垂= + 旦 蝕 ､ う
(笑い) ァぺ ア パ ー トで †
42J F 5: ん そ う､ ア パ ー トで ､ ちょ っ と -
42 C F 3: こ こか ら - ､ 遠 い ですか †
43 J F5: か 入 られ て い るん で すか †
43C F 3: あ､ 寮 で
学校 から､ 稲毛駅 っ て分か り ます† 寮と
あ､ 稲毛駅､ あ ー 知 っ て る
あ､ じや あ全然近 い だ よ ､ こ こ か ら - ､ ? ? ?なん ､ 周 際, ? †
あ ー そ - ､ う ー ん ､ 自転車､ で - ､ 国際交流会館 ,
44J F5: そ うそ うそ うそ うそ うそうそ う､ そ う､ す ご い ､ あれ､ 笑 っ ちゃ い ませ ん†なん か こ っ ち側に ､ 何､ X X寮
44 CF3: うん
45∬5 : とか - ､ 男子 寮が ある じや な い です か -
45C F 3: うん
46J F 5: 国際､ そ の なん ､ 交流
46C F 3: うん うん 交流会館†
だ ､ 男子 っ て 男性 の 方の 寮､ 男性学生 の 寮､ の 寮と,
例 8 I 9 5
あ ー ､ 男子寮 †､
-i ああああ ああ
交流会館と い うの が あ っ て ､ そうす る と､ こうや っ て外 か ら見た時 に ､
47J 甘5: 絶対､ 何とい うん です か ､ ぼろ い で すよね､ こ っ ちの 方 (笑 い) 学生用の 寮が ､ こ っ ち側 が なん か結構き
47 C F3: うん
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48JF 5: 叫 ､な感 じ
48C F3: 組 乏ニ (集 い)
あれ ー ､ 差が ある よ な - とか 思 っ て ､ い つ も見るん ､ と､ 前寮 に友達が い た時
( 笑い) (笑 い1
49 ∬5; に ､ 遊 び に 行 っ たん ですけど､ こ っ ちがもうむっ さ苦 しい し, 汚い し､ ( 笑い)
49 C F3: 地 塾二 ゝーそ_ラ, あまり 気が つ か な
50J F5: も ー ､ 男 だ らけ だ か ら本当 に ひ どい も の で ( 笑い) それ に比 べ た ら､ 全然､ あ あきれ い だ な - ､ い い な､ い い
50C F 3: か っ た (笑い)
51JF 5‥ な､ え､ 誰､ え､ 継が住 ん で る の†とか聞い たら留学生だ ( 集い) 狭 い †
51 C F 8: そ - † pI夷h
7
) で も狭い､
●ii
あ､ ワ ン ル ー ム で
狭 い ､ うん
52 J F5: 6畳 ぐら い なん で すか うんうん , え､ で も新 しけれ､ 新 しくて きれ い なら(笑い) こ っ ちは だっ て ､ 汚
52CF3: あ､ だ い た い うん うん ､ あ ー (笑い‡
53 J F 5: て古 い ん だもん ( 笑い) う ー ん ､ そ - (鼻をすす る) あ､ すみ ません ね * (飲み物を飲む) * * *あ.､ で も じ
53 C F 3: (笑 い) う ー ん
54 JF 5: や ､ あの 付近 に住 ん で る ん だ っ たら､ もうサテ ィ とか に もよく行 っ て
54C F 3:
55J F5: も マ ル エ ツ派 ､ サテ ィ と マ ル エ ツ と あっ た らやっ ぱ マ ル エ ツ の 方が
55 C F 3:
( 咳払い1(飲み物を飲む)
ね - ､ ヱ坐 王之(笑い) で
うん ､ そ う､ ア!_y
エ ツ †失 い)
近 い † だ､ だ っ て そ っ ちの
方が ､ 近い うん
56 ∬ 5‥方 が 安 い † の か な だ ､ あ ー 安 い ん だ､ 私 い っ つ もサテ ィ しか行 かな い ん で すよ
56C F 3: うん そ う うんうんう ん あ ー そ う
サ テ ィ カ ー ドを作 っ
57J F 5: たか ら - ､ ポイ ン ト貯 め ようと思 っ て ､ 旦乏ま 地 (笑い) マ ル エ γの ､ で も マ ル エ ツ っ
57C F 3: あ ー あ - あ ー ､ ポイ ン ト †笑 い)
58 J F5‥ て なん か ､ 前 行 っ た ときに - ､ 家具を見たくて行 っ た ん で すよ - ､ つ ぶれ ちゃ っ たんで すか ね､ 上 の 階 の ､
58CF 3‥ う ん うん うん うん
59J F5: 3 階の
59C F 3: そ うで すか †
3階に家具売 り場み た い の が あ っ た んで す よ , そ れが もう､ エ ス カ レ ー タ ー で の ぼ れなく
うん うん うん
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60 JF 5‥ な っ ちや つ て て - だか ら ､ あれ ー とか 思 っ て ､ ちょ っ と家具を買い たか っ た ん ですけど､ うん ､ あ､ で も
60C F 3: うん ぅんうん
61 J F 5‥ マ ル エ ツの 方が安い ん だ っ たら､ マ ル エ ツ の 方が わた しも マ ル エ ツ の 方が 近い んで すよ､ た ぶ ん
61 C F3: (笑い) あ､ そ
62J F 5: * 家が - あ の ､ ⅩⅩ 駅で - ､ そ の 寮 とか の 反対側†
62 C F 3: う あ ー うん
の 所なん です け ど - * うん､ ど こ ら - ん なん
あ ー あ -
63 J F 6: だ ろう†い ちお で もサテ ィ は も っ と遠くです よね ( 償く) ちょ っ と手前 うん * あ､ そ うか マ ル エ ツ ? ?
63C F 8: あ - うん そ - 一 度行
64 J 甘5: †失 い) は い そ れか フ レ ッ ク じや ない † (笑い)
64 C F3: 三色三‡笑 い) あ - フ レ ッ ク ､ うん , も ‡笑 い〉
65 J F5 : い て る ( 笑い) そ う､ ち ょ っ とア ベ ス トア が 高 い です からね -
65 C F 3: - う ー ん
フ レ ッ ク は だっ て 安 い っ て 聞
あ､ ア ベ ス トア っ て分か ります†
66 J F 5: ベ ､ ス トア * *わ か ん ない あの - * なん て言うんだろう * ム ー 大陸､ つ て分か り ます†
66 C万
､
3: ア ベ ス ､ ス トア うん
67J F 5: 分か ん ない *分か ん ない ､ ケン タ ッ キ - ､ 分か ります† * ケ､ ケン タ ッ キ ー ､
67 CF 3: う ー ん う ん
68 J F 5: イ ドチ キ ン
68C F 3: うん うん
ケ ン タ ッ キ
ー
､ はい
アブ
* *
ケ ンタ ッ キ ー フ ラ
の - ､ 前 の 通 りをちょ っ と行くとなん か , ス ー パ ー が ある んで す よ､ ア ベ ス トア っ て い
う んうん
例儲･,sた表情)
69 J F5:う
.a_ ニ エ亡ニ､ ス ー パ ー マ ー ケ ッ トが あ るん ですよ も - ､ 超 高級なん で す よ( 笑い)
69C F 3: あ､ そう ( 困っ た 表情) viii
70J F 5: か ん ない ､ 健康､ 健康､ 食品み た い なの ､ ? ?
70 C F3: ない あ ー なに健康食晶
あ ー あ - あ ー (笑い) え､ 知 ら ない か も しれ
体に い い ん だ けど高 い † ( 笑い) ア ン パ ン 1 つ が も ー ､
あ ー あ - あ ー
71J F 5‥ なん か 2､3 00円ぐらい の 世界 ( 笑い)主= +皇 姐 垂辻エ ( 笑い)
71C F 3= 息 ニ (笑い) う ー ん
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72J F 5= う ー ん ､ そう､ ア ベ ス トア ､ あとサテ ィ が - ､ なん か ､ 倒産､ したとか い っ て つ ぶれちゃ っ た､ 経営が
72 C F3: 行 きたくな い 倒産† そう
73J F5 : 破綻 しちゃ っ て ? ? ､ 詳 しく は 分か ん ない ですけ どね ､ サ テ ィ が つ ぶ れ る､ い ま の 稲毛 サ テ ィ が つ ぶ れ ちゃ う
73 C F 3: あ ー あ - あ ー あ - あ ー
74J F5: ん じや な い か っ て 許 が出た と き に - ､ なん か ､ え ､ どう しよう とか 思 っ て - ､ 私サ テ ィ に行 っ て る じや ない で
74C F 3: (領く)
75 J F5‥ す か ､ よく､ だ か ら､ え､ どう しよう､ と 思っ た ときに - ､ え､ これ か ら私轟 日ア ベ ス トア に 行か な い と い け
76 C F 3: (笑 い)
76 J F 5: ない の か なとか 思 っ て - †笑 い) で も周り に - ､ そ れ を言 っ た ら - ､ い や､ フ レ ッ ク とか - , マ ル エ ツ ある か
76 C F 8: (笑い) 豊ニ うん うん
77 J F 5: らだ い じ ょ うぶ だよ っ て 言われて ( 笑い) そっ ち行けば い い ん だ よ っ て言 われ て あ ー よか っ た､ 轟 日ア
77 C F3: 空 地 エ (笑い) そ う
78 J F 5: ベ ス トアか と思 っ た (笑いI ア ベ ス トア で ちょ っ と普通よ りも高い も の 買っ て も ー ､ そ ん な､ 体に い い か らっ
78 C F 3: (笑い) そ うそ う
79 J F5: て主よ ユとも っ た い な い か な
79 C F3: うん ､ ね -
1ii
iv
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
逸脱
留意に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用され た規範
｢一 年間+ とい う語衰運択の 誤り
内的規範
評価なし
接触規範 (内的場面では､ 同 じような逸脱が否定的に評価され ると推測できるため)
CF 3は JF5 の発言を理解するこ とが できない
内的規範 (C F 3Eま合図を出さなか っ たため)
CF 3 の発話の 表現
内的規範
否定的. ｢強すぎる+ とF tJIで報告
内的規範
調整なし
内的規範
留意された逸脱 : 法律を専攻するのがすごい と言われた こ と
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 否定的
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Ⅵ
vii
viii
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整ス トラテ ジ ー
留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
留意された逸脱 :
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテ ジ ー
: 内的規範
:話題を回避 しようとする
: 内的規範
①内的 ス トラテ ジ ー : 話題変更
話題が天気に変更された こと
内的規範
否定的
内的規範
調整なし
内的規範
C F 3にと っ て ｢男子寮+ は理解不能であるこ と
内的規範
否定的｡ 自分のメ ッ セ ー ジを相手 に伝えなければならない と感 じる
内的規範
鋭明しようとする
内的規範
①内的 ス トラ テ ジ ー : 瓢明
: C F3 が留学生寮に つ い て 文句を言 っ た こ と
内的規範
否定軌 ｢面白くない . . . 新 しい か らい い じやん+ と F U Iで報告
内的規範
調整なし
内的規範
C 耶=こと っ て ｢ス ー パ ー + が 理解不能 である こと
内的規範
否定的｡ 自分のメ ッ セ ー ジ を相手に伝えなければならないと感じる
内的規範
メ ッ セ ー ジ を伝えようとする
内的規範
①接触 ス トラテ ジ ー : 大声で ゆ っ くりと繰り返す
②接触 ス トラテ ジ ー : ス ー パ - を非省略化する
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olJF 6: は じめ ま して
- は ⅩⅩ で す
olA F 4: は じめま して - ⅩⅩ で す､ は い
(笑い) お 願 い しま - す ど っ か らきた ん で すか
よ ろ しく - (笑い) うん あ､
02JF6: は あ - か ス トラリア で すか - ､ 私 - 友達 - 今オ ー ス トラリ ア に ､ 留学 して るん です よ -
o2A F4: オ
- ス トラ リア は い
03JF 6: は ､ *名前 は - なん だ ろう シ ド ニ ー
o3A F4: か ､ どの 辺 で す か T ん , な に †
あ､ シ ドニ ー
メ ル ボ ル ン †
04JF 6: 今年 の 4月 の ､ 終わり 頃か ら行 っ て て ､ ワ ー キ ン グ ･ ホ リ デ ー で
04A F 4: へ ‾ で 一 年間†
05JF 6: そ う､ うらやま し い なと思 っ た の い ますか - I
05A F4: †笑 い) 結構､ い ます ね
あ ー
え､ そうで す
シ ドニ ー ､ そ う､
で ､ 行っ てる っ て ゆっ て て -
なん か ､ ワ ー キ ン グ ･ ホリデ - や っ て て - ､
06JF6: ‡笑 い〉 あ ー い い ですね - - - - オ ー ス トラ リ アで 果物育つ ん で すか †
06A F4: オ ー ス トラ リア で バ イ トとか - ､ 畑 仕事 と か - な んか 果物畑とか
07JF 6: 果物 っ て イ メ ー ジ が な い ん で すけ ど (笑い)
07A F 4: うで す よね
08JF6:
飢 1 吉 7
え ､ そ うなの !
羊が わ ー つ て
あ ー 羊 はそ うだよ
み か ん
そ
あと牛†あ
08A F4: と は - う ー ん ビク トリア ､ 私 ビ ク トリア出身なん だ けど､ ヴィ ク トリ ア は み か ん オ レ ン ジ , そ う レ モ
09JF 6: パイ ナ ッ プ ル †
09AF 4: ン * *え ー 北の 方に行 っ た ら
10JF6: - そうなの
10AF4: う ー ん
11JF6: あ ー
例 1 3
1 n e a 1eiiとか - バ ナ ナ ､ そう! 北 の 方だとだ と - トロ ピカ ル み た い な
ス_
あ っ つ い ん で すか へ -
結構 あつ い そ の 辺 は - や っ ぱ 蒸 し暑く て - す ごい なん か ､ 湿度も高く て
あ ー ､ 蒸 し暑くはない
11AF4: だか ら - うん で もメ ル ボ ル ン は 暑 い けどカ ラ っ と して て ちょ っ と涼 しい か な 蒸 し
12JF6:
( 笑いI あ ー ､
12AF4: 暑くはな い よねメ ル ボ ル ン は まあ シドニ ー は す っ ごく 蒸 し暑 い ､ き い た ん だ けどね ､ い っ た こと は な い
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13JF6: そう (笑い) 2時間くら い
13A F4: そ うで もない ね - ､ 2 時間くら い ( 失い) シ ドニ ー に行 っ た こ とある け ど そうそ うそ う､ ク イ ー ン
14JF 6:
14AF 4: ズ ラ ン ド - 行 っ て - ､ で ､ そ こで - * あの 一 家族 と 一 緒に 一 夏休 み に - ､ ク イ ー ン ズ ラ ン ドに 行 っ て - そ こ で
15JF6: ん - は - ‡笑 い)
15A F4: ニ 週間くらい す ご して ､ か えり - は ､ 途 中で ､ シ ドニ ー に ､ 一 泊 して - で も朝 一 ニ 時間だ け泊ま っ て - ( 笑い)､
16JF 6‥ 16時間 1 笑い)
16A F 4: クイ ン ズ ラ ン ドか らメ ル ボ ル ン まで 16時間だ か ら､ ず っ と走 っ た ら 16時間 だか ら､ 途 中で ､ 八 時間 して､ 止
17JF 6: †笑 い) い っ か ら来て る ん です か 日本 には
17AF 4: め て ､ あと は ､ まあ､ うん 今回は * *去年 の - ､ 10月 ､ の 2 5日､
18JF6: ご い 日 本語うまい ですよね え
18A F4: そ ん な こと､ ま､ まあうん * *そう､ も､ 六 年間､ 日本語勉強 して て
は じめて ( 笑い) す
じやな い , ( 笑い)
は - ､ は じめて 北の は い っ です か †
19JF 6: あ ー
19A F 4: は じめ てきたの は ､ お ね え､ ちゃ ん が､ 北海道 の 釧路で ､ 留学､ して た か ら あの - ､ 母 と 二 人で あそ び に
20JF 6:
20AF4: きて 二 週間くらい い た ん で ､ そ の 時 日本語が全く できなか っ た わ けで はなか っ た ん だ けどほ とん どできなく て ､
21JF 6: うん ､
21 AF4: 二 人で ､ お 姉ちゃ ん と 一 緒に 行 っ た ときは - ､ お ね えちゃ ん が 日本語大丈夫だ っ た か ら - 通訳 して もら っ た ん
22JF 6: うん うん 接 い)
22A F4: だ け ど - ､ お姉 ちゃん と別れて - 週 間くらい ､ 二 人だけで ､ 旅行 して て ､ 結構 ､ うん 大変だ っ た (笑い) あん
23JF6: 日本語難 しい です か ､ 覚 える の うん , う
28AF 4: ま り ね え - なか なか あ ー 私 - ､ その ､ 二 臥 目 は - ､ あの - ､ 交換留学生と して ､ で
24JF 6‥ ん ､ うん うん
24AF4: - ､ で そ の 時は - ホ ス トフ ァ ミ リ ー と 一 緒に 住ん で - ､ 普通 の 学 生と同 じよう に､ 高校 1年生 の だけど､ ま普
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25JF6: うん
乏5AF 4:通 の 学生 と
- 緒 に､ 高校 にか よ っ て - ､ だか ら 一 会許はそ ん なに､ 覚えに くい っ て い う こ と はなか っ た よ ね ､
26JF6: うん ､ うん うん まあ - あ -
26A F4: あ の や っ ぱり 在日 - †､ 日 常生緒を同 じく して過 ごすと - ､ 自然に 耳 に 入 っ てくる こ とが - 多く なるか ら逆に
27JF 6:
ぁ ぁ - ん
27AF4: 耳が 慣れ て きて - ､ そ れ で - ま あ 6 ケ 月 日 ぐら い た っ た らも う話 せ る よ うに な っ て く る の ね ､ だ け ども しホ ス
28JF6:
28A F4: トフ ァ ミリ ー と 一 緒 じや なか っ た し - ､ ? ? ?た りも意識 して なか っ た し - ､ 学校は 日本人 同士 だ ､ 日本人の
29JF 6: あ ー うん
29AF4: 学生と - 緒で なか っ た ら､ や っ ぱ り 一 党え るの も難 しい - うん ､ で きる だ け - そ の 国の 人 たちと､ 接 して､ 按
80JF 6: あ ー 私も英臥 すご い しや ベ り た い ん で すけ ど､ でも喋れなくて - (笑い)
30A F 4: す る こ と は - す ごく大事だ と思 っ て る
81JF 6: う ー ん
31A F4: い)
? ? ? 英語が 全般 できない か ら
喋れない っ て い えば､ 喋 られない ､ みた い で し ょ あ ー - ､ べ 勉強は - , や
あ ー ‡笑
32JF6: 高校 で して今 は 国際文化学科なの だ け ど - で きない か ら †笑 い)
32A F4: つばり 高校 で しょ - † え ー そうな の ､ う ー ん ( 笑い) で
33JF 6: ( 笑い) そ うそう､ だか ら英語ば っ か りや っ て る ､ 授業 で 大変
38A F4: き ない っ て い っ たらで きな い ん じや な い の ( 笑い) でき る ぁ ー
34JF 6: る ､ 授業で 大変で 英語､ 日本語 で ､
34AF4: あ ー え ー でもそれ は - ､ あ の - 英語で 敢えてもらっ て る､ それとも授業は 日本語で行 っ て
35JF6: 全然 日本語 でo だか ら全然 しや ベ っ て ない た だ ､ 訳 して 終わ り 一 つ て か ん じだ
85A F4= 英語を勉強 して い る† ぁ ー
36JF6‥ か ら､ なん か あん まり ( 笑い)
36A F4: (笑い) ノ ー トテイ ク ス は 上手で し ょ†
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だから辞書がない とね -
そうで し ょ - ､ 私､ う
A F 4x JF6
37JF6:
37AF4:
- ん ､ なん か許すの は 平気なん だ け ど - ､ 番き 取り に, す っ ご い 時間か か る あ ー ､ あ の , 自分で 書く の なら
38J 耶: うん
38AF4: まだち ょ っ とい い け どね うん ､ 読 む ぼはや っ ばり - あ の - 今 年 - まで は､ すご く大変だ っ た ､ 今年は あ の
39JF6: うん
39AF4:
- 勉強 の た め に ､ 研 究の た め に - なん か ､ 読 ま なきゃ行け な い こ と が 多か っ た か ら - う ん､ なん と なく 少 しず
40JF6: (笑 い) ( 笑い)
40AF4: つ で きる ように ､ な っ て きて るん ですけど - ､ 前､ すごく ､ なん か雑誌とか と っ て - 記事だけ読む の に - ､ す
41JF6: ‡笑い)
41A F4: ごい 時間か か っ て 一 途 中で疲れてもう駄目 だと思 っ て - や めち ゃ っ た の で - や っ ぱう ー んなん か､ しな く ち ゃ
42J甘6: あ ー 話 したい けど話 せ な
42A F4: い けない ､ だ か ら - や っ ぱり する よね そ の 場合は い い 勉強 にな る よね ､ う ー ん ､ 話 したい けど う ー ん
43JF 6: い し - ､ うん ､ あん ま り話す機会 がない か ら
43A F 4:
44JF 6: い け ど､ そう い う､ あん まり 交流と かない し
44 AF 4:
45J甘6:
45A F4:
外 国の 友達と か い ない か ら 一 作り た
は - それもあ る､ そ - だね -
う ー ん ､ あ ー ､
例 6 5
留学生も よくゆうよ ､ 日本人と友達なりた い けど
(笑い) あー 入 っ て来 て欲 しい ( 笑い) お互 い そ う思 っ て る
一
入 り にく いiii ( 笑い) そ うで し ょ どっ ち - そう､ や っ ぱ り､ ど っ ちも入 りた い け ど､
46J F6: う ー ん う ー ん
46A F4: どっ ちも入 れな い 状態にな っ て て - ､ え ー だか ら､ 最初は - ､ つ い て - は 一 日本人と友達なりたい と思 っ て -
47JF 6: う ー ん う ー ん
47AF 4: あの 一 息 っ て るの で - ､ 少 し した ら - あ ー 入 りくそうな - †と思 っ て 結 局留学生同士 で ､ 囲ま っ ちゃ
48JF 6: う ー ん あ ー うん うん
48AF 4: つ て - , で ､ そ れか ら - もう､ で なくな る､ そ の ､ 円か ら､ や っ ぱり ､ 一 度 をもう固ま っ た らまた で てく の は
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A F 4xJF 6
49JF6: うん うん むず か し い
49AF 4:
- すごい むず か し い し -
うんうん (笑い) うん思う
日本人は､ その 固まり にきたら､ 入 り にく い なと (笑い) 思うんだ､ そう
50JF 6:(笑い) うん思う -
50AF 4: で し よう † で ､ え ､ 機 会 はな にか あ っ た †
51J下6: き っ か け, 英静が - すき - だ っ た か ら
51A F4.
･ I?f=I
ない ､ か ､ ? ? ?
国際化で勉強す るの は どん なき っ か けあ
え ー あ中学も高校もク ラ ブで
うん 高校 で† あ ー
中学も英語 の 部活に
52JF 6: 入 っ て て 英静が - 好き で - だけど - ､ 高校な っ て難 しくなっ て きて - †笑い) わか らない
52AF 4: うん うん あ ー (笑い) あ ー そ っ か
53JF6: 話 した い し､ 海 外に行きた い と思 っ て るか ら 英静勉強 して
53A F 4: うん うん うん
行き た い な - と 思っ て
* * * * * *じ
54J F6: 海外 は - 留学 とか じや ない けど遊びで - ア メリカ に行 っ た事が ､ あの ､ オ ー ス ト
54A F4: や ､ 海外は 一 行 っ た 事 ある† あ ー もう
55JF 6: ラリ ア に行 っ て る友達と二人で ､ ア メ リ カ に旅行 に行 っ た事 * だけ しか ない
55AF 4: あ ー
56JF 6: ユ ニ バ ー サ ル ス タ ジ オ と かデ ィ ズ ニ ー ラ ン ドとか
56A F 4: あ ー
ヘ ス. ､ ‾■
え, どうだ っ た†
57JF 6: ツ ア ー ､ ツ ア ー ツ ア ー み た い だ け ど - ､ 全然､
57AF 4: ツ ア ー で 行 っ た †それとも単独で†
ロ サ ン ゼ ル ス
え ー つ と - どの ､ どこ は
楽 しか っ た - ( 笑い†
( 突い) え､ ツ ア ー †
自由行動だ か ら - 自分た ち で ､ 行動
うん う ー ん うん
58J F 6: して､ そ の チ ケ ッ トは もらっ て - ホ テ ル もと っ てもら っ てて - だ か ら 自由行動 だ け どツ ア ー の な
58A F 4: うん う ー ん うん
59J F6: か に入 っ て るみ た い な すごく よ か っ た､
59A F4: い い よ ね
うん ､ そ うそ う 心 配なく っ
そ ん な､ ホ テ ル の 予 約と か せ ずに -
60JF 6: て ( 笑い)
60A F4: た だ遊ぶ (笑い) い い な - そ れ は ､ え､ どれくらい †
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* * * *一 週間くら い う ー ん ､ 道 とか で ､
一 週 間くら い
A F 4ⅩJF 6
61JF6:ち ょ つ と喋 っ た り とか ‡笑 い)
61 AF4: あ
ー は い は い 現地の 人と仲良くな っ て (笑い) え- ロ サン ジ ェ ル ス っ て､ そう い うの でき る
62JF 6: う ん
62AF 4:
- †それ､ や っ ぱり ､ なん か ､ オ ー ス トラリ ア とか ､ ア メ リ ､ ア メ リ カ とか - * 日本もそ うなん だ け ど - 現地
63∬6: うん うん うん
63AF4 : の 人 と仲良くなる の は
-
, なか なか - しず ら い な - †と私は い つ も思 っ て た ､ 田舎の 方 に行く と - ､ 例えば私
64JF 6: うん
64AF4 : は
一
日本 で旅行 して て 一 日 本 の 中旅行 で して て 一 束京か ら い る ときは - や っ ぱりち ょ っ と ､ あ の 一 語 づら
65JF 6: う ー ん 忙 しそ う す ご い 歩くの 速 い し - ( 笑い† あた
65 AF 4: い か な - ､ とか 思 っ て み ん なすごい忙 しそ うで - う ー ん そうそうそうそう i 笑い)
66JF 6: しは静岡､ 静岡分か り ます† 静岡ね - なん か ね ､ す ご い の ん び り して るか ら歩く の も遅くて - ( 笑い† す ご
66A F4: あ ー 分か る あ ー あ - (笑 い)
67JF6: い の ん び り して るか ら 一 束京 で は - ､ ? ? ?話 し掛けづらい し - こわ い - ､ ちょ っ と み ん な急 い で
67A F4: そうそうそう (笑い) うー ん そう
68J F6: て 話 しか ける の もなん か * * うんうん う
ー ん うん
68A F 4:
69JF 6: うん
そ うそ うそ う で 店 の 人とかも ー ､ や っ ぱりた くさん多 い か ち - なん か ､ 話 ､ しそ う
う ー ん うん
69AF4: だ っ て も ー ､ なん か ､ 時間が な くて ､ 田 舎の 方 に行 っ た ら､ 私 こ の 間､
70JF 6:
70 AF 4: や っ ぱり -
n
ia
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
逸脱
留意に適用された規範
留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
例 5
日 光と - iv あ とは - 秩父 †､ に い っ て -
A F3 が自然に丁寧体か ら普通体に ス タイ ルを変化させた こ と
接触規範 (内的場面では ､ 同 じような逸脱が留意され ないと推測するため)
肯定的o ｢い い なと思 っ た+ とF UI で報告
接触規範 (内的場面では ､ 同 じような評価が行われない と推測できるた め)
英語に近い発音が留意されない
接触規範
:留学生にと っ て 日本人と友達になるの が難しい と い う話題
内的規範
肯定的｡ 話題を興味深く感じた
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A F 4ⅩJ F6
1V
評価に適用された規範 : 内的規範
逸脱 : A F3 の発音の 観りが留意されない
留意に適用された規範 : 内的規範
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A F 4ⅩJF7
AF4ⅩJF 7
olJF 7: は じめま して Ⅹx x(A F4 の名前) Ⅹx x(自分の名前) です
olAF 4: は じめ ま して
- X X X(名前)です (笑い) は い x x x(J F 7の 名前) よろ
02JF 7: さ､ さ っ き うん ､ そ の 前に 一 人 10分や っ て -
o2AF 4: しくおねが い しま - す (笑い) ん - と､ は じめ て
o3JF7: は あ - ､ え ､ 文 学部 で す - 1年 生 です
あ ー そ うで すか
こ の 前 19に
03A F4: 文 学部 - の 国際首無学科 っ て い うと こ の - 1年生で すか 18歳
04JF 7: なっ た (笑い) ん 一 新潟県
04AF 4: ( 笑い) すい ま せ ん ､ そ っ か - え､ 出身は 一 千 菓です か †
05JF 7: ん - い ろ い ろ大変だけど､ や っ と慣れま した
05AF 4: - どうです か
一 人暮ら しで す
あ ー 新潟県､ は あ - は あ
ん 一 に ､ か げっ †
あ､ そ うで すか ､ もう ､ 6 ケ 月 日
.
†
06JF7: ん - 最初や っ ぱ大変だけど今 はす ごい 楽 しい (笑い)
06A F 4: に ､ か げつ ､ あ､ そ うで よね - ? ? ?(笑い) 実家に帰る の は あり ま した か †
んと - ゴ ー ル デン ウイ
07JF 7: - クに 1 回帰 っ て - い ろ い ろ 仲間と遊んだりとか (笑い) ? ? ?結構 ､ 東北 の 方に い っ た子も い る し - 普段会
07 AF 4: み ん なばらばらにな っ ちゃ っ て ん です よね ､ 高校 うん
08JF7: う機会が ない か ら､ 実家 で †笑 い) ちょ っ と まだ あ れ だ け ど帰ればお酒飲ん だ り とかして - ( 笑い† す ご い
08A F 4: うん (笑い) オ ー ス ト
09JF 7: あそうなん だ ‡笑 い‡大学生にな っ たら い い よ ね - とか
09A F 4: ラリ ア は未青年 - *18歳 か ら飲め るけど､ 高校の とき.は ､ も う､ †笑 い)
10JF 7: い っ て‡笑 い‡
/
10AF 4: あ ー そ うですね ク ラ ブ活動とか や る と飲み 会とかある し
11JF 7: よ あ､ ほ ん と に
い まさ - ダン ス の サ ー クル はい っ て る ん です
過 3 回もあるん で
11AF 4: え､ そうで すか ､ 私 - 入 ろう と思 っ て ま した. つ い てか ら? ? ? でもなんとなく忙 しくな っ て
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A F 4x JF 7
12JF7:すよ ､ サ
ー ク ル がだからけっ こ う忙 しく て バイ トも してない ような状況でお金がなく て (笑い)
12A F4: ぁら‡集 い) バイ ト
13JF7: うん 一 応生活費 は送 っ て もらえ るん です け ど - お小 遣 い が な い か ら - ､ む か っ て ? (笑い)
13A F4:
- す る つ もり ぅん (笑い)
14 ∬7: 結構 い ろ い ろ欲 しい も の が ある し - や っ ぱみん なお しやれ じや ない で すか 大学の 人 ､ そ うす る と み て る
14AF 4: う ー ん そうだよね -
15JF 7: と服欲 しい なあ (笑い) 思っ ちゃ う ､ ん で すよね , で すか
15A F 4: 撰 い) そ - だね 日本の 大学生 は特 にお しや れ う ー ん､ オ ー ス トラ リ ア だ
16JF 7: み
16 AF 4: とジ ー パ ン と T シ ャ ツ が ､ 結構 あ っ て - う ー ん ､ 大学はね - ジ ー パ ン が 普通で すね ､ お しや れす る人 ､ い て も
17JF 7: ん ななん か - お しや れ (集い) そ うなん で す - なん だ けど - (笑い1
17 AF 4: - 少 ない と思い ます 日本 の ほ うが - ん 一 挙生だろ 一 つ て (笑い) 大学生なん か 一 番貧乏 なの に
18JF 7: バ イ トで頑張 っ て る んで す よね き っ と ( 笑い) うん (笑い)
18A F 4: 今 はね ( 笑い) バ イ トで 頑張 っ て て 一 挙校で頑張 っ て ない ん じや な
19JF 7: そ うなん です よ ね (笑い)
19 AF 4: い か な - 今 日 バイ (ト?) だか らち ょ っ と今授業中寝てお こう †笑 い) っ て 言う人も い▲るん じや な い か な -
20JF7: (笑い) 今外国人 の 先生 の授業取 っ るん で すけど -
20A 甘4:(笑い)
ⅩⅩⅩ先生 そ の 先生もい つ も､ 日本人 の
うん あ ー しらない
21JF 7: 学生 はも っ と勉強 したほうが い い ､ つ てす ご い い っ ぱい 課題出すん で すよ (笑い) んとア メ リカ 文化 っ て い う
21AF 4: うん お - ? ? ?- え ー それ何の授業†
22JF 7: の で - 映画 をみ たん ですよ - エ リ ン プ ロ コ ビ ッチ っ て い う､ ジ ュ リア ロ バ ー ツ の ､ そ した らそ の 先生す ご い ジ
22AF 4: あ ー
23JF7: ユ リ ア ロ バ ー ツ が好 きで - ( 笑い) そ れ の 全部､ せ りふ が書 い て あるなん か ､ プリ ン トみ た い の も ら っ
23AF 4: あ､ そ う なの (笑い)
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A F 4ⅩJF 7
24JF 7: て･
- 全部読ん で ､ 結構なん か * ち ょ っ と昔な､ なん て い うの か な普通の 辞書に載 っ てない ような単語が出てき
24AF 4: ほ
- ‡笑い)
25JF7: て ､ そ れ を調 べ て こな い と い けない ん で すよ この まえや っ て なくて - あて られちゃ っ て 傾 い) すい ま
25AF 4: そ っ か - ( 笑い)
26JF7: せ ん ､ つ て 謝 っ て - ( 笑い) そ れ で も っ と勉強すれば い い っ て (笑い) それ明 日もあるん です よ - そ
26A F 4: (笑い) 勉強すれば ( 笑い) そ っ か
27JF 7: の 先生の 授業が これ か らやらな い と罷屠を †笑 い)
27A F4: あ ー ん - そ っ か - そ うだ ね - なん か 日本の 先生は質問とか閉
28J F7: 今 日 も 1 こ聞か な い で寝ちゃ っ た 授業 が あっ て (笑い) だ めだ な - と思 い っ つ せ っ かく大学に来たの に遊
28A F4: か な い う - ん ‡笑 い1
29JF 7: ん で ば っ か で 勉強 して な い ん - ､ ですね ､ (笑い)
29A F4: あ ー 2 ケ 月 くらい ならまだ後悔す る こと じやな い と思うんだけど i笑い)
30J F7･･ 夏休みが 終わ っ た ら頑張ろうかな - とか 思 っ て あ ー が んば っ て 4年 で卒業 しな い と
30A F4: (笑い† 3年†4年間だよね†大学 将
31J F7: ん - なん か , 今 ､ ち ょ国際来ちゃ っ た ､ 来た け ど -
31AF4: 来 ､ や り たい こ と､ なん かきま っ て る †それとも - うん
82JF 7: なんか パ ソ コ ン と か に興味 があっ て -
32A F4: ん - あ ー そ うなの †
い ま､ や っ ぱ バ イ ト して と りあえず パ ソ コ ン 買お う
38JF 7: つ て思 っ て て､ そうい う仕事が い い な っ とか i 笑い)
33A F 4: I T関係だと結構就職 しやすい ん じや ない か な､ 今 はね､ や
34JF7: そ うで すね - う ー ん ん - か っ て 自分で 買っ て 勉強 しよ うか な
34A F4: つばり - なん で もIT関係だ し､ 逆に 使えない 人は ､ もう大変ですね 一 便 えない と -
35JF 7: - と思 っ て独学だけど (笑い)､ 情報処理 っ て授業がある ん ですよ ､ 必 修 で ､ それが 全然 できなく っ て - 人
35A F 4: う ー ん そ うだ ね -
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36JF 7: ,で (笑 い) と りあえず パ ソ コ ン に つ い て の 基礎的な - ､ か ん じの こ と をや るん で す よ､ メ ー ル 送 っ た り と か ､
36 AF4: 情報処理 っ て なん だろう
87JF 7:
一 応 ､ なん か 簡単だけどホ ー ム ペ ー ジ をみ ん な作 っ て - 今度 は メ ー ル ､ 先生に課題の メ ー ル を送 っ た り
37A F4: うん う ー ん
38JF7: とか -
38AF 4: う ー ん
イ ン タ ー ネ ッ トで 検索 して そ の 結果を報告 した り とか ､ そ う い うの す るん です よ い つ も
ふ ー ん
39JF7: なん か 友達 に聞 い て (笑 い) 自分一 人 で どう しても できない で す よね ､ ちゃ ん と説 明聞 い て る ん だ け ど
39 A F4: (笑 い) は あ -
40JF 7: むずか しい ‡笑 い)
40A F 4: そ っ か - 今 は できない とね ( 笑い) 特に今は外国人外国 の 友達が い ると手枕 よ り メ ー ル の 方
41JF7: * * * * ** ほん とは すぐバ イ トして 一 夏休 み
41A F4: が早く て ､ い ろん な情報がすぐ送れ るか らや っ ぱメ ー ル は 大事
42J F7: 前ま で に パ ソ コ ン 買うの が 目標だ っ た ん だ けど -
42A F4: あ ー
もうすぐ夏休 み に なる ､ あと 1 ケ 月 した らすぐ夏休み
43JF 7: に な っ ちゃ う あ ー 研究忙 し い です か ､ さっ きの 人も 研 究が 忙 し い っ て言 っ て た
43 A F4: そ うだよね 一 倍 じられない 私 - は
44J F7: あ､ 短期 うん
44A F4: あ､ 短期留学生なの で 研究は - 一 応 ある ん だけど - なん か ､ 普通 の ま - ､ 論 文とか ほ ど長くない ん で ､
45JF 7:
45A F4: あの 一 興味 の ある トピ ッ クを選ん で ､ うん もうちょ っ と * *短 い * *去 年とか授業とか取 っ て て - ち ょ っ と忙
46;肝7:
46AF4: し い ､ せ っ か く - 1年間だ けこ こ に い られるから, 色 々 楽 しく - 勉強も遊びもい ろ い ろチ ャ ン ス あるか ら､ だ
47∬7: (笑い) そう､
47AF 4: け どもう 6 ケ 月 しか残 っ て ない 昨日 もう4 ケ月た っ て ､ はや い ､ これ か ら､ 毎日 を大切 に - ( 笑い)
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48JF 7‥ 私もそう､ これか ら い ろ い ろ授業もテ ス トとか始ま っ て きそうな感 じで
48AF4:
49JF7:
あ ー そ うだよね 夏休みを前に レポ -
A - 今 一 個 出て て 一 別 に書か なくてもい ん だけ ど - そ れ 書くと､ い っ こテ ス トを解く問題が - 個
49 AF4: トとか なか っ た †
50JF7 :減 る から - ､ 頑 張 っ て 審 こ うか な - そ う､ そ れ もま た メ - ､ メ ー ル が な んか テ ー マ み た い なか
50AF4: あ ー い い よね - うん
51JF 7: ､ テ ー マ み たい なか ん じで - なん か難 しい なと (笑い)
51 AF 4: ふ ー ん ( 笑い) 結構テ ス ト､ か - * レポ ー トか ど っ ちが * 好き っ
52JF7: あ ー どうだ ろ まだテ ス トは どうなの か わか ん ない け ど､ 私は あんまり - レポ ー トが結構毎
52A F4: て い うか ､ ど っ ちが楽†
53JF 7: 回 出る ような授業は取 っ て なくて - 結構 テ ス ト ー 回できればい い なら毎週 忙 しい の より は い い か な 一 つ て
53A F 4: うん
54JF 7‥ 思 っ て るん だけど (笑い) そうですね､ 夏休み に しよ - か な - とか 思 っ て あん まり レポ ー トっ て の は 書 い た こ
54A F 4･' 最後だけ†笑 い) 忙し い ぇ
53JF 7: と なく っ て あん ま り なか っ た､ レ ポ ー ト っ て い う より は 出された間琴を解く っ て ほ うが 高校
53AF4; †書く は書かない†高校 んとき
54JF 7: は多い か ら -
54A F4: そ っ か
例 5 6
私 一 年 間､ あ の ､ ⅩⅩ 県の Ⅹ 市に留学 して て ､ で 高校 1年坐
l 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
:A F3は以前､ 日本に留学 したことがある こと
: 内的規範
:評価なし
: 内的規範
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2年生だ っ た ん だ け ど
A F4xJF8
AF4ⅩJF8
olJF8: よろ しく お願 い しま - す (笑 い〉 ぁ､ は じめま して ､ EX X です
olAF4‥ よろ しくお願 い しま - す ( 笑い) は じめ ま して ､ ⅩⅩⅩ (名)です
o2 ∬8: ( 笑い) よ ろ しくお願 い しま す は い ､ そ うです
o2A F4‥く) ( 笑い) ん ､ 今､ 一 年生で すか
03JF 8‥ の - ､ 日本文化科 にい ます は い ､ は い
03AF4: あ､ じゃ あ､ リサと同 じ 一 学部 ですね -
ん - ､ 文学
は い
ⅩⅩⅩ. 1領
( 笑い) は い ､ 文学部
ん - ､ なん だか
ふ - ん ､ どうで すか †
o4JF8:( 笑い) な ん だ か ､ 高校 の と きは ､ 世界史を 勉強 して たん で ､ 日本 史の 知織 の が あん ま り なくて (笑い) ? ウ ?
04A F4:‡笑 い)
05JF8:土 地 _
1
_†笑 い)
あ ー (笑 い)
そう - で す
o5 A F4: あ ー ､ じゃ あ､ 大学 一 生活は 一 旗 像 して た こと と､ 違う *ち ゅうか †笑
06J下8: ね (笑 い)
06A F4: い) とて もそ うで す†笑い) そ っ か
ち ょ っ と違うかな そう ですね , 授業 - が - まず * *
例 1 2 .I
え ､ どの よ うに違うん で すか †
07JF 8: ん 一 日本文化科 の 中に ユ ー ラ シア - ､ 文化講座 っ て い う.の が 入 っ て る か ら, 少 しは き っ と世界史の 事もできる
07 AF 4: ( 頒く)ん -
08 押8: の か な 一 つ て思 っ て た ん ですけど - や っ ぱり ､ 日本語中心で
08A F4:
09JF 8: そ うい うの ばっ か りで ､ 時 々 や 一 つ て思う ときが あり ます
09AF 4: ふ - ふ う - ん
ふ - - ん
日本文化の 江戸時代の 文学 に つ い て とか ､
‡領 く)
は い ､ そうで すね
え､ じや ､ 世界史の 勉強 した い ん です か ふ ー ん ､
10JF8: 将 来 - です か - ､ 将来は - できればマ ス コ ミとか - ､ い きたい ですね -
10AF4: で ､ 将来は - 何に つ い て
llJF8.･
ふ ー ん * * *ふ - ん
ん -
11AF 4: * ** * * * * *オ ー ス トラ リア っ て - ､ どうで しょうか ､ マ ス コ ミとか に 入 りたく っ て ､ う ー ん ､ 別 にそ の ､ 特
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12JF 8: †額く)
12AF 4: 別 な コ ー ス っ て言うか ､ あ､ 例 えば､ うん ､
刑 l .1
うん
o mjunikeJ o nd3 とか , d5 a:nalizu mii
うん
とかや っ て も ー ､ 入れ
13J下8: そ うですよね -
13AF4: な い 人 が 多 い で すね うん ､ 普通の 大学 一 部で - 勉強 して か ら入 る人 もい る と思うん です け ど
14JF 8:(償く)そうですね - は い ､ そ うで すね - あ､ なんか 文学部 - が ､ 就職 率が 3 0
14AF 4: ね - ん 一 日本も そ うだね､ あの就職 ? ?? ん - (領く)
15JF 8: パ
ー セ ン ト ( 笑い) ひ く い び っ くり しち ゃ っ て で も､ 学校の先生とか い っ
15 AF4: (笑い1 低い - で すよね ､ あん ま り安心 できな い です よね､ それだ と
16JF 8: た ら､ ああ - それ ならあなた がそ の 80パ ー セ ン トの 中に入 ればい い ん じゃ な い とか言わ れて､ は - ､ や る しか
16A F4: あ ー
17JF 8: ない ( 笑い)
17A F 4‥ (笑い) あ- ､ そ うですね - ん 一 大変 です よね ､ まあ文学部は どこ でも - そ うだと思うんで す よね
あ ー そ
18 ∬8: うなん で すか - (領 く)
18A F4: ん - ､ 文学だ けだ しね , ん - * *ん ､ ヨ ー ロ ッ パ の 人 も､ つ て い うか 日本語 を専攻 して †
19JF 8: は い ､ あ, は い
は い
19A F4: の 一 文学 部で 勉強 して る友達が い るん です け ど､ 卒業 して か ら - ち ょ っ と仕事ない っ て ( 笑い) もう今分か っ
20JF 8: それはもう､ 日本語 - や り たか っ たん です か † うん
20 AF 4: て る ん だ っ て ､ うん ､ 入 る前 に そ うで すね ､ は い る 一 時に は､ 日本語は
21JF 8: (清く) うん
21AF 4: 一 日本語を使 っ て仕事が で き る よ うな形は - あっ た ら しい ん で - ､ 今､ そ の その 勉 強する人 が増 え て - ､ 日本
22JF8: うん (硬くⅠ え ー
22A F 4: に 来たく 泊ま る人が増え て - まあ - ほ ん とうに - もう超話せな い と - ､ なか なか ､ 入 れずらい っ て言うか ､ う
28JF 8: じや あ､ オ ー ス ト ラリ ア とか に観光とか に行 っ たら しや べ れる人が
23A F4: ん ､ もうほ ん とに ? ? ? が多すぎて ( 笑い)
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24 ∬8: そうで すか は い はい
24AF 4: 構い ます ､ 今 は ん - あ の - オ ー ス トラ リア の 場合 は十年前くら い に あの ､ そ の 日 桶 ブ ー ムが
25JF8: は い は い か
25AF4: あ っ て
-
､ で ､ そ の ちょ う ど 一 高校 を ､ は じめ た ころなん で 高校 で勉強 し始め て -
26JF 8: は い は い
ん - で ､ そ の と
は あ -
26AF4:き に - ､ 日本階勉強 した 人 が ､ もう必 ず就職できる っ て い うふ うに な っ て ､ 今 は だん だん減 っ て て - ､ 今度は
27 AF8: お も し ろ い です ね -
27AF4: 中国静 と､ イ ン ドネシ ア 静とか に な っ て そ う､ あの - ､ か ん ､ 前 は - あ っ ちの 日本語 ブ ー ム にな っ た 理 由
28JF 8: は い
28 AF 4: は - 観光客 が ､ 多く て ､ 日本 ､ か ら の
あ､ そう ですね は い
で そ の 観 光 一 客の た め に ､ 日本語をできる人が必 要だ っ
29JF8: は い は い は い
29A F4: て 思 っ て て - ､ 日 本静 を勉強 して る人 が増えた んで すけ ど - ､ 今度 は､ あの - ､ 経済的な理由で†中国 一 と､
80JF 8: あ ー は い あ､ そ
30 AF 4:結 び ､ つ きが結構 ､ こ の 4 年間､ あ っ て - あとイ ン ドネ シ アが 近 い ん ですね - だ か ら経済的な裡由だから
31J F8: うで すね - そ うですね (歯く) (領く) ん -
31A F4: え ー ん - ､ ま ､ 治安も含め て ､ す ご い ､ ん - ､ ん - ん - そ うですね ､ 国際科 だ と -
32 ∬8: え ー 英語 は､ み ん
32AF 4: の - ､ 外 国語の ､ 勉強 して る ん で すか †に ち､
例 8 0
英語 だけですか * それ とも英語は勉強 しない
83JF8: な - ､ み なさん 大学生は , ひ ､ こ の 大学 で は必修なの で - ､ で英 熟 ま必 ずやんなくちゃいけなく て ､ あと文学
33A F4: 必修 あ -
34JF 8‥部 の ､ 生 徒は ､ 第二 ､ 外 国語 っ て い う の を取らなくちゃ い けなくて は い
84AF 4: あ, 必 修 - です か ､ ふ う - ん､ え､ じや ､
35JF8: * * *うん (笑い)
85A F4: 文学部 に入 っ て ､ そ れ を全然勉強 しなく て も､ や らなく ちゃ い け ない っ て こ と† へ え ー ( 笑い) な
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36JF8:I
36A F4 .
･ ん か､ や らせ る の はや ですよね, あ
やらされた英語 で ､ 身 に付くの か なっ て い うの 札 削 ､ますね
37JF8: あ, 朝鮮静を - と っ て ます 韓国
37AF4: や ､ 第ニ ー 外国語と して 朝鮮語T､ 韓国語†は あ - どうです か†
38JF8: い け ど､ 難 しい です ね
38AF4:
ん - ､ あ､ じ
なん だか - お も しろ
は い ､ あ - や っ ぱりす
う ー ん ､ なん か ､ 日 本 一 熟 こ､ 似 て る とこ ろ が ある ん だ っ て きい たん で すけど
39JF 8:す ごく - ､ ん 一 日本籍 に * *似 て る - ん 一 文接が 似て る - か も しれない , 文法とか あとは ､ あ の - * よく わか
39 A F4 : ふ ー ん
40JF8: ん ない けど､ 割と 一 分か りやす い し､ す ごくなん か 合理的 にで きて る言語なん で - ､ 発音, 記号 っ て い う の が
40A F 4: ふ ー ん
41 ∬8: い うの が なくて ､ その まま､ 書 い た文字が発音記号 (額く) すごく †笑い) わか りやす い
41 A F4: あ ー ､ 英語 と違うね (笑い)
42JF8: は い
そ うですね -
うん 似て る あ ー
42 AF 4: なん か ､ 日本静を - ､ 勉強 した こと が ある†､ 友達は - 韓国語を勉強 し始め て 一 緒構 似 て る っ て -
43JF 8: は い うん あ -
43 AF4: 覚 えやす い ん だ っ て ､ ん - た ぶ ん ､ 日 本静 とか そ うい う文法 とか も勉強 して お けば - ま 一 文字 ､ 問題も､ ひ と
44J F 8: は い うん ､ う ん うん
44AF 4: つ なん で すけど - たと えば､ ん - そ の 漢字とか - を覚える 一 方法 を見 つ けた ら - ､ あの - ､ そ の 漢字とかそ う
45 ∬8: (償く) うん .う
ー ん 中国語
45A F 4: い う文字を使 っ て る言語 - で も､ そん な 日本語使 っ て勉強でき るか ら､ い い ん じゃ ない か な 一 つ て思 っ て
46J F8: - もや っ てみ た い し う ー ん ､ 難 し い あ ー そうなん ですか ん - ､ や っ てみ た い ､
46A F 4: う ー ん ､ 発音難 し い ､ でも文法が簡単だ か ら - ん -
47JF 8: 中国語 うん そ うで すね ､ なん か ､ 周 りの 学生み ん な中国語と っ
47A F4: ん - そ うです ね ､ 結構 人気あ るん ですよね ､ 中国語 あ
172
A F4 xJF 8
48 ∬8: て て 中国憩取 ると､ や っ ぱフ ラ ン ス 欝とか ス ペ イ ン語とか ､ 人気 ですね ん -
48AF 4: そうで すか ぁ ー あ - そうですね - ん - *
49JF 8: ( # ( )
49AF 4: まあ､ フ ラ ン ス 語 とか ス ペ イ ン 静 と か ､ や っ ぱり オ ー ス トラ リ ア でも人気 で すね , ん - ヨ ー ロ ッ パ - の ､ 言葉
50JF 8: ん -
50AF 4:とか , 人気 あり ますね､ ? ? ?ス ペ イ ン蕎とか ､ 勉 強 した い ､ ほ っ とん ど - 南ア メリ カと - ､ あと ヨ 一 口 ツ ぺ
51JF8: あ ー そうで す よね - あ ー
51 AF 4: ほ とん ど誰 でもい け る か ら - , ん - ス ペ イン 語 とかイ タリア とか に もきて る の で - イ タリ アい っ て も少 し, す
52JF8: あ ー は い
52 AF 4: す こ しわか る - み なの で - ､ で - ､ そ れに た と えばフ ラ ン ス 語 - 勉 強 しとい た ら - ほか の ､ ヨ ー ロ ッ パ の
53JF8: は あ -
53 AF4: 言葉を勉強す る こ とは ､ 楽 に なる †
は あ - - -
似 て る か ら - あの - そ ん なに難 しくな い †
そ っ か -
だ か ら､ ヨ - ロ
54JF8: ん
54A F4: ツ パ の 人は - ､ 私 ､ フ ラ ン ス , とか - イ タ リ ア とか - ､ ドイ ツ も ドイ ツ い い ん で すけ ど, 一 応 ドイ ツ 語勉強 し
55JF8: は あ -
55A F4: したもの なん で すけど - で そ の ときに あ っ た人 たちが ニ ケ 国語 ､ 三 ケ 国語話 して て - で ､ そ れは なぜか っ て い
56JF8: は い あ ー ､ は い は い は い
56A F 4: うと - ､ も ー ､ 常に イタ リア 語を - 小さ い 頃か ら､ つ て い うか 母国語なので - イ タ リ ア帯
57JF8･. ん は あ
57A F4: - 母国書吾で ス ペ イ ン 語 - を学ぶ の は 全然難 しく ない んだ っ て もうほ ん とに似て るの で - ､ ん - だか ら -
58JF8: - は い は い は い
58A F4: だけど - 逆 に - ､ 日本語 とか - 中国語と かを知 っ て る っ て い っ た ら 彼らが - それをすばら しい と思 っ て
59JF8: ああ -
59A F4: い る も う､ 想像 で きない ､ そ れ､ どうい うこ とだか ､ 想像 できない み た い ､ あの ､ イ タリ ア語を知 っ て
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60JF8: ん は い ､ は い 文牡も ー
60A F 4: るか ら､ 知 っ て い る の は - ま あなん となくわ か るん だけど､ 日本語の - 母 語､ 全然､ 違う言葉なの で -
61 ∬8: 何も かも違うですね (笑 い) ･ん -
61AF 4:
62JF 8: (笑 い)
そ うで すね ､ 文字もね､ 全然違うん で - なん か え - す ごい っ て - ､ い われ てて - ､ 全然そ ん な､ み
は い
62A F4: ん な三 ケ 国幣 とか - 外 国欝で き る か ら - ん 一 別に そ ん なす ご い と思わ な い け ど - ん - ただ ､ オ ー ス ト ラリ
63JF 8: あ ー
63A F4: ア で - そう い う 一 機 会が あ っ た から ん - 勉 強でき る､ オ ー ス トラ リア の ほ うが 掛 ､ん で すね､ 日本 に ､ ヨ
64J甘8: あ ー (額く)
64 AF 4: - ロ ツ パ か ら (領く) ん - * ヨ ー ロ ッ パ か らで すね ､ こ うい う､ そ うなん て い う か､ あの - ヨ ー ロ ッ パ と
65 m 8: ん -
65A F 4: 日本人と は - そ ん なに関係 - が ､ 強くな い ヨ ー ロ ッ パ と
そ う ですオユ､ オ ー ス トラ リア と は - 経済的にも ー
66J F8: 結び つ きが 強 い し､ 観 光とか 人気あり ます よ ね (朱
66A F4: ん - そうで すね ん - ､ ま あ ､ ヨ ー ロ ッ パ も観光 に いき ますね､ 日 本 に (笑 い)
67JF 8: い) 日本 て どこで も行きますよね
67AF 4: そ うで すね * ん ､ 学生､ で も結構､ 旅行 して るん で ､ ちょ っ と - ､ ? ?オ ー
68JF 8: は い
68AF 4: ス トテ リア の 学生もそうなんだけど - ､ 特に ､ モ ナ ッ シ ュ ､ と い うか オ ー ス ト ラリア の 大学だと 一 休年 を
69JF 8: はあ うん
69A F4: とる の が結構簡単なの で - ､ で ､ 休年 と っ た､ と っ たら - ､ 何も払わない ん で すね そ の - 年間､ 日本は 払うん
70JF8: (領く)
70AF4: で すね - ､ 半分く ら い , で
例 1 ⊥1 6
オ ー ス トラリア の 場合､ 何も払わな い か ら - ､ ん - - 年間休校とっ て - ､ 旅行 - しに
71J甘8: - -
､ お も しろ - い
71 AF 4: 行く人が - とて も多し
はい は い
ん - ､ そ うで すね ､ こ ない だ ､ ち ょう ど､ 月 曜日 に､ 先週の 月 曜日 に
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72JF 8･' は い
72 AF 4:
- 私の 一 高校時代か らの 友達 ､ まあ大学 は い っ し ょ なん だ け ど - 友達が 一 日本 で - ､ 1 ケ月 間､ 旅行 して い
73JF8:
-
ケ 月 あ ー は い は い
73AF4: て
- 最後 の ､ - 週間私 の うちに泊ま っ て - ん で もく よ う - け木曜日 に ､ あの - ､ ス ペ イ ン に い
74JF 8:
74A F4 : つちゃ っ て - そ こ で 2 カ 月 ､ 2 カ月 T､ ス ペ イ ン 語 の 言 語 学校 に ､ 通う つ もり で - ､ 終わ っ た ら - ヨ ー ロ ッ パ
75JF 8: す ご い (失い)
75AF 4: に旅行 して て 一 夏 休み は い る み たい な(笑 い)
留意された逸脱 ‥ A F4 は日本史と世界史の 違い がわか らない こと
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 :否定的｡ ｢皆常識と して頭に入 っ て る+ と F UIで報告
評価に適用された規範 : 内的規範
皿 留意にされた逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
1n 留意にされた逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
iy 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用 された規範
英語の 発音
内的規範
否定的. ｢英語 っ ぼい な - ､ き っ と頭 の 中で は英語の単語が並ん で い る
な - + と F U I で報告
内的規範
調整なし
内的規範
日本人大学生 は全員英語を勉強 しなければな らない こと をA F4は知 らない こと
内的規範
否定的
内的規範
オ ー ス トラリ ア人学生は旅行の ために ､ 1 年間休学できること
内的規範
中立的 (驚い た)
内的規範
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olJF6: は じめま して - お名前は†
olB F4: は じめ ま して -
例 1 :】 I
えっ と､ ⅩⅩ､ ⅩⅩ､ ⅩⅩi
ⅩⅩ なん て呼 べ ばい い で すか
は い え ー と -
o2 J甘6: (集い) ぅん
o2 B F 4‥ あ､ (笑い) エま X Xっ て と き どきち ょ っ と - ､ み ん な - ､ 言 い づ ら い か ら - ､ ⅩⅩ､ とか ⅩⅩ で も
o3 ∬6: ⅩⅩ
o8 B F 4: 大丈夫､ は い
(笑 い) 私は ⅩⅩ, ⅩⅩ で す
o4 J F6: あ ! * ブ ラ ジ ル は * 何静で すか †
は じめ ま して -
あ､ は じめ ま して ､ よ ろ しくお 願 い します
どこか ら †
y5>
o
ジ ル か
ポ ル トガ ル 静か ､ 私 ス ペ イ ン 静 * を 今や っ て て - , 令
o4 B F 4:励 ポ ル トガ ル 語
o5 J F6: 学校 で - もう つ い て い けな い (失い)
05 B F4: は い
あ､ そう
( 笑い) えー で もなん か に ､ ス ペ イ ン 語 の 方 が なん か ､ 日本 * 落とボ オ ン が似 て
06JT 6: あ ー で も ロ ー マ 字を読め ば､ い い か ら - ､ すごい 読む の は楽な んで すけど - ､ や っ ぱ男性名詞 ､ 女性名
06 B F4: るか ら - ? ? ? は い ､
07 J F6: 名 詞 ､ つ て い う の が あ っ て - ､
07 B F4: あ ー あ - あ ー
08 JF 6: 静は *似 て な い ん で すか †
08B F4:
ありますね -
うん ､ す ご い 難 しく て - ､ も うだめ っ て 感 じ え ､ ポ ル トガ ル
†笑 い)
じや へ え
ー 敢 えて 欲 し い (集い)
あ､ す ご い に, 似て ます よ､ ス ペイ ン 語と､ は い ‡笑 い†
09 JF 6:
09N S F: ま , 王立三三まン語蛙､ ち ょ っ とあまり似すぎて - ､ 同 じ言葉だ､ あの 同 じ - ､ 言葉だけど 一 連 う意味とか
10 JF 6: あ ー ､ そ うなん です か あ ー ､ あ -
10BF 4: の が い っ ぱ い あるん で すよ､ だ か らけっ こうあの ､ あの - ､ 誤 解しやす い 言葉もある ん ですよ - ､ ス ペ イ ン 語
11JF 6.･ あ ー ボ ル トガノL,語 っ て聞 い たこ と ない か らわか ん な い ん で すけ ど - , 似て る ん で すか ､ ス ペ イ ン 語と､ な
11 B F4: とポ ル トガ ル 昏 ､ は い
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12 JF 6: ん か
12 BF4: あ ー ､ こ っ ちか ら して み たら - す ごい 似 て るん ですけど - ､ 外 か ら 一 間く と - ,
13 J甘6: 文学部の国際言語 ( 笑い)
13B F4 : い * いまぶ ､ なに 一 挙 ､ 部 です か † あ ー ､ じゃ あ､ †笑 い) い ろ い ろ と
あ ー
例 5 1
分か らない です ね - iii
* でも英語が できなく て -
14JF 6: つ い て い け な い んヱ主ょ ス ペ イ ン 語 を第二外国語 でや っ て て - ､ 週
14 B F4:(笑い) あ ー じゃあ い まス ペ イ ン 語 をや っ て は い
15 J F6: に ニ 時間､ しか な い ん で - ､ そ ん なにや っ てな い ん ですけ ど - ､ 芙蓉 が い っ ぱい あ っ て - ､ 英静 づく しで - ､
15 BF 4: あ ー
16 ∬6: つ い て い けない ん です よ (笑い)
16 B F 4: ( 笑い) が ん ば っ てく ださ い
ん - あ､ そっ か ､ ん -
(笑 い) もう日本 には 何年 3年 え､ そ の
( 笑い) 3年 は い
17 JF 6: 来る 前に 勉強 して たん で すか ､ 日本語は ぁ -
17 B F 4: えっ と､ 日 本語 は - あ の 両親 が 日本人 ､･で すの で - ､ あ の も ー , ? ?
18 J F6:
18 B F4: も ー 家の 中で は い つ も日本語 で したか ら - ､
あ､ じや全然､ 最 初 っ か ら
19 JF 6: (笑 い) すごい うまい で すよ ね
19 B F 4: 上達 しま したけど日本に来て か ら
は い ､ 最初か ら､ ま､ で も - ､ 結構
私 よ り うまい かも っ て 感 じ (笑い)ヱヱヱな
(笑い〉 ‡笑 い)
20 J F6: ん か 日 本語時々 お か しい ん で す よ､ 私 ( 笑い) 日本 人 なの に ､ なん か外国の 人 が､ 日本静使うとす ご い
20 BF4: 且皇ニ (笑 い) うん
21 JF 6: きれ い な日本語 じや ない で すか だ か らなん か (笑い) なんか 日本人の日本語 は悪 い っ て
21B F 4‥ あ ー そう､ か な - ん -
22 J F6: 感 じ ん -
22B F4: ( 笑い) で も - ､ だ い た い あの - ､ ま ､ 教え られ る日 本語と か ､ 始め は なん か敬語と か ､ み ん な教え
28 JF6: ん 一 散語､ 敬語 地 主 ブ ラジル なん で
28B F4 : られ る ら しい ん です よね ､ だか らみ ん な敬牽勉強 (笑い)
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24J甘6: すよね† ん ､ なん ､ なん だろうジャ ン グル† (笑い) ブラ
24 B F 4‥ うん い や､ ジャ ン (笑 い)
ン グル
いや全然ジ ャ ング
25JF 6: どこ の都市? ぁ ー
25 BF4 : ル じや ない です よ - 私が住 ん で ると こ ろは サ ン パ ウ ロ - ､ しょ う､ の - ､ あ ､ サ ン パ ウ ロ 市か ら
26 JF6:
26 B F4: ちょ っ と離れた所なんだけど - ､ お - ､ ま､ あの ジャ ン グ ル と い えばア マ ゾ ン しか ない ん で ､ わた し行 っ た こ
27 JF 6: ん 一 行 っ た こと ない ん で すか 一 丁あら､ なん か ､ 近そうな? ?(笑い)
27 即
t
4: ことな い ん で すよ -
2B JF6 :
そう ぁ ー ､ 全然､ なん か
ん - ､ す ご い ､ 都市 はす ご い なん か ビ ル
28 B F 4: ブラ ジ ル も大き い か ら -
あ ー ､ で もな んか わ た し､ 南米と
そう そうです よ -
29 J F6: か行 っ てみ た い ん です よ ､ す ご い だ か ら南米 ､ ス ペ イ ン 臥 多 い じや ない ですか - ､ だから ス ペ イ ン 語
29 B F 4: あ ー あ､ そ うです そ うです
30 J F 6: とか に したん で すけ ど - ､ ブ ラ ジ ル に も行 っ て み た い な ん -
30 B F4: ん - あ ー じや あで も､ ス ペ イ ン 語 一 度覚えた ら､ 今
31 JF 6: ( 笑い) い ろ い ろ覚えた い ん - , や っ て み ようか な -
31B F 4:度ポル トガ ル 語とか (笑い) ん - * そ っ か -
* *ん - ､
そん で - *
32 JF6: 難 し - * *も ー ､ 今 be 動詞とかや っ て るん ですけど - ､ なん か *
32 BF4: うん と - ､ ス ペ イ ン 熟 ま - *や っ ぱり 一 難 しい † ん -
33 JF6: 変わ る じや な い で すか -
33 B F4: あ､ そ う､ ポ ル トガ ル 語もそ ん な感 じ
34 JF6:
34即 4: が言 うと - ､ そ の - ､ あ の - ､
同 じで すか †
なん か そう､ あ ー の - わた し -
ん - うん
う んで すね､ あの ､ あの 彼 が言うと - ､ ? ? ?すごい 細 か い
35 JF 6: も ー ､ ほ ん とに細 かく て､ も ー だ め (笑い) ん - ､ で も
35BF4: ん ですよ ( 笑い) 英語 とか - ､ そ の 点 には す ご い や さ しい で す よh
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36JF 6: で きない か ら
- (笑 い)暖 地 去エ い ま 1年生 です
36B F 4: (笑い) い ま何年生ですか† あ ー ､ じゃ 始まっ たば っ か り じや
37 JF 6 始ま っ たば っ か り なん だけど､ 挫折ぎみ (笑い)
87BF4: ない です か (失い)ヤ ー でも ､ え† 1年 っ て ゆうか ､ ? じや ､ もう
38 JF6: そ - ､ まだ 始ま っ た ば っ か り なの に も ー ､ も ー ､ なん か
38B F4入 学式は こ の 間 ? ? ? じや始ま っ た ばっ か り じゃ な い
89JF6 ‥ なん か ね ､ 大学､ うん ､ 疲 れ て きた ( 笑い) ま だ 3 ､ 4 年も あ る の に †笑 い)
39 B F 4:(笑い1
40 JF 6:
40 B F4: てくる ん じゃ ない †
ま､ そ の うちに - ､ あの楽 しくなっ
あ ー ､ なっ て くれ る かわか らな い ( 笑い) 今日授業中も寝ちゃ っ た し ( 笑い) も ー や ば
(笑い) (笑い)
41 JF 6: やば い です よ - ､ え､ い い まは だ い ､ 大学院†
41 B F 4.･ は い ､ 大学院で - ､ い ま院 ､ あの マ ス タ ー のい ん ､ 院 で - 2年 ､
42∬6: * な､ な に を 理 学部† すごい ､ なに ､ なん か 実験とかする ん ですか †
42 B F 4: あ､ い まは理学部 で は い は い ､ 実験､
43 JF 6: す ご - い え - †実験ある っ て 言 っ て た †え, なん ､ どん な内容ですか ､ か が ､ 科 学み た い な
43 B F 4: い っ ぱ い い まは じま っ た ば っ か り は い †
44∬6‥ や っ で すか ( 笑い)
44 B F 4: え ー ､ ま ､ 今 生化学だから * 全然物理とか苦手 だ か ら †笑 い) ? んです け ど
45 J F6‥ 私科学なにも できない か ら､ す ご い 理学部とか っ て ､ す ご - い ､ 頭 い - とか 思 っ て (笑い)
45 B F4: そ ん挽 い‡ そ - でも ない
46JF 6: ほ ん と化学できなくて ､ 高校 の ときに ､ テ ス トで 一 桁 台とか 5 点とか
46B F 4: そん なi笑 い‡
i笑 い‡
47JF6:
47BF4: や - で も ､ でも科学 っ て い ろ ん なの あ るね - ､ 物理 - とか ぜ ん ぜん わ た し苦手 だか ら､ 物 理 ､ 科学
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48 JF6:
48B F4: と全然違うん で す よ
49∬6:
49B F 4: だめ です ､ わた しも
あ ー ? ? 科学† ぁ ー
そう そ うで すね - ､ 生物学とか - ､ 生化学 が好きですね - ､ 物 理 とか全然
物理 ､ 分 野 は 私 もだ め です 物理 や っ た こ とない ん で分か ん な い ん です け ど - ､ 科学
ん -
50 JF6: は ち ょ ろ っ と､ 最初 の ､ か じ っ た ぐら い ( 笑い) 化学式覚える､ み た い な† もうだめです ね -
50B F4: (笑 い) ん - でも そ ん
51 JF 6: うん ､ そ う ､ だか ら国際 に したん ですけど - , 挫折
51B F 4: な - ､ 外 国 - 階とか に は い ろ い ろ興味あ っ て - ､ う ー ん
52J F6: ぎみ
52 BF 4: ‡笑い)
でも しや べ れ る ように は なり た い ん です け ど - ､ あま り話す機会がない じや な い で す
ま あ う - ん ､
53 ∬6: か ､ 授米以外に ､ あ､ 英訳とか , 詩とか で -
53 B F4:
そ う? ?ね - ､ 英会話 レ ッ ス ン
あ ー じ や, 且旦皇女と塵堂ぱ†笑 い)
54 JF 6: と か皇払 拙 速虫ニ (笑い)
54 B F4 ‥皇皇旦 出 豊丘 (笑い) ん - ､ わた しも ー ､ ブラ ジ ル ､ と ､ に ､ い たときは - , 英語とかは - ､ や っ
55J F6: うん
55B F4: ぱり芙 蓉 の - ､ そ の 学校とか に行 っ た ん だ けど - ､ で もあまり話す機会がな い と - ､ や っ ぱり -
あ､ そうな
56JF 6: ん で す よね - ぅ ー ん
56 BF 4: 話せな い で すよね､ 日本 に きて か ら - ､ そ の い ろ ん な外国人の 友達 がで きて - ､ 話す よ うに なり
57 JF6: え､ 英語 しゃ ベ れます か†
57B F4: ま した
58∬6:
58B F 4: い い
まあまあ
( 笑い) でも? ? ?( 笑い)
†笑 い) 教えてくださ い よ - (笑 い)
‡笑 い) わた しよ りリサの ほ うが 全然
( 笑い) あー でも な - ､ ん - 英語
ポ ル トガ ル 語だ っ たら大丈夫ですけど -
59JF 6= 難 しい * * *日 本語むずか ､ し い †
59B F 4: ああ - え ー ､ あの 漢字と かさ - ､ むず か ､ 難 しい ですね ( 笑い) ほ ん と い ま?
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60JF 6: (笑いl ほんとに漢字だけなんですよ, あの かく ､ 書く ほうで きます†
60 B F 4: エヱ‡笑 い) あの - ､ そ うですね *畳蛙
61J F6‥ ? ? ? うん ぁ ー 難しい
61B F4: なん か - ､ あの 読む の は 辞め る ん ､ よく読 め る ん ですけど - ､ 書く ことが なか なか - 難 し
62JF 6: あ
ー 確 保 っ て ほ っ て 保 つ つ て い うん 字なん で すけ ど - ､ わ た し - ず ー つ と歩く だ と 思っ てて -
I
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62 B F4‥ い ､ で すよね ぅ ー ん
63 J F 6: 年 間
63 B F 4: (笑い)
高校 8年で気づ い て - ､ い われ て - ､ あそ れ違 っ て るよ ∵ とか言われ て - ( 笑い) そ ん な感
†笑 い) ぇ ー
64 JF 6: じで す * 日本人も勘違 い す る とき ､ あた しだけかも しれな い けど 漢字は難 し い ですよね -
64 B F4: う ー ん あ ー 難 しい ですよね - ､ 今
65 J甘6: う ー ん
65BF4: で もな ん か ､ 小 学校 - ､ な ん か小 学校 の 漢字 と か､ よく 勉強 す る時も あ るん だ け ど - ､ なんか ､ 勉強 した ほ
66 J F6: うん うん うん う ー ん , 忘れ ちゃ うよね - ､ 変な読み 方とか
66 B F4: ど - ､ あ､ じやす ぐに ? っ て 思 っ て も ー ､ 前 の - もう忘れちゃ っ て -
S7 JF 6: ある し､ 難 し い 節みもあ る し 全然 ､ 簡単な漢字でも - ､ 読み が難 しい とか あるか ら -
37 B F 4‥ あ そう難しい ですよね - あ ー ､ う ー ん * あ ー で もなん
;8 ∬6: (笑 い)
;8B F4‥ か - ､ す ごい あの 新聞 とか ､ 雑誌と か読み た い ん です よ - ､ 日本 の ､ で もときどきなん か めん どくさくな っ
;9 JF 6: ‡笑 い) 調べ たり とか 必 要 (笑い) 時間か か っ ちゃ う
i9 B F4: て - ? ? そ う そうそ ん なだから､ なん か も ー ､ ? ?( 笑い) そ う時
ー
OJF6: †笑 い)
OBF4: 聞か か っ ちゃう ､ す ごく
わ た しが ス ペ イ ン 語 の 文 を読むぐらい の (笑 い) T 辞書 パ ラ 一 つ と 見て
(笑い) そう う ー ん ､ そ うそう
1JF 6: で も時間が か か ります よね な んか 飽き てき てもうポ イ っ て か ん じで す よね i笑い)
1BF 4: う ー ん
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72JF 6:
,う ー ん
72 BF 4: どね - ､ う ー ん
大変だから -
73 JF6:
73B F4 : 間が な く っ てさ - , う ー ん
う ー ん
そう､ で も - まあ日 本に い る か ら､ 勉強 しようか な - とか 思うんだけど - ､ 時
実験とか多い で すか らね は あ はあすご - い
そ - う､ 一 週 間も ､ や り っ ぱな しで う ー ん ､ そ -
74 JF6= え ､ じや あ､ も っ と遅くまでと かある ん で すか ､ 実験 う ー ん
74 B F4: あ ー そ う､ 今 日 は - ､ ね - ､ 今日 これ が あっ たか ら - ､ 終
75J甘6: へ -
75 B F 4: わらせ て きたんだけど - ､ ほ ん ､ あれ ー * *うん 8 時とか - ぐら い か か っ ちゃ うときもある し -
怖くな い で
76 JF 6: すか - †学校 の 中 あ ー 校 舎とか は で も理 学部きれい です よ ね -
76 B F 4: あ､ 自転 車だから - ど=之エ正三エ( 笑い) ん † あ､
77 JF 6: そ､ す っ ごい きれ い です よ ね - ､ 文学部超ぼろくっ て -
77 B F 4: 新し い ほ うに - ､ あり､ ますか ら - ､ 大 丈夫けど -
78 JF 6: もう､ エ ア ､ エ ア コ ン 効 い て ます†
78BF 4: ? ウ ? ?
う ー ん (笑 い)
あ ー で も - ､ う ちの 研究室娃虫ニ ､ 夏 にな るとあんまり - あの つ け な い ん
79 J F6: あ ー ( 笑い) 経費削減
79 BF4: で す よ､ 夏､ 節約 ( 笑い)
80 JF 6: 夏 とか は
80 B F 4: の - す ごい暑い
(笑い) っ い て な い ん です よ ､ 文学部
そ うそ うそ う う ー ん え ー じや あ､ あ
も ー * * *体験 したくない ぐら い 今ではなん か､ 寒 い しち ょ っ と寒 い 日は 冬
(笑 い)ね - あ ー
81 JF6: とか どうな るん だろう っ て う ー ん ､ あ文学部は こ っ ち -
81 B F4‥ こ こ ､ こ っ ちもで すか † こ っ ち - ､ あ､ そ うか こ こ は食堂の 近くだか
82 J甘6: *大 学院 の 横 の 所 そろそ ろき た ない な†や っ ぱ理 学部うらや ま しい な - ( 笑い) きれい だ から
82B F 4: ら あ ー そ うで す ね
83 JF6:
83 B F4: 前 の 建物も ､ す ご い 古か っ た ん です よね
あ ー でも､
あ､ 建て 直 したん で すか * * * * *じや あそ ろそ ろ文学部も
そう ね -
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84 ∬61‥ 建て 直 しを 携帯電話電波たたな い ん です たちます†
84 BF4: ね - そうですよね - (笑 い)
†笑 い† 理学部とかた
私連星捜 出 払)_‡笑い)
85JF 6: ちそうだけど､ 文学部の中だと - ､ 電波 がなくて -
85B F 4: あ ー え ー , そうな の - I
86 J F 6: にな っ ちゃ っ て - ､ 埜 地 位 だめ で すよ
86 B F4:
87 3F 6:
87 B F 4: に
ほ ん とに ない ん です よ､ けん ､ 圏外
どう して†
( 笑い† 届 かない †
懐 い) - - 建物 の あん まり丈夫すぎて ( 笑い) 電波の 届か ない とこ ろ
で もなん か ､ 外出て も ー ､ 総合校舎とか外､ に出て て も圏外､,と か あ るん です よ 千葉大学はだ めみ た
う ー ん ぁ ー
88 J F6: い で す
88 B F4: (笑 い) そうかな -
広す ぎて ? ? ?
え ー どうで し ょ うね - I
89 JF 6: a u､ a uなん で すよ､ a lユは 電波が悪 い ん で すよ
89B F4: うん
90JF 6: け ど - ､
90B F4: あ､ そ -
a uは * な ん か だめ (笑い)
どこ､ ドコ モ ､ わた しは a q､ わた しは a u､
あ ー
あ､ そ うなん だ
会社 で ドコ モ とか は結構 い い ん で す
1 へ -
? ? ドコ モ に (笑い)
だめ †笑 い) じや ､ え､ い っ か 携帯買うときは (笑い)
1 留意された逸脱 :B F4 の日本語の名前
留意に適用された規範 : 接触規範
評価 ‥ 否定的｡ ｢ち ょ っ と変な感 じした+ と F Ⅵで報告
評価に適用された規範
n 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
Bi 留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
iv 留意された逸脱
留意に適用され た規範
評価
評価に適用された規範
接触規範
B F4 の出身
接触規範 (ア ジアの 出身だと期待 して い たため)
中立 軌 rび っ くり した … ア ジア と思 っ た か ら+ と F UIで報告
内的規範
: BF4 の 日本語がきれい だ っ た こ と
接触規範
肯定的o ｢きれいな日本語 . . . 語尾 なんかデ ス ･ マ ス ､ や っ ぱちょ っ
ときれいな+ と F ロⅠで報告
接触規範 (内的場面では ､ 同 じような評価は しない と推測できるため)
英語の使用
内的規範
評価なし
接触規範( 内的場面で は､ 同 じような逸脱が否定的に評価されると推測できるため)
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BF4ⅩJF7
olJF7: よろ しくお願 い します ( 笑い) ほ じめま して - は い ､ と - ⅩⅩ (姓名) と言いますo あ､ 同 じ 一 文部
olB F 4: よろしくお願い します 懐 い) はじめまして - ⅩⅩ と申 します
o2 JF7: の ､ 国際言語ぶ ん か 一 挙科 , です * * * *( 笑い) そ うい う ことで ､ つ て - ､ あの - い ち､ 一 年生､ で す
02 B F 4: はい あ ー は い * * ** *‡笑 い) - 年生
o8 JF 7: 今年入 っ て (笑い) そ う い うか ん じです (笑い)
o3 BF 4: あ ー
04 JF 7: 勉強 して ます
04 B F 4:AJ -
英落と - ､ あ と ス ペ イ ㌢静を､
と い うか - ､ じや あ英語とか -
リサさ ん と､ 同 じ､ タ ラ､ ク ラ ス て い うか ､ あの授業､ 授業をと っ て ん で
あ ー そ か - 授業 あ ー * どう
05 JF 7: む - ず か しい - (笑い) なん か 文紡が難 しく て - 今 日なん か ､ 不 規則動詞 とか
05 B F 4: です か ､ ス ペ イ ン 語とか は ( 集い) あ ー
06 JF7: 色 々 や っ たん で すけ ど
06 B F 4: うん
わ けわ からない †笑 い) 難 しい (笑 い)
(笑 い) 不規則てち ょ っ と難 しい (笑 い) 難 しい で しょ
07 JF 7: そ うなんで す よ - ､ そ ん で - どう し よ うっ て な っ ち ゃ っ た †集 い)
07 B F 4: †笑 い) * * * *じや あえい ､ 英語, 英 語とか は -
08 J F7: 英語は - ､ なん か ち ょ っ と簡単だけど - * あ ん ま り なん か ､ ち ょ っ とま だつ ま らない な - て 思う( 笑い)
08 B F 4: ち ょ と
09 JF7: で なん か 高校 一 年生くらい の - レ ベ ル の 文章だから - なん か , あれ ー ? っ て い うか ん じ ( 笑い)
09 B F 4: あ ー あ - ( 笑い)
10JF 7: (笑 い) だっ て なん か - 受験の ときより ､ ず っ と簡単だな 一 つ て
10 B F4 : そ ろ そ ろ難 しい か な 一 難 し い か な 一 つ て †笑 い)
11JF 7: 思 っ て ‡笑 い) 大学っ て こ ん ななんだな - とか っ て
11 B F4 : ( 笑い) お -
そ うか も しれな い ( 笑い)
あ ー ､ で も少 しず つ - レ ベ ル ア ッ プ して ると? ? ?( 笑い)
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12JF.7: まだち ょ っ と簡単
12 B F 4: ん
-
ん ‾ で もそ ん な - そ ん な外国語とか英語とか - や っ ぱり もう卒業するときは
1 J 耶 3: (笑 い) が - わか ん な い か も しれない (突 い) えと - 授業だけだと､ や っ ぱり なん か ､
1BF43: べ ら べ らに な っ て る の か なあ†
14 JF7 : あ ん ま り ､ こ う み ん な や っ ぱ り ､ 日本人 だ か ら ほ とん ど み ん な英 憩 の 時間でも結構日本語使 っ ちゃ う
14B F 4‥ あ ー ( 笑い)
15J F 7: ん - うちはなん か ､ パ - トナ ー 隣に座 っ て い る 人と - こう
15 B F 4: あ ー で もや っ ぱり con v e rs atio n とか は ある の † うん うん
16 JF 7: い う会許をし て下 さ い っ て 首 うの が あ る ん だけ ど や っ ぱみ ん な どう して も日 本露で (笑い) ベ ら べ ら喋 っ
16 B F 4: うん ‡笑 い)
17 JF 7: ちゃ っ て 駄目 だな 一 つ と ‡笑 い) 結構* 国際変流とかも､ サ ー ク ル に 入 らない と - 結構 ペ らベ
17 B F 4: (笑 い) ぁ ー
18 J F 7: らに は しや べ れない
18 B F 4:
そ う( 笑い〉 日本静が喋れ る と - ､ どう して も 日本語で喋
あ ー ､ そ うですよね - 必要性が ない と (失い) なん か -
19 J F 7: つ ちゃ うか ら
19B F 4: う ー ん (笑 い)
* * * * * * * * * * * * * *どうで すか ダン ス を - サ ｢ ク ル でや っ て るん で
20 J甘7:すよ - で ､ 週 三 回ある か ら
20B F 4: お -
忙 しくて - ( 笑い)
う ー ん (笑い‡ え ー ダン ス とか -
ん - ジャズ ､ と - ヒ ッ プホ ッ プ､
21 JF 7: あっ て - ん で なん か 11 月 に- ､ お っ き い 公 演が あるん で す よ - ( 笑い) それ ､ 目指 して み た い な -
21B F 4: う ー ん
22 JF7: で - 年で も頑張れば､ 出れ るみ た い だか ら
22 B F4 : う ー ん
あ ー うん
お 一 時々 カ フ ェ の 前で
23 J F7: DLC 一 つ て い うサ ー ク ル なん ですけど -
23 B F4 : - ふ ー ん
あ - う ー ん
そ うそ う､ その サ ー クル -
ダ ン ス や っ て る ､ そ う なん だ
そうそうそう
あ ー ､ こない だ なん か 雨が降 り始 めて
18 5
B F4xJ F7
24JF 7:(笑 い) 先輩たちが踊 っ て たん で すよ - い っ もね - なん か あ ー 小 うス トリ ー トの パ フ ォ ー マ ン ス
24B F 4:(笑 い) すっ ごい あ ー
25 J即 : をや る とき, なると - †雨 が降る (笑 い) 降っ て ､ 結構前もつ ぶれちゃ っ た りとか
25B F 4: †笑 い) ん - う ー ん
26 JF7: 練習は - あ の お っ き い 体育館が ある じゃ な い で すか -
26B F 4: どこ でや っ て る の † ぅんうん
27 J F 7: です よ -
27B F 4:
ふ ー ん ､ 練習とか は
そ の 横 に - ダン ス 場 が ある ん
あの ､ 部屋が ､ 鏡が ､ お っ き い 鏡が が 一 つ と あっ て -
あ､ ダン ス 場 っ て ､ あ るん だ
28 JF 7: や る ん です よ - ( 笑い) こ う､ 結構本格的なん です よ
28B F 4: - え ー す ごい ‡笑 い) - え ー そ うなん だ
ヘ ス∴ ‾
そ こ で
うん ( 笑い)
あ知らなか っ た そ ん なと こあ
29 J F 7: そう､ 結構ね - 奥 の 方 なん です なん か 土曜日 が け っ イ ン ス トラ ク タ ー の 人 がきてくれ て -
29 B F 4: る っ て ふ ー ん う ー ん
30 J F7:本格的にや っ て て - ､ 楽 しい で すよ †笑 い)
30 B F 4:
31 JF 7:
あ ー い い ですね ､ そ れ ､な ん か * * * * * *でも普通 は じゃ あれん し､
ええ - ､ あと 月曜 日 と , 木 曜日 は - ､ えと - 先輩た ちが 一 見て くれ る ､
3B F 4 1: 土曜 日だけそ の イ ン ス トラク タ ー とか ん -
32 JF7: 先輩たちと - 緒に踊れ る っ て言 うか ん じ 教えてもくれ るけど
32 BF 4: ふ ー ん
33J F 7:(笑い) だ か ら - 結構き つ い とこ ろと : か ある んで すけど
33 BF 4: (笑い) ん -
84J F7: や っ とけば ( 笑い†
34 B F 4:
ヘ ス. - .I
結構体が 硬い です よ私
そ うち ょ っ とず つ
あ ー で もす こ し - やれ ば -
忙 し い †笑 い)
あ ー で も い い よね - なん か , そん な､ あの い まち ょ っ と研究が大変 で
35Jm : うん
35B F4 : や っ て ない だ けど 忙 しい っ てや っ ぱり ､ ん､ なん か体動かさな い と 朝 *疲れが(笑い)
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35 JF 7:(笑 い)
35 B F4 : そ う､ なん か や っ ぱり､ そ ん な - * なん て い うの ､ や っ ぱり なにか 一 体換とかや っ て ない と -
36JF 7: うん す っ き り しない f笑い) で すね - * * * *す っ ごい 汗 かきます よ
36 B F 4‥ だか らちょ っ と - す っ き り しない ん -
37 JF 7: ダン ス は (笑い)
き7F:
そう ( 笑い)
( 笑い) なん か 汗 だく で最近来 し暑い し､ 夏に な っ てく ると なん か , つ らそ う (笑い)
38 JF7 : 今 で す ら暑 い し * * ** 私新潟県出身 なん です よ - ､ だ か らな お さ らた だ でさ え こ っ ちが 暑く て
38 BF 4: う ー ん ん - あ っ
.%_
,乏
39 J F7:( 笑い)
ん - なんか 向 こうの 方が
39 即 4: そ うで すね ( 笑い) 夏は - や っ ぱ りち ょ もう少 し涼 しい の か なこ っ ちの 方が
40JF 7: なん か ､ 蒸 し暑い か ん じで 向 こうも夏暑い ん で すけ ど､ や っ ぱ り こ の 時期 だ と - まだ 向こ うの 方が ､ 涼 しい ､
40 B F 4: ん -
41 JF 7: か な - ､ 雨降 るとちょ っ と寒 い か ら肌 寒 い 感 じだ か ら 一 千葉 に い て もなん か ､ 蒸 し暑 い か ん じが (笑い1
41BF 4: ? ? ? へ ぇ ー (笑 い)
42 JF 7: して 一 夜 と か ､ 暑 い ん です よ､ す ご い あ つ い ､ す ご い ､ か ､ ん夜 ､ 扇風機ず っ とか け てな い と
42即
､
4 : あ ー 千葉は - 蒸 し暑 い よね -
43 JF 7‥ 暑く て ねれな い †笑 い) あー そ うで もな い
4 BF 4 3: で もまだ これまだそうでもない ん - 7月 とか - 8月 なん て い っ たら､ もう
44JF 7: (笑 い) こん な暑さでま い っ て る んで - (笑い) もお -
44 B F4 : - 日 中夜も ー 暑すぎて - ､ つ ら い ､ で すね - ( 笑い) ( 笑い) まだ今
45 JF7: * * * *で も暑い で すよ 部屋 は(笑 い) 一 人暮ら し - ､ だか ら窓あけてね れない
45 BF 4: なら夜とか涼 しくない あ ー 今 - 人事ら し - †
46 JF7: か ら - なく て - 2階 - だ け どや っ ぱり親 にち ゃん と 閉め なさい っ て言 われ て (笑い) だい じょ ぶ だ と思
46 BF 4: 1 階とか は - (笑 い)
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47 JF7: うん で すけど -
47BF 4: どこ近く, 西千葉†
ん - と - そうですあの - み どり台駅の すぐあそ この 近く
う ー ん あ, そうなん だ
48 JF 7: だか ら､ あけ て ると ち ょ っ と電車がうるさい し - (笑い) 午後? ?ニ 時 ごろまで は すごい - ､ す ぐ側な
48B F 4:
49 JF7: ん で す よ､ 線路 まで が ゆれ る し - (笑 い)
49 B F 4:
(笑い) あ ー
あ ー あ - は は は ､ そ っ か で も - 私は ね - あ の J Rの 横 ? ?くらい ､ あっ 線路の -
50 ∬7:
50B F 4: ち ょ う ど - 横く ら い に ､ 住ん で るん だけ ど - 窓あ け､ なん か まだ 京成 の 方が - あの 数 で電車の 数 が少なくな
51 JF 7: そうで すよね(笑い) J Rい っ ぱい じや ない
5 BF 4 1: い ? ? から - い い と思 い ます ね (笑い) そ う､ うる さい ､ ん -
62 J F7: * * * *1 2時過ぎるとあん まり しなくなる か ら - まだい い の か もと 思 っ て * * ** 最初慣れ るま で が
52 B F 4:
53 J F 7:や っ ぱり朝とか電車の音で日が覚めたりとか して (笑 い) 最近慣れち や つ たけ ど
53 B F 4:
54 JF 7:
(笑い)
ん ､ うん †
* * * *も しか して - あの -
54 B F4 : 大きな - ､ 建物†､ 違う､ そ うで は な い † い や友達が - ち ょ う ど､ そ の - せ ん､ がそ の - 京成 の 線の ､
55J F7: あ ー う ー ん
55 B F 4: ま､ ちょ うどほら横にすごい大きな､ 白 い 建物の - ､ に住 ん で るん だけど - ､ そ こもす ごい ゆれ る の ね
う ー ん
56 JF7: そ の 近くの ､ そ こ じや ない ､ 私 なん か ち っ ちや い ア パ ー ト ( 笑い)
56 B F4 :
(笑い) そうそうさ い しょ - 慣れ
( 笑い) そこ い っ つ もね - なんか 地震か っ て
57JF 7:( 笑い) そ うそ う最初 - 慣れ るまで に時間が か か っ た け ど - ん - 最 近は べ つ に もう全然 朝も遅刻ぎりぎり
57 B F 4: 思う ( 笑い) ああ
- そ っ か -
58 J F 7: に起き て るくらい だ か ら(笑 い) ん - とい ち､ 1時間目が あると - は - 8 時5 0分か らだから
-
58B F 4: え ー と何時くらい なの † 結構早い よ
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59 JF 7:うん 朝ごはん つ くると 8時節 に は おきない と間に合わない ん ですよ(笑い〉
59B F 4: ぅん うん うん
60 J F 7: ん
-
遅 い ん で ､ 支度が (笑い)
実家は - と りあえず新潟市､ 新潟市内だ か ら､ 一 番都会
60 B F 4: * * * * **新潟とか - あの 田 舎の 方だ っ たの †
61 J F7: 新潟 の 中で 都会 に､ い たん だ け ど - (約2秒) こ っ ちに 比 べ る と全然 田舎 (笑 い) 今日もち千葉 の 街 一 千葉
61 BF 4: ぁ ー (笑い†
62 JF 7: に い っ て 興 い 物 して きたん で すよ や っ ぱり ､ 新潟 の 街と は全然 ､ こ っ ちは都会だな -
62BF 4: あ ー う ー ん * そ うか
68 JF7: モ ノ レ ー ル とか ある じや ない で すか 千葉 新潟 にはな い か ら - (笑い)
63 B F4 : あ ー (突い) あの モ ノ レ ー ル さあなん か高く っ て使 わ な
64 JF 7: は あ - そうなん で すか ､ なん か まだ乗 っ た ことない けど - なん か 友達も こわい か ら乗り た くない っ て
64 B F 4: い ん だよね 一 意外と
65 JF 7: i 笑いI い っ て るの ､ だ から乗 る機会がなくて
65 B F 4: え ー い う(笑い‡
66 JF 7:
あ ー そ うなん (笑いI
あ ー そ っ か ､ あ ー で も - ､ あ ー す ごい モ ノ レ ー ル で - なん
ん - (笑い)
66 B F4 : か 動物公 園駅 っ て い うの が あ っ て ､ まそ こに動物公園が あ っ (笑い) 遊園地 み た い の が あ っ て - そ こは 結構
67 JF 7: ( 笑い) え今度い っ て み よう か な -
67B F4 : よか っ た よ †笑 い) ほ ん と に
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BF4 ⅩJF8
olJF 8: Ⅹx x(姓) さん え っ と - は じめま して - ( おじぎ) Ⅹ ㍊ (姓)
olB F 4: は じめま して - ⅩⅩⅩ (姓創 と申 します (お じぎ) は い
o2JF 8: で す ( 笑い) ( 座る) ぁ､ は い ､ そ う です -
o2B F 4: ( 笑い) ( 座る) えっ と - 一 年生 ですか
03J F8:(笑い) (飲み物を飲む)
03B F4‥(笑 い)(飲み物を飲む) やっ ぱ り､ 英賢 とか ､ あの なら､ 習 っ て
04JF 8: 鮮静を - 今習 っ て るん で す よ - (笑 い)
04BF 4: ちょ あ､ 朝鮮語 - 払 か整_しそうですね
は い †頗く) うー ん
あ ー 同 じ､ 文学部 - ､ ま
は い ､ す ご く､ 英落と - あ と第 ニ 外国語で朝
難 しく て ち ょ っ と び っ くり して い ます
え ー ､ あ､
05J F8: あ､ あ､ い え - ､ 一 緒で す だそ うで す (領く)
o5B F4･･ ちょ う､ せ ん ご､ とか ､ 韓国静とは適うん ですか 一 緒 あ ー * で も､ 開 いた ことには､
06JF 8‥ あ､ だい ぶ 似て るん ですけど - ､ 発 音が ち ょ っ と難 しい
･
(集 い)
o6 即 4: ち ょ っ と 一 日本籍とは ､ ま うん (笑い) えー で も中国語 - よ
07 お8: (領く) あ､ 中国語 - ､ 今言語学の - 授 業を､ と っ て て ､ 日本文化科の 必修 で * *と っ て
07B F4:り はそ んなに難 しく は ､ ない
08 ∬8: るん で すけれど - それ で ちょ っ と中国語の お話 が出て - ､ す (笑 い) なんて 難 しい ん だ ろ うっ て び っ く
08B F4: ( 償く) ふ ー ん
09J F 8‥ り しま した(笑 い) ( 笑い) なん で で し ょ うは じめ中国語をや ろうと思 っ て たんで すけど - ､ ん
09B F 4: え､ ど して 朝鮮語 に ( 笑い)
10J F8‥ - や っ ぱり これか らは朝鮮だ ろう っ て (笑 い) ちょ っ と思 っ て 傾く) うん ､ そ
10BF 4: ん - (笑 い) なる ほ ど , 日本 と､ そ う い う韓国とか か わ り なん か
11押8: うで すね ( 領く) は い ､ は い あ ー ､ そ うで
11B F4‥ あ ー ? ?前に あの - ? ?や っ ぱ り 1年生 の人 と話 したん です け ど - 今ス ペ イ ン 語とか
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12JF8: すか (笑い) そうですか * * * う ー ん ､ ちょ っ とアイ ヌ語もすごくや りたくて (笑い1すごくまだ悩んだん で
12BF 4: †突 い) (笑い) ? ? ?
13m 8: す けど - ア イヌ 語T なんか ､ 違う包皇公
13B F4: え､ どう､ どうなん です か - し､ アイ ヌ 語 っ て ､ 日本落と全然違うん で すか † (集
14JF 8: ん - なん か *100人未満 っ て ( 笑い) そ
14B F 4: い) え､ で も､ 今 - ア 佃 落とか ､ ア イ ヌ 帯 とか使う入 っ て もう - い ない (笑 い)
16JF8: れ に､ しや ベ れて も､ しや ベ る こ と を隠 して い る人 ､ た ちが い っ ぱ い い るか ら､ 何人 しや ベ れる の か よく わか
15B F4: ん - ふ ー ん
16JF 8: ん ない っ て い うか ん じで (館く) もう廃れそうな言語なん だそ うです
16B F 4: ふ ー ん ぁ ー †笑 い) * *か わっ て る､ 変わ っ て る
17J F8: そ うか も しれま せ ん(突 い) (頗くI
17B F4‥ の が生皇ゑ 地 辺三 懐 い) †笑い) (飲み物を飲む) * * * *じや､ ア ジア の ､ 言語 とか
18JF 8: ( 領く)
18B F 4: の 方 が ､
PJ 8 9･ 1 8 8
好き, 興味が あ る
そ うで すね ､ ちょ っ と, 英語が 一 昔手 だ っ た ん で これ は ヨ ー ロ ッ パ 圏は だ め か
ん -
19J F8: も上也生吐出む之三 ( 笑い) そ う
19B F4: (笑い) あ ー * * * * * *(飲み 物を飲む) あー で も千葉大 にも韓国人とかも多い ですか ら
20JF 8: です ね ､ うん そ うで すか ､ ぜ ひ ､ ぜ ひ して きた い ､ 旅行に 行 っ て み た い です
20B F 4: そ れは い つ か ､ 会話が で きて ､ 短 い 会話 ( 笑い) (笑い) うー ん そ
21JF8: ( 笑い) え､ お しや べ り になられる ん です か
21BF4‥ つ か ､ じや あポ ル トガ ル 語とか は ね､ あん まり ､ 興 味が ない です か †笑 い)
22 ∬8: † あ ー す ごい ですね (お菓子を食べ る) え､ 他 に も何 か はあ -
22B F4: は い は い や * あ､ 英語とか は - それ は あります
23JF8‥ でもね - ポル トガル 語 っ て お も しろい です か† (笑いI
23BF 4: * *や､ ( 笑い)畳もi& ⊥ や､ あの - むずか しい - ですよ
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24JF 8: 英語と大分違うん で すか†
24B F4: ね ､ ん
(館く)
あ､ ま - 似 て る言 葉 とか い ろ い ろ ある ん です け ど - ､ あ の - で も - やえ い ､ 英
25JF 8: ( 領く) は い は い
25B F 4: 簿と か か ん - あの ､ い ろ い ろ と そ の - ? ? ?とか ､ あの - あん ま り か わ ん ない ん です け ど､ そ の - ､ ボ ル トガ
26J 甘8: (領く) ( 領く)
26 B F4: ル 静 と か ス ペ イ ン 落 と か ､ そ の 人 に よ っ て ､ そ の 単語も変わ るか ら､ ち ょ っ と い ろ い ろ細か く っ て ､ そ の 面 が
27JF 8: う ー - ん ほ か に ､ ポ ル トガル 静や っ た から ､ ス ペ イ ン 語もやろうとか は思わなか っ たん ですか
27B F 4: 難 しい か も しれな い ね
28JF8: あ ー なるほ ど､ そ うですね (笑い)
28B F4: い や ､ 私 は ､ ブ ラ ジ ル 人 ､ です の で - ( 笑い) で も､ ス ペイ ン とか よく聞きとれ るん
29JF 8: 古まあ -
29B F 4: で す け ど､ 話すまで 紘 一 ち ょ っ と
あ ー で も､ 映 画とか 見れて - い い で すね ‡笑 い)
( 笑い)そうです ね
80J F8･･ (飲み 物を飲む) い きた い です ､ こ ん なに 近 い なら
30BF 4:(飲み物を飲む) い つ か韓国とか に行 っ て (笑 い)
31JF 8: 行とか
31 B F4: あ､ 旅行 は - ､ ま ､ 日本 に 来て か らは - と
倒 1 7 5
タイ と
そうです ね -
ん - * * (領く)
どっ か 他 の 国に - 節
お - - - ､ い い ですね
に行きま した けど､ うん ､ で もみ ん な､
82JF8: (領く)
32B F 4: そ ん なと こ に なん か ､ 観 光地に い っ たら､ 日 本語を - しや べ る あの 一 人が多 い ん で す よ､ そ の ガイ ドさん とか
33JF8: え あ ー そうですね 英語でみんな通 じるL‡領く〉
33B F4: が - だか ら - ､ ん - ､ えい ､ あとはみ ん な芙蓉とか､ 観光地とか はね 通 じると思うね - ､
34JF 8: え ー ( 笑い) い える んで すか
34B F4: あと日 本語とか ､ いく らで す と か †笑 い)生 地 ヱ ( 笑い) そ うそ う
それ は覚 えたんだ -
35JF8:(笑い) 日本人 て - なん だ か なあ - * *私は す ご い ､ 海外旅行とか い っ た こ とが ない ん で - ､ 大学
35B F4: そ う †笑 い) う ー ん あ ー
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36 ∬8 : に 入 っ たら､ ぜひ - い こうと思 っ て はい (笑 い) ほ い
36 B F 4: あ ー じゃ あ 色々 と - ､ 行 っ て 見 たら､ ソウ ル とか - 懐 い) 近い
37J F8:
37Bf
'4 : し賢い8L
そうですよね - や っ ぱり､ い っ て み た い な -
うん
38JF 8: とか 高 い で すか らね - ( 笑い)
88B F 4
.
, ん - (集い〉 ア イ
39JF8: あ､ は い
39B F4:静 もや っ て る ん で す よね
ア イ ヌ
そうで すね - 北海道
園内旅行 より安 い か も しれ な い よ
蘇 ? ? ?
i笑 い)
(飲み物を飲む)
あと､ ね - * * * * *あ､ 英
あ､ そ うで す､ 英帯 はみ ん な
英語 はや っ ばりみ ん なやらな い と い け ない で すか
40JF 8: やらなき や い け ない で す け ど､ や っ ぱ り英熟 ん - * 入 試で 書 く の に は †慣れ て るん で ､ 膚 く の と読む の に 杜
40B F 4: う ー ん
41JF8:慣れ て て も､ 話すの は で きな い か ら､ ちょ っ とつ らい で すね - そう
41B F 4: ん - あ ー で も話すはや っ ばり許す機会がな い と､ 身
42JF 8‥ で すね (領く) ほ - い ‡笑 い) リサさんと 傾く)
42B F 4: に つ か ない ､ じゃ ない か ね い ろい ろ と リサと (笑 い‡ 日 本語話す人と､ なん か英臥
43J F 8‥ あ っ あ ー - ､ や っ ぱり､ 留学生同士 で集ま
43B F 4: 許 し､ ずら い じや な い で すか ､ あの ､ 日本 語が 分か ら､ 分 か っ て る っ て い う
44tJF8: ると英欝 で ､ しや ペ り (額く) あ ー そ うです
44B F4: そ うで すね や っ ぱ い ろ ん な国 の 人が い る か ら - ､ や っ ぱ英語が - 共通語 ( 笑い) で
45JF 8: ん - (額く) (笑い† あ ー ?
45 BF4: すね ､ あとや っ ぱり 日本語 は無理 ですよね ､ で もや っ ぱり日本語とかも ー や っ ぱり 時々 まざっ ちゃ っ て 一 首菓
46JF 8‥ ? ?(笑い) - え ー * * *私 も英語 で しや べ れ る ように し ようか な -.(飲み物を飲む)
46BF 4‥ が (笑 い1 そ う (飲み物 を飲む‡ ほ か に - じや あ､ ん
47JF8: 興味ある あ､ 中国語もや っ ばりや っ てみ た い です A r
47BF4‥ 一 興味 ある とこ ろ とか は 中国語と か は
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48 ∬8: †頒く)
48B F4: は ､ や っ ぱり発音とか ､ 全部* 文放とか ､ 中国 削 全部あの中 - 先生じゃ なくて ､ 日本人の 先生が ､ そう い
49JF 8: なん か - 中国籍 の 場合は - ､ ふ た り ､ 日本人 の 先生 一 人 ､ と中国人 の 先生 一 人 の ニ 人で や っ て
49B F 4: う授業や るん で すか
50JF 8: る ん で す け ど - ､ 私が 取 っ て る 朝 柵 臥 朝鮮人､ 在日朝鮮 人 の 先生 がや っ て い ら して､ 発 音 L=
d
l しさすが
50B F 4: ふ ー ん あ ー
5 1JF8: 追 - え旦虻笠ま､ 先生 - 応テ ー 7pもも っ てき て て､ テ ー プ も使うん で すけど､ 先 生の 発音 の ほうが 聞き取 りや
51B F 4: (笑 い)
うん
52J F8:す い よ うな うん
52B F 4: †笑 い) - え ー 中国静も､ でも､ 中国語も､ なん か - * あの やりたい と思う よね -
53JF 8: むず か しそ う､ です よね -
や りた い です
で も - なん
(笑い) ? ??
58B F 4: か ､ す ご い 発音が 一 難 しそ う 話 して る とわ けわ か ん な い 一 旗 い) ? ?? ? ? ん- ん -
54JF 8: &+ 地
54 B F4‥ そ うなる よね そうそうそうそう､ ん - ､ むず か しそうよね
55J F8 : A/ -
は ー い ､ 難 しそ うで すね - *
日 本語 は ､ おも しろ い ですか †
55B F 4‥ * * *そ した らす ご い ､ よ ね ､ 韓国語 とか 朝鮮語 とか ､ ん - あ ー 日本欝は ､
56J F8:
56B F 4: 小さ い 頃か ら､ まあ､ あの 一 家 族と か と 一 語 した､ か ら､ あん まり意識 しな い で 話すん ですけど､ 文法も ー ど
57JF 8: あ､ そ こが - しり たか っ た 皇 拙 速エエニ ( 笑い)
57B F 4: うや っ て つ く るの か - 全然 しらない です よ い や - (笑い)
58JF 8: はい あ ー
58B F4: エヱ吐息 蜘 ん - ､ でも - 漢字とか - ､ 面白 い と思うね ん 一 難 しい け ど､
59JF8: うん (領く) 漢字か
59B F4 : 面白い よ う ー ん
例 2 2 5
* * * * * * *iv
(飲み物を飲む)
* ** (飲み 物を飲む) でも アイ ヌ 語っ て ( 笑い) 意外だ ね
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60JF 8: なん か､ 千葉大学に しか アイ ヌ 舞 の ? ? ?千葉大学 の 文学部 に 一 人 ､
60BF4‥ そ ん な､ こととか ある の は知らなか っ たね ( 笑い)
61JF 8: アイ ヌ を専門でや っ て い ら っ しや る先生が い ら して その 先生が い ら して るん で すけ ど なん
61BF4: ん - うん うん ､ うん
62J F 8: か ､ そ の 先生 の ､ 授業 ､ 聞 い て た ら､ 突然 ､ z土星亀鑑空且皇エ盈三三呈エ †笑 い) 来年どう しよ う､ ア イ ヌ
62B F 4: ん - i笑い) え ー
63J甘8: 静 も取ろうかな っ て 思 っ て るん で すけど
63B F 4:
64J F8:
64 B F4: ぎられ限られ て な い †
は い は い
ふ ー ん , い ろ んな の がとれ るん だ ? ? ?とか い く つ とか - にか
か ぎられ て - は ー い る けど - も しも い っ ぱ い に な っ ちゃ っ た ら､ そ ん な履修 できなく
65JF 8: て も､ 聴許 にす れ ば い い か ら ､ 二 単位 は こ なく て も い い か ら (笑い1 や っ て み た い か な 一 つ て
65B F 4: ん - あ あ -
66J F 8: ､ ん -
66B F 4: お も しろそうね - ､ ? ? ?も ? ? ? ん -
1 留意され た逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
n 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
温 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用 された規範
iv 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
‡笑 い) ん - * あ ー ､ で ､
B F4 が自分の 言葉を調整する
: 接触規範 ( 内的場面では ､ 同 じようなこ とが留意され ない と推測できるため)
: 肯定的o ｢すごくことばを選んで しや べ っ て い るな+ とF UI で報告
: 接触規範 ( 内的場面で は ､ 同 じような評価がお こなわれ ないため)
: B F4 の英語による発言の ス ピ ー ドが速か っ た こと
: 内的規範
: 否定的
: 内的規範
: なし
: 内的規範
: B F 4のイ ン トネ ー シ ョ ン
: 内的規範
:否定的｡ ｢や っ ぱりイ ン トネ ー シ ョ ン が違うとすごく ､ あ ー ､ こ の 人は 日本語第二
外国語で しや べ っ て るな+ と F U I で報告
: 内的規範
: なし
: 内的規範
: 沈黙
: 内的規範
: 否定的
: 内的規範
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調整 : 沈黙を埋め ようとする
調整に適用された規範 : 内的規範
調整 ス トラテジ ー : ①内的 ス トラテジ ー : お茶を飲む
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0 1JF 6: よろ しくお願 い しま - す
0 1 C F 4‥ お 邪魔 しま - す､ は じめ ま して ､ よ ろ しくお 願 い します (い す にすわ る)
02J F 6: い します * もう い い ん で すか†
02C F 4:
03 J F 6: ん†
話 して †笑 い) お 名前は†
え† い え ‡笑 いi
よ ろ しくお願
Ⅹ ､ ⅩⅩ､ ⅩⅩ と
(手の 平に 書く) あ､ こうい う字 あ ー ､
03 C F 4: 申 します ⅩⅩ､ ⅩⅩ と い う字 ですよね
04J F6: ⅩⅩ っ て い う字､ で ､ 何て 読むん ですか †
0 4 C F 4: ⅩⅩ は い ､
0 5J F 6:
0 5 C F 4: す けど
あ ー ( うなずき) 私は､ ⅩⅩ で す
( うなずき)
0 6J F 6･. X X､ ⅩⅩ です は い
0 6 C F4 :
あの ､ 広 島､ 市の ､ そ う､
ⅩⅩ
え ー ､ ⅩⅩ で す うん ､ 中国でうと読みま
う (笑い) 下 の
* *ⅩⅩ (笑い) ? ?下の 名前
あ ー よろ しくお購 い します
0 7J F 6: は い * * 国際言語文化学科 の - * 一 年生です
0 7C F4 :
0 8J F 6: す か †
0 8 C F4 :
よ ろ しくお ねが い
千葉大学の 学生ですか†
え､ 学生 じや ない ん で
あ ー ､ そ うで すか
あ ー ( 笑い)
私は - そ う修 士 の あ､ 大学院文学研究科 の 一 方で す､ い ま は そ う､ は い
0 9JF 6: す ごい ‡笑 い) い つ 来た んで すか ､ 日 本に あ あ -
09 C F4:‡笑 い)
10く〕下6: え､ それ まで勉強 したん で すか ､ 日 本語
10 CF 4:
99年ち ょ うど2年 たちま したよね
そうです, 中国で ､ 少 しや っ て こ っ ちに来ま した
11J F6 : あ - ､ ( 笑い) すご - い ､ うま い ですね ､ 日本 語 (笑い)
11 C F 4:(笑 い) い え､ あ ( 首ふ り) あり が とうござい ます
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12 J F 6: そ うなんだ - (笑 い) 静岡わかりま
12 C F 4: こ ん なとき貰われて何を育 っ たらい い か わか らない (笑い) しゆ､ 出身は
18 J F6: す† あ ー ､ あります か
13 C F 4:
例 7 8
行 っ た ことありますi
14J F 6: 下田
うん､ 下田
は い , えっ と何とい う - ､ あの , 下 田†
私は静岡市 - だか ら､ う ー ん ､ もうち ょ っ と酉の 方なん で
14 C F 4: うん けっ こ う南の方 ですけど
1 5J F 6‥ す けど､ 静岡は の ん び り して ま した †(笑 い) すごい の ん び り ､ 干葉だ と､ なん
1 5 C F 4: え ー ､ (笑い) そうです (笑い)
1 6 JF 6: か ち ょ っ と, 人歩く の 速 い し - *速く ない で すか (笑 い〉 す､ 住 ん で る と､ なん か忙
1 6 C F 4: †笑 い)
17J F 6: しい 感 じがするん ですけど - ､ 静岡だとみんなの ん び り して る か ら､ 歩くの が 遅く て
17C F 4:
18J F 6:(笑 い) 私も ー 今､ 友達とか に歩く の お そ - い っ て い われて と ぼとぼ歩く
18 C F4: あ､ そうね (笑 い1 あ､ そ う
19J F 6:(笑 い) 中国の 方は ､ 歩く の 速 い で すか
19 C F4: (笑い) あー そ うですか
遅 い ですか なん か
遅 い で す は い
20 ∬6: 自転車で ､ 自転車 は速 い で すね､ 自転車は ほ ん とに い っ ぱい 走 っ て る ん で すか †
20 C F 4: は い は い
21 ∬6: (笑い)
21CF 4: は い ､ た ぶ ん ､ い っ ぱ い練 習 して ? ?毎 日使う ( 笑い) 自転車が ? ? ? ?だか ら自転
22 J F 6: う ん うん うん あ - そ うなん で すか -
22 C F 4: 車 王 国です よね ､ 中国†や っ ぱり 出か ける時必ず自転車ですよ
23 J甘6: うん
2 3 C F 4: 必 ず とい う､ 今 ､ 転回 持 っ て い る人 い るん で すけ ど さ､ だ い ぶ 前の 自転車多い で す
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24J 甘6:
2 4 C F 4: よ -
え､ 車よ り自転車 の 方が多い ん で すか
Jこ -
(笑い) 車持っ て る方が 少ない ですね 中国
25 ∬ 6: うんう ん
25C F 4: だ い たい そ うい うもん で すよ､ 大都市だっ たら 10%､ 20%位で ､ 他 の 人だい たい 自転
2 6J F 6:
2 6 C F4: 車で す よね ( 笑い)
あ ー ､ え ､ 中国の ､ ど こ の ､ ど こ なん で すか 華北 ､ 北の 方 †
華北､ 北の -
2 7J F 6: は い じや寒 い です か †冬は
2 7 C F 4: 北東 の 場所わか り ます† 北京の * まわり †笑 い) こ こよ り寒い ですね -
2 8J甘6 : え､ 雪とか は い
28 C F4: 地図で 見 た と こ ろ ､ あれ ー ､ 多 鉄 線度と経度ありますよね だ い た い 北海道み た い
2 9J甘6:
29 C F 4: な感 じで
え ー ､ じや あ冬は 雪が積もる どんぐらい
雪が - 去年す ごく降りま した ､ 寒か っ た
30 J F 6: 氷点下とか い くん です か あ ー
80 C F 4‥ どん ぐらい ､ マ イ ナ ス 10度ぐら い ですね そ う､ なん か , 雪は多分そ ん なに 雪国
3 1d 甘6: 風は ､ 風 はすご
31C F4: ? ? ?あ ー そ うなん で す よ､ 多くな い ん で す よ 風 はね - す ご か っ た (笑い1
3 2J F 6: い ん です か
82C F4: す ごい ん で す
33J F 6: 千葉よ りも っ とで す か
33 C F 4:
34J F 6:
え ー 千葉も風す ごくない で すか
でも､ 千葉の 方がやわらか い
& -
地形 が か たい か ら柔らか い で すよ､ 地形に 包まれ て､ なん て い
†笑い) (笑い)
34 C F 4: うか な - ､ そ う い う あん ま りね (笑い) 体に 入 っ て こ ない よ うな (笑い) 骨さす気が
3 5J F 6: 骨 さす気 (笑い) そ んなに強 い ん ですか , - え ー ､ 静岡とは全然､ 全然雪降らなくて
3 5 C F 4: (笑い) そ う
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3 6J F 6: - ､ この 前五年 ぶ り に ､ 一 日 ちょ っ と降っ て - ､ 三セ ン チ積 も っ た だけ で -
3 6 C F4: うん あそ うで す
37J F 6: 冬もあっ たか いから､ たと え雪が ､ 雪国がうらやま しい ん で すけど - †笑 い)
8 7 C F 4: か
38 J F 6: 雪は もう い ､ 嫌で す か† (笑い)
(笑 い)
88C F 4:
例 7
雪､
t)
嫌 じや ない で す､ 全然積もらない で すii
39 J F6:
39 C F 4: ろは本当 に積もらな い ､ そうい う雪合戦や っ た の も 去年 ､ 久 しぶ り で
4 0J F6: あ ー じや - す っ ごい 積 もる とこ ろはな い ん です か †
4 0 C F 4: そん なと こ ろ は - ､
うちの とこ
4 1J甘6; あ ー
4 1C F 4: ある ん じや ない か と 居 い ます ､ で も､ だい ぶ 乾燥 して るか ら - ､ そ ん なに降らない ん
42 J F 6:
42 C F 4: で す よ､ うちの と こ ろは
寒 い け ど降らない 風 が 寒 い (笑い) 骨に しみ る
風 が 普通風 っ て寒 い
43J F6:
43CF4: そ うそ うそ う､ な ん か 日本小学生み ん ななん か なん て い うん で すか - ､ 短パ ン は い て
44J F 6: うん ､ うん 行きます､ 行 きます
44 C F4: るん で すよね 学校 に い くん で す よね - 中国い る と動 け なくなる? ?
45J F 6: (笑 い) どうで しょ う､ 冬でも - ､ 半袖半 ズボ ン ､ とか い るん ですよ
4 5 C F4:‡笑 い) うん
4 6J F 6:
4 6 C F 4:
刷 1 2 6
うん ､ 小 さい 時
あ ー でも､ 私は や っ て な い 男の 子とか は - なん か - 午
そ う い うふ うに やらせま した†iB
4 7J F 6: 中半袖半 ズボ ン とか
47 C F 4: で もス カ ー トで しょ
うん
ス カ ー トで ぜ っ うん ､ だ い じ ょぶ です -
だ い じ ょ ぶ で し ょ
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48J F 6: ダメ です か､ 冬は ズボ ン
48 C F 4: うん - * * *ダメ じや ない ですけど､ 多分怪我 しち ゃ うん で す
4 9J F 6: (笑い) 寒く て凍傷 になっ ちゃ う し ( 笑い) え ー あ ー
49 C F 4: よね (笑い)
5 0J F 6: じや - ず っ とズ ボ ン で すね
5 0 C F 4:
(笑い) ほ ん と 足 が棒に なっ ちゃ っ て
* * ズボン ､ あとなん か そ の ､ ふ - ? ? ?た い て い の 人 は
61J F 6: うん
5 1C F 4: * 今だ い た い そ うい う毛糸で編 んだや つ で ､ そ う い うズ ボ ン は い て
あ ー
夕方暖 か
52J F 6: ( 笑い) ぁ ー
52 C F4 : くな っ て きた か ら､ だ い た い だか ら (笑い) 厚 い コ ー トでも着て れば い い んだけど
53J F 6: 外に 出 る時だけ
53 C F4.I
あ ー ､ たい - - ん , 寒 い と ､ で も､ 静 岡だか ら
そ うそ う､ 小さ い 時大変だ っ た †笑 い) うん
54J F 6: 千束 はす ご い 寒くて -
54 C F4:
5 5J F 6: と比 べ る と暑 い
55 C F 4:
( 笑い)暑 い ( 笑い)
* *千葉寒 い ‡突 い) そ うそう静岡だから
静岡だから中国
*そう串､ そう冬 はなん か 千葉 の 方が す ご､ なん と い うか ､ 少 し つ ら
56J F 6:
5 6 C F 4: い か も しれない です
あ ー ､ まだ冬体験 した ことな い か ら -
え､ まだ †
57 JF 6: 来たばか り だか ら -
5 7 C F4: 来たばか り
58 J F6 : に しとか な
58 C F 4.I
うん､ 私四月 か ら
(笑 い) 楽しみ に (笑い) 楽しみ
うん そ う､ 楽 しみ に して ( 笑い)
静岡 の 冬は ､ 乾燥 して て
そ うで すね それ､ 静岡の 冬 は どう い う感 じ は い
59J F 6: 寒 い ､ け ど冬雪は降らなくて 全然 * * う ー ん ､ 寒 い ､ 寒 い け ど､ 私は 高校 は ､
59 C F4: * は い
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6岬 6: コ ー ト無 しで 行 っ て たから * ** (笑 い) 多分､ 全然平気だと思う(笑い)
60 CF 4: う ー ん (笑い) (集 い) ? ?
6 1J F 6: (笑い) うん ､ 全然 ､ ほ ん と､ コ ー ト無 しで も､ 足出 して､ 短 い
6 1 C F 4: ? ? と か じゃ な い の ( 笑い)
62 ∬6: スカ ー トで ､ 高校生 の 時は 中国の 高校生は短くな い で すか †え ､ 制服です か†
6 2 C F4: ん - (咳)
6 3JF6:
63 C F 4: 制服が - ある学校もある し､ ない 学校 の 方 が多 い ん じや ない か な
†咳)
あ ー そうなんで すか ､
6 4J F 6: ス カ ー ト短 い ん です よ､ す っ ごく (集い)
6 4 C F 4: ( 集い) そ こず っ と聞きた い ん で すけど､ そ う い う
6 5 JF 6: うん ぅん ､ わざと､ ほ ん と
6 5 C F4: 風な､ 日 本の 高校生 の ス カ ー ト､ わ ざと短くしたん じや ない か と ･ そう､ こう い う
66J 甘6: こうや っ て お っ た り - ベ ル トで あげたり
66 C F 4: ふ う に (笑 い)
6 7J F 6: つ たり
6 7 C F 4:
だか ら切 っ ちゃ っ ､ 切
うん､ そ うそ うそ うそ う
†笑い) でも短 い 子 は
うん , そ うなん か そ うい う､ なん か さばらばらです よ ( 突い)
68J F 6:す っ ごい 短 い し､ もう パ ン ツ も見えて る し
6 8 C F4: そう そ う い う ようなか ん じで すよ､ なん かね､
69 J F 6:
69 C F 4‥ こん な短さ でヤ バ イ ん じや ない です か ､ 先生 はお こ らない んで すか と思 っ たり して
ふ -
70JF 6: 私 の学校 はけ っ こ う自由で - 怒られ ない し､ もうみ ん なパ ン ツ 見せ て るか ら - 自分
7 0 C F 4: は い ( 笑い)
71J 甘6: が 平気､ あた しは 一 恵 い け ど 一 見られたくなか っ たか ら､ 下に は い て たけ ど -
71 C F4: は い は い
2 0 2
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72JF 6: 見せ て る子は 見せ て て - ､ もう､ 男の 子とかも全然ふ つ 一 に見て る し - (笑い〉見慣れ
72 C F 4: (笑い) もう見
73JF6 : て もう別に ､ だか ら こ - や っ て み ､ 見 るこ ともせず に ､ ふ つ 一 に 階段とか で見えちゃ っ
73 C F4 : 慣れて て
7 4J F 6: て る か ら - ､ うん
7 4 C F 4:
75J 甘6:
75 C F 4: る の か (笑 い)
76JF6: い)
あ ー そ うなん すか ､ そうい う 中国も ー まだそ ん なに - 今 どうな っ て
帰 っ て ない です か､ 今 あ ー 冬 どき､ 寒い の に (笑
冬ときに帰りた い で す そ
(笑い) あ ー
76 C F4 : うそ うそ う 懐 い) 寒い の にそ ん なに 短い ､ ス カ ー トは い て る は い て る人 い ない ん で
7 7J下6: あ ー
7 7C F 4: す よね - * ん ､ 私の 時代 は もうそ ん なに短くなか っ た と
あ ー 普通膝ぐらい です か
78 J F6:
78 C F4: 普通と い う は * * * *ばらばらですよね - * で もふ つ - は ちょ っ とひ ざ上 ぐら い の 感 じで
79J 甘6:
7 9 C F4: そ れ ぐら い で すか ね
日本み た い に こ - ん な短 い 人 は い な い (笑い)
そんなに短くはない か な
8 0J F 6: うん う ー ん､ えで
80 C F 4:(笑い) *普通 の こん な長さ の 方が ､ ま - そ れ ぐらい だと思 い ま す ( 笑い)
8 1J 下6: も変な感 じで すか ､ そ うなる と
8 1 C F 4: 特 に変な感 じ じや ない ､ 冬は や っ ばり寒 い
82J F 6: けど - なん か
8 2 C F 4: うん 寒そ うに見 えます
う ー ん ､ 寒 い
うん ､ 寒 い けど - なん だろ う､ うん ､ は い ちゃ うん
8 3J F 6: です よね下 にジャ ー ジとか は い て ､ で短 い ス カ ー トは い て けば
8 3 C F 4: (笑い)
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84JF 6: そうなん で すか -
84 C F 4: い ま制服 の ある 学校あん ま り 多くな い ん で -
85J 下6:
うん * で ､ 日本の 学校
大体 - 制服 ですね 私服 - の 方が 珍 しい
85 C F 4: 全 て の学校制服持 っ て やるんですね - うん うん
86 J F6: 制服 です - わ た し大学 で - 私服初めて在日私服で
86 C F 4: 私服と制服ど っ ちが い い で すか うん
87 J F6: 大変なん ですよ ､ 服 を -
87CF 4:
なんか ､ 色 々 ､ うん なく っ て服が 全然､ お 金ない か
うん なん で
88 J F6: ら買えなくて ､ だか ら､ 轟日 こうか える の 大変 じや ない ですか ､ だ から制限を着てきた
88 C F 4:(笑 い)
89J F 6: い ん で すよ､ 在 日 同 じだか ら (笑い‡ 制服だと シ ャ ツ を洗 っ て 着て - あとブ レザ ー で ス
89 C F4: ( 笑い)
90 JF6 : カ ー トは そ の ま ま着ればい い か ら､ す ごい 楽だ っ た か ら 一 大学 にも着て来た い くら い な
90 C F4:
91J F 6: ん で すけど - ( 笑い) 高校の樹服を †笑 い) て制服 に してく
91 C F4: (笑い〉 ‡笑 い‡学校 の 先生? ? ?(笑い)
9 2J F 6: ださ い ( 笑い) ほ ん とに制服 に したい んで すけど - 毎 日大変だ か ら､ み んなす っ ご
9 2 C F4: (笑いI うん
9 3 JF 6: い お しや れ じや な い です か - * なん か 私と か全然 ､ なん か そ ん な服 い っ ぱい 持 っ て ない
9 3 C F4:
9 4J F 6: か ら - 毎日 ､ 朝 は なに着 て ニ ー つ てそ れに 時間が か か っ て 遅刻 しそ う にな っ て ( 笑
9 4 C F4: うん うん うん
9 5J 甘6: い)
9 5 C F4: そ うで すか ､ う ー ん ､ で も､ あまりね - ､ た ぶ ん ､ 大学 1年生かなり昔ですけども
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96 JF6: うん うんうん
9 6 C F4: - ､ 1年生 に あが る と き - 4 年の 3年生の 先輩見てす ごくお しやれだと思うん です よね
9 7J F 6: 思う - ､ す っ ごい お しやれ (笑い)
97CF 4: ( 笑い) そ うなん です ､ なん か 急に洋服で困る こ と よくあ
98J 下6: え っ
9 8 C F 4: り ます よ ね､ で も 一 応むか つ く ことは ､ ? ?先輩 た ちに 1年生 の ころ､ ? ? ?と呼
9 9 ∬ 6: なん で
9 9CF 4: ばれちゃ っ たん ですね
10 0J F 6:
(笑 い) え- そうなん だ -
中国語で ? ? ?は ? ? ? で- (笑い) ?
恥ず か しい - ‡笑 い) 日 本で も言わ れ て る†私
10 0 C F4: ? ?と貰う風 にだ か ら､ す ごく (笑い) そ う
10 1J 甘6: うん
101 C F 4: なんかそう､ 千葉大学の 3 年生 4年生が そ う言う風に言うか どうかわからない んで す
102 J F 6: う ー ん うん うん
102 C F 4: け ど､ うち の 大学 ､ 大学工 学院だから､ と に かく女子 学生が多い ん で すよ だから
1 03JF 6: うん あ
ー お しや れ
103 C F4:3年生 と か ､ 女子 学生が集ま っ て ればお しやれ の よ うな気がす るん です よね ､ そ うそ
104 J下6: (笑い) えー
10 4 C F 4: う､ だから 1年とか来たら? ? ? ?(笑 い)
なん で - え -
言われて る たぶん 1年
10 5J F 6: あ
- (笑 い)
105 C F 4: く らい 我慢 しな い と 1年入 っ て くる ち ょ っ と楽 に なる (笑い) 1年待てばい い ん じや
106 J F6: 頑張 っ て こ の 1年 を耐 えて
106 C F 4: そ うそ う､ そ の 時 これ先輩 になっ て 後輩に ? ? ? ? ように
10 7J F 6:(笑 い‡ ? ? ? ?言 っ ちゃ い けない ですけど(笑 い)
10 7 C F4:( 笑い) (笑い)
2 0 5
い け ない です ､ で も? ? ? 田舎
C F 4xJF 6
10 8J F 6: あ ー
10 8 CF4: つ ぼい っ て言 われ る ん で すよ そ うい う
10 9 J F6:
言 われ てたんで すか
うん 冗談 (笑 い)
たぶ んね言われなか っ
10 9 C F 4: た後ろでそうい う言われ る ん ですね､ 冗放 ですけど (笑い〉 ? ?? そう轟年? ? ?
u O J F 6: ( 笑い) 毎年､ そ うだ っ た ん だ､ じゃ - 1 年頑張 っ て ､ この 1年頑
11 0 C F 4: が 入 っ て く るか ら (笑い)
111J 甘6: 張 っ て 乗 りきらない と ( 笑い)
111 C F 4: で も 同じようなこと (笑い1
l 留意された逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
n 留意された逸脱 :
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
iii 留意された逸脱
留意に適用された規範 :
評価 :
評価に適用された規範 :
調整 :
調整に適用された規範 :
C F4 は静岡に行 っ た こ とが ある こ と
接触規範 (非母語話者なの に静岡に行 っ た ことがあると聞い て驚 い て
い たため)
なし
内的規範
C F4 の出身地の冬は寒いが雪が積もらない こと
内的規範
なし
内的規範
C F4 の 日本人 の子供の服装に関する書換解
内的規範
否定的｡ r不思議な感 じ+ と FtJI で報告
内的規範
なし
内的規範
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C F 4ⅩJ F 7
0 1J F 7: は じめま して ､ よ ろ しく
01 C F 4: は じめま して
02 J F 7:
例 9 2
ⅩⅩ と申 し
(領く)
02 C F 4: とい うとこ ろあります ね ⅩⅩ
0 3J F 7: ⅩⅩ です
0 3 C F 4:
え† は い †
ⅩⅩ と い う字 ⅩⅩ 県の ⅩⅩ 市
あ､ は い あ, ⅩⅩ､ わた しは ⅩⅩ､ ⅩⅩ と言 い ます
え ー と､ 糸偏 * あの - ､ なんて 言うん
の り っ て い う字の は 一 倍頼の 借 の 字 † 糸嵐主-
0 4J F 7: だろ､ 一 世紀 とか の 紀 の 字 (指で机の 上 に番く) 糸偏に ､ お の れと書 い て ､ 糸偏
0 4 C F4:
0 5J F 7: に おのれと い う字 紀子様 っ て わか り ます†皇太子 あの 人
0 5 CF4: * え ー i は い ､ あ ー あ - ､ は い
0(;J 甘T: と同 じ､ 字で ､ ⅩⅩ っ て読むん です (笑い)
0 6 C F 4:
0 7J F 7:
o7 C F 4: 紀行文学 の そ の キ と い う字です ね
08 J F 7:
そうそう
(笑い) あ ー そ うで すか
* うん , そ う
うん , なん か
あ､ そ うだそうだ (笑い)
'
う ー ん ( 笑い) なん か
(領く) はい ､ -
o8 C F 4:少 ない よ うな､ あん ま り使われてな い ような うん ､ 今 ⅩⅩ 大学なん ですか
o 9J F 7: 年生 です ､ 文 学部 の 一 年生
0 9 CF 4 文学部の 一 年生､ うん
10J F7:
10 C F 4: そうで すか ､ え､ 出身 は どこ です か†
11J F 7:
11 C F 4: く､ うん ､ 海 が きれ い なと ころかな
( うなずき)入 っ た ばか り (笑い)
( 笑い)
出身は新潟県, です
ん - まだ行 っ て ない な､ す ご
ん - ､ そうそ う ､ 日本海側だ か ら ､ 夕日 とかきれ い
2 0 7
C F 4Ⅹ JF7
1 2J F 7: だ し (笑 い)
12 C F4: 懐 い) そうですよね, なん か 友達にも しあの 私が 中国に事情あっ て帰れなくなっ
13J F 7: うん ( 笑い)
13 C F 4: たらどこ に 住み た い か と聞か れ た時に い つ も新潟 に して く だ さい と い うん です 中国
14 J F7: あ､ そ うです よね , わか る
14C F 4: となか なか 近 い か ら †笑 い) だ から千葉なら太平洋側だから どう しよ うと思っ て ( 笑
15 J F 7
15 C F 4: い) こ っ ちきて 一 番き れい なと こ ろ っ て ､ なん か 新潟の 海岸 が 一 番きれ い み たい そ の
16 J F 7: うん (笑いI うん ､ い い と こ ( 笑)
16 C F 4: 辺 が うん ､ そう い う 許がぜ ひ新潟 に死 に た い なと思 い ます ( 笑い〉 (笑)
17J 下7: い い と こ ろですよ
17 C F 4:
夏は暑いけど､ わりと - ､ 夏は暑 い し - ､ 寒 い と
あ ー そ うです か
18J F 7: こ ろ なんで す よ - わり と
18 C F 4:
19 J F7:
うん ､ 雪が降 っ て *今年もす ご い 多か っ た､ 雪 が
雪降る んですか
え ー と私は わり と 一 新潟 市内に住 ん で る か らそ うで もない け ど - ､
19 C F 4: どれ ぐらい多い で すか うん
20くJ甘7: で も､ 毎年 - 多い 時で 50セ ン チ くら い とか ん †
2 0 C F 4:
一 回で† い っ か い
ん ､ そ こまで は い か
21 J F 7: な い (笑い) なん か 一 気に 積も っ ちゃ っ て - ､ なか なか溶 けなくて ､ 結構交
21 C F 4: い か ない †笑 い) い っ か い
22 J F7 : 通､ 渋滞 と か な っ ちゃ っ たり とか して ､ 受験だっ たん だけ ど 一 挙校行く の が 大変 (笑い)
22 C F 4: ( 笑い) (笑い)
2 8J F 7: 遠か っ たか ら - うん
2 3 C F 4: そ うか ､ じ ゆけん は 冬 です よね ､ なん か ､ そうい う雪国と い うような文章読んだこと
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24 J F 7:
24 C F 4: がありますけど - *新潟あたり ､ か などこが覚えてな, たぶ ん新潟だと思 い ます､ 冬
2 5J F 7:
2 5 C F 4: に なる とた ぶ ん 2, 3 メ ー トル く ら い 雪が積もる と こ ろが あるそうですよ
うん ､ ありま
2 6J F 7: す よ､ ごうせ つ ､ もう ちょ っ と 山の 方だけ ど - そう
26C F4:
27J F7:
そうそう豪雪地帯の 方で - ､ そん なこ
そう 二階に玄関があると ころと - , そ うい う感
27 C F 4: とある と なん か ､ ニ階 だて の ､ 建物 (笑い〉
28JF 7: じの ､ ? ? ? ? ? (笑い)
28CF4 : ?
`フ ? ? ?
そ うそう
玄関が 2 つ ある んで すけどね ､ 家の 下 と上と
29 J F 7: 2 階あるとね､ そ の - ､ 冬は そ う い うとこ ろ 出れな い み た い で ､ なん か そ うい う､
29 C F 4:
30 J F 7:
30 C F4: そ の - ､
3 1J F 7:
3 1 C F4:
㌍5ilぎず2(e開けたらすぐ雪がす ごく積も っ て ､ だ か ら雪 の 下に 郵便局あり
あ､ そ うなん だ, そ こ まで
ます､ 銀行 あります そう い う看板もある そ うですiB
3 2J F 7: は知らな い ( 笑い)
3 2 C F4:
(笑い) そ う
(笑 い) で もおも しろくて 見に行きた い で すi 笑い)
83J F 7: か
33 C F 4: 新潟市はだい じ ょ ぶ です か
うん新潟市はそんなに降らない ですね､ 一 応 - 番都会の と
34J F
r
7: こ にも あるか ら､ 新潟 県の 中で (笑い) うん うん
34 C F 4:
35J F 7: 長 い
あそ う､ でも新潟す ご い 細長 い で す よね
うん ? ?? ( 笑い1
35 C F4: だか ら海岸 に沿 っ て そう い う､ 細長 い形 して る ん です ? ? ?(笑い) そ う､
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36J F 7:
36 C F 4: おも しろ い * * * * * * 今まで なん か そ うい う､ なん か､ どう して ､ 千葉 に来たん です か
3 7JF7:(笑い) え- と - ､ 私あん まり 冬が嫌し､で ､ 雪が 降 る時 は嫌 い だ っ た か ら､ ず っ と - で ､
3 7 C F4 :
38 J F 7: あ ん ま り ､ 冬あ っ た か い ､ 太平洋側が い い な - と思 っ て - で - ､ でもなん か 一 人 で い き
38 C F 4: うん
39 J F 7: なり東京 か - と か い く の は やだ な - と 思 っ てそ れ で､ 千葉 に (笑い) きた ､ うん､ あ と
39CF 4: (笑 い)
40J F 7: や っ ぱ大き い大学だか ら - ､ 楽 しそうだな - とい うの もあっ た し
40 C F 4:
4 1J F 7:
4 1 C F 4: * * *
42 J F 7:
42 C F 4: い
43J 甘7:
43 C F 4:
う ー ん､ そうですか
で で きれば関東地方が い い な っ て い うの もあ っ た し i笑 い)
(笑 い) そ う､ 気 候的 には 千葉の 方が い
うん
刑 5 O
か も しれない で す よ ね ､ 冬に なる とす ごくなん か ､ 海風が ､ 吹く､ 柔らか い です よ
あ ー そ うで す か (隻
そん なに､ 冷た くない ､ 寒く感 じない ､ うん､ 私もそう思うん ですねiv
4 4J F 7: い) あ ー でも あ､ 寒 い
‡笑
44 C F 4: い〉
45 J F 7:
45 C F 4:
良身
7
Ej:
2
中国 の 北 の 方だか ら 冬 は寒 い ､ こ っ ちきた ら､ 冬は 暖か い ､ と思うん だ
ほ んとに ‡笑
けど､ 南か ら の 友達は みんな､ こ ん な寒 い ､ 寒い の に 耐 えられない とか (笑いl
4 6 JF 7: い)そ っ か - そっ か そ っ か - うん
4 6 C F4 : そうそ う､ 亜熱帯 か ら 南の 方が 中国､ 亜熱帯 と い わ れv
4 7J F 7:
4 7 C F 4: て ､ 熱帯 ､ 亜熱 帯
蒸 し暑 い と こ† 寒そ
そ うそう そうそ ん なとこ ろか ら? ?? ?千葉は
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48 J F 7‥ う､ 風強 い ですもん ね ､ 千葉はね､ 割と､ そう い わ れればは じめ て こ っ ち - ､ しが , Pq
48 C F 4:( 笑い)
49 J F 7: 月 に こ っ ちに来 た とき に - ､ な んか 風が , 強 い と ころ だ な 一 つ て の はず っ と思 っ て -
49 C F 4: あ ー
50JF7: ん - な ん か砂とかがすごい あたる か な - と (笑い) 感 じが して - ､ あ ー 風
60 C F4: あ ー そう ですか ( 笑い)
6 1J F 7: が 強 い ､ 寒くは な い んだ け ど､ 風は 強 い ､ とこ ろが ある っ て の が印象で した ね, 最初 の
6 1 C F 4:
52 J F 7: ん†
52C F 4: あ､ そ うで すか ( 笑い) こ の 前中国 い っ た時 ､ す ごく ､ 空か ら砂 なん か 砂が 一 つ
5 3J F 7: ん
53 C F 4: て い う風 に ? ? ?し､ * そう い うの なん か砂風で は ない ん で すけど､ 結構よく感 じら
54J 甘7: ( 笑い) あ ー な る
54 C F 4: れ ます か ら (笑い) うん ､ 乾燥 して い て っ て い う うん ､ 家は ち ょ うど - ､ なん か
.,
E<5J F 7:
55C F4 : 華北 っ て い うと こ ､ 華北っ て北京 の まわ り * * 北京は ち ょ う ど華北省 の 中に あ り ます
56J F 7: (笑 いI うん
56 C F4: * 華北 の ､ 西 側か な†? ? ? ?か ら( 笑い) うん ､ そ こ で今 ､ 日本 ? ? ? ?来て
57tJ F 7: ( 笑い)
5 7 C F4: るそうで すけど( 笑い) で す ごく - ､ うん ､ なん か春 - 乾燥 して るか ら - ､ そう い う
58 J下7:
58 C F 4: 風吹くとす ご い で すよ
59J F 7: ヘ ス_ -
あ ー そ っ か
うん 10 メー トル く らい よ り遠 い と ころは 見えない く
59 C F 4: らい の ひ どい 日 が ある そ うです ､ 私小さ い 時そ んなひ どくな い ん で すけ ど, だ
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60 J F 7: ス.え . -
‾
6 0 C F 4: 今は ､ 友達電話 したら､ 今年 の 春は ほ ん とに - 出 られない くら い で した と
61J 甘7:
そうなんだ -
(笑い) そうかも しれない
6 1 CF4 : う ー ん ､ で も こ っ ちき て､ なか なか 空気､ きれ い よ (笑い)と思 っ て るん ですけど､
6 2J F 7: うん うん ､ そ うかも しん な
6 2 C F4: うん - で も新潟 の 方が ､ も っ と なん か ､ 緑が 多い か も しれ ませ ん
6 3JF7: い ､ うん 空気 が や っ ぱ り こ っ ちの 都 会の 方よ りは ､ 向こ うの 方が ､ きれ い ( 笑い〉
6 3CF4:
6 4J F 7:
64 C F 4: で また行きたくなりま した
(笑い)それ
そうです ､ 新潟は - お っ き い 川が 二 本ある んで すよ､ 市内に ､
6 6J F 7: で ､ 楠 と か ､ なん か 有各､ 石 の 橋が ある ､ あ っ て - * そ れ とか 結構､ きれ い だ っ た り
6 5 C F 4: (笑い)
66J F7: そうなん ですよ､ 日本 一 お っ き い 川が あると こだか ら - ､ お信 濃
66 C F 4: きれ い 日本 一 ､ 何 の川 †
67 J F 7:)[T
67 C F 4: 倍渡川 * あ ー そう
お っ きい 川 *夏 と かそ こ で花火大会とか あるん で す よ うん ､
* へ -
68 J F7: 新潟祭 っ て い う の が あっ て - ､ そ の 最終 日の フ ィ ナ ー レ の 時に ､ 花火が 上が っ て - ､ * * *
68 C F 4:
6 9JF7 : それを見に ､ 夏休みは帰省 しようか な - と (笑 い) と思 っ て - * きれい ですよ
6 9 C F 4: †笑 い) なん か
70J F 7: ん うん
7 0 C F4: 日本 に来たぱか り の 時 ､ 日本語学校 に い っ たん で すよ なん か こう い つ もホ ー ム ス テ
7 1JF 7: うん うん
7 1CF4: イとか ､ 夏休み と冬休 みを利用 して - ､ ホ ー ム ス テ イ クラ ス と - ､ そ うい うプロ グ
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7 2JF7‥ うん あ､ そうです か (笑 い)
72C F4: ラム あります 新潟 ､ もか なり安く て行けるそ う です
7 3J F 7:
7 3 C F4: そ れ 利用 して 行きた い
あ ー そ っ か (笑い)い つ か､ ぜひ
( 笑い) 今度
(笑い) どうかわ か ん ない で
7 4J F 7: お -
7 4 C F4: す けど - ､ 新潟 の ､ と ､ わ りとそ う気が利 い たと ころ が - ､ うん ､ そう い うとこ
7 5J 甘7: あ ー
75 CF4 : い っ て - ､ うん ､ だか ら､ う ん ､ 向 こうの ホ ス ト､ に よ っ て ､ か なり 状況変わります､
76J F 7: あ ー
76 C F 4: す ごく盤か な家族 と 一 緒 に ､ あちこ ち旅行できる人も い る し - ､ あと ､ 人手 の 足 り
77 J F7.I ( 笑い) そ- なん だ - ､
77CF4: ない とこ で介護と かやられたら - (笑い) ? ? ? うん､ す ごく面白そう
78 J F 7:(笑い) うん
78 C F 4:(笑い† * うん ､ そ ん なきれ い なとこ ろ とか ､ 見に 行き た い なと * いま こ ちらに 出
79 JF 7:
7 9 C F 4: て 一 人暮ら し†
一 人暮 ら し､ で すね ､ で ､ あの - こ こ か らち ょ っ と - 近 い と こ ろ に -
8 0J F 7: ア パ ー ト借り て ､ 一 人 で まあ､
8 0 C F 4: うん
1 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用され た規範
ii 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテジ ー
C F4 の名前を聞き取るこ とができない
内的規範
否定的
内的規範
c F 4は JF 7の名前の 漢字に つ い て の説明を理解することが できない
内的規範
否定的
内的規範
漢字を説明しようとする
内的規範
①内的 ス トラテジ ー : 説明
②内的 ス トラテジ ー : 漢字を書く
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m 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整 ス トラテジ ー
iv 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
' 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
:C F4 は新潟県に関して詳 しい 知識を持 っ て い る こと
接触規範
否定的｡ ｢ち ょ っ と焦 っ ちや つ たんだけど … なんで こんなこと知 っ て る
の かな+ と F UI で報告
接触規範 (内的場面では同 じような評価がお こなわれ ないと推測できる
ため)
: 自分を守ろうとする
こ 内的規範
: ①内的 ス トラテジ ー : 自分 の知織不足に理由を つ ける
: C F4 の 丁寧語使用
二 内的規範
否定軌 先生と話 して い ると感 じ､ ｢余計に緊張するし､ 頭で考えちやう
し - 重い 雰囲気+ と FUI で報告
:内的規範
こなし
: 内的規範
中国に関する話題
: 内的規範
: 否定的｡ ｢焦り始めて る … 中国に関する知識がない から+ と FUIで
報告
: 内的規範
:なし
:内的規範
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C F 4Ⅹ JF 8
0 1J F 8:
0 1C F 4:
よろ しくお願 い します
よろ しく お願 い します すい ませ ん今日 払 お待たせ しま した †
02 J F8: い え､ 全然
02 C F 4:
え†
もうき てら っ しや い ま した † もう､ 長く待 たせ ま した†
03JF 8: そん な､ 私も 1､ 2 分前に来たばか りなん で
03 C F 4.･
04 J F 8I.
04 C F 4: こ うい う 冬
そうですか良か っ た
は じめ て なん で す
い え､
(笑い) は い * *‡笑)
(笑)
はあ - な
3 .1
日 は何回 目 ですか † は じめ て あ ー 3回 目です け ど
05J F 8: ん だかすごく､ どきどき して い ます は い は い は い
05 C F4.. そん なに緊張 しなくて い い で す､ 文学部 の 学生†
06 J F8: そうで す､ 日本文化学科です
06 C F4:
07J F8: は あ 一 大学 -
07 C F 4: で した * ‡笑 い‡
08J F 8: - そうで すか
08C F 4:
09 J甘8:
1年生 です は い
何年生ですか 1年生 こ の 前来た方も 1 年生
あ ー は あ
い ま院 に 入 っ て で 文学研究科 の , 修 士 2年 ､ 大学院
は い
は い * *千葉大学っ て い うの は初め て で す よね ? ? 2年です ‡笑い)
はあ - 出身 は ､ 栃木県で す
09 C F 4: まだ? ? ? ? ?がわからなくて うん ､ 出身は どこで すか あ ー
10J F8: は い
10 C F 4: 関東で す か ん と - 策† ど こ です かij
‡笑 い) 栃木県は - ､ 一 応 関東地方なん で
( 笑い)
11J F 8: すけど * 千葉があ っ て ､ 東 京が あ っ て , そ の , 上 に埼玉 が あっ て､ 埼玉 の 上に栃木が
11C F4 .
I
12 J F8: あ ー そうです そ うです, 真 ん 中に ある と こで す
12 C F 4: に群馬 が あっ て ､ こちらの海 の 方に 千葉
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千葉と, なんか 群馬
CF 4xJF 8
1 3J F 8:
1 3 C F 4: の 真ん 中
14 J甘8: ます か
14 C F4 :
は い そうです
日光が -
そうです ､ 栃木県です ､ あ日光 に は行か れたことがあり
( 笑い) そ うです か 一 足 非い ら してく だ さい
あり ませ ん ( 笑い1 行きたい で す
15J F8:
15 C F4: ル を探 しに 行きた い ん です
16J 甘8:
16 C F 4: 見 ざる聞か ざる
( 笑い〉 来てください -
なん かサ
何と言うのサ ル ､ なんか そ う言う
あそうですね - *
なん かもう 1 つ なん と言う 許さざる†
17J F 8: 見 ざる聞か ざる､ 言わ ざる
17 C F 4:
18 J F 8:
18 C F 4: か ら
あそうですね -
あ､ 言わ ざる ､ なん かそ う言 い ます ね それ 杜す ごく有名だ
あでもちっ ちや く彫られ て る ん で - ､ そ ん な期待 して る ほ どで は ない んで すけ ど
19J F 8: は い
19 CF 4: なん か 中国で 一 大学 2年 の 時なん で すけ どす ごく昔な - 4 年くら い か な - ま 一 見ざ
2 0J F 8:
2 0 C F4: る聞か ざる の サ ル の 話 聞い て
2 1J F8:
2 1 C F 4: で こうなん か 関JL､ して
22 J F 8:
2 2CF 4: お きもの †
は い は い (笑い‡
そ の ､ 見 た こ と ない ん です け ど †笑い) * そ れ
え ー ぜ ひ
なん か見所あります†それ以外 に ､ それともその サル
い えい え､ あの ､ 何て い うか 建物 - が ､ 立派 な建物 が い く つ もあ っ て､ その
2 3J F 8: 中で ､ そ の 中の ひ と つ の 建物 * 上 の 方 に､ あ る っ て い う､ 彫 り物なん ですよ､ 木 の
2 3 C F4: あ､ そ う
24 JF 8: 木の 彫り 物で す､ は い 箇所だけに そ う
24 C F 4: あ じや - じや - 全て の 建物 の 上に ある わけ じや なくてそう い う箇所だけに
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2 5 ∬ 8: ち っ ちゃ くあ るん で ､ み ん なが っ か り して帰っ て い きます †笑い)
25 C F4 :
26J F 8:
2 6 C F4: つ い たか は
2 7J F 8:
どうや っ て そ こに
どうや っ ､ どう して そ ん なに 有名にな っ た ん だ か よくわからない
は い うん -
見 にく い
2 7C F4: と こ､ ? ? ?､ よく 見な い と気をつ けな い と あそうですか その地方とかは
2 8J F 8: ( 笑い)
28 C F4: なん ､ なん か横紙とか看板とか あります† * こ こに サ ル が 見えます っ て い う (笑い)
2 9J F 8: どう - ､ どうだ っ た で し ょ う ー (笑い) で ももうひ と つ 眠り 滞 っ て言 う あそれも
2 9 C F4: うん
30J F 8:彫 り物なん で すけど､ それ - が ､ そうか なその 目を閉 じて る猫､ が眠 っ て い るみ たい だ
30 C F4:
31J F 8: か ら眠 り猫 っ て 言 っ て ､ す ごい そ れ に ま つ わ る い ろ ん な話とか あっ て - それが 有名なん
3 1 C F 4:
32J F8: で す けど そ れ が ほ ん っ とに わ か り づ らくて こ こ に眠 り猫が あり ま す っ て い う看
32 C F 4: うん うん うん うん
33 J F 8: 板が
3 3 C F 4: あ ー サ ル と違うと こ ろ に ある
サ ル とは また違うと こ ろに､ ある
34 J F 8: 探 しにく い 探 しに く い (笑い) 探しに言 っ てく ださい
3 4 C F 4:( 笑い)
3 5J F 8:
35C F4: 木 っ て さ､ 近 い です よね､ 大学と
8 6J F 8:
3 6 C F4: う､ 家か ら通 っ て る ん で すか †
なんか 探 しにくい
で もけ っ こうおも しろそう *栃
そ うですねうん電車で 3時間くら い で 普通 に
うん あ､ そ
い え､ い え､ 下宿です
例 2 0 6
え､ い まも下宿あります か†iii と食事
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37 J F8 .
･
37CF4:
38J F 8:
あ ー そうで すよね､ 下宿 じや なく て､ アパ ー ト借りて住ん で ます
あ ー ほん
そうで す よね､ は い ? ? ? ? ?(英い†
88C F 4: と に - 下宿とい うの は そうい う賄 いとか つ い て る ? ? ? ?(笑い)
3 9J F 8: 今は - 留学生セ ン､ 留学生 の あ ー
3 9 C F4: そ うい うの に全然入 っ て な い ､ 天 台の 方に 天 台知っ
4 0J F B:
40 C F 4: て る か な†
あ ー わか ります ､ は い 私は 一 穴川 なん で すけど - 赤門
穴川 の どの 辺 ですか
4 1J F 8: つて い う焼肉やさんがある の わかりますか
41 C F 4:
4 2J 下8: は い は い
あの 近くで す(笑い)
わ か り ます
4 2 C F 4: ? ?向こ うか ら? ? ?そ の 方か ら自転車で 5 分間くら い で 行け るん です よ
私は - ?
あ ー 近い で す
4 3J F 8: ね - 以外 と (笑い) あ ー わ かり ます (笑い1
4 3 C F 4: (笑い) ほん と近 い ? ? ?京葉セ ン タ ー とか 渡 っ て 穴
44 J下8: あ ー そ うで うね､ なん か J Rの 西 千葉駅
44C F 4: 川 あたり ､ 確か に ア パ ー トた くさん ありますね
45JF 8: に も稲毛駅にもち ょ っ と遠 い な - そ こ が ち ょ っ と ね不 便か な - と
4 5 CF4 :
46 JF 8: あ ー そ うで すね
う ー ん 私住 ん で る ほう
46 C F 4: 天台 に方もそ うです が ､ モ ノ レ ー ル の 天台もありますね ､ 天台まで歩い て 10分間､ 穴
47J F 8: あ ー
47 C F 4: 川 の 駅 まで 歩 い て 10分間､ バ ス 停 ま で 10分間､ 西千葉干葉､ 稲毛まで それぞれ 10分
48J F 8., 微妙な中間地点 に - (笑 い)
48 CF 4: 間 (笑い) そ うそう夜になると静か で い い
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う ー ん で も夜 - あそ こち ょ っ
C F4x JF 8
4 9J F B: と静か過ぎ で怖くな い です か 夜とい うと時々 ちょ っ と住宅街なん で ､ すごい *怖い
4 9 C F4: ん -
50J F 8: な -
50 C F4: え, どの 辺 の ? ? ?なに敬愛 の其†*違う
あ ー 敬愛 の 方､ 敬愛の ､
? ? ? ?
51J F 8:怖 い ち ょ っ と怖 い で すね､ 12 時 ごろとか ､ 通 る と､ す ごく怖 い で す
51 C F 4: 怖 い
52J F 8:
52 C F 4,･ に怖 くな い
5 3J F 8:
f 突い‡ すご - い ､ 煉れ て い ら っ しや る
? ? ウ ?
そ んなに､ そん な
怖く - ､ え, い ､ 普通は どの道を
普通､ は､ 大体､ う ー ん * ** * * *ⅩⅩ
5 3 C F4: 通 っ て い ます か†? ? ? ? ? じや な い ? ? ?轟ロ で
54J F 8:小学校とか ､ あ っ ち の ほ うの高い 道を通 っ て行く ん で -
54 C F 4:
5 5J F 8:
55 C F4: い な い ん ですよ
あ - そ の 辺 ､ 夜は歩い て る人
自転車で , 早く通 り過ぎよう､ 通 り過ぎよう っ て 思 っ て
なん か そ う
56 JF 8:
56 C F 4: 表 の ? ? ? ? ?､ そ ん なに 国道沿 い で そ ん なに ? ? ?とか 16号と か ､ そ ん なに 通 れ な
57 JF 8:
57 C F 4: い ん で すか †
あ､ そ っ ちで も､ そ っ ちでも近 い - か ら､ 夜は そ っ ちを通 っ たり しますね
58J F 8: あんま り遅 か っ たり す ると怖 い か ら､ 朝は ⅩⅩ 学園 の 生徒さんがい っ ぱい い るか らち ょ
58 C F 4: うん
59 J F 8: つ と 朝通 る の は大変なんで
59C F4: うん
6 0J F 8:
6 0 C F4.･
で もなんか ､ 豊富Lfやない か ら､ 赤 門なら 1 0､ 赤 門
うん うん 詳 しい で すね (笑い)
は 早 い ね , 11 時くら い まで あ とが き大将とか は
iv
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6 1J F 8: は い は い ､ そうで うね
61C F4: ? ? ?あ るで は , ? ? ?と か
6 2J F 8: あ ー そ うで すね -
6 2CF 4:
そ の 辺 明る い と思 い ますよ
( 笑いl そうですね､ 天 台
うん ､ 冬 に なっ ても そん なに寂 しくない ( 笑い)
6 3J F8: に は セ ブ ン イ レ ブ ン が ある
63 C F 4: うん ､ だか ら * * *私 はもう? ? ?ない か ら (笑い) けっ
64 J F 8.I
6 4 C F 4: こう､ なん か ア ル バ イ ト して る の †そ ん な夜遅くの
え ー 部清 で - ､ 部活が終わ っ た後に
6 SJ F 8: - あの 私､ 体換部と 野 球部 に入 っ て るん ですけど - ､ ど っ ちも マ ネ ー ジ ャ ー や っ て るん
6 5 C F4: は -
66J F 8: で す けど
66 C F 4:
は い ､ 部滑 が終わ っ た後 に み ん なで ご飯食 べ に 行 っ た り
あ ー す ごい で すね うん
6 7J F 8: して るとどう して も遅くな っ ちや つ て * ア ル バ イ トは や っ て い らっ しや るんで すか
67 C F 4: AJ -
68 J F8: あ ( 笑い)
6 8 CF4: が き大将で 近 い か らそ うい う
い い ですね 一 大変 じや ない で すか †
そ こ - は あ
69J F8: あ ー
69 C F 4: の フ ァ ミ リ ー レ ス とか こ の 近くは あま り店 がな い ん で す よね ､ フ ァ ミリ
ー レ ス トラ ン
7 0J F 8: あ
ー 大変
70 C F4: だ っ たら色 々 なん か そうい う? ? ? のこ なし方とか覚えなくちゃ ならない けど
7 1J F8: そう
71 C F 4: が き大将す ごい 簡単なん で すよ
あそうなん で す か - I
72JF 8:
7 2 C F4: ? 出 して ､ 後 か ら つ けて ､ それ だけなの
う ん ､ オ ー ダ ー 受けて, ? ?
え !あで もなん か酔 っ 払 っ て る人とか
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7 3J 甘8: 危な い ん です か†
7 3 C F4: ん ですよね
あ - そ うなん です か
こな い だ家族で来て -
7 4J F 8:
74 C F4: ル コ ー ル 頬 はチ ュ - ハ イ と ビ ー ル だけで酔 っ 払 い に なる んで す よ
75J F 8: せ ん ね ‡笑 い)
7 5 C F 4: 居酒屋 で は ない か ら
? ?の み ､ ア
それ は い い か もt/ れま
あ居酒屋 ではな い ん です ね ､ 居酒屋で ア ル バ イ トし
76 J F 8: て る 人､ す ごく 大変そうですよね
7 6 C F4: 大変
7 7J 甘8:
うん､ 絶対､ なん か ､ そ うい う､ わ け､ わ けわ
や っ ぱり女 の 子 だ か らそ う い うの はやだな - と思 っ て
7 7 C F4: か ん な い 人 い る ん で すね
7 8JF 8:
7 8 C F 4: ね､
79J F 8.･
です よ
あ !大学院は†
笠ちob
J
ぇずは昼間 - ぐらい か ら､ それか ら昼 ､ 夜はや っ て ない ですねv
あ､ そ うで すか
79 C F 4: ア ル バ イ トは 土日 だけや っ て ますア ､ ア ル バ イ トは 土日
8 0J 下8:
8 0 C F4: だ けで ､ 昼 12時くら い か ら 4時まで
81 J F8:
あ､ 長 い で すね -
え､ 自分で -
え､ 普通なんで すか
81 C F 4: く は ない ､ 時間は普通 です
82 J F 8: い ん です
82CF 4:
長 い †時間が
長
したこ とな
ア ル バ イ ト して ない ん で すか
は い
した ことない んで す か あ､ そ うです か ､ なん かや っ てみ たらどうです か†
83 J甘8 ･. や っ て み た い です ､ 大学生に な っ た
83 Cf
､
4: や っ ぱ今 ま で全然や っ て ない とか -
84J F 8: の 時もなんだかす ごく * 忙 しく て t笑 い)
84 C F 4:
は い ､ 高校生
ん - ､ 色々 あ りますの で - ､ や っ てみて もお も し
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8 5J F 8.
I
そうで すね - ､ マ ク ドナ ル ドと かや っ てみた い で す
8 5C F4: ろい か も しれない ‡笑 い)
86J F 8:
8 6 C F4 : 飛ぶ か ら
( 笑い) やけどとか しますかね
なん か 油とか
あとなん か そ う い う マ ク ドナ ル ドは ､ すごく
87J 甘8: あ ー
87 C F4 : ネ ー ム バ リ ュ ー ある 会社だから - だから い くらでも募集 して - ､ ア ル バ イ トしに来 る
88 J F8:
88 C F 4: 人が い る ん で -
89 J F 8:
あ ー ､ あ ー †笑 い) 750円, とか で すかね
た ぶん 給料激安です よ よくそ
そうですよね ､ 安い で す よね うん
89 C F 4: う番 い て る ん で すね 名前が ､ そ う い うなん か 有名な
9 0J F 8: はあ - ､ そ うなん で すか - そ う言 えばそ う言 わ
9 0 C F 4: 会社だと給料安い み ない な感 じで う ー ん
91J F 8: れればそうかも しん ない ね -
91 C F4:
92J 甘8:
92 C F 4: す っ ごく
その近く ､ 赤門は お すすめ で きな い と思う､ ほ ん とに
ん - 友達 - がや っ て て - ､ す ごい つ らくて つ らくて ､ 1 ケ月 で わ り に合わ な い
93J甘8: つて 辞 め る こ とに した ん です は い
9 3 C F 4:
9 4JF 8:
しょ っ ち ゅう募集 して る ん ですけど､ なん か ､ そ の 前 に
そ うで すね -
9 4 C F4 : 通 る時､ 中見たらい っ も人い っ ぱ い で す よ､ 待 っ て る人もい る し うん
95J 甘8:
95 C F 4: す ごく走 りまわ っ て る ように 見える し
･ 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
c F4が会話開始後すぐにホ ス ト役になっ て い る こ と
内的規範
なし
内的規範
n 留意された逸脱 : CF4は栃木がどこ にある の かを知らない こと
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留意に適用された規範 : 内的規範
評価 : 中立的
評価に適用された規範 : 内的規範
皿 留意され た逸脱 : C F4 は ｢下宿+ の 文脈上 の 意味を理解 して いない こ と
留意に適用された規範 : 内的規範
評価 :否定的｡ ｢や っ ぱり こ とばを辞書とか引い て 覚えたかなと感じま
した+ とF UIで報告
評価に適用された規範 : 内的規範
調整 :｢正確+ な日本語を捷供しようとする
調整に適用された規範 :接触規範( 内的場面で は ､ こ の ような調整の必 要性は感じない と推測
できるため)
調整 ス トラテジ ー : ①内的ス トラテ ジ - : 自分の発言を言い換える
iv 留意された逸脱 :CF4は近所の知織が詳 しい
留意に適用された規範 :接触規範 (内的場面で は ､ 同 じようなことが留意されない と推測でき
るため)
評価 :否定的｡ ｢偏見かもしれない … よく考えてみれば､ 私よりず っ と千
葉にい るんだから､ その ことは多分当然なんですけど､ や っ ぱり外国
評価に適用された規範
調整
調整に適用 された規範
v 留意された逸脱
留意に適用された規範
評価
評価に適用された規範
調整
調整に適用された規範
調整ス トラテジ ー
の 方の 方が私よりすごく よく知 っ て い るという のがび っ くり しちや
っ て+ とF u で報告
:接触規範 (内的場面で は ､ 同 じような評価を行わない と推測できる
ため)
: なし
: 内的規範 (内的場面でも調整が推測されない と推測できるため)
: c F4は昼間アル バイ トをして い る こと
: 内的規範
･
. 否定軌 ｢こ の 人 (C F 4) は い つ 勉強して るん ( 笑い‡+ と F UI で
報告
:内的規範
:説明を要求する
: 内的規範
:①内的ス トラテ ジ ー : 質問する
2 2 3
